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こんなときは？

※取扱窓口には，直接出向いて手続きや質問をしてください。
※大学院研究科便覧の内容が，変更される場合があります。変更内容は，掲示板，学務システムにて連絡します。

内容
取扱窓口

参考頁
天白 ナゴヤドーム前 八事

通
学

通学定期券の購入について 学務センター
(教務）

事務室
（研究科事務窓口）

事務室

51

暴風特別警報または暴風警報・災害時の対応 学務センター
(研究科窓口）

事務室
（研究科事務窓口） 21

身
上

現住所の変更、保証人変更・保証人住所の変更 学務センター
（教務）

事務室
（研究科事務窓口） 12

休学・退学・復学の願い出、除籍・復籍 学務センター
（研究科窓口）

事務室
（研究科事務窓口） 10

学生証の紛失・再発行について 学務センター
（教務）

事務室
（学生支援・キャンパス庶務窓口） 51

証
明
書

学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証） 学務センター
（証明書）

事務室
（学生支援・キャンパス庶務窓口） 51

成績証明書・修了見込証明書など各種証明書 学務センター
（証明書）

事務室
（学生支援・キャンパス庶務窓口） 50

授
業

履修登録、単位・履修相談 学務センター
（研究科窓口または教職・学芸員）

事務室
（研究科事務窓口） 19

休講・補講について 学務センター
（研究科窓口または教職・学芸員）

事務室
（研究科事務窓口） 19

経
済

学費振込依頼書の紛失 学務センター
（研究科窓口）

事務室
（研究科事務窓口） 12

授業料等の納期延期の相談・申請 学務センター
（研究科窓口）

事務室
（研究科事務窓口） 12

奨学金の相談、申請 学務センター
（生活支援）

事務室
（学生支援・キャンパス庶務窓口） 52

資
格 公務員試験対策講座、各種資格講座 キャリアセンター

（エクステンショングループ） キャリアセンター 45

生
活

アルバイト情報 学務センター
（生活支援）

事務室
（学生支援・キャンパス庶務窓口）

落し物について 学務センター
（学生活動）

事務室
（学生支援・キャンパス庶務窓口）

学生証の落し物について 学務センター
（教務）

事務室
（学生支援・キャンパス庶務窓口）

進
路 就職（就職活動）相談 キャリアセンター キャリアセンター 45

相
談

学生相談室

保健センター 保健室 保健室

44

ハラスメント相談 204

そ
の
他

インターンシップについて キャリアセンター キャリアセンター

事務室

45

留学について 国際化推進センター 事務室
（研究科事務窓口） 46
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Ⅰ．名城大学の概要
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名城大学の概要Ⅰ
1ç໊৓大学ཱ学のਫ਼ਆ

　名城大学のૅは，大正��年に։ઃされた名ݹ԰ߴ等理工科講शॴに૎り，ྺ࢙と఻౷を༗する総合大学です。ত࿨��年
̏月には，࢈学׭各քのࢧԉを得て，学生，෕฼，教員各位の理解とྗڠの下，「立学のਫ਼ਆ」としてຊ学のઃ置のҙ義と目的
を改Ίて明֬にし，学಺֎にެ表しました。
　「立学のਫ਼ਆ」のࠎ格はʰԺ݈த正ʱh 実行ྗʱh ৴པʱです。すなわͪ，h ，にもの͝とのຊ࣭をつ͔み，અ度をわきま͑ڏݠ
๛͔なแ༰ྗと平֮ײߧをもͪ，実行ྗもൈ܈で，୭͔らも৴པされるʱͦのようなਓࡐの育成こͦ，ຊ学の目指すとこΖです。
　「Ժ݈த正」は，࣍のように解ऍされています。

　　「穏」 平࿨であたた͔く，Ժ΍͔であること。

　　「健」 டংとௐ࿨と֬実さをもって，ࢧোなく，ྗڧく前進すること。

　　「中」 。にもの͝との֩৺をつ͔み，แ༰ྗある立৔にあることڏݠ

　　「正」 もの͝とに，ંり目，けじΊをつけ，ॱٯをわきま͑てےを通すこと。

学ߍ๏ਓ໊৓大学の基ຊઓུ .4�2ý
　ຊ学では，։学 １00 प年（2026 年）を目標年とするઓུϓラン「.FJKP SUSBUFHZ�2026（通শɿ.S�26）」を推進しています。

ʦڞ༗し͍ͨ価஋؍ʧ
ʮ生֔学ͼΛָしむ（&OKPZ -FBSOJOH GPS -JGF）ʯ

　શての学生がຊ学の教育によって「学Ϳָしさ」にͮؾき，ଟ༷なίϛュχςィのதで，༷ʑなਓ΍文Խと出会い，ਓ生をָしみながら生

֔学びଓけてཉしいというئいをࠐΊたݴ༿です。

ʦ2÷2ý ೥にΊ͟すকདྷ૾ʧ
　ʮଟ༷ͳݧܦΛ௨して，学生͕大き͘Ӌ͹ͨ͘ʰ学ͼのίϛϡχςΟʱΛ૑り͛޿るʯ

　このকདྷ૾は，例͑͹ディϕートで஥ؒとܹしいٞ論をަわしたり，ւ֎͔らのཹ学生のҙࣝのߴさにڻいたり，ன໷を๨れてڞに学Ϳ஥
ؒたͪと研究に຅಄したりする等，Ωϟンύス಺֎で，༷ʑなਓ΍文Խと出会い，おޓいにܹࢗし，大学の学びがますますָしくなる。ͦの
ようなଟ༷なܦ験のできる「学びのίϛュχςィ」をৗに提ڙしଓける大学を目指します。

「穏健中正で実行力に富み、国家、　　　　　
　　　　 社会の信頼に値する人材を育成する」

2ç学Վ

あ さ ひ に  に お う 　 す ー ず ー か れ い

河 合 逸 治 作詞
信 時 　 潔 作曲

が く り の ー い ず み 　 く む と こ ろ

じ だ い を き ず く 　 は え に な う

き ぼ う に  も ゆ ー る 　 わ こ う ど  が

名 城 ー 　 名 城 ー 　 じゆうのがく　ふ　　お お 　 名 城 ー
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úç໊৓大学大学院の ú ͭのϙϦγʔ

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

　名城大学大学院はɺ「Ժ݈த正で実行ྗに෋みɺࠃՈɺ社会の৴པに஋するਓࡐを育成する」という立
学のਫ਼ਆに基ͮきɺ࣍の資࣭・ೳྗを਎につけた学生に学位を授༩します。
஍に立って෺事のެ正な൑அをすることができݟを਎につけɺ学ज़的؍い倫理ߴ度でઐ໳的஌ࣝ及びߴ①
る。
ᶄઐ໳分໺における研究ೳྗ又はߴ度ઐ໳৬業ਓとしてඞཁなೳྗを༗しɺ社会におけるॾ໰題の解ܾの
たΊにͦのೳྗを活用できる。
ᶅओମ的に学びଓけɺ学んだことを分͔ͪ合いɺڞに成長することができる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

　名城大学大学院はɺ各ઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資 ・࣭ೳྗを਎につけさせるたΊɺ
ίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。
①ίースϫーΫではɺ講義・ԋश・実験・実श等を適切に組み合わせた授業を実施することによりɺ๛͔
な学ࣝとߴ度なઐ໳஌ࣝ及びߴい倫理؍を֫得しɺ෺事を正しく理解し表ݱできるようにする。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ研究指導ମ制を੔උすることによりɺઐ໳分໺における研究ೳྗ又はߴ度ઐ໳৬
業ਓとしてඞཁなೳྗを֬実に修得しɺ໰題解ܾのたΊに活͔すことができるようにする。
ᶅগਓ数・૒方向の授業ମ制及びೳ動的学修の実施によりɺ生֔にわたってओମ的に学びɺ他者との૬ޓ
理解΍ҙ׵ަݟができるようにする。
ᶆ学修成果に対するݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文の৹ࠪにあたっては学位論文৹ࠪ基準を
ઃけɺੑ؍٬を୲อする。またɺ学生の進࿏΍関৺等にもとͮくݸผ指導を行うことによりɺݸʑの達
成度とকདྷ計画に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

　名城大学大学院は，学部又は大学院（修士・博士前期課程）の教育課程等における学修を通して，࣍の
ような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。
①大学院での学修の基ૅとなる͔֬な基ૅ学ྗ及びઐ໳分໺における十分な஌ࣝを修得している。
ᶄ入学をر๬するઐ߈での学修成果を社会で活͔すという目的ҙࣝがある。
ᶅ大学院在学தだけでなく，修了後も学びଓけるҙཉがある。
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名城大学大学院ではɺຊ学の教育理೦΍社会的χーζを౿ま͑ɺ育成す΂きਓ૾ࡐを明֬にしɺͦの資࣭・ೳྗ֫得のたΊに適切
な教育課程ฤ成ɺମܥ的・組৫的な教育活動ɺ及びこれに;さわしい学生をडけ入れるたΊの入学者બൈの実施を目的にɺ大学院
શମとして以下の学位授༩方਑ɺ教育課程ฤ成方਑ɺ入学者ड入れ方਑をࡦ定しています。

ú ͭのϙϦγʔ
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（1）大学のԊֵ
大正 １5 年（１926）5 月 名ݹ԰ߴ等理工科講शॴをத۠ޚ器ॴொに։ઃ

ত࿨ 3 年（１928）4 月 名ݹ԰ߴ等理工科講शॴが，名ݹ԰ߴ等理工科学ߍʤ໷ؒʥ	ిؾ科，数学科，෺理科，Խ学科 
として認Մ，த۠৽ӫொ 	౦৽ொࣷߍ 

で։ߍ

ত࿨ 8 年（１933）１ 月 名ݹ԰ߴ等理工科学ߍにʤ໷ؒʥத等科をઃ置

ত࿨ １2 年（１937）3 月 த۠不ೋݟொにࣷߍҠస
名ݹ԰ߴ等理工科学ߍにத等科ʤனؒʥిؾ工学科・機ց工学科，ʤ໷ؒʥిؾ工学科，機ց工学科，応用Խ学科ߴ等科の໷ؒをઃ置

ত࿨ １7 年（１942）4 月 தଜ۠৽෋ொにࣷߍ৽ઃ

ত࿨ 2１ 年（１946）１0 月 ňஂࡒ法ਓ名ݹ԰ߴ等理工科学Ԃŉ をઃ立

ত࿨ 22 年（１947）9 月 名ݹ԰ઐ໳学ߍをઃ置（9 月 22 日։ߍ）

ত࿨ 23 年（１948）3 月 名ݹ԰ઐ໳学ߍの学ଇ変更により応用෺理学科をୈ一部応用෺理学科（ిؾ分科，機ց分科，౔໦分科，ݐங分科），ୈೋ部応用෺理
学科（ిؾ分科，機ց分科，౔໦分科，ݐங分科）に変更
ୈ一部数学科，法੓科，঎科，ୈೋ部数学科，法੓科，঎科をઃ置

ত࿨ 24 年（１949）4 月 名城大学։学　঎学部ୈ一部，঎学部ୈೋ部をઃ置

ত࿨ 25 年（１950）4 月 法঎学部ୈ一部（法学科，঎学科），法঎学部ୈೋ部（法学科，঎学科），理工学部ୈ一部（数学科，ి ，（ઃ工学科ݐ，工学科，機ց工学科ؾ
理工学部ୈೋ部（数学科，ిؾ工学科，機ց工学科，ݐઃ工学科），೶学部（೶学科）をઃ置（঎学部ୈ一部，঎学部ୈೋ部はഇࢭ）
୹期大学部（঎ܦ科ୈ一部，঎ܦ科ୈೋ部）をઃ置

ত࿨ 26 年（１95１）3 月 組৫変更により ň学ߍ法ਓ名城大学ŉ をઃ立

　　　　　　　　　4 月 教৬課程部をઃ置

ত࿨ 29 年（１954）2 月 ༀ学部ༀ学科をઃ置

　　　　　　　　　3 月 ୹期大学部にిؾ科ୈ一部，機ց科ୈ一部をઃ置

ত࿨ 30 年（１955）１2 月 ༀ学部をۨ方͔ࣷߍらീ事ࣷߍにҠస

ত࿨ 40 年（１965）4 月 ༀ学部に੡ༀ学科，理工学部一部にަ通機ց学科をઃ置

　　 　　　　　　１2 月 大学ຊ部，ୈ一法঎学部，大学院঎学研究科，୹期大学部঎ܦ科ୈ一部をۨ方͔ࣷߍらఱനࣷߍにҠస

ত࿨ 42 年（１967）4 月 法学部一部法学科，法学部ೋ部法学科，঎学部一部঎学科，঎学部ೋ部঎学科をઃ置
（ୈ一法঎学部，ୈೋ法঎学部はഇࢭ）

ত࿨ 43 年（１968）１2 月 ೶学部がୋདྷ͔ࣷߍらఱനࣷߍにҠస

ত࿨ 44 年（１969）3 月 ୹期大学部ిؾ科，機ց科ୈ一部・ୈೋ部をഇࢭ

ত࿨ 47 年（１972）4 月 ೶学部に೶ܳԽ学科をઃ置

ত࿨ 48 年（１973）4 月 理工学部一部に౔໦工学科，ݐங学科，理工学部ೋ部にަ通機ց学科，౔໦工学科，ݐங学科をઃ置（理工学部一部ݐઃ工学科，理
工学部ೋ部ݐઃ工学科はืूఀࢭ）

ত࿨ 5１ 年（１976）3 月 ঎学部一部にࡁܦ学科をઃ置，୹期大学部঎ܦ科ୈೋ部をഇࢭ

ত࿨ 52 年（１977）4 月 ঎学部ୈೋ部がதଜ͔ࣷߍらఱനࣷߍへҠస

ত࿨ 6１ 年（１986）2 月 理工学部一部・ೋ部ిؾ工学科の名শを理工学部一部・ೋ部ిࢠిؾ工学科に変更

平成 7 年（１995）4 月 ৘ใ学科をઃ置ࢢ৘ใ学部౎ࢢΩϟンύスを։ઃ，౎ࣇにՄࢢࣇՄݝෞذ

平成 8 年（１996）4 月 ༀ学部ҩྍༀ学科，ༀ学科をઃ置（ༀ学部ༀ学科・੡ༀ学科はืूఀࢭ）

平成 １１ 年（１999）4 月 法学部法学科，応用実຿法学科をઃ置（法学部一部法学科・法学部ೋ部法学科はืूఀࢭ）
೶学部生෺資ݯ学科，応用生෺Խ学科をઃ置（೶学部೶学科・೶ܳԽ学科はืूఀࢭ）
঎学部一部・理工学部一部にன໷։講制導入によるऩ༰定員૿
（঎学部ೋ部঎学科・理工学部ೋ部数学科，ిࢠిؾ工学科，機ց工学科，ަ通機ց学科，౔໦工学科，ݐங学科はืूఀࢭ）
঎学部一部・理工学部一部の名শを঎学部・理工学部に変更

平成 １2 年（2000）4 月 （ࢭ学科はืूఀࡁܦ，঎学部঎学科）業社会学科をઃ置࢈，学科ࡁܦ学部ࡁܦӦ学科及びܦ際ࠃ，Ӧ学科ܦӦ学部ܦ
理工学部数学科，৘ใ科学科，ి ަ，料機ೳ工学科，機ցγスςϜ工学科ࡐ，工学科ࢠిؾ 通科学科，ݐઃγスςϜ工学科，ڥ؀૑造学科，
（ࢭ理工学部機ց工学科，ަ通機ց学科，౔໦工学科はืूఀ）ங学科をઃ置ݐ
୹期大学部৘ใࠃ際科をઃ置（୹期大学部঎ܦ科はืूఀࢭ）

平成 １5 年（2003）4 月 ਓؒ学部ਓؒ学科をઃ置（୹期大学部৘ใࠃ際科はืूఀࢭ）

　　　　　　　　　5 月 ༀ学部ༀ学科及び੡ༀ学科をഇࢭ

平成 １6 年（2004）4 月 理工学部৘ใ工学科ઃ置（理工学部৘ใ科学科はืूఀࢭ）

平成 １7 年（2005）4 月 ೶学部生෺ڥ؀科学科をઃ置

　　　　　　　　　7 月 ୹期大学部をഇࢭ

平成 １8 年（2006）4 月 ༀ学部ༀ学科（6年制）をઃ置（ༀ学部ҩྍༀ学科，ༀ学科（4年制）はืूఀࢭ）

　　　　　　　　　5 月 ঎学部ೋ部঎学科，理工学部一部数学科，ిࢠిؾ工学科，機ց工学科，ަ通機ց学科，౔໦工学科，ݐங学科，೶学部೶学科，೶
ܳԽ学科をഇࢭ

　　　　　　　　 １１ 月 ঎学部঎学科及びࡁܦ学科をഇࢭ

平成 １9 年（2007）5 月 法学部ೋ部法学科，理工学部ೋ部数学科，ిࢠిؾ工学科，機ց工学科，ަ通機ց学科，౔໦工学科，ݐங学科をഇࢭ

平成 20 年（2008）4 月 ঎学部一部঎学科及びࡁܦ学科をഇࢭ

　　　　　　　　　6 月 法学部一部法学科をഇࢭ

平成 23 年（20１１）4 月 理工学部ަ通科学科をަ通機ց工学科に名শ変更

　　　　　　　　　5 月 理工学部৘ใ科学科をഇࢭ
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平成 24 年（20１2）5 月 ༀ学部ҩྍༀ学科・ༀ学科（4 年制）をഇࢭ

平成 25 年（20１3）4 月 理工学部応用Խ学科及びϝΧトϩχΫス工学科をઃ置
理工学部機ցγスςϜ工学科を機ց工学科に，理工学部ݐઃγスςϜ工学科を社会基൫デβイン工学科に名শ変更

平成 28 年（20１6）4 月 ౦۠໼ాೆにφΰϠドーϜ前Ωϟンύスを։ઃ，֎ࠃ語学部ࠃ際ӳ語学科をઃ置
法学部応用実຿法学科をืूఀࢭ

平成 29 年（20１7）4 月 ਓؒ学部ਓؒ学科をఱനΩϟンύス͔らφΰϠドーϜ前ΩϟンύスにҠస
౎ࢢ৘ใ学部౎ࢢ৘ใ学科をՄࣇΩϟンύス͔らφΰϠドーϜ前ΩϟンύスにҠస

ྩ࿨ 2 年（2020）4 月 理工学部ڥ؀૑造工学科をઃ置（理工学部ڥ؀૑造学科はืूఀࢭ）

ྩ࿨ 4 年（2022）4 月 ৘ใ工学部৘ใ工学科をઃ置（理工学部৘ใ工学科はืूఀࢭ）

ྩ࿨ 5 年（2023）7 月 法学部応用実຿法学科をഇࢭ

（2）大学院のԊֵ
ত࿨ 29 年（１954）4 月 ঎学研究科঎学ઐ߈修士課程をઃ置

ত࿨ 4１ 年（１966）4 月 ༀ学研究科ༀ学ઐ߈修士課程をઃ置

ত࿨ 42 年（１967）4 月 法学研究科法཯学ઐ߈修士課程をઃ置

ত࿨ 44 年（１969）4 月 法学研究科法཯学ઐ߈に博士後期課程をઃ置

ত࿨ 46 年（１97１）4 月 ༀ学研究科ༀ学ઐ߈に博士後期課程をઃ置

ত࿨ 48 年（１973）4 月 ೶学研究科೶学ઐ߈修士課程をઃ置

ত࿨ 5１ 年（１976）4 月 ೶学研究科೶学ઐ߈に博士後期課程をઃ置

ত࿨ 52 年（１977）4 月 工学研究科ిؾ工学ઐ߈，౔໦工学ઐݐ，߈ங学ઐ߈修士課程をઃ置

ত࿨ 6１ 年（１986）4 月 工学研究科ిؾ工学ઐ߈を工学研究科ిࢠిؾ工学ઐ߈に名শ変更

平成 2 年（１990）4 月 工学研究科に機ց工学ઐ߈修士課程をઃ置

平成 4 年（１992）4 月 工学研究科機ց工学ઐ߈に博士後期課程，工学研究科にݐઃ工学ઐ߈博士課程をઃ置

平成 5 年（１993）4 月 工学研究科ిࢠిؾ工学ઐ߈に博士後期課程，工学研究科に数学ઐ߈修士課程をઃ置
工学研究科を大学院理工学研究科に名শ変更

平成 7 年（１995）4 月 ঎学研究科঎学ઐ߈に博士後期課程，理工学研究科数学ઐ߈に博士後期課程をઃ置

平成 8 年（１996）4 月 ༀ学研究科ҩྍༀ学ઐ߈修士課程，ༀ学ઐ߈博士前期課程をઃ置（ༀ学ઐ߈修士課程はืूఀࢭ）

平成 １１ 年（１999）4 月 ౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈修士課程をઃ置

平成 １2 年（2000）4 月 修士課程をઃ置߈学ઐࡁܦ学研究科ࡁܦ

平成 １3 年（200１）4 月 （ࢭ修士課程はืूఀ߈঎学研究科঎学ઐ）修士課程をઃ置߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ
౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈に博士後期課程をઃ置

平成 １4 年（2002）4 月 総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈博士前期課程，博士後期課程をઃ置
理工学研究科数学ઐࢠిؾి，߈工学ઐ߈博士前期課程及び৘ใ科学ઐࡐ，߈料機ೳ工学ઐ߈，機ցγスςϜ工学ઐ߈，ަ通科学ઐ
ి，߈修士課程をઃ置（理工学研究科数学ઐ߈ங学ઐݐ，߈૑造学ઐڥ؀，߈ઃγスςϜ工学ઐݐ，߈ ，߈機ց工学ઐ，߈工学ઐࢠిؾ
౔໦工学ઐݐ，߈ங学ઐ߈修士課程はืूఀࢭ）
博士後期課程をઃ置߈学ઐࡁܦ学研究科ࡁܦ

平成 １5 年（2003）4 月 （ࢭ博士後期課程はืूఀ߈঎学研究科঎学ઐ）博士後期課程をઃ置߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ
ༀ学研究科ྟচༀ学ઐ߈修士課程及び生໋ༀ学ઐ߈修士課程をઃ置（ༀ学研究科ҩྍༀ学ઐ߈修士課程及びༀ学ઐ߈博士前期課程は
（ࢭఀूื

平成 １6 年（2004）4 月 法຿研究科法຿ઐ߈ઐ໳৬学位課程をઃ置
理工学研究科ిࢠిؾ工学ઐ߈博士後期課程を理工学研究科ిࢠిؾ・৘ใ・ࡐ料工学ઐ߈博士後期課程に，理工学研究科ݐઃ工学
ઐ߈博士課程を理工学研究科社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈博士課程に名শ変更

　　　　　　　　　7 月 ༀ学研究科ҩྍༀ学ઐ߈修士課程及びༀ学ઐ߈博士前期課程をഇࢭ

平成 １7 年（2005）5 月 理工学研究科数学ઐࢠిؾి，߈工学ઐ߈，機ց工学ઐ߈，౔໦工学ઐ߈及びݐங学ઐ߈修士課程をഇࢭ

平成 １8 年（2006）4 月 大学ŋ学ͮߍくり研究科大学・学ͮߍくりઐ߈修士課程をઃ置

平成 １9 年（2007）１2 月 ঎学研究科঎学ઐ߈修士課程及び博士後期課程をഇࢭ

平成 20 年（2008）4 月 理工学研究科৘ใ科学ઐ߈修士課程を৘ใ工学ઐ߈修士課程に名শ変更

平成 22 年（20１0）4 月 ༀ学研究科ྟচༀ学ઐ߈修士課程及び生໋ༀ学ઐ߈修士課程をืूఀࢭ

平成 23 年（20１１）4 月 ਓؒ学研究科ਓؒ学ઐ߈修士課程をઃ置

　　　　　　　　　5 月 ༀ学研究科ྟচༀ学ઐ߈修士課程及び生໋ༀ学ઐ߈修士課程をഇࢭ

平成 24 年（20１2）4 月 ༀ学研究科ༀ学ઐ߈博士課程（4年制課程）をઃ置（ༀ学研究科ༀ学ઐ߈博士後期課程はืूఀࢭ）

平成 27 年（20１5）１ 月 ༀ学研究科ༀ学ઐ߈博士後期課程をഇࢭ

　　　　　　　　　4 月 理工学研究科ަ通科学ઐ߈修士課程を理工学研究科ަ通機ց工学ઐ߈修士課程に名শ変更

平成 28 年（20１6）4 月 大学ŋ学ͮߍくり研究科大学ŋ学ͮߍくりઐ߈修士課程をืूఀࢭ

平成 29 年（20１7）4 月 理工学研究科応用Խ学ઐ߈修士課程，ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈修士課程をઃ置
理工学研究科機ցγスςϜ工学ઐ߈修士課程を理工学研究科機ց工学ઐ߈修士課程に，理工学研究科ݐઃγスςϜ工学ઐ߈修士課程
を理工学研究科社会基൫デβイン工学ઐ߈修士課程に名শ変更
ਓؒ学研究科ਓؒ学ઐ߈修士課程をఱനΩϟンύス͔らφΰϠドーϜ前ΩϟンύスにҠస
౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈修士課程及び博士後期課程をՄࣇΩϟンύス͔らφΰϠドーϜ前ΩϟンύスにҠస
法຿研究科法຿ઐ߈ઐ໳৬学位課程をืूఀࢭ

　　　　　　　　　7 月 大学ŋ学ͮߍくり研究科大学ŋ学ͮߍくりઐ߈修士課程をഇࢭ

平成 3１ 年（20１9）4 月 理工学研究科ిࢠిؾ・৘ใ・ࡐ料工学ઐ߈博士後期課程を理工学研究科ిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学ઐ߈博士後期課程に名শ変更

ྩ࿨ 2 年（2020）7 月 法຿研究科法຿ઐ߈ઐ໳৬学位課程をഇࢭ
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法 学 部 法 学 科

ܦ Ӧ 学 部
ܦ Ӧ 学 科
ࠃ 際 ܦ Ӧ 学 科

ܦ ࡁ 学 部
ܦ ࡁ 学 科
࢈ 業 社 会 学 科
数 学 科
৘ ใ 工 学 科（2022 年度͔らืूఀࢭ）
ి ؾ ి ࢠ 工 学 科
ࡐ 料 機 ೳ 工 学 科
応 用 Խ 学 科

理 工 学 部 機 ց 工 学 科
学 部 ަ 通 機 ց 工 学 科

ϝΧトϩχΫス工学科
社会基൫デβイン工学科
؀ ڥ ૑ 造 工 学 科
؀ ڥ ૑ 造 学 科（2020 年度͔らืूఀࢭ）
ݐ ங 学 科

生 ෺ 資 ݯ 学 科
೶ 学 部 応 用 生 ෺ Խ 学 科

生 ෺ ؀ ڥ 科 学 科

ༀ 学 部 ༀ 学 科（ 6 年 制 ）
౎ࢢ৘ใ学部 ౎ ࢢ ৘ ใ 学 科
ਓ ؒ 学 部 ਓ ؒ 学 科
֎ ࠃ 語 学 部 ࠃ 際 ӳ 語 学 科
৘ ใ 工 学 部 ৘ ใ 工 学 科

名 城 大 学
法 学 研 究 科 法 ཯ 学 ઐ ߈

修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

Ӧ学研究科ܦ ܦ Ӧ 学 ઐ ߈
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

学研究科ࡁܦ ܦ ࡁ 学 ઐ ߈
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

数 学 ઐ ߈
博 士 前 期 課 程
博 士 後 期 課 程

৘ ใ 工 学 ઐ ߈ 修 士 課 程
ి ؾ ి ࢠ 工 学 ઐ ߈ 博 士 前 期 課 程
ࡐ 料 機 ೳ 工 学 ઐ ߈ 修 士 課 程
応 用 Խ 学 ઐ ߈ 修 士 課 程
߈料・෺࣭工学ઐࡐŋ৘ใŋؾి 博 士 後 期 課 程

大 学 院 理工学研究科 機 ց 工 学 ઐ ߈
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

ަ 通 機 ց 工 学 ઐ ߈ 修 士 課 程
ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈ 修 士 課 程
社会基൫デβイン工学ઐ߈ 修 士 課 程
؀ ڥ ૑ 造 学 ઐ ߈ 修 士 課 程
ݐ ங 学 ઐ ߈ 修 士 課 程
社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈ 博 士 課 程

೶ 学 研 究 科 ೶ 学 ઐ ߈
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

ༀ 学 研 究 科 ༀ 学 ઐ ߈ 博士課程（4年制）

౎ࢢ৘ใ学研究科 ౎ ࢢ ৘ ใ 学 ઐ ߈
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

ਓؒ学研究科 ਓ ؒ 学 ઐ ߈ 修 士 課 程

総合学ज़研究科 総 合 学 ज़ ઐ ߈
博 士 前 期 課 程
博 士 後 期 課 程
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学　籍Ⅱ
1ç学生ূ

　学生証はຊ学学生としての਎分を証明する大切なものです。修了，ୀ学，আ੶によりຊ学学生の਎分を཭れるまで，ܧଓして࢖用します。ฆࣦ，

盗೉，Ԛଛなどがないように取り扱いにはࡉ৺の஫ҙをはらうとともに࣍の事項にཹҙし，ৗにܞଳしてください。学生証は *C Χードです。

৽ߋ（1）
　ཪ໘に「更৽֬認γール」がష付されていない学生証はແޮです。ຖ年度৽しいγールをަ付しますので，学生証ཪ໘にష付してください

（༗ޮ期限 １年ؒ，ຖ年度 3月末まで༗ޮ）。

（2）学生ূのఏࣔ
　࣍の৔合は，ඞず提示しなけれ͹なりません。

１）　試験をडけるとき。

2）　ਤ書ؗへの入ୀؗ時΍ਤ書をआりるとき。

3）　৘ใॲ理教ࣨ等，学಺施ઃをར用するとき。

4）　各छ証明書，通学証明書，学生ཱྀ٬ӡ௞ׂҾ証（学ׂ証）等のൃ行をٻΊるとき。また，ͦれらを࢖用して৐ं・৐ધした際に係員͔

ら提示をٻΊられたとき。

5）　学生ି出し෺඼のି出しをडけるとき。

6）　ຊ大学教৬員͔ら提示をٻΊられたとき。

（ú）記߲ࣄࡌのมߋ
ॅ，名ࢯ　 ॴなど記載事項に変更が生じた৔合は，ڐՄなくຣফしたり改Ίたりせず，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 教຿ ,r ീ事Ωϟンύス・

φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨにಧけ出てください。

（û）学生ূのฦؐ
　࣍の事項のいずれ͔に該当する৔合は，௚ͪにฦؐしなけれ͹なりません。

１）　修了，ୀ学，আ੶によりຊ学学生の਎分を཭れたとき。

。（学生証をฦؐچ）のとき׵つ͔ったとき。あるいはΧード不ྑによるແ料ަݟ学生証がچ，付のखଓき後にަ࠶　（2

（ü）ͦのଞ
１）　ฆࣦした৔合または盗೉にあった৔合は，௚ͪに最دりの࡯ܯへಧけ出るとともに，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 教຿ʳ, ീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨでަ࠶付のखଓきをしてください（5１ϖージ（2）参照）。

2）　ཪ໘の更৽֬認γールは，ঢ়態不ྑのもの΍通学定期ൃ行߇ཝがいっͺいになったものは取りସ͑ますので，ఱനΩϟンύスは学຿η

ンター̡ 教຿ʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨにਃし出てください。

3）　他ਓにି༩または，ৡ౉してはなりません。

。行のखଓきは，5１ϖージを参照してくださいൃ࠶　（4

4

令和 7

学　生　ূ

（お΋て） （͏Βɿߋ৽֬ೝγʔϧ）
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2ç学੶൪߸

úç学੶上の໊ࢯ

ûç修業೥ݶとࡏ学೥ݶ

　入学時に，各ਓに学੶൪߸（9 ケタ）が付༩されます。この学੶൪߸は，学੶異動がない限り，在੶தはもとより修了後も不変のຊਓݻ༗

の൪߸です。ཤ修ొ࿥，試験および各छの提出書ྨなどは，この学੶൪߸によってࣝผのう͑ॲ理されますので，正֬に記Աしてください。

　学੶൪߸は࣍のようなߏ成になっています。

　学੶上のࢯ名は，入学खଓ時にຊਓがಧけ出たもの（ॅຽථ記載事項証明書に記載されたށ੶上のࢯ名，֎ࠃ੶の学生はॅຽථ記載事項

証明書΍在ཹΧードに記載されたຊ名または通শ名の一方）とします。なお，ిࢉॲ理の関係上，表示不Մೳなࣈ׽がありますので，͝了ঝ

ください。

　ຊ大学がަ付する書ྨはこれに基ͮき取り扱いますので，ಧけ出後に変更が生じた৔合は，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 教຿ ,r ീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨにಧけ出てください。

名でൃ行します。学位記については，修了年࣍にຊਓのಧ出をもとに在ཹΧーࢯࣈ名でొ࿥します。各छ証明書はӳࢯਓཹ学生ɿΧφࠃ֎※

ド΍ύスポートなどで֬認し，ࢯࣈ׽名またはӳࢯࣈ名等でൃ行します。

　修士課程（博士前期課程）の標準修業年限は 2 年とし，4 年を௒͑て在学することはできません。

　博士後期課程の標準修業年限は3年とし，6年を௒͑て在学することはできません。ただし，ༀ学研究科博士課程の標準修業年限は4年とし，

8 年を௒͑て在学することはできません。

　 ೖ 学 ೥ ౓　 研　究　Պ　౳ ઐ ߈ ߸ਓ൪ݸ
੢ྐྵの下 2 ܻ 00 ॴ ଐ な し 00 ࣝ ผ 不 ཁ 3 ܻ

3１ 法 学 研 究 科 0１ 法 ཯ 学 ઐ ߈
32 ܦ Ӧ 学 研 究 科 １１ ܦ Ӧ 学 ઐ ߈
33 ܦ ࡁ 学 研 究 科 2１ ܦ ࡁ 学 ઐ ߈
34 理 工 学 研 究 科 修士・博士前期課程 博士・博士後期課程

25 数 学 ઐ ߈ 4１ ߈料ŋ෺࣭工学ઐࡐŋ৘ใŋؾి
26 ৘ ใ 工 学 ઐ ߈ 43 社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈
27 ి ؾ ి ࢠ 工 学 ઐ ߈ 5１ 数 学 ઐ ߈
28 ࡐ 料 機 ೳ 工 学 ઐ ߈ 53 機 ց 工 学 ઐ ߈
29 応 用 Խ 学 ઐ ߈
30 機 ց 工 学 ઐ ߈
3１ ަ 通 機 ց 工 学 ઐ ߈
32 ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈
33 社会基൫デβイン工学ઐ߈
34 ؀ ڥ ૑ 造 学 ઐ ߈
35 ݐ ங 学 ઐ ߈

35 ೶ 学 研 究 科 6１ ೶ 学 ઐ ߈
43 ༀ 学 研 究 科 3１ ༀ 学 ઐ߈（̐年制）
37 ౎ࢢ৘ใ学研究科 8１ ౎ ࢢ ৘ ใ 学 ઐ ߈
38 総合学ज़研究科 9１ 総 合 学 ज़ ઐ ߈
42 ਓ ؒ 学 研 究 科 20 ਓ ؒ 学 ઐ ߈

（例）

法学研究科法཯学ઐ2024　߈ 年度（ྩ࿨ 6 年度）入学　ݸਓ൪߸ １ ൪の学生

2　　4　　3　　１ 0　　１ 0 0 １
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 （1） 学੶ҟ動のछྨとͦのखଓきͳͲ̡ ೖ学・আ੶・෮੶ʳ࠶・学・෮学・ୀ学ٳ

छྨ ߲ࣄग़の৚݅・खଓきͳͲにؔするॴཁ͍ئ උ　　　　　ߟ

ٳ

学

ཁ ࢫ පؾ，ͦの他΍むを得ない理༝により，3ϲ月以上出席することがࠔ೉となり，
。Մを得て一時的にब学のঢ়態͔ら཭れることをいいますڐ

１ 学தは在੶料をඞཁとٳ
します。
2 在੶料をೲ入しない者は，
আ੶対৅者としてા置しま
す。
3 在੶料については，後ड़の
ʰٳ学者の在੶料（ɦ１6 ϖー
ジ）を参照してください。

ٳ 学 期 ؒ ，い出の日͔ら，１年以಺としています。ただし，特ผの理༝がある৔合はئ①
更にҾきଓき１年を限度としてٳ学することができます（࿈ଓは 2 年を限度）。

ᶄٳ学期ؒは，通ࢉして修士（博士前期）課程は 2 年，博士（博士後期）課程・
ઐ໳৬学位課程は 3 年を௒͑ることはできません。ただし，ༀ学研究科博士
課程においては，4 年を௒͑ることができません。

ᶅٳ学期ؒは，修業年限および在学年限にࢉ入しません。
ख ଓ き 学しようとする৔合は，ͦの理༝が生じたとき͔らٳ① １ϲ月以಺にॴ定の

ئ学ٳ に理༝を۩ମ的͔つ明֬に記入し，ຊਓ・อ証ਓ࿈ॺのう͑，ॴଐす
る研究科૭ޱまでئい出てください。なお，පؾ・けがの৔合は，ҩࢣの਍அ
書等をఴ付してください。

ᶄٳ学期ؒのԆ長のڐՄをडける৔合は，あらたΊて ئ学ٳ を提出してください。
※研究科によっては，ٳ学ئ を提出する前に指導教員またはΫラス୲任との໘
ஊを課しているとこΖがあります。

खଓき期限 前期͸ 7 ݄ 1÷ ೔，後期͸ 12 ݄ 1÷ ೔·でとし·すɻ
ఴ付書ྨ等 ҩࢣの਍அ書　※පؾ・けがによるٳ学の৔合のみ

෮

学

ཁ ࢫ ，過した者がܦ学期ؒをٳ学の理༝がなくなった者またはٳ，学期ؒ಺においてٳ
。度，ब学のঢ়態に෮することをいいます࠶，Մを得てڐ

ख ଓ き ①෮学しようとする৔合は，ॴ定の ෮学ئ にͦの理༝を۩ମ的͔つ明֬に記入
し，ຊਓ・อ証ਓ࿈ॺのう͑，ॴଐする研究科૭ޱまでئい出てください。

ᶄපؾ・けがによってٳ学していた৔合は，෮学してもࢧোないࢫのҩࢣの਍அ
書をఴ付してください。

※研究科によっては，෮学ئ を提出する前に指導教員またはΫラス୲任との໘
ஊを課しているとこΖがあります。

෮学の時期 各学期（前期または後期）の࢝Ί͔らとします。
ఴ付書ྨ等 ෮学してもࢧোないࢫのҩࢣの਍அ書　※පؾ・けがによるٳ学の৔合のみ

ୀ

学

ཁ ࢫ පؾ，ͦの他΍むを得ない理༝により，ब学のܧଓがࠔ೉となった者またはब学
のҙࢥがなくなった者が，ڐՄを得てब学のঢ়態͔らશく཭れることをいいます。

１ 大学院学ଇୈ 37 ৚に規定
する௄ռॲ分によるୀ学
者は，この限りではありま
せん。
2 学生証はඞずฦؐしてくだ
さい。

ख ଓ き ୀ学しようとする৔合は，ॴ定の ୀ学ئ にͦの理༝を۩ମ的͔つ明֬に記入し，
ຊਓ・อ証ਓ࿈ॺのう͑，学生証とともに，ॴଐする研究科૭ޱまでئい出てく
ださい。
※研究科によっては，ୀ学ئ を提出する前に指導教員またはΫラス୲任との໘
ஊを課しているとこΖがあります。

ୀ 学 日 付 。ೲの授業料等の༗ޮ期ؒ಺で，ॴଐ研究科ҕ員会が指定する日としますط
खଓき期限 前期͸ 7 ݄ 1÷ ೔，後期͸ 12 ݄ 1÷ ೔·でとし·すɻ
ఴ付書ྨ等 ҩࢣの਍அ書　※පؾ・けがによるୀ学の৔合のみ

࠶

ೖ

学

ཁ ࢫ පؾ，ͦ の他΍むを得ない理༝によりຊ大学をୀ学した者が，ڐՄを得て，࠶度，
ब学のঢ়態に෮することをいいます。ただし，࠶入学の理༝が正当と認Ίられ，
定員に༨༟がある৔合に限りڐՄされます。出ئ期ؒはୀ学したཌ日͔らୀ学し
た日の 5 年後の日のଐする年度の末日までとします。

１ 対৅者は，学ଇୈ 35 ৚に
よりୀ学した者に限りま
す。
※ただし，ఀ学期ؒதにୀ
学した৔合は，認Ίられ
ません。

2 ୀ学時に在学年限をຬた
していた৔合は，डけ付け
できません。
入学者の入学ۚについて࠶ 3
は，後ड़のh 入学࠶ （ɦ１6
ϖージ）を参照してくださ
い。

ख ଓ き ๬する前年，１2ر① 月末までに，खଓきઌに͝૬ஊください。
ᶄ࠶入学しようとする৔合は，ॴ定の ئೖ学࠶ にͦの理༝を۩ମ的͔つ明֬に
記入し，ຊਓ・อ証ਓ࿈ॺのう͑，࠶入学をر๬する研究科૭ޱまでئい出て
ください。

ᶅපؾ・けがによってୀ学した৔合は，࠶入学してもࢧোないࢫのҩࢣの਍அ書
をఴ付してください。

入学の時期࠶ ཌ年度の࢝Ί͔らとします。
入 学 ۚ 等 Մされた者は，入学ۚおよび授業料等をຊ学が指定する期日までにڐ入学が࠶

ೲ入しなけれ͹なりません。
ఴ付書ྨ等 けがによるୀ学の৔合のみ・ؾの਍அ書　※පࢣのҩࢫোないࢧ入学しても࠶

üç学੶ҟ動ٴͼ௄ռ
　学੶異動については，学ଇୈ7ষおよび教຿規程ୈ5ষに規定されており，これらのئい出の৚ ・݅खଓ方法などに関しては，࣍ のとおりです。
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छྨ ߲ࣄग़の৚݅・खଓきͳͲにؔするॴཁ͍ئ උ　　　　　ߟ

আ

੶

ཁ ࢫ ࣍の各߸に該当する者を，ॴଐ研究科ҕ員会のٞをܦて，学੶͔らআくことをい
います。

１ ᶆの理༝でআ੶になった
者のうͪ入学खଓ׬了者
で年度࢝Ίに学生証をड
ྖしない者のআ੶の日付
は，4月 30 日とします。

2 学生証をฦؐしてくださ
い。

対 ৅ 項 目 ①ॴ定の在学年限（修士ʪ博士前期ʫ課程 4 年，博士後期課程 6 年，ༀ学研究
科博士課程 8 年）を௒͑た者

ʤ前年度 3月 3１日付ʥ
ᶄٳ学期ؒを௒͑てなお修学できない者

ʤ前年度 3月 3１日付ʥ
ʤ9月 １3 日付ʥ

ᶅ学අ等をೲ入しない者
　　・前期分授業料等未ೲ者 ʤ前年度 3月 3１日付ʥ
　　・後期分授業料等未ೲ者 ʤ9月 １3 日付ʥ
　　・前期分在੶料未ೲ者 ʤ前年度 3月 3１日付ʥ
　　・後期分在੶料未ೲ者 ʤ9月 １3 日付ʥ
ᶆͦの他成業のࠐݟみがないと認Ίられる者

ʤ前年度 3月 3１日付ʥ
আ ੶ 日 付 ，ೲの授業料等の༗ޮ期ؒ಺で，ॴଐ研究科ҕ員会が指定する日としますがط

おおむね，上記ʤ　ʥ಺の日付になります。

෮

੶

ཁ ࢫ আ੶ા置になった者が，ڐՄを得て，学੶を෮活し，࠶びब学のঢ়態に෮する
ことをいいます。ただし，෮੶の理༝が正当と認Ίられ，定員に༨༟がある৔合
に限りڐՄされます。出ئ期ؒは，আ੶された日のཌ日͔らআ੶された日の 5 年
後の日のଐする年度の末日までとします。

１ আ੶になった理༝によって
は，෮੶できないことがあ
ります。ৄ しくは，ఱനΩϟ
ンύスは学຿ηンター̡ 研
究科૭ޱʳ, ീ事Ωϟンύ
ス・φΰϠドーϜ前Ωϟン
ύスは各事຿ࣨで૬ஊして
ください。
2 ෮੶料については，後ड़の
ʰ෮੶ （ɦ１6 ϖージ）を参
照してください。
3 আ੶時に在学年限をຬた
していた৔合はडけ付け
できません。

ख ଓ き ๬する前年，１2ر① 月末日までに，खଓきઌに͝૬ஊください。
ᶄ෮੶しようとする৔合は，ॴ定の ෮੶ئ にͦの理༝を۩ମ的͔つ明֬に記入
し，ຊਓ・อ証ਓ࿈ॺのう͑，෮੶をر๬する研究科૭ޱまでئい出てください。

෮੶の時期 ཌ年度の࢝Ί͔らとします。
෮ ੶ 料 等 ෮੶がڐՄされた者は，෮੶料および授業料等をຊ学が指定する期日までにೲ

入しなけれ͹なりません。

※１ɽطೲの学අ等の༗ޮ期ؒとは，࣍のとおりです。
・前期分 4月 １日͔ら 9月 １3 日まで
・後期分 9月 １4 日͔らཌ年 3月 3１日まで

※ 2ɽٳ学，෮学，ୀ学，࠶入学または෮੶がڐՄされた者，あるいは，আ੶ા置（学生証未डྖおよびࢮ๢আ੶の৔合をআく）に付された
者には，ͦのࢫをຊਓまたはอ証ਓѼてに文書で通஌します。

※ 3ɽࡁܦ的事৘などによって，΍むを得ずୀ学しなけれ͹ならないときは，ԉॿができる৔合もありますので，खଓきを։࢝する前に，まず，
ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 生活ࢧԉʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬ஊしてください。

に͍ͭて（೥࣍ਐ行）ڃ೥࣍΁のਐڃ学࣌の上ٳ（2）
　進ڃする基準に，「ಉ一年࣍を通ࢉで １年 （ؒ2 学期分）在学」があります。

　ただし，ຊ大学院学ଇでは「ຊ大学院の学年・学期及びٳ業日は，ຊ大学学ଇୈ １2 ৚，ୈ １3 ৚及びୈ １4 ৚の規定を準用する」（ୈ １0 ৚）

こととし，ຊ大学学ଇୈ １2 ৚には「学年は 4月 １日に࢝まり，ཌ年 3月 3１日にऴわる。」と定Ίられていますので，進ڃ時期は 4月 １日のみ

となります。

　このたΊ，過ڈのٳ学により，前期末時点で「ಉ一年࣍を通ࢉで １年 （ؒ2 学期分）在学」の基準をຬたしていても，ཌ年 4月 １日になら

ないと進ڃできませんので͝ཹҙください。

　ୀ学・আ੶後の࠶入学・෮੶者についても，ಉ༷に取り扱いをいたします。

　なお，ळق入学者については，学年は後期։࢝日に࢝まっているたΊ，進ڃ時期は後期։࢝日のみとなります。

（ú）௄ռ
　ຊ大学には，教育研究ڥ؀をྑ޷にอͪ，学಺のடংをҡ࣋するたΊにඞཁ最খ限のきまりとして学ଇをはじΊとするछʑの規ଇがありま

す。

　ຊ学学生がこれらの規ଇにҧ൓，または学生としてのຊ分に൓する行為を行った৔合は，ผに定ΊるとこΖにより，ॴଐ研究科ҕ員会のٞ

をܦて，学長が௄ռすることになります。௄ռのछྨは，ୀ学，ఀ学およびࠂ܇の 3 छྨとなっており，௄ռୀ学は，࣍の 2 項目のいずれ͔

に該当する者に対して行い，࠶入学はできないことになっています。

　１）ੑ行不ྑで改ળのࠐݟみがないと認Ίられる者

　2）ຊ大学のடংをཚし，ͦの他，学生としてのຊ分にஶしく൓した者

　なお，試験時における不正行為者に対してもݫॏにॲ分されます。
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7 学අ౳
　授業料等は，ຖ年࣍，前期・後期の学期͝とにೲΊてください。

（1）ৼࢴ༺ࠐのૹ෇
　৽入学生の後期分学අৼࠐґཔ書は，7 ݄຤·でにૹ付します。2 ೥໨Ҏ߱͸，ຖ೥ û ݄上०に前期෼・後期෼Λ೥に 1 ճ·とΊてૹ෇
し·す。
※学අৼࠐґཔ書がಧ͔ない，またはฆࣦをした৔合は，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 研究科૭ޱ ,r ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟ
ンύスは各事຿ࣨまでਃし出てください。

（2）त業ྉ౳のೲೖํ๏
１）ۚ༥機関（ۜ行・৴用ۚݿ・৴用組合・೶ڠ・Ώうͪΐۜ行）͔らৼࠐんでください。
2）「学අৼࠐ （ۚ݉ख数料）ड取書」は，ৼۚࠐ༥機関の出ೲҹをもってຊ学ྖऩ書に୅͑ますので，大切にอ؅してください。
3）ৼࠐख数料は各ࣗෛ୲してください（学අ͔らࠩしҾ͔ないでください）。
※前期分と後期分は一ׅでೲ入できます。後期分を後日にೲ入される৔合は，学අৼࠐґཔ書を大切にอ؅してください。

（ú）त業ྉ౳のೲೖ期ݶ
・ 前期෼　 ü ݄ 1÷ ೔
・ 後期෼　1÷ ݄ 1÷ ೔

（û）त業ྉ౳のೲೖ期ݶのԆ期ાஔ
　学අෛ୲者が不ྀの事ނまたは֐ࡂ等にૺうなどのঢ়態がൃ生し，΍むを得ないࡁܦ的事৘により期限಺に授業料等のೲ入ができないと
きは，ͦのೲ入期限をԆ期することが認Ίられる৔合があります。ৄしくはఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 研究科૭ޱʳ, ീ事Ωϟンύス・
φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬ஊしてください。
１）授業料等のೲ入期限のԆ期は，ݪଇとして，１ϲ月以಺とします。
2）ೲ入期限のԆ期を認Ίられた者のೲ入期限は，Ԇ期を認Ίられた日までとします。
※授業料等を期限までにೲ入しな͔った者で「授業料等ೲ期Ԇ期ئ」のखଓきをとらな͔った৔合は，আ੶対৅者としてા置します。আ੶
になりますと，গなくともཌ年度まで෮੶することができませんので஫ҙしてください。

（ü）त業ྉ౳のೲೖとݧࢼのؔ܎
　授業料等をೲ入期限までにೲ入しな͔った者は，試験をडけることができません（教຿規程ୈ １0 ৚）。
　また，ड験した৔合は，試験がແޮとなりますので஫ҙしてください（学අ等に関する規ଇୈ １2 ৚）。

※学生生活または課֎活動に൐うئ・ಧ出に関しては，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 学生活動ʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύ
スは各事຿ࣨに໰い合わせてください。

ý ͦのଞのئ・ಧग़
　教຿に関係したئまたはಧ出には，おおむね，下記のものがあり，理༝が生じたときは，ඞཁな書ྨなどをఴ付して，଎΍͔にئいまたは
ಧけなどをしてください。
　なお，ٳ学，෮学，ୀ学，࠶入学，෮੶など学੶異動に൐うखଓき方法等に関しては，前ड़のh 学੶異動のछྨとͦのखଓき （ɦ１0 〜 １１ ϖージ）
を参照するとともに，ৄしくはఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 研究科૭ޱʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬ஊし
てください。

ئ ・ ಧ ग़ の छ ྨ ఴ　　෇　　ॻ　　ྨ　　ͳ　　Ͳ のड取・ఏग़ઌࢴ༺

त 業 ྉ ౳ ೲ 期 Ԇ 期 ئ ೲ期Ԇ期の理༝を証する書 ࡂなどの৔合はެ的機関ൃ行のጶ֐ࡂྨ）
証明書，පؾ・けがの৔合はҩࢣの਍அ書）。

・ఱനΩϟンύスは学຿ηン
ター̡ 研究科૭ޱ ，rീ事Ωϟ
ンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟ
ンύスは各事຿ࣨ
・大学΢Σϒαイトより，μ΢
ンϩードՄೳ。

ม　ߋ　ಧ
1ɽॅݱॴ・ి࿩൪߸
2ɽอূਓ・学අෛ୲ऀ
úɽຊ੶（ࠃ੶）
ûɽ໊ࢯ

。੶ঞຊށ名の変更の৔合はࢯ
ຊ੶（ࠃ੶）の変更の৔合は，ॅຽථ記載事項証明書等。

ఱനΩϟンύスは学຿ηン
ター̡ 教຿ ，rീ事Ωϟンύス・
φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは
各事຿ࣨ
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（ý）学අ౳の （ֹ2÷2û ೥౓ೖ学生）

　ཹ年した৔合の学අのֹは，該当学年の授業料・実験実शඅ・施ઃඅ૬当ֹです。

学
೥

納
入
期
限

学　　අ
๏ 学 研 究 Պ
ܦ Ӧ 学 研 究 Պ
ܦ ࡁ 学 研 究 Պ

理 ޻ 学 研 究 Պ ೶ 学 研 究 Պ ౎ࢢ৘ใ学研究Պ ਓ ؒ 学 研 究 Պ ૯߹学ज़研究Պ

１
年
次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 ۚ １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000
授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 290,000 350,000
実 験 実 श අ 　　 60,000 60,000 　　 　　 　　
施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 40,000 50,000
খ 計 435,000 560,000 550,000 525,000 460,000 530,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 290,000 350,000
実 験 実 श අ 　　 60,000 60,000 　　 　　 　　
施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 40,000 50,000
খ 計 305,000 430,000 420,000 395,000 330,000 400,000
年ֹ合計 740,000 990,000 970,000 920,000 790,000 930,000

２
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 290,000 350,000
実 験 実 श අ 　　 60,000 60,000 　　 　　 　　
施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 40,000 50,000
খ 計 305,000 430,000 420,000 395,000 330,000 400,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 290,000 350,000
実 験 実 श අ 　　 60,000 60,000 　　 　　 　　
施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 40,000 50,000
খ 計 305,000 430,000 420,000 395,000 330,000 400,000
年ֹ合計 6１0,000 860,000 840,000 790,000 660,000 800,000

2 ೥ؒ߹ܭ 1
úü÷
÷÷÷ 1
8ü÷
÷÷÷ 1
81÷
÷÷÷ 1
71÷
÷÷÷ 1
ûü÷
÷÷÷ 1
7ú÷
÷÷÷

学

年

納
入
期
限

学　　අ
๏ 学 研 究 Պ
ܦ Ӧ 学 研 究 Պ
ܦ ࡁ 学 研 究 Պ

理 ޻ 学 研 究 Պ ೶ 学 研 究 Պ ౎ࢢ৘ใ学研究Պ ਓ ؒ 学 研 究 Պ ૯߹学ज़研究Պ

ú ೥修ྃ û ೥修ྃ ú ೥修ྃ û ೥修ྃ ú ೥修ྃ û ೥修ྃ ú ೥修ྃ û ೥修ྃ ú ೥修ྃ û ೥修ྃ ú ೥修ྃ û ೥修ྃ

１
年
次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 ۚ １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000
授 業 料 １90,000 １52,500 223,000 １74,500 2１6,500 １70,000 242,000 １90,500 206,500 １65,000 245,000 １92,500
実験実शඅ 　　 　　 42,000 33,000 42,000 33,000 　　 　　 　　 　　 　　 　　
施 ઃ අ 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
খ 計 350,000 307,500 433,000 369,500 426,500 365,000 4１0,000 352,500 366,500 320,000 4１3,000 354,500

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 １90,000 １52,500 223,000 １74,500 2１6,500 １70,000 242,000 １90,500 206,500 １65,000 245,000 １92,500
実験実शඅ 　　 　　 42,000 33,000 42,000 33,000 　　 　　 　　 　　 　　 　　
施 ઃ අ 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
খ 計 220,000 １77,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 １90,000 283,000 224,500

年ֹ合計 570,000 485,000 736,000 609,000 723,000 600,000 690,000 575,000 603,000 5１0,000 696,000 579,000

２
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 １90,000 １52,500 223,000 １74,500 2１6,500 １70,000 242,000 １90,500 206,500 １65,000 245,000 １92,500
実験実शඅ 　　 　　 42,000 33,000 42,000 33,000 　　 　　 　　 　　 　　 　　
施 ઃ අ 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
খ 計 220,000 １77,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 １90,000 283,000 224,500

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 １90,000 １52,500 223,000 １74,500 2１6,500 １70,000 242,000 １90,500 206,500 １65,000 245,000 １92,500
実験実शඅ 　　 　　 42,000 33,000 42,000 33,000 　　 　　 　　 　　 　　 　　
施 ઃ අ 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
খ 計 220,000 １77,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 １90,000 283,000 224,500

年ֹ合計 440,000 355,000 606,000 479,000 593,000 470,000 560,000 445,000 473,000 380,000 566,000 449,000

３
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 １90,000 １52,500 223,000 １74,500 2１6,500 １70,000 242,000 １90,500 206,500 １65,000 245,000 １92,500
実験実शඅ 　　 　　 42,000 33,000 42,000 33,000 　　 　　 　　 　　 　　 　　
施 ઃ අ 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
খ 計 220,000 １77,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 １90,000 283,000 224,500

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 １90,000 １52,500 223,000 １74,500 2１6,500 １70,000 242,000 １90,500 206,500 １65,000 245,000 １92,500
実験実शඅ 　　 　　 42,000 33,000 42,000 33,000 　　 　　 　　 　　 　　 　　
施 ઃ අ 30,000 25,000 38,000 32,000 38,000 32,000 38,000 32,000 30,000 25,000 38,000 32,000
খ 計 220,000 １77,500 303,000 239,500 296,500 235,000 280,000 222,500 236,500 １90,000 283,000 224,500

年ֹ合計 440,000 355,000 606,000 479,000 593,000 470,000 560,000 445,000 473,000 380,000 566,000 449,000

４
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 １52,500 １74,500 １70,000 １90,500 １65,000 １92,500
実験実शඅ 　　 33,000 33,000 　　 　　 　　
施 ઃ අ 25,000 32,000 32,000 32,000 25,000 32,000
খ 計 １77,500 239,500 235,000 222,500 １90,000 224,500

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 １52,500 １74,500 １70,000 １90,500 １65,000 １92,500
実験実शඅ 　　 33,000 33,000 　　 　　 　　
施 ઃ අ 25,000 32,000 32,000 32,000 25,000 32,000
খ 計 １77,500 239,500 235,000 222,500 １90,000 224,500

年ֹ合計 355,000 479,000 470,000 445,000 380,000 449,000
ܭ　　߹ 1
ûü÷
÷÷÷ 1
üü÷
÷÷÷ 1
9û8
÷÷÷ 2
÷ûý
÷÷÷ 1
9÷9
÷÷÷ 2
÷1÷
÷÷÷ 1
81÷
÷÷÷ 1
91÷
÷÷÷ 1
üû9
÷÷÷ 1
ýü÷
÷÷÷ 1
828
÷÷÷ 1
92ý
÷÷÷

（஫）在学期ؒを୹ॖした৔合は，୹ॖした年数の学අ総ֹとのֹࠩをೲ入してください。

（୯位ɿԁ）

（୯位ɿԁ）

　修士（博士前期）課程

　修士 （博士前期） 課程のࣾձਓで௕期ཤ修੍౓のਃ੥͕ঝೝ͞Εͨ学生༻

໊৓大学大学院ç研究Պศ覧
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学

年

納
入
期
限

学　　අ
๏ 学 研 究 Պ
Ӧ学研究Պܦ
学研究Պࡁܦ

理޻学研究Պ ೶ 学 研 究 Պ ౎ࢢ৘ใ学研究Պ ༀ 学 研 究 Պ ૯߹学ज़研究Պ

１
年
次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 ۚ １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000
授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 320,000 350,000

実 験 実 श අ 　　　 60,000 60,000 　　　 60,000 　　　

施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

খ 計 435,000 560,000 550,000 525,000 560,000 530,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 320,000 350,000

実 験 実 श අ 　　　 60,000 60,000 　　　 60,000 　　　

施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

খ 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000
年ֹ合計 740,000 990,000 970,000 920,000 990,000 930,000

２
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 320,000 350,000
実 験 実 श අ 　　　 60,000 60,000 　　　 60,000 　　　

施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

খ 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 320,000 350,000

実 験 実 श අ 　　　 60,000 60,000 　　　 60,000 　　　

施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

খ 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000
年ֹ合計 6１0,000 860,000 840,000 790,000 860,000 800,000

３
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 320,000 350,000
実 験 実 श අ 　　　 60,000 60,000 　　　 60,000 　　　

施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

খ 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 265,000 320,000 3１0,000 345,000 320,000 350,000

実 験 実 श අ 　　　 60,000 60,000 　　　 60,000 　　　

施 ઃ අ 40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

খ 計 305,000 430,000 420,000 395,000 430,000 400,000
年ֹ合計 6１0,000 860,000 840,000 790,000 860,000 800,000

４
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 320,000
実 験 実 श අ 60,000

施 ઃ අ 50,000

খ 計 430,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 320,000

実 験 実 श අ 60,000

施 ઃ අ 50,000

খ 計 430,000
年ֹ合計 860,000

ú ೥ؒ
 （ༀ学研究Պ͸ û ೥ؒ）

ܭ߹
1
9ý÷
÷÷÷ 2
71÷
÷÷÷ 2
ýü÷
÷÷÷ 2
ü÷÷
÷÷÷ ú
ü7÷
÷÷÷ 2
üú÷
÷÷÷

（୯位ɿԁ）　博士（博士後期）課程

໊৓大学大学院ç研究Պศ覧
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学

年

納
入
期
限

学　 අ

๏ 学 研 究 Պ
Ӧ学研究Պܦ
学研究Պࡁܦ

理޻学研究Պ ೶学研究Պ ౎ࢢ৘ใ学研究Պ ༀ学研究Պ ૯߹学ज़研究Պ

4 年修了 5 年修了 6 年修了 4 年修了 5 年修了 6 年修了 4 年修了 5 年修了 6 年修了 4 年修了 5 年修了 6 年修了 5 年修了 6 年修了 7 年修了 8 年修了 4 年修了 5 年修了 6 年修了

１
年
次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 ۚ １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000 １30,000
授 業 料 208,500 １75,000 １52,500 245,000 200,000 １70,000 237,500 １94,000 １65,000 266,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 270,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 　　　 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 　　　 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　 　　　
施 ઃ අ 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
খ 計 37１,000 333,000 307,500 465,000 408,000 370,000 457,500 402,000 365,000 438,500 387,000 352,500 484,000 433,500 397,000 370,000 442,500 390,000 355,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 208,500 １75,000 １52,500 245,000 200,000 １70,000 237,500 １94,000 １65,000 266,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 270,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 　　　 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 　　　 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　 　　　
施 ઃ අ 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
খ 計 24１,000 203,000 １77,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 3１2,500 260,000 225,000

年 ֹ 合 計 6１2,000 536,000 485,000 800,000 686,000 6１0,000 785,000 674,000 600,000 747,000 644,000 575,000 838,000 737,000 664,000 6１0,000 755,000 650,000 580,000

２
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 208,500 １75,000 １52,500 245,000 200,000 １70,000 237,500 １94,000 １65,000 266,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 270,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 　　　 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 　　　 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　 　　　
施 ઃ අ 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
খ 計 24１,000 203,000 １77,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 3１2,500 260,000 225,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 208,500 １75,000 １52,500 245,000 200,000 １70,000 237,500 １94,000 １65,000 266,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 270,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 　　　 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 　　　 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　 　　　
施 ઃ අ 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
খ 計 24１,000 203,000 １77,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 3１2,500 260,000 225,000

年 ֹ 合 計 482,000 406,000 355,000 670,000 556,000 480,000 655,000 544,000 470,000 6１7,000 5１4,000 445,000 708,000 607,000 534,000 480,000 625,000 520,000 450,000

３
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 208,500 １75,000 １52,500 245,000 200,000 １70,000 237,500 １94,000 １65,000 266,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 270,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 　　　 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 　　　 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　 　　　
施 ઃ අ 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
খ 計 24１,000 203,000 １77,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 3１2,500 260,000 225,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 208,500 １75,000 １52,500 245,000 200,000 １70,000 237,500 １94,000 １65,000 266,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 270,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 　　　 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 　　　 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　 　　　
施 ઃ අ 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
খ 計 24１,000 203,000 １77,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 3１2,500 260,000 225,000

年 ֹ 合 計 482,000 406,000 355,000 670,000 556,000 480,000 655,000 544,000 470,000 6１7,000 5１4,000 445,000 708,000 607,000 534,000 480,000 625,000 520,000 450,000

４
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 208,500 １75,000 １52,500 245,000 200,000 １70,000 237,500 １94,000 １65,000 266,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 270,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 　　　 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 　　　 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　 　　　
施 ઃ අ 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
খ 計 24１,000 203,000 １77,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 3１2,500 260,000 225,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 208,500 １75,000 １52,500 245,000 200,000 １70,000 237,500 １94,000 １65,000 266,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 270,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 　　　 47,500 40,000 35,000 47,500 40,000 35,000 　　　 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　 　　　
施 ઃ අ 32,500 28,000 25,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 42,500 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 42,500 38,000 35,000
খ 計 24１,000 203,000 １77,500 335,000 278,000 240,000 327,500 272,000 235,000 308,500 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 3１2,500 260,000 225,000

年 ֹ 合 計 482,000 406,000 355,000 670,000 556,000 480,000 655,000 544,000 470,000 6１7,000 5１4,000 445,000 708,000 607,000 534,000 480,000 625,000 520,000 450,000

５
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 １75,000 １52,500 200,000 １70,000 １94,000 １65,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 222,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 40,000 35,000 40,000 35,000 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　
施 ઃ අ 28,000 25,000 38,000 35,000 38,000 35,000 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 38,000 35,000
খ 計 203,000 １77,500 278,000 240,000 272,000 235,000 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 260,000 225,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 １75,000 １52,500 200,000 １70,000 １94,000 １65,000 2１9,000 １87,500 266,000 230,000 204,500 １85,000 220,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 　　　 40,000 35,000 40,000 35,000 　　　 　　　 48,000 40,000 34,000 30,000 　　　 　　　
施 ઃ අ 28,000 25,000 38,000 35,000 38,000 35,000 38,000 35,000 40,000 33,500 28,500 25,000 38,000 35,000
খ 計 203,000 １77,500 278,000 240,000 272,000 235,000 257,000 222,500 354,000 303,500 267,000 240,000 260,000 225,000

年 ֹ 合 計 406,000 355,000 556,000 480,000 544,000 470,000 5１4,000 445,000 708,000 607,000 534,000 480,000 520,000 450,000

６
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 １52,500 １70,000 １65,000 １87,500 230,000 204,500 １85,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 35,000 35,000 　　　 40,000 34,000 30,000 　　　
施 ઃ අ 25,000 35,000 35,000 35,000 33,500 28,500 25,000 35,000
খ 計 １77,500 240,000 235,000 222,500 303,500 267,000 240,000 225,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 １52,500 １70,000 １65,000 １87,500 230,000 204,500 １85,000 １90,000
実験実शඅ 　　　 35,000 35,000 　　　 40,000 34,000 30,000 　　　
施 ઃ අ 25,000 35,000 35,000 35,000 33,500 28,500 25,000 35,000
খ 計 １77,500 240,000 235,000 222,500 303,500 267,000 240,000 225,000

年 ֹ 合 計 355,000 480,000 470,000 445,000 607,000 534,000 480,000 450,000

７
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 204,500 １85,000
実験実शඅ 34,000 30,000
施 ઃ අ 28,500 25,000
খ 計 267,000 240,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 204,500 １85,000
実験実शඅ 34,000 30,000
施 ઃ අ 28,500 25,000
খ 計 267,000 240,000

年 ֹ 合 計 534,000 480,000

８
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 １85,000
実験実शඅ 30,000
施 ઃ අ 25,000
খ 計 240,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 １85,000
実験実शඅ 30,000
施 ઃ අ 25,000
খ 計 240,000

年 ֹ 合 計 480,000
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（஫）在学期ؒを୹ॖした৔合は，୹ॖした年数の学අ総ֹとのֹࠩをೲ入してください。

博士 （博士後期） 課程のࣾձਓで௕期ཤ修੍౓のਃ੥͕ঝೝ͞Εͨ学生༻ （୯位ɿԁ）

໊৓大学大学院ç研究Պศ覧
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੶ྉࡏ学ऀのٳ（7）
，んでください。ただしࠐґཔ書をૹ付しますので，ೲ入期限までにৼࠐՄされた者は，在੶料をೲ入しなけれ͹なりません。学අৼڐ学がٳ　
入学௚後のٳ学（4月 １日付入学の৔合は前期ऴ了時まで）については，学අをฦۚしませんので在੶料のೲ入はඞཁありません。

੶　ྉ（൒期）　ࡏ 3 0，0 0 0 ԁ

※在੶料のֹݮા置
が認Ίられる৔合がありますので，ఱനΩϟンύスはֹݮ೉である者に対しては，在੶料のࠔ度にۃ的事৘により在੶料のೲ入がࡁܦ　
学຿ηンター̡ 教຿ʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬ஊしてください。
ʰࡁܦ的事৘により，ೲ入がۃ度にࠔ೉であると認Ίられる者ʱとは，࣍に該当する事৘がൃ生し，ࡁܦ的にځࠔしている者に限ります。
１）஍਒ͦの他不ྀの事ނにより，ੈଳओがࢮ๢またはෛইにより長期ྍཆがඞཁであるとき。
2）஍਒ͦの他不ྀの事ނにより，Ո԰等にඃ֐をडけ，ͦの෮چがඞཁであるとき。
3）事業ॴのഁ࢈等で，ੈଳओがͦの生計をҡ࣋するたΊのॴ得が得られなくなり，他にͦれに୅わるॴ得が得られるࠐݟみがない
とき。

4）ຊਓまたは生計をڞにする者が，࣬පまたはෛইにより長期ྍཆがඞཁであるとき。
がࢣでൃ行されたもの，「長期ྍཆ証明書」はҩ（する஍Ҭの໾ॴなどॅډ）はެの機関「証明書ࡂጶ」，書にఴ付する証明書のうͪئ　
ൃ行した਍அ書に限ります。

੶ྉ（൒期）ࡏೝΊΒΕͨऀのֹ͕ݮ １ 0，0 0 0 ԁ

（8）෮੶
෮੶料は，෮੶する年度の正規の１年࣍生がೲ入す΂き入学ۚの 2 分の１のֹとします。授業料等は෮੶をڐՄした研究科の૬当学年࣍の

正規の学生とಉじֹとします。

　　　　2024 年度の৔合

෮　੶　ྉ 6 5ó0 0 0 ԁ

ೖ学࠶（9）
Մした研究科の૬当学年࣍の正規のڐ入学を࠶入学する年度の正規の１年࣍生の入学ۚのֹとし，授業料等は࠶，入学者の入学ۚは࠶（１
学生とಉじֹとします。

2）特ผ঑学生（ຊ学ଔ業等ิॿ঑学生）の対৅になります。入学後，入学ۚのֹを঑学ۚとしてڅ付します（1.１99 ঑学生規程参照）。
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Ⅲ．教務事項
1  学期
2  ୯位੍౓
ú  त業

（ 1 ）त業࣌ؒ（ׂ࣌ؒ）
（�）γϥόε（त業ܭըॻ）・೥ؒ行ࣄ༧ఆ表（໊৓大学ΧϨϯμʔ）
ߨٳ（�）
ߨิ（�）
（�）त業ग़੮のॏཁੑ
（�）ηϝελʔ੍౓

û  ཤ修ొ࿥
（�）ཤ修Պ໨ΛܾΊるࡍの஫ҙ߲ࣄ
（�）ཤ修ొ࿥のखॱ

ü  ଞ研究Պཤ修
ý  ୯位ೝఆ
7  学業成績
8  学位論文

（�）修士論文（修士課程・博士前期課程）
（�）博士論文（博士課程・博士後期課程）

9  研究活動における不正行為の防止
（�）大学院生として研究活動に取り組む上で，遵守すべき研究倫理
（�）研究活動の不正行為
৘ใߟࢀ（�）

1÷ ๫෩ಛผܯใ·ͨ͸๫෩ܯใ・࣌֐ࡂのत業
（�）๫෩ಛผܯใ·ͨ͸๫෩ܯใの৔߹
߹の৔֐ࡂ（�）

11 大ن໛஍਒にؔする஫ҙ৘ใのൃ表ٴͼ
߹Εͨ৔͞ྩൃ͕ݴռએܯ

（�）ೆւτϥϑ஍਒にؔする஫ҙ৘ใ͕ൃ表͞Εͨ৔߹のରԠ
（�）ೆւτϥϑ஍਒にؔする஫ҙ৘ใ͕ൃ表͞Εͨ後，ܯռ

એ͞ྩൃ͕ݴΕͳ͔ͬͨ৔߹のରԠ
Εͨ৔߹のରԠ͞ྩൃ͕ݴռએܯ（�）

12çަ௨͕ؔػετϥΠΩΛ࣮ࢪして͍る
৔߹のत業
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教務事項Ⅲ
1  学期

2  ୯位੍౓

ú  त業

　ຊ学の授業は１年を 2 学期に分けて行われ，ͦれͧれを前期，後期とݺび，前期は 4月 １日͔ら 9月 １3 日まで，後期は 9月 １4 日͔ら 3月

3１日までです。

　授業には前・後期通して行われるもの（通年։講科目）と前期（前期։講科目），後期（後期։講科目）で׬結するものがあります。また，

研究科によっては，通年։講科目を 2 年ؒに࿱って։講する授業，期ؒを定Ίてूத的に行われる授業（前期ूத科目，後期ूத科目）もあ

ります。

　大学における教育課程は，大学ઃ置基準にもとͮく୯位制を࠾用しています。୯位とは一つの授業科目の学修にཁする時ؒを表す基準です。

୯位制とは，各年࣍に഑当されているॴ定の科目をཤ修し，ͦれらの科目͝とにׂり当てられている୯位を修得し，これを一定数ੵみ上げ

ることによってଔ業できる制度をいいます。

　大学の授業科目は，講義・ԋश，実験・実श・実ٕ科目に大ผすることができますが，各授業科目の１୯位あたりの学修時ؒは，教ࣨ等で

行う授業時ؒと教ࣨ֎で行う準උ学श・෮श，事前・事後のࣗ学ࣗश時ؒを合わせて45 時ؒがඞཁになります。

　各授業科目のछྨผの１୯位当たりの授業時ؒは࣍のとおりです。

講義・ԋश科目 １5 時͔ؒら 30 時ؒまでのൣғでຊ学が定Ίる時ؒ数

実験・実श・実ٕ科目 30 時͔ؒら 45 時ؒまでのൣғでຊ学が定Ίる時ؒ数

　୯位制度のझࢫを理解し，ཤ修する୯位数に૬当するࣗओ的学श時ؒがඞཁであることをҙࣝして，日͝Ζの授業にྟんでください。

（1）त業࣌ （ׂؒ࣌ؒ）
１）授業時ؒଳ

時 　限 １時限 2時限 3時限 4時限 5時限 6時限 7時限
授 業 時 ؒ 9�１0 〜 １0�40 １0�50 〜 １2�20 １3�１0 〜 １4�40 １4�50 〜 １6�20 １6�30 〜 １8�00 １8�１0 〜 １9�40 １9�50 〜 2１�20

　授業時ؒଳは月༵日͔ら౔༵日まで １時限͔ら7 時限までઃ定されています。基ຊ時ؒଳは１時限͔ら 5 時限ですが，研究科により

。用する時ؒଳが異なります。各研究科の時ׂؒで֬認してください࢖

2）時ׂؒ表のݟ方

時ׂؒ表の１つのίϚのதに書͔れている಺༰は，࣍のとおりです。
< 例 > 2 4 １ 0 0 １ ౷࣏機ߏ研究 ా　ࢁ ̩�90１

ˢ ˢ ˢ ˢ
時ׂؒ൪߸ 科目名 ୲当者名 教ࣨ൪߸

3）教ࣨ൪߸のݟ方

時ׂؒ表上の教ࣨ൪߸の表示は，࣍のとおりです。
ʦ例ʧ ̩ ʵ 9 0 １ ʜʜ タϫー75　90１ ԋशࣨ

ˢ ˢ
෺ݐ ֊数

ఱനΩϟンύス

　Sɿڞ通講義౩ೆ　Nɿڞ通講義౩๺　&ɿڞ通講義౩౦　5ɿタϫー 75　１１ɿఱന １１ ߸ؗ　１2ɿఱന １2 ߸ؗ

　3�ɿ研究実験౩ᶗ　32ɿ研究実験౩ᶘ　33ɿ研究実験౩ᶙ　34ɿ研究実験౩ᶚ

φΰϠドーϜ前Ωϟンύス

　%Nɿ๺ؗ　　%8ɿ੢ؗ　　%Sɿೆؗ

഑置ਤ（205ࣷߍ，෺・教ࣨの഑置についてはݐ ϖージ）を参照してください。
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（2）γϥόε（त業ܭըॻ）・೥ؒ行ࣄ༧ఆ表（໊৓大学ΧϨϯμʔ）
　γラόス（授業計画書）には，各年度։講される授業科目について，授業の概ཁと目的・準උ事後学श・授業の಺༰・授業ܗ態・成績評
価方法・ςΩスト・参ߟ資料文ݙ等が記載されていますので，ཤ修計画の参ߟにしてください。
　ຊ学΢Σϒαイト「NFJNP」（以下，NFJNP）または，学຿γスςϜ͔らγラόス（授業計画書）のࡧݕ・Ӿ覧ができます。
　年ؒ行事༧定表（名城大学Χレンμー）については，NFJNP にて֬認してください。

（ú）ߨٳ
　大学または各授業୲当者に΍むを得ない事৘がൃ生した৔合には，授業をٳ講する৔合があります。ٳ講は，大学としてܾ定または授
業科目୲当者͔らのಧ出があり࣍ୈ，ఱനΩϟンύスは掲示もしくは学຿γスςϜ͔らϝοηージをૹります。ീ事Ωϟンύスは各研究科
の掲示൘に掲示します。φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは学຿γスςϜ͔らϝοηージをૹります。
　なお，ٳ講の案಺がないにも͔͔わらず，࢝業時ࠁ後 30 分以上ܦ過しても授業科目୲当者が入ࣨしない৔合は，ఱനΩϟンύスは学຿
ηンター̡ 研究科૭ޱʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨへ࿈བྷし，ͦの指示にैってください。
※ަ通機関の事ނなどで，特にྟ時ٳ講のඞཁがあると൑அされた৔合は，ఱനΩϟンύスは学生ϗール掲示൘（タϫー75・2 ֊）も
しくは学຿γスςϜよりϝοηージをૹります。ീ事Ωϟンύスはༀ学部掲示൘に掲示します。φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは学຿γスςϜ
͔らϝοηージをૹります。
※୆෩の઀ۙが༧૝される৔合，大規໛஍਒の஫ҙ৘ใがൃྩされた৔合，およびަ通機関のストライΩが行われた৔合のٳ講ા置
については，21 ʙ 22 ϖʔδを参照してください。

（û）ิߨ
講等により講義の進行が༧定より஗れた৔合に，ྟ時の授業を行うことがあり，これをิ講といいます。ิ講日または౔༵日を含Ίたٳ　
ۭき時ؒを࢖用し，授業科目୲当者が行う৔合があります。ఱനΩϟンύスは掲示もしくは学຿γスςϜ͔らϝοηージをૹります。ീ事Ωϟ
ンύスは，掲示で通஌します。φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは学຿γスςϜ͔らϝοηージをૹります。

（ü）त業ग़੮のॏཁੑ
　授業は，学生と教員がਓؒ的な;れあいを通じて学໰を୳ٻする৔であり，学生生活の基ຊとなるものです。授業への出席はॏཁであ
り，ࣗ ओ的な学໰への୳究৺なくして，ͦ の成果を期଴することはできません。පؾなどによって１ϲ月以上欠席しなけれ͹ならない৔合は，
ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 研究科૭ޱʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨに૬ஊしてください。

（ý）ηϝελʔ੍౓
　ຊ学では，前期，後期ͦれͧれの講義期ؒ಺１5 ճまたは 30 ճで講義が׬結するηϝスター制を基ຊとしていますが，授業科目によっては，
通年（前期・後期）をもってऴ了するものもあります。

û  ཤ修ొ࿥
　ཤ修ొ࿥とは，当該授業科目についてཤ修するとҙࢥ表示をすることです。指定した期ؒ಺に，ͦのखଓきをとらなけれ͹なりません。
　なお，ཤ修ొ࿥の方法，ొ࿥上の஫ҙ事項，ొ࿥୯位数の制限，ཤ修ಧの記入のし͔たなどについては，後ड़のh 研究科事項ʱཝを参照
するとともに，ΦϦΤンςーγϣン等でৄしくઆ明します。৻ॏにݕ౼したう͑，各ࣗの学श計画に基ͮき，ཤ修する科目をܾΊてください。

（1）ཤ修Պ໨ΛܾΊるࡍの஫ҙ߲ࣄ
１）分ྨのઆ明
ઐ　　߈ɿ各研究科における研究分໺のମܥ
分　　໺ɿ授業科目܈の名শ
ઐ修科目ɿ指導教授が୲当する授業科目（ඞ修科目）
2）ཤ修ొ࿥ࢭې事項
①　ॏ　ෳ　ొ　࿥ʜʜಉ一༵日・時限においては，１科目し͔ొ࿥できません。
ᶄ　修 得 ࡁ 科 目ʜʜ前年度までに୯位を修得した科目はొ࿥できません。
ᶅ　上ڃ年࣍։講科目ʜʜ上ڃ年࣍։講の科目はొ࿥できません。

（2）ཤ修ొ࿥のखॱ
　ΦϦΤンςーγϣン等でৄしくઆ明します。

ü  ଞ研究Պཤ修
　ຊ学では，ॴଐする研究科以֎にઃ置された科目をཤ修できる「他研究科ཤ修制度」を導入しています。ཤ修者のڵຯ，教育の෯を޿げる
ことに対応するたΊ，શ研究科で実施しています。։講時期，ཤ修方法等のৄࡉについては，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 研究科૭ޱʳ,
ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで֬認してください。

ý  ୯位ೝఆ
　୯位の認定は，୯位論文，試験，レポート，平ৗ点等で行われます。各研究科։講科目によって異なりますので，ৄࡉは，後ड़の研究科事

項を参照してください。
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7  学業成績
（１）成績評価基準について

評　　価 基　　　準 点　　数
S 授業目標の水準を十分に達成でき，際立っている １00 〜 90
A 授業目標の水準を十分に達成できている 89 〜 80
B 授業目標の水準を概ね達成できている 79 〜 70
C 授業目標の最低限の水準を達成できている 69 〜 60
F 授業目標の最低限の水準を達成できていない 59 〜 0

（2）試験成績一覧表の表記について

点　　　数 一覧表表記

※ １期末レポートの未提出者もここに含まれます。
※ 2�講義時レポート・課題などを提出していない者もここに
含まれます。

合　　格
１00 〜 60 点 素点（１00 〜 60 点）
認　定 Ｎ

不 合 格
59 点以下 素点（59 〜 0 点）
試験欠席 ※ １ 欠　席

出席日数不足 ※ 2 欠　格

（3）成績証明書の記載について
　成績証明書には，合格した授業科目のみが評価（S〜Ｃ・Ｎ）とともに記載されます。

点　　　数 評　 価

合　　格

１00 〜 90 点 S
 89 〜 80 点 A
79 〜 70 点 B
69 〜 60 点 C
認　定 N

8  学位論文
　修士論文 ,博士論文の作成にあたっては ,「2. 研究科事項」の研究指導計画に学位論文作成に係るスケジュールが掲載されているので参照
してください。

（1）修士論文（修士課程・博士前期課程）
　大学院修士課程・博士前期課程の総仕上げとして修士論文が課せられます。研究科によって取り扱いが異なりますので，各研究科事項を
参照してください。

（2）博士論文（博士課程・博士後期課程）
　大学院博士後期課程の総仕上げとして博士論文が課せられます。研究科によって取り扱いが異なりますので，各研究科事項を参照してく
ださい。

9  研究活動における不正行為の防止
（1）大学院生として研究活動に取り組む上で，遵守すべき研究倫理
　研究活動における不正行為の事案が後を絶たず，昨今，これらの不正行為が社会的に大きく取り上げられる事態となっていることを背景
に，文部科学省は，平成 26 年 8 月に「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」を制定しました。
　名城大学おいても，「研究活動の不正行為に関する規程」を制定し，学部長及び研究科長等を「倫理教育責任者」と位置付け，研究者の
倫理向上の取り組みを推進し，特に大学院生の皆さんには，指導教員等を通じて，研究倫理教育を実施しています。
　以下に，文部科学省のガイドラインに準拠した「研究活動の不正行為」の事例を示しますので，研究活動に取り組む上では，このような
ことを絶対に行わないことを遵守してください。

（2）研究活動の不正行為
①研究活動における特定不正行為
１）捏造　　存在しないデータ，研究結果等を作成すること
2）改ざん　研究資料・機器・過程を変更する操作を行い，データ，研究活動によって得られた結果等を真正ではないものに加工すること
3）盗用　　�他の研究者のアイディア，分析・解析方法，データ，研究結果，論文又は用語を当該研究者の了解又は適切な表示なく流用

すること
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ᶄ研究活動におけるͦの他の不正行為
１）ೋॏ౤ߘ　　　　　　　　他の学ज़ࢽ等にൃط表又は౤ߘதの論文とຊ࣭的にಉじ論文を౤ߘすること
2）不適切なΦーαーγοϓ　論文ஶ作者が適正にެ表されないこと
3）研究成果の࿙͑い　　　　ඇެ։の他ਓの研究成果，文ষ又は஌的࢈ࡒを，当該研究者等の஌ることなく֎部にެ表又は࿙らすこと

ᶅ研究අの不正࢖用　Սۭ取Ҿによる༬けۚ・Χラ出ு・Χラँۚ等
ᶆ前各項に掲げる行為の証拠Ӆ໓又は立証๦֐

（ú）ߟࢀ৘ใ
˙文部科学省のϗーϜϖージ
　IUUQT���XXX.NFYU.HP.KQ�B@NFOV�KJO[BJ�GVTFJ�JOEFY.IUN
˙日ຊ学ज़ৼڵ会のϗーϜϖージ
　IUUQT���XXX.KTQT.HP.KQ�
˙科学の݈શなൃలのたΊにʵ੣実な科学者の৺得ʵ
　IUUQT���XXX.KTQT.HP.KQ�K�LPVTFJ�SJOSJ.IUNM
˙名城大学ڥ؀方਑
　IUUQT���XXX.NFJKP�V.BD.KQ�BCPVU�BDUJPO�FOWJSPONFOU.IUNM
˙名城大学研究倫理
　IUUQT���TBOHBLV.NFJKP�V.BD.KQ�QSPQFS�
˙Խ学෺࣭ഉ出೺Ѳ؅理法ଅ進（1353 制度）
　IUUQT���XXX.NFUJ.HP.KQ�QPMJDZ�DIFNJDBM@NBOBHFNFOU�MBX�JOEFY.IUNM
˙༗機༹ࡎதಟ༧๷規ଇ
　IUUQ���XXX.KBJTI.HS.KQ�BO[FO�IPS�IPNCVO�IPS１�2�IPS１�2�2１�N�0.IUN
˙研究倫理 F�MFBSOJOHʤF- CP3&（※）ʥの8FCαイト
※日ຊ学ज़ৼڵ会「科学の݈શなൃలのたΊにʵ੣実な科学の৺得ʵ」を時ؒと৔ॴをબ͹ずɺ研究倫理を学修できるように作成した
F� ラーχンά教ࡐ

　IUUQT���FMDPSF.KTQT.HP.KQ�UPQ.BTQY

1÷  ๫෩ಛผܯใ·ͨ͸๫෩ܯใ・࣌֐ࡂのत業
　ఱനΩϟンύス・ീ事ΩϟンύスおよびφΰϠドーϜ前Ωϟンύスにおいては名ݹ԰ࢢに，ෟଐ೶৔においてはय़日Ҫࢢまたは名ݹ԰ࢢに๫

෩特ผܯใまたは๫෩ܯใがൃྩされた৔合΍ͦの他の֐ࡂ時の৔合の授業は，࣍のように取り扱います。

（1）๫෩ಛผܯใ·ͨ͸๫෩ܯใの৔߹

前ޕ※ 7 時以降にൃྩした৔合は，௚ͪにٳ講

7 : 00 8 : 00 9 : 00 10 : 00 11 : 00 12 : 00 13 : 00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 18 : 00 19 : 00 20 : 00 21 : 00

午前7時前に解除
1時限目（9：10～）から講義を実施

午前7時以降午前 10 時前に解除
3時限目 (13：10～) から講義を実施

午前 10 時以降午後3時前に解除
6時限目 (18：10～) から講義を実施

午後3時以降に解除
全時限休講

暴風特別警報または
暴風警報発令時間帯
講義を実施する時限
休講する時限
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߹の৔֐ࡂ（2）
োがあると൑அした৔合は，ͦの౎度，学຿γスࢧ事態がൃ生し，授業にٸۓの（Ҭఀిおよびམཕ޿，֐ઇ，֐஍਒，෩水）等֐ࡂ　

ςϜ΍ຊ学΢Σϒαイトにて掲載しますので，これにैってください。

11  大ن໛஍਒にؔする஫ҙ৘ใのൃ表ٴͼܯռએ͞ྩൃ͕ݴΕͨ৔߹
（1）ೆւτϥϑ஍਒にؔする஫ҙ৘ใ͕ൃ表͞Εͨ৔߹のରԠ
１）஫ҙ৘ใがൃ表された৔合は，ٳ講とします。

2）大学಺にいる৔合は଎΍͔にؼ୐してください。ࣗ୐にいる৔合は଴機してください。

3）ަ通機関の不通等でؼ୐がࠔ೉な৔合は，大学で଴機し，大学͔らの৘ใに基ͮき行動してください。

（2）ೆւτϥϑ஍਒にؔする஫ҙ৘ใ͕ൃ表͞Εͨ後，ܯռએ͞ྩൃ͕ݴΕͳ͔ͬͨ৔߹のରԠ
。がൃྩされな͔った৔合は，ཌ日͔ら授業を行いますݴռએܯ（１

。してくださいߍがൃྩされな͔ったことを֬認して͔らొݴռએܯ（2

（ú）ܯռએ͞ྩൃ͕ݴΕͨ৔߹のରԠ
。講としますٳ，がൃྩされた৔合はݴռએܯ（１

。がൃせられた৔合は，ཌ日͔ら授業を行いますݴռ解আએܯ（2

。してくださいߍがൃせられたことを֬認して͔らొݴռ解আએܯ（3

12  ަ௨͕ؔػετϥΠΩΛ࣮ࢪして͍る৔߹のत業
　ަ通機関のストライΩとは，通学ݍ಺のަ通機関がશ໘ӡٳ，またはこれにۙいঢ়態であることをいいます。この৔合の授業は，࣍のよう

に取扱います。

　+3 ౦ւ（౦ւಓઢ・தԝઢ・関੢ઢ）・ۙమ・名మ・名ݹ԰ࢢのަ通機関（ࢢόス・஍下మ）のうͪ，いずれ͔がストライΩを実施している

৔合の授業は࣍のように取扱います。

ղআ࣌ࠁ त業։࢝࣌ݶ
前ޕ 7 時前に解আ １時限目͔ら実施
前ޕ 7 時以後ޕ前 １0 時前に解আ 3 時限目͔ら実施
前ޕ １0 時以後ޕ後 2 時前に解আ 6 時限目͔ら実施
後ޕ 2 時以後に解আ શ 時 限 ٳ 講
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Ⅳ．教職課程・学芸員課程
৬課程ʲ大学院ʳڭ  1

（�）取ಘできる໔ڐঢ়のछྨ
（�）ઐ修໔ڐঢ়の取ಘに͍ͭて
（�）一छ໔ڐঢ়の取ಘに͍ͭて
๏のఆΊに͍ͭてڐҭ৬һ໔ڭ（�）
ঢ়Λ取ಘするͨΊのཁ݅に͍ͭてڐһ໔ڭ（�）

2  学ܳһ課程ʲ大学院ʳ
（�）大学院生のཤ修に͍ͭて
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教職課程・学芸員課程Ⅳ
৬課程̡ڭ  1 大学院ʳ

（1）取ಘできる໔ڐঢ়のछྨ

学　　　部 学　　　科
※　教科ڐछと໔ߍ

த学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ
一छ໔ڐঢ় ઐ修໔ڐঢ় 一छ໔ڐঢ় ઐ修໔ڐঢ়

大
　
　
　
学
　
　
　
院

修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程

法 学 研 究 科 法 ཯ 学 ઐ ߈ ʵ 社 会 ʵ ެ ຽ

Ӧ学研究科ܦ ܦ Ӧ 学 ઐ ߈ ʵ ʵ ʵ ঎ 業

学研究科ࡁܦ ܦ ࡁ 学 ઐ ߈ ʵ 社 会 ʵ ެ ຽ

理工学研究科

数 学 ઐ ߈ ʵ 数 学 ʵ 数 学

৘ ใ 工 学 ઐ ߈

ʵ ʵ ʵ 工 業ి ؾ ి 工ࢠ 学 ઐ ߈

ࡐ 料 機 ೳ 工学 ઐ ߈

応 用 Խ 学 ઐ ߈ ʵ 理 科 ʵ 理 科

機 ց 工 学 ઐ ߈

ʵ ʵ ʵ 工 業

ަ 通 機 ց 工学 ઐ ߈

ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈

社会基൫デβイン工学ઐ߈

؀ ڥ ૑ 造 学 ઐ ߈

ݐ ங 学 ઐ ߈

೶ 学 研 究 科 ೶ 学 ઐ ߈ ʵ 理 科 ʵ 理科・೶業

※໔ڐঢ়の正ࣜ名শは「த学ߍ教་一छ໔ڐঢ়（教科名）」，「த学ߍ教་ઐ修໔ڐঢ়（教科名）」，
。です「ঢ়（教科名）ڐ教་ઐ修໔ߍ等学ߴ」，「ঢ়（教科名）ڐ教་一छ໔ߍ等学ߴ」
　例ɿத学ߍ教་一छ໔ڐঢ়（社会）・ߴ等学ߍ教་一छ໔ڐঢ়（஍理ྺ࢙）

（2）ઐ修໔ڐঢ়の取ಘに͍ͭて
　ઐ修໔ڐঢ়の取得ཁ݅は࣍のとおりです。

１）学෦ଔ業࣌に౰֘໔ڭڐՊの一छ໔ڐঢ়Λ取ಘして͍る͜とɻຢ͸取ಘཁ݅Λຬͨして͍る͜とɻ（12ü （রࢀ
2）ॴଐઐ߈において「ઐ修໔ڐঢ়の取得にඞཁな୯位」（126 〜 134 参照）を 24 ୯位修得すること。

修了ཁ݅をຬたすだけでは教員໔ڐঢ়にඞཁな୯位が不足する৔合がありますので，஫ҙしてください。

3）基ૅ資格として修士の学位を取得すること。

ઐ修໔ڐঢ়の取得をر๬する時は，教৬ཤ修ొ࿥などのखଓきはඞཁありません。

　ただし，修了時に໔ڐঢ়を取得するには，修士課程修了年度の 9月上०に教員໔ڐঢ়一ׅਃ੥のखଓきを։࢝するඞཁがあります。教

৬ηンター̡ 教৬・学ܳ員ʳの掲示にैってください。

（ú）一छ໔ڐঢ়の取ಘに͍ͭて
１）ຊ学学部在学தに教৬課程ొ࿥をし，一छ໔ڐঢ়取得にඞཁな୯位を取り࢒してଔ業したਓが，ຊ学大学院進学後に不足する科目をཤ

修して，一छ໔ڐঢ়を取得する৔合は，࣍のखଓきによるཤ修が認Ίられます。

① 4月，入学後１िؒ以಺に，教৬ηンター̡ 教৬・学ܳ員ʳでཤ修指導をडけ，科目等ཤ修生としてのखଓきがඞཁです。

ᶄखଓきには，࣍の書ྨ等がඞཁです。

・ॴଐ研究科指導教員のঝ୚書ɿh大学院生ڭ৬ొ࿥ （ऀՊ໨౳ཤ修生ѻ͍）学෦։ߨՊ໨・ڭ৬課程։ߨՊ໨ཤ修ਃࠐॻ݉ঝ୚ॻ（ɦࢦ
ఆ༷ࣜ）

※大学院在学தにཤ修༧定の科目をશて記入し，大学院の研究にࢧোないとのঝ୚ҹを໯うこと。

※ͦの年度のཤ修ਃ੥科目を時ׂؒ表で֬認しながら記入すること。

・学部の「ଔ業証明書」「成績証明書」

・ࣸ真 １ຕ（科目等ཤ修生としての਎分証明書用です。）

・教৬課程ཤ修අ（大学院生・26,400 ԁ）

ᶅཤ修がڐՄされた科目のཤ修ొ࿥をしますので，科目等ཤ修生の਎分でཤ修してください。

2）大学院で一छ໔ڐঢ়取得のたΊの৽規ొ࿥は認Ίられません。

ཤ修ํ๏
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（û）ڭҭ৬һ໔ڐ๏のఆΊに͍ͭて
　教育৬員໔ڐঢ়を取得するたΊにඞཁな基準，ཁ݅等は，「教育৬員໔ڐ法」，「教育৬員໔ڐ法施行規ଇ」等に，໔ڐঢ়のछྨ͝とに

定Ίられています。

ঢ়を取得するたΊには，これらの法཯に定Ίられている，基準，ཁ݅，修得がඞཁな科目及び୯位数等をॆ足すڐ๬する教育৬員໔ر　

るඞཁがあります。

（ü）ڭһ໔ڐঢ়Λ取ಘするͨΊのཁ݅に͍ͭて
①基ૅ資格及び取得がඞཁな୯位数についてɿ教育৬員໔ڐ法ୈ 5 ৚

ୈ １ཝ ໔ڐঢ়のछྨ
த学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

ઐ修໔ڐঢ় 一छ໔ڐঢ় ઐ修໔ڐঢ় 一छ໔ڐঢ়

ୈ 2 ཝ 基ૅ資格 修士の学位 学士の学位 修士の学位 学士の学位

ୈ 3 ཝ 大学において修得することがඞཁとする୯位数 83 59 83 59

※ઐ修໔ڐঢ়に係るୈ 4 ཝに定Ίる୯位数のうͪ一छ໔ڐঢ়に係るಉཝに定Ίる科目の୯位数をࠩしҾいた୯位数について
は，大学院の課程において修得するものとする。

ᶄ大学で取得がඞཁな୯位数についてɿ教育৬員໔ڐ法施行規ଇୈ 4 ৚及びୈ 5 ৚

ୈ １ཝ 教科及び教৬に
関する科目

各科目に含Ίることが
ඞཁな事項

த学ߍ教་
（ୈ 4 ৚）

教་ߍ等学ߴ
（ୈ 5 ৚）

ઐ　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

ઐ　修
໔ڐঢ়

一　छ
໔ڐঢ়

ୈ 2 ཝ
教科及び教科の
指導法に関する

科目

教科に関するઐ໳的事項
28 28 24 24各教科の指導法（৘ใ通৴ٕ

ज़の活用を含む。） 8 8 4 4

ୈ 3 ཝ 教育の基ૅ的理
解に関する科目

教育の理೦ฒびに教育に関
するྺ࢙及びࢥ૝

１0 １0 １0 １0

教৬のҙ義及び教員の໾ׂ・
৬຿಺༰（νーϜ学ߍӡӦへ
の対応を含む。）

教育に関する社会的，制度的
又はܦӦ的事項 	 学ߍと஍Ҭ
との࿈ܞ及び学҆ߍશへの
対応を含む。）

༮ࣇɺࣇಐ及び生ెの৺਎
のൃ達及び学शの過程
特ผのࢧԉをඞཁとする༮ࣇɺ
ಐ及び生ెに対する理解ࣇ
教育課程のҙ義及びฤ成の方
法（ΧϦΩュラϜ・Ϛωジϝン
トを含む。）

ୈ 4 ཝ

ಓಙɺ総合的な
学शの時ؒ等の
指導法及び生ె
指導ɺ教育૬ஊ
等に関する科目

ಓಙの理論及び指導法

１0 １0 8 8

総合的な学शの時ؒの指導法

特ผ活動の指導法

教育の方法及びٕज़

৘ใ通৴ٕज़を活用した教
育の理論及び方法

生ె指導の理論及び方法

進࿏指導及びΩϟϦア教育の
理論及び方法
教育૬ஊ（Χ΢ンηϦンά
に関する基ૅ的な஌ࣝを含
む。）の理論及び方法

ୈ 5 ཝ 教育実ફに
関する科目

教育実श 5 5 3 3

教৬実ફԋश 2 2 2 2

ୈ 6 ཝ 大学がಠࣗに
ઃ定する科目 28 4 36 １2

法ྩ上のඞཁ୯位数 83 59 83 59



2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

ü）大学Ӄʹ͓͚Δʰ専修໔ڐঢ়ʱऔಘʹඞཁͳ୯Ґͷཤ修ํ๏
　　大学͕ಠࣗʹઃఆ͢Δ科໨（教科ٴͼ教科ͷࢦಋ๏ʹؔ͢Δ科໨ද）

๏学研究科　๏཯学専攻　対象
த学校専修（ࣾձ）ʗ高等学校専修（ެຽ）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が独
自に設定
する科目

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が独
自に設定
する科目

専修
分野 授業科目名 単位数 த専修ࣾձ

高専修
ެຽ

専修
分野 授業科目名 単位数 த専修ࣾձ

高専修
ެຽ

๏
学
研
究
科

๏
཯
学
専
攻

開
講
科
目

ݑ
๏
学

構ʣػ法Ⅰʢ౷࣏ݑ 2 ＊ ＊

๏
学
研
究
科

๏
཯
学
専
攻

開
講
科
目

ࠃ
ࡍ
ࢲ
๏
学

खଓ法ʣࣄຽࡍࠃ法Ⅰʢࢲࡍࠃ 2 ＊ ＊

อোʣݖ法Ⅱʢਓݑ 2 ＊ ＊ 法ʣڌ法Ⅱʢ४ࢲࡍࠃ 2 ＊ ＊

法ૌুʣݑ法ᶙʢݑ 2 ＊ ＊

ا
ۀ
๏
学

業૊৫法ʣا業法Ⅰʢا 2 ＊ ＊

法ʣݑ法ᶚʢൺֱݑ 2 ＊ ＊ 業法Ⅱʢۚ༥・༗Ձূ݊法ʣا 2 ＊ ＊

法ᶛʢଟจԽ共生ʣݑ 2 ＊ ＊ 業औҾ法ʣا業法ᶙʢا 2 ＊ ＊

ߦ
੓
๏
学

行੓法ⅠʢҰൠཧ論ʣ 2 ＊ ＊ 産法ʣࡒ業法ᶚʢ஌తا 2 ＊ ＊

行੓法Ⅱʢ行੓࡞用法ʣ 2 ＊ ＊ 業औҾͱ੫຿ʣا業法ᶛʢا 2 ＊ ＊

行੓法ᶙʢ地ํ自࣏法ʣ 2 ＊ ＊
ຽ
ࣄ
ख
ଓ
๏
学

ຽࣄखଓ法Ⅰʢຽࣄૌু法ʣ 2 ＊ ＊

行੓法ᶚʢ行੓ࡁٹ法ʣ 2 ＊ ＊ ຽࣄखଓ法Ⅱʢຽࣥࣄ行・อશ法ʣ 2 ＊ ＊

ે
੫
๏
学

ે੫法Ⅰʢ総論ʣ 2 ＊ ＊ ຽࣄखଓ法ᶙʢ౗産法ʣ 2 ＊ ＊

ે੫法Ⅱʢે੫૪ু法・खଓ法ʣ 2 ＊ ＊ ຽࣄखଓ法ᶚ	ࡋ൑֎ฆ૪ॲཧ੍౓
� 2 ＊ ＊

ે੫法ᶙʢॴ得੫ʣ 2 ＊ ＊

ࣾ
ձ
๏
学

࿑ಇ法Ⅰʢݸผత࿑ಇؔ܎法ʣ 2 ＊ ＊

ે੫法ᶚʢ法ਓ੫ʣ 2 ＊ ＊ ࿑ಇ法Ⅱʢूஂత࿑ಇؔ܎法ʣ 2 ＊ ＊

ે੫法ᶛʢ૬ଓ੫ʣ 2 ＊ ＊ 法Ⅰʢ総論ʣࡁܦ 2 ＊ ＊

ે੫法ᶜʢফඅ੫ʣ 2 ＊ ＊ 法Ⅱʢ֤論ʣࡁܦ 2 ＊ ＊

ࠃ
ࡍ
๏
学

法Ⅰʢ総論ʣࡍࠃ 2 ＊ ＊

๏
఩
学

法఩学Ⅰʢ法ཧ論ʣ 2 ＊ ＊

法Ⅱʢ֤論ʣࡍࠃ 2 ＊ ＊ 法఩学Ⅱʢਖ਼ٛ論ʣ 2 ＊ ＊

法ᶙʢ૊৫ʣࡍࠃ 2 ＊ ＊ 法ࣾձ学Ⅰʢ総論ʣ 2 ＊ ＊

ܐ
ࣄ
๏
学

法ཧ論ʣܐ法Ⅰʢࣄܐ 2 ＊ ＊ 法ࣾձ学Ⅱʢ֤論ʣ 2 ＊ ＊

法൑ྫʣܐ法Ⅱʢࣄܐ 2 ＊ ＊

๏
੍
࢙
学

法੍史Ⅰ 	೔ຊ法੍史 
� 2 ＊ ＊

ૌু法ʣࣄܐ法ᶙʢࣄܐ 2 ＊ ＊ 法੍史Ⅱʢ೔ຊ法੍史史料解୊ʣ 2 ＊ ＊

ʣࡦ੓ࣄܐ法ᶚʢࣄܐ 2 ＊ ＊ 法੍史ᶙʢ੢༸法੍史ʣ 2 ＊ ＊

法ʣࣄܐ୅ݱ法ᶛʢࣄܐ 2 ＊ ＊ 法੍史ᶚʢ੢༸法੍史史料解୊ʣ 2 ＊ ＊

ຽ
๏
学

ຽ法Ⅰʢ総則ʣ 2 ＊ ＊

੓
࣏
学

੓࣏学Ⅰʢ੓࣏ཧ論・ࢥ૝ʣ 2 ＊ ＊

ຽ法Ⅱʢݖ࠴総論ʣ 2 ＊ ＊ ੓࣏学Ⅱʢ行੓学ʣ 2 ＊ ＊

ຽ法ᶙʢ֤ݖ࠴論ʣ 2 ＊ ＊ ੓࣏学ᶙʢࡍࠃ੓࣏学ʣ 2 ＊ ＊

ຽ法ᶚʢ෺ݖʣ 2 ＊ ＊ ੓࣏学ᶚʢ੓࣏աఔ論ʣ 2 ＊ ＊

ຽ法ᶛʢ਌଒ʣ 2 ＊ ＊
ؔ
࿈
෼
໺

法Ⅰʢӳถ法ʣ̡ࠃ֎ ӳޠʳ 2 ＊ ＊

ຽ法ᶜʢ૬ଓʣ 2 ＊ ＊ 法Ⅱʢ大཮法ʣ̡ࠃ֎ υイπޠʳ
2 ＊ ＊

法Ⅱʢ大཮法ʣ̡ࠃ֎ ϑϥンスޠʳ

最低修得単位数 24 単位

◎は必修科目、○は選択必修、＊は選択科目を表す。

üý
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

ü）大学Ӄʹ͓͚Δʰ専修໔ڐঢ়ʱऔಘʹඞཁͳ୯Ґͷཤ修ํ๏
　　大学͕ಠࣗʹઃఆ͢Δ科໨（教科ٴͼ教科ͷࢦಋ๏ʹؔ͢Δ科໨ද）

๏学研究科　๏཯学専攻　対象
த学校専修（ࣾձ）ʗ高等学校専修（ެຽ）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が独
自に設定
する科目

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が独
自に設定
する科目

専修
分野 授業科目名 単位数 த専修ࣾձ

高専修
ެຽ

専修
分野 授業科目名 単位数 த専修ࣾձ

高専修
ެຽ

๏
学
研
究
科

๏
཯
学
専
攻

開
講
科
目

ݑ
๏
学

構ʣػ法Ⅰʢ౷࣏ݑ 2 ＊ ＊

๏
学
研
究
科

๏
཯
学
専
攻

開
講
科
目

ࠃ
ࡍ
ࢲ
๏
学

खଓ法ʣࣄຽࡍࠃ法Ⅰʢࢲࡍࠃ 2 ＊ ＊

อোʣݖ法Ⅱʢਓݑ 2 ＊ ＊ 法ʣڌ法Ⅱʢ४ࢲࡍࠃ 2 ＊ ＊

法ૌুʣݑ法ᶙʢݑ 2 ＊ ＊

ا
ۀ
๏
学

業૊৫法ʣا業法Ⅰʢا 2 ＊ ＊

法ʣݑ法ᶚʢൺֱݑ 2 ＊ ＊ 業法Ⅱʢۚ༥・༗Ձূ݊法ʣا 2 ＊ ＊

法ᶛʢଟจԽ共生ʣݑ 2 ＊ ＊ 業औҾ法ʣا業法ᶙʢا 2 ＊ ＊

ߦ
੓
๏
学

行੓法ⅠʢҰൠཧ論ʣ 2 ＊ ＊ 産法ʣࡒ業法ᶚʢ஌తا 2 ＊ ＊

行੓法Ⅱʢ行੓࡞用法ʣ 2 ＊ ＊ 業औҾͱ੫຿ʣا業法ᶛʢا 2 ＊ ＊

行੓法ᶙʢ地ํ自࣏法ʣ 2 ＊ ＊
ຽ
ࣄ
ख
ଓ
๏
学

ຽࣄखଓ法Ⅰʢຽࣄૌু法ʣ 2 ＊ ＊

行੓法ᶚʢ行੓ࡁٹ法ʣ 2 ＊ ＊ ຽࣄखଓ法Ⅱʢຽࣥࣄ行・อશ法ʣ 2 ＊ ＊

ે
੫
๏
学

ે੫法Ⅰʢ総論ʣ 2 ＊ ＊ ຽࣄखଓ法ᶙʢ౗産法ʣ 2 ＊ ＊

ે੫法Ⅱʢે੫૪ু法・खଓ法ʣ 2 ＊ ＊ ຽࣄखଓ法ᶚ	ࡋ൑֎ฆ૪ॲཧ੍౓
� 2 ＊ ＊

ે੫法ᶙʢॴ得੫ʣ 2 ＊ ＊

ࣾ
ձ
๏
学

࿑ಇ法Ⅰʢݸผత࿑ಇؔ܎法ʣ 2 ＊ ＊

ે੫法ᶚʢ法ਓ੫ʣ 2 ＊ ＊ ࿑ಇ法Ⅱʢूஂత࿑ಇؔ܎法ʣ 2 ＊ ＊

ે੫法ᶛʢ૬ଓ੫ʣ 2 ＊ ＊ 法Ⅰʢ総論ʣࡁܦ 2 ＊ ＊

ે੫法ᶜʢফඅ੫ʣ 2 ＊ ＊ 法Ⅱʢ֤論ʣࡁܦ 2 ＊ ＊

ࠃ
ࡍ
๏
学

法Ⅰʢ総論ʣࡍࠃ 2 ＊ ＊

๏
఩
学

法఩学Ⅰʢ法ཧ論ʣ 2 ＊ ＊

法Ⅱʢ֤論ʣࡍࠃ 2 ＊ ＊ 法఩学Ⅱʢਖ਼ٛ論ʣ 2 ＊ ＊

法ᶙʢ૊৫ʣࡍࠃ 2 ＊ ＊ 法ࣾձ学Ⅰʢ総論ʣ 2 ＊ ＊

ܐ
ࣄ
๏
学

法ཧ論ʣܐ法Ⅰʢࣄܐ 2 ＊ ＊ 法ࣾձ学Ⅱʢ֤論ʣ 2 ＊ ＊

法൑ྫʣܐ法Ⅱʢࣄܐ 2 ＊ ＊

๏
੍
࢙
学

法੍史Ⅰ 	೔ຊ法੍史 
� 2 ＊ ＊

ૌু法ʣࣄܐ法ᶙʢࣄܐ 2 ＊ ＊ 法੍史Ⅱʢ೔ຊ法੍史史料解୊ʣ 2 ＊ ＊

ʣࡦ੓ࣄܐ法ᶚʢࣄܐ 2 ＊ ＊ 法੍史ᶙʢ੢༸法੍史ʣ 2 ＊ ＊

法ʣࣄܐ୅ݱ法ᶛʢࣄܐ 2 ＊ ＊ 法੍史ᶚʢ੢༸法੍史史料解୊ʣ 2 ＊ ＊

ຽ
๏
学

ຽ法Ⅰʢ総則ʣ 2 ＊ ＊

੓
࣏
学

੓࣏学Ⅰʢ੓࣏ཧ論・ࢥ૝ʣ 2 ＊ ＊

ຽ法Ⅱʢݖ࠴総論ʣ 2 ＊ ＊ ੓࣏学Ⅱʢ行੓学ʣ 2 ＊ ＊

ຽ法ᶙʢ֤ݖ࠴論ʣ 2 ＊ ＊ ੓࣏学ᶙʢࡍࠃ੓࣏学ʣ 2 ＊ ＊

ຽ法ᶚʢ෺ݖʣ 2 ＊ ＊ ੓࣏学ᶚʢ੓࣏աఔ論ʣ 2 ＊ ＊

ຽ法ᶛʢ਌଒ʣ 2 ＊ ＊
ؔ
࿈
෼
໺

法Ⅰʢӳถ法ʣ̡ࠃ֎ ӳޠʳ 2 ＊ ＊

ຽ法ᶜʢ૬ଓʣ 2 ＊ ＊ 法Ⅱʢ大཮法ʣ̡ࠃ֎ υイπޠʳ
2 ＊ ＊

法Ⅱʢ大཮法ʣ̡ࠃ֎ ϑϥンスޠʳ

最低修得単位数 24 単位

◎は必修科目、○は選択必修、＊は選択科目を表す。
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

Ӧ学専攻　対象ܦ　Ӧ学研究科ܦ
高等学校専修（঎業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

঎業

ܦ
Ӧ
学
研
究
科

ܦ
Ӧ
学
専
攻

開
講
科
目

ܦ
Ӧ
学

ڀݚӦ؅ཧܦ 2 ＊

࿑຿؅ཧڀݚ 2 ＊

৘ใ産業૊৫ڀݚ 2 ＊

ڀݚӦ૊৫ܦ 2 ＊

ڀݚӦܦࡍࠃ 2 ＊

ڀݚӦ史ܦ 2 ＊

ڀݚ産業ूੵࡍࠃ 2 ＊

コーϙϨート・Ψόφンスڀݚ 2 ＊

ϚーέςΟンάڀݚ 2 ＊

実践৘ใγスςϜ設計 2 ＊

άϩーόϧܦӦઓུڀݚ 2 ＊

実践コスト・Ϛωδϝントڀݚ 2 ＊

実践ى業ڀݚ 2 ＊

ΞδΞا業ڀݚ 2 ＊

Ϥーϩούا業ڀݚ 2 ＊

࿑ڀݚ܎ؔ࢖ 2 ＊

࿑຿ڀݚ؂ࠪ 2 ＊

ڀݚӦ৘ใγスςϜܦ 2 ＊

環境Ϛωδϝントڀݚ 2 ＊

ڀݚݙจࠃ֎Ӧ学ܦ 2 ＊

ձ
ܭ
学

ڀݚ຿ձ計ࡒ 2 ＊

੍౓ձ計ڀݚ 2 ＊

ձ計ڀݚ؂ࠪ 2 ＊

؅ཧձ計ڀݚ 2 ＊

コスト・Ϛωδϝントڀݚ 2 ＊

ڀݚձ計ࡍࠃ 2 ＊

੫຿ձ計ڀݚ 2 ＊

環境ձ計ڀݚ 2 ＊

ඇӦར૊৫ମձ計ڀݚ 2 ＊

コーϙϨート・ϑΝイφンスڀݚ 2 ＊

インϕストϝント・Ϛωδϝントڀݚ 2 ＊

ۚ༥ܦؔػӦڀݚ 2 ＊

ձ計学・ϑΝイφンス֎ࠃจڀݚݙ 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

学専攻　対象ࡁܦ　学研究科ࡁܦ
த学校専修（ࣾձ）ʗ高等学校専修（ެຽ）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が独自
に設定する
科目

専修
分野 授業科目名 単位数 த専修

ࣾձ
高専修
ެຽ

ܦ
ࡁ
学
研
究
科

ܦ
ࡁ
学
専
攻

開
講
科
目

理
࿦
ܦ
ࡁ
ɾ
ܦ
ࡁ
࢙

Ϛクϩࡁܦ学ڀݚ 4 ＊ ＊

ϛクϩࡁܦ学ڀݚ 4 ＊ ＊

৘ใͷࡁܦ学ڀݚ 4 ＊ ＊

ڀݚཧ論ࡁܦ 4 ＊ ＊

ڀݚ૝ࢥࡁܦ 4 ＊ ＊

ڀݚ౷計学ࡁܦ 4 ＊ ＊

੢༸ࡁܦ史ڀݚ 4 ＊ ＊

೔ຊࡁܦ史ڀݚ 4 ＊ ＊

ܦ
ࡁ
੓
ࡦ

地ํࡒ੓論ڀݚ 4 ＊ ＊

ۚ༥論ڀݚ 4 ＊ ＊

࿑ಇࡁܦ論ڀݚ 4 ＊ ＊

ΞδΞࡁܦ論ڀݚ 4 ＊ ＊

தࡁܦࠃ論ڀݚ 4 ＊ ＊

ڀݚ論ࡁܦࡍࠃ 4 ＊ ＊

環境ࡁܦ論ڀݚ 4 ＊ ＊

ݱ
୅
࢈
ۀ
構
造

工業ࡁܦ論ڀݚ 4 ＊ ＊

ަ通ࡁܦ学ڀݚ 4 ＊ ＊

೶業ࡁܦ論ڀݚ 4 ＊ ＊

ڀݚ業論ا୅ݱ 4 ＊ ＊

தখا業論ڀݚ 4 ＊ ＊

地域産業論ڀݚ 4 ＊ ＊

ڀݚ地ཧ学ࡁܦ 4 ＊ ＊

最低修得単位数 24 単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

üý üþ
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　਺学専攻　対象
த学校専修（਺学）ʗ高等学校専修（਺学）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数

த専修
数学
高専修
数学

理
工
学
研
究
科

਺
学
専
攻

開
講
科
目

୅
਺
学

୅数త੔数論特論Ⅰ 2 ＊
୅数త੔数論特論Ⅱ 2 ＊
環論特論Ⅰ 2 ＊
環論特論Ⅱ 2 ＊
୅数త構造論特論Ⅰ 2 ＊
୅数త構造論特論Ⅱ 2 ＊
数論తزԿ学特論 2 ＊
୅数学ڀߨⅠA 4 ＊
୅数学ڀߨⅠB 4 ＊
୅数学ڀߨⅡA 4 ＊
୅数学ڀߨⅡB 4 ＊
୅୅数学特論Aݱ 2 ＊
୅୅数学特論Bݱ 2 ＊

ز
Կ
学

ඍ分زԿ学特論Ⅰ 2 ＊
ඍ分زԿ学特論Ⅱ 2 ＊
解析زԿ学特論Ⅰ 2 ＊
解析زԿ学特論Ⅱ 2 ＊
ⅠAڀߨԿ学ز 4 ＊
ⅠBڀߨԿ学ز 4 ＊
ⅡAڀߨԿ学ز 4 ＊
ⅡBڀߨԿ学ز 4 ＊
応用زԿ学特論 2 ＊

ؔ
਺
ղ
ੳ
学

ؔ数ํఔࣜ特論Ⅰ 2 ＊
ؔ数ํఔࣜ特論Ⅱ 2 ＊
ෳૉ解析学特論Ⅰ 2 ＊
ෳૉ解析学特論Ⅱ 2 ＊
ؔ数解析学ڀߨⅠA 4 ＊
ؔ数解析学ڀߨⅠB 4 ＊
ؔ数解析学ڀߨⅡA 4 ＊
ؔ数解析学ڀߨⅡB 4 ＊
୅解析学特論ݱ 2 ＊

େ
Ҭ
ղ
ੳ
学

大域解析学特論Ⅰ 2 ＊
大域解析学特論Ⅱ 2 ＊
大域空間解析学特論Ⅰ 2 ＊
大域空間解析学特論Ⅱ 2 ＊
大域解析学ڀߨⅠA 4 ＊
大域解析学ڀߨⅠB 4 ＊
大域解析学ڀߨⅡA 4 ＊
大域解析学ڀߨⅡB 4 ＊

৘
ใ
਺
学

֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論特論Ⅰ 2 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論特論Ⅱ 2 ＊
֬཰աఔ論特論Ⅰ 2 ＊
֬཰աఔ論特論Ⅱ 2 ＊
数論త֬཰論特論Ⅰ 2 ＊
数論త֬཰論特論Ⅱ 2 ＊
計ػࢉ数学特論Ⅰ 2 ＊
計ػࢉ数学特論Ⅱ 2 ＊
ඇઢܗ数ཧ特論Ⅰ 2 ＊
ඇઢܗ数ཧ特論Ⅱ 2 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論ڀߨⅠA 4 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論ڀߨⅠB 4 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論ڀߨⅡA 4 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論ڀߨⅡB 4 ＊
౷計数ཧ学特論 2 ＊
ແݩ࣍ݶ解析特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位
◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

理工学研究科　৘ใ工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

৘
ใ
工
学
専
攻

開
講
科
目

৘
ใ
デ
ό
イ
ス

計ػࢉ工学特論 2 ＊

ώϡーϚンϚγンγスςϜ特論 2 ＊

஌త৴߸ॲཧ特論 2 ＊

஌త੍ޚγスςϜ特論 2 ＊

画૾৘ใγスςϜ特論 2 ＊

৘
ใ
ॲ
理

ΞϧΰリζϜ特論 2 ＊

ύλーン৘ใॲཧ特論 2 ＊

ਓ工஌ೳ特論 2 ＊

஌తデーλ分析特論 2 ＊

৘
ใ
ϝ
デ
ỹ
Ξ

Ի੠・Իڹ৘ใॲཧ特論 2 ＊

৘ใॲཧ特論࠼৭・֮ࢹ 2 ＊

コンϐϡーλάϥϑΟοクス特論 2 ＊

ॲཧ特論ޠݴ 2 ＊

όーνϟϧリΞリςΟ特論 2 ＊

৘
ใ
௨
৴

ωοトϫーク特論 2 ＊

ແઢ通৴工学特論 2 ＊

৘ใηΩϡリςΟ特論 2 ＊

৘ใཧ論特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　਺学専攻　対象
த学校専修（਺学）ʗ高等学校専修（਺学）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数

த専修
数学
高専修
数学

理
工
学
研
究
科

਺
学
専
攻

開
講
科
目

୅
਺
学

୅数త੔数論特論Ⅰ 2 ＊
୅数త੔数論特論Ⅱ 2 ＊
環論特論Ⅰ 2 ＊
環論特論Ⅱ 2 ＊
୅数త構造論特論Ⅰ 2 ＊
୅数త構造論特論Ⅱ 2 ＊
数論తزԿ学特論 2 ＊
୅数学ڀߨⅠA 4 ＊
୅数学ڀߨⅠB 4 ＊
୅数学ڀߨⅡA 4 ＊
୅数学ڀߨⅡB 4 ＊
୅୅数学特論Aݱ 2 ＊
୅୅数学特論Bݱ 2 ＊

ز
Կ
学

ඍ分زԿ学特論Ⅰ 2 ＊
ඍ分زԿ学特論Ⅱ 2 ＊
解析زԿ学特論Ⅰ 2 ＊
解析زԿ学特論Ⅱ 2 ＊
ⅠAڀߨԿ学ز 4 ＊
ⅠBڀߨԿ学ز 4 ＊
ⅡAڀߨԿ学ز 4 ＊
ⅡBڀߨԿ学ز 4 ＊
応用زԿ学特論 2 ＊

ؔ
਺
ղ
ੳ
学

ؔ数ํఔࣜ特論Ⅰ 2 ＊
ؔ数ํఔࣜ特論Ⅱ 2 ＊
ෳૉ解析学特論Ⅰ 2 ＊
ෳૉ解析学特論Ⅱ 2 ＊
ؔ数解析学ڀߨⅠA 4 ＊
ؔ数解析学ڀߨⅠB 4 ＊
ؔ数解析学ڀߨⅡA 4 ＊
ؔ数解析学ڀߨⅡB 4 ＊
୅解析学特論ݱ 2 ＊

େ
Ҭ
ղ
ੳ
学

大域解析学特論Ⅰ 2 ＊
大域解析学特論Ⅱ 2 ＊
大域空間解析学特論Ⅰ 2 ＊
大域空間解析学特論Ⅱ 2 ＊
大域解析学ڀߨⅠA 4 ＊
大域解析学ڀߨⅠB 4 ＊
大域解析学ڀߨⅡA 4 ＊
大域解析学ڀߨⅡB 4 ＊

৘
ใ
਺
学

֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論特論Ⅰ 2 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論特論Ⅱ 2 ＊
֬཰աఔ論特論Ⅰ 2 ＊
֬཰աఔ論特論Ⅱ 2 ＊
数論త֬཰論特論Ⅰ 2 ＊
数論త֬཰論特論Ⅱ 2 ＊
計ػࢉ数学特論Ⅰ 2 ＊
計ػࢉ数学特論Ⅱ 2 ＊
ඇઢܗ数ཧ特論Ⅰ 2 ＊
ඇઢܗ数ཧ特論Ⅱ 2 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論ڀߨⅠA 4 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論ڀߨⅠB 4 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論ڀߨⅡA 4 ＊
֬཰ٴͼྔࢠ৘ใ論ڀߨⅡB 4 ＊
౷計数ཧ学特論 2 ＊
ແݩ࣍ݶ解析特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位
◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

理工学研究科　৘ใ工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

৘
ใ
工
学
専
攻

開
講
科
目

৘
ใ
デ
ό
イ
ス

計ػࢉ工学特論 2 ＊

ώϡーϚンϚγンγスςϜ特論 2 ＊

஌త৴߸ॲཧ特論 2 ＊

஌త੍ޚγスςϜ特論 2 ＊

画૾৘ใγスςϜ特論 2 ＊

৘
ใ
ॲ
理

ΞϧΰリζϜ特論 2 ＊

ύλーン৘ใॲཧ特論 2 ＊

ਓ工஌ೳ特論 2 ＊

஌తデーλ分析特論 2 ＊

৘
ใ
ϝ
デ
ỹ
Ξ

Ի੠・Իڹ৘ใॲཧ特論 2 ＊

৘ใॲཧ特論࠼৭・֮ࢹ 2 ＊

コンϐϡーλάϥϑΟοクス特論 2 ＊

ॲཧ特論ޠݴ 2 ＊

όーνϟϧリΞリςΟ特論 2 ＊

৘
ใ
௨
৴

ωοトϫーク特論 2 ＊

ແઢ通৴工学特論 2 ＊

৘ใηΩϡリςΟ特論 2 ＊

৘ใཧ論特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

üÿ

2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　ిࢠిؾ工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

ి
ؾ
ి
ࢠ
工
学
専
攻

開
講
科
目

Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
環
境
工
学

ΤωϧΪー工学特論Aؾి 2 ＊

ΤωϧΪー工学特論Bؾి 2 ＊

ΤωϧΪー環境材料工学特論Ⅰ 2 ＊

ΤωϧΪー環境材料工学特論Ⅱ 2 ＊

ΤωϧΪー環境γスςϜ工学特論A 2 ＊

ΤωϧΪー環境γスςϜ工学特論B 2 ＊

ΤωϧΪーม׵工学特論A 2 ＊

ΤωϧΪーม׵工学特論B 2 ＊

ి
ࢠ
෺
ੑ
デ
ό
イ
ス
工
学

デόイス特論Aࢠి 2 ＊

デόイス特論Bࢠి 2 ＊

෺ੑ特論Aࢠి 2 ＊

෺ੑ特論Bࢠి 2 ＊

ਅ空デόイス特論A 2 ＊

ਅ空デόイス特論B 2 ＊

学特論Aޫࢠి 2 ＊

学特論Bޫࢠి 2 ＊

デόイスϓϩηス特論Aࢠి 2 ＊

デόイスϓϩηス特論Bࢠి 2 ＊

γ
ス
ς
Ϝ
৘
ใ
௨
৴
工
学

γスςϜ工学特論Aޚ੍ 2 ＊

γスςϜ工学特論Bޚ੍ 2 ＊

৘ใ通৴γスςϜ特論A 2 ＊

৘ใ通৴γスςϜ特論B 2 ＊

৘ใ通৴工学特論A 2 ＊

৘ใ通৴工学特論B 2 ＊

৘ใγスςϜ特論Aޚ੍ 2 ＊

৘ใγスςϜ特論Bޚ੍ 2 ＊

γスςϜ工学特論A 2 ＊

γスςϜ工学特論B 2 ＊

ి
ࢠ
ੜ
໋
৘
ใ
工
学

生໋৘ใ工学特論Aࢠి 2 ＊

生໋৘ใ工学特論Bࢠి 2 ＊

生໋৘ใ応用工学特論Aࢠి 2 ＊

生໋৘ใ応用工学特論Bࢠి 2 ＊

生໋৘ใ計ଌ工学特論Aࢠి 2 ＊

生໋৘ใ計ଌ工学特論Bࢠి 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

理工学研究科　ࡐྉػೳ工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

材
料
ػ
ೳ
工
学
専
攻

開
講
科
目

φ
ϊ
ɾ
イ
ン
ς
Ϧ
δ
ỻ
ン
τ
材
料

φϊిࢠ材料特論Ⅰ 2 ＊

φϊిࢠ材料特論Ⅱ 2 ＊

φϊ分析特論Ⅰ 2 ＊

φϊ分析特論Ⅱ 2 ＊

ޫ෺ੑ工学特論Ⅰ 2 ＊

ޫ෺ੑ工学特論Ⅱ 2 ＊

ΤϨクトϩχクス特論Ⅰޫࢠྔ 2 ＊

ΤϨクトϩχクス特論Ⅱޫࢠྔ 2 ＊

ΤωϧΪー環境材料特論Ⅰ 2 ＊

ΤωϧΪー環境材料特論Ⅱ 2 ＊

Τ
Ϩ
Ϋ
τ
ϩ
χ
Ϋ
ス
材
料

ΤϨクトϩχクス材料特論Ⅰ 2 ＊

ΤϨクトϩχクス材料特論Ⅱ 2 ＊

ΤϨクトϩχクスデόイス特論Ⅰ 2 ＊

ΤϨクトϩχクスデόイス特論Ⅱ 2 ＊

൒ಋମデόイス特論Ⅰ 2 ＊

൒ಋମデόイス特論Ⅱ 2 ＊

ΤϨクトϩχクス特論Ⅰࢠྔ・ޫ 2 ＊

ΤϨクトϩχクス特論Ⅱࢠྔ・ޫ 2 ＊

ί
ン
ϙ
δ
ỽ
τ
材
料

コンϙδοト材料特論Ⅰ 2 ＊

コンϙδοト材料特論Ⅱ 2 ＊

表໘վ࣭材料特論Ⅰ 2 ＊

表໘վ࣭材料特論Ⅱ 2 ＊

生ମ材料特論Ⅰ 2 ＊

生ମ材料特論Ⅱ 2 ＊

ۚଐ材料特論Ⅰ 2 ＊

ۚଐ材料特論Ⅱ 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　ػց工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

ػ
ց
工
学
専
攻

開
講
科
目

೤
ɾ
ྲྀ
ମ

೤工学特論Ⅰ 2 ＊
೤工学特論Ⅱ 2 ＊
高Թؾମ力学特論Ⅰ 2 ＊
高Թؾମ力学特論Ⅱ 2 ＊
೪ੑྲྀମ工学特論Ⅰ 2 ＊
೪ੑྲྀମ工学特論Ⅱ 2 ＊
ྲྀମ工学特論Ⅰ 2 ＊
ྲྀମ工学特論Ⅱ 2 ＊
数஋ྲྀମ工学特論 2 ＊
ྫྷౚ空ௐ工学特論 2 ＊
೩ম工学特論 2 ＊
఻೤工学特論 2 ＊

材
料
ɾ
ڧ
౓

材料ڧ౓応用工学特論Ⅰ 2 ＊
材料ڧ౓応用工学特論Ⅱ 2 ＊
材料γスςϜ工学特論Ⅰ 2 ＊
材料γスςϜ工学特論Ⅱ 2 ＊
ઌਐ材料ධՁ学特論Ⅰ 2 ＊
ઌਐ材料ධՁ学特論Ⅱ 2 ＊

ઃ
ܭ
ɾ
ੜ
࢈

ϚイクϩϚγχンά特論Ⅰ 2 ＊
ϚイクϩϚγχンά特論Ⅱ 2 ＊
生産Ճ工γスςϜ工学特論Ⅰ 2 ＊
生産Ճ工γスςϜ工学特論Ⅱ 2 ＊
૑造設計工学特論Ⅰ 2 ＊
૑造設計工学特論Ⅱ 2 ＊

ӡ
ಈ
ྗ
学
ɾ
੍
ޚ

ೳ工学特論Ⅰػցػ 2 ＊
ೳ工学特論Ⅱػցػ 2 ＊
生ମ工学特論Ⅰ 2 ＊
生ମ工学特論Ⅱ 2 ＊
஌త੍ޚ工学特論Ⅰ 2 ＊
஌త੍ޚ工学特論Ⅱ 2 ＊
ց஌ೳ工学特論Ⅰػ 2 ＊
ց஌ೳ工学特論Ⅱػ 2 ＊
ҩ工力学特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

理工学研究科　Ԡ用Խ学専攻　対象
த学校専修（理科）ʗ高等学校専修（理科）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数

த専修
ཧ科
高専修
ཧ科

理
工
学
研
究
科

Ԡ
༻
Խ
学
専
攻

開
講
科
目

ੜ
໋
༗
ػ
Խ
学

応用༗ػԽ学特論 2 ＊

応用生໋分ࢠ科学特論 2 ＊

ઌ୺௒分ࢠԽ学特論 2 ＊

ιϑトϚλー特論 2 ＊

材料特論ࢠೳੑ高分ػ 2 ＊

όイΦϚςリΞϧ特論 2 ＊

෺
࣭
෺
理
Խ
学

φϊ構造科学特論 2 ＊

ೳφϊϚςリΞϧ特論ػ 2 ＊

応用෺ੑԽ学特論 2 ＊

応用࣓ؾԽ学特論 2 ＊

෺࣭ػೳ෺ཧԽ学特論 2 ＊

環
境
ɾ
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
科
学

環境Խ学特論 2 ＊

άリーンέϛストリー特論 2 ＊

ೳੑΤωϧΪー材料特論ػ 2 ＊

ແػ材料科学特論 2 ＊

ಋి材料特論 2 ＊

低Թ෺ੑ特論 2 ＊

ମ表໘Խ学特論ݻ 2 ＊

生໋ΤωϧΪーデόイス特論 2 ＊

Ԡ
༻
෼
ੳ
Խ
学
科
目

૊੒分析Խ学 ø ＊

構造ثػ分析Խ学 ø ＊

生໋༗ػ分析Խ学 ø ＊

ແػ෺࣭分析Խ学 ø ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　ػց工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

ػ
ց
工
学
専
攻

開
講
科
目

೤
ɾ
ྲྀ
ମ

೤工学特論Ⅰ 2 ＊
೤工学特論Ⅱ 2 ＊
高Թؾମ力学特論Ⅰ 2 ＊
高Թؾମ力学特論Ⅱ 2 ＊
೪ੑྲྀମ工学特論Ⅰ 2 ＊
೪ੑྲྀମ工学特論Ⅱ 2 ＊
ྲྀମ工学特論Ⅰ 2 ＊
ྲྀମ工学特論Ⅱ 2 ＊
数஋ྲྀମ工学特論 2 ＊
ྫྷౚ空ௐ工学特論 2 ＊
೩ম工学特論 2 ＊
఻೤工学特論 2 ＊

材
料
ɾ
ڧ
౓

材料ڧ౓応用工学特論Ⅰ 2 ＊
材料ڧ౓応用工学特論Ⅱ 2 ＊
材料γスςϜ工学特論Ⅰ 2 ＊
材料γスςϜ工学特論Ⅱ 2 ＊
ઌਐ材料ධՁ学特論Ⅰ 2 ＊
ઌਐ材料ධՁ学特論Ⅱ 2 ＊

ઃ
ܭ
ɾ
ੜ
࢈

ϚイクϩϚγχンά特論Ⅰ 2 ＊
ϚイクϩϚγχンά特論Ⅱ 2 ＊
生産Ճ工γスςϜ工学特論Ⅰ 2 ＊
生産Ճ工γスςϜ工学特論Ⅱ 2 ＊
૑造設計工学特論Ⅰ 2 ＊
૑造設計工学特論Ⅱ 2 ＊

ӡ
ಈ
ྗ
学
ɾ
੍
ޚ

ೳ工学特論Ⅰػցػ 2 ＊
ೳ工学特論Ⅱػցػ 2 ＊
生ମ工学特論Ⅰ 2 ＊
生ମ工学特論Ⅱ 2 ＊
஌త੍ޚ工学特論Ⅰ 2 ＊
஌త੍ޚ工学特論Ⅱ 2 ＊
ց஌ೳ工学特論Ⅰػ 2 ＊
ց஌ೳ工学特論Ⅱػ 2 ＊
ҩ工力学特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

理工学研究科　Ԡ用Խ学専攻　対象
த学校専修（理科）ʗ高等学校専修（理科）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数

த専修
ཧ科
高専修
ཧ科

理
工
学
研
究
科

Ԡ
༻
Խ
学
専
攻

開
講
科
目

ੜ
໋
༗
ػ
Խ
学

応用༗ػԽ学特論 2 ＊

応用生໋分ࢠ科学特論 2 ＊

ઌ୺௒分ࢠԽ学特論 2 ＊

ιϑトϚλー特論 2 ＊

材料特論ࢠೳੑ高分ػ 2 ＊

όイΦϚςリΞϧ特論 2 ＊

෺
࣭
෺
理
Խ
学

φϊ構造科学特論 2 ＊

ೳφϊϚςリΞϧ特論ػ 2 ＊

応用෺ੑԽ学特論 2 ＊

応用࣓ؾԽ学特論 2 ＊

෺࣭ػೳ෺ཧԽ学特論 2 ＊

環
境
ɾ
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
科
学

環境Խ学特論 2 ＊

άリーンέϛストリー特論 2 ＊

ೳੑΤωϧΪー材料特論ػ 2 ＊

ແػ材料科学特論 2 ＊

ಋి材料特論 2 ＊

低Թ෺ੑ特論 2 ＊

ମ表໘Խ学特論ݻ 2 ＊

生໋ΤωϧΪーデόイス特論 2 ＊

Ԡ
༻
෼
ੳ
Խ
学
科
目

૊੒分析Խ学 ø ＊

構造ثػ分析Խ学 ø ＊

生໋༗ػ分析Խ学 ø ＊

ແػ෺࣭分析Խ学 ø ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

ý÷

2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　ϝΧτϩχΫε工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

ϝ
Χ
τ
ϩ
χ
Ϋ
ス
工
学
専
攻

開
講
科
目

ܭ
ଌ
੍
ޚ
γ
ス
ς
Ϝ
学

஌ೳ計ଌγスςϜ学特論 2 ＊

৘ใγスςϜ੍ޚ工学特論 2 ＊

計ଌγスςϜ学特論 2 ＊

γスςϜ学特論ޚ੍ 2 ＊

ઌ୺৴߸ॲཧ学特論 2 ＊

ϩϘοトγスςϜデザイン学特論 2 ＊

஌ೳϩϘοト学特論 2 ＊

ػ
ೳ
γ
ス
ς
Ϝ
構
築
学

஌ೳγスςϜ੍ޚ工学特論 2 ＊

工学特論ޚ੍ 2 ＊

ց৘ใγスςϜ学特論ػ 2 ＊

஌ೳػց学特論 2 ＊

ೳγスςϜ構築学特論ػ 2 ＊

特論ޚೳγスςϜ੍ػ 2 ＊

Ϛ
ϧ
ν
ス
έ
ー
ϧ

ϝ
Χ
τ
ϩ
χ
Ϋ
ス

φϊ・ϚイクϩγスςϜ੍ޚ特論 2 ＊

φϊ・Ϛイクϩ஌ೳγスςϜ特論 2 ＊

ϚイクϩϩϘοト学特論 2 ＊

φϊ・Ϛイクϩ੍ޚγスςϜ特論 2 ＊

応用ి࣓ؾ学特論 2 ＊

デόイス学特論ࢠి 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

理工学研究科　ަ௨ػց工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

ަ
௨
ػ
ց
工
学
専
攻

開
講
科
目

Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
ɾ
ྲྀ
ମ
工
学

ΤωϧΪー科学特論Ⅰ 2 ＊

ΤωϧΪー科学特論Ⅱ 2 ＊

ਪਐ工学特論Ⅰ 2 ＊

ਪਐ工学特論Ⅱ 2 ＊

ྲྀମ科学特論Ⅰ 2 ＊

ྲྀମ科学特論Ⅱ 2 ＊

ྲྀମγスςϜ特論Ⅰ 2 ＊

ྲྀମγスςϜ特論Ⅱ 2 ＊

計ࢉ力学特論 2 ＊

計ࢉ科学特論 2 ＊

材
料
ɾ
構
造
科
学

材料科学特論Ⅰ 2 ＊

材料科学特論Ⅱ 2 ＊

構造力学特論Ⅰ 2 ＊

構造力学特論Ⅱ 2 ＊

ܰྔ構造学特論Ⅰ 2 ＊

ܰྔ構造学特論Ⅱ 2 ＊

ద応構造γスςϜ学特論Ⅰ 2 ＊

ద応構造γスςϜ学特論Ⅱ 2 ＊

੍
ޚ
ɾ
γ
ス
ς
Ϝ
工
学

ϚンϚγンγスςϜ学特論Ⅰ 2 ＊

ϚンϚγンγスςϜ学特論Ⅱ 2 ＊

஌త੍ޚ特論Ⅰ 2 ＊

஌త੍ޚ特論Ⅱ 2 ＊

自ಈंγスςϜ学特論Ⅰ 2 ＊

自ಈंγスςϜ学特論Ⅱ 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

ý÷ ýø
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　ࣾձج൫σβΠϯ工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

ࣾ
ձ
ج
൫
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻

開
講
科
目

構
造
工
学

構造解析学特論Ⅰ 2 ＊

構造解析学特論Ⅱ 2 ＊

構造設計学特論Ⅰ 2 ＊

構造設計学特論Ⅱ 2 ＊

ਫ
工
学

ਫจ学特論Ⅰ 2 ＊

ਫจ学特論Ⅱ 2 ＊

Տ઒工学特論Ⅰ 2 ＊

Տ઒工学特論Ⅱ 2 ＊

ਫཧ学特論Ⅰ 2 ＊

ਫཧ学特論Ⅱ 2 ＊

஍
൫
工
学

地൫工学特論Ⅰ 2 ＊

地൫工学特論Ⅱ 2 ＊

地൫解析学特論Ⅰ 2 ＊

地൫解析学特論Ⅱ 2 ＊

౎
ࢢ
ɾ
ަ
௨
ܭ
ը
学

౎ࢢγスςϜ工学特論Ⅰ 2 ＊

౎ࢢγスςϜ工学特論Ⅱ 2 ＊

౎ࢢデザイン工学特論Ⅰ 2 ＊

౎ࢢデザイン工学特論Ⅱ 2 ＊

ަ通γスςϜ工学特論Ⅰ 2 ＊

ަ通γスςϜ工学特論Ⅱ 2 ＊

建
ઃ
材
料
学

建設材料学特論Ⅰ 2 ＊

建設材料学特論Ⅱ 2 ＊

建設材料力学特論Ⅰ 2 ＊

建設材料力学特論Ⅱ 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

理工学研究科　ڥ؀૑଄工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

環
境
૑
造
工
学
専
攻

開
講
科
目

Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
ɾ
ࢿ
ݯ
॥
環
学

環境材料学特論 2 ＊

॥環学特論ݯࢿ 2 ＊

構造ੑೳ学特論 2 ＊

ΤωϧΪー૑੒学特論 2 ＊

ΤωϧΪーม׵学特論 2 ＊

ΤωϧΪー環境工学特論 2 ＊

ΤωϧΪー؅ཧ工学特論 2 ＊

ਫ環境工学特論 2 ＊

ਫॲཧ工学特論 2 ＊

環
境
ڞ
ੜ
学

環境生෺工学特論 2 ＊

όイΦϚス科学特論 2 ＊

地൫数஋解析学特論 2 ＊

地൫෺࣭Ҡಈ解析学特論 2 ＊

大ؾ環境科学特論 2 ＊

地؍ٿଌ৘ใ特論 2 ＊

ਓ
ؒ
׆
ಈ
環
境
学

空間計画学特論 2 ＊

環境デザイン学特論 2 ＊

構造ಈଶ学特論 2 ＊

構造分析学特論 2 ＊

ਓ間環境工学特論 2 ＊

αスςφϒϧデザイン特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　ࣾձج൫σβΠϯ工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

ࣾ
ձ
ج
൫
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻

開
講
科
目

構
造
工
学

構造解析学特論Ⅰ 2 ＊

構造解析学特論Ⅱ 2 ＊

構造設計学特論Ⅰ 2 ＊

構造設計学特論Ⅱ 2 ＊

ਫ
工
学

ਫจ学特論Ⅰ 2 ＊

ਫจ学特論Ⅱ 2 ＊

Տ઒工学特論Ⅰ 2 ＊

Տ઒工学特論Ⅱ 2 ＊

ਫཧ学特論Ⅰ 2 ＊

ਫཧ学特論Ⅱ 2 ＊

஍
൫
工
学

地൫工学特論Ⅰ 2 ＊

地൫工学特論Ⅱ 2 ＊

地൫解析学特論Ⅰ 2 ＊

地൫解析学特論Ⅱ 2 ＊

౎
ࢢ
ɾ
ަ
௨
ܭ
ը
学

౎ࢢγスςϜ工学特論Ⅰ 2 ＊

౎ࢢγスςϜ工学特論Ⅱ 2 ＊

౎ࢢデザイン工学特論Ⅰ 2 ＊

౎ࢢデザイン工学特論Ⅱ 2 ＊

ަ通γスςϜ工学特論Ⅰ 2 ＊

ަ通γスςϜ工学特論Ⅱ 2 ＊

建
ઃ
材
料
学

建設材料学特論Ⅰ 2 ＊

建設材料学特論Ⅱ 2 ＊

建設材料力学特論Ⅰ 2 ＊

建設材料力学特論Ⅱ 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

理工学研究科　ڥ؀૑଄工学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

環
境
૑
造
工
学
専
攻

開
講
科
目

Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
ɾ
ࢿ
ݯ
॥
環
学

環境材料学特論 2 ＊

॥環学特論ݯࢿ 2 ＊

構造ੑೳ学特論 2 ＊

ΤωϧΪー૑੒学特論 2 ＊

ΤωϧΪーม׵学特論 2 ＊

ΤωϧΪー環境工学特論 2 ＊

ΤωϧΪー؅ཧ工学特論 2 ＊

ਫ環境工学特論 2 ＊

ਫॲཧ工学特論 2 ＊

環
境
ڞ
ੜ
学

環境生෺工学特論 2 ＊

όイΦϚス科学特論 2 ＊

地൫数஋解析学特論 2 ＊

地൫෺࣭Ҡಈ解析学特論 2 ＊

大ؾ環境科学特論 2 ＊

地؍ٿଌ৘ใ特論 2 ＊

ਓ
ؒ
׆
ಈ
環
境
学

空間計画学特論 2 ＊

環境デザイン学特論 2 ＊

構造ಈଶ学特論 2 ＊

構造分析学特論 2 ＊

ਓ間環境工学特論 2 ＊

αスςφϒϧデザイン特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

ýù

2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

理工学研究科　建築学専攻　対象
高等学校専修（工業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

工業

理
工
学
研
究
科

建
築
学
専
攻

開
講
科
目

建
築
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン

建築・地域デザイン特論Ⅰ 2 ＊

建築・地域デザイン特論Ⅱ 2 ＊

建築計画特論 2 ＊

建築スペースデザイン特論 2 ＊

建築歴史意匠特論 2 ＊

建築空間特論 2 ＊

建築史特論 2 ＊

建築設計総合特論 2 ＊

建
築
環
境
デ
ザ
イ
ン

建築環境デザイン特論 2 ＊

建築環境計画特論 2 ＊

建築環境工学特論A 2 ＊

建築環境工学特論B 2 ＊

建
築
材
料

デ
ザ
イ
ン

建築材料・生産特論 2 ＊

コンクリート工学特論A 2 ＊

コンクリート工学特論B 2 ＊

建
築
構
造
工
学

建築構造工学特論Ⅰ 2 ＊

建築構造工学特論Ⅱ 2 ＊

建築構造解析特論Ⅰ 2 ＊

建築構造解析特論Ⅱ 2 ＊

建築応用力学特論Ⅰ 2 ＊

建築応用力学特論Ⅱ 2 ＊

建築構造デザイン特論Ⅰ 2 ＊

建築構造デザイン特論Ⅱ 2 ＊

共通 建築実践特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

ýù ýú
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

೶学研究科　೶学専攻　対象
த学校専修（理科）ʗ高等学校専修（理科） 高等学校専修（೶業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が独自
に設定する
科目

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 த専修

ཧ科
高専修
ཧ科

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

೶業

೶
学
研
究
科

೶
学
専
攻

開
講
科
目

Ҩ
఻
学

分ࢠҭछ学特論 2 ＊ ＊

೶
学
研
究
科

೶
学
専
攻

開
講
科
目

࠿
ഓ
২
෺
ੜ
࢈
学

෺生産学特論࡞ 2 ＊

২෺分ࢠҨ఻学特論 2 ＊ ＊ ෺生ཧ学特論࡞ 2 ＊

ੜ
෺

อ
ޢ
学

ࠛ஬学特論 2 ＊ ＊ Ԃܳ生産学特論 2 ＊

২෺පཧ学特論 2 ＊ ＊ Ԃܳ生ཧ学特論 2 ＊

ੜ
໋
科
学

分ࢠඍ生෺学特論 2 ＊ ＊ ੜ
෺
ࢿ
ݯ

ܦ
ࡁ
学

生෺生産ܦӦ学特論 4 ＊

生Խ学特論 2 ＊ ＊ 生෺ࡁܦݯࢿ学特論 4 ＊

分ࡉࢠ๔生෺学特論 2 ＊ ＊
৯
඼
科
学

৯඼ӫཆ科学特論Ⅰ 2 ＊

෼
ࢠ
Խ
学

෺ཧԽ学特論 2 ＊ ＊ ৯඼ӫཆ科学特論Ⅱ 2 ＊

༗ػԽ学特論 2 ＊ ＊ ৯඼੡造科学特論 2 ＊

分析Խ学特論 2 ＊ ＊ ৯඼ػೳ学特論 2 ＊

環
境
ੜ
෺
学

২෺อશ生ଶ学特論 2 ＊ ＊ ੜ
෺

੍
ޚ
学

生෺੍ޚ科学特論Ⅰ 2 ＊

ಈ෺อશ生ଶ学特論 2 ＊ ＊ 生෺੍ޚ科学特論Ⅱ 2 ＊

環境生ཧ学特論 2 ＊ ＊ ෺
࣭
ಈ
ଶ
学

ཆ分ಈଶ学特論 2 ＊

環
境
म
෮

ɾ
Ԡ
౴
学

地ٿ環境修෮学特論 2 ＊ ＊ ౔৕学特論 2 ＊

২෺環境応౴学特論 2 ＊ ＊ 環境Ԛછ科学特論 2 ＊

最低修得単位数 24 単位 ϥ
ン
υ
ス
έ
ー
ϓ

ŋ

デ
ザ
イ
ン
学

ϥンυスέーϓ・デザイン学特論 2 ＊

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。 ྘地学特論 2 ＊
ϑ
ỹ
ー
ϧ
υ

α
イ
Τ
ン
ス

ϑΟーϧυ生産学特論 2 ＊

ϑΟーϧυαイΤンス特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

ýû
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2024年度入学生用教職課程便覧（名城大学）

೶学研究科　೶学専攻　対象
த学校専修（理科）ʗ高等学校専修（理科） 高等学校専修（೶業）

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が独自
に設定する
科目

免許法施行規則に定める
科目区分

該当授業科目

大学が
独自に
設定す
る科目

専修
分野 授業科目名 単位数 த専修

ཧ科
高専修
ཧ科

専修
分野 授業科目名 単位数 高専修

೶業

೶
学
研
究
科

೶
学
専
攻

開
講
科
目

Ҩ
఻
学

分ࢠҭछ学特論 2 ＊ ＊

೶
学
研
究
科

೶
学
専
攻

開
講
科
目

࠿
ഓ
২
෺
ੜ
࢈
学

෺生産学特論࡞ 2 ＊

২෺分ࢠҨ఻学特論 2 ＊ ＊ ෺生ཧ学特論࡞ 2 ＊

ੜ
෺

อ
ޢ
学

ࠛ஬学特論 2 ＊ ＊ Ԃܳ生産学特論 2 ＊

২෺පཧ学特論 2 ＊ ＊ Ԃܳ生ཧ学特論 2 ＊

ੜ
໋
科
学

分ࢠඍ生෺学特論 2 ＊ ＊ ੜ
෺
ࢿ
ݯ

ܦ
ࡁ
学

生෺生産ܦӦ学特論 4 ＊

生Խ学特論 2 ＊ ＊ 生෺ࡁܦݯࢿ学特論 4 ＊

分ࡉࢠ๔生෺学特論 2 ＊ ＊
৯
඼
科
学

৯඼ӫཆ科学特論Ⅰ 2 ＊

෼
ࢠ
Խ
学

෺ཧԽ学特論 2 ＊ ＊ ৯඼ӫཆ科学特論Ⅱ 2 ＊

༗ػԽ学特論 2 ＊ ＊ ৯඼੡造科学特論 2 ＊

分析Խ学特論 2 ＊ ＊ ৯඼ػೳ学特論 2 ＊

環
境
ੜ
෺
学

২෺อશ生ଶ学特論 2 ＊ ＊ ੜ
෺

੍
ޚ
学

生෺੍ޚ科学特論Ⅰ 2 ＊

ಈ෺อશ生ଶ学特論 2 ＊ ＊ 生෺੍ޚ科学特論Ⅱ 2 ＊

環境生ཧ学特論 2 ＊ ＊ ෺
࣭
ಈ
ଶ
学

ཆ分ಈଶ学特論 2 ＊

環
境
म
෮

ɾ
Ԡ
౴
学

地ٿ環境修෮学特論 2 ＊ ＊ ౔৕学特論 2 ＊

২෺環境応౴学特論 2 ＊ ＊ 環境Ԛછ科学特論 2 ＊

最低修得単位数 24 単位 ϥ
ン
υ
ス
έ
ー
ϓ

ŋ

デ
ザ
イ
ン
学

ϥンυスέーϓ・デザイン学特論 2 ＊

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。 ྘地学特論 2 ＊
ϑ
ỹ
ー
ϧ
υ

α
イ
Τ
ン
ス

ϑΟーϧυ生産学特論 2 ＊

ϑΟーϧυαイΤンス特論 2 ＊

最低修得単位数 24単位

◎は必修、○は選択必修、＊は選択を表す。

ýû
úü

2  学ܳһ課程ʲ大学院ʳ
　学ܳ員とは，博෺ （ؗ動২෺Ԃ・水଒ؗ・科学ؗ・ඒज़ؗ・資料ؗ等を含む）において，資料のऩू・؅理，ௐࠪ研究，ల示，ී及教育な

どのઐ໳的事項を୲当するたΊに博෺ؗに置くことが義຿付けられているઐ໳৬の資格です。

（1）大学院生のཤ修に͍ͭて
　ຊ学学部において学ܳ員資格にඞཁな୯位を取得できずにଔ業し，ܧଓしてຊ学大学院へ進学した৔合，大学院在学தに学ܳ員資格の

たΊにඞཁな授業科目のཤ修が認Ίられます。

　この৔合は，学ܳ員ཤ修අ（30,000 ԁ）ೲ入および科目等ཤ修生としてのొ࿥खଓきがඞཁとなります。

　また，指導教員のঝ୚書等がඞཁです。ৄࡉは，教৬ηンター̡ 教৬・学ܳ員ʳでઆ明をडけてください。

　大学院生で学ܳ員資格のたΊの৽規ొ࿥は認Ίられません。



úý
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Ⅴ．科目等履修生・特別聴講生・研究生・
特別研究生

1  ੍౓のछྨ
2  ֤छ੍౓の֓ཁ

（�）Պ໨౳ཤ修生に͍ͭて
（�）ಛผௌߨ生に͍ͭて
（�）研究生に͍ͭて
（�）ಛผ研究生に͍ͭて

生・ಛผ研究生Ҏ֎の੍౓Λར༻するߨଇಛผௌݪ，学த͸ࡏ˞
͜と͸でき·ͤΜɻ修ྃ後౳のߟࢀにして͍ͩ͘͞ɻ



úÿ

科目等履修生・特別聴講生・研究生・特別研究生Ⅴ
1  ੍౓のछྨ

（１）科目等ཤ修生ʜ正規の学生以֎として特定の授業科目についてཤ修することができる制度です。
（2）特 ผ ௌ 講 生ʜຊ学大学院の一部の研究科在学生がڠ定する他大学大学院研究科の授業科目をཤ修できる制度です。

ʲ大学院在学生対৅ʳ
（3）研　　究　　生ʜ研究生とは，学部΍研究科で指導教員のもと，特定のઐ໳事項について研究にै事する制度です。

研究生の制度でຊ学より学位΍୯位が༩͑られることはありません。
（4）特 ผ 研 究 生ʜຊ学大学院の一部の研究科在学生がڠ定する他大学大学院研究科の研究指導をडけることができる制度です。

ʲ大学院在学生対৅ʳ

2  ֤छ੍౓の֓ཁ
（1）Պ໨౳ཤ修生に͍ͭて
ʻ出ئの資格ʼ
１）学部։講科目については特に資格の制限はありません。
2）研究科։講科目については修業年限 4 年以上の大学をଔ業した者，またはຊ学大学院においてͦれとಉ等以上の学ྗがあると認Ίられ
た者に限ります。

3）教育৬員໔ڐ法に基ͮく教育৬員໔ڐঢ়の取得を目的とする者または学ܳ員課程ͦの他ࠃՈ試験等の資格取得を目的とする者は，ͦ
のたΊにඞཁな基ૅ資格をඋ͑た，ຊ学ଔ業生のみとします。

4）ຊ学大学院生が教৬課程ཤ修を目的とする৔合（24 〜 25 ϖージ）に限り，大学院在੶தでも，この制度をར用して教৬課程をཤ修す
ることができます。

。する৔合は，在ཹ資格を取得・ҡ࣋できる方としますئ੶の方が出ࠃ֎（5
ʻ出ئ上の஫ҙ事項などʼ
１）科目等ཤ修生が，１年 （ؒ年度಺）にཤ修できる୯位数は，学部は 30 ୯位以಺，研究科は１2 ୯位以಺です。
2）科目等ཤ修生のཤ修期ؒは，入学をڐՄされた日͔らͦの年度の末日までとします。
3）科目等ཤ修生には，਎分証をަ付します。
4）科目等ཤ修生には，ຊਓのٻΊによりཤ修期ؒऴ了後に，「୯位修得証明書」等（༗料）のൃ行がՄೳです。
5）科目等ཤ修生には，学ׂ，通学証明書は適用されません。
6）科目等ཤ修生は，出ئ後，定員等の関係で，ड講制限およびड入れができない授業科目が出ることがあります。また，正規生のཤ修者
数等によっては，։講しない৔合もありますので，͝ঝ஌ください。

（2）ಛผௌߨ生に͍ͭて
ʻ出ئの資格ʼ
　ຊ学大学院の一部の研究科がڠ定する他大学大学院研究科の学生に限ります。
ʻ入学ݕ定料・ௌ講料ʼ
　特ผௌ講生の入学ݕ定料・特ผௌ講料は௃ऩしません。ただし，教ࡐඅ等実අがඞཁとなります。

（ú）研究生に͍ͭて
ʻ出ئの資格ʼ
　ઐ໳事項について研究をر๬する者で，࣍のいずれ͔に該当する者に限ります。
１）修業年限 4 年以上の大学をଔ業した者（大学院研究生においては修業年限 2 年以上の大学院を修了した者）。
2）ຊ学において，修業年限 4 年以上の大学をଔ業した者（大学院研究生においては修業年限 2 年以上の大学院を修了した者）とಉ等の
学ྗがあると認Ίられた者。

ʻ出ئ上の஫ҙ事項などʼ
１）研究生については，ຊ学にࢧোがない৔合に限り，ड入れをڐՄすることになっておりますが，出ئ前にあら͔じΊ指導をر๬する教
員のঝ୚を得ておくඞཁがあります。
なお，出ئ前に༧උ৹ࠪを行う৔合がありますので，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 教຿ʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύ
スは各事຿ࣨで֬認してください。

2）研究生の研究期ؒは，ݪଇとして １年です。ただし，後期入学者については，後期の期 （ؒ9 月 １4 日〜 3月 3１日）のみもՄೳです。なお，
Ҿきଓき研究のඞཁがある৔合に限り，更に １年以಺を限度として研究期ؒをԆ長することができます。

3）研究生には，਎分証をަ付します。
4）研究生は，研究期ؒのऴ了に際して，ň研究ใࠂ書ŉ の提出が義຿付けられています。
5）研究生は，ň研究಺༰証明書ŉ 等（༗料）をٻΊることができます。
6）研究生には，学ׂ・通学証明書は適用されません。
7）ͦの他，ৄしくはఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 教຿ʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬ஊしてください。

（û）ಛผ研究生に͍ͭて
ʻ出ئの資格ʼ
　ຊ学大学院の一部の研究科がڠ定する他大学大学院研究科の学生に限ります。
ʻ出ئ上の஫ҙ事項などʼ
　特ผ研究生のड入期ؒはݪଇとして １年とします。ただし，研究のඞཁがある৔合は，Ҿきଓき１年を限度としてԆ長することができます。
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Ⅵ．学務システム，事務の取扱い，
各種制度，マナー

1   学຿γεςϜ
（຿ࣄのओཁ܎学生ؔ）຿಺༰ࣄ  2

（�）学຿ηϯλʔ・ༀ学෦ࣄ຿ࣨ・φΰϠυʔϜ前Ωϟϯύεࣄ຿ࣨ
（�）อ݈ηϯλʔ・学生૬ஊࣨ
（�）ো͕͍学生ࢧԉηϯλʔ
（�）ΩϟϦΞηϯλʔ
Խਪਐηϯλʔࡍࠃ（�）
（�）ෟଐਤॻؗ
（�）άϩʔόϧϓϥβ
（�）ϥʔχϯάίϞϯζ

ú  学生΁の࿈བྷͳͲ
൘ࣔܝ）ࣔܝ（�） 
 学຿γεςϜ）
（�）ϝʔϧ
（�）ి࿩ 
 ༣ศ෺

û  ֤छূ໌ॻのൃ行౳に͍ͭて
（�）֤छূ໌ॻのަ෇ཁྖ
（�）学生ূൃ࠶行
（�）修ྃ後の֤छূ໌ॻൃ行に͍ͭて
（�）௨学ূ໌ॻ（௨学ఆ期݊）
（�）学ߍ学生生ెཱྀ٬ӡ௞ׂҾূ（学ׂূ）
（�）学生ஂମཱྀ行ূ໌ॻ

ü  ঑学੍ۚ౓
（�）໊৓大学　学಺঑学生
（�）೔ຊ学生ࢧԉ（440"+）ߏػି༩঑学生
（�）౎ಓ෎ࢢ・ݝொଜ・ຽؒ঑学ஂମ঑学生

ý  ఆ期݈߁਍அの࣮ࢪ
7  学生ڭҭ研究֐ࡂই֐อݥ・ҩྍඅิॿ

（�）学生ڭҭ研究֐ࡂই֐อݥ
（�）ҩྍඅิॿ

8  学಺で守るべきϚφʔに͍ͭて
（�）Ωϟϯύε಺で守る͜と
（�）त業にࡍしてࣨڭで守る͜と

9  ࣗ動ं௨学のશ໘ې止に͍ͭて
1÷ ࣗసं௨学（φΰϠυʔϜ前Ωϟϯύε）に͍ͭて
11 όΠΫ΍ࣗసंのࣗ؅ݾ理に͍ͭて
ॏ඼の౪೉防止に͍ͭてو 12
1ú ιʔγϟϧ・ωοτϫʔΩϯάαʔϏε΁の౤ߘに͍ͭて
1û  学಺શ໘ېԎに͍ͭて
1ü  ໊৓大学のڥ؀อશにؔΘる取り組Έに͍ͭて

（�）ຊ学のڥ؀ରࡦ
（�）໊৓大学ํڥ؀਑
（�）取り組Έ໨త・໨ඪおΑͼ行動
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学務システム，事務の取扱い，各種制度，マナーⅥ
1  学຿γεςϜ

（1）学຿γεςϜと͸
　名城大学では，学生がよりྑいΩϟンύスライϑをૹるたΊのαポートとして，༷ʑな৘ใをύιίン΍ܞଳి࿩をར用してड৴するγス

ςϜを導入しています。機ೳ΍ར用方法などを理解し，༗ޮにར用してください。

　学຿γスςϜ（月〜౔，7ɿ00 〜 22ɿ30）では，࣍のような機ೳがར用できます。

①ϝοηージड৴一覧，ϝοηージసૹઃ定，ΩϟϏωοト一覧

ᶄ教຿掲示一覧，.Z 時ׂؒ

ᶅཤ修ొ࿥，1%F μ΢ンϩード（ཤ修ొ࿥֬認表，試験成績一覧表のμ΢ンϩード）

ᶆ݈߁਍அ結果照会

ᶇアンケートճ౴，৽規ਃ੥，ਃ੥ঢ়گ照会等

ᶈ出席֬認

ᶉγラόスࡧݕ，教員͔らࡧݕ，ΧϦΩュラϜ͔らࡧݕ，Ωーϫードࡧݕ

ᶊスケジュールొ࿥，名城大学Χレンμー

　※講義୲当者͔らの࣍ճ講義における࿈བྷ事項΍ٳ講・ิ講案಺等，ݸਓのཤ修ొ࿥，ब৬のखҾきなどの৘ใ΍ब৬ガイμンスの։࠵

通஌΍試験時ׂؒ表・試験࠲席表ൃ表などの掲示൘がわりの機ೳがあります。

（2）ϩάΠϯํ๏
。については，ཤ修ొ࿥ガイドを֬͝認くださいࡉৄ　

ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ ᶈ ᶉ ᶊ
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（຿ࣄのओཁ܎学生ؔ）຿಺༰ࣄ  2
　大学は，学生の皆さんがॆ実した学生生活等をૹることができるڥ؀を੔͑ています。このたΊఱനΩϟンύスは学຿ηンター , ീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨをઃけ，日ৗ的に͑ࢧるだけでなく，ΩϟϦアηンターなどଟくの部ہで学生生活を͑ࢧるたΊ

に業຿を行っています。

֤૭ޱ取りѻ͍にؔするڞ௨の஫ҙ߲ࣄ
１ɽ日༵，ࠃຽのॕ日に関する法཯によるٳ日（授業が実施される日をআく），および入試期ؒは，૭ޱ事຿取扱いは行いません。
2ɽՆق・年末年࢝ٳ業期ؒதには，一੪ٳ業日がありますので掲示に஫ҙしてください。
3ɽఱനΩϟンύスは学຿ηンター , ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨおよびͦの他の部ہへのి࿩による໰い
合わせなどには，一切応対しません。ٙ義が生じた৔合は，ࣗ਎が௚઀出向いて֬認してください。

4ɽ学生のΧ΢ンター಺への立入りは，ڐՄされた৔合をআきࢭېしていますので，用݅は，શてΧ΢ンター૭ޱをར用してください。

（1）学຿ηϯλʔ・ༀ学෦ࣄ຿ࣨ・φΰϠυʔϜ前Ωϟϯύεࣄ຿ࣨ

։ࣨ࣌ （ؒ行事等により，変更になる৔合があります。）

Ωϟϯύε ෺ݐ ֊ ෦ॺ ૭ޱ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന タϫー75
3

学຿ηンター
各学部・研究科 月〜ۚ 8�50〜１7�20

教຿ 月〜ۚ 8�50〜１7�20
証明書 月〜ۚ 8�50〜１8�30 ※１

教৬ηンター 教৬・学ܳ員 月〜ۚ 8�50〜１8�30 ※2

4 学຿ηンター
学生活動・生活ࢧԉ 月〜ۚ 8�50〜１8�30 ※2
総合学ज़研究科 月〜ۚ 8�50〜１7�20

ീ事 ৽ １ ߸ؗ １ ༀ学部・研究科事຿ࣨ 月〜ۚ 8�50〜１7�20

φΰϠドーϜ前 ੢ؗ １ 事຿ࣨ
各学部・研究科

月〜ۚ 8�50〜１7�20
学生ࢧԉ・Ωϟンύスॸ຿

※１ 時期によって変更する৔合があります。
※ 2 授業，定期試験期ؒ以֎は 8�50 〜 １7�20 の取扱いになります。



û2

　ओな業຿಺༰は࣍の通りです。大学院関࿈業຿はఱനΩϟンύスでは学຿ηンター（タϫー 75ŋ3 ֊または 4 ֊），ീ事Ωϟンύスで
は事຿ࣨで行います。なお̡ 　ʳ಺は学຿ηンターの各૭ޱを示します。

ʬ ഑ ஔ ਤ（ఱ ന）ʭ

λϫʔ 7üŋû ֊

ʲ学生活動ʳ

①課֎活動，課֎活動ஂମに関すること

ᶄ課֎活動ஂମのԉॿに関すること

ᶅスポーπ用۩等のି出しなどに関すること

ᶆ学生૬ஊに関すること

ᶇ学生のर得෺，Ҩࣦ෺に関すること

ᶈ学生の事֐ࡂ，ނ対ࡦ及び࿈བྷに関すること

ᶉ学生の৆േに関すること

ᶊ学生のิ導に関すること

ᶋ学生教育研究֐ࡂই֐อݥに関すること

ʲ生活ࢧԉʳ

①通学証明書に関すること

ᶄ঑学ۚに関すること

ᶅް生施ઃのར用に関すること

ᶆ学生のアルόイト・アύートなどの঺հに関すること

ʲڧԽΫラϒʳ

①特ผڧԽ・ڧԽ・準ڧԽΫラϒに関すること

ʲ総຿ʳ

①学಺施ઃの؅理および学֎ॾஂମへのି出しに関すること

ᶄ講義ࣨのA7 機器に関すること

λϫʔ 7üŋú ֊

ʲ各研究科 （r総合学ज़研究科は 4 ֊）

①試験・成績に関すること

ᶄ୯位・研究（論文）指導・進ڃ・修了൑定に関すること

ᶅཤ修૬ஊ・ొ࿥に関すること

ᶆ授業（ٳ講・ิ講）に関すること

ᶇ学位論文に関すること

ᶈ学੶異動（ٳ学・෮学・ୀ学・࠶入学等）に関すること

ᶉ学අのԆೲखଓきに関すること

ᶊ研究科ศ覧に関すること

ᶋγラόスに関すること

ᶌ教ࡐҹ࡮に関すること

ᶍ教育課程（ΧϦΩュラϜ）に関すること

ᶎ時ׂؒに関すること

ᶏࣗशࣨに関すること

ʲ各学部ʳ

①学部に関すること

ʲ教৬・学ܳ員ʳ

①教員໔ڐঢ়取得に͔͔る教৬課程に関すること

ᶄ学ܳ員資格取得に͔͔る学ܳ員課程に関すること

ᶅ教৬課程・学ܳ員課程のཤ修・試験・成績・୯位等に関すること

ʲ教຿ʳ

①਎分（入学・修了）に関すること

ᶄ学生証・਎分証に関すること

ᶅॅॴ・ࢯ名・ຊ੶・อ証ਓ等に関すること

ᶆ科目等ཤ修生・研究生に関すること

ʲ証明書ʳ

①証明書・学ׂ証に関すること

ᶄ 50&*C *1 ςストに関すること

3階配置図

○A 入口 ○B 入口 入口
入口○C 入口

4階配置図

カウンター
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学
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工
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学
生
活
動

強
化
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ス
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活
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学
術

研
究
科

農
学
部

農
学
研
究
科

情
報
工
学
部

経
済
学
部

経
済
学
研
究
科

経
営
学
部

経
営
学
研
究
科

法
学
部

法
学
研
究
科

教
職
セ
ン
タ
ー

（
教
職
・
学
芸
員
）

教
務

証
明
書

カウンター

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

総
務
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φΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨのओな業຿಺༰は࣍の通りです。なお，̡ 　ʳ಺は各૭ޱを示します。

窓口配置図

入口

カ
ウ
ン
タ
ー

学生支援・
キャンパス庶務 窓口

都市情報学部
都市情報学研究科 事務窓口

証明書
自動発行機

人間学部
人間学研究科 事務窓口

外国語学部 事務窓口

キャリアセンター
就職・進路支援窓口

社会連携センター

ʬ ഑ ஔ ਤ（φΰϠυʔϜ前）ʭ

ʲ社会࿈ܞηンターʳ

　社会࿈ܞηンターは஍Ҭの皆༷，࢈業քの皆༷と大学とをつな͙૭ޱです。ܰؾに͝૬ஊ・໰い合わせください。

ʲ学生ࢧԉʳ

①課֎活動・課֎活動ஂମに関すること

ᶄମ育施ઃに関すること

ᶅ各छ証明書・学ׂ証に関すること

ᶆ学生のर得෺・Ҩࣦ෺に関すること

ᶇ学生の事֐ࡂ・ނ対ࡦ及びอݥに関すること

ᶈ学಺のインターωοト *C5 及びαー（ίンϐュータ教ࣨ等）ڥ؀

Ϗスに関すること

ᶉ学生の৆േに関すること

ᶊ঑学ۚに関すること

ᶋ学生のアルόイトなどの঺հに関すること

ʲΩϟンύスॸ຿ʳ

①施ઃି出しに関すること

ᶄ施ઃӡ用؅理に関すること

ᶅͦの他ॸ຿・ব֎に関すること

ʲΩϟϦアηンターʳ

①ब৬・進࿏に関すること

ᶄインターンγοϓに関すること

ᶅΤΫスςンγϣン講࠲に関すること

ᶆ.�CA1 に関すること

੢ؗ・1 ֊

ʲ各研究科ʳ

①試験・成績に関すること

ᶄ୯位・研究（論文）指導・進ڃ・修了൑定に関すること

ᶅཤ修૬ஊ・ొ࿥に関すること

ᶆ授業（ٳ講・ิ講）・時ׂؒに関すること

ᶇ学位論文に関すること

ᶈ学੶異動（ٳ学・෮学・ୀ学・࠶入学等）に関すること

ᶉ学අのԆೲखଓきに関すること

ᶊॅॴ・ࢯ名・ຊ੶・อ証ਓ等に関すること

ᶋ学生証・਎分証に関すること

ᶌ研究科ศ覧に関すること

ᶍγラόスに関すること

ᶎ教ࡐҹ࡮に関すること

ᶏ教育課程（ΧϦΩュラϜ）に関すること

ᶐࣗशࣨに関すること

ᶑ科目等ཤ修生・研究生に関すること

ʲ各学部ʳ

①各学部に関すること
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（2）อ݈ηϯλʔ・学生૬ஊࣨ
1）อ݈ηϯλʔ
　อ݈ηンター（ఱനΩϟンύス）・อ݈ （ࣨീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύス）は，皆さんが݈શな学生生活をૹるたΊのࢧԉをし
ています。

։ ࣨ ࣌ ؒ（行事等により，変更となる৔合があります。）

৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന ຊ部౩

１֊

อ݈ηンター
月〜ۚ 8�50〜2１�00

౔ 8�50〜１7�20

ീ事 ৽１߸ؗ อ݈ࣨ
月〜ۚ

8�50〜１7�20

φΰϠドーϜ前 ౦ؗ อ݈ࣨ 8�50〜１8�00

①定期݈߁਍அ　
ຖ೥ û 。ঢ়態を஌るたΊに，ຖ年ඞずड਍し，਍அ結果を֬認してください߁しています。ࣗ分の݈ࢪશ学生Λର৅に࣮，ࠒ݄
異ৗが認Ίられた৔合にはࠪݕ࠶を行い，ߍҩによる適切な指導・ॿݴがडけられます。
　※定期݈߁਍அは学ߍอ݈҆શ法で義຿ͮけられています。
ᶄ݈߁਍அ証明書のൃ行
　修了年࣍生で，定期݈߁਍அड਍者は，4月下०より証明書を学಺ൃ行機，ίンϏχΤンスストアにてൃ行することができます（１通 500ԁ）。
ただし，大学でのఆ期݈߁਍அΛຖ೥ड਍して͍ͳ͍৔߹͸，ূ໌ॻのൃ行͕஗͘ͳり·すɻ
ᶅ応ٸॲ置
　ମௐを่したり，ケガなどしたときは，ࢣޢ؃が対応します。ؾ分がѱい時はอ݈ηンター・อ݈ࣨでٳཆできます。
ᶆߍҩ
。૬ஊをແ料で行っています߁݈・࡯ҩによる਍ߍ　

৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന ຊ部౩

１֊

อ݈ηンター 水 １0�00〜１7�00

ീ事 ৽１߸ؗ อ݈ࣨ Ր １4�00〜１6�00

φΰϠドーϜ前 ౦ؗ อ݈ࣨ ۚ １0�00〜１2�00

ᶇ݈߁૬ஊ・ここΖの૬ஊ
っていること΍೰んでいることをઐ໳のਫ਼ਆ科ҩ΍Χ΢ンηラーにࠔが૬ஊにのります。ͦの他ࢣޢҩ΍؃ߍ，上の৺഑事について߁݈　
૬ஊをすることができます。（ਫ਼ਆ科ҩの਍࡯はఱനอ݈ηンターのみです。日時は໰い合わせてください。）

2）学生૬ஊࣨ
　学生時୅には，ਓؒ関係，কདྷの進࿏΍目的，ࣗ分のੑ格のことなど，学生生活における༷ʑな໰題について೰んだり໎ったりすること
があるとࢥいます。ͦんな時は，一ਓで೰まないで，ܰؾに学生૬ஊࣨをར用してください。
　学生૬ஊࣨでは，Χ΢ンηラーがあなたのͪ࣋ؾを大切にし，շ適な学生生活がૹれるようにおख఻いします。また，ඞཁであれ͹学಺
でਫ਼ਆ科ҩによる૬ஊがडけられます。
　学生૬ஊは，༧໿制になっています。各Ωϟンύスอ݈ηンターอ݈ࣨの૭ޱで༧໿のखଓきをしてください。

ú）ϑϨϯυϦʔαϩϯ
　ϑレンドϦーαϩンは，ϦラοΫスしたいとき，一ਓで੩͔に過͝したいときの৔ॴとして։ઃされています。
　ར用を͝ر๬の方は，学生૬ஊࣨΧ΢ンηラー͔，もしくはอ݈ηンター૭ޱにておਘねください。
　なお，ݱ在，ϑレンドϦーαϩンが։ࣨされているのは，ドーϜ前Ωϟンύスのみです。

（ú）ো͕͍学生ࢧԉηϯλʔ
োがい学生ࢧԉηンターでは，ো֐者ࠩผ解ফ法に基ͮいたαポートを行っています。す΂てのਓに，平等な学修機会と学修಺༰がอোされる

たΊには，ͦれを๦げる社会的োนを取りআくこと（合理的഑ྀ）がඞཁになることがあります。修学上でࠔっていることがありましたら，おؾ
ܰに͝૬ஊください。

։ ࣨ ࣌ ؒ
༵೔ ࣌ؒ

ఱന １2߸ؗ 2֊ োがい学生ࢧԉηンター 月〜ۚ 9�00〜１7�00（１１�20〜１2�20をআȕ）
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（û）ΩϟϦΞηϯλʔ
1）ब৬ࢧԉάϧʔϓ
　ब৬ࢧԉάルーϓでは，学生の皆さんのब৬΍進࿏に関する૬ஊを行っています。

　資料ίーφーには，ब৬関࿈の各छ書੶などがৗઃしてありますので，ࣗ༝にӾ覧できます。また，インターωοトでٻਓථのࡧݕ・Ӿ覧

΍各ا業等の৘ใがऩूできるようにύιίンをઃ置していますので，活用してください。

։ ࣨ ࣌ （ؒॾ事৘により，変更となる৔合があります。）

৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന タϫー75 4֊ ΩϟϦアηンター

月〜ۚ

8�50〜１7�20
（૬ஊड付は１7�00まで）

ീ事 ৽１߸ؗ
１֊

ༀ学部事຿ࣨ 8�50〜１7�20

φΰϠドーϜ前 ੢ؗ ΩϟϦアηンター
（ब৬・進࿏ࢧԉ૭ޱ）

8�50〜１7�20
（૬ஊड付は１7�00まで）

ᶃΠϯλʔϯγοϓ
　インターンγοϓとは，在学தにا業・ެ的機関等で実際のब業（仕事）をମ験する制度です。これはଔ業後の進࿏をܾ定するにあたり，

ࣗ分の適ੑをۃݟΊる༗ޮなखஈのͻとつです。実施機関のϓϩάラϜを֬認のう͑，各ࣗの目的に合ったϓϩάラϜに参加してください。

ᶄब৬ࢧԉ行ࣄ（3年生・大学院修士（博士前期）課程１年生対৅） 2023年度実施行事ൈਮ

行　　ࣄ　　໊ ಺　　　༰
ब৬ガイμンス ब৬活動の৺得΍進Ί方について۩ମ的にઆ明
大学院生向けガイμンス 大学院生としてのΩϟϦアܗ成΍ब৬活動についてઆ明

ब৬試験対ࡦ講࠲
ච記試験対ࡦ講8，࠲&B・S1* ड験会
ཤྺ書の通৴ఴ࡟（ࣗ୐ड験），ཤྺ書・ΤントϦーγートの書き方講࠲

໘઀対ࡦ講࠲ 実ફ的な໘઀対ࡦ（8&B໘઀・࿥画໘઀のポイント，ମ験άルーϓ໘઀）
業ք研究ηϛφー 業քの୅表ا業͔ら，ͦの業քの仕事಺༰を஌る
6*+ターンガイμンス 6*+ターンब৬のཹҙ点などについてのઆ明，৘ใऩूの方法，各ݝ୲当者による৘ใ提ڙ
ͦの他の講࠲ ϏジωスϚφー講ا，࠲業研究講ࠃ֎，࠲ਓཹ学生ब৬ガイμンス及びࢧԉίース　他

※ॾ事৘により行事を変更・தࢭする৔合があります。
※ຊ学΢Σϒαイト「ब৬・資格」においてৄࡉをӾ覧できます。

2）ΤΫεςϯγϣϯάϧʔϓ
　ΤΫスςンγϣンάルーϓでは，ຊ学の学生ࢧԉの一؀として，ެ຿員試験対ࡦ講࠲・各छ資格講࠲を։ઃしています。

　大学Ωϟンύス಺で各छ講࠲を։講することで，皆さんがઐ໳学ߍへ通学する৔合の時ؒとඅ用ෛ୲のܰݮをਤるとڞに，ॆ 実したެ຿員・

資格試験対ࡦの学श機会を提ڙしています。

　※ຊ学΢Σϒαイト「ब৬・資格」においてৄࡉをӾ覧できます。

։ ࣨ ࣌ （ؒॾ事৘により，変更となる৔合があります。）

৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന タϫー75 5֊ ΩϟϦアηンター
（ΤΫスςンγϣン事຿ࣨ）

月〜ۚ 9�30〜１8�00
（໷ؒ講࠲がある日は１9�00まで）

౔ 9�00〜１7�30
（講࠲がある౔༵日のみ）

φΰϠドーϜ前 ੢ؗ １֊ ΩϟϦアηンター
（ब৬・進࿏ࢧԉ૭ޱ） 月〜ۚ 8�50〜１7�20

※ീ事Ωϟンύスについては，໰い合わせ，૬ஊの಺༰によっては，ఱനΩϟンύスのΤΫスςンγϣン事຿ࣨへの取
࣍がඞཁな৔合があります。
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ᶃ։ઃ࠲ߨ（༗ྉ）
を։ઃしています。ࣗ਎のকདྷ進࿏等を౿ま͑てड講してはい͔がで࠲まで，ଟछଟ༷な講࠲らब৬活動に໾立つ講͔࠲೉度な資格講ߴ　

しΐう͔。

։ઃ࠲ߨ෼໺

ެ຿員対ࡦ 法཯ܥ資格 資格ܥӦ・会計ܦ

৘ใॲ理ܥ資格 語学ܥ資格 ٕज़ܥ資格

実຿ܥ資格 ͦの他の資格 ब৬対ࡦ

講࠲಺༰のৄࡉは，ΤΫスςンγϣン「講࠲案಺」ύンϑレοトで֬認してください。

ᶄΤΫεςϯγϣϯؔ࠲ߨ࿈のΨΠμϯε
　ຖ年 4月上०（༧定）（4月以֎にも講࠲の։講に合わせਵ時આ明会実施）

　総合ガイμンス，ެ຿員ガイμンスおよび各講࠲のガイμンスを行います。

　※ৄしい日時，৔ॴはຊ学΢Σϒαイト等で案಺します。

ᶅडߨखଓํ๏
　ຊ学΢Σϒαイト「ब৬・資格」 「ɣ.FJKP ΩϟϦアφϏ」͔らొ࿥し，ਃࠐ書を提出してください。ৄࡉはΤΫスςンγϣン講h࠲ 資格・ެ

຿員講࠲案಺ʱύンϑレοトで֬認してください。

ᶆެ຿һडݧ૬ஊίʔφʔ（ແྉ）
　ఱനɿ不定期で，ઐ໳学ߍ୲当者によるݸผ૬ஊ（ཁ事前༧໿）を実施。ి࿩༧໿Մ（UFM 052�838�204１）。

　※ৄしい日時・৔ॴは.FJKP ΩϟϦアφϏで案಺します。

（ü）ࡍࠃԽਪਐηϯλʔ

։ ࣨ ࣌ ؒ（行事等により，変更となる৔合があります。）

৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന タϫー75 １3֊ 際Խ推進ηンターࠃ 月〜ۚ 8�50〜１7�20

※φΰϠドーϜ前Ωϟンύス，ീ事Ωϟンύスについては各学部事຿ࣨにて対応もしくはࠃ際Խ推進ηンター
への取࣍がՄೳな৔合がありますので，૬ஊしてください。

　大学のࠃ際Խに対応するたΊ，֎ࠃの教育・研究機関などと૬ޓ理解とަ流をਤり，ຊ学の教育・研究活動の向上に資することを目的とし

てઃ置されています。

ఆ౳ڠとの学ज़ަྲྀؔػҭ・研究ڭのࠃ֎（1
　2023 年 5 月ݱ在，98 のւ֎の大学・研究機関とڠ定をక結しています。

2）ւ֎ڠఆߍ౳におけるཹ学研修
際ަ流ࠃ，はࡉৄ。際Խ推進ηンターでは，下記のւ֎ཹ学・研修ϓϩάラϜ等を実施していますࠃ　 8&BS*5& 及びཹ学ガイドにて֬認

してください。

　8&BS*5&ɿIUUQT���XXX.NFJKP�V.BD.KQ�JOUFSOBUJPOBM�

　ཹ学ガイドɿIUUQT���XXX.NFJKP�V.BD.KQ�TUVEFOU@TUB⒎�QEG�JOUFSOBUJPOBM@HVJEF.QEG

ᶃަཹ׵学
定大学へ൒年ؒまたは１年ؒཹ学できる制度でڠ学は，名城大学に在学しながらアϝϦΧ，ΦーストラϦア，ϊル΢Σー，୆࿷などのཹ׵ަ　

す（※）。

　೿ཹ׵ަݣ学生を対৅とした঑学ۚ制度があり，࠾用されるとアジアݍ 4 ສԁ，アジアݍ以֎ 6 ສԁの঑学ۚがڅࢧされます。

　※学部により，ΧϦΩュラϜの౎合上，ަཹ׵学に参加することが೉しい৔合があります。

ᶄւ֎ӳޠ研修
　Ն期（8月〜 9月）・य़期（１月〜 3月）の長期ٳՋに，ւ֎のڠ定ߍ又は名城大学が認定する学ߍにおいて行う，2 िؒ〜 5 िؒ程度の語

学研修ϓϩάラϜです。

　ຊϓϩάラϜを対৅とした঑学ۚ制度があり，࠾用されると最大 20 ສԁの঑学ۚがڅࢧされます。

ᶅւ֎ϘϥϯςΟΞ・Πϯλʔϯγοϓ
　ւ֎において，数िؒ程度，Ϙランςィア΍インターンγοϓ等実ફ的な活動を行うϓϩάラϜです。

※಺༰は༧定でありɺ変更となる৔合があります。
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ú）ւ֎ཹ学の૬ஊ・৘ใఏڙ
　ւ֎ཹ学をر๬する学生の૬ஊに応じたり，৘ใ提ڙを行います。

û）֎ࠃਓཹ学生のडೖΕおΑͼ૬ஊ
ԉࢧ資格֬認，Ϗβ更৽等のਃ੥取࣍，ガイμンス，঑学ۚ，ཹ学生ྈのӡӦ؅理などཹ学生の学生生活をئਓཹ学生入学試験の出ࠃ֎　

します。

ü）֎ࠃਓཹ学生のॾ行ࣄの࣮ࢪ
　ϑィールドトϦοϓ΍日ຊ文Խ研修等を։࠵します。

ý）ενϡʔσϯτΞγελϯτ੍౓のӡӦ
　スνューデントアγスタント（SA）は，一ൠ学生が名城大学に在੶する֎ࠃਓཹ学生の学業΍学生生活などのࢧԉを行うことを目的として

ൃ足したஂମです。日ຊ語学शࢧԉ΍，日ຊ文Խମ験を࢝Ίとするࠃ際ަ流イϕントのا画・ӡӦを通じて，ޓいのަ༑のྠを޿げながら，

ཹ学生が҆৺してॆ実した学生生活をૹれるようαポートします。SAとして活動するたΊにはొ࿥がඞཁとなります。ืूઆ明会はय़とळ

の年 2 ճ行います。ࠃ際Խ推進ηンターの掲示൘を֬認してください。

（ý）ෟଐਤॻؗ

։ ؗ ࣌ ؒ
৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന

ീ事

φΰϠドーϜ前

ຊؗ

ༀ学部分ؗ

φΰϠドーϜ前
Ωϟンύスਤ書ؗ

月〜ۚ・授業のあるॕ日 9�00〜2１�00

౔・授業のあるॕ日 9�00〜１8�00

※Նق及びౙٳق業期ؒ，試験期ؒ，行事等により，։ؗ日΍։ؗ時ؒが変更となる৔合があります。
　事前にຊ学΢Σϒαイト΍ؗ಺掲示等でお஌らせします。

（7）άϩʔόϧϓϥβ

　άϩーόルϓラβは，ʠいつでもӳ語に৮れられるڥ؀ʡを੔උすることを目的に։ઃされました。語学学शに活用できる༷ʑな教ࡐ΍施

ઃが੔උされている΄͔，ӳ会࿩を行ったり，語学学शに関するアドόイスをडけることができます。قઅに応じたイϕント΍50&*C ΍ϓレ

θンςーγϣンなど༷ʑなςーϚのϫーΫγϣοϓも։࠵され，ࣗ༝に参加することができます。άϩーόルϓラβのར用はແ料です。

άϩーόルϓラβ΢ΣϒαイトɿIUUQT���XXX.NFJKP�V.BD.KQ�HMPCBMQMB[B�

։ ࣨ ࣌ ؒ
৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന ֊通講義౩๺஍下１ڞ
月〜ۚ・授業のあるॕ日 １0�00〜１8�00

φΰϠドーϜ前 ๺ؗ2֊

˙άϩʔόϧϓϥβのػೳとࢪઃ
ιーγϟルΤϦア ɿιϑΝでϦラοΫスしながらӳ語を࢖ってίϛュχケーγϣンྗをߴΊるΤϦアです

アドόイジンά ɿアドόイβーが語学学शに関する課題に対してアドόイス΍αポートを行います

ϚルνύーύスルーϜ ɿάルーϓでར用できるଟ目的ࣨです。ϓϩジΣΫト学श΍ϓレθンςーγϣンの࿅शに最適です

スϐーΩンάϒース ɿൃԻ࿅श΍Ϧスχンάの࿅शに活用できるɺ１〜 2 名用のࣨݸです

Τンターςインϝントϒース ɿάϩーόルϓラβでି出しているө画΍インターωοト動画をݟながらָしく学शできるϒースです

ଟಡਤ書のି出し ɿ１ਓ 5 までआりることができます（ି出し期ؒは࡭ 2 िؒ）

※Φンラインを活用したӳ会࿩等各छϓϩάラϜも提ڙしています。
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（8）ϥʔχϯάίϞϯζ

　ఱനΩϟンύスとφΰϠドーϜ前ΩϟンύスにはラーχンάίϞンζがあります。ラーχンάίϞンζは，ࣗ཯的な学शをࢧԉし，஌ࣝの૑

造をଅすۭؒです。༑ਓと会࿩しながら学शしたり，ϗϫイトϘード΍ిࠇࢠ൘をࣗ༝にར用することができます。

˙ఱനΩϟϯύε・ϥʔχϯάίϞϯζ
　ఱനΩϟンύスのラーχンάίϞンζは，άϩーόルϓラβのதにઃ置されていますが，日ຊ語でར用Մೳです。άϩーόルϓラβ΢Σϒ

αイト͔らΦンライン༧໿ができます（༧໿にۭきがある৔合は当日ར用もՄೳです）。

։ ࣨ ࣌ ؒ
৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

ఱന ֊通講義౩๺஍下１ڞ
άϩーόルϓラβ಺ 月〜ۚ・授業のあるॕ日 １0�00〜１8�00

˙φΰϠυʔϜ前Ωϟϯύε・ϥʔχϯάίϞϯζʮXBLFʯ
　φΰϠドーϜ前ΩϟンύスのラーχンάίϞンζ「XBLF」には各スϖースのར用案಺，৘ใ機器ྨのି出し，༧໿ड付等を行うαポートデ

スΫがあります。

　ϓレθンςーγϣンスϖース΍৘ใ機器ྨのར用ਃ੥はこの「XBLF」αポートデスΫでडけ付けます。ਃしࠐみはར用日の１ϲ月前よりՄ

ೳです。
α ϙʔτσ εΫ ࡏ ੮ ࣌ ؒ

৔ॴ ༵೔ ࣌ؒ

φΰϠドーϜ前 ๺ؗ2֊「XBLF」Χ΢ンター
月〜ۚ・授業のあるॕ日 9�00〜１9�00

（講義期ؒ）

月〜ۚ 9�00〜１7�00
（講義期ؒ֎）

※「XBLF」はαポートデスΫ在席時ؒ֎でも๺ؗの։ؗ時ؒ಺であれ͹ར用できます（ただし，৘ใ機器ྨの
　ି出し΍ར用はできません）。
※αポートデスΫ在席時ؒは行事等により変更となる৔合があります。ͦの৔合は掲示等でお஌らせします。
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ú  学生΁の࿈བྷͳͲ
ܝ（1） （൘，学຿γεςϜࣔܝࣔ）
　大学͔らの࿈བྷ事項は，掲示൘΍学຿γスςϜへのϝοηージで఻͑られます。

　ৗに掲示事項には஫ҙを෷い，ͦの掲示಺༰を的֬に೺Ѳできるように৺がけることが大切です。掲示಺༰にٙ໰がある৔合は，୲当部

མとしたり，ٙ໰点を解ܾしてお͔な͔ったことにより不རӹをඃることがないよう஫ݟまでਃし出てٙ໰点を解ܾしてください。掲示をہ

ҙしてください。

·ͨ，一ఆ期ؒࣔ͞ܝΕͨ΋の͸，学生にप஌しͨ΋のとΈͳし·すので，ࣔܝΛݟͳ͔ͬͨと͍͏理༝Λ΋ͬて，ࣄ後にҟٞͳͲΛਃしཱ

てる͜と͸でき·ͤΜɻ

　掲示の಺༰には，ओに࣍のようなものがあります。

１）学生શ員に関する事項

示，通達，行事日程，施ઃ，อ݈Ӵ生などに関する事項ࠂ

2）授業に関する事項

授業時ׂؒ，ٳ講，ิ講，変更，ूத講義，講義ࣨの指示，試験時ׂؒ，ͦの他授業等に関する事項

3）ͦの他の࿈བྷ事項

①　一ൠ的࿈བྷ事項

ᶄ　学生のݺび出し事項

ᶅ　各छ঑学生のืूおよび通஌事項

ᶆ　ब৬のあっせんおよびアルόイトの঺հに関する事項

（2）ϝʔϧ
　入学時に大学͔ら付༩するϝールアドレス（学੶൪߸ !DDNBJMH.NFJKP�V.BD.KQ）を用いて࿈བྷする৔合があります。ཤ修ొ࿥ガイドにࣗ分

のスϚートϑΥン等へのసૹઃ定についてઆ明をしています。他のϝールアドレスをར用する৔合は，ඞずసૹઃ定を行ってください。

（ú）ి࿩ 
 ༣ศ෺
　学಺֎͔らの学生ݸਓに対するࢲ用ి࿩のݺび出しは，ٸۓ࿈བྷの৔合以֎は取り扱いませんので，ͦのࢫを͝Ո଒などにप஌しておい

てください。

　※学生ݸਓのϓライόγーに関する事項（ࢯ名・ॅॴ・ి࿩൪߸・生年月日・Ո଒ߏ成など）についての໰い合わせには，一切応じません。

　課֎活動ஂମに対する༣ศ෺は，ఱന 8 ߸ؗΫラϒϋ΢ス 4 ֊学生ラ΢ンジにઃ置されたॴ定の学生ஂମઐ用ϝールϘοΫスに഑෍・อ

؅（ീ事Ωϟンύスɿ学生係またはܯඋࣨ，φΰϠドーϜ前Ωϟンύスɿ事຿ࣨ಺ϝールϘοΫスでอ؅）しますが，学生ݸਓあてのࢲ的༣ศ

෺については取り扱いません。
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û  ֤छূ໌ॻのൃ行౳に͍ͭて
（1）֤छূ໌ॻのަ෇ཁྖ
　証明書には，用్に応じて༷ʑなछྨがあります。各छ証明書のަ付は，事前にઐ用΢Σϒαイトにてਃ੥することで，ίンϏχΤンスス

トアまたは学಺ൃ行機にて証明書をൃ行することができます。ൃ行ઌによってൃ行Մೳな証明書が異なりますので͝஫ҙください。なお，ຊ

大学以֎の指定༷ࣜでのൃ行および下記以֎の証明書のൃ行については，ఱനΩϟンύスは学຿ηンターʲ証明書 ,rീ事Ωϟンύス・φΰϠドー

Ϝ前Ωϟンύスは各事຿ࣨで૬ஊしてください。ൃ行方法について，۩ମ的な方法は，各छ証明書ϖージ（IUUQT���XXX.NFJKP�V.BD.KQ�

DBNQVT�BQQMJDBUJPO�DFSUJpDBUF.IUNM）に掲載しています。

　証明書ަ付後は，理༝の೗Կを໰わず，証明書ൃ行料΍ख数料のฦؐはいたしませんので஫ҙしてください。

1）࿨文（೔ຊ文）

छ　　　　ྨ ূ໌ॻྉ ަ　෇　ํ　๏ ର৅ίϯϏχΤϯεετΞ 学಺ൃ行ػઃஔ৔ॴ ൃ行೔数

成績（୯位修得）証明書 200ԁ

・ίンϏχΤンス
ストア

・学಺ൃ行機

ηϒンʕイレϒン
ϑΝϛϦーϚート
ϩーιン

・タϫー75　3֊（ఱന）
通講義౩ೆ3֊（ఱന）ڞ・
・ༀ学部事຿ࣨ（ീ事）
・φΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ
（φΰϠドーϜ前）

ʲ証明書ަ付૭ޱʳ
・学຿ηンター証明書૭ޱ（ఱന）
・ༀ学部事຿ࣨ（ീ事）
・φΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ
（φΰϠドーϜ前）

ଈ日
※ਃ੥後，ൃ行Մ
ೳ期ؒは7日ؒ
となります。

修了ࠐݟ証明書
※修了年࣍生のみൃ行Մೳ １00ԁ

在学（在੶）証明書 １00ԁ

਍அ証明書߁݈
※修了年࣍生のみൃ行Մೳ 500ԁ

教育৬員໔ڐঢ়取得ࠐݟ証明書
※修了年࣍生のみൃ行Մೳ １00ԁ

学生ཱྀ٬ӡ௞ׂҾ証
※年ؒ１5ຕまで ແ料 ・学಺ൃ行機

資格取得ࠐݟ証明書（学ܳ員）
※修了年࣍生のみൃ行Մೳ １00ԁ

学಺ൃ行機よりਃ
੥書ߪ入のう͑，
૭ޱにਃしࠐんで
ください。

数日ࡶ証明書
※期ؒ入り在学証明書（年ۚख
ଓにඞཁな入学年月日入りの
証明書）等

200ԁ

学ྗに関する証明書 200ԁ 2िؒ

2）ӳ文（֎ࠃ文）

छ　　　　ྨ ূ໌ॻྉ ަ　෇　ํ　๏ ର৅ίϯϏχΤϯεετΞ 学಺ൃ行ػઃஔ৔ॴ ൃ行೔数

成績（୯位修得）証明書 500ԁ

・ίンϏχΤンス
ストア

・学಺ൃ行機

ηϒンʕイレϒン
ϑΝϛϦーϚート
ϩーιン

・タϫー75　3֊（ఱന）
通講義౩ೆ3֊（ఱന）ڞ・
・ༀ学部事຿ࣨ（ീ事）
・φΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ
（φΰϠドーϜ前）

ʲ証明書ަ付૭ޱʳ
・学຿ηンター証明書૭ޱ（ఱന）
・ༀ学部事຿ࣨ（ീ事）
・φΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ
（φΰϠドーϜ前）

ଈ日
※ਃ੥後，ൃ行Մ
ೳ期ؒは7日ؒ
となります。

修了ࠐݟ証明書
※修了年࣍生のみൃ行Մೳ 300ԁ

在学（在੶）証明書 300ԁ

証明書ࡶ 500ԁ

学಺ൃ行機よりਃ
੥書ߪ入のう͑，
૭ޱにਃしࠐんで
ください。

数日〜
１िؒ

ú）஫ҙ߲ࣄ

（１）証明書のൃ行には，在学生ϩάインαイトにてొ࿥したϝールにૹられるҹ࡮༧໿൪߸がඞཁになります。

（2）ి࿩・FA9・& ϝールでのਃࠐはできません。

（ú）上記Ҏ֎のब৬にؔするূ໌ॻ౳のൃ行に͍ͭて͸，ΩϟϦΞηϯλʔで૬ஊして͍ͩ͘͞ɻ

（û）学෦࣌୅のূ໌ॻ౳のൃ行Λر๬する৔߹͸，ଔ業生としてར༻ऀొ࿥͕ඞཁですɻ

（5）ίンϏχΤンスストアでのൃ行には，ผ్γスςϜख数料 １50 ԁとϑルΧラーҹ࡮୅ 60 ԁʗ １ຕもඞཁ。
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（2）学生ূൃ࠶行
　学生証をฆࣦした৔合または盗೉にあった৔合は，௚ͪに最دりの࡯ܯへಧけ出るとともに，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡教຿ ,rീ事Ωϟ

ンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨでൃ࠶行のखଓをしてください。

。は，理༝の೗Կを໰わず，ख数料のฦؐはいたしませんので஫ҙしてください（入後ߪਃ੥書）行खଓき後ൃ࠶　

छ　　　　ྨ ূ໌ॻྉ ަ　෇　ํ　๏ 学಺ൃ行ػઃஔ৔ॴ ൃ行೔数

学生証ަ࠶付ئ 2ó500ԁ

・学಺ൃ行機
入のう͑，૭ߪをئ付ަ࠶※
。んでくださいࠐにਃしޱ
ཪ໘γールとともにަ付さ
れます。

・タϫー75　3֊（ఱന）
通講義౩ೆ3֊（ఱന）ڞ・
・ༀ学部事຿ （ࣨീ事）
・φΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ （ࣨφΰϠドーϜ前）
ʲ学生証ަ付૭ޱʳ
・学຿ηンターᶊ൪教຿૭ޱ（ఱന）
・ༀ学部事຿ （ࣨീ事）
・φΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ （ࣨφΰϠドーϜ前）

ॕ・日（౔・日ٳ 日）をআ
き，2〜4日程度

（ú）修ྃ後の֤छূ໌ॻൃ行に͍ͭて
　ຊ学΢Σϒαイトで֬認してください。

　ຊ学΢Σϒαイトトοϓϖージˠ学生生活ˠ各छਃ੥・ਤ書ؗར用ˠ証明書ൃ行（ଔ業生）

（û）௨学ূ໌ॻ（௨学ఆ期݊）
　通学定期݊は，ॅݱॴ（学生証に記載したॅॴ）の最دӺ͔ら大学の最دӺまでの۠ؒで，最もࡁܦ的なίースで通学する৔合に限りߪ

入することができます。アルόイトなど通学以֎の目的ではߪ入できません。

※名ݹ԰ަࢢ通ہの஍下మ・όスについては，通学ܦ࿏に限らずر๬の۠ؒ・ܦ࿏でߪ入できます。

˔௨学ఆ期݊のߪೖ

　学生証（ཪ໘）の「通学۠ؒཝ」に৐降Ӻを記入し，「定期݊ߪ入

ਃࠐ書」にඞཁ事項を記載し，各定期݊ൃചॴで学生証を提示しߪ

入してください。なお，学生証༗ޮ期限಺はܧଓしてߪ入することが

できます。

※「定期݊ߪ入ਃࠐ書」に学ߍ୅表者の証明がඞཁな৔合は，ఱ

നΩϟンύスは学຿ηンター̡ 生活ࢧԉ ，rീ事Ωϟンύス・φΰ

ϠドーϜ前Ωϟンύスは，各事຿ࣨにて͝૬ஊください。

※సډなどによって৐ं۠ؒが変更となる৔合，通学定期ൃ行߇

ཝに༨നがなくなった৔合は，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 教

຿ ，rീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨにئ

い出て，更৽֬認γールをషり͔͑，ඞཁ事項を記入してくださ

い。

（ü）学ߍ学生生ెཱྀ٬ӡ௞ׂҾ （ূ学ׂূ）
　̧̟各社および一部のࢲమ等をར用し，৐ंધ۠ؒがยಓ 1÷÷ᶳを௒͑てཱྀ行するときは，ཱྀ٬ӡ௞のׂҾき（2 ׂ）をडけることができ

ます。

　このׂҾ制度は，修学上のࡁܦ的ෛ୲をܰݮすることを目的としていますので，ຊ学では，࢖用できるཱྀ行目的のൣғ・ൃ行ຕ数（１ਓ年

ؒ １5 ຕ）などの制限があります。ただし，ब৬または進学のたΊのड験等でඞཁであると認Ίられる৔合は，上限を௒͑てもަ付すること

があります。上限を௒͑てਃ੥する৔合は，ਃ੥者のࢯ名が記載されたब৬または進学の試験案಺等を࣋参し，ఱനΩϟンύスは学຿ηンター

ʲ証明書ʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨでަ付をडけてください。

　学ߍ学生生ెཱྀ٬ӡ௞ׂҾ証（ແ料）は，在学生ϩάインαイト上でਃ੥खଓき後，学಺ൃ行機によりަ付されます。

　学ׂ証の༗ޮ期限は 3 ͔月（最ऴ学年は修了の日付まで）です。

　なお，学ׂ証 １ຕでԟ෮切ූをߪ入することができますが，࣍の事項を֬認の上，࢖用してください。

・ಉ一ܦ࿏にてԟ෮する৔合であること

・Ӧ業Ωϩ数によって切ූの༗ޮ期限が異なること

（ý）学生ஂମཱྀ行ূ໌ॻ
　̧̟各社をར用し，θϛཱྀ行・合 ・॓ԕ੐等で，学生 8 ਓ以上が教৬員にҾ཰されてಉじܦ࿏によりཱྀ行するときは，࣍ のཱྀ٬ӡ௞（৐ं݊のみ）

のׂҾきをडけることができます。

　　学生ʜʜʜü ׂҾ　　ڭ৬һʜʜʜú ׂҾ

　h ஂମ（άϧʔϓ）ཱྀ行ਃࠐॻ （ɦ各ཱྀ行会社，̟ ̧各Ӻඋ付け）をఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 生活ࢧԉ ，rീ事Ωϟンύス・φΰϠドー

Ϝ前Ωϟンύスは各事຿ࣨに提出し，大学の証明をडけて，ൃചॴでߪ入してください。

令和 7

学生証（ཪ໘）
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ü  ঑学੍ۚ౓
　঑学ۚ制度には，学業成績΍ମ育ٕज़が༏लな学生に対してਓࡐの育成を目的にするもの΍，ࡁܦ的理༝により修学がࠔ೉な学生に対し

て学資資ۚの一部をڅ付またはି༩することで，҆৺して学生生活がૹれるようࢧԉすることを目的とするものがあります。

　ͦれͧれの঑学ۚには学ྗ΍Ո計のࡁܦঢ়گなどの出ئ資格΍બߟ基準・出ئ期ؒがありますので，掲示等で֬認してください。૭ޱは

ఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 生活ࢧԉʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿ࣨです。

（1）໊৓大学　学಺঑学生
　ຊ学の学生に対し，঑学ۚをڅ付することで修学ҙཉのߴ༲をਤることを目的としています。঑学生ީิ者にબ出されるものと，ر๬者が

ࣗら出ئできるものとがあります。

。末の「঑学生規程（ൈਮ）」を֬認してくださいרはࡉৄ　

※なお，今後事৘により変更する৔合があります。

１）学業༏ल঑学生ɿ学業・ਓ෺ともに༏लな学生対৅。

छྨ）大学院学業༏ल঑学生

2）修学ԉॿ঑学生ɿ修学ҙཉがあるにも͔͔わらず，ࡁܦ的理༝により，学業のܧଓがࠔ೉と認Ίられる学生対৅。

छྨ）修学ԉॿ̗঑学生，རڅิࢠ঑学生，大規໛ࣗવࢧࡁܦ֐ࡂԉ঑学生

3）ͦの他特ผ঑学生

छྨ）ࢲඅ֎ࠃਓཹ学生̖঑学生，೿ཹ׵ަݣ学঑学生，ւ֎研修঑学生，ւ֎ӳ語研修೿ࢧݣԉ（̖・̗）঑学生，大学院঑学生，

ຊ学ଔ業等ิॿ঑学生，ߍ༑会঑学生，大学推નによるࠃඅ֎ࠃਓཹ学生঑学生，੺⃻༐৆，日ຊ学ज़ৼڵ会特ผ研究員঑学

生

（2）೔ຊ学生ࢧԉ（440"+）ߏػି༩঑学生
　ຖ年4月にืू。༏れた学生であってࡁܦ的理༝により修学ࠔ೉な৔合に在学தି༩されます。修了後にはฦؐしなけれ͹なりません。બߟ・

推ન対৅はݪଇとして １年࣍生がத৺です。

の未提出，学業成績の不ৼ，不正行ئଓܧにཹҙし学業にྭんでください。঑学ۚ߁݈，用された学生は，঑学生として֮ࣗを࣋って࠾　

為等があった৔合，঑学生の資格がഇࢭされます。

　なお，す΂ての఻達事項は掲示൘・ポータルαイトで行いますので，ඞず֬認してください。

（ú）౎ಓ෎ࢢ・ݝொଜ・ຽؒ঑学ஂମ঑学生
　各ஂମ͔らຊ学にืूがあり࣍ୈ掲示をします。ओに 4 〜 5月にืूがあります。大学を通さずに，ืूしている৔合もあります。

Ո計がٸ変した৔合にはʜ
　Ո計を͑ࢧている者（学අෛ୲者）が，ࣦ৬（ࣗݾ౎合আく）・ഁ࢈・会社の౗࢈・පࢮ・ؾ๢等又はՐࡂ・෩水֐によるඃࡂ等により
Ո計がٸ変した৔合にਃࠐむことができる঑学ۚがあります。ͦの他の出ئ資格，બߟ基準等がありますのでૣΊに֬認してください。

ý  ఆ期݈߁਍அの࣮ࢪ
　定期݈߁਍அは，学ߍอ݈҆શ法に基ͮきຖ年 4月上०に実施しています。݈߁਍அのओな目的は，݈߁ঢ়態の೺Ѳと؅理，およびू

ஂ生活における఻છੑ࣬ױのૣ期ൃݟと༧๷などにあります。学生の皆さんは，年 １ճ݈߁਍அをडけるݖརと義຿を༗します。最ۙでは，

大学生でもଟくの生活श׳ප༧උ܉がいるといわれています。݈߁な਎ମで学生生活をૹるたΊに，ඞずຖ年݈߁਍அをड਍してください。

　日時，৔ॴ等については，ΦϦΤンςーγϣンならびに΢Σϒαイトなどの掲載で࿈བྷします。

˞ड਍しͳ͔ͬͨ৔߹に͸，ڭҭ࣮श・հޢ౳ମݧ・ප院࣮श・ब৬活動・঑学ۚͳͲにඞཁͳ݈߁਍அূ໌ॻΛൃ行でき·ͤΜɻ΍むを得

ない理༝により݈߁਍அ期ؒதにड਍できない৔合またはड਍できな͔った৔合は，ඞずอ݈ηンター（ఱനΩϟンύス）・อ݈ （ࣨീ事・

φΰϠドーϜ前Ωϟンύス）で૬ஊしてください。
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7  学生ڭҭ研究֐ࡂই֐อݥ・ҩྍඅิॿ
（1）学生ڭҭ研究֐ࡂই֐อݥ
　教育研究活動தにඃった֐ࡂに対してඞཁなڅ付を行うิঈ制度です。อݥ料はຊ学がෛ୲し，当該อݥ制度にશ員が加入するા置を講

じています。୲อ対৅となる事ނのൣғは，下記のとおりです。

ৄしくは，入学時に഑付したh 学生教育研究֐ࡂই֐อݥ加入者のしおりʱで֬認してください。

※事ނがൃ生したら，ൃނࣄ生ใࠂॻをఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 学生活動ʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿

ࣨへ଎΍͔に提出してください。

対৅となる事ނのൣғ

　学生教育研究֐ࡂইී֐通อݥ

　①正課த

　ᶄ学ߍ行事த

　ᶅΩϟンύス಺にいるؒ

　ᶆ課֎活動த

　通学த等ইݥة֐୲อ特໿

　①通学த

　ᶄ学ߍ施ઃ等૬ؒޓのҠ動த

（2）ҩྍඅิॿ
　上記の学生教育研究֐ࡂই֐อݥで࣏ྍ日数不足等によりอۚݥがࢧ෷われない৔合，࣏ྍඅの一部を大学がෛ୲します。ҩྍඅิॿۚ

ֹは，学຿ηンター̡ 学生活動ʳにて֬認してください。

※事ނがൃ生したら，ൃނࣄ生ใࠂॻをఱനΩϟンύスは学຿ηンター̡ 学生活動ʳ, ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前Ωϟンύスは各事຿

ࣨへ଎΍͔に提出してください。

8  学಺で守るべきϚφʔに͍ͭて

झ　ࢫ
　大学生活をշ適に過͝すことができ，また，ษ学する上で最適なڥ؀をҡ࣋するたΊશ学生に対して最低限度の守る΂き「ৗࣝ事項」を定

Ίています。
（1）Ωϟϯύε಺で守る͜と
１）ѫࡰをすること。

2）͝みは分ผして，͝みശにࣺてること。

3）ԣฒびาき΍࠲りࠐみ等により他ਓに໎࿭を͔けないこと。

4）࿓下は੩͔にาくこと。

（2）त業にࡍしてࣨڭで守る͜と
１）授業్தの入ୀࣨはݪଇとしてしないこと。

。語は৻むことࢲ（2

。ଳి࿩等のԻが໐らないようにすることܞ（3

（。はআくڅ適度な水分ิ）ଇ，ҿ৯はしないことݪ（4

5）授業ऴ了後のઅ （ిࣨ಺౮，ྫྷஆ๪スイονの̛̛̤）に౒Ί

ること。

9  ࣗ動ं௨学のશ໘ې止に͍ͭて
　ࣗ動ं通学はࢭېです。ീ事・φΰϠドーϜ前ΩϟンύスはόイΫ（ݪ動機付ࣗసं含む）通学もࢭېです。

　大学पลの不法・໎࿭றंに対しては，学ଇに基ͮきఀ学ॲ分等ݫしく対ॲしますので十分に஫ҙしてください。

1÷ ࣗసं௨学（φΰϠυʔϜ前Ωϟϯύε）に͍ͭて
　φΰϠドーϜ前Ωϟンύスへࣗసं通学をする৔合は，大学のڐՄがඞཁです。

　ࣗసं通学をر๬する৔合は，φΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨへඞずਃ੥してください。

　※ਃ੥には҆શӡస講शのड講と๷൜ొ࿥൪߸，ࣗసंଛ֐ഛঈอݥ等への加入がඞཁです。ਃ੥方法等は，事前に֬認してください。

ۚݥ෷われるอࢧ

୲　อ　ൣ　ғ ۚݥ๢อࢮ 後Ҩই֐อۚݥ ҩྍอۚݥ ೖ院Ճۚࢉ
18÷೔Λݶ౓

正課த，学ߍ行事த １,200ສԁ 72ສԁ〜１,800ສԁ
実࣏ྍ日数１日以上が対৅

3ઍԁ〜30ສԁ
１日につき
4,000ԁ

通学த・学ߍ施ઃ等૬ؒޓの
Ҡ動த・学ߍ施ઃ಺にいるؒ 600ສԁ 36ສԁ〜900ສԁ

実࣏ྍ日数4日以上が対৅
6ઍԁ〜30ສԁ

１日につき
4,000ԁ

学ߍ施ઃ಺・֎を໰わず大
学にಧけ出た課֎活動を
行っているؒ

600ສԁ 36ສԁ〜900ສԁ
実࣏ྍ日数１4日以上が対৅

3ສԁ〜30ສԁ
１日につき
4,000ԁ
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11 όΠΫ΍ࣗసंのࣗ؅ݾ理に͍ͭて
　・ఱനΩϟンύスでόイΫ΍ࣗసंは，指定のறྠ৔に置いてください。ീ事Ωϟンύス・φΰϠドーϜ前ΩϟンύスはόイΫ（ݪ動機付ࣗ

సं含む）通学ࢭېのたΊ，όイΫおよびݪ動機付ࣗసंの指定றྠ৔はありません。

　・盗೉๷ࢭ対ࡦは，各ࣗで責任をもって؅理してください。

　・長期（໿ １ϲ月）にわたり์置されているόイΫ・ࣗసंは，ഇغॲ分をしますので஫ҙしてください。

ॏ඼の౪೉防止に͍ͭてو 12
　࣍のことを৺がけてください。

　・ॴ࣋඼はࣗ分の責任で؅理する。

。ॏ඼はഽ਎཭さずॴ࣋するو・　

　・Χόンなど置いたままͦの৔を཭れない。

　・ૂわれるͪΐっとした「ܺ」をつくらない。

　・θϛࣨ・実験ࣨ等のϩοΧーにはඞずݤを͔ける。

1ú ιʔγϟϧ・ωοτϫʔΩϯάαʔϏε΁の౤ߘに͍ͭて
，に৻んでください。ともすれ͹名前が൑明しݫ，する事はߘを౤ݟ΍൓社会的なҙݴ΍FBDFCPPLなどにಗ名で，ແ責任なൃ（5XJUUFSچ）9　

記࿥として࢒る͹͔りでなく，தই΍඄ᨱをडける事にもなり͔ねません。ا業の࠾用୲当者が名前をࡧݕする৔合もあります。ब৬活動など，

皆さんのকདྷの為にも，くれ͙れもܰはずみな౤ߘはࣗॗする༷に৺がけてください。通ใ等により，不適切な౤ߘがൃ֮した৔合，ॲേの

対৅となります。

1û 学಺શ໘ېԎに͍ͭて
　ຊ学では，ຊ学ߏ成員・ۙྡॅຽの݈૿߁進ときれいなΩϟンύス・֗作りを目的として「名城大学ېԎએݴ」を࠾୒し，શΩϟンύスෑ

஍಺での学಺શ໘ېԎに加͑，学֎においてもېԎ活動を実施しています。大学には未成年者΍ඇ٤Ԏ者も通学しており，Ωϟンύス಺はも

ͪΖんのこと，通学࿏などのެڞの৔もݪଇとしてશ໘ېԎである΂きです。学಺で٤Ԏをするとॲ分の対৅になります。一度，٤Ԏのश׳

にછまると，ൈけ出すことはࠔ೉をۃΊます。タόίに含まれる༗֐෺࣭΍෭流Ԏが，ࣗ ਎΍༑ਓ・ۙ ྡॅຽの݈߁にྑくないことは明നです。

৽入生の皆さんは，「ٵわない」࢟੎をݻΊ，これ͔らの学生生活をスタートしましΐう。

໊৓大学ېԎએݴ
　٤Ԏはɺ٤Ԏ者ࣗ਎のみならずɺड動٤Ԏ等によりඇ٤Ԏ者の݈߁をも֐するものです。
　٤Ԏは各ࣗのࣗݾ責任において認Ίられています。し͔しながらɺຊਓのҙࢥに൓した٤Ԏɺすなわͪड動٤Ԏ΍ɺาきタόί・ٵい
֪のポイࣺて等ɺ٤Ԏ者が社会に໎࿭を͔けることはݫに৻まね͹なりません。名城大学はɺ݈૿߁進法にؑみɺͦしてԿよりもɺຊ
学ߏ成員（学生および教৬員）が٤ԎϚφーを遵守しɺ大学が஍Ҭにࠜࠩした教育機関であることをڧくҙࣝするたΊにɺશΩϟンύス
ෑ஍಺におけるຊ学ߏ成員の٤Ԏをࢭېするとともにɺ学֎においてもېԎの推進・ड動٤Ԏの๷٤・ࢭԎϚφーの向上に౒Ίます。
　զʑはɺ޿く学಺֎の関係者の݈૿߁進をਤりɺ大学ਓとしての֮ࣗを育む΂くɺここに大学಺におけるશ໘ېԎおよび学֎でのېԎ
活動・٤ԎϚφー向上活動の実施をએݴします。

名城大学

1ü ໊৓大学のڥ؀อશにؔΘる取り組Έに͍ͭて
（1）ຊ学のڥ؀ରࡦ
　ຊ学では，ഇغ෺を「͝み」ではなく「資ݯ」としてଊ͑，࢖࠶，ྔݮ用，࠶生ར用を基ຊにしたഇغ෺のθϩԽを目指しています。また，省Τω，

省資ݯ活動の推進，૽Ի・ৼ動のൃ生཈制，大ؾԚછ，水࣭Ԛછの法ྩのॱ守などڥ؀શൠにわたる取組みを実施するとともに，շ適な教

育ڥ؀をอোし，஍Ҭとのڞ生を目指したΩϟンύスӡӦにも取り組んでいます。
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（2）໊৓大学ํڥ؀਑

理೦ڥ؀
　名城大学及び名城大学ෟଐߴ等学ߍは，ڥ؀基ຊ法を࢝Ίとするڥ؀法ྩを遵守し，社会͔らཁ੥される「࣋ଓ的にൃలՄೳな社
会のܗ成」に応͑られるਓࡐの育成と研究に౒Ίます。

਑ํڥ؀
１ɽ஍ڥ؀ٿのอશとҡ࣋向上に係る教育研究活動をॆ実し，ڥ؀をࢹ໺に入れたਓࡐを育成します。
2ɽڥ؀に係るެ։講࠲などの։࠵΍研究成果のެ։を推進し，ڥ؀อશにݙߩします。
3ɽ省資ݯ，省ΤωルΪー，άϦーンߪ入の推進及びഇغ෺のྔݮと適正؅理に౒Ί，ڥ؀ෛՙの低ݮに取り組みます。
4ɽ教育研究をはじΊ，総ての活動において，ڥ؀関࿈法規制，ڠ定等を遵守し，Ԛછの༧๷に౒Ίます。
5ɽڥ؀方਑を達成するたΊ，名城大学がಠࣗにࡦ定したڥ؀ϚωジϝントγスςϜ（.FJKP�&.S）をߏங・ӡ用します。
6ɽ಺部؂ࠪڥ؀を実施し，ڥ؀ϚωジϝントγスςϜを含むڥ؀อશ活動のܧଓ的な改ળをਤります。
7ɽڥ؀方਑はϗーϜϖージでެ։します。

名城大学学長　খݪ ষ༟

（ú）取り組Έ໨త・໨ඪおΑͼ行動
。方਑を۩ମԽするたΊの目的，目標及び皆さんに実施していただく行動が࣍の事項ですڥ؀　

໨　　　త ໨　　　　　　ඪ օ͞Μに࣮ࢪして͍ͨͩ͘۩ମతͳ行動

省資ݯ活動の推進

ίϐー用ߪࢴ入ྔのݮ࡟ ・྆໘ίϐー，྆໘ҹ࡮΍ϛスίϐー用ࢴのཪ໘ར用に৺ֻける。

水࢖用ྔのݮ࡟
・実験に࢖用する水΍खચい水のઅ໿に౒Ίる。

・࿙水をൃݟしたら௚ͪに事຿ࣨに࿈བྷする。

省Τω活動の推進

ݮ࡟用ྔの࢖ؾి ・最後に教ࣨ，実験ࣨ，Ϋラϒϋ΢ス，トイレ等͔らୀ出するときは，
ফ౮する。

ྫྷஆ๪用೩料の࢖用ྔݮ࡟
・ஆ๪，ྫྷ ๪࢖用時は，教ࣨ，実験ࣨ，Ϋラϒϋ΢ス等の൶，૭をดΊる。

・最後に教ࣨ，実験ࣨ，Ϋラϒϋ΢ス等͔らୀ出する時は，Τアίンス
イονを切る。

一ൠഇغ෺の適正؅理
とྔݮ ഇغ෺のݮ࡟

・ഇغ෺は，分ผ۠分を֬認してഇغする。

。ઐ用ϘοΫスに入れるࢴ，はྨࢴ・

・ࣗ୐等͔ら学಺に࣋ͪࠐんだ͝みは，࣋ͪؼる。

෺の適正؅理غ業ഇ࢈
とྔݮ

௚しݟશϚχュアルの҆・ڥ؀

・実験ഇӷは，定Ίられた༰器にอ؅する。

・実験でൃ生したがれきྨ，ۚଐくず，ガラスくず等は，指定された༰
器৔ॴにอ؅する。

・ۭのༀ඼Ϗンは，指定された৔ॴにอ؅。指定された方法でഇغする。

・Ϋラϒ活動でൃ生したഇغ෺は，Ϋラϒϋ΢ス಺でอ؅し，ճऩ日に
指定された৔ॴに出す。

อ༗ༀ඼Ϧストの作成 ・Ϧストに載っているༀ඼をॏෳしてߪ入しない。

に係る教育活動のڥ؀
推進

関࿈科目の։講ڥ؀ 。的にड講するۃ関࿈科目をੵڥ؀・

ҙࣝௐࠪの実施ڥ؀ ・ҙࣝௐࠪのアンケートにྗڠする。

実験実श科目でのڥ؀อશ指導のపఈ ・実験実शでは，指導事項をॱ守する。

の։講࠲関࿈資格講ڥ؀ ・։講された資格講࠲をੵۃ的にड講する。

学生によるڥ؀行事へのࢧԉ ・ΫϦーンアοϓ大作ઓ等のਗ਼૟活動にੵۃ的に参加する。

大学ࡇでのഇغ෺ॲ理のॿݴ ・大学ࡇでൃ生するഇغ෺をݮ࡟し，ഇغ෺の分ผを推進する。

に係る研究活動のڥ؀
推進及び研究成果のެ
։

ެ։講ԋ会などのੵۃ的な։࠵
ݣ೿ࢣ的に参加する。学֎ެ։講ԋ会，出前講義講ۃੵ，関࿈のެ։講ԋ会にはڥ؀・

ঢ়گの記࿥
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法学研究科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

法学研究科は、 変動する国内外の法的 ･ 政治的分野及びその交錯する分野に関して、 規範と実践の両面
から研究または実務を行う人材の養成を目的とする。

修士課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

法学研究科　法཯学ઐ߈　修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとɺຊ研究科のਓࡐཆ成目的である「変動するࠃ಺֎の法的・੓࣏的分໺及
びͦのަࡨする分໺に関してɺ規ൣと実ફの྆໘͔ら研究または実຿を行うਓࡐのཆ成」という؍点に基ͮきɺ࣍ の資 ・࣭ೳྗを਎につけɺ
ॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した学生にɺ修士（法学）の学位を授༩します。

①法学・੓࣏学研究者ɺ準法૤又はߴ度ઐ໳৬業ਓとして活動するたΊにඞཁとされるઐ໳的஌ࣝを修得しɺߴい倫理؍を਎につけɺ
൷൑的ਫ਼ਆと૑造的なߏ૝ྗにཪͮけられたଟ֯的なࢹ点͔らɺ໖ີでެ正な࡯ߟを行うことができる。
ᶄ൑例及び学આのల։又は昨今の੓࣏৘੎を౿ま͑た各छ৘ใを適切͔つਝ଎に೺ଊするٕೳを਎につけるとともにɺݱ୅社会に生
じるଟ༷な社会໰題を正֬な法的・੓࣏的஌ࣝを࢖ۦして科学的にઆ明しつつɺ規ൣ΍ྺ࢙的ܦ験によってࠜ拠ͮけられたઆ得的
なٞ論をల։することによってɺຽओ的な合ҙܗ成にد༩することができる。
ᶅ社会΍組৫のߏ造を理解しɺͦのߏ成員としてଟ༷な໾ׂを果たすことができるようにɺ生֔にわたってࣗ཯的に୳究するೳྗとڠ
ಇするೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

法学研究科　法཯学ઐ߈　修士課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資 ・࣭ೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫー
ΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺઐ໳分໺に関するਫ਼ਂな学ࣝならびにॾ֎ࠃの理論及び制度又はྡ઀する学໰分໺等に関する஌ݟを修得しɺ
い倫理ੑ等を਎につけることができるようにɺߴɺެ正な൑அྗ及びྗߟࢥを正֬にಡ解するྗɺ༏れた論理的ݙ಺֎の学ज़文ࠃ
各ઐ修分໺に関する「研究科目」を഑置する。授業科目のબ定にあたってはɺ学生がࣗらの研究計画に基ͮいて適切な科目ཤ修を
行うことができるようにɺ指導教員がॱ࣍ੑ΍授業ܗ態等をྀߟしたཤ修指導を行う。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教員が一؏͔つܧଓ的でɺݸผ的な研究指導を行う「研究指導科目」によりɺ修士論文作成にඞཁとな
るଟ֯的なൃ૝をཆいɺ社会の変Խにහײでありつつも一؏して真理を୳究する࢟੎を਎につけさせɺ社会とのؒで๬ましい஌の
॥؀を実ݱしうる法学・੓࣏学研究者ɺ準法૤又はߴ度ઐ໳৬業ਓをཆ成する。
ᶅগਓ数・૒方向ੑを֬อした授業ମ制の下ɺϓレθンςーγϣン΍ΫϦςィΧルな౼論をੵۃ的に取り入れɺ課題ൃݟೳྗを修得で
きるೳ動的学修を実施する。これに加͑ɺ学会ɺγンポジ΢Ϝ及び研究会等にੵۃ的に参加することを推঑することによりɺকདྷの
進࿏に向けたೳྗとҙཉのᔻཆをਤりつつɺઐ߈分໺等の研究者とڞಉで研究を行う等学ज़上のަ流を行うたΊにඞཁなίϛュχ
ケーγϣンೳྗをᔻཆする。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基ͮきɺ学修成果に対するݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文の
৹ࠪについてはɺ法学研究科法཯学ઐ߈修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮき؍٬的に৹ࠪする。またɺ指導教員がɺ学生の進࿏
΍研究関৺に基ͮいたݸผ指導を行うことによりɺݸʑの達成度とࣗ਎の進࿏΍関৺にԊったࣗ཯的な学びをଅ進することができ
るようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

法学研究科　法཯学ઐ߈　修士課程はɺຊ研究科の教育理೦・教育目標を理解しɺ学部又は大学院（修士・博士前期課程）の教育課程
等における学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをडけ入れます。

①学修の基ૅとなる法学又は੓࣏学に関する஌ࣝをɺ十分に਎につけている。
ᶄઐ߈する科目に対してڧい஌的ح޷৺をもっていることはもとよりɺ෯޿いઐ໳分໺に関৺をもͪつつɺ社会にݙߩするࢤをもつ。
ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺ社会及び学໰のൃలにݙߩするたΊɺ生֔にわたってࣗ཯的に研究をଓけるҙཉがある。
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博士後期課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

法学研究科 法཯学ઐ߈ 博士後期課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとɺຊ研究科のਓࡐཆ成目的である「変動するࠃ಺֎の法的・੓࣏的分໺
及びͦのަࡨする分໺に関してɺ規ൣと実ફの྆໘͔ら研究または実຿を行うਓࡐのཆ成」という؍点に基ͮきɺ࣍の資࣭・ೳྗを਎に
つけた学生に博士（法学）の学位を授༩します。

①法学・੓࣏学研究者又はߴ度ઐ໳৬業ਓとして活動するたΊにඞཁとされるߴ度でઐ໳的な஌ࣝとߴい倫理؍を਎につけɺ法学及
び੓࣏学のਂԞにࣗら౿みࠐみɺ学ज़的なݟ஍͔らҙ義ある課題をࣗらઃ定しɺ෯޿いࢹ໺ɺ൷൑的ਫ਼ਆ及び૑造的なߏ૝ྗをもっ
てɺଟ֯的なࢹ点͔ら໖ີな୳究を行うことができる。
ᶄࠃ಺֎の൑例及び学આのల։又は昨今の੓࣏৘੎を౿ま͑た各छ৘ใを適切͔つਝ଎に୳ࡧするٕೳを਎につけɺଟ༷な社会的໰
題に取り組みɺਂいಎྗ࡯に基ͮいて科学的にઆ明しɺ規ൣ΍ྺ࢙的ܦ験によってࠜ拠ͮけられたઆ得的なٞ論をల։することに
よってɺ社会のൃలにد༩することができる。
ᶅ社会΍組৫のߏ造を理解しɺଟ༷͔つઐ໳的な໾ׂを果たすことができるようにɺ生֔にわたってࣗ཯的に୳究するೳྗとڠಇす
るೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

法学研究科 法཯学ઐ߈ 博士後期課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけさせるたΊɺίース
ϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺઐ໳分໺に関するਫ਼ਂな学ࣝならびにॾ֎ࠃの理論及び制度又はྡ઀する学໰分໺等に関する஌ݟを修得しɺ
い倫理ੑ等を਎につけることߴ૝ྗɺߏɺެ正な൑அྗ及び૑造的なྗߟࢥを正֬にಡ解するྗɺ༏れた論理的ݙ಺֎の学ज़文ࠃ
ができるようにɺ各ઐ修分໺に関する「特घ研究科目」を഑置する。授業科目のબ定にあたってはɺ学生がࣗらの研究計画に基ͮい
て適切な科目ཤ修を行うことができるようにɺ指導教員がॱ࣍ੑ΍授業ܗ態等をྀߟしたཤ修指導を行う。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教員が一؏͔つܧଓ的でɺݸผ的な研究指導を行う「特घ研究指導科目」によりɺ博士論文作成にඞཁ
となるଟ֯的なൃ૝をཆいɺ社会の変Խにහײでありつつも一؏して真理を୳究する࢟੎を਎につけさせɺ社会とのؒで๬ましい
஌の॥؀を実ݱしうる法学・੓࣏学研究者又はߴ度ઐ໳৬業ਓをཆ成する。
ᶅগਓ数・૒方向ੑを֬อした授業ମ制の下ɺϓレθンςーγϣン΍ΫϦςィΧルな౼論をੵۃ的に取り入れɺ課題ൃݟೳྗを修得で
きるೳ動的学修を実施する。これに加͑ɺ学会ɺγンポジ΢Ϝ及び研究会等にੵۃ的に参加することを推঑することによりɺকདྷの
進࿏に向けたೳྗとҙཉのᔻཆをਤりつつɺઐ߈分໺等の研究者とڞಉで研究を行う等学ज़上のަ流を行うたΊにඞཁなίϛュχ
ケーγϣンೳྗをᔻཆする。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基ͮきɺ学修成果に対するݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文の
৹ࠪについてはɺ法学研究科法཯学ઐ߈博士後期課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮき؍٬的に৹ࠪする。またɺ指導教員がɺ学生の
進࿏΍研究関৺に基ͮいたݸผ指導を行うことによりɺݸʑの達成度とࣗ਎の進࿏΍関৺にԊったࣗ཯的な学びをଅ進することが
できるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

法学研究科　法཯学ઐ߈　博士後期課程はɺຊ研究科の教育理೦・教育目標を理解しɺ学部又は大学院（修士・博士前期課程）の教育課
程等における学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをडけ入れます。

①法学又は੓࣏学に関する学ज़研究を行う十分な素ཆを਎につけている。
ᶄઐ߈する科目に対してࣗら学ज़研究を行うҙࢥをもっていることはもとよりɺ෯޿い学໰分໺に関৺をもͪつつɺ学ज़研究等を通じ
て社会にݙߩするࢤをもつ。
ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺ学໰及び学໰を通じた社会のൃలにݙߩするたΊɺ生֔にわたって৬業的あるいはࣗ཯的に研
究をଓけるҙཉがある。
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1ɽओͳ೥ؒ行ࣄ
前　　　期 後　　　期

４
月

入学ࣜ
ΦϦΤンςーγϣン
前期授業։࢝
ཤ修ొ࿥
・他研究科ཤ修ਃ੥
਍அ߁݈

９
月

後期授業։࢝
։学記೦日

１0
月 博士学位論文提出及び৹ࠪਃ੥
１１
月 大学ࡇ

１2
月

年಺授業ऴ了
学生ౙٳق業期ؒ
一੪ٳ業期 （ؒ૭ޱด࠯）

５
月ʬ9月修了ʭ博士学位論文提出及び৹ࠪਃ੥

１
月

授業࠶։
ิ講
後期授業ऴ了
修士学位論文提出
博士学位論文ެௌ会・最ऴ試験

６
月ʬ9月修了ʭ修士学位論文提出

７
月

ิ講
前期授業ऴ了
ʬ9月修了ʭ修士学位論文৹ࠪ
ʬ9月修了ʭ博士学位論文ެௌ会・最ऴ試験

２
月 修士学位論文৹ࠪ

８
月

Նٳق業期ؒ
一੪ٳ業期 （ؒ૭ޱด࠯） ３

月

修了ࣜ
ガイμンス
਍அ߁݈

９
月

௥加ཤ修ొ࿥
ʬ9月修了ʭ修了ࣜ

˞ৄし͍೔程͸ɺ໊৓大学ΧϨϯμʔおΑͼࣔܝΛࢀরして͍ͩ͘͞ɻ

2ɽ๏学研究Պに͍ͭて
	1
 大学院๏学研究ՊのԊֵ
　大学院法学研究科はɺত࿨ 42 年 4 月に修士課程ɺত࿨ 44 年 4 月に博士後期課程のઃ置認Մをडけɺݱ在にࢸっています。

　修士課程においてはɺ「޿いࢹ໺に立ってਫ਼ਂな学ࣝを授けɺઐ߈分໺における研究ೳྗ又はߴ度のઐ໳ੑをཁする৬業等にඞཁ

なߴ度のೳྗをཆうこと」ɺ博士後期課程においてはɺ「ઐ߈分໺について研究者としてࣗ立して研究活動を行いɺまたɺͦの他のߴ

度のઐ໳的な業຿にै事するにඞཁなߴ度の研究ೳྗ及びͦの基ૅとなる๛͔な学ࣝをཆうこと」を目的としてɺ教育研究活動を実

ફしています。

　この目的の下にɺ修士課程においては໿ 900 ༨名ɺ博士後期課程においてはɺ30 名（課程博士）の修了生を社会にૹり出しɺ学քɺ

法૤քをはじΊɺ各छ士業ɺࠃՈ・஍方の各行੓機関などɺ各քのୈ一ઢにおいてண実͔つݎ実な活༂をしておりɺ஍Ҭ社会に大き

くݙߩしています。

	2
 大学院๏学研究Պのಛ৭
ҭ課程ڭ
　大学院法学研究科ではɺ平成 7 年度͔ら教育課程を変更しɺ2 ηϝスター制度（研究指導をআく授業科目を൒期։講ʹ１科目 2

୯位）を࠾用しています。これはɺैདྷの通年科目では成し得な͔ったɺ「学生の研究目的に応じた授業科目を഑置することによっ

てɺ෯޿くߴ度なઐ໳的஌ࣝの修得」ができるように഑置されたものです。۩ମ的にはɺ「理論研究」ɺ「൑例研究」ɺ「ൺֱ法研究」

という࿈ଓੑを࣋った಺༰を基ຊ的なߏ成としています。

	ú
 ໊৓大学๏学ձ
　大学は教育機関であるとともに研究機関でもあります。

　名城大学法学会はɺ研究機関としての名城大学の໋࢖を達成するたΊにɺ法学部教৬員および学生ɺさらに޿くࢍॿ会員をも含Ί

てߏ成される学಺研究組৫でありɺ年 4 ճの研究ࢽ「名城法学」のץ行とɺ教授の研究業績をまとΊた「名城法学૓書」及び「名城

大学法学会બ書」をਵ時ൃ行しています。さらにまた研究会・学ज़講ԋ会を։࠵するなど各छの事業をӦみɺ学ज़研究のൃలにد༩

しています。

　このような組৫と活動の಺༰͔らも明ら͔なようにɺ名城大学法学会はɺ法学部ͦれࣗମと不ଈ不཭のີۓな関係に立つものであ

りɺ法学部のൃలを͑ࢧる基ૅとなっています。

　機関ࢽ「名城法学」は法学部の前਎である法学科の૑ઃとಉ時に૑ץされて以དྷɺ法学部教授ਞの学໰的業績をͻΖく学քにൃ表

してきておりɺطに 72 。く評価されていますߴのͻとつとしてࢽࡶの法学քにおける学ज़ࠃに及んでɺわがר

　ಉࢽは会員にແ料഑付されɺ഑付の時期・৔ॴはɺൃ行の౎度ɺ掲示されます。

　またɺ大学院修士課程の修士論文のதでɺ༏लな論文΍ɺ修士論文のཁࢫɺͦ の他各छ業績をまとΊたものをɺ名城法学論 （ू年 １ճ）

としてץ行しています。

　名城大学法学会はɺ以上のॾ事業の΄͔ɺ学生ॾ܅のࣗओ的な研究成果のൃ表を期଴してɺ研究ൃ表会を։࠵しています。
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úɽཤ修ཁ߲
	1
 修士課程

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧
専
修
分
野

（
専
修
科
目
）

त　業　Պ　໨
୯ 位 数

୲　　౰　　ڭ　　һ ৬ڭ
ٛ ߨ 研究

ಋࢦ

憲
法
学

ݑ 法 ᶗ（ ౷ ࣏ 機 ߏ ） 2 ২໦　३ ˑ
ݑ 法 ᶘ（ ਓ ݖ อ ো ） 2 ۙ౻　ರ ˑ
ݑ 法 ᶙ 	 ݑ 法 ૌ ু 
 2 Տ๺༸հ ˑ
ݑ 法 ᶚ 	 ൺ ֱ ݑ 法 
 2 ২໦　३ ˑ
ݑ 法 （ɒ ଟ 文 Խ ڞ 生 ） 2 ۙ౻　ರ ˑ
ެ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 ۙ౻　ರ・২໦　३・Տ๺༸հ
ެ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 ۙ౻　ರ・২໦　३・Տ๺༸հ

行
政
法
学

行 ੓ 法 ᶗ 	 一 ൠ 理 論 
 2 ൺਓࠀԬ࡫ ˑ
行 ੓ 法 ᶘ 	 行 ੓ 作 用 法 
 2 ๺޺ݟհ ˑ
行 ੓ 法 ᶙ 	 ஍ 方 ࣗ ࣏ 法 
 2 ౉ᬑ　࿰ ˑ
行 ੓ 法 ᶚ 	 行 ੓ ٹ ࡁ 法 
 2 ঙଜ༐ਓ ˑ
行 ੓ 法 ᶛ 	 行 ੓ 組 ৫ 法 
 2 2024 年度は։講せず
ެ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 ঙଜ༐ਓ・౉ᬑ　࿰・๺޺ݟհ・࡫Ԭࠀൺਓ
ެ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 ঙଜ༐ਓ・౉ᬑ　࿰・๺޺ݟհ・࡫Ԭࠀൺਓ

租
税
法
学

ે ੫ 法 ᶗ（ 総 論 ） 2 ҏ઒正थ ˑ
ે੫ 法ᶘ（ે੫ ૪ ু 法・ख ଓ 法 ） 2 （അ৔　ཅ） ˑ
ે ੫ 法 ᶙ（ ॴ 得 ੫ ） 2 ҏ઒正थ ˑ
ે ੫ 法 ᶚ（ 法 ਓ ੫ ） 2 （長୩઒හ໵） ˑ
ે ੫ 法 ᶛ（ ૬ ଓ ੫ ） 2 （ླ໦य़ඒ） ˑ
ે ੫ 法 ᶜ（ ফ අ ੫ ） 2 （加౻ٱ໵） ˑ
ެ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 ҏ઒正थ
ެ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 ҏ઒正थ

国
際
法
学

ࠃ 際 法 ᶗ 	 総 論 
 2 ᥂ାՂ༞ ˑ
ࠃ 際 法 ᶘ 	 各 論 
 2 ᥂ାՂ༞ ˑ
ࠃ 際 法 ᶙ 	 組 ৫ 
 2 2024 年度は։講せず ˑ
ࠃ 際 法 ᶚ 	 ਓ ݖ 
 2 2024 年度は։講せず
ެ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 ᥂ାՂ༞
ެ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 ᥂ାՂ༞

刑
事
法
学

ܐ 事 法 ᶗ 	 ܐ 法 理 論 
 2 ҏ౻྄٢ ˑ
ܐ 事 法 ᶘ 	 ܐ 法 ൑ 例 
 2 ೋຊ℮੣ ˑ
ܐ 事 法 ᶙ 	 ܐ 事 ૌ ু 法 
 2 ҏ౻博࿏ ˑ
ܐ 事 法 ᶚ 	 ܐ 事 ੓ ࡦ 
 2 ഡ໺࢙و ˑ
ܐ 事 法 ᶛ 	 ݱ ୅ ܐ 事 法 
 2 ୌ୩ӳ޾ ˑ
ެ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 ҏ౻྄٢・ҏ౻博࿏・ೋຊ℮੣・ഡ໺࢙و・ୌ୩ӳ޾
ެ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 ҏ౻྄٢・ҏ౻博࿏・ೋຊ℮੣・ഡ໺࢙و・ୌ୩ӳ޾

民
法
学

ຽ 法 ᶗ 	 総 ଇ 
 2 ໺ޱ大作 ˑ
ຽ 法 ᶘ 	 ࠴ ݖ 総 論 
 2 ໺ޱ大作・઒ݩओ੫ ˑ
ຽ 法 ᶙ 	 ࠴ ݖ 各 論 
 2 ઒ݩओ੫ ˑ
ຽ 法 ᶚ 	 ෺ ݖ 
 2 Ծ԰ಞࢠ ˑ
ຽ 法 ᶛ 	 ਌ ଒ 
 2 ࢠو下༞ࢁ ˑ
ຽ 法 ᶜ 	 ૬ ଓ 
 2 ࢠو下༞ࢁ ˑ
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 ໺ޱ大作・Ծ԰ಞࢠ・઒ݩओ੫・ࢁ下༞ࢠو
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 ໺ޱ大作・Ծ԰ಞࢠ・઒ݩओ੫・ࢁ下༞ࢠو

国
際
私
法
学

ࠃ 際 ࢲ 法ᶗ	 ࠃ 際 ຽ 事 ख ଓ 法 
 2 2024 年度は։講せず ˑ
ࠃ 際 ࢲ 法 ᶘ 	 準 拠 法 
 2 2024 年度は։講せず ˑ
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 2024 年度は։講せず
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 2024 年度は։講せず
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त　業　Պ　໨
୯ 位 数

୲　　౰　　ڭ　　һ ৬ڭ
ٛ ߨ 研究

ಋࢦ

企
業
法
学

ا 業 法 ᶗ 	 ا 業 組 ৫ 法 
 2 ᖛଜ実ࢠ ˑ
ا 業 法 ᶘ 	 ۚ ༥・ ༗ 価 証 ݊ 法 
 2 長୩઒೫理 ˑ
ا 業 法 ᶙ 	 ا 業 取 Ҿ 法 
 2 ߂ຊ஧ࢁ ˑ
ا 業 法 ᶚ 	 ஌ 的 ࡒ ࢈ 法 
 2 2024 年度は։講せず ˑ
ا 業 法 （ɒ ا 業 取 Ҿ と ੫ ຿ ） 2 2024 年度は։講せず ˑ
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 ࢠ長୩઒೫理・ᖛଜ実・߂ຊ஧ࢁ
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 ࢠ長୩઒೫理・ᖛଜ実・߂ຊ஧ࢁ

民
事
手
続
法
学

ຽ 事 ख ଓ 法 ᶗ 	 ຽ 事 ૌ ু 法 
 2 前ాஐ඙ ˑ
ຽ事खଓ法ᶘ	 ຽ事ࣥ行・อશ法 
 2 ༄୔༤ೋ ˑ
ຽ 事 ख ଓ 法 ᶙ 	 ౗ ࢈ 法 
 2 日ൺ໺ହٱ ˑ
ຽ事खଓ法ᶚ 	 ൑֎ฆ૪ॲ理制度ࡋ 
 2 前ాஐ඙ ˑ
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 日ൺ໺ହٱ・前ాஐ඙・༄୔༤ೋ
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 日ൺ໺ହٱ・前ాஐ඙・༄୔༤ೋ

社
会
法
学

࿑ ಇ 法ᶗ	 ݸ ผ 的 ࿑ ಇ 関 係 法 
 2 ༄ᖒ　෢ ˑ
࿑ ಇ 法ᶘ 	 ू ஂ 的 ࿑ ಇ 関 係 法 
 2 ༄ᖒ　෢ ˑ
ܦ ࡁ 法 ᶗ 	 総 論 
 2 ઒ݪউඒ ˑ
ܦ ࡁ 法 ᶘ（ 各 論 ） 2 ઒ݪউඒ ˑ
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶗ 4 ༄ᖒ　෢・઒ݪউඒ
ࢲ 法 研 究 指 導 ᶘ 4 ༄ᖒ　෢・઒ݪউඒ

法
哲
学

法 ఩ 学 ᶗ 	 法 理 論 
 2 ୓࢙࡚ݟ ˑ
法 ఩ 学 ᶘ 	 正 義 論 
 2 ୓࢙࡚ݟ ˑ
法 社 会 学 ᶗ 	 総 論 
 2 前ాஐ඙ ˑ
法 社 会 学 ᶘ 	 各 論 
 2 2024 年度は։講せず ˑ
基 ૅ 法 学 研 究 指 導 ᶗ 4 ୓࢙࡚ݟ
基 ૅ 法 学 研 究 指 導 ᶘ 4 ୓࢙࡚ݟ

法
制
史
学

法 制 ࢙ ᶗ 	 日 ຊ 法 制 ࢙ 
 2 ୅ాਗ਼࢚ ˑ
法制࢙ᶘ 	 日ຊ法制࢙࢙料解題 
 2 ୅ాਗ਼࢚ ˑ
法 制 ࢙ ᶙ 	 ੢ ༸ 法 制 ࢙ 
 2 ੢ଜو༟ ˑ
法制࢙ᶚ 	 ੢༸法制࢙࢙料解題 
 2 ੢ଜو༟ ˑ
基 ૅ 法 学 研 究 指 導 ᶗ 4 দాܙඒࢠ・੢ଜو༟・୅ాਗ਼࢚
基 ૅ 法 学 研 究 指 導 ᶘ 4 দాܙඒࢠ・੢ଜو༟・୅ాਗ਼࢚

政
治
学

੓ ࣏ 学 ᶗ 	 ੓ ࣏ 理 論・ ࢥ ૝ 
 2 ਔҪాਸ ˑ
੓ ࣏ 学 ᶘ 	 行 ੓ 学 
 2 ∁দ३໵ ˑ
੓ ࣏ 学 ᶙ 	 ࠃ 際 ੓ ࣏ 学 
 2 2024 年度は։講せず ˑ
੓ ࣏ 学 ᶚ 	 ੓ ࣏ 過 程 論 
 2 দຊढ़ଠ ˑ
੓ ࣏ 学 研 究 指 導 ᶗ 4 দຊढ़ଠ・∁দ३໵・ਔҪాਸ・໼ౢ　ޫ
੓ ࣏ 学 研 究 指 導 ᶘ 4 দຊढ़ଠ・∁দ३໵・ਔҪాਸ・໼ౢ　ޫ

関
連
分
野

֎ ࠃ 法 ᶗ 	 ӳ ถ 法 
　̡ ӳ 語 ʳ 2 দాܙඒࢠ ˑ
֎ ࠃ 法ᶘ 	 大 ཮ 法 
　̡ ド イπ 語 ʳ 2 ੢ଜو༟ ˑ
法ᶘ（大཮法ࠃ֎ ）̡ ϑランス語ʳ 2 2024 年度は։講せず ˑ
基 ૅ 法 特 ผ 	 ౦ ༸ 法 ࢙ 論 
 2 দాܙඒࢠ
੓ ࣏ 学 特 ผ（ ੓ ࣏ ࢙ ） 2 2024 年度は։講せず
੓ ࣏ 学 特 ผ（ ֎ ަ ࢙ ） 2 ໼ౢ　ޫ
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ᶄ ཤ修ํ๏・修ྃཁ݅
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。
2�ɽ授業科目のத͔ら１部໳（研究指導ᶗ4 ୯位ɺ研究指導ᶘ4 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。ઐ修科目の΄͔ɺ
関࿈科目 22 ୯位以上をબ୒ཤ修しなけれ͹なりません。
3ɽ上記のઐ修科目はɺあら͔じΊ入学時にબ୒した部໳とします。
4�ɽઐ修科目の研究指導を୲当する教授を当該学生の指導教授としɺ学生は授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ɺͦの他研究一ൠに
ついてɺͦの指導をडけるものとします。
5�ɽે੫法学ઐ߈の学生はɺ「ݑ法学」「ຽ法学」「ا業法学」の授業科目のな͔͔ら 4 ୯位（2 科目）以上を修得することをඞ修
とします。
6ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

　修了にඞཁな科目および୯位数
ߨ ٛ Պ ໨ 関࿈科目 22 ୯位以上
研 究 ࢦ ಋ Պ ໨ ઐ修科目 8 ୯位

ܭ　　　　　߹ 30 ୯位以上

ᶅ 学位त༩基準・論文৹ࠪ基準
学位त༩基準
　ઐ修科目 8 ୯位（研究指導ᶗɺᶘ）および関࿈授業科目 22 ୯位以上を修得しɺ͔つ修士の論文৹ࠪに合格すること。
論文৹ࠪ基準
　論題につきɺઌ行研究を౿ま͑つつɺ論文が適切にߏ成されるとともにɺঀड़が論理的にల։されていること。

ᶆ ๏学研究Պ 修士課程 研究ࢦಋ（学位論文࡞成）εέδϡʔϧ（Ϟσϧ）
೥࣍ ݄ 学　生 һ　ڭ　ಋ　ࢦ

１
年
次

4

入学　指導教員ܾ定
研究指導ᶗのड講
研究ςーϚのબ定

研究ςーϚに関する基ૅ理論の修得
資料ऩू法の修得

研究指導ᶗの։࢝
基ૅ理論の教授
資料ऩू法の教授

２
年
次

4
論文ςーϚのܾ定
研究指導ᶘのड講

研究指導ᶘの։࢝
１１ 論文ௐ書の提出

１ 論文提出

2 論文৹ࠪ
ओࠪ・෭ࠪによる論文৹ࠪ

研究科ҕ員会での合൱൑定・修了൑定

3 修了 （ࣜ大学院修了ɿ学位授༩）
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	2
 博士後期課程
ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧

ઐ 修 ෼ ໺ त 業 Պ ໨ ୯位数 ୲ ౰ ڭ һٛߨ ԋश

ݑ 法 学 ݑ 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶛ 2 ۙ౻　ರ・২໦　३
ݑ 法 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4 ۙ౻　ರ・২໦　३

行 ੓ 法 学 行 ੓ 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶛ 2 ҏ઒正थ・౉ᬑ　࿰
行 ੓ 法 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4 ҏ઒正थ・౉ᬑ　࿰

ࠃ 際 法 学 ࠃ 際 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶚ 2
ࠃ 際 法 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4

ܐ 事 法 学 ܐ 事 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶛ 2 ҏ౻྄٢・ҏ౻博࿏・ೋຊ℮੣
ܐ 事 法 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4 ҏ౻྄٢・ҏ౻博࿏・ೋຊ℮੣

ຽ 法 学 ຽ 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶜ 2 ໺ޱ大作
ຽ 法 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4 ໺ޱ大作

ࠃ 際 ࢲ 法 学 ࠃ 際 ࢲ 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶚ 2
ࠃ 際 ࢲ 法 特 घ 研 究 指 導ᶗ〜 ᶙ 4

ا 業 法 学 ا 業 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶛ 2 ߂ຊ஧ࢁ
ا 業 法 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4 ߂ຊ஧ࢁ

ຽ 事 ख ଓ 法 学 ຽ 事 ख ଓ 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶚ 2 前ాஐ඙・日ൺ໺ହٱ・༄୔༤ೋ
ຽ 事 ख ଓ 法 特 घ 研 究 指 導ᶗ〜ᶙ 4 前ాஐ඙・日ൺ໺ହٱ・༄୔༤ೋ

社 会 法 学
࿑ ಇ 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶘ 2 ༄ᖒ　෢
ܦ ࡁ 法 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶘ 2
社 会 法 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4 ༄ᖒ　෢

法 ఩ 学
法 ఩ 学 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶘ 2
法 社 会 学 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶘ 2
法 ఩ 学 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4

法 制 ࢙ 学 法 制 ࢙ 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶚ 2 দాܙඒࢠ
法 制 ࢙ 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4 দాܙඒࢠ

੓ ࣏ 学 ੓ ࣏ 学 特 घ 研 究 ᶗ 〜 ᶚ 2 দຊढ़ଠ
੓ ࣏ 学 特 घ 研 究 指 導 ᶗ 〜 ᶙ 4 দຊढ़ଠ

ᶄ ཤ修ํ๏・修ྃཁ݅
１ɽ学生はɺ3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法により１6 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。
2ɽ授業科目のத͔ら１部໳（特घ研究指導ᶗ・ᶘ・ᶙ）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。
ઐ修科目の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目のத͔ら 4 ୯位以上બ୒ཤ修しなけれ͹なりません。

3ɽ上記のઐ修科目はɺあら͔じΊ入学時にબ୒した部໳とします。
4�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺͦの指導をडけるも
のとします。
5ɽ博士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

　修了にඞཁな科目および୯位数

研 究 Պ ໨ 授業科目のう 「ͪ特घ研究」のத͔ら 4 ୯位以上（ただしɺ指導教員以֎の教員が୲当
する科目 2 ୯位以上を含む）

研 究 ࢦ ಋ Պ ໨ ઐ修科目 １2 ୯位
ܭ　　　　　߹ １6 ୯位以上

ᶅ 学位त༩基準・論文৹ࠪ基準
学位त༩基準
　課程博士の৔合ɺ博士後期課程を修了することをཁしɺ課程博士ɺ論文博士とも博士の論文৹ࠪに合格すること。
論文৹ࠪ基準
　修士課程論文৹ࠪ基準に加͑てɺ৽たな஌ݟの༗ແ等ɺ学քにݙߩするものであること。

ᶆ ๏学研究Պ 博士後期課程 研究ࢦಋ（学位論文࡞成）εέδϡʔϧ（Ϟσϧ）
೥࣍ ݄ 学　生 һ　ڭ　ಋ　ࢦ

１
年
次

4
入学　指導教員ܾ定
特घ研究指導ᶗのड講
研究ςーϚのબ定

博士学位論文作成にඞཁな理論・研究法の修得

特घ研究指導ᶗの։࢝
博士学位論文作成にඞཁな理論・研究法の教授

２
年
次

4 特घ研究指導ᶘのड講
博士学位論文作成։࢝

特घ研究指導ᶘの։࢝
博士学位論文作成指導

３
年
次

4 特घ研究指導ᶙのड講
博士学位論文作成

特घ研究指導ᶙの։࢝
博士学位論文作成指導

１0 論文の提出・৹ࠪਃ੥ ৹ࠪҕ員会のฤ成
１〜 2 博士学位論文ެௌ会・最ऴ試験 ओࠪ・෭ࠪによる論文৹ࠪ
2 研究科ҕ員会での合൱൑定・修了൑定
3 修了 （ࣜ大学院修了ɿ学位授༩）
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ܦ Ӧ 学 研 究 Պ

目　　　࣍

�ҭ研究上の໨తڭཆ成໨త　ͦのଞࡐӦ学研究Պのਓܦ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 68

1ɽ ओͳ೥ؒ行ࣄ � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 70

2ɽ ܦӦ学研究Պに͍ͭて� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �70

úɽ 研究ࢦಋϓϩηε �ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 7１

ûɽ ཤ修ཁ߲ �ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 73

	１
 修士課程�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �73

① 授業科目および୲当教員一覧 � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 73

ᶄ ཤ修方法 � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 74

ᶅ 修了ཁ݅ � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 74

ᶆ 学位授༩基準・学位論文৹ࠪ基準 � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 74

	2
 博士後期課程�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �74

① 授業科目および୲当教員一覧 � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 74

ᶄ ཤ修方法 � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 75

ᶅ 修了ཁ݅ � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 75

ᶆ 学位授༩基準・学位論文৹ࠪ基準 � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 75
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経営学研究科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

経営学研究科は、21 世紀のグローバル化社会における営利 ･ 非営利組織体の運営に係る実践的理論を
追求し、問題解決能力を有する研究職 ･ 専門職人材及び高度専門職人材の養成を目的とする。

修士課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

と定Ίた「2１ࡐ修士課程はɺຊ学立学のਫ਼ਆのもとでɺຊ研究科がཆ成す΂きਓ߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ のάϩーόルԽ社会におلੈ
けるӦར・ඇӦར組৫ମのӡӦに係る実ફ的理論を௥ٻしɺ໰題解ܾೳྗを༗する研究৬・ઐ໳৬ਓࡐ及びߴ度ઐ໳৬ਓࡐ」に照らしɺ
࣍の資࣭・ೳྗを਎につけた学生に修士（ܦӦ学）の学位を授༩します。

度৬業会計ਓߴ৔でൃ生するॾ課題の解ܾに取り組む৬業ਓとしてɺあるいはɺ੫理士・会計士等のݱ業اӦ学研究者としてɺܦ①
としてɺ活༂するたΊにඞཁとされるઐ໳஌ࣝを修得しɺߴい倫理؍と学ज़的ݟ஍͔らɺ૑造的な研究に基ͮいて社会・ا業ݱ৔
におけるॾ໰題のຊ࣭を௫みɺ課題をࣗらઃ定することができɺͦしてɺ課題解ܾにむけてઌ行研究のݕ౼΍ΤϏデンスに基ͮく
໖ີでެ正な࡯ߟができる。
ᶄ「ܦӦ学・ものͮくりγスςϜίース」または「会計学・ϑΝイφンスίース」において修得した஌ࣝと実ફ的研究ೳྗに基ͮきɺά
ϩーόルԽ・৘ใԽの進లによってෳࡶԽするܦӦに対してɺ組৫ਓとしてɺܦӦγスςϜをઐ໳的͔つશମ的ࢹ໺͔らઃ計・改ળ
することができる。またɺߴ度な会計的・ࡒ຿的ઐ໳ೳྗを༗する者としてɺ会計・ϑΝイφンス行動のҙຯを十分に理解しɺ適切
な会計ॲ理と会計・ࡒ຿γスςϜのઃ計・改ળができる。あるいはɺ研究者としてɺӦར・ඇӦར組৫ମのӡӦに係わるॾ課題につ
いてɺ理論的・ٕ法的なೳྗのश得に基ͮいてߴ度な研究活動をࣗ立的におこなうことができる。
ᶅا業ਓとしてɺ৬業ਓとしてɺ組৫΍社会においてൃ生するॾ課題に日ʑ௚໘しɺ解ܾしてい͔なけれ͹ならない。解ܾࡦの実行
は結果をもたらしɺ社会΍組৫に関する理解ɺ課題の理解ɺ解ܾࡦの༗ޮੑについてɺଟ໘的・総ମ的に評価・ݕ証してい͔ね͹
ならない。組৫΍社会のߏ成員としてɺ໾ׂを਱行してΏくたΊには「学び」によって責任分୲の৬຿਱行ೳྗのܧଓ的な向上と
ともにɺڠಇ者と「学び」の成果を分͔ͪ合いɺશମとしての課題解ܾೳྗを向上してい͔なけれ͹ならない。こうしたことを理解しɺ
ࣗら「学び」ɺ「学び」の成果を分͔ͪ合うことができる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

修士課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけさせるたΊɺίース制߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ
をとりɺ「ܦӦ学・ものͮくりγスςϜίース」及び「会計学・ϑΝイφンスίース」をઃ定しています。ઐ໳ੑをମܥ的にਂΊることを
ねらいとしてઃ定された 2 つのίースはɺともにίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ
実施します。

①ίースϫーΫではɺ「ܦӦ学・ものͮくりγスςϜίース」ではɺ基ૅ的な理論΍ख法のश得とともにɺάϩーόルԽ・৘ใԽの進
లに対応するݱ୅的・総合的ΧϦΩュラϜとなっておりɺ「会計学・ϑΝイφンスίース」ではɺάϩーόルԽ・৘ใԽの進లのもとでɺ
。度৬業会計ਓの育成をΊざしたΧϦΩュラϜとなっているߴ΍ɺࡐ度ԽするϑΝイφンス分໺の理論的・実ફ的ೳྗを༗するਓߴ
2 つのίースともにɺ講義・ԋश等を適切に組み合わせてɺઐ໳分໺に関するਂい学ࣝɺઐ໳分໺にྡ઀する学ࣝ等を修得させɺ
あわせてɺ他のίースで։講される科目のཤ修をՄೳにすることによってଟ༷な分໺の஌ݟを֫得させɺઐ໳分໺を௒͑たا業・
組৫ମのશମ૾͔らのࢹ໺に立ってɺ更なるઐ໳分໺の理解・学ࣝをਂΊることができるようにする。またɺ入学時においてܾ定
される指導教員のもとでɺઌ行研究・資料のऩूɺ文ݙ・資料のಡ解ྗɺ論理的ྗߟࢥɺ૑造的な論理ߏஙྗɺߴい倫理؍等を਎
につけるたΊɺ研究指導科目が։講されている。指導教員はɺ指導学生の研究ςーϚ・໰題ҙࣝ等に照らしɺ科目ཤ修の指導をお
こなう。他方ɺୈ一ઢで活動するا業ਓ΍実຿ՈとしてのΩϟϦアを༗する講ࢣによる科目が։講されɺ実຿ݱ৔で஌ࣝ・理論΍ス
Ωルを適用できるようにする。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ入学時に研究指導教員がܾ定されɺ研究指導科目においてɺ2 年ؒ一؏して修士論文作成の指導をडける。
この過程でɺ研究活動にඞཁな࢟੎ɺ方法ɺ論理的ߏ・ߟࢥஙྗɺߴい倫理ੑ等を਎につけさせɺまたɺࣗݾの研究が࣋っている
社会的ҙຯɺ社会的ݙߩの಺༰等をਂく認ࣝさせɺ社会における「஌」の在り方に対するࣝݟに基ૅ付けた実ફ的研究をՄೳとす
るೳྗをश得させɺこれによって໰題解ܾのたΊに活͔すことができるようにする。
ᶅগਓ数・૒方向の授業ମ制を࠾りɺ講義科目においてもɺ教員による一方的な講義ではなくɺड講生のൃݴをଅしɺड講生のؒでのディ
スΧογϣンを含Ίてɺٞ論を講義のதに取り入れている。こうしたٞ論による実ફを通してɺଟ༷な͑ߟ方のड༰ɺٞ論における
論点の੔理の仕方等をೳ動的ɺओମ的参加によってश得していくことができるようにする。またɺ修士論文の作成を͑߇ている 2
年生を対৅とする修士論文ใࠂ会に参加しɺ指導教員以֎の教員・学生とのディスΧογϣンによってもɺଟ༷な͑ߟ方へのड༰ɺ
ٞ論における論点の੔理の仕方等をೳ動的ɺओମ的参加によってश得していくことができるようにする。こうしたことを通してɺ生
֔にわたってɺ他者とのҙ׵ަݟによってओମ的な学び΍ɺ૬ޓ理解ができるようにする。
ᶆ学修成果に対する成績評価と୯位認定についてはɺγラόスにおいて示した成績評価方法及び評価基準に準拠してݫ格に行う。学
位論文についてはɺ研究科ҕ員会によってબ出された৹ࠪҕ員によってɺʬ学位論文৹ࠪ基準ʭに基ͮき৹ࠪされた後ɺ৹ࠪ結果
が研究科ҕ員会にใࠂされɺ研究科ҕ員会によってݫ格に評価される。またɺ学生のকདྷઃ計΍໰題関৺にしたがってɺ学生とよ
く࿩し合いɺ学生の達成度をྀߟに入れながらɺओମ的な学びがଅ進されるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

ཆ成目的ɺ教育目標・಺༰を理解しɺ学部または大学院の教育課程等における学ࡐ修士課程はɺຊ研究科のਓ߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ
修を通してɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをडけ入れます。

。Ӧ学あるいは会計学・ϑΝイφンスに関するɺ学修の基ૅとなる基ૅ学ྗ及びઐ໳分໺における基ૅ的な஌ࣝを修得しているܦ①
ᶄ入学をر๬する者はɺ組৫ܦӦのݪ理΍ܦӦ課題の解明とɺ課題解ܾに௅ઓする೤ҙɺࣗݾ実ݱのखஈとしてى業などをࢤすϑϩ
ンςィアਫ਼ਆɺあるいはɺܦӦϓϩηスをॏࢹできる会計ਓになりたいというҙཉと目的ҙࣝがある。
ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺܦӦ学研究者としてɺا業ݱ৔でൃ生するॾ課題の解ܾに取り組む৬業ਓとしてɺあるいはɺ
੫理士・会計士等のߴ度৬業会計ਓとして学びଓけるҙཉがある。
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博士後期課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

のάϩーόルԽ社会لと定Ίた「2１ੈࡐ博士後期課程はɺຊ学立学のਫ਼ਆのもとでɺຊ研究科がཆ成す΂きਓ߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ
におけるӦར・ඇӦར組৫ମのӡӦに係る実ફ的理論を௥ٻしɺ໰題解ܾೳྗを༗する研究৬・ઐ໳৬ਓࡐ及びߴ度ઐ໳৬ਓࡐ」に照らしɺ
࣍の資࣭・ೳྗを਎につけた学生に博士（ܦӦ学）の学位を授༩します。

評価΍ΤϏデンスに基ͮ・౼ݕ஍͔らɺઌ行研究の൷൑的ݟと学ज़的؍い倫理ߴӦ学の特定の分໺においてઐ໳஌ࣝを修得しɺܦ①
く໖ີでެ正な࡯ߟに基ͮいてɺΦϦジφϦςィのある研究成果を生み出すことができるೳྗを਎につけɺ෺事のެ正な൑அをする
ことができる。
ᶄܦӦ学研究者としてɺا業ݱ৔で活༂する৬業ਓとしてɺあるいはɺ੫理士・会計士等のߴ度৬業会計ਓとしてɺͦのઐ໳ೳྗ΍ݟ
ࣝをɺͦれͧれの৬責において௚໘するॾ課題の解ܾに活用することができɺ社会΍組৫のൃలにݙߩすることができる。
ᶅ社会・組৫のߏ成員であることを֮ࣗしɺ各ࣗがࣗओ的・ࣗ立的に୳究৺をもって「学び」ɺͦの成果を分͔ͪ合うことが社会を๛͔
にするとともにɺࣗ分ࣗ਎を๛͔にするということを理解しɺ成果を分͔ͪ合うことができる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

博士後期課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけさせるたΊɺίー߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ
スϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ講義・ԋश等を適切に組み合わせてɺઐ໳分໺に関するਂい学ࣝɺઐ໳分໺の研究をਂΊるたΊにඞཁとなる஌ ・ࣝ
スΩル等を修得させる。このたΊにɺܦӦ学ɺ会計学ɺܦӦࡒ຿論の各分໺における講義科目によって研究科が組৫的にࢧԉする。
またɺ入学時においてܾ定される指導教員の指導のもとでɺઌ行研究・資料のऩू・൷൑的ݕ౼・評価ɺ論理的ྗߟࢥɺ૑造的な
論理ߏஙྗɺߴい倫理؍等を਎につけるたΊɺ研究指導科目が։講される。ඞཁに応じてɺ研究指導科目は指導教員にෳ数୲当者
が加わるूஂ指導ମ制によって実施される。指導教員はɺ指導学生の研究ςーϚ・໰題ҙࣝ等に照らしɺ科目ཤ修の指導をおこなう。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教員による研究指導とともにɺඞཁに応じてɺूஂ指導ମ制をとる。こうした指導ମ制によってɺ3 年ؒ
で研究成果を論理的にまとΊることができるようにしɺ学会・研究会での研究ൃ表΍１ฤ以上のࠪಡ付き論文の作成ができるように
する。またɺ博士論文作成に関してもɺຊ研究科博士後期課程ॴଐશ教員によるϫーΫγϣοϓを։きɺ研究科総ମとしてࢧԉする
ମ制をとりɺ࣭がߴい研究論文が作成できるようにする。
ᶅ講義科目及び研究指導科目のશ科目においてগਓ数・૒方向の授業ମ制をとりɺೳ動的学修が実施される。学生によるൃ表ɺ࣭ٙ
応౴を含Ίɺٞ論による実ફを通してɺଟ༷な͑ߟ方のओମ的ೳ動的なड༰ɺٞ論における論点の੔理の仕方等をश得していくこ
とができるようにする。またɺ学会・研究会に参加しɺ指導教員以֎の教員・学生とのディスΧογϣンに参加することによってもɺ
ଟ༷な͑ߟ方のड༰ɺٞ論における論点の੔理の仕方等をೳ動的・ओମ的にश得していくことができるようにする。こうしたことを
通してɺ生֔にわたってɺ他者とのҙ׵ަݟによるओମ的な学び΍ɺ૬ޓ理解ができるようにする。
ᶆ学修成果に対する成績評価と୯位認定についてはɺγラόスにおいて示した成績評価方法及び評価基準に準拠してݫ格に行う。学
位論文についてはɺ研究科ҕ員会によってબ出された৹ࠪҕ員によってʬ学位論文৹ࠪ基準ʭに基ͮき༧උ৹ࠪをおこないɺ研究
科ҕ員会によって৹ࠪ結果がঝ認された後ɺຊ৹ࠪに入る。ެௌ会の։࠵を含Ίɺ৹ࠪҕ員による৹ࠪ結果が研究科ҕ員会にใࠂ
されɺ研究科ҕ員会によってݫ格に৹ٞされる。またɺ学生のকདྷઃ計΍໰題関৺にしたがってɺ学生とよく࿩し合いɺ学生の達成
度をྀߟに入れながらɺओମ的な学びがଅ進されるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

ཆ成目的ɺ教育目標・಺༰を理解しɺ大学院の教育課程等における学修を通ࡐ博士後期課程はɺຊ研究科のਓ߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ
してɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをडけ入れます。

。຿に関するɺ学修の基ૅとなる基ૅ学ྗ及びઐ໳分໺における基ૅ的な஌ࣝを修得しているࡒӦܦӦ学ɺ会計学あるいはܦ①
ᶄ入学をر๬する者はɺݱ実へのߴくてਂい関৺とԢ੝な୳究৺をもͪɺا業・ܦӦの未解ܾ課題に取り組むҙཉɺܦӦ学分໺の未
解ܾ課題に取り組みɺ৽たな理論的஍平を切り։こうとするҙཉを࣋つ者。
ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺܦӦ学研究者としてɺا業ݱ৔でൃ生するॾ課題の解ܾに取り組む৬業ਓとしてɺあるいはɺ
੫理士・会計士等のߴ度৬業会計ਓとして学びଓけるҙཉがある。
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1ɽओͳ೥ؒ行ࣄ
前　　　　期 後　　　　期

４
月

入学ࣜ
৽入生ΦϦΤンςーγϣン
前期授業։࢝
ཤ修ొ࿥
学生定期݈߁਍அ
ʬ9月修了ʭ修士・博士学位論文提出ཁྖ・ਃ੥用ࢴ഑付

９
月

ळق入学生ΦϦΤンςーγϣン
後期授業։࢝

１0
月 修士・博士学位論文提出ཁྖ・ਃ੥用ࢴ഑付

１１
月 大学ࡇ

１2
月

博士学位論文提出及び༧උ৹ࠪਃ੥
年಺授業ऴ了
学生ౙٳق業期ؒ　一੪ٳ業期 ʤؒ૭ޱด࠯ʥ

６
月ʬ9月修了ʭ博士学位論文提出及び༧උ৹ࠪਃ੥

７
月

ิ講
前期授業ऴ了
ʬ9月修了ʭ修士学位論文提出・໘઀৹ࠪ
ʬ9月修了ʭ博士学位論文ެௌ会・最ऴ試験

１
月

授業࠶։
ิ講
後期授業ऴ了
修士学位論文提出
博士学位論文ެௌ会・最ऴ試験

８
月 一੪ٳ業期 ʤؒ૭ޱด࠯ʥ ２

月 修士学位論文໘઀৹ࠪ

９
月

௥加ཤ修ొ࿥
ʬ9月修了ʭଔ業ࣜ

３
月

ଔ業ࣜ
࣍年度在学生ガイμンス

˞ৄし͍೔程͸ɺ໊৓大学ΧϨϯμʔΛࢀরして͍ͩ͘͞ɻ

2ɽܦӦ学研究Պに͍ͭて
　ຊ研究科ではίースをɺ「ܦӦ学・ものͮくりγスςϜίース」ɺ「会計学・ϑΝイφンスίース」に大ผしております。
点を基࣠としɺ特に࣍のࢹの基ຊに立ͪฦる「Ӧ学ܦ」ではɺ「Ӧ学・ものͮくりγスςϜίースܦ」　 2 点を特৭とする教育課程をฤ成し
ています。
①　基ຊ的な理論΍ख法とともにɺا業ܦӦのάϩーόルԽ・৘ใԽの進లに対応しうるݱ୅的・総合的なΧϦΩュラϜをઃ定しています。
ᶄ　「日ຊのものͮくり」にඞཁ不Մ欠な「άϩーόルԽ」「ܦӦઓུ」「生࢈γスςϜ」「஌的࢈ࡒ」「ى業」といったΩーϫードを含Ίたɺ
「進ԽするϗーϦスςィοΫ（IPMJTUJD）な生きたγスςϜ」としてのܦӦ学の௥ٻに౒Ίています。
　特にɺ「ものͮくりγスςϜྖҬ」ではɺैདྷの大学院教育に欠けていた実຿教育をɺஶ名会社のୈ一ઢで活༂するا業ਓ΍実຿Ո
等を講ࢣとして数ଟくটきɺ課題解ܾܕ講義として૒方向でల։しています。ͦしてɺا業͔ら೿ݣされる社会ਓ学生についてはɺ৬
৔にࠜざした໰題を研究課題としɺͦの解ܾࡦを修士論文にまとΊɺ৬৔でൃ表するなどしてɺߴい評価を得ています。
　またɺ「会計学ŋϑΝイφンスίース」ではߴɺ 度৬業会計ਓ（会計士・੫理士）ཆ成΍ɺ̞ ̩ٕज़のൃలとともにάϩーόルにల։されɺ
今後一૚ॏཁੑを૿していくϑΝイφンスྖҬのॾ໰題についてɺ理論的・実ફ的に適切に対応できるਓࡐの育成に౒Ίています。
2 つのίースではɺす΂ての講義科目を൒期 2 ୯位としてߏ成しておりɺ෯޿くߴ度なઐ໳஌ࣝの修得ができるように഑ྀしています。
またɺす΂ての学生はɺ入学時に֬定する指導教員の下でɺ2 年ؒのݸผの研究指導をडけることになります。
　ͦしてɺ社会ਓ学生に対してはɺ৬業と大学院における研究とが྆立できるようɺຖि౔༵日։講で 4 िؒ͝とに׬結する講義ܗ態（ܦ
Ӧ学・ものͮくりγスςϜίース）も࠾用しɺ「長期ཤ修学生制度」ɺ「த部஍۠ 5 大学院୯位׵ޓ制度」などの各छ制度を導入するなどɺ
研究科にूう学生のศٓに応͑ています。



þø

法
学
研
究
科

経
営
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

薬
学
研
究
科

都
市
情
報
学
研
究
科

人
間
学
研
究
科

総
合
学
術
研
究
科

úɽ研究ࢦಋϓϩηε
研究ࢦಋϓϩηε（修士課程）

１

年

第
１
セ
メ
ス
タ
ー

（入学時）　˔　ΦϦΤンςーγϣンにおいてɺ研究ςーϚ・研究計画書と教員の研究ྖҬに基ͮいて指導教員のϚον

ンά

˔　研究科ҕ員会においてɺ指導教員のঝ認

˔　修士課程 2 年ؒɺ指導教員の「研究指導」科目をཤ修しɺ指導教員の指導のもとでɺ研究課題に関する

ઌ行研究・研究方法・資料のऩू・ݕ౼ɺ修士学位論文の作成等をおこなう。

なおɺ大学院生の研究・修士学位論文作成の進௙に応じてɺඞཁな৔合ɺ「研究指導」科目の授業時ؒ֎に

も研究指導をおこなう৔合がある。

（த०）　　˔　修士課程 2 年生（9月課程修了）による修士学位論文事前ใࠂ会への参加

・他の院生の研究಺༰を஌りɺ޿く஌ࣝを֫得するとともにɺٞ論に参加することによってࣗ਎の研究活

動のܹࢗとする。

・指導教員以֎の研究科教員の͑ߟ方を学Ϳ

・ࣗ਎の研究活動のイϝージをもつことによってɺ今後の研究活動の参ߟとする。

第
2
セ
メ
ス
タ
ー

研究活動の進௙ঢ়گおよび後期の研究計画を指導教員にใࠂ

（த०）　　˔　修士課程 2 年生（3月課程修了）による修士学位論文ใࠂ会への参加

・他の院生の研究಺༰を஌りɺ޿く஌ࣝを֫得するとともにɺٞ論に参加することによってࣗ਎の研究活

動のܹࢗとする。

・指導教員以֎の教員の͑ߟ方を学Ϳ

・ࣗ਎の研究活動のイϝージをもつことによってɺ今後の研究活動の参ߟとする。

（下०）　　˔　「研究指導」科目の୯位取得のたΊに課題を提出する。

˔　修士学位論文のςーϚをܾ定しɺ指導教員にใࠂする。

2

年

第
１
セ
メ
ス
タ
ー

研究活動・修士学位論文作成の進௙ঢ়گおよびɺ修士学位論文׬成にむけてɺୈ １ηϝスターの研究計画を指導教員

にใࠂする。

（த०）　　˔　修士課程 2 年生（य़期課程修了）による修士学位論文事前ใࠂ会への参加

・他の院生の研究಺༰を஌りɺ޿く஌ࣝを֫得するとともにɺٞ論に参加することによってࣗ਎の研究活

動のܹࢗとする。

・指導教員以֎の教員の͑ߟ方を学Ϳ

・修士学位論文作成の۩ମ的なイϝージをもつことによってɺࣗ਎の修士学位論文作成の参ߟとする。

第
2
セ
メ
ス
タ
ー

研究活動・修士学位論文作成の進௙ঢ়گおよびɺ修士学位論文׬成にむけてɺୈ 2 ηϝスターの研究計画を指導教員

にใࠂする。

（ॳ०）　　˔　修士学位論文提出ཁྖの֬認

（த०）　　˔　修士学位論文事前ใࠂ会への参加

・指導教員を含む研究科教員ɺ院生の出席のもとでɺ修士学位論文のߏ成（目࣍ߏ成）および論文ཁࢫ

をൃ表。ͦの後ɺ࣭ٙ・応౴΄͔のٞ論をおこなう。指導教員を含Ίɺ指導教員以֎の教員のίϝント

΍アドόイスɺまたɺ࣭ٙ・応౴を通してɺࣗ分の修士学位論文の水準΍改ળ点を஌りɺ修士学位論文

の改ળにつなげる。

１１月（ळ期入学者 6月）˔　「修士学位論文に関するௐ書」提出

１ 月（ळ期入学者 7月）˔　修士学位論文提出

2 月（ळ期入学者 7月）˔　修士学位論文໘઀৹ࠪ・最ऴ試験（ޱ౴試໰）

（下०）　　˔　研究科ҕ員会においてɺ修士学位論文৹ࠪใࠂɺ修士学位論文合൱൑定・課程修了൑定

˔　大学ٞڠ会においてɺ研究科修士課程修了者の合൱൑定案を৹ٞ・ঝ認
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研究ࢦಋϓϩηε（博士後期課程）

１
　
　
・
　
　
2
　
　
年

（入学時）　˔　研究科ҕ員会においてɺ指導教員のঝ認

˔　博士後期課程 3 年ؒɺ指導教員の「研究指導」科目をཤ修しɺ指導教員の指導のもとでɺ

・研究課題のܾ定・研究計画の作成

・ઌ行研究・研究方法・資料のऩू・ݕ౼ɺ「ࠪಡ付き論文」のൃ表ɺ博士学位論文の作成等をおこなう。

またɺඞཁに応じてɺ研究科ҕ員会了ঝのもとで「研究指導」科目をෳ数୲当者がڞಉ୲当しɺूஂ的な指導

をとることがある。

なおɺ大学院生の研究・博士学位論文作成等の進௙に応じてɺඞཁな৔合ɺ「研究指導」科目の授業時ؒ֎に

も研究指導をおこなう৔合がある。

（各ηϝスター）　˔　学期はじΊにɺ研究活動・博士学位論文作成等の進௙ঢ়گおよび博士学位論文׬成にむけた研究計画

を指導教員にใࠂする。

˔　3 年生の博士学位論文ެௌ会に参加

・他の院生の研究಺༰を஌りɺ޿く஌ࣝを֫得するとともにɺ研究科ॴଐ教員とٞ論に参加することによっ

てࣗ਎の研究活動のܹࢗとする。

・ࣗ਎の研究活動・博士学位論文作成のイϝージをもつことによってɺ今後の研究活動の参ߟとする。

3

年

研究活動・博士学位論文作成等の進௙ঢ়گおよび博士学位論文׬成にむけた研究計画を指導教員にใࠂする。

（ୈ １ηϝスター）　˔　「学位論文ϫーΫγϣοϓ」（研究科ॴଐ教員参加）をཤ修しɺ博士学位論文に関するใݕ・ࠂ౼等を

おこなう。指導教員を含Ίɺ指導教員以֎の教員のίϝント΍アドόイスɺまたɺ࣭ ・ٙ応౴を通してɺ

ࣗ਎の博士学位論文の水準΍改ળ点を஌りɺ博士学位論文水準の改ળにつなげる。

（ୈ 2 ηϝスター）

　１2 月（ळ期入学者 6月）˔　༧උ৹ࠪਃ੥

　 １ 月（ळ期入学者 6月）˔　博士学位論文提出

（ळ期入学者 7月）˔　博士学位論文ຊ৹ࠪ

博士学位論文ެௌ会

໘઀৹ࠪ・最ऴ試験

（下०）　　　　　　　　　˔　研究科ҕ員会においてɺ博士学位論文৹ࠪใࠂɺ博士学位論文合൱൑定・課程修了൑定

（ळ期入学者 7・8 月） 　　大学ٞڠ会においてɺ研究科博士課程修了者の合൱൑定案を৹ٞ・ঝ認
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ûɽཤ修ཁ߲
	1
 修士課程

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧

ίース 授　業　科　目
୯位数

։講期 教৬ ୲　　当　　教　　員
講 義 研究

指導

経
営
学
・
も
の
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

Ӧ؅理研究ܦ 2 ൒期 ˓ ৔ढ़లڮ 2024 年度は։講せず
࿑຿؅理研究 2 ൒期 ˓ ৔ढ़లڮ
৘ใ࢈業組৫研究 2 ൒期 ˓ 大੢߂װ
Ӧ組৫研究ܦ 2 ൒期 ˓ 2024 年度は։講せず
Ӧ研究ܦ際ࠃ 2 ൒期 ˓ 2024 年度は։講せず
Ӧ࢙研究ܦ 2 ൒期 ˓ 2024 年度は։講せず
業ूੵ研究࢈際ࠃ 2 ൒期 ˓ ాத෢ݑ
Ӧઓུ研究ܦ 2 ൒期 ౦　正ࢤɺాத෢ݑ
ίーポレートŋガόφンス研究 2 ൒期 ˓ ੉઒৽一
Ϛーケςィンά研究 2 ൒期 ˓ 長ඌ޺ߊ
流通研究 2 ൒期 த઒޺ಓ
Ϛーケςィンά৘ใγスςϜ研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
研究։ൃϚωジϝント研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
生ٕ࢈ज़研究 2 ൒期 ᖒా৻࣏
実ફ඼࣭؅理研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
実ફ৘ใγスςϜઃ計 2 ൒期 ˓ ௗࢤ߂ډ
実ફ生࢈γスςϜઃ計 2 ൒期 2024 年度は։講せず
ϓϩηス・Ϛωジϝント研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
実ફϚωジϝントγスςϜઃ計 2 ൒期 2024 年度は։講せず
άϩーόルܦӦઓུ研究 2 ूத ˓ （今Ҫൣ行）
ਓࡐ։ൃϚωジϝント研究 2 ൒期 平ߒ十ാޒ
ϕンνϟーى業論研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
Ϛーケςィンάઓུ研究 2 ൒期 ࢤԬོࢁ
Ｎ̥̤ى業研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
実ફίスト・Ϛωジϝント研究 2 ൒期 ˓ （今Ҫൣ行）
ւ֎ا業Ҡస研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
実ફى業研究 2 ൒期 ˓ 2024 年度は։講せず
アジアا業研究 2 ൒期 ˓ ᖒాو೭
Ϥーϩούا業研究 2 ൒期 ˓ ຊいͮみࢁ
࿑࢖関係研究 2 ൒期 ˓ ৔ढ़లڮ
業಺教育研究ا 2 ൒期 2024 年度は։講せず
࿑຿؂ࠪ研究 2 ൒期 ˓ 2024 年度は։講せず
Ӧ৘ใγスςϜ研究ܦ 2 ൒期 ˓ ງ઒৽ޗ
Ϛωジϝント研究ڥ؀ 2 ൒期 ˓ ౦ా　明
研究ݙ文ࠃ֎Ӧ学ܦ 2 ൒期 ˓ 2024 年度は։講せず

Ӧ学研究指導ᶗܦ 4 通年 十ാɺᖒޒ ৔ɺງ઒ɺڮɺ長ඌɺډɺ੉઒ɺాதɺௗ（وా）
ຊࢁԬɺࢁ

Ӧ学研究指導ᶘܦ 4 通年 十ാɺᖒޒ ৔ɺງ઒ɺڮɺ長ඌɺډɺ੉઒ɺాதɺௗ（وా）
ຊࢁԬɺࢁ

会
計
学
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス

຿会計研究ࡒ 2 ൒期 ˓ ా୅थ඙
制度会計研究 2 ൒期 ˓ ా୅थ඙
会計؂ࠪ研究 2 ൒期 ˓ （一޺࡚ؠ）
؅理会計研究 2 ൒期 ˓ ౦ా　明
ίスト・Ϛωジϝント研究 2 ൒期 ˓ ૬઒ಸඒ
際会計研究ࠃ 2 ൒期 ˓ ҏ౻लढ़
Ӧ分析研究ܦ 2 ൒期 2024 年度は։講せず
実ફܦӦ分析研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
஌的࢈ࡒ研究 2 ൒期 2024 年度は։講せず
੫຿会計研究 2 ൒期 ˓ （一޺࡚ؠ）
会計研究ڥ؀ 2 ൒期 ˓ ౦ా　明
ඇӦར組৫ମ会計研究 2 ൒期 ˓ ༄ా७໵
ίーポレート・ϑΝイφンス研究 2 ൒期 ˓ ాᖒफ༟
インϕストϝント・Ϛωジϝント研究 2 ൒期 ˓ ాᖒफ༟
ۚ༥γスςϜ研究 2 ൒期 ੢֞໐ਓ
ۚ༥機関ܦӦ研究 2 ൒期 ˓ ࿠ߊࢁߴ
会計学・ϑΝイφンス֎ࠃ文ݙ研究 2 ൒期 ˓ 2024 年度は։講せず
会計学・ϑΝイφンス研究指導ᶗ 4 通年 ૬઒ɺҏ౻ɺࢁߴɺాᖒɺా୅ɺ੢֞ɺ౦ాɺ༄ా
会計学・ϑΝイφンス研究指導ᶘ 4 通年 ૬઒ɺҏ౻ɺࢁߴɺాᖒɺా୅ɺ੢֞ɺ౦ాɺ༄ా

通ڞ （る͑ߟる方法を͑ߟ）Ӧ学特ผ講義ᶗܦ 2 ूத 2024 年度は։講せず
（業ϑィールドϫーΫا）Ӧ学特ผ講義ᶘܦ 2 ൒期 2024 年度は։講せず

（　）は݉任
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ32 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。
　授業科目のத͔ら１部໳ １0 ୯位ʤ指導教員の研究（講義）科目 2 ୯位ɺ研究指導科目 8 ୯位ʥをબ定しɺこれをઐ修科目とします。
ઐ修科目の΄͔ɺ関࿈科目（ॴଐίースの研究（講義）科目 １2 ୯位以上を含むɺ22 ୯位以上）を修得しɺ修士学位論文৹ࠪに合
格することがඞཁとなります。関࿈科目 22 ୯位にはɺ入学前に大学院においてɺ学修および修得した୯位により認定された୯位（科
目ཤ修生等による修得）を含Ίることができます。
　またɺ他の研究科の授業をཤ修する৔合はɺ１0 ୯位まで修了にඞཁな୯位として認Ίられます。ʤ授業科目分ྨはɺ「ॴଐίー
ス研究（講義）科目を含むɺͦの他研究（講義）科目」の୯位数に含まれます。ʥ
2�ɽ学生はɺ研究指導科目を୲当する教員を指導教員としɺ授業科目のબ定ɺ修士学位論文の作成ɺͦの他研究一ൠについてɺͦ
の指導をडけるものとします。
3ɽ修士学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。
4ɽ学生はɺ年度࢝Ίに指導教員の指導をडけɺͦの年度にཤ修する科目をొ࿥します。

ᶅ 修ྃཁ݅
修了にඞཁな科目および୯位数修

ίース名 科目ผ୯位数 授業科目分ྨ 修了にඞཁな୯位数 合計୯位数

Ӧ学・ものͮくりγスςϜίースܦ

会計学・ϑΝイφンスίース

ઐ修科目
１0 ୯位

指導教員
研究（講義）科目 2 ୯位

32 ୯位以上

研究指導科目 8 ୯位

関࿈科目
22 ୯位以上

ॴଐίース
研究（講義）科目 １2 ୯位以上

ॴଐίース
研究（講義）科目を含むɺ
ͦの他研究（講義）科目

１0 ୯位以上

ᶆ 学位त༩基準・学位論文৹ࠪ基準
ʬ学位授༩基準ʭ
　ຊ研究科の修士課程を修了しɺॴ定の৹ࠪ基準に合格した者に授༩する。
　ຊ研究科修士課程に在学しɺ学位を得るにඞཁな୯位（32 ୯位以上）を取得した者および取得ࠐݟ者に対してɺ学位規程に
基ͮき学位論文の৹ࠪを実施する。

ʬ学位論文৹ࠪ基準ʭ
①論文ςーϚの明֬Խ
　ςーϚのઃ定についてɺ研究のҙ義およびඞཁੑが明֬にड़΂られていること

ᶄ研究方法のଥ当ੑ
　研究課題に;さわしい研究方法および分析が用いられていること

ᶅઌ行研究との関࿈ੑ
　ઌ行研究を理解したう͑でɺ当該分໺の研究動向のதに研究課題・成果を位置ͮけていること

ᶆ論ࢫの一؏ੑ
　研究課題のઃ定ɺ分析ɺ結果ɺ࡯ߟの過程においてɺ論理ల։が一؏していること

ᶇߏ成・表ݱ・表記法の適切ੑ
　学ज़論文としてମܥ的にߏ成されておりɺҾ用・参照文ݙの提示などɺ適切な表ݱ・表記法によって記ड़されていること

ᶈ学ज़的・社会的なݙߩ
　学ज़的なҙ義΍ॏཁੑがありɺ社会的ཁ੥にも応͑るՄೳੑをもつものであること

	2
 博士後期課程
ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧

授　業　科　目
୯位数

։講期 ୲　　当　　教　　員講義ԋश
Ӧ学研究指導ᶗ〜ᶙܦ 4 通年 ᖒాو೭ɺ੉઒৽一ɺాத෢ݑɺௗࢤ߂ډɺ長ඌ޺ߊɺڮ৔ढ़లɺງ઒৽ޗ

会計学研究指導ᶗ〜ᶙ 4 通年 ҏ౻लढ़ɺా୅थ඙ɺ౦ా　明ɺ༄ా७໵

຿論研究指導ᶗ〜ᶙࡒӦܦ 4 通年 ੢֞໐ਓɺాᖒफ༟

学位論文ϫーΫγϣοϓ １ ूத ҏ౻लढ़ɺᖒాو೭ɺ੉઒৽一ɺా ᖒफ༟ɺా ୅थ඙ɺా த෢ݑɺௗࢤ߂ډɺ長ඌ޺ߊɺ
੢֞໐ਓɺڮ৔ढ़లɺ౦ా　明ɺງ઒৽ޗɺ༄ా७໵

Ӧ学特घ研究ᶗ〜ᶞܦ 2 ൒期 ᖒాو೭ɺ੉઒৽一ɺాத෢ݑɺௗࢤ߂ډɺ長ඌ޺ߊɺڮ৔ढ़లɺງ઒৽ޗ

会計学特घ研究ᶗ〜ᶞ 2 ൒期 ҏ౻लढ़ɺా୅थ඙ɺ౦ా　明ɺ༄ా७໵

຿論特घ研究ᶗ〜ᶞࡒӦܦ 2 ൒期 ాᖒफ༟ɺ੢֞໐ਓ
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ2１୯位以上修得しなけれ͹なりません。
2�ɽ研究指導科目のத͔ら１部໳（研究指導ᶗ〜ᶙの合計１2 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。ઐ修科目の΄͔ɺઐ
修科目以֎の授業科目のத͔ら 9 ୯位以上બ୒ཤ修しなけれ͹なりません。
3ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺཤ修科目のબ定ɺ博士学位論文の作成ɺͦ の他研究一ൠについてɺ
ͦの指導をडけるものとします。
4�ɽ博士学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。
5�ɽ学生はɺ年度࢝Ίに指導教員の指導をडけɺͦの年度にཤ修する科目をొ࿥します。

ᶅ 修ྃཁ݅
修了にඞཁな科目および୯位数

科目ผ୯位数 授業科目分ྨ 修了にඞཁな୯位数 合計୯位数

ઐ修科目 研究指導科目 １2 ୯位

2１୯位以上
関࿈科目

学位論文ϫーΫγϣοϓ １୯位

特घ研究（講義）科目 8 ୯位以上

ᶆ 学位त༩基準・学位論文৹ࠪ基準
ʬ学位授༩基準ʭ
　ຊ研究科の博士後期課程を修了しɺॴ定の৹ࠪ基準に合格した者に授༩する。
　学位ਃ੥論文の಺༰に関࿈しɺ「ࠪಡ付き論文 １ฤ以上」をൃ表もしくはൃ表ܾ定であること。
　学位論文ެௌ会時の࣭ٙ応౴ɺおよび৹ࠪ会における研究課題試験の実施。

ʬ学位論文৹ࠪ基準ʭ
①研究課題ઃ定の明֬Խ
　明֬な໰題ҙࣝに基ͮきɺ研究のҙ義およびඞཁੑが的֬にड़΂られていること

ᶄ研究方法のଥ当ੑ
　研究課題に;さわしい研究方法および分析が用いられていること

ᶅઌ行研究との関࿈ੑ
　ઌ行研究を理解したう͑でɺ当該分໺の研究動向のதに研究課題・成果を位置ͮけていること

ᶆ論ࢫの一؏ੑ
　研究課題のઃ定ɺ分析ɺ結果ɺ࡯ߟの過程においてɺ論理ల։が一؏していること

ᶇߏ成・表ݱ・表記法の適切ੑ
　学ज़論文としてମܥ的にߏ成されておりɺҾ用・参照文ݙの提示などɺ適切な表ݱ・表記法によって記ड़されていること

ᶈ学ज़的・社会的なݙߩ
　学ज़的なಠ૑ੑ΍ॏཁੑがありɺ学ज़のൃల΍社会的ཁ੥にݙߩするものであること
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経済学研究科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

経済学研究科は、経済活動の諸分野において、理論と洞察力、専門的見識と情報分析力をもつ、研究
者 ･ 専門家及び高度な技能と実践的な知識を有する職業人の養成を目的とする。

修士課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

学研究科ࡁܦ ߈学ઐࡁܦ 修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆにଇりɺ「ߴ度なઐ໳৬業ਓ及び研究者を育成すること」をຊ研究科の目標と
しています。これに基ͮきɺ࣍の資࣭・ೳྗを਎につけた学生に修士（ࡁܦ学）の学位を授༩します。

。社会に適用することができるࡁܦ学に関するઐ໳஌ࣝを਎につけɺͦれをࡁܦ①
ᶄઐ໳ྖҬにおけるಠ૑ੑを大切にしɺ課題を解ܾするೳྗを਎につけている。
ᶅਓʑにࣗらの研究成果をアϐールできるϓレθンςーγϣンೳྗとɺ૬ޓ理解をਂΊるたΊのίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけて
いる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

学研究科ࡁܦ ߈学ઐࡁܦ 修士課程はɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけたࣗ立したઐ໳Ո・研究者を育成す΂くɺઐ修分໺を
「理論࢙ࡁܦ・ࡁܦ」「ࡁܦ੓ࡦ」「ݱ୅࢈業ߏ造」に分けɺίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程
をฤ成します。

①ίースϫーΫではઐ修分໺のॾ科目を修得しɺߴ度な஌ࣝ΍分析ख法を਎につける。ͦれによりɺ๛͔な学ࣝとߴ度なઐ໳஌ࣝお
よびߴい倫理؍を֫得しɺ෺事を正しく理解・表ݱできるようにする。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教員による「研究指導科目」においてɺ修士論文作成にඞཁなॾ方法を修得する。ࡁܦ学上の未解明の
໰題に対する研究・ௐࠪ方法ɺࡁܦ学的ߟࢥ方法ɺ論理的ల։方法を਎につける。
ᶅগਓ数・૒方向ੑを֬อした授業ମ制の下ɺࡁܦ学研究科のओ࠵するใࠂ会で研究成果をൃ表しɺϓレθンςーγϣンೳྗ΍ίϛュ
χケーγϣンೳྗを਎につける。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺࡁܦ
学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮき৹ࠪする。また指導教員がɺ学生の進࿏΍関৺に基ͮくݸผ指導を行うことでɺݸʑ
の達成度とࣗ਎のকདྷ計画にԊったࣗओ的な学びを進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

学研究科ࡁܦ ߈学ઐࡁܦ 修士課程で学ͿたΊにはɺࡁܦ学およびͦの関࿈分໺について学部でഓった基ૅྗおよび応用ೳྗを࣋つこ
とがٻΊられます。またا業・研究機関等においてɺߴ度なઐ໳৬業ਓおよび研究者としてɺࡁܦ・社会のൃలにݙߩしたいというڧい
ҙࢤとҙཉを࣋つੵۃ的な学生が๬まれます。۩ମ的にはɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをडけ入れます。

①理論・ྺ࢙・੓ࡦの各分໺における基ૅ的素ཆを༗しɺࡁܦ学上のॾ໰題を解明しようという৘೤を࣋っている。
ᶄࡁܦ・社会に対するਂい関৺とԢ੝な୳究৺を࣋ͪɺࣗ分ࣗ਎で課題をݟ出しɺͦの解ܾに௅ઓしようというҙཉがある。
ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺ社会および学໰のൃలにݙߩするたΊにɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研究をଓけるҙཉ
がある。

01

02

03



þĀ

法
学
研
究
科

経
営
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

薬
学
研
究
科

都
市
情
報
学
研
究
科

人
間
学
研
究
科

総
合
学
術
研
究
科

博士後期課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

学研究科ࡁܦ ߈学ઐࡁܦ 博士後期課程はɺ立学のਫ਼ਆにଇりɺ࣍の資࣭・ೳྗを਎につけた学生に学位を授༩します。

。を༗しɺ研究者としてのಠ૑ྗが認Ίられるྗ࡯度なઐ໳的学ࣝとਂいಎߴ学に対する৘೤とࡁܦ①
ᶄ๛͔な૑造ྗと実ફྗをඋ͑ɺࣗらをࢹ؍٬できるɺࣗ立したઐ໳Ո・研究者となるೳྗを༗している。
ᶅࣗらの学આを޿くެ表するとڞにɺ他の研究者͔らも学びଓけɺଟくの研究者と切᛭ୖຏしଓけられる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

学研究科ࡁܦ ߈学ઐࡁܦ 博士後期課程の教育課程はɺますますෳࡶになるݱ୅ࡁܦ社会にࡁܦ学者として対応できるようなɺࣗ立し
たઐ໳Ո・研究者の育成を目指す。上記の目的達成のたΊにɺίースϫーΫとϦαーνϫーΫを഑置しɺ࣍のように教育課程をฤ成しɺ
実施します。

①ίースϫーΫではɺ講義・ԋश等を組み合わせた授業を通じてɺઐ໳分໺の分析ख法にख़達する。๛͔な学ࣝとߴ度なઐ໳஌ࣝお
よびߴい倫理؍を֫得しɺઐ໳的஌͔ݟらॾٞ論・ॾ学આを評価できるようにする。
ᶄϦαーνϫーΫではɺಠ૑的研究の成果としての学位ਃ੥論文を作成しɺ研究・ௐࠪ方法ɺ論理的ߟࢥೳྗɺൃల的研究課題のઃ
定方法を਎につけるようにする。各ࣗの研究成果をࠃ಺֎の学会でੵۃ的にൃ表しɺ学ज़ࢽへの౤ߘ・掲載をଅ進するとともにɺ
研究成果ൃ表ೳྗをߴΊるようにする。
ᶅ理論࢙ࡁܦ・ࡁܦɺࡁܦ੓ࡦɺݱ୅࢈業ߏ造の各ઐ修分໺に講義科目を։ઃしɺઐ修分໺においてࣗ༝に講義をબ୒しཤ修するこ
とによりɺࡁܦ学研究者ɺߴ度ઐ໳৬業ਓとしてઐ修科目にཹまらずଟ֯的にࡁܦ学の஌ࣝをߏஙする。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺࡁܦ
学研究科博士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮき৹ࠪする。
　指導教員は学生の研究分໺と進࿏に基ͮきɺࣗらをࢹ؍٬できるɺࣗ立した研究者となるようにݸผ指導する。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

学研究科ࡁܦ ߈学ઐࡁܦ 博士後期課程ではɺࡁܦ学とͦの関࿈分໺について修士課程でഓった基ૅྗおよび応用ೳྗを༗しɺا業・
研究機関等においてɺߴ度なઐ໳৬業ਓあるいは研究者としてɺࡁܦ・社会のൃలにݙߩしようというڧいҙࢤとҙཉを࣋つ学生が๬
まれます。以上の؍点͔らɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをडけ入れます。

①理論・ྺ࢙・੓ࡦの各分໺におけるࡁܦ学上の理論的・実証的なॾ໰題をɺߴ度な研究ख法を࢖ۦして解明・解ܾするҙཉがありɺ
さらにͦの社会への適用に対するҙࢤと৘೤を࣋っている。
ᶄݱ実のࡁܦ社会に対するਂい関৺とԢ੝な୳究৺を࣋ͪɺࣗ分ࣗ਎で研究課題をݟ出しɺͦの研究の実ફと課題解ܾに向けてɺ௅
ઓするҙཉを࣋っている。
ᶅ大学院修了後もɺ学໰のൃలにݙߩするҙࢤと責任ײを࣋ͪଓけɺ研究をܧଓするܾҙと֮ޛがある。

01

02

03
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1ɽओͳ೥ؒ行ࣄ 2÷2û ೥౓（ྩ࿨ ý ೥౓）
前　　　　期　 後　　　　期　

4
月

入学ࣜ
৽入生ΦϦΤンςーγϣン
前期授業։࢝
ཤ修ొ࿥
　・他研究科ཤ修ਃ੥
　・ཤ修ొ࿥Τラー修正
学生定期݈߁਍அ

9
月
後期授業։࢝
։学記೦日

１0
月 修士論文提出ཁྖ・ਃ੥用ࢴ഑付（3月修了）

１１
月
大学ࡇ
博士学位論文提出

6
月
研究ൃ表会（2 年࣍）
9月修了博士学位論文提出 １2

月

年಺授業ऴ了
学生ౙٳق業期ؒ　
一੪ٳ業期 ʤؒ૭ޱด࠯ʥ

7
月

ิ講
前期授業ऴ了
学生Նٳق業期ؒ
9月修了修士論文提出
9月修了修士論文৹ࠪ
9月修了博士学位論文ެௌ会・最ऴ試験

１
月

授業࠶։
ิ講
後期授業ऴ了
修士論文提出
修士論文৹ࠪ
博士学位論文ެௌ会・最ऴ試験8

月 一੪ٳ業期 ʤؒ૭ޱด࠯ʥ

3
月
ଔ業ࣜ
࣍年度在学生ガイμンス

9
月
博士学位論文提出ཁྖ・ਃ੥用ࢴ഑付（3月修了）
9月修了ଔ業ࣜ

※ৄしい日程はɺ名城大学Χレンμーを参照ئいます。

2ɽࡁܦ学研究Պに͍ͭて
といわれるようにɺ๛͔な෋とͦれを生み出す࿑ಇがਓʑの฻らしの౔୆でありɺͦれがຬたされてॳΊて「৺なし߃なきものは࢈߃」　

৺は๛͔になります。ࡁܦ学の෕といわれるアμϜ・スϛスのओஶがh ॾࠃຽの෋ʱであることはɺۮવではありません。ࡁܦ学はɺあま

ねくਓʑのؒに๛͔な෋が生み出されるγスςϜについて研究します。ਓؒ関係の๛͔さɺ෺の๛͔さɺ๛য়なࣗવɺ෋とශࠔなどࡁܦ

学の୳究分໺はແ限にあります。

੓ɺۚ༥をத৺に研究しɺ੫理士などઐ໳ࡒ学研究科ではɺ①学部での学शをさらにレϕルアοϓしɺকདྷެ຿員などになるɺᶄࡁܦ　

৬をΊざすɺᶅ֎͔ࠃらཹ学しɺকདྷは฼ࠃで活༂するɺᶆ博士後期課程まで進みɺ研究者を目指すなどɺଟ༷なر๬にこた͑てɺ๛෋

なΧϦΩュラϜを準උしています。大きくはɺࡁܦ学の理論とྺ࢙ɺࡁܦ੓ࡦɺݱ୅࢈業ߏ造のࡾつの分໺で༏れた成果をあげています。

ɺؾ୅社会における景ݱ。ಉ研究により進Ίられますڞ୅的ɺ実学的な研究と教育がɺ教員と大学院生ɺおよび大学院生ಉ士のɺ਌ີなݱ

業ूੵなど最ઌ୺の研究分໺をΧόー࢈ɺ౦ւ஍Ҭのࡁܦڥɺ؀ࡁܦ੓ɺۚ༥などの基ຊ的分໺の研究とあわせてɺこれ͔らのアジアࡒ

しているのは大きな特௃です。
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úɽࡁܦ学研究Պཤ修ཁ߲
	1
 修士課程

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧
ઐ修
分໺ 授　業　科　目　名 ୯位数 ։講期 教৬

課程 ୲　　当　　者　　名講義 ԋश

理
論
経
済
・
経
済
史

ϚΫϩࡁܦ学研究 4 通年 ˑ ※ 2024 年度は։講せず
ϛΫϩࡁܦ学研究 4 通年 ˑ ҏ౻ࢤのͿɺ઒৿ஐ඙
৘ใのࡁܦ学研究 4 通年 ˑ ໺ޫޱએ
理論研究ࡁܦ 4 通年 ˑ দඌल༤
૝研究ࢥࡁܦ 4 通年 ˑ ໳　ѥथࢠɺ੢ࢁ　ప
౷計学研究ࡁܦ 4 通年 ˑ উӜ正थ
੢༸࢙ࡁܦ研究 4 通年 ˑ ੺໦　੣ɺ名࿨༸ਓ
日ຊ࢙ࡁܦ研究 4 通年 ˑ 大୍真ढ़

理論࢙ࡁܦ・ࡁܦ研究指導 ※ 8 通年 ҏ౻ࢤのͿɺ઒৿ஐ඙ɺদඌल༤ɺ໳　ѥथࢠɺউӜ正थɺ
੺໦　੣ɺ名࿨༸ਓɺ大୍真ढ़

経
　
　
済
　
　
政
　
　
策

੓学研究ࡒ 4 通年 ˑ ※ 2024 年度は։講せず
஍方ࡒ੓論研究 4 通年 ˑ وߒాࢁ
ۚ༥論研究 4 通年 ˑ ௷಺৻ೋɺদా৻一
࿑ಇࡁܦ論研究 4 通年 ˑ ※ 2024 年度は։講せず
アジアࡁܦ論研究 4 通年 ˑ ౔Ҫ༗ཬࠤ
தࡁܦࠃ論研究 4 通年 ˑ ୩ଜޫߒ
論研究ࡁܦ際ࠃ 4 通年 ˑ ஐඒ౻ࡈ
論研究ࡁܦڥ؀ 4 通年 ˑ ཥ　ल⅑

研究指導ࡦ੓ࡁܦ ※ 8 通年 ɺߒ౔Ҫ༗ཬɺ୩ଜޫࠤɺ௷಺৻ೋɺদా৻一ɺوߒాࢁ
⅑ஐඒɺཥ　ल౻ࡈ

現

代

産

業

構

造

工業ࡁܦ論研究 4 通年 ˑ ौҪ߂߁
ަ通ࡁܦ学研究 4 通年 ˑ ޗຊ༤ࢁ
೶業ࡁܦ論研究 4 通年 ˑ ਿຊ大ࡾ
業論研究ا୅ݱ 4 通年 ˑ ֈ　խ୅
தখا業論研究 4 通年 ˑ ଠాࢤ೫
஍Ҭ࢈業論研究 4 通年 ˑ Ҫ಺ঘथ
஍理学研究ࡁܦ 4 通年 ˑ ҏ౻݈࢘

造研究指導ߏ業࢈୅ݱ ※ 8 通年 ौҪ߂߁ɺਿຊ大ࡾɺֈ　խ୅ɺଠాࢤ೫ɺҪ಺ঘथɺ
ҏ౻݈࢘

※ 理論࢙ࡁܦ・ࡁܦ研究指導ɺࡁܦ੓ࡦ研究指導ɺݱ୅࢈業ߏ造研究指導の୲当者については変更があり得ます。

ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法により 32 ୯位以上ཤ修しなけれ͹なりません。
2ɽઐ修科目はɺઐ修分໺（入学時にબ୒した分໺）のதの１部໳（研究指導科目 8 ୯位，講義科目 4 ୯位）をબ୒しɺొ࿥してく
ださい。ొ࿥したઐ修科目୲当教員の授業科目はඞず修得してください（ඞ修）。
　またɺઐ修科目୲当教員が当該学生の指導教員となりɺ学生は授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ɺͦの他研究一ൠについてɺ
指導をडけます。
3�ɽ研究指導科目はɺ2 年ؒのཤ修で 8 ୯位を修得します。修了にはɺઐ修科目の１2 ୯位を含Ί 32 ୯位を修得したう͑でɺ修士論
文を提出しɺॴ定の৹ࠪに合格することがඞཁです。
4ɽઐ修科目以֎の科目（関࿈科目）20 ୯位にはɺ入学前に大学院において学修及び修得した୯位により認定された୯位（科目等
ཤ修生による修得）を含Ίることができます。又ɺॴ定のखଓきにより修得した他研究科の୯位はɺ入学前修得୯位を含Ί１0 ୯
位まで認Ίられます。
5ɽཤ修ొ࿥はɺ年度࢝Ίに指導教員の֬認をडけɺͦの年度にཤ修する科目をొ࿥してください。

ᶅ 修ྃཁ݅
修了にඞཁな科目および୯位数

科　目　の　分　ྨ 修了にඞཁな୯位数 合計୯位数
研究（講義）科目 6 科目 24 ୯位以上

32 ୯位以上　
研究指導科目 8 ୯位
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ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）
　	１
 学位論文提出༗資格の֬認
　修了にඞཁな୯位をطに修得している͔修得ࠐݟであること
・研究指導科目 8 ୯位をআく講義科目（ઐ修科目を含む）について 6 科目 24 ୯位以上をطに修得している͔ɺຊ年度修得ࠐݟ
であること

　	2
 学位授༩の৚݅
　ຊ大学大学院修士課程にॴ定の期ؒ在学しɺ学位論文提出༗資格の֬認のう͑ɺͦの修了年度の定Ίられた時期に論文を提出
して৹ࠪに合格したものに修士（ࡁܦ学）の学位を授༩する。

ᶇ 学位論文৹ࠪ基準
（修士課程）
　	１
 ৹ࠪ基準

৹ࠪは࣍の基準にもとͮいて行ないます。
①研究課題ઃ定の明֬ੑ
　明֬な໰題ҙࣝに基ͮきɺ研究の学໰的ҙ義及びඞཁੑが明ྎにड़΂られている。
ᶄ研究方法のଥ当ੑ
　研究課題ɺ研究対৅に;さわしい学ज़上の研究方法及び分析方法が用いられている。
ᶅઌ行研究との関࿈ੑ
　ઌ行研究を理解したう͑でɺ当該分໺の研究動向のதにࣗらの研究成果を位置ͮけている。
ᶆಠ૑ੑ・༗用ੑ
　学ज़的なಠ૑ੑ΍༗用ੑがある。
ᶇ論ࢫの一؏ੑ
　研究目的ɺ分析ɺ結果ɺ࡯ߟの過程においてɺ論ࢫが一؏している。
ᶈߏ成ɺ表ݱɺ表記法の適切ੑ
　学ज़論文としてମܥ的にߏ成されておりɺ適切な表ݱ・表記法によって記ड़されている。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
学研究科修士課程入学ࡁܦ

リ
サ
―
チ
ス
キ
ル
修
得

基
礎
理
論
修
得

１ 年࣍前期
4月

6月த०
7月末日

研究倫理教育実施
前期授業։࢝　ཤ修ొ࿥
指導教員（学位論文ओࠪ）ൃ表（研究計画書をもとにɺ指導の適任者をܾ定）
上ڃ年࣍生の研究ൃ表会（学位論文தؒใࠂ）ௌ講
Նٳق業期ؒの課題ઃ定

ˣ
１年࣍後期
9月த०
１月末日
2月下०

後期授業։࢝
研究計画書提出（学位論文作成計画）
成績通஌

ˣ

修
士
学
位
論
文
作
成

応
用
理
論
修
得

2 年࣍前期
4月

6月த०
7月末日

前期授業։࢝　ཤ修ొ࿥
研究ൃ表会実施（学位論文தؒใࠂ）
Նٳق業期ؒの課題ઃ定

ˣ
2 年࣍後期
9月த०
１１ 月上०
１月上०
１月下०
2月த०
2月下०
3月上०
3月த०

後期授業։࢝
学位論文題目提出కΊ切り
学位論文・ཁࢫ提出కΊ切り
学位論文৹ࠪ
合൱൑定・修了൑定（研究科ҕ員会）・学位授༩ਃ੥（学長Ѽ）
成績通஌
修了൑定結果ൃ表
学位授༩ࣜ

学研究科修士課程修了ࡁܦ
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	2
 博士後期課程
ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧
ઐ修
分໺ 授　業　科　目　名 ୯位数 ։講期 ୲　　当　　者　　名講義 ԋश

理
論
経
済
・
経
済
史

ϚΫϩࡁܦ学特घ研究 4 通年 ҏ౻ࢤのͿ
ϛΫϩࡁܦ学特घ研究 4 通年 ઒৿ஐ඙
৘ใのࡁܦ学特घ研究 4 通年 ※ 2024 年度は։講せず
理論特घ研究ࡁܦ 4 通年 দඌल༤
౷計学特घ研究ࡁܦ 4 通年 উӜ正थ
特घ研究࢙ࡁܦ 4 通年 ※ 2024 年度は։講せず
理論࢙ࡁܦ・ࡁܦԋशᶗ ※ 4 通年

ҏ౻ࢤのͿɺ઒৿ஐ඙ɺদඌल༤ɺউӜ正थ理論࢙ࡁܦ・ࡁܦԋशᶘ ※ 4 通年
理論࢙ࡁܦ・ࡁܦԋशᶙ ※ 4 通年

経

済

政

策

੓学特घ研究ࡒ 4 通年 ※ 2024 年度は։講せず
ۚ༥論特घ研究 4 通年 ※ 2024 年度は։講せず
࿑ಇࡁܦ論特घ研究 4 通年 ※ 2024 年度は։講せず
アジアࡁܦ論特घ研究 4 通年 ߒ౔Ҫ༗ཬɺ୩ଜޫࠤ
論特घ研究ࡁܦڥ؀ 4 通年 ཥ　ल⅑
ԋशᶗࡦ੓ࡁܦ ※ 4 通年

ԋशᶘࡦ੓ࡁܦ⅑ɺཥ　लߒ౔Ҫ༗ཬɺ୩ଜޫࠤ ※ 4 通年
ԋशᶙࡦ੓ࡁܦ ※ 4 通年

現
代
産
業
構
造

工業ࡁܦ論特घ研究 4 通年 ौҪ߂߁
ަ通ࡁܦ学特घ研究 4 通年 ※ 2024 年度は։講せず
業論特घ研究ا୅ݱ 4 通年 ※ 2024 年度は։講せず
தখا業論特घ研究 4 通年 ※ 2024 年度は։講せず
஍Ҭ࢈業論特घ研究 4 通年 Ҫ಺ঘथɺਿຊ大ࡾ
造ԋशᶗߏ業࢈୅ݱ ※ 4 通年

ौҪ߂߁ɺҪ಺ঘथɺਿຊ大ݱࡾ୅࢈業ߏ造ԋशᶘ ※ 4 通年
造ԋशᶙߏ業࢈୅ݱ ※ 4 通年

※ 理論࢙ࡁܦ・ࡁܦԋशɺࡁܦ੓ࡦԋशɺݱ୅࢈業ߏ造ԋशの୲当者については変更があり得ます。

ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ１2 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。
2ɽઐ修分໺のத͔らԋश科目をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。
3ɽ学生はɺಉ一ԋश科目ᶗ・ᶘ・ᶙをཤ修しɺ合計１2 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
4ɽઐ修科目の研究指導を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生は学位論文の作成ɺͦの他研究一ൠについてɺͦの指導
をडけます。
5ɽ博士の学位論文はɺઐ修科目について提出します。
6ɽ学生はಉ一ԋश科目ᶗ・ᶘ・ᶙ以֎にઐ修分໺に関࿈する特घ研究をड講するようにしてください。

ᶅ 修ྃཁ݅
修了にඞཁな科目および୯位数

科目の分ྨ 修了にඞཁな୯位数 合計୯位数
ԋश科目ᶗ 4 ୯位

１2 ୯位以上ԋश科目ᶘ 4 ୯位
ԋश科目ᶙ 4 ୯位

ᶆ 学位त༩基準
（博士課程）
　	１
 学位論文提出༗資格の֬認
　修了にඞཁな୯位をطに修得している͔修得ࠐݟであること
・ઐ修分໺のத͔らԋश科目をબ定しɺこれをઐ修科目としてಉ一ԋश科目ᶗ・ᶘ・ᶙ１2 ୯位以上をطに修得している͔ɺຊ年
度修得ࠐݟであること
・論文または研究ϊート（いずれもච಄者・ࠪಡ付き）が １ຊ以上あること

　	2
 学位授༩の৚݅
　ຊ大学大学院博士後期課程にॴ定の期ؒ在学しɺ学位論文提出༗資格の֬認のう͑ɺͦの修了年度の定Ίられた時期に論文を
提出して৹ࠪに合格したものに博士（ࡁܦ学）の学位を授༩する。

ิଇ
・ຊ研究科にॴ定の期ؒ在学しɺ研究指導をडけてԋश科目ᶗ・ᶘ・ᶙ１2 ୯位を修得しୀ学した者がɺୀ学後 3 年以಺に学位論
文を提出する৔合もこの基準を適用する。
・ຊ研究科を修了後 3 年以上ܦ過した者ɺຊ研究科を修了していない者で学位授༩をਃ੥する৔合についてはɺผ్ਃし合わせ
を行なう。
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ᶇ 学位論文৹ࠪ基準
（博士課程）
　	１
 ৹ࠪ基準
　৹ࠪは࣍の基準にもとͮいて行ないます。
①研究課題ઃ定の明֬ੑ
　明֬な໰題ҙࣝに基ͮきɺ研究の学໰的ҙ義及びඞཁੑが明ྎにड़΂られている。
ᶄ研究方法のଥ当ੑ
　研究課題ɺ研究対৅に;さわしい学ज़上の研究方法及び分析方法が用いられている。
ᶅઌ行研究との関࿈ੑ
　ઌ行研究を理解したう͑でɺ当該分໺の研究動向のதにࣗらの研究成果を位置ͮけている。
ᶆಠ૑ੑ・༗用ੑ
　学ज़的なಠ૑ੑ΍༗用ੑがある。
ᶇ論ࢫの一؏ੑ
　研究目的ɺ分析ɺ結果ɺ࡯ߟの過程においてɺ論ࢫが一؏している。
ᶈߏ成ɺ表ݱɺ表記法の適切ੑ
　学ज़論文としてମܥ的にߏ成されておりɺ適切な表ݱ・表記法によって記ड़されている。
　ެ։する学ज़論文としての;さわしいମࡋ（Ҿ用ɺ参ߟ文ݙの提示など）が੔っている。
ᶉ学ज़的・社会的ݙߩ
　৽たな஌ݟを含みɺ学ज़のൃల΍社会的ཁ੥にݙߩするものである。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
学研究科博士後期課程入学ࡁܦ

専
門
論
文
作
成

応
用
理
論
修
得

１ 年࣍前期
4月

6月த०
7月末日

研究倫理教育実施
前期授業։࢝　ཤ修ొ࿥
指導教員（学位論文ओࠪ）ൃ表（研究計画書をもとにɺ指導の適任者をܾ定）
ઐ໳論文作成計画及び論文ཁࢫ作成
Նٳق業期ؒの課題ઃ定

ˣ
１年࣍後期
9月த०
１月下०
１月末日
2月下०

後期授業։࢝
上ڃ年࣍生の学位論文ެௌ会ௌ講
ઐ໳論文提出（学位論文作成計画）
成績通஌

ˣ

専
門
論
文
作
成

応
用
理
論
修
得

2 年࣍前期
4月

6月த०
7月末日

前期授業։࢝　ཤ修ొ࿥
前年度ઐ໳論文における࢒された課題֬認
ઐ໳論文作成計画及び論文ཁࢫ作成
Նٳق業期ؒの課題ઃ定

ˣ
2 年࣍後期
9月த०
１月下०
１月末日
2月下०

後期授業։࢝
上ڃ年࣍生の学位論文ެௌ会ௌ講
ઐ໳論文提出（学位論文作成計画）
成績通஌

ˣ

博
士
学
位
論
文
作
成

応
用
理
論
修
得

3 年࣍前期
4月

6月த०
7月末日

前期授業։࢝　ཤ修ొ࿥
これまでの研究における࢒された課題֬認
学位論文作成計画及び論文ཁࢫ作成
Նٳق業期ؒの課題ઃ定

ˣ
3 年࣍後期
9月த०
9月下०
１１ 月下०
１月下०
2月上०
2月த०
2月下०
3月上०
3月த०

後期授業։࢝
学位論文題目・概ཁ提出కΊ切り
学位論文・ཁࢫ提出కΊ切り
学位論文ެௌ会・最ऴ試験
੡ຊ用ߘݪ提出కΊ切り
合൱൑定・修了൑定（研究科ҕ員会）・学位授༩ਃ੥（学長Ѽ）
成績通஌
修了൑定結果ൃ表
学位授༩ࣜ

学研究科博士後期課程修了ࡁܦ
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1ɽ2÷2û（ྩ࿨ ý）೥౓　೥ؒ行ࣄ表
前　期 後　期

4
月

入学ࣜ
৽入生ΦϦΤンςーγϣン
在学生ガイμンス
前期授業։࢝
　ཤ修ొ࿥期ؒ
　他研究科ཤ修ొ࿥期ؒ
定期݈߁਍அ

9
月 後期授業։࢝

１0
月

修士学位論文題目ಧ提出期限
修士学位論文৹ࠪҕ員提案・ঝ認

１１
月

課程博士学位論文৹ࠪਃ੥期日
大学ࡇ

１2
月

ౙٳق業期ؒ
年末年࢝一੪ٳՋ（૭ޱด࠯）

5
月

ʲ9月修了ʳ課程博士学位論文৹ࠪਃ੥期日
ʲ9月修了ʳ修士学位論文題目ಧ提出期限
ʲ9月修了ʳ修士学位論文提出期限

１
月

修士学位論文提出期限
ิ講期ؒ
後期授業ऴ了日
修士学位論文ެௌ会։࠵期 （ؒ〜 2 月）
課程博士学位論文ެௌ会։࠵期ؒ
（〜 2 月）

6
月

ʲ後期ʳ研究生出ئ期ؒ
ʲ後期ʳ科目等ཤ修生ొ࿥期ؒ

7
月

前期授業ऴ了日
前期ิ講期ؒ
Նٳق業期 （ؒ〜 9 月）

8
月

一੪ٳՋ（૭ޱด࠯）
前期ऴ了授業科目成績ൃ表 2

月

後期授業科目成績ൃ表
ʲ前期ʳ研究生出ئ期ؒ
ʲ前期ʳ科目等ཤ修生出ئ期ؒ

9
月

前期ऴ了
後期授業科目ཤ修ొ࿥変更期ؒ
ʲ9月修了ʳ修了ࣜ・学位記授༩ࣜ

3
月

修了൑定結果ൃ表
修了ࣜ・学位記授༩ࣜ

に͍ͭて͸ɺNFJNPࡉৄ˞ Λ֬ೝして͍ͩ͘͞ɻࣔܝͼٴの໊৓大学ΧϨϯμʔࡌܝ

2ɽ理޻学研究Պに͍ͭて
　理工学研究科にはɺ๛෋な಺֎のઐ໳ਤ書がඋ͑られɺまたɺඞཁな研究施ઃが׬උされྗڧな指導ମ制とあいまってɺܙまれた教育

研究ڥ؀の下でॆ実した研究ができるように഑ྀされています。ͦれͧれの関係分໺のকདྷを୲う研究者ɺٕज़者をࢤす者にとって޷適

な教育機関となっています。

　修士（博士前期）課程はɺ数学ઐ߈ɺ৘ใ工学ઐ߈ɺిࢠిؾ工学ઐ߈ɺࡐ料機ೳ工学ઐ߈ɺ応用Խ学ઐ߈ɺ機ց工学ઐ߈ɺަ通機ց

工学ઐ߈ɺϝΧトϩχΫス工学ઐ߈ɺ社会基൫デβイン工学ઐ߈ɺڥ؀૑造学ઐ߈ɺݐங学ઐ߈の１１ઐ߈がઃ置されています。޿いࢹ໺

に立ったਫ਼ਂな学ࣝを਎につけɺઐ໳分໺における໰題ൃݟೳྗɺ໰題解ܾೳྗを࣋ったਓࡐの育成を目指します。特に学際分໺におけ

る素ཆ・஌ࣝを਎につけることをՄೳにするようなΧϦΩュラϜとなっています。

　学生は授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ɺͦの他ɺ研究一ൠについてɺઐ修科目を୲当する教員の指導をडけɺ2 年以上在学します。

ॴ定の୯位を修得しɺ学位論文を提出し論文৹ࠪに合格した者にɺ修士の学位が授༩されます。

　なおɺ社会ਓに対してもɺ໳ށが։͔れておりɺன໷։講制の導入によりɺ社会ਓが学び΍すいようՄೳな限り഑ྀしています。

　博士（博士後期）課程はɺ数学ઐ߈ɺిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学ઐ߈ɺ機ց工学ઐ߈ɺ社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈の 4 ઐ߈がઃ置さ

れています。指導教員とઐ໳分໺の研究活動を行うとڞにɺߴ度にઐ໳的業຿にै事するのにඞཁな໰題解ܾೳྗを਎につけることを目

標にした教育を行います。

　学生は研究指導科目のத͔ら１科目બ定しɺこれをઐ修科目としɺ対応する科目をཤ修しɺ3 年以上在学します（ただしɺ特に༏れた研

究業績をあげた者についてはɺ１年以上在学すれ͹足りるものとします。）。୲当する教員のඞཁな研究指導をडけたう͑ɺॴ定の୯位を

修得しɺ学位論文を作成しɺ論文৹ࠪと最ऴ試験に合格した者にɺ博士の学位が授༩されます。
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úɽཤ修ཁ߲
	1
 修士課程・博士前期課程

数学ઐ߈

数学専攻博士前期課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科数学ઐ߈博士前期課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़を༗しɺ૑

造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程において 2 年以上在学しɺ十分にߴ度な数学のઐ໳஌ࣝと

研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（理学）の学位

を授༩します。

①෯޿い教ཆɺ語学ྗを਎につけɺ数学をࣗ立的に研究する基ૅྗを࣋ͪɺߴい倫理؍及びߴ度なઐ໳的学ࣝに基ͮいて෺事をެ正

に൑அすることができる。

ᶄࣗવ科学・社会科学のผを໰わずൣ޿な分໺においてɺࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾする数学ྗを༗し社会にݙߩできる。

ᶅ数学のもつ基ૅと応用の྆໘のॏཁੑを理解しɺ生֔にわたりओମ的ɺࣗ立的に研究するೳྗɺまたɺこれを社会にී及するೳྗ

及びࠃ際的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科数学ઐ߈博士前期課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫーΫと

ϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫでは数学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ5 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてインター

ンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ

正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺ数学分໺をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として講究を഑置しɺ研究倫理教育も

含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺਂい数学的ߟࢥೳྗと෯޿いࢹ໺を修得しɺࣗ

ら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成する。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたって学श・研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究など他者とަ流するたΊのೳ ࠃྗ）

際的なίϛュχケーγϣンೳྗを含む）を਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士（博士前期）課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。

またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることがで

きるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科数学ઐ߈博士前期課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学

修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗのあるਓをड入れます。

①博士前期課程においてษ学をܧଓできるɺ大学ଔ業者とಉ等以上の十分な基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄ数学分໺に関৺がありɺ୳究৺Ԣ੝で஍ಓな౒ྗを੯しまずɺ数学ઐ߈での学修成果を以って社会にݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後も生֔にわたって数学のよりߴ度なઐ໳分໺を学びɺ研究をଓけるҙཉがある。
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数学ઐ߈
ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧
ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目 ୯ 位 数 学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश

代
数
学

୅ 数 的 ੔ 数 論 特 論 ᶗ 2 １ 前期 大੢ྑ博 ˔
୅ 数 的 ੔ 数 論 特 論 ᶘ 2 １ 後期 大੢ྑ博 ˔
؀ 論 特 論 ᶗ 2 １ 前期 前໺ढ़তɺഢాีܙ ˔
؀ 論 特 論 ᶘ 2 １ 後期 前໺ढ़তɺഢాีܙ ˔
୅ 数 的 ߏ 造 論 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ൹　๛ڐ ˔
୅ 数 的 ߏ 造 論 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ൹　๛ڐ ˔

୅ 数 学 講 究 ᶗ A 4 １ 前期 大੢ྑ博ɺ前໺ढ़তɺڐ൹　๛ɺഢాีܙɺ
২দ఩໵ ˔

୅ 数 学 講 究 ᶗ B 4 １ 後期 大੢ྑ博ɺ前໺ढ़তɺڐ൹　๛ɺഢాีܙɺ
২দ఩໵ ˔

୅ 数 学 講 究 ᶘ A 4 2 前期 大੢ྑ博ɺ前໺ढ़তɺڐ൹　๛ɺഢాีܙɺ
২দ఩໵ ˔

୅ 数 学 講 究 ᶘ B 4 2 後期 大੢ྑ博ɺ前໺ढ़তɺڐ൹　๛ɺഢాีܙɺ
২দ఩໵ ˔

ݱˎ ୅ ୅ 数 学 特 論 A 2 １ 前期ूத （҆ాխ࠸） ˔
ݱˎ ୅ ୅ 数 学 特 論 B 2 １ 後期ूத ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
ˎ数 論 的 ز Կ 学 特 論 2 １ 前期 ২দ఩໵ ˔

幾
何
学

ඍ 分 ز Կ 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 খᖒ఩໵ ˔
ඍ 分 ز Կ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 খᖒ఩໵ ˔
ඇ ઢ ܗ ز Կ 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ྩ࿨ 6年度は։講せず
ඇ ઢ ܗ ز Կ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず
解 析 ز Կ 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ࠸ຊӳڮ ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
解 析 ز Կ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ࠸ຊӳڮ ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
ز Կ 学 講 究 ᶗ A 4 １ 前期 খᖒ఩໵ ˔
ز Կ 学 講 究 ᶗ B 4 １ 後期 খᖒ఩໵ ˔
ز Կ 学 講 究 ᶘ A 4 2 前期 খᖒ఩໵ ˔
ز Կ 学 講 究 ᶘ B 4 2 後期 খᖒ఩໵ ˔

ˎ応 用 ز Կ 学 特 論 2 １ 前期ूத ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

関
数
解
析
学

関 数 方 程 ࣜ 特 論 ᶗ 2 １ 前期 日ൺ໺正थɺࣲాকܟ ˔
関 数 方 程 ࣜ 特 論 ᶘ 2 １ 後期 日ൺ໺正थɺࣲాকܟ ˔
ෳ 素 解 析 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ౔ా఩生ɺాதਗ਼ت ˔
ෳ 素 解 析 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ౔ా఩生ɺాதਗ਼ت ˔
関 数 解 析 学 講 究 ᶗ A 4 １ 前期 ౔ా఩生ɺ日ൺ໺正थɺࣲాকܟɺాதਗ਼ت ˔
関 数 解 析 学 講 究 ᶗ B 4 １ 後期 ౔ా఩生ɺ日ൺ໺正थɺࣲాকܟɺాதਗ਼ت ˔
関 数 解 析 学 講 究 ᶘ A 4 2 前期 ౔ా఩生ɺ日ൺ໺正थɺࣲాকܟɺాதਗ਼ت ˔
関 数 解 析 学 講 究 ᶘ B 4 2 後期 ౔ా఩生ɺ日ൺ໺正थɺࣲాকܟɺాதਗ਼ت ˔

ݱˎ ୅ 解 析 学 特 論 2 １ 前期 （தଜ　߽） ˔

大
域
解
析
学

大 Ҭ 解 析 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 थޫ౻ࠤ ˔
大 Ҭ 解 析 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 थޫ౻ࠤ ˔
大 Ҭ ۭ ؒ 解 析 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 長ڷ文࿨ ˔
大 Ҭ ۭ ؒ 解 析 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 長ڷ文࿨ ˔
大 Ҭ 解 析 学 講 究 ᶗ A 4 １ 前期 長ڷ文࿨ɺࠤ౻ޫथ ˔
大 Ҭ 解 析 学 講 究 ᶗ B 4 １ 後期 長ڷ文࿨ɺࠤ౻ޫथ ˔
大 Ҭ 解 析 学 講 究 ᶘ A 4 2 前期 長ڷ文࿨ɺࠤ౻ޫथ ˔
大 Ҭ 解 析 学 講 究 ᶘ B 4 2 後期 長ڷ文࿨ɺࠤ౻ޫथ ˔

情
報
数
学

֬ ཰ 及 び ྔ ࢠ ৘ ใ 論 特 論ᶗ 2 １ 前期 ᴡ౻ެ明 ˔
֬ ཰ 及 び ྔ ࢠ ৘ ใ 論 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ᴡ౻ެ明 ˔
֬ ཰ 過 程 論 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ᭣࣏ढ़ี ˔
֬ ཰ 過 程 論 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ᭣࣏ढ़ี ˔
数 論 的 ֬ ཰ 論 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ࢠொ༞ࡾ ˔
数 論 的 ֬ ཰ 論 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ࢠொ༞ࡾ ˔
計 ࢉ 機 数 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ෌ా࢙ߞ ˔
計 ࢉ 機 数 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ෌ా࢙ߞ ˔
ඇ ઢ ܗ 数 理 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ଜ੉༐հ ˔
ඇ ઢ ܗ 数 理 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ଜ੉༐հ ˔

֬ ཰ 及び ྔ ࢠ ৘ ใ 論 講 究ᶗA 4 １ 前期 ᴡ౻ެ明ɺࡾொ༞ࢠɺ෌ా࢙ߞɺଜ੉༐հɺ
᭣࣏ढ़ี ˔

֬ ཰ 及び ྔ ࢠ ৘ ใ 論 講 究ᶗB 4 １ 後期 ᴡ౻ެ明ɺࡾொ༞ࢠɺ෌ా࢙ߞɺଜ੉༐հɺ
᭣࣏ढ़ี ˔

֬ ཰ 及び ࢠྔ ৘ ใ 論 講 究ᶘ A 4 2 前期 ᴡ౻ެ明ɺࡾொ༞ࢠɺ෌ా࢙ߞɺଜ੉༐հɺ
᭣࣏ढ़ี ˔

֬ ཰ 及び ྔ ࢠ ৘ ใ 論 講 究ᶘB 4 2 後期 ᴡ౻ެ明ɺࡾொ༞ࢠɺ෌ా࢙ߞɺଜ੉༐հɺ
᭣࣏ढ़ี ˔

ˎ౷ 計 数 理 学 特 論 2 １ 後期ूத ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
ˎྔ ࢠ ֬ ཰ 論 特 論 2 １ 後期ूத ྩ࿨ 6年度は։講せず
ˎ֬ ཰ ৘ ใ 特 論 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず
ˎແ 限 ࣍ ݩ 解 析 特 論 2 １ 後期ूத （ඌാ৳明） ˔

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத খᖒ఩໵
ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 ຊઐ߈教員は୲当せず
ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத 大੢ྑ博
ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத 大੢ྑ博

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
（　）は݉任。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特論 4 ୯位ɺ講究 １6 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。ઐ修科目の΄͔ɺઐ修科

目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら１0 ୯位以上をબ୒ཤ修しなけれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特論ᶗɿ2 ୯位ɺ特論ᶘɿ2 ୯位ɺ講究ᶗAɿ4 ୯位ɺ講究ᶗBɿ4 ୯位ɺ講究ᶘAɿ

4 ୯位ɺ講究ᶘBɿ4 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　講究の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　講究ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ講究ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　講究ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ講究ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目）　 ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 論 ᶗ 2 ୯位

１0 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上

特 論 ᶘ 2 ୯位

講 究 ᶗ ̖ 4 ୯位

講 究 ᶗ ̗ 4 ୯位

講 究 ᶘ ̖ 4 ୯位

講 究 ᶘ ̗ 4 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大

学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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৘ใ޻学ઐ߈

情報工学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科৘ใ工学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ ・ٕࣝ ज़を༗しɺ૑造 ・ੑ

際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2ࠃ 年以上在学しɺ十分にߴ度な৘ใ工学のઐ໳஌ࣝと

研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（工学）の学位

を授༩します。

①৘ใ工学ٕज़に対する社会のଟ༷なཁ੥に対応できるɺ෯޿いࢹ໺と࣭のߴいٕज़ྗɺ及びߴい倫理؍を਎につけɺ学ज़的ݟ஍に

立って෺事のެ正な൑அをすることができる。

ᶄߴ度৘ใ社会のさまざまな分໺でɺ৘ใٕज़者としてઐ໳ೳྗをൃشしɺ課題のൃ۷とॾ໰題の解ܾのたΊにͦのೳྗを活用でき

る。

ᶅ生֔にわたりओମ的ɺࣗ立的に৘ใ工学の課題を୳究するೳྗɺ他者とྗڠして໰題を解ܾしていくೳྗɺ及びɺࠃ際的にൃ৴でき

るೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科৘ใ工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資 ・࣭ೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫー

ΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ৘ใ工学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ৘ใॲ理ɺ৘ใデόイスɺ৘ใϝディアɺ

৘ใ通৴の 4 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じて਎につけたߴ度な

ઐ໳஌ࣝ及びߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を഑置しɺ研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ

修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じてɺߴ度৘ใ社会のさまざまな分໺でઐ໳ೳྗをൃشするたΊの素ཆɺ஌ࣝɺ૑造

ੑをཆ成しɺ໰題解ܾのたΊに活͔すことができるようにする。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流するたΊのίϛュ

χケーγϣンೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科৘ใ工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学

修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①大学院での学修の基ૅとなる大学ଔ業レϕルの基ૅ学ྗ及び৘ใ工学の基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄ৘ใ工学のઐ໳分໺に関৺がありɺ大学院での学修成果を社会で活͔すという目的ҙࣝがある。

ᶅԢ੝な୳究৺と研究৺ɺڧいҙࢤを࣋ってɺԿ事にも೪りڧく取り組むことができɺ大学院在学தだけでなくɺ修了後も学びଓける

ҙཉがある。
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৘ใ޻学ઐ߈

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

情
報
デ
バ
イ
ス

計 ࢉ 機 工 学 特 論 2 １ 前期 ٢઒խ໻ ˔

ώューϚンϚγンγスςϜ特論 2 １ 前期 த໺倫明 ˔

஌ 的 ৴ ߸ ॲ 理 特 論 2 １ 後期 向Ҫརय़ ˔

஌ 的 制 ޚ γ ス ς Ϝ 特 論 2 １ 後期 খதӳ࢚ ˔

画 ૾ ৘ ใ γ ス ς Ϝ 特 論 2 １ 後期 ຊಞ࢘ࣉफஉɺాࢁ ˔

৘ใデόイス特ผԋश・実験ᶗ̖ 2 １ 前期 த໺倫明ɺ向Ҫརय़ɺ٢઒խ໻ɺాࢁफஉɺ
খதӳ࢚ɺࣉຊಞ࢘

৘ใデόイス特ผԋश・実験ᶗ̗ 2 １ 後期 த໺倫明ɺ向Ҫརय़ɺ٢઒խ໻ɺాࢁफஉɺ
খதӳ࢚ɺࣉຊಞ࢘

৘ใデόイス特ผԋश・実験ᶘ̖ 2 2 前期 த໺倫明ɺ向Ҫརय़ɺ٢઒խ໻ɺాࢁफஉɺ
খதӳ࢚ɺࣉຊಞ࢘

৘ใデόイス特ผԋश・実験ᶘ̗ 2 2 後期 த໺倫明ɺ向Ҫརय़ɺ٢઒խ໻ɺాࢁफஉɺ
খதӳ࢚ɺࣉຊಞ࢘

情
報
処
理

ア ル ΰ Ϧ ζ Ϝ 特 論 2 １ 前期 ຊ修਎ࢁ ˔

ύ タ ー ン ৘ ใ ॲ 理 特 論 2 １ 前期 一ܒాࢁ ˔

ਓ 工 ஌ ೳ 特 論 2 １ 前期 ถᖒؽ߂ ˔

஌ 的 デ ー タ 分 析 特 論 2 １ 後期 ُ୩༝ོ ˔

৘ ใ ॲ 理 特 ผ ԋ श・実 験ᶗ̖ 2 １ 前期 ɺؽ߂一ɺُ୩༝ོɺถᖒܒాࢁຊ修਎ɺࢁ
ൺྑफ一ߴ

৘ ใ ॲ 理 特 ผ ԋ श・実 験ᶗ̗ 2 １ 後期 ɺؽ߂一ɺُ୩༝ོɺถᖒܒాࢁຊ修਎ɺࢁ
ൺྑफ一ߴ

৘ ใ ॲ 理 特 ผ ԋ श・実 験ᶘ̖ 2 2 前期 ɺؽ߂一ɺُ୩༝ོɺถᖒܒాࢁຊ修਎ɺࢁ
ൺྑफ一ߴ

৘ ใ ॲ 理 特 ผ ԋ श・実 験ᶘ̗ 2 2 後期 ɺؽ߂一ɺُ୩༝ོɺถᖒܒాࢁຊ修਎ɺࢁ
ൺྑफ一ߴ

情
報
メ
デ
ィ
ア

Ի ੠ ・ Ի ڹ ৘ ใ ॲ 理 特 論 2 １ 前期 ໺लथࡔ ˔

ࢹ ֮ ・ ৭ ࠼ ৘ ใ ॲ 理 特 論 2 １ 前期 ઒੅未དྷࢠ ˔

ίンϐュータάラϑィοΫス特論 2 １ 前期 ాதහޫ ˔

ݴ 語 ॲ 理 特 論 2 １ 後期 ઒༤ೋࠤ ˔

ό ー ν ϟ ル Ϧ ア Ϧ ς ィ 特 論 2 １ 後期 ༄ా޾߁ ˔

৘ใϝディア特ผԋश・実験ᶗ̖ 2 １ 前期 ాதහޫɺࠤ઒༤ೋɺ༄ా޾߁ɺࡔ໺लथɺ
઒੅未དྷࢠ

৘ใϝディア特ผԋश・実験ᶗ̗ 2 １ 後期 ాதහޫɺࠤ઒༤ೋɺ༄ా޾߁ɺࡔ໺लथɺ
઒੅未དྷࢠ

৘ใϝディア特ผԋश・実験ᶘ̖ 2 2 前期 ాதහޫɺࠤ઒༤ೋɺ༄ా޾߁ɺࡔ໺लथɺ
઒੅未དྷࢠ

৘ใϝディア特ผԋश・実験ᶘ̗ 2 2 後期 ాதහޫɺࠤ઒༤ೋɺ༄ా޾߁ɺࡔ໺लथɺ
઒੅未དྷࢠ

情
報
通
信

ω ο ト ϫ ー Ϋ 特 論 2 １ 前期 ླ໦ल࿨ ˔

ແ ઢ 通 ৴ 工 学 特 論 2 １ 前期 Ѵ　݈作 ˔

৘ ใ η Ω ュ Ϧ ς ィ 特 論 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

৘ ใ 理 論 特 論 2 １ 後期 Ӊݟࠤঙޒ ˔

৘ ใ 通 ৴ 特 ผ ԋ श・実 験ᶗ̖ 2 １ 前期 ӉݟࠤঙޒɺѴ　݈作ɺླ໦ल࿨

৘ ใ 通 ৴ 特 ผ ԋ श・実 験ᶗ̗ 2 １ 後期 ӉݟࠤঙޒɺѴ　݈作ɺླ໦ल࿨

৘ ใ 通 ৴ 特 ผ ԋ श・実 験ᶘ̖ 2 2 前期 ӉݟࠤঙޒɺѴ　݈作ɺླ໦ल࿨

৘ ใ 通 ৴ 特 ผ ԋ श・実 験ᶘ̗ 2 2 後期 ӉݟࠤঙޒɺѴ　݈作ɺླ໦ल࿨

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத ٢઒խ໻

ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 খதӳ࢚

ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ླ໦ल࿨

ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ླ໦ल࿨

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。ઐ修科目

の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら 22 ୯位以上をબ୒ཤ修しな

けれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘAɿ

2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋशŋ実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目）　 ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 ผ ԋ श ・ 実 験 ᶗ A 2 ୯位
22 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上
特 ผ ԋ श ・ 実 験 ᶗ B 2 ୯位

特 ผ ԋ श ・ 実 験 ᶘ A 2 ୯位

特 ผ ԋ श ・ 実 験 ᶘ B 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大

学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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߈学ઐ޻ࢠిؾి

電気電子工学専攻博士前期課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科ిࢠిؾ工学ઐ߈博士前期課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़を

༗しɺ૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2 年以上在学しɺ࣍の資࣭・ೳྗを਎

につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（工学）の学位を授༩します。

度の஌ߴ工学のઐ໳分໺に関するࢠిؾి① ・ࣝೳྗと関࿈ྖҬに関する基ૅ的素ཆɺ及びߴい倫理؍を਎につけɺ学ज़的ݟ஍に立っ

て෺事のެ正な൑அをすることができる。

ᶄࣗ立した研究者・ٕज़者としてඞཁなྗߟࢥ・൑அྗ・表ྗݱ等を༗しɺ社会におけるॾ໰題の解ܾのたΊにͦのೳྗを活用できる。

ᶅిࢠిؾが社会に果たす໾ׂとͦのॏཁੑを理解しɺ生֔にわたってओମ的ɺࣗ立的に୳究するೳྗɺ他者とڠಇするೳྗɺおよ

びࠃ際的に活༂し得るίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科ిࢠిؾ工学ઐ߈博士前期課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίース

ϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺిࢠిؾ工学のઐ໳分໺に関するߴ度な஌ࣝ・ೳྗに加͑ɺ関࿈ྖҬに関する基ૅ的素ཆを修得させるたΊɺ

ΤωルΪーڥ؀工学・ిࢠ෺ੑデόイス工学・γスςϜ৘ใ通৴工学・ిࢠ生໋৘ใ工学の 4 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてイン

ターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事を正しく理解

しɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺిࢠిؾ工学をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を഑置しɺ

研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目のཤ修を通してɺઐ໳分໺における研究

ೳྗと޿いࢹ໺を修得しɺͦれらを活用してɺ社会での໰題をൃݟしɺ解ܾするたΊのࣗ立した研究者・ٕज़者としてඞཁなߟࢥ ・ྗ

൑அྗ・表ྗݱ等をཆ成する。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実験・実शɺϓレθンςーγϣン等をੵۃ的に取り入れɺೳ

動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流を推進しࠃ際的に

活༂し得るίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮいて指導教員により

。ʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにするݸผ指導を行いɺݸ

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科ిࢠిؾ工学ઐ߈博士前期課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程に

おける学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗのあるਓをड入れます。

①博士前期課程での学修の基ૅとなるɺిࢠిؾ工学に関࿈する分໺の十分な基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄిࢠిؾ工学の分໺に関৺がありɺԢ੝な୳究৺とओମੑを࣋ってଟ༷なਓʑとྗڠして学Ϳ態度を༗しɺిࢠిؾ工学ઐ߈での

学修成果を以って社会にݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後も生֔にわたってよりߴ度なઐ໳分໺に関৺を࣋ͪɺࣗओ的・ܧଓ的に研究をଓけるҙཉがある。
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߈学ઐ޻ࢠిؾి

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
工
学

ి ؾ Τ ω ル Ϊ ー工 学 特 論 A 2 １ 前期 ӹాହี ˔
ి ؾ Τ ω ル Ϊ ー工 学 特 論 B 2 １ 前期 ӹాହี ˔
ΤωルΪーࡐڥ؀料工学特論ᶗ 2 １ 前期 ʪ٢໺　জʫ ˔
ΤωルΪーࡐڥ؀料工学特論ᶘ 2 １ 後期 ʪ٢໺　জʫ ˔
ΤωルΪーڥ؀γスςϜ工学特論 A 2 １ 前期 ଜຊ༟ೋɺଜ上༞一 ˔
ΤωルΪーڥ؀γスςϜ工学特論 B 2 １ 前期 ଜຊ༟ೋɺଜ上༞一 ˔
Τ ω ル Ϊ ー 変 ׵ 工 学 特 論 A 2 １ 後期 ࿠࢛ࡾதࢁ ˔
Τ ω ル Ϊ ー 変 ׵ 工 学 特 論 B 2 １ 後期 ࿠࢛ࡾதࢁ ˔
ΤωルΪーڥ؀工学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 ଜຊ༟ೋɺӹాହีɺࢁத࢛ࡾ࿠ɺଜ上༞一
ΤωルΪーڥ؀工学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 ଜຊ༟ೋɺӹాହีɺࢁத࢛ࡾ࿠ɺଜ上༞一
ΤωルΪーڥ؀工学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 ଜຊ༟ೋɺӹాହีɺࢁத࢛ࡾ࿠ɺଜ上༞一
ΤωルΪーڥ؀工学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ଜຊ༟ೋɺӹాହีɺࢁத࢛ࡾ࿠ɺଜ上༞一

電
子
物
性
デ
バ
イ
ス
工
学

ి ࢠ デ ό イ ス 特 論 A 2 １ 後期 ಺ాّ一࿠ ˔
ి ࢠ デ ό イ ス 特 論 B 2 １ 後期 ಺ాّ一࿠ ˔
ి ࢠ ෺ ੑ 特 論 A 2 １ 後期 平দඒࠜஉ ˔
ి ࢠ ෺ ੑ 特 論 B 2 １ 後期 平দඒࠜஉ ˔
真 ۭ デ ό イ ス 特 論 A 2 １ 前期 ଜాӳ一 ˔
真 ۭ デ ό イ ス 特 論 B 2 １ 前期 ଜాӳ一 ˔
ి ࢠ ޫ 学 特 論 A 2 １ 後期 ఩࢘ۄࣇ ˔
ి ࢠ ޫ 学 特 論 B 2 １ 後期 ఩࢘ۄࣇ ˔
ి ࢠ デόイスϓ ϩ η ス特 論 A 2 １ 前期 ஛ాޗܓ ˔
ి ࢠ デόイスϓ ϩ η ス特 論 B 2 １ 前期 ஛ాޗܓ ˔

෺ੑデόイス工学特ผԋश・実験ᶗAࢠి 2 １ 前期 ಺ాّ一࿠ɺۄࣇ఩࢘ɺ஛ాޗܓɺ平দඒࠜஉɺ
ଜాӳ一

෺ੑデόイス工学特ผԋश・実験ᶗBࢠి 2 １ 後期 ಺ాّ一࿠ɺۄࣇ఩࢘ɺ஛ాޗܓɺ平দඒࠜஉɺ
ଜాӳ一

෺ੑデόイス工学特ผԋश・実験ᶘAࢠి 2 2 前期 ಺ాّ一࿠ɺۄࣇ఩࢘ɺ஛ాޗܓɺ平দඒࠜஉɺ
ଜాӳ一

෺ੑデόイス工学特ผԋश・実験ᶘBࢠి 2 2 後期 ಺ాّ一࿠ɺۄࣇ఩࢘ɺ஛ాޗܓɺ平দඒࠜஉɺ
ଜాӳ一

シ
ス
テ
ム
情
報
通
信
工
学

制 ޚ γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 A 2 １ 前期 ా࡚　߽ ˔
制 ޚ γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 B 2 １ 前期 ా࡚　߽ ˔
৘ ใ 通 ৴ γ ス ς Ϝ 特 論 A 2 １ 前期 খྛ݈ଠ࿠ ˔
৘ ใ 通 ৴ γ ス ς Ϝ 特 論 B 2 １ 前期 খྛ݈ଠ࿠ ˔
৘ ใ 通 ৴ 工 学 特 論 A 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
৘ ใ 通 ৴ 工 学 特 論 B 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
制 ޚ ৘ ใ γ ス ς Ϝ 特 論 A 2 １ 後期 ງా一߂ ˔
制 ޚ ৘ ใ γ ス ς Ϝ 特 論 B 2 １ 後期 ງా一߂ ˔
γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 A 2 １ 前期 ਓַࢁ૿ ˔
γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 B 2 １ 前期 ਓַࢁ૿ ˔
γスςϜ৘ใ通৴工学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 ງా一߂ɺখྛ݈ଠ࿠ɺా࡚　߽ɺ૿ַࢁਓ
γスςϜ৘ใ通৴工学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 ງా一߂ɺখྛ݈ଠ࿠ɺా࡚　߽ɺ૿ַࢁਓ
γスςϜ৘ใ通৴工学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 ງా一߂ɺখྛ݈ଠ࿠ɺా࡚　߽ɺ૿ַࢁਓ
γスςϜ৘ใ通৴工学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ງా一߂ɺখྛ݈ଠ࿠ɺా࡚　߽ɺ૿ַࢁਓ

電
子
生
命
情
報
工
学

ి ࢠ 生 ໋ ৘ ใ 工 学 特 論 A 2 １ 後期 ҏ౻ণ文ɺాࡗ　૑ ˔
ి ࢠ 生 ໋ ৘ ใ 工 学 特 論 B 2 １ 後期 ҏ౻ণ文ɺాࡗ　૑ ˔
ࢠి 生໋৘ ใ 応用工学 特論 A 2 １ 前期 ୩৻໵۽ ˔
ࢠి 生໋ ৘ ใ 応用工学 特論 B 2 １ 前期 ୩৻໵۽ ˔
ࢠి 生໋৘ ใ計 ଌ工学 特論 A 2 １ 前期 ଠాو೭ ˔
ࢠి 生໋৘ ใ計 ଌ工学 特論 B 2 １ 前期 ଠాو೭ ˔
生໋৘ใ工学特ผԋश・実験ᶗAࢠి 2 １ 前期 ҏ౻ণ文ɺଠాو೭ɺ۽୩৻໵ɺాࡗ　૑
生໋৘ใ工学特ผԋश・実験ᶗBࢠి 2 １ 後期 ҏ౻ণ文ɺଠాو೭ɺ۽୩৻໵ɺాࡗ　૑
生໋৘ใ工学特ผԋश・実験ᶘAࢠి 2 2 前期 ҏ౻ণ文ɺଠాو೭ɺ۽୩৻໵ɺాࡗ　૑
生໋৘ใ工学特ผԋश・実験ᶘBࢠి 2 2 後期 ҏ౻ণ文ɺଠాو೭ɺ۽୩৻໵ɺాࡗ　૑

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத ଜຊ༟ೋ

ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 ଠాو೭ɺ۽୩৻໵ɺ஛ాޗܓɺງా一߂ɺ
ଜాӳ一ɺ૿ַࢁਓ

ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ଜຊ༟ೋ
ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ଜຊ༟ೋ

※ಛ論 "・ಛ論 # ͸ִ೥։ߨɺྩ࿨ ý ೥౓͸ಛ論 " Λ։ߨしಛ論 # ͸։ͣͤߨɻ
ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
ʪ　ʫはऴ਎教授。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。ઐ修科目

の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら 22 ୯位以上をબ୒ཤ修しな

けれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘAɿ

2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋश・実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目） ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̖ 2 ୯位
22 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上
特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̗ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̗ 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大学

院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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߈学ઐ޻ೳػྉࡐ

材料機能工学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科ࡐ料機ೳ工学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़を༗しɺ

૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2 年以上在学しɺ十分にߴ度なࡐ料機ೳ工学

のઐ໳஌ࣝと研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（工

学）の学位を授༩します。

①科学ٕज़に対する社会のཁ੥に対応できるɺ෯޿いࢹ໺と࣭のߴいٕज़ ・ྗ研究ྗɺおよびߴい倫理؍を਎につけɺ学ज़的ݟ஍に立っ

て෺事をެ正に൑அすることができる。

ᶄ社会のさまざまな分໺でɺࡐ料機ೳ工学に係わるٕज़者としてのઐ໳ೳྗをൃشしɺ課題のൃ۷とॾ໰題の解ܾをਤることができる。

ᶅࡐ料機ೳ工学が社会に果たす໾ׂとͦのॏཁੑを理解しɺ生֔にわたりओମ的ɺࣗ立的に୳究するೳྗɺ他者を理解しڠಇして計

画的に仕事を進Ίることのできるೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科ࡐ料機ೳ工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫー

ΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺࡐ料機ೳ工学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺφϊ・インςϦジΣントࡐ料ɺΤ

レΫトϩχΫスࡐ料ɺίンポジοトࡐ料の 3 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授

業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺࡐ料機ೳ工学をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を഑置しɺ

研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺਂ いߟࢥೳྗと෯޿いࢹ໺を修得しɺ

ࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成する。

ᶅ ίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流するたΊのࠃ際

的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科ࡐ料機ೳ工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程におけ

る学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①大学院での学修の基ૅとなるɺ大学ଔ業レϕルの基ૅ学ྗ及びࡐ料機ೳ工学に関࿈する分໺の基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄࡐ料機ೳ工学に関৺がありɺԢ੝な୳究৺と研究৺ɺڧいҙࢤを࣋ͪɺ大学院での学修成果を以って社会にݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺよりߴ度なઐ໳分໺を学びɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研ᮎをଓけるҙཉがある。
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߈学ઐ޻ೳػྉࡐ

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

ナ
ノ
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
材
料

φ ϊ ి ࢠ ࡐ 料 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ຬ᭪明ɺ࿡ాӳ࣏ࡒ ˔
φ ϊ ి ࢠ ࡐ 料 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ຬ᭪明ɺ࿡ాӳ࣏ࡒ ˔
ޫ ෺ ੑ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 今Ҫ大஍ ˔
ޫ ෺ ੑ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 今Ҫ大஍ ˔
φ ϊ 分 析 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ౔԰　文 ˔
φ ϊ 分 析 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ౔԰　文 ˔
ΤレΫトϩχΫス特論ᶗޫࢠྔ 2 １ 前期 ෉޹ౢٶ ˔
ΤレΫトϩχΫス特論ᶘޫࢠྔ 2 １ 後期 ෉޹ౢٶ ˔
Τ ω ル Ϊ ー ؀ ڥ ࡐ 料 特 論ᶗ 2 １ 前期 ాதਸ೭ ˔
Τ ω ル Ϊ ー ؀ ڥ ࡐ 料 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ాதਸ೭ ˔

φϊ・インςϦジΣントࡐ料特ผԋश・実験ᶗ̖ 2 １ 前期 ࿡ాӳ࣏ɺ౔԰　文ɺ޹ౢٶ෉ɺాதਸ೭ɺ
今Ҫ大஍

φϊ・インςϦジΣントࡐ料特ผԋश・実験ᶗ̗ 2 １ 後期 ࿡ాӳ࣏ɺ౔԰　文ɺ޹ౢٶ෉ɺాதਸ೭ɺ
今Ҫ大஍

φϊ・インςϦジΣントࡐ料特ผԋश・実験ᶘ̖ 2 2 前期 ࿡ాӳ࣏ɺ౔԰　文ɺ޹ౢٶ෉ɺాதਸ೭ɺ
今Ҫ大஍

φϊ・インςϦジΣントࡐ料特ผԋश・実験ᶘ̗ 2 2 後期 ࿡ాӳ࣏ɺ౔԰　文ɺ޹ౢٶ෉ɺాதਸ೭ɺ
今Ҫ大஍

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
材
料

ΤレΫト ϩ χΫスࡐ 料 特 論ᶗ 2 １ 前期 成௩ॏ໻ ˔
ΤレΫトϩ χΫスࡐ 料 特 論ᶘ 2 １ 後期 成௩ॏ໻ ˔
ΤレΫトϩχΫスデόイス特論ᶗ 2 １ 前期 ݦ୩素ؠ ˔
ΤレΫトϩχΫスデόイス特論ᶘ 2 １ 後期 ݦ୩素ؠ ˔
൒ 導 ମ デ ό イ ス 特 論 ᶗ 2 １ 前期 上ࢁ　ஐ ˔
൒ 導 ମ デ ό イ ス 特 論 ᶘ 2 １ 後期 上ࢁ　ஐ ˔
ΤレΫトϩχΫス特論ᶗࢠྔ・ޫ 2 １ 前期 ஛಺఩໵ ˔
ΤレΫトϩχΫス特論ᶘࢠྔ・ޫ 2 １ 後期 ஛಺఩໵ ˔
ΤレΫトϩχΫスࡐ料特ผԋश・実験ᶗ̖ 2 １ 前期 成௩ॏ໻ɺؠ୩素ݦɺ上ࢁ　ஐɺ஛಺఩໵
ΤレΫトϩχΫスࡐ料特ผԋश・実験ᶗ̗ 2 １ 後期 成௩ॏ໻ɺؠ୩素ݦɺ上ࢁ　ஐɺ஛಺఩໵
ΤレΫトϩχΫスࡐ料特ผԋश・実験ᶘ̖ 2 2 前期 成௩ॏ໻ɺؠ୩素ݦɺ上ࢁ　ஐɺ஛಺఩໵
ΤレΫトϩχΫスࡐ料特ผԋश・実験ᶘ̗ 2 2 後期 成௩ॏ໻ɺؠ୩素ݦɺ上ࢁ　ஐɺ஛಺఩໵

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
材
料

ί ン ポ ジ ο ト ࡐ 料 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ӿຊ࿨城 ˔
ί ン ポ ジ ο ト ࡐ 料 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ӿຊ࿨城 ˔
表 ໘ 改 ࣭ ࡐ 料 特 論 ᶗ 2 １ 前期 Ӊࠤඒॳ඙ ˔
表 ໘ 改 ࣭ ࡐ 料 特 論 ᶘ 2 １ 後期 Ӊࠤඒॳ඙ ˔
生 ମ ࡐ 料 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ෰部༑一 ˔
生 ମ ࡐ 料 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ෰部༑一 ˔
ۚ ଐ ࡐ 料 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ੺ງढ़࿨ ˔
ۚ ଐ ࡐ 料 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ੺ງढ़࿨ ˔
ίンポジοトࡐ料特ผԋश・実験ᶗ̖ 2 １ 前期 ӿຊ࿨城ɺӉࠤඒॳ඙ɺ෰部༑一ɺ੺ງढ़࿨
ίンポジοトࡐ料特ผԋश・実験ᶗ̗ 2 １ 後期 ӿຊ࿨城ɺӉࠤඒॳ඙ɺ෰部༑一ɺ੺ງढ़࿨
ίンポジοトࡐ料特ผԋश・実験ᶘ̖ 2 2 前期 ӿຊ࿨城ɺӉࠤඒॳ඙ɺ෰部༑一ɺ੺ງढ़࿨
ίンポジοトࡐ料特ผԋश・実験ᶘ̗ 2 2 後期 ӿຊ࿨城ɺӉࠤඒॳ඙ɺ෰部༑一ɺ੺ງढ़࿨

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத ෰部༑一
ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 ෰部༑一
ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ෰部༑一
ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ෰部༑一

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。



Āÿ

法
学
研
究
科

経
営
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

理
工
学
研
究
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究
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科

ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特論 4 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。

ઐ修科目の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら１8 ୯位以上をબ୒

ཤ修しなけれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特論ᶗɿ2 ୯位ɺ特論ᶘɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ

2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋश・実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目） ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 論 ᶗ 2 ୯位

１8 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上

特 論 ᶘ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̗ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̗ 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大

学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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Ԡ༻Խ学ઐ߈

応用化学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科応用Խ学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ ・ٕࣝ ज़を༗しɺ૑造 ・ੑ

際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2ࠃ 年以上在学しɺ十分にߴ度な応用Խ学のઐ໳஌ࣝと

研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（工学）の学位

を授༩します。

①Խ学෺࣭の༗用ੑ・ੑݥةに関するߴ度でઐ໳的な஌ࣝɺ及びߴい倫理؍を਎につけɺ学ज़的ݟ஍に立って෺事のެ正な൑அをす

ることができる。

ᶄԽ学෺࣭の։ൃ・評価における研究ೳྗまたはߴ度ઐ໳৬業ਓとしてඞཁなೳྗを༗しɺ社会におけるॾ໰題の解ܾのたΊにͦの

ೳྗを活用できる。

ᶅ生֔にわたりओମ的ɺࣗ立的に୳究するೳྗɺ他者を理解しڠಇして計画的に仕事を進Ίることのできるೳྗおよびࠃ際的に通用す

るίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科応用Խ学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫーΫと

ϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ応用Խ学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ生໋༗機Խ学ɺ෺࣭෺理Խ学ɺڥ؀・

ΤωルΪーԽ学の 3 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じて਎につけた

。に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする؍い倫理ߴ度な஌ࣝおよびߴ

ᶄϦαーνϫーΫではɺ応用Խ学をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を഑置しɺ研究

倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺਂいߟࢥೳྗと෯޿いࢹ໺を修得しɺ

ࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成する。

ᶅ ίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流するたΊのࠃ際

的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科応用Խ学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学

修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①大学院での学修の基ૅとなるɺ大学ଔ業レϕルの基ૅ学ྗ及び応用Խ学に関࿈する分໺の基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄ応用Խ学に関৺がありɺԢ੝な୳究৺と研究৺ɺڧいҙࢤを࣋ͪɺ大学院での学修成果を以って社会にݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺよりߴ度なઐ໳分໺を学びɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研ᮎをଓけるҙཉがある。
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Ԡ༻Խ学ઐ߈

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

生
命
有
機
化
学

応 用 ༗ 機 Խ 学 特 論 2 １ 後期 Ӭా　ԝ ˔

応 用 生 ໋ 分 ࢠ 科 学 特 論 2 １ 後期 Ӭా　ԝ ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

ઌ ୺ ௒ 分 ࢠ Խ 学 特 論 2 １ 前期 ాӜ大ี ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

ι ϑ ト Ϛ タ ー 特 論 2 １ 前期 ాӜ大ี ˔

機 ೳ ੑ ߴ 分 ࢠ ࡐ 料 特 論 2 １ 前期 ాத正߶ ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

ό イ Φ Ϛ ς Ϧ ア ル 特 論 2 １ 前期 ాத正߶ ˔

生໋༗機Խ学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 Ӭా　ԝɺాத正߶ɺాӜ大ี

生໋༗機Խ学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 Ӭా　ԝɺాத正߶ɺాӜ大ี

生໋༗機Խ学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 Ӭా　ԝɺాத正߶ɺాӜ大ี

生໋༗機Խ学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 Ӭా　ԝɺాத正߶ɺాӜ大ี

物
質
物
理
化
学

φ ϊ ߏ 造 科 学 特 論 2 １ 前期 ൧ౡ੅உ ˔

機 ೳ φ ϊ Ϛ ς Ϧ ア ル 特 論 2 １ 前期 ߒོࢁؙ ˔

応 用 ෺ ੑ Խ 学 特 論 2 １ 前期 ౦ढ़࣏ࡔ ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

応 用 ࣓ ؾ Խ 学 特 論 2 １ 前期 ౦ढ़࣏ࡔ ˔

෺ ࣭ 機 ೳ ෺ 理 Խ 学 特 論 2 １ 前期 খᖒ理थ ˔

෺࣭෺理Խ学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 ɺখᖒ理थߒོࢁ౦ढ़࣏ɺؙࡔ

෺࣭෺理Խ学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 ɺখᖒ理थߒོࢁ౦ढ़࣏ɺؙࡔ

෺࣭෺理Խ学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 ɺখᖒ理थߒོࢁ౦ढ़࣏ɺؙࡔ

෺࣭෺理Խ学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ɺখᖒ理थߒོࢁ౦ढ़࣏ɺؙࡔ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学

؀ ڥ Խ 学 特 論 2 １ 前期 தଜ஧࢘ ˔

ά Ϧ ーン ケ ϛ ス ト Ϧ ー 特 論 2 １ 前期 தଜ஧࢘ ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

機 ೳ ੑ Τ ω ル Ϊ ー ࡐ 料 特 論 2 １ 前期 （ࢠり͑ࡔ） ˔

ແ 機 ࡐ 料 科 学 特 論 2 １ 前期 （ࢠり͑ࡔ） ˔

導 ి ࡐ 料 特 論 2 １ 後期 ஑ᬒ༝ඒࢠ ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

低 Թ ෺ ੑ 特 論 2 １ 後期 ஑ᬒ༝ඒࢠ ˔

ݻ ମ 表 ໘ Խ 学 特 論 2 １ 後期 ޿ོా࠽ ˔

生 ໋Τωル Ϊ ーデόイス特 論 2 １ 後期 ޿ོా࠽ ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

ΤωルΪー科学特ผԋश・実験ᶗA・ڥ؀ 2 １ 前期 ஑ᬒ༝ඒࢠɺ޿ོా࠽ɺதଜ஧࢘

ΤωルΪー科学特ผԋश・実験ᶗB・ڥ؀ 2 １ 後期 ஑ᬒ༝ඒࢠɺ޿ོా࠽ɺதଜ஧࢘

ΤωルΪー科学特ผԋश・実験ᶘA・ڥ؀ 2 2 前期 ஑ᬒ༝ඒࢠɺ޿ོా࠽ɺதଜ஧࢘

ΤωルΪー科学特ผԋश・実験ᶘB・ڥ؀ 2 2 後期 ஑ᬒ༝ඒࢠɺ޿ོా࠽ɺதଜ஧࢘

応
用
分
析
化
学
科
目

組 成 分 析 Խ 学 １ １ 前期 ౦ढ़࣏ɺখᖒ理थɺӬా　ԝɺதଜ஧࢘ɺࡔ
ాӜ大ี ˔

ߏ 造 機 器 分 析 Խ 学 １ １ 前期 ࢠɺখᖒ理थɺ஑ᬒ༝ඒߒོࢁ౦ढ़࣏ɺؙࡔ ˔

生 ໋ ༗ 機 分 析 Խ 学 １ １ 後期 Ӭా　ԝɺதଜ஧࢘ɺాத正߶ɺాӜ大ี ˔

ແ 機 ෺ ࣭ 分 析 Խ 学 １ １ 後期 Ӭా　ԝɺࡔ౦ढ़࣏ɺখᖒ理थɺ޿ོా࠽ɺ
ߒོࢁؙ ˔

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத ߒོࢁؙ

ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 後期 （Ԭ　ྑ明）

ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ஑ᬒ༝ඒࢠ

ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ஑ᬒ༝ඒࢠ

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
（　）は݉任。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。ઐ修科目

の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら 22 ୯位以上をબ୒ཤ修しな

けれ͹なりません。ただしɺ「生໋༗機Խ学」「෺࣭෺理Խ学」「ڥ؀・ΤωルΪー科学」の各ઐ修分໺͔ら特論科目を各 2 ୯位

以上ɺまたɺ「ڞ通科目」͔ら 2 ୯位以上をཤ修すること。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘAɿ

2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋश・実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目）　 ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̖ 2 ୯位
22 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

　　8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定　

30 ୯位以上
特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̗ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̗ 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大学

院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔͑

ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文の

৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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機械工学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科機ց工学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़を༗しɺ૑
造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程において 2 年以上在学しɺ十分にߴ度な機ց工学のઐ໳஌
ࣝと研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（工学）の
学位を授༩します。

①ࣗવ科学および機ց工学をத৺とするઐ໳ྖҬにおいてɺߴ度でઐ໳的な஌ࣝとߴい倫理؍を਎にணけɺ学ज़的ݟ஍に立って෺事
をެ正に൑அをすることができる。
ᶄٕज़者としての責任を理解しɺ機ց工学をத৺とするઐ໳分໺においてࣗら໰題ઃ定ができɺ社会におけるॾ໰題の解ܾのたΊに
ͦのೳྗを活用できる。
ᶅ日ຊ語により論理的な文ষを作成しɺίϛュχケーγϣンできる。
ᶆࠃ಺֎の文ݙ΍ઐ໳書を理解できɺӳ語によりϓレθンςーγϣンができるなどのɺࠃ際的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎
につけている。
ᶇٕज़ภॏにならずɺ生֔にわたりओମ的ɺࣗ 立的に学びଓけɺ学んだことを分͔ͪ合いɺڞに成長することでɺݸਓと社会のつながりɺ
ͦしてকདྷ૾を͑ߟることができる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科機ց工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫーΫと
ϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ機ց工学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ೤・流ମɺࡐ料・ڧ度ɺઃ計・生࢈ɺ
ӡ動ྗ学・制ޚの 4 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じて਎につけた
。に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする؍い倫理ߴ度な஌ࣝおよびߴ
ᶄϦαーνϫーΫではɺ機ց工学をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を഑置しɺ研究
倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺ機ց工学に関するਂいߟࢥೳྗと෯
。໺を修得しɺࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成するࢹい޿
ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ
ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流するたΊのࠃ際
的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工
学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教
員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科機ց工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学
修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①機ց工学およびࣗવ科学に関してɺ大学ଔ業レϕルの基ૅ学ྗと十分な஌ࣝを༗する。
ᶄ機ց工学に関৺がありɺߴいࢤとԢ੝な୳ٻ৺で೪りڧく౒ྗすることができɺকདྷɺࠃ際社会のதでٕज़者あるいは研究者として
社会にݙߩする目的ҙࣝがある。
ᶅࣗ分のҙࢥと͑ߟをઆ明できるίϛュχケーγϣンೳྗおよびӳ語による書෺を理解するたΊにඞཁとなる基ૅ的なӳ語ೳྗを༗
する。
ᶆ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺ機ց工学に関するߴ度なઐ໳分໺を学びɺ生֔にわたってࣗओ的に研究をଓけるҙཉがある。

01
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03
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߈学ઐ޻ցػ

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

熱
・
流
体

೤ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ઒ଜ༸հ ˔
೤ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ઒ଜ༸հ ˔
ߴ Թ ؾ ମ ྗ 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 দా　३ ˔
ߴ Թ ؾ ମ ྗ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 দా　३ ˔
೪ ੑ 流 ମ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 و　อٱ ˔
೪ ੑ 流 ମ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 و　อٱ ˔
流 ମ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ઒༟೭ݹ ˔
流 ମ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ઒༟೭ݹ ˔
೤・流 ମ 特 ผ ԋ श・ 実 験ᶗA 2 １ 前期 দా　३ɺٱอ　وɺݹ઒༟೭ɺ઒ଜ༸հ
೤・流 ମ 特 ผ ԋ श・ 実 験ᶗB 2 １ 後期 দా　३ɺٱอ　وɺݹ઒༟೭ɺ઒ଜ༸հ
೤・流 ମ 特 ผ ԋ श・実 験 ᶘ A 2 2 前期 দా　३ɺٱอ　وɺݹ઒༟೭ɺ઒ଜ༸հ
೤・流 ମ 特 ผ ԋ श・実 験 ᶘ B 2 2 後期 দా　३ɺٱอ　وɺݹ઒༟೭ɺ઒ଜ༸հ

ˎ数 ஋ 流 ମ 工 学 特 論 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
ˎ೩ ম 工 学 特 論 2 １ 後期 （޿୩正ݹ） ˔
ˎ఻ ೤ 工 学 特 論 2 １ 前期 （ా઒正ਓ） ˔
ˎྫྷ ౚ ۭ ௐ 工 学 特 論 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

材
料
・
強
度

ࡐ 料 ڧ 度 応 用 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 দݪ　߶ ˔
ࡐ 料 ڧ 度 応 用 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 দݪ　߶ ˔
ࡐ 料 γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ਗ਼水ݑ一 ˔
ࡐ 料 γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ਗ਼水ݑ一 ˔
ઌ 進 ࡐ 料 評 価 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ိւ博ԝ ˔
ઌ 進 ࡐ 料 評 価 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ိւ博ԝ ˔
ڧ・料ࡐ 度特ผԋश・実 験ᶗA 2 １ 前期 ਗ਼水ݑ一ɺိւ博ԝɺদݪ　߶
ڧ・料ࡐ 度特ผԋश・実 験ᶗB 2 １ 後期 ਗ਼水ݑ一ɺိւ博ԝɺদݪ　߶
度特ผԋश・実験ᶘڧ・料ࡐ A 2 2 前期 ਗ਼水ݑ一ɺိւ博ԝɺদݪ　߶
ڧ・料ࡐ 度特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ਗ਼水ݑ一ɺိւ博ԝɺদݪ　߶

ࡐˎ 料 ڧ 度 ৘ ใ 学 特 論 2 2 前期ूத （޾୩ণז）

設
計
・
生
産

Ϛ イΫ ϩ Ϛ γ χ ン ά 特 論 ᶗ 2 １ 前期 アϒラϋ・ϖトϩス ˔
Ϛ イΫ ϩ Ϛ γ χ ン ά 特 論 ᶘ 2 １ 後期 アϒラϋ・ϖトϩス ˔
生 ࢈ 加 工γスςϜ 工学 特 論ᶗ 2 １ 前期 成ాٱߒ ˔
生 ࢈ 加 工γスςϜ 工学 特 論ᶘ 2 １ 後期 成ాٱߒ ˔
૑ 造 ઃ 計 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ٢઒ହ੖ ˔
૑ 造 ઃ 計 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ٢઒ହ੖ ˔
౷ 合 ઃ 計 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ྩ࿨ 6年度は։講せず
౷ 合 ઃ 計 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず

ઃ 計・生 特ผԋश・実࢈ 験ᶗA 2 １ 前期 アϒラϋ・ϖトϩスɺ成ాٱߒɺ٢઒ହ੖ɺ
௩ాರ࢙

ઃ 計・生 特ผԋश・実࢈ 験ᶗB 2 １ 後期 アϒラϋ・ϖトϩスɺ成ాٱߒɺ٢઒ହ੖ɺ
௩ాರ࢙

ઃ計・生࢈特ผԋश・実験ᶘ A 2 2 前期 アϒラϋ・ϖトϩスɺ成ాٱߒɺ٢઒ହ੖ɺ
௩ాರ࢙

ઃ計・生࢈特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 アϒラϋ・ϖトϩスɺ成ాٱߒɺ٢઒ହ੖ɺ
௩ాರ࢙

運
動
力
学
・
制
御

機 ց 機 ೳ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ԣాقߛ ˔
機 ց 機 ೳ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ԣాقߛ ˔
生 ମ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 大ౡ成通 ˔
生 ମ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 大ౡ成通 ˔
஌ 的 制 ޚ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 த੢　३ ˔
஌ 的 制 ޚ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 த੢　३ ˔
機 ց ஌ ೳ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ஑ຊ༗ॿ ˔
機 ց ஌ ೳ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ஑ຊ༗ॿ ˔
ӡ動ྗ学・制ޚ特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 大ౡ成通ɺ஑ຊ༗ॿɺத੢　३ɺԣాقߛ
ӡ動ྗ学・制ޚ特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 大ౡ成通ɺ஑ຊ༗ॿɺத੢　३ɺԣాقߛ
ӡ動ྗ学・制ޚ特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 大ౡ成通ɺ஑ຊ༗ॿɺத੢　३ɺԣాقߛ
ӡ動ྗ学・制ޚ特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 大ౡ成通ɺ஑ຊ༗ॿɺத੢　३ɺԣాقߛ

ˎҩ 工 ྗ 学 特 論 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத ਗ਼水ݑ一ɺদݪ　߶
ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 アϒラϋ・ϖトϩスɺݹ઒༟೭
ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத 成ాٱߒɺ஑ຊ༗ॿɺদݪ　߶
ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ஑ຊ༗ॿɺ成ాٱߒɺদݪ　߶

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
（　）は݉任。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１ 部໳※１（特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。ઐ修科目

の΄͔ɺ各ઐ修分໺の特論ᶗ͔ら 2 ୯位以上合計で 8 ୯位以上ɺ特論ᶘおよび関࿈科目͔ら 8 ୯位以上બ୒ཤ修しなけれ͹な

りません。またɺڞ通科目͔ら科学ٕज़ӳ語 2 ୯位をཤ修しなけれ͹なりません。ઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科

目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら 22 ୯位以上をબ୒ཤ修しなけれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘAɿ

2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ4 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋश・実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ 修 科 目
（指 導 教 員の科目）

特 ผ ԋ श・実 験ᶗ̖ 2 ୯位　

特 ผ ԋ श・実 験ᶗ̗ 2 ୯位　

特 ผ ԋ श・実 験ᶘ̖ 2 ୯位　

特 ผ ԋ श・実 験ᶘ̗ 2 ୯位　

ઐ 修 科 目 以 ֎ の
授 業 科 目

特 論 ᶗ 各ઐ修分໺͔ら 2 ୯位以上ɺ合計
8 ୯位以上

22 ୯位以上
※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業
科目はɺ4 ୯位以಺に限って修
了୯位として認定

記の最低୯位の合計がࠨ※ 20 ୯
位であることに஫ҙ

特 論 ᶘ と 関 ࿈ 科 目 8 ୯位以上　

科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 ୯位　

合　　　　　　　　　計 30 ୯位以上　

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大

学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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ަ௨ػց޻学ઐ߈

交通機械工学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科ަ通機ց工学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़を༗しɺ

૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2 年以上在学しɺ十分にߴ度なަ通機ց工学のઐ໳஌ࣝと

研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（工学）の学位

を授༩します。

①機ց工学΍ަ通機ց工学に関する基ૅྗと応用ྗɺ及びߴ度なઐ໳஌ࣝを༗しɺ学ज़的ݟ஍に立って機ց工学分໺の൑அができる。

ᶄ機ց工学の分໺でɺ機ց΍ަ通機ցに係わるٕज़者としてのઐ໳ೳྗをൃشしɺ課題のൃ۷とॾ໰題の解ܾをਤることができる。

ᶅࣗવとのڞ生΍ਓྨの҆શ・෱ࢱをৗにҙࣝしɺ機ցٕज़者としての社会的責任を֮ࣗするೳྗɺ及び他者を理解しɺ他者とڠௐしてɺ

。際的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけているࠃ

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科ަ通機ց工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫー

ΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではަ通機ց工学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺΤωルΪー・流ମ工学ɺࡐ料・ߏ

造工学ɺ制ޚ・γスςϜ工学の 3 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じ

て਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺަ通機ց工学をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を഑置しɺ

研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺਂ いߟࢥೳྗと෯޿いࢹ໺を修得しɺ

ࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成する。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流するたΊのࠃ際

的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科ަ通機ց工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士課程）の教育課程における学修を通

じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①ަ通機ց工学のߴ度なઐ໳科目を学ͿたΊにඞཁな大学ଔ業レϕルの基ૅ学ྗɺ及びަ通機ց工学に関࿈する分໺の基ૅ஌ࣝを

༗する。

ᶄަ通機ց工学に関৺がありɺ向上৺・νϟレンジਫ਼ਆがԢ੝でɺߴいࢤとڧいҙࢤを࣋って学修に取り組みɺ大学院での成果を以っ

て社会にݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もよりߴ度なઐ໳分໺を学びɺ機ցٕज़者として大きなເをもͪɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的

に研ᮎをଓけるҙཉがある。
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03
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ަ௨ػց޻学ઐ߈

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
流
体
工
学

Τ ω ル Ϊ ー 科 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 தౡެ平 ˔

Τ ω ル Ϊ ー 科 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 தౡެ平 ˔

推 進 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ੁ໺　๬ ˔

推 進 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ੁ໺　๬ ˔

流 ମ 科 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 大᤽৴೭ ˔

流 ମ 科 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 大᤽৴೭ ˔

流 ମ γ ス ς Ϝ 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ླ໦ণ߂ ˔

流 ମ γ ス ς Ϝ 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ླ໦ণ߂ ˔

ΤωルΪー・流ମ工学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 ླ໦ণ߂ɺதౡެ平ɺ大᤽৴೭ɺੁ໺　๬

ΤωルΪー・流ମ工学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 ླ໦ণ߂ɺதౡެ平ɺ大᤽৴೭ɺੁ໺　๬

ΤωルΪー・流ମ工学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 ླ໦ণ߂ɺதౡެ平ɺ大᤽৴೭ɺੁ໺　๬

ΤωルΪー・流ମ工学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ླ໦ণ߂ɺதౡެ平ɺ大᤽৴೭ɺੁ໺　๬

ˎ計 ࢉ ྗ 学 特 論 2 １ 後期 （൞上ल޾） ˔

ˎ計 ࢉ 科 学 特 論 2 １ 後期 （ਂ୩࣏඙） ˔

材
料
・
構
造
工
学

ࡐ 料 科 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ੁ　ষل ˔

ࡐ 料 科 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ੁ　ষل ˔

ߏ 造 ྗ 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ੢ଜঘ࠸ ˔

ߏ 造 ྗ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ੢ଜঘ࠸ ˔

ܰ ྔ ߏ 造 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ෋Ԭོ߂ ˔

ܰ ྔ ߏ 造 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ෋Ԭོ߂ ˔

適 応 ߏ 造 γ ス ς Ϝ 学 特 論ᶗ 2 １ 前期 ઋ৔३඙ ˔

適 応 ߏ 造 γ ス ς Ϝ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ઋ৔३඙ ˔

造工学特ผԋश・実験ᶗAߏ・料ࡐ 2 １ 前期 ෋Ԭོ߂ɺ੢ଜঘ࠸ɺੁ　ষلɺઋ৔३඙

造工学特ผԋश・実験ᶗBߏ・料ࡐ 2 １ 後期 ෋Ԭོ߂ɺ੢ଜঘ࠸ɺੁ　ষلɺઋ৔३඙

造工学特ผԋश・実験ᶘAߏ・料ࡐ 2 2 前期 ෋Ԭོ߂ɺ੢ଜঘ࠸ɺੁ　ষلɺઋ৔३඙

造工学特ผԋश・実験ᶘBߏ・料ࡐ 2 2 後期 ෋Ԭོ߂ɺ੢ଜঘ࠸ɺੁ　ষلɺઋ৔३඙

制
御
・
シ
ス
テ
ム
工
学

Ϛ ン ϚγンγスςϜ学 特 論ᶗ 2 １ 前期 ૬അ　ਔ ˔

Ϛ ン ϚγンγスςϜ学 特 論ᶘ 2 １ 後期 ૬അ　ਔ ˔

஌ 的 制 ޚ 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ࢠٱتాٶ ˔

஌ 的 制 ޚ 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ࢠٱتాٶ ˔

ࣗ 動 ं γ ス ς Ϝ 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ԣ୩　༃ ˔

ࣗ 動 ं γ ス ς Ϝ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ԣ୩　༃ ˔

制ޚ・γスςϜ工学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 ૬അ　ਔɺԣ୩　༃ɺࢠٱتాٶ

制ޚ・γスςϜ工学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 ૬അ　ਔɺԣ୩　༃ɺࢠٱتాٶ

制ޚ・γスςϜ工学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 ૬അ　ਔɺԣ୩　༃ɺࢠٱتాٶ

制ޚ・γスςϜ工学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ૬അ　ਔɺԣ୩　༃ɺࢠٱتాٶ

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத தౡެ平

ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 ຊઐ߈教員は୲当せず

ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ੁ　ষل

ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ੁ　ষل

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
（　）は݉任。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特論 4 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。

ઐ修科目の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら１8 ୯位以上をબ୒

ཤ修しなけれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特論ᶗɿ2 ୯位ɺ特論ᶘɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ

2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋश・実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目） ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 論 ᶗ 2 ୯位

１8 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上

特 論 ᶘ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̗ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̗ 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅

１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大

学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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ϝΧτϩχΫε޻学ઐ߈

メカトロニクス工学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़

を༗しɺ૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2 年以上在学しɺ十分にߴ度なϝΧト

ϩχΫス工学のઐ໳஌ࣝと研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に

対してɺ修士（工学）の学位を授༩します。

①科学ٕज़に対する社会のཁ੥に対応できるɺ෯޿いࢹ໺と࣭のߴいٕज़ ・ྗ研究ྗɺおよびߴい倫理؍を਎につけɺ学ज़的ݟ஍に立っ

て෺事をެ正に൑அすることができる。

ᶄϝΧトϩχΫスྖҬにおけるࣗ分のઐ໳分໺を限定せずɺ社会のさまざまな分໺でɺϝΧトϩχΫスに係わるٕज़者としてのઐ໳ೳ

ྗをൃشしɺ課題のൃ۷とॾ໰題の解ܾをਤることができる。

ᶅϝΧトϩχΫスが社会に果たす໾ׂとͦのॏཁੑを理解しɺ生֔にわたりओମ的ɺࣗ立的に୳究するೳྗɺ他者を理解しڠಇして計

画的に仕事を進Ίることのできるೳྗ及びࠃ際的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίー

スϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺϝΧトϩχΫス工学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ3 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科

目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事

をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺϝΧトϩχΫス工学をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を഑

置しɺ研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺਂいߟࢥೳྗと෯޿いࢹ

໺を修得しɺࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成する。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

講義・ԋश・実験一ମԽ教育を行いɺೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ

研究などの他者とަ流するたΊのࠃ際的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程

における学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①大学院での学修の基ૅとなるɺ大学ଔ業レϕルの基ૅ学ྗ及びϝΧトϩχΫス工学に関࿈する分໺の基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄϝΧトϩχΫス工学に関৺がありɺ၆ᛌ的֮ײを༗しɺࣗ ओੑɺԢ੝な୳究৺と研究৺ɺڧいҙࢤを࣋ͪɺ大学院での学修成果を以っ

て社会にݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺよりߴ度なઐ໳分໺を学びɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研ᮎをଓけるҙཉがある。���
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ϝΧτϩχΫε޻学ઐ߈

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

計
測
制
御
シ
ス
テ
ム
学

஌ ೳ 計 ଌ γ ス ς Ϝ 学 特 論 2 １ 前期 ാ　ྑ޾ ˔

৘ ใ γ ス ςϜ 制 ޚ 工 学 特 論 2 １ 後期 ാ　ྑ޾ ˔

計 ଌ γ ス ς Ϝ 学 特 論 2 １ 前期 関ߒࢁհ ˔

制 ޚ γ ス ς Ϝ 学 特 論 2 １ 後期 関ߒࢁհ ˔

ϩϘοトγスςϜデβイン学特論 2 １ 前期 大ݡݪ一 ˔

஌ ೳ ϩ Ϙ ο ト 学 特 論 2 １ 後期 大ݡݪ一 ˔

計ଌ制ޚγスςϜ学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 大ݡݪ一ɺ関ߒࢁհɺാ　ྑ޾

計ଌ制ޚγスςϜ学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 大ݡݪ一ɺ関ߒࢁհɺാ　ྑ޾

計ଌ制ޚγスςϜ学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 大ݡݪ一ɺ関ߒࢁհɺാ　ྑ޾

計ଌ制ޚγスςϜ学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 大ݡݪ一ɺ関ߒࢁհɺാ　ྑ޾

ˎ৘ ใ ϝ Χト ϩ χ Ϋ ス 学 特 論 2 １ 前期ूத （ࢤຊ෢ࡔ）

ˎઌ ୺ ৴ ߸ ॲ 理 学 特 論 2 １ 後期 ༶　݋໐ ˔

機
能
シ
ス
テ
ム
構
築
学

஌ ೳ γ ス ςϜ 制 ޚ 工 学 特 論 2 １ 前期 ༶　݋໐ ˔

制 ޚ 工 学 特 論 2 １ 後期 ༶　݋໐ ˔

機 ց ৘ ใ γ ス ς Ϝ 学 特 論 2 １ 前期 目ࠇ३一 ˔

஌ ೳ 機 ց 学 特 論 2 １ 後期 目ࠇ३一 ˔

機 ೳ γ ス ς Ϝ ߏ ங 学 特 論 2 １ 前期 Ѷᖒྯ࢙ ˔

機 ೳ γ ス ς Ϝ 制 ޚ 特 論 2 １ 後期 Ѷᖒྯ࢙ ˔

機ೳγスςϜߏங学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 ༶　݋໐ɺ目ࠇ३一ɺѶᖒྯ࢙

機ೳγスςϜߏங学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 ༶　݋໐ɺ目ࠇ३一ɺѶᖒྯ࢙

機ೳγスςϜߏங学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 ༶　݋໐ɺ目ࠇ३一ɺѶᖒྯ࢙

機ೳγスςϜߏங学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ༶　݋໐ɺ目ࠇ३一ɺѶᖒྯ࢙

ˎ機 ೳ γ ス ς Ϝ 学 特 論 2 １ 前期ूத （ਔ๎ۼా）

マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

φϊ・ϚイΫϩγスςϜ制ޚ特論 2 １ 前期 ഢ૖一ࠤ ˔

φϊ・ϚイΫϩ஌ೳγスςϜ特論 2 １ 後期 ഢ૖一ࠤ ˔

Ϛ イ Ϋ ϩ ϩ Ϙ ο ト 学 特 論 2 １ 前期 ઒明඙ࢢ ˔

φϊ・ϚイΫϩ制ޚγスςϜ特論 2 １ 後期 ઒明඙ࢢ ˔

応 用 ి ࣓ ؾ 学 特 論 2 １ 前期 Ҫ上真੅ ˔

ి ࢠ デ ό イ ス 学 特 論 2 １ 後期 Ҫ上真੅ ˔

ϚルνスケールϝΧトϩχΫス特ผԋशŋ実験ᶗA 2 １ 前期 Ҫ上真੅ɺࠤഢ૖一ɺࢢ઒明඙

ϚルνスケールϝΧトϩχΫス特ผԋशŋ実験ᶗB 2 １ 後期 Ҫ上真੅ɺࠤഢ૖一ɺࢢ઒明඙

ϚルνスケールϝΧトϩχΫス特ผԋशŋ実験ᶘA 2 2 前期 Ҫ上真੅ɺࠤഢ૖一ɺࢢ઒明඙

ϚルνスケールϝΧトϩχΫス特ผԋशŋ実験ᶘB 2 2 後期 Ҫ上真੅ɺࠤഢ૖一ɺࢢ઒明඙

ˎҩ ྍ 機 ց γ ス ς Ϝ 特 論 2 １ 後期ूத （ԝๆࢁؙ）

ˎό イ Φ γ ス ς Ϝ 特 論 2 １ 前期 （前ాӳ࣍࿠）

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத ༶　݋໐

ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 ຊઐ߈教員は୲当せず

ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ઒明඙ࢢ

ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ઒明඙ࢢ

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
（　）は݉任。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。ઐ修科目

の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら 22 ୯位以上をબ୒ཤ修しな

けれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘAɿ

2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋश・実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目） ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̖ 2 ୯位
22 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上
特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̗ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̗ 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大

学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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社会基盤デザイン工学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科社会基൫デβイン工学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕ

ज़を༗しɺ૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2 年以上在学しɺ十分にߴ度な社

会基൫デβイン工学のઐ໳஌ࣝと研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格し

た者に対してɺ修士（工学）の学位を授༩します。

①科学ٕज़に対する社会のཁ੥に対応できるɺ෯޿いࢹ໺と࣭のߴいٕज़ ・ྗ研究ྗɺおよびߴい倫理؍を਎につけɺ学ज़的ݟ஍に立っ

て෺事をެ正に൑அすることができる。

ᶄ社会のさまざまな分໺でɺ社会基൫に係わるٕज़者としてのઐ໳ೳྗをൃشしɺ課題のൃ۷とॾ໰題の解ܾをਤることができる。

ᶅ社会基൫が社会に果たす໾ׂとͦのॏཁੑを理解しɺ生֔にわたりओମ的ɺࣗ立的に୳究するೳྗɺ他者を理解しڠಇして計画的

に仕事を進Ίることのできるೳྗ及びࠃ際的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科社会基൫デβイン工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίー

スϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ社会基൫デβイン工学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺߏ造工学ɺ水工学ɺ஍

൫工学ɺ౎ࢢ・ަ通計画学ɺݐઃࡐ料学の 5 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの

授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺ社会基൫デβイン工学をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を

഑置しɺ研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺਂいߟࢥೳྗと෯޿い

。໺を修得しɺࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成するࢹ

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流するたΊのࠃ際

的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科社会基൫デβイン工学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課

程における学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①大学院での学修の基ૅとなるɺ大学ଔ業レϕルの基ૅ学ྗ及び社会基൫デβイン工学に関࿈する分໺の基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄ社会基൫デβイン工学に関৺がありɺԢ੝な୳究৺と研究৺ɺڧいҙࢤを࣋ͪɺ大学院での学修成果を以って社会にݙߩする目的

ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺよりߴ度なઐ໳分໺を学びɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研ᮎをଓけるҙཉがある。

01

02
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ࣾձ基൫σβΠϯ޻学ઐ߈

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

構
造
工
学

ߏ 造 解 析 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ල׽　׉ ˔
ߏ 造 解 析 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ල׽　׉ ˔
ߏ 造 ઃ 計 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ౉ล޹一 ˔
ߏ 造 ઃ 計 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ౉ล޹一 ˔
ߏ 造 工 学 特 ผ ԋ श・実 験ᶗ A 2 １ 前期 一޹ලɺ౉ล׽　׉
ߏ 造 工 学 特 ผ ԋ श・実 験ᶗ B 2 １ 後期 一޹ලɺ౉ล׽　׉
ߏ 造 工学 特 ผ ԋ श・実 験ᶘ A 2 2 前期 一޹ලɺ౉ล׽　׉
ߏ 造 工学 特 ผ ԋ श・実 験ᶘ B 2 2 後期 一޹ලɺ౉ล׽　׉

水
工
学

Տ ઒ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ࢠರޱߔ ˔
Տ ઒ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ࢠರޱߔ ˔
水 理 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 Ԭຊོ明 ˔
水 理 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 Ԭຊོ明 ˔
水 文 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 守博ాݪ ˔
水 文 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 守博ాݪ ˔
水 工 学 特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ A 2 １ 前期 ɺԬຊོ明ࢠರޱߔ守博ɺాݪ
水 工 学 特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ B 2 １ 後期 ɺԬຊོ明ࢠರޱߔ守博ɺాݪ
水 工 学 特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ A 2 2 前期 ɺԬຊོ明ࢠರޱߔ守博ɺాݪ
水 工 学 特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ B 2 2 後期 ɺԬຊོ明ࢠರޱߔ守博ɺాݪ

地
盤
工
学

஍ ൫ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ౻Ҫ޾ହ ˔
஍ ൫ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ౻Ҫ޾ହ ˔
஍ ൫ 解 析 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 খ∁໠࢘ ˔
஍ ൫ 解 析 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 খ∁໠࢘ ˔
஍ ൫ 工 学 特 ผ ԋ श・実 験ᶗ A 2 １ 前期 খ∁໠࢘ɺ౻Ҫ޾ହ
஍ ൫ 工 学 特 ผ ԋ श・実 験ᶗ B 2 １ 後期 খ∁໠࢘ɺ౻Ҫ޾ହ
஍ ൫ 工学 特 ผ ԋ श・実 験ᶘ A 2 2 前期 খ∁໠࢘ɺ౻Ҫ޾ହ
஍ ൫ 工学 特 ผ ԋ श・実 験ᶘ B 2 2 後期 খ∁໠࢘ɺ౻Ҫ޾ହ

都
市
・
交
通
計
画
学

౎ ࢢ γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ླ໦　Թ ˔
౎ ࢢ γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ླ໦　Թ ˔
౎ ࢢ デ β イ ン 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 தଜ一थ ˔
౎ ࢢ デ β イ ン 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 தଜ一थ ˔
ަ 通 γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 দຊ޾正 ˔
ަ 通 γ ス ς Ϝ 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 দຊ޾正 ˔
౎ࢢ・ަ 通計画学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 দຊ޾正ɺླ໦　Թɺதଜ一थ
౎ࢢ・ަ 通計画学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 দຊ޾正ɺླ໦　Թɺதଜ一थ
౎ࢢ・ަ通計画学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 দຊ޾正ɺླ໦　Թɺதଜ一थ
౎ࢢ・ަ通計画学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 দຊ޾正ɺླ໦　Թɺதଜ一थ

建
設
材
料
学

ݐ ઃ ࡐ 料 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 下݈ଠ࿠ؠ ˔
ݐ ઃ ࡐ 料 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 下݈ଠ࿠ؠ ˔
ݐ ઃ ࡐ 料 ྗ 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ੴ઒༃ߊ ˔
ݐ ઃ ࡐ 料 ྗ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ੴ઒༃ߊ ˔
料学特ผԋश・実験ᶗAࡐઃݐ 2 １ 前期 ੴ઒༃ߊɺؠ下݈ଠ࿠
料学特ผԋश・実験ᶗBࡐઃݐ 2 １ 後期 ੴ઒༃ߊɺؠ下݈ଠ࿠
料学特ผԋश・実験ᶘAࡐઃݐ 2 2 前期 ੴ઒༃ߊɺؠ下݈ଠ࿠
料学特ผԋश・実験ᶘBࡐઃݐ 2 2 後期 ੴ઒༃ߊɺؠ下݈ଠ࿠

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத 下݈ଠ࿠ɺԬຊོ明ؠ
ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 ହ޾ලɺதଜ一थɺ౻Ҫ׽　׉

ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ླ໦　Թɺதଜ一थɺ౻Ҫ޾ହɺদຊ޾正ɺ
ࢠರޱߔ

ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ླ໦　Թɺதଜ一थɺ౻Ҫ޾ହɺদຊ޾正ɺ
ࢠರޱߔ

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特論 4 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。

ઐ修科目の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら１8 ୯位以上をબ୒

ཤ修しなけれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特論ᶗɿ2 ୯位ɺ特論ᶘɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ

2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋश・実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目） ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 論 ᶗ 2 ୯位

１8 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上

特 論 ᶘ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̗ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̗ 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大

学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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߈学ઐ޻૑଄ڥ؀

環境創造工学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科ڥ؀૑造工学ઐ߈修士課程ではɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ ・ٕࣝ ज़を༗しɺ

૑造 際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2ࠃੑ・ 年以上在学しɺඞཁな研究指導をडけた上でɺ

修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（工学）の学位を授༩する。

①科学ٕज़に対する社会のཁ੥に対応できるߴい倫理؍をもった࣭のߴいٕज़者・研究者である

ᶄڥ؀໰題の解ܾと໰題ൃ۷をは͔りɺڠಇして仕事を進Ίることができるߴ度な஌的・ઐ໳的ྗྔを༗する

ᶅߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़を༗しɺ生֔にわたりओମ的にڥ؀を૑造できるೳྗに෋みɺڥ؀に関する෯޿いࢹ໺とࠃ際的ίϛュχケー

γϣンೳྗを਎につけている

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科ڥ؀૑造工学ઐ߈修士課程の教育課程ではɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺ

ίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施する。

①ίースϫーΫではɺڥ؀૑造工学のߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺΤωルΪー・資ݯ॥؀学ɺڥ؀

学のڥ生学ɺਓؒ活動؀ڞ 3 ઐ修分໺に特論ɺڞ通科目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じて਎

につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺڥ؀૑造工学をਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特ผԋश・実験を഑置しɺ

研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺਂ いߟࢥೳྗと෯޿いࢹ໺を修得しɺ

ࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成する。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流するたΊのࠃ際

的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科ڥ؀૑造工学ઐ߈修士課程ではɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程にお

ける学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れる。

①大学ଔ業レϕルの基ૅ学ྗɺڥ؀分໺のߴ度なઐ໳科目を学ͿたΊにඞཁな基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄڥ؀૑造工学ઐ߈での学श成果を社会で活͔すという目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺڥ؀໰題にଟ大なڵຯを࣋ͪɺઐ໳ੑを活͔してͦのൃల΍解ܾにد༩することでɺ修了後

も学びଓけるҙཉがある。
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߈学ઐ޻૑଄ڥ؀

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
循
環
学

؀ ڥ ࡐ 料 学 特 論 2 １ 前期 ಓ正ହ߂ ˔

資 ݯ ॥ ؀ 学 特 論 2 １ 後期 ಓ正ହ߂ ˔

ߏ 造 ੑ ೳ 学 特 論 2 2 前期 ಓ正ହ߂ ˔

Τ ω ル Ϊ ー ૑ 成 学 特 論 2 １ 前期 ੢ܡ　ࢁ ˔

Τ ω ル Ϊ ー 変 ׵ 学 特 論 2 １ 後期 ੢ܡ　ࢁ ˔

Τ ω ル Ϊ ー ؀ ڥ 工 学 特 論 2 １ 前期 ෢౻ণ໵ ˔

Τ ω ル Ϊ ー ؅ 理 工 学 特 論 2 １ 後期 ෢౻ণ໵ ˔

水 ؀ ڥ 工 学 特 論 2 １ 前期 ยۅ੣೭ ˔

水 ॲ 理 工 学 特 論 2 １ 後期 ยۅ੣೭ ˔

ΤωルΪー・資ݯ॥؀学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 ಓ正ହ߂ɺ੢ܡ　ࢁɺ෢౻ণ໵ɺยۅ੣೭

ΤωルΪー・資ݯ॥؀学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 ಓ正ହ߂ɺ੢ܡ　ࢁɺ෢౻ণ໵ɺยۅ੣೭

ΤωルΪー・資ݯ॥؀学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 ಓ正ହ߂ɺ੢ܡ　ࢁɺ෢౻ণ໵ɺยۅ੣೭

ΤωルΪー・資ݯ॥؀学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ಓ正ହ߂ɺ੢ܡ　ࢁɺ෢౻ণ໵ɺยۅ੣೭

環
境
共
生
学

؀ ڥ 生 ෺ 工 学 特 論 2 １ 前期 ӳࠀ୐ࡾ ˔

ό イ Φ Ϛ ス 科 学 特 論 2 １ 後期 ӳࠀ୐ࡾ ˔

஍ ൫ 数 ஋ 解 析 学 特 論 2 １ 前期 日ൺ義඙ ˔

஍ ൫ ෺ ࣭ Ҡ 動 解 析 学 特 論 2 １ 後期 日ൺ義඙ ˔

大 ؾ ؀ ڥ 科 学 特 論 2 １ 前期 ੉正࢙޿ ˔

஍ ٿ ؍ ଌ ৘ ใ 特 論 2 １ 後期 ੉正࢙޿ ˔

生学特ผԋश・実験ᶗڞڥ؀ A 2 １ 前期 ੉正࢙޿ӳɺ日ൺ義඙ɺࠀ୐ࡾ

生学特ผԋश・実験ᶗBڞڥ؀ 2 １ 後期 ੉正࢙޿ӳɺ日ൺ義඙ɺࠀ୐ࡾ

生学特ผԋश・実験ᶘAڞڥ؀ 2 2 前期 ੉正࢙޿ӳɺ日ൺ義඙ɺࠀ୐ࡾ

生学特ผԋश・実験ᶘBڞڥ؀ 2 2 後期 ੉正࢙޿ӳɺ日ൺ義඙ɺࠀ୐ࡾ

人
間
活
動
環
境
学

ۭ ؒ 計 画 学 特 論 2 １ 前期 ٢ଜথࢠ ˔

؀ ڥ デ β イ ン 学 特 論 2 １ 後期 ٢ଜথࢠ ˔

ߏ 造 動 態 学 特 論 2 １ 前期 খԘ達໵ ˔

ߏ 造 分 析 学 特 論 2 １ 後期 খԘ達໵ ˔

ਓ ؒ ؀ ڥ 工 学 特 論 2 １ 前期 ਂ઒݈ଠ ˔

α ス ς φ ϒ ル デ β イ ン 特 論 2 １ 後期 ਂ઒݈ଠ ˔

ਓؒ活動ڥ؀学特ผԋश・実験ᶗA 2 １ 前期 ٢ଜথࢠɺখԘ達໵ɺਂ઒݈ଠ

ਓؒ活動ڥ؀学特ผԋश・実験ᶗB 2 １ 後期 ٢ଜথࢠɺখԘ達໵ɺਂ઒݈ଠ

ਓؒ活動ڥ؀学特ผԋश・実験ᶘA 2 2 前期 ٢ଜথࢠɺখԘ達໵ɺਂ઒݈ଠ

ਓؒ活動ڥ؀学特ผԋश・実験ᶘB 2 2 後期 ٢ଜথࢠɺখԘ達໵ɺਂ઒݈ଠ

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத ಓ正ହ߂

ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期
ಓ正ହ߂ɺ੢ܡ　ࢁɺࡾ୐ࠀӳɺ٢ଜথࢠɺখ
Ԙ達໵ɺยۅ੣೭ɺ日ൺ義඙ɺ޿੉正࢙ɺ෢౻
ণ໵ɺਂ઒݈ଠɺ（ϕルϕ μχー）

ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ੢ܡ　ࢁɺ෢౻ণ໵

ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ੢ܡ　ࢁɺ෢౻ণ໵

ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
（　）は݉任。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１（特論 2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗA〜ᶘB の合計 8 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。

ઐ修科目の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目ŋ他研究科の授業科目※2 を含む）のத͔ら 20 ୯位以上をબ୒

ཤ修しなけれ͹なりません。

※１　１部໳とはɺࣗ分の指導教員が୲当する「特論ɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶗBɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・

実験ᶘAɿ2 ୯位ɺ特ผԋश・実験ᶘBɿ2 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他の研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。

3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとします。

4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

※　特ผԋश・実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。

　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ઐ修科目（指導教員の科目） ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 論 2 ୯位

20 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̗ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̗ 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大

学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔

͑ることができます。

　　なおɺຊઐ߈における特定の課題とはɺڥ؀ઃ計・計画等の作඼を指します。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）

　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文

の৹ࠪおよび試験に合格する。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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߈ங学ઐݐ

建築学専攻修士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科ݐங学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ ・ٕࣝ ज़を༗しɺ૑造 ・ੑ

際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺ2ࠃ 年以上在学しɺ࣍に示すような十分にߴ度なݐங学

のઐ໳஌ࣝと研究ೳྗを਎につけた学生でɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺॴ定の修士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ修士（工

学）の学位を授༩します。

①科学ٕज़に対する社会のཁ੥に対応できるɺ෯޿いࢹ໺と࣭のߴいٕज़ ・ྗ研究ྗɺおよびߴい倫理؍を਎につけɺ学ज़的ݟ஍に立っ

て෺事をެ正に൑அすることができる。

ᶄݐஙٕज़者΍ݐஙՈとしてߴいઐ໳ೳྗをൃشしɺߴ度な஌ࣝ΍ੑײを༗しॾ໰題の解ܾをਤることができる。

ᶅ工学・ܳज़を༥合しɺੑॅډ・҆શੑ・৹ඒੑ・ڥ؀ௐ࿨ੑをॏࢹしたշ適なۭؒ૑造の基ຊ的ೳྗを༗しɺ生֔にわたりओମ的ɺ

ࣗ立的に୳究するೳྗɺ他者を理解しڠಇして計画的に仕事を進Ίることのできるೳྗɺ及びάϩーόル社会および஍Ҭ社会にߩ

。するҙཉがありɺࣗओ的に໰題解ܾに当たることができるೳྗを਎につけているݙ

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科ݐங学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫーΫとϦαー

νϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺݐங学に関するൣ޿な஌ࣝに加͑ɺ適ੑ΍進࿏に応じてɺٕज़者ɺݐஙՈɺ研究者としてのߴ度なઐ໳஌ࣝ及び

෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺݐஙスϖースデβインɺݐஙڥ؀デβインɺݐஙࡐ料デβインɺݐஙߏ造工学の 4 ઐ修分

໺に特論ɺڞ通科目としてインターンγοϓɺӳ語科目等を഑置する。これらの授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理

。に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする؍

ᶄϦαーνϫーΫではɺݐங学をਂく研究できるようにするたΊɺ研究指導科目として総合ઃ計ԋशならびに特ผԋश・実験を഑置しɺ

研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺਂ いߟࢥೳྗと෯޿いࢹ໺を修得しɺ

ࣗら໰題ઃ定ができɺ解ܾするೳྗをཆ成する。

ᶅ ίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表等をੵۃ的に取り入れɺ

ೳ動的学修をଅ進する。このମ制を通じɺ生֔にわたる学びɺ研究をܧଓするྗɺ及びڞಉ研究などの他者とަ流するたΊのࠃ際

的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。またɺࠃՈ資格等の取得に対応できる十分なೳྗを਎につける。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科ݐங学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学修

を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①大学院での学修の基ૅとなるɺ大学ଔ業者とಉ等の基ૅ学ྗ及びݐங学に関࿈する分໺の基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄݐங学に関わる分໺に関৺がありɺԢ੝な୳究৺と研究৺ɺ೪りڧく学शできるྗとࣗओੑを࣋ͪɺ大学院での学修成果を以って

ٕज़者ɺݐஙՈɺ研究者として社会にݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺよりߴ度なઐ໳分໺を学びɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研ᮎをଓけるҙཉがある。
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02

03
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߈ங学ઐݐ

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 

ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員 教৬講義 ԋश及

び実験

建
築
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン

ݐ ங・ ஍ Ҭ デ β イ ン 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ഡݪ ୓໵ ˔
ݐ ங・ ஍ Ҭ デ β イ ン 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ഡݪ ୓໵ ※ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
ݐ ங ٕ ज़ ࢙ 特 論 2 １ 前期 ถᖒلو
ݐ ங 計 画 特 論 2 １ 前期 ೭޺Ҫߴ ˔
ݐ ங ス ϖ ース デ β イ ン 特 論 2 １ 前期 生ాࢠژ ˔
ݐ ங ྺ ࢙ ҙ ঊ 特 論 2 １ 前期 ࢠ࠼Ӝࡾ ˔
ݐ ங ۭ ؒ 特 論 2 １ 前期 ୩ా　真 ˔
生 活 ۭ ؒ 計 画 特 論 2 １ 前期 ෍෢౻ࠤ
ஙスϖースデβイン総合ઃ計ԋशᶗAݐ 2 １ 前期 ɺ୩ా　真ɺلوɺถᖒࢠژɺ生ాࢠ࠼Ӝࡾ

୓໵ݪ෍෢ɺഡ౻ࠤ
ஙスϖースデβイン総合ઃ計ԋशᶗBݐ 2 １ 後期 ɺ୩ా　真ɺلوɺถᖒࢠژɺ生ాࢠ࠼Ӝࡾ

୓໵ݪ෍෢ɺഡ౻ࠤ
ஙスϖースデβイン総合ઃ計ԋशᶘAݐ 2 2 前期 ɺلوɺถᖒࢠژɺ生ాࢠ࠼Ӝࡾ೭ɺ޺Ҫߴ

୩ా　真ɺࠤ౻෍෢ɺഡݪ୓໵
ஙスϖースデβイン総合ઃ計ԋशᶘBݐ 2 2 後期 ɺلوɺถᖒࢠژɺ生ాࢠ࠼Ӝࡾ೭ɺ޺Ҫߴ

୩ా　真ɺࠤ౻෍෢ɺഡݪ୓໵
ݐ ங ࢙ 特 論 2 １ 後期 لوɺถᖒࢠ࠼Ӝࡾ ˔
ݐ ங ઃ 計 総 合 特 論 2 １ 通年 ෍෢ɺ౻ࠤɺ୩ా　真ɺࢠژ೭ɺ生ా޺Ҫߴ

ഡݪ୓໵ ˔
ݐ ங ઃ 計 特 論 4 １ 通年 生ాࢠژɺ୩ా　真ɺ（Ҵ֞३࠸）ɺ（ௗւ޺ଠ）
ݐ ங・ ౎ ࢢ ۭ ؒ 特 論 2 １ 後期 ྩ࿨ 6年度は։講せず

建
築
環
境
デ
ザ
イ
ン

ݐ ங ؀ ڥ デ β イ ン 特 論 2 １ 前期 ੴҪ　ਔ ˔
ݐ ங ؀ ڥ 計 画 特 論 2 １ 前期 Ԭాګ明ɺޫٱ٢一 ˔

ݐ※ ங ؀ ڥ 工 学 特 論 A 2 １ 前期 ٢Ӭඒ߳（ABִ年։講）
※ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔

ݐ※ ங ؀ ڥ 工 学 特 論 B 2 １ 前期 ٢Ӭඒ߳（ABִ年։講） ˔
デβイン特ผԋश・実験ᶗAڥங؀ݐ 2 １ 前期 Ԭాګ明ɺੴҪ　ਔɺ٢Ӭඒ߳ɺޫٱ٢一
デβイン特ผԋश・実験ᶗBڥங؀ݐ 2 １ 後期 Ԭాګ明ɺੴҪ　ਔɺ٢Ӭඒ߳ɺޫٱ٢一
デβイン特ผԋश・実験ᶘAڥங؀ݐ 2 2 前期 Ԭాګ明ɺੴҪ　ਔɺ٢Ӭඒ߳ɺޫٱ٢一
デβイン特ผԋश・実験ᶘBڥங؀ݐ 2 2 後期 Ԭాګ明ɺੴҪ　ਔɺ٢Ӭඒ߳ɺޫٱ٢一

ݐˎ ங ઃ උ ઃ 計 特 論 2 １ 後期 ※ྩ࿨ 6年度は։講せず
建
築
材
料
デ
ザ
イ
ン

ݐ ங ࡐ 料・ 生 ࢈ 特 論 2 １ 後期 平ؠ　཮ ˔
※ί ン Ϋ Ϧ ー ト 工 学 特 論 A 2 １ 前期 （ABִ年։講）࢘ߒ੢ࣉ ˔
※ί ン Ϋ Ϧ ー ト 工 学 特 論 B 2 １ 前期 （ABִ年։講）࢘ߒ੢ࣉ

※ྩ࿨ 6年度は։講せず ˔
料デβイン特ผԋश・実験ᶗAࡐஙݐ 2 １ 前期 ཮　ؠɺ平࢘ߒ੢ࣉ
料デβイン特ผԋश・実験ᶗBࡐஙݐ 2 １ 後期 ཮　ؠɺ平࢘ߒ੢ࣉ
料デβイン特ผԋश・実験ᶘAࡐஙݐ 2 2 前期 ཮　ؠɺ平࢘ߒ੢ࣉ
料デβイン特ผԋश・実験ᶘBࡐஙݐ 2 2 後期 ཮　ؠɺ平࢘ߒ੢ࣉ

建
築
構
造
工
学

ݐ ங ߏ 造 工 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 দా࿨ߒ ˔
ݐ ங ߏ 造 工 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 দా࿨ߒ ˔
ݐ ங ߏ 造 解 析 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ෢౻　ް ˔
ݐ ங ߏ 造 解 析 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ෢౻　ް ˔
ݐ ங 応 用 ྗ 学 特 論 ᶗ 2 １ 前期 大௩߂و ˔
ݐ ங 応 用 ྗ 学 特 論 ᶘ 2 １ 後期 大௩߂و ˔
ݐ ங ߏ 造 デ β イ ン 特 論 ᶗ 2 １ 前期 ਓɺு　ఱᏤ޿ڮߴ ˔
ݐ ங ߏ 造 デ β イ ン 特 論 ᶘ 2 １ 後期 ਓɺு　ఱᏤ޿ڮߴ ˔
造工学特ผԋश・実験ᶗAߏஙݐ 2 １ 前期 ෢౻　ްɺ大௩߂وɺ޿ڮߴਓɺদా࿨ߒɺ

ு　ఱᏤ
造工学特ผԋश・実験ᶗBߏஙݐ 2 １ 後期 ෢౻　ްɺ大௩߂وɺ޿ڮߴਓɺদా࿨ߒɺ

ு　ఱᏤ
造工学特ผԋश・実験ᶘAߏஙݐ 2 2 前期 ෢౻　ްɺ大௩߂وɺ޿ڮߴਓɺদా࿨ߒɺ

ு　ఱᏤ
造工学特ผԋश・実験ᶘBߏஙݐ 2 2 後期 ෢౻　ްɺ大௩߂وɺ޿ڮߴਓɺদా࿨ߒɺ

ு　ఱᏤ
ˎమ ࠎ ߏ 造 学 特 論 2 １ 前期 ྩ࿨ 6年度は։講せず

建
築
共
通

ݐˎ ங 実 ફ 特 論 2 １ 通年 ɺ（ೋ޾ށ஑）ɺੴҪ　ਔɺ࢘ߒ੢ࣉ೭ɺ޺Ҫߴ
（౬ઙ༸一）ɺ（ԞҪ࢙߁） ˔

ˎ学 ֎ 特 ผ ԋ श 2 １ 通年 ೭޺Ҫߴ
ˎ実 ફ イ ン タ ーン γ ο ϓ A ʵ １ 2 １ 前期 দా࿨ߒ
ˎ実 ફ イ ン タ ーン γ ο ϓ A ʵ 2 2 １ 後期 দా࿨ߒ
ˎ実 ફ イ ン タ ーン γ ο ϓ A ʵ 3 2 2 前期 দా࿨ߒ
ˎ実 ફ イ ン タ ーン γ ο ϓ A ʵ 4 2 2 後期 দా࿨ߒ
ˎ実 ફ イ ン タ ーン γ οϓ ̗ʵ １ 3 １ 通年 দా࿨ߒ
ˎ実 ફ イ ン タ ーン γ οϓ ̗ʵ 2 3 2 通年 দా࿨ߒ
ˎ実 ફ イ ン タ ーン γ οϓ Ｃʵ １ 4 １ 通年 দా࿨ߒ
ˎ実 ફ イ ン タ ーン γ οϓ Ｃʵ 2 4 2 通年 দా࿨ߒ

共
通
科
目

ˎアドόンスト・インターンγοϓ 2 １ 後期ूத দా࿨ߒ
ˎ科 学 ٕ ज़ ӳ 語 2 １ 前期 （S... ϛルϘド）
ˎ特 ผ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத ࢠ࠼Ӝࡾ
ˎ特 ผ 講 義 ᶘ 2 １ 前期ूத ࢠ࠼Ӝࡾ

※A・Bִ年։講科目
ˎ関࿈科目ɿ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定されている科目を示します。
（　）は݉任。
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。
2ɽ授業科目のத͔ら１部໳※１ をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。
ʪݐஙスϖースデβインʫ
　ઐ修科目（総合ઃ計ԋशᶗ̖ 〜ᶘ̗の合計 8 ୯位）の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目・他研究科の授業
科目※2 を含む）のத͔ら 22 ୯位以上をબ୒ཤ修しなけれ͹なりません。ただしɺ実ફインターンγοϓについてはɺ4 ୯位
以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίます。

ʪݐஙڥ؀デβインɺݐஙࡐ料デβインɺݐஙߏ造工学ʫ
　ઐ修科目（特ผԋश・実験ᶗ̖ 〜ᶘ̗の合計 8 ୯位）の΄͔ɺઐ修科目以֎の授業科目（他ઐ߈の授業科目・他研究科の授
業科目※2 を含む）のத͔ら 22 ୯位以上をબ୒ཤ修しなけれ͹なりません。ただしɺ実ફインターンγοϓについてはɺ4 ୯
位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίます。

※１　１ 部໳とはɺݐஙスϖースデβイン分໺ではɺࣗ分の指導教員が୲当する「総合ઃ計ԋशᶗ̖〜ᶘ̗の合計 8 ୯位」を指
します。
・造工学分໺ではɺࣗ分の指導教員が୲当する「特ผԋशߏஙݐ造デβイン分໺ɺߏ・料ࡐஙݐデβイン分໺ɺڥங؀ݐ　
実験ᶗ̖ 〜ᶘ̗の合計 8 ୯位」を指します。

※ 2　他ઐ߈の授業科目・他の研究科の授業科目についてはɺ8 ୯位以಺に限ってɺ修了୯位として認Ίられます。
3�ɽઐ修科目を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠについてɺ
ͦの指導をडけるものとします。
4ɽ修士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。
※　総合ઃ計ԋशᶗɺ総合ઃ計ԋशᶘの学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。
　　ʪݐஙスϖースデβインʫ
　　　総合ઃ計ԋशᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ総合ઃ計ԋशᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ
　　　総合ઃ計ԋशᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ総合ઃ計ԋशᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ
※　特ผԋश・特ผ実験の学年ผにཤ修しなけれ͹ならない最低のཤ修ίϚ数は以下のとおりです。
　　ʪݐஙڥ؀デβインɺݐஙࡐ料デβインɺݐஙߏ造工学ʫ
　　　特ผԋश ŋ実験ᶗA（１年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶗB（１年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ
　　　特ผԋश ŋ実験ᶘA（2年࣍։講）ɿ前期 １ίϚɺ特ผԋश ŋ実験ᶘB（2年࣍։講）ɿ後期 １ίϚ

ʪݐஙスϖースデβインʫ

ઐ修科目（指導教員の科目） ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

総 合 ઃ 計 ԋ श ᶗ ̖ 2 ୯位
22 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ

8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上
総 合 ઃ 計 ԋ श ᶗ ̗ 2 ୯位

総 合 ઃ 計 ԋ श ᶘ ̖ 2 ୯位

総 合 ઃ 計 ԋ श ᶘ ̗ 2 ୯位

ʪݐஙڥ؀デβインɺݐஙࡐ料デβインɺݐஙߏ造工学ʫ

ઐ修科目（指導教員の科目） ઐ修科目以֎の授業科目 合計୯位数

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̖ 2 ୯位
22 ୯位以上

※ୠしɺ他ઐ߈・他研究科の授業科目はɺ
8 ୯位以಺に限って修了୯位として認定

30 ୯位以上
特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶗ ̗ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̖ 2 ୯位

特 ผ ԋ श・ 実 験 ᶘ ̗ 2 ୯位

ᶅ 修ྃཁ݅
１ɽຊ大学院に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ大
学院が行う修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。
2ɽ修士課程の目的に応じて適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹ࠪに͔
͑ることができます。
　なおɺຊઐ߈における特定の課題とはɺݐஙઃ計・ҙঊ等の作඼を指します。

ᶆ 学位त༩基準
（修士課程）
　ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文
の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行います。

ᶈ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指
導計画の項目を参照してください。
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	2
 博士後期課程・博士課程

数学ઐ߈

数学専攻博士後期課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科数学ઐ߈博士後期課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ ・ٕࣝ ज़を༗しɺ૑造 ・ੑ

ଇとしてɺ3ݪ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてࠃ 年以上在学してɺ修了にඞཁな １6 ୯位以

上を修得しɺ十分にߴ度な数学のઐ໳஌ࣝと研究ೳྗを਎につけた学生でɺॴ定の博士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ博士（理学）

の学位を授༩します。

①ਂい教ཆྗとよりߴい語学ྗを਎につけɺ数学のߴ度なઐ໳的学ࣝとߴい倫理؍に基ͮき研究成果を的֬に表ݱしɺόランスの取

れた総合的なࢹ໺でɺ෺事をެ正に൑அすることができる。

ᶄ数学のߴ度なઐ໳的学ࣝと૑造的研究ೳྗを࣋ͪɺࣗવ科学・社会科学のผを໰わずൣ޿な分໺におけるॾ໰題に཰ઌして対ॲす

ることができるたΊのࠃ際的͔つීว的なࢹ点を࣋ͪɺ研究に対するا画及び推進ೳྗを十分にൃشしɺ社会にݙߩできる。

ᶅ科学における基ૅ学໰としての数学のॏཁੑと応用Մೳੑを認ࣝして研究者としてࣗ立しɺ生֔にわたりओମ的に研究をܧଓするೳ

ྗとڠಇするೳྗを࣋ͪɺこれをࠃ際社会にී及ɺ教授するೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科数学ઐ߈博士後期課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫーΫと

ϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ数学のよりߴ度なઐ໳஌ࣝ及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ関࿈科目として特घ講義を഑置する。

これらの授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺ数学分໺をࣗ立してਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特घ研究を഑置しɺ研

究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ博士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺさまざまなݱ৅を数学的に記ड़しɺ

ࣗら໰題をൃݟ・ઃ定・解ܾしɺͦの成果を表ݱするೳྗをཆ成する。またɺকདྷ的に研究者・教育者としてࣗ立しɺ૑造的研究教

育活動ができるߴ度なೳྗをᔻཆする。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成等を

際社会においても学ज़的課題を的֬に೺Ѳしɺࠃ的に取り入れɺৗに৽しい成果を生み出すྗを਎につける。このମ制を通じɺۃੵ

論理的に分析した上でॊೈに対応できる数学のઐ໳研究指導ྗをᔻཆする。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科博士（博士後期）課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基

ͮいたݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修をଅ進することができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科数学ઐ߈博士後期課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程における学

修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗのあるਓをडけ入れます。

①博士後期課程において数学の研究をܧଓできるɺ修士（博士前期）課程修了者とಉ等以上の十分な基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄ数学分໺のൃలɺ։୓に関৺がありɺ୳究৺Ԣ੝で஍ಓな౒ྗを੯しまずɺ数学ઐ߈での学修成果を基൫に研究者としての責任を

࣋ͪɺ社会のൃలにݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後も生֔にわたって数学のよりߴ度なઐ໳的஌ࣝを਎につけɺࣗ 立して૑造的研究を行うҙཉがある。
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数学ઐ߈

ᶃ 研究ࢦಋՊ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 
ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員講義 ԋश

代
数
学

୅ 数 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

大੢ྑ博
前໺ढ़ত

୅ 数 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期

୅ 数 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期

୅ 数 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期

୅ 数 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期

୅ 数 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

幾
何
学

ز Կ 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

খᖒ఩໵
࠸ຊӳڮ

ز Կ 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期

ز Կ 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期

ز Կ 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期

ز Կ 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期

ز Կ 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

関
数
解
析
学

関 数 方 程 ࣜ 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

౔ా఩生

関 数 方 程 ࣜ 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期

関 数 方 程 ࣜ 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期

関 数 方 程 ࣜ 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期

関 数 方 程 ࣜ 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期

関 数 方 程 ࣜ 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

大
域
解
析
学

大 Ҭ 解 析 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

長ڷ文࿨

大 Ҭ 解 析 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期

大 Ҭ 解 析 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期

大 Ҭ 解 析 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期

大 Ҭ 解 析 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期

大 Ҭ 解 析 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

数
理
情
報
科
学

数 理 ৘ ใ 科 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

ᴡ౻ެ明
෌ా࢙ߞ
ଜ੉༐հ

数 理 ৘ ใ 科 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期

数 理 ৘ ใ 科 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期

数 理 ৘ ใ 科 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期

数 理 ৘ ใ 科 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期

数 理 ৘ ใ 科 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

関
連
科
目

数 学 特 घ 講 義 ᶗ 2 １ 前期ूத

大੢ྑ博
前໺ढ़ত
খᖒ఩໵
長ڷ文࿨
ᴡ౻ެ明
෌ా࢙ߞ
ଜ੉༐հ
౔ా఩生

数 学 特 घ 講 義 ᶘ 2 １ 後期ूத

大੢ྑ博
前໺ढ़ত
খᖒ఩໵
長ڷ文࿨
ᴡ౻ެ明
෌ా࢙ߞ
ଜ੉༐հ
౔ా఩生
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺݪଇとして 3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ１6 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
2ɽઐ修分໺で։ઃされている研究指導科目のத͔ら１科目をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。このઐ修科目に対応する
科目（特घ研究ᶗ〜ᶜ）を修得しなけれ͹なりません。
3�ɽ修士（博士前期）課程特論΍他研究科講義科目（修士（博士前期）課程において୯位取得した科目とಉ一಺༰と൑அされる授
業科目はআく）ɺ関࿈科目のத͔ら 4 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
4ɽઐ修科目の研究指導を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠ
についてɺͦの指導をडけるものとします。
5ɽ博士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。
※特घ研究の各年࣍最低ཤ修ίϚ数は前期 １ίϚɺ後期 １ίϚとします。

授業科目概ཁ

特घ研究ᶗ〜ᶜ̡ 研究指導科目ʳ
ຊ科目においてはɺ୲当教員の指導の下にɺ学生各ࣗが各ઐ໳分໺について研究を行いɺ結果をઐ໳論文ࢽにެ表する。ຊ科
目のཤ修進度によりॱ࣍研究ྗをߴΊɺ最ऴ的には得られた成果のもとに博士論文を作成する。各ઐ໳分໺についてよりਂく理
解しɺͦの಺༰についてࣗらߏ࠶ஙできるようになりɺ৽たな஌ݟを加͑ɺ研究成果をڍげɺͦのઐ໳分໺のൃలにد༩する。
更にɺࠃ಺֎の学会等における論文ൃ表指導もडけɺϓレθンςーγϣンೳྗをߴΊる。ຊ科目を通してɺࣗ立した૑造的研究
活動を行うたΊにඞཁなߴ度のೳྗɺ課題ൃ۷ೳྗ及び໰題解ܾೳྗ等を਎につけるようにする。

特घ講義ᶗɺᶘ̡ 関࿈科目ʳ
ຊ科目においてはɺ各ઐ߈においてɺઐ任教員によるઐ໳講義ɺ他大学・研究機関の研究者΍ا業͔らの講ࢣによる講義等によりɺ
ઐ໳分໺における研究をਂく理解しɺ学生各ࣗの研究に関࿈付けるようにする。ຊ科目を通してɺ࣭のߴいٕज़ྗ・研究ྗとό
ランスの取れた総合的なࢹ໺を਎につけるようにする。

ᶅ 学位त༩基準
（博士後期課程）
ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として １6 ୯位以上修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う博士論文の৹
ࠪ及び試験に合格した者に学位を授༩する。
学位論文ਃ੥にはɺ学位論文の಺༰に関࿈しɺ以下のਃ੥基準をඞཁとする。

課程博士 １ใϓラスЋ以上（ࠪಡ付）

論文博士 2 ใϓラスЋ以上（ࠪಡ付）

（ϓラスЋについてはɺ各ઐ߈で定Ίる基準およびࠪಡの൑அを֬認のこと。）

ᶆ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。
ˎ৹ࠪ方法のৄࡉについてはɺ名城大学学位規程理工学研究科಺規（１36 ท）に定Ίる。

ᶇ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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߈学ઐ޻ྉ・෺࣭ࡐ・৘ใ・ؾి

電気･情報･材料･物質工学専攻博士後期課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科ిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学ઐ߈博士後期課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ

໳஌ࣝ・ٕज़を༗しɺ૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺݪଇとしてɺ3 年以上在

学してɺ修了にඞཁな １6 ୯位以上を修得しɺ૑造的な研究ができる࣭のߴいٕज़ྗɺ研究ྗを༗する学生でɺॴ定の博士論文の৹ࠪに

合格した者に対してɺ博士（工学）の学位を授༩します。

ʑの研究成果に対してɺόランスのݸを਎につけɺ؍い倫理ߴ度でઐ໳的な஌ࣝɺ及びߴ料・෺࣭工学分໺におけるࡐ・৘ใ・ؾి①

取れた総合的なࢹ໺でɺ学ज़的ݟ஍に立ってެ正な൑அをすることができる。

ᶄిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学分໺の社会のཁ੥に対応して૑造的な研究ができるࣗ立した࣭のߴいٕज़ྗɺ研究ྗを༗しɺ研究に対

するا画および推進ೳྗを十分にൃشすることでɺ社会におけるॾ໰題を解ܾへと導くことができる。

ᶅ生֔にわたりओମ的に研究をܧଓするೳྗとࠃ際的に通用するίϛュχケーγϣンೳྗを༗しɺ他の研究者とڠಇしてɺ課題ൃ۷΍

໰題解ܾを行うことができる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科ిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学ઐ߈博士後期課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせ

るたΊɺίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺਂくߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ関࿈科目として特घ講義を഑置する。

これらの授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学のいずれ͔の分໺においてࣗ立して૑造的な研究活動ができるようにするたΊɺ

各ઐ修分໺に研究指導科目として特घ研究を഑置しɺ研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ博士論文作成等の指導を行う。

この科目を通じɺさまざまな対৅に対してɺࣗら課題をൃ۷し໰題を解ܾするとともにɺͦの成果を表ݱするೳྗをཆ成する。またɺ

কདྷ的に研究者・教育者としてࣗ立しɺ૑造的研究教育活動ができるߴ度なೳྗ及びߴい倫理؍をᔻཆする。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成等を

を的֬に೺Ѳしɺ論理的گ際社会においてঢ়ࠃ的に取り入れɺৗに৽しい成果を生み出すྗを਎につける。このମ制を通じɺۃੵ

に分析した上でॊೈに対応できるઐ໳研究指導ྗをᔻཆする。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科博士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修をଅ進することができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科ిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学ઐ߈博士後期課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）

の教育課程における学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗのあるਓをडけ入れます。

①博士課程において研究をܧଓするたΊにٻΊられるɺ修士（博士前期）課程修了者とಉ等以上の基ૅ学ྗとɺ研究分໺における十

分な஌ࣝを༗する。

ᶄԿ事も೪りڧく取り組むことができɺిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学分໺における理論ɺ応用のઐ໳஌ࣝと研究ೳྗで社会のൃలにߩ

。する目的ҙࣝがあるݙ

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後も生֔にわたってిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学分໺でࣗ立して૑造的研究を行うҙཉがある。
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߈学ઐ޻ྉ・෺࣭ࡐ・৘ใ・ؾి

ᶃ 研究ࢦಋՊ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 
ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員講義 ԋश

電
気
電
子
工
学

ి ؾ 工 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

ӹాହีɺଜຊ༟ೋɺࢁத࢛ࡾ࿠ɺҏ౻ণ文ɺ
ଠాو೭ɺాࡗ૑ɺ۽୩৻໵

ి ؾ 工 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
ి ؾ 工 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
ి ؾ 工 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
ి ؾ 工 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
ి ؾ 工 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期
ి ࢠ γ ス ς Ϝ 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

಺ాّ一࿠ɺۄࣇ఩࢘ɺ平দඒࠜஉɺଜాӳ一ɺ
ງా一߂ɺ஛ాޗܓɺখྛ݈ଠ࿠

ి ࢠ γ ス ς Ϝ 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
ి ࢠ γ ス ς Ϝ 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
ి ࢠ γ ス ς Ϝ 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
ి ࢠ γ ス ς Ϝ 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
ి ࢠ γ ス ς Ϝ 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

情
報
工
学

৘ ใ 工 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

઒༤ೋɺాதහޫɺத໺倫明ɺ向Ҫརय़ɺࠤ
༄ా޾߁ɺܒాࢁ一ɺాࢁफஉɺࢁຊ修਎ɺ
٢઒խ໻ɺࡔ໺लथɺ઒੅未དྷࢠɺࣉຊಞ࢘

৘ ใ 工 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
৘ ใ 工 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
৘ ใ 工 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
৘ ใ 工 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
৘ ใ 工 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

材
料
機
能
工
学

ΤレΫトϩχΫスࡐ料工学特घ研究ᶗ 2 １ 前期

ஐɺ஛಺఩໵ɺ成௩ॏ໻　ࢁɺ上ݦ୩素ؠ

ΤレΫトϩχΫスࡐ料工学特घ研究ᶘ 2 １ 後期
ΤレΫトϩχΫスࡐ料工学特घ研究ᶙ 2 2 前期
ΤレΫトϩχΫスࡐ料工学特घ研究ᶚ 2 2 後期
ΤレΫトϩχΫスࡐ料工学特घ研究ᶛ 2 3 前期
ΤレΫトϩχΫスࡐ料工学特घ研究ᶜ 2 3 後期
インςϦジΣントࡐ料工学特घ研究ᶗ 2 １ 前期

౔԰　文ɺ޹ౢٶ෉ɺ࿡ాӳ࣏ɺాதਸ೭ɺ今Ҫ大஍

インςϦジΣントࡐ料工学特घ研究ᶘ 2 １ 後期
インςϦジΣントࡐ料工学特घ研究ᶙ 2 2 前期
インςϦジΣントࡐ料工学特घ研究ᶚ 2 2 後期
インςϦジΣントࡐ料工学特घ研究ᶛ 2 3 前期
インςϦジΣントࡐ料工学特घ研究ᶜ 2 3 後期

物
質
・
分
子
工
学

ઌ ୺ ෺ ࣭ 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

ʻ൧ౡ੅உʼɺࡔ౦ढ़࣏ɺؙߒོࢁɺ஑ᬒ༝ඒࢠɺ
ɺதଜ஧࢘޿ོా࠽

ઌ ୺ ෺ ࣭ 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
ઌ ୺ ෺ ࣭ 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
ઌ ୺ ෺ ࣭ 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
ઌ ୺ ෺ ࣭ 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
ઌ ୺ ෺ ࣭ 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期
分 ࢠ 素 ࡐ 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

Ӭా　ԝɺాத正߶ɺాӜ大ี

分 ࢠ 素 ࡐ 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
分 ࢠ 素 ࡐ 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
分 ࢠ 素 ࡐ 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
分 ࢠ 素 ࡐ 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
分 ࢠ 素 ࡐ 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

関
連
科
目

ి ؾ ి ࢠ 工 学 特 घ 講 義ᶗ※ 2 １ 前期
ӹాହีɺଜຊ༟ೋɺࢁத࢛ࡾ࿠ɺҏ౻ণ文ɺ
ଠాو೭ɺాࡗ૑ɺ۽୩৻໵

ి ؾ ి ࢠ 工 学 特 घ 講 義ᶘ※ 2 １ 後期
಺ాّ一࿠ɺۄࣇ఩࢘ɺ平দඒࠜஉɺଜాӳ一ɺ
ງా一߂ɺ஛ాޗܓɺখྛ݈ଠ࿠

৘ ใ 工 学 特 घ 講 義 ᶗ ※ 2 １ 前期 ٢઒ խ໻ɺ઒੅未དྷࢠɺ向Ҫརय़
৘ ใ 工 学 特 घ 講 義 ᶘ ※ 2 １ 後期 ాத හޫɺࣉຊಞ࢘ɺத໺倫明

ࡐ 料 機 ೳ 工 学 特 घ 講 義ᶗ※ 2 １ 前期
࿡ాӳ࣏ɺ޹ౢٶ෉ɺా தਸ೭ɺ上ࢁ　ஐɺ成௩ॏ໻ɺ
஛಺఩໵ɺؠ୩素ݦɺ౔԰　文ɺ今Ҫ大஍

ࡐ 料 機 ೳ 工 学 特 घ 講 義ᶘ※ 2 １ 後期
࿡ాӳ࣏ɺ޹ౢٶ෉ɺా தਸ೭ɺ上ࢁ　ஐɺ成௩ॏ໻ɺ
஛಺఩໵ɺؠ୩素ݦɺ౔԰　文ɺ今Ҫ大஍

応 用 Խ 学 特 घ 講 義 ᶗ ※ 2 １ 前期
ɺӬా　ԝɺాத正߶ɺߒོࢁ౦ढ़࣏ɺؙࡔ
஑ᬒ༝ඒࢠɺ޿ོా࠽ɺాӜ大ีɺதଜ஧࢘

応 用 Խ 学 特 घ 講 義 ᶘ ※ 2 １ 後期
ɺӬా　ԝɺాத正߶ɺߒོࢁ౦ढ़࣏ɺؙࡔ
஑ᬒ༝ඒࢠɺ޿ོా࠽ɺాӜ大ีɺதଜ஧࢘

研 究 イ ン タ ー ン γ ο ϓ 2 １ 後期ूத ఩࢘ɺ࿡ాӳ࣏ɺӬా　ԝۄࣇຊ修਎ɺࢁ
※ɿΦϜχόスࣜܗ
ʻ ʼはऴ਎教授
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺݪଇとして 3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ１6 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
2ɽઐ修分໺で։ઃされている研究指導科目のத͔ら１科目をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。このઐ修科目に対応する
科目（特घ研究ᶗ〜ᶜ）を修得しなけれ͹なりません。
3�ɽ修士（博士前期）課程特論΍他研究科講義科目（修士（博士前期）課程において୯位取得した科目とಉ一಺༰と൑அされる授
業科目はআく）ɺ関࿈科目のத͔ら 4 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
4ɽઐ修科目の研究指導を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠ
についてɺͦの指導をडけるものとします。
5ɽ博士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。
※特घ研究の各年࣍最低ཤ修ίϚ数は前期 １ίϚɺ後期 １ίϚとします。

授業科目概ཁ

特घ研究ᶗ〜ᶜ̡ 研究指導科目ʳ
ຊ科目においてはɺ୲当教員の指導の下にɺ学生各ࣗが各ઐ໳分໺について研究を行いɺ結果をઐ໳論文ࢽにެ表する。ຊ科
目のཤ修進度によりॱ࣍研究ྗをߴΊɺ最ऴ的には得られた成果のもとに博士論文を作成する。各ઐ໳分໺についてよりਂく理
解しɺͦの಺༰についてࣗらߏ࠶ஙできるようになりɺ৽たな஌ݟを加͑ɺ研究成果をڍげɺͦのઐ໳分໺のൃలにد༩する。
更にɺࠃ಺֎の学会等における論文ൃ表指導もडけɺϓレθンςーγϣンೳྗをߴΊる。ຊ科目を通してɺࣗ立した૑造的研究
活動を行うたΊにඞཁなߴ度のೳྗɺ課題ൃ۷ೳྗ及び໰題解ܾೳྗ等を਎につけるようにする。

特घ講義ᶗɺᶘ̡ 関࿈科目ʳ
ຊ科目においてはɺ各ઐ߈においてɺઐ任教員によるઐ໳講義ɺ他大学・研究機関の研究者΍ا業͔らの講ࢣによる講義等によりɺ
ઐ໳分໺における研究をਂく理解しɺ学生各ࣗの研究に関࿈付けるようにする。ຊ科目を通してɺ࣭のߴいٕज़ྗ・研究ྗとό
ランスの取れた総合的なࢹ໺を਎につけるようにする。

研究インターンγοϓ̡ 関࿈科目ʳ
ຊ科目においてはɺا業΍研究機関における研究員などࣗらのকདྷのΩϟϦア・ύスܗ成に資するたΊɺࠃ಺֎の研究機関・教
育機関΍ا業などでɺ学生各ࣗのઐ໳に関࿈した研究ɺ実験ɺ業຿等を行う。研究಺༰΍実施ܗ態について୲当教員の事前・事
後の指導ɺ認定をඞཁとする。期ؒは１0 日ؒ以上とする。ຊ科目を通してɺࠃ಺֎の社会における理工学ઐ໳分໺のڞಉ研究ྗɺ
研究指導ྗなどを਎につけるようにする。

ᶅ 学位त༩基準
（博士後期課程）
ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として １6 ୯位以上修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う博士論文の৹
ࠪ及び試験に合格した者に学位を授༩する。
学位論文ਃ੥にはɺ学位論文の಺༰に関࿈しɺ以下のਃ੥基準をඞཁとする。
課程博士 １ใϓラスЋ以上（ࠪಡ付）
論文博士 2 ใϓラスЋ以上（ࠪಡ付）

（ϓラスЋについてはɺ各ઐ߈で定Ίる基準およびࠪಡの൑அを֬認のこと。）

ᶆ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。
ˎ৹ࠪ方法のৄࡉについてはɺ名城大学学位規程理工学研究科಺規（１36 ท）に定Ίる。

ᶇ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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߈学ઐ޻ցػ

機械工学専攻博士後期課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科機ց工学ઐ߈博士後期課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़を༗しɺ

૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺݪଇとしてɺ3 年以上在学してɺ修了にඞཁな

１6 ୯位以上を修得しɺ機ց工学ઐ߈のઐ໳ྖҬにおいて十分にߴ度なઐ໳஌ࣝと研究ೳྗを਎につけた学生でɺॴ定の博士論文の৹

ࠪに合格した者に対してɺ博士（工学）の学位を授༩します。

①ਂい教ཆྗとよりߴい語学ྗを਎につけɺ機ց工学のߴ度なઐ໳的学ࣝとߴい倫理؍に基ͮき研究成果を的֬に表ݱしɺόランス

の取れた総合的なࢹ໺でɺ෺事をެ正に൑அすることができる。

ᶄ機ց工学のߴ度なઐ໳的学ࣝと૑造的研究ೳྗを࣋ͪɺࣗવ科学・社会科学のผを໰わずൣ޿な分໺におけるॾ໰題に཰ઌして対

ॲすることができるたΊのࠃ際的͔つීว的なࢹ点を࣋ͪɺ研究に対するا画及び推進ೳྗを十分にൃشしɺ社会にݙߩできる。

ᶅ科学における基ૅ学໰としての機ց工学のॏཁੑと応用Մೳੑを認ࣝして研究者としてࣗ立しɺ生֔にわたりओମ的に研究をܧଓす

るೳྗとڠಇするೳྗを࣋ͪɺこれをࠃ際社会にී及ɺ教授するೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科機ց工学ઐ߈博士後期課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίースϫー

ΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ機ց工学のよりߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ関࿈科目として特घ講義

を഑置する。これらの授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அできるように

する。

ᶄϦαーνϫーΫではɺ機ց工学分໺においてࣗ立してਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目として特घ研究を

഑置しɺ研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ博士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺさまざまな対৅に対してɺ

ࣗら課題をൃ۷し໰題を解ܾするとともにɺͦの成果を表ݱするೳྗをཆ成する。またɺকདྷ的に研究者・教育者としてࣗ立しɺ૑

造的研究教育活動ができるߴ度なೳྗ及びߴい倫理؍をᔻཆする。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成等を

を的֬に೺Ѳしɺ論理的گ際社会においてঢ়ࠃ的に取り入れɺৗに৽しい成果を生み出すྗを਎につける。このମ制を通じɺۃੵ

に分析した上でॊೈに対応できるઐ໳研究指導ྗをᔻཆする。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科博士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修をଅ進することができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科機ց工学ઐ߈博士後期課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課程におけ

る学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗのあるਓをडけ入れます。

①博士課程において研究をܧଓできるɺ修士（博士前期）課程修了者とಉ等のɺ十分な基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄ機ց工学分໺のൃలɺ։୓に関৺がありɺ୳究৺Ԣ੝で஍ಓな౒ྗを੯しまずɺ機ց工学ઐ߈での学修成果を基൫にɺ研究者とし

ての責任を࣋ͪɺ社会のൃలにݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後も生֔にわたって機ց工学のよりߴ度なઐ໳的஌ࣝを਎につけɺࣗ立して૑造的研究を行うҙཉ

がある。

01
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03



ø2þ

法
学
研
究
科

経
営
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

薬
学
研
究
科

都
市
情
報
学
研
究
科

人
間
学
研
究
科

総
合
学
術
研
究
科

߈学ઐ޻ցػ

ᶃ 研究ࢦಋՊ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 
ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員講義 ԋश

設
計
シ
ス
テ
ム
工
学

ઃ 計 機 ೳ 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

෋Ԭོ߂ɺ૬അ　ਔɺ大ౡ成通ɺ੢ଜঘ࠸ɺ
த੢　३ɺԣ୩　༃ɺઋ৔३඙ɺ஑ຊ༗ॿɺ
ࢠٱتాٶ

ઃ 計 機 ೳ 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
ઃ 計 機 ೳ 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
ઃ 計 機 ೳ 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
ઃ 計 機 ೳ 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
ઃ 計 機 ೳ 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期
ϩ Ϙ ο ト 工 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

༶　݋໐ɺҪ上真੅ɺ大ݡݪ一ɺ関ߒࢁհɺ
३一ɺѶᖒྯ࢙ɺࠇ઒明඙ɺ目ࢢഢ૖一ɺࠤ
ാ　ྑ޾

ϩ Ϙ ο ト 工 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
ϩ Ϙ ο ト 工 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
ϩ Ϙ ο ト 工 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
ϩ Ϙ ο ト 工 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
ϩ Ϙ ο ト 工 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

熱
工
学

൓ 応 ੑ ガ ス ྗ 学 特 घ 研 究ᶗ 2 １ 前期

দా　३ɺੁ໺　๬

൓ 応 ੑ ガ ス ྗ 学 特 घ 研 究ᶘ 2 １ 後期
൓ 応 ੑ ガ ス ྗ 学 特 घ 研 究ᶙ 2 2 前期
൓ 応 ੑ ガ ス ྗ 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
൓ 応 ੑ ガ ス ྗ 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
൓ 応 ੑ ガ ス ྗ 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期
೤ ݱ ৅ 計 ଌ 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

தౡެ平

೤ ݱ ৅ 計 ଌ 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
೤ ݱ ৅ 計 ଌ 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
೤ ݱ ৅ 計 ଌ 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
೤ ݱ ৅ 計 ଌ 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
೤ ݱ ৅ 計 ଌ 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

流
体
工
学

೪ ੑ 流 ମ ྗ 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

ླ໦ণ߂ɺٱอ　وɺݹ઒༟೭ɺ大᤽৴೭

೪ ੑ 流 ମ ྗ 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
೪ ੑ 流 ମ ྗ 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
೪ ੑ 流 ମ ྗ 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
೪ ੑ 流 ମ ྗ 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
೪ ੑ 流 ମ ྗ 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学

生 ࢈ 加 工 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

アϒラϋ・ϖトϩスɺ成ాٱߒɺ٢઒ହ੖

生 ࢈ 加 工 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
生 ࢈ 加 工 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
生 ࢈ 加 工 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
生 ࢈ 加 工 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
生 ࢈ 加 工 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

材
料
シ
ス
テ
ム
工
学

ࡐ 料 ઃ 計 工 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

෰部༑一ɺӉࠤඒॳ඙ɺ੺ງढ़࿨ɺӿຊ࿨城ɺ
ੁ　ষل

ࡐ 料 ઃ 計 工 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
ࡐ 料 ઃ 計 工 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
ࡐ 料 ઃ 計 工 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
ࡐ 料 ઃ 計 工 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
ࡐ 料 ઃ 計 工 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期
ഁյ制ޚγスςϜ工学特घ研究ᶗ 2 １ 前期

ိւ博ԝɺਗ਼水ݑ一ɺদݪ　߶

ഁյ制ޚγスςϜ工学特घ研究ᶘ 2 １ 後期
ഁյ制ޚγスςϜ工学特घ研究ᶙ 2 2 前期
ഁյ制ޚγスςϜ工学特घ研究ᶚ 2 2 後期
ഁյ制ޚγスςϜ工学特घ研究ᶛ 2 3 前期
ഁյ制ޚγスςϜ工学特घ研究ᶜ 2 3 後期

関
連
科
目

ࡐ 料 機 ೳ 工 学 特 घ 講 義ᶗ※ 2 １ 前期 ෰部༑一ɺӉࠤඒॳ඙ɺ੺ງढ़࿨ɺӿຊ࿨城
ࡐ 料 機 ೳ 工 学 特 घ 講 義ᶘ※ 2 １ 後期 ෰部༑一ɺӉࠤඒॳ඙ɺ੺ງढ़࿨ɺӿຊ࿨城

機 ց 工 学 特 घ 講 義 ᶗ ※ 2 １ 前期
ɺٱߒ઒༟೭ɺদా　३ɺ成ాݹɺو　อٱ
アϒラϋ・ϖトϩスɺိւ博ԝɺਗ਼水ݑ一ɺ
দݪ　߶ɺ大ౡ成通ɺத੢　३ɺ஑ຊ༗ॿɺ
٢઒ହ੖

機 ց 工 学 特 घ 講 義 ᶘ ※ 2 １ 後期
ɺٱߒ઒༟೭ɺদా　३ɺ成ాݹɺو　อٱ
アϒラϋ・ϖトϩスɺိւ博ԝɺਗ਼水ݑ一ɺ
দݪ　߶ɺ大ౡ成通ɺத੢　३ɺ஑ຊ༗ॿɺ
٢઒ହ੖

ަ 通 機 ց 工 学 特 घ 講 義ᶗ※ 2 １ 前期
෋Ԭོ߂ɺ૬അ　ਔɺླ໦ণ߂ɺதౡެ平ɺ
大᤽৴೭ɺ੢ଜঘ࠸ɺԣ୩　༃ɺੁ　ষلɺ
ઋ৔३඙ɺੁ໺　๬ɺࢠٱتాٶ

ަ 通 機 ց 工 学 特 घ 講 義ᶘ※ 2 １ 後期
෋Ԭོ߂ɺ૬അ　ਔɺླ໦ণ߂ɺதౡެ平ɺ
大᤽৴೭ɺ੢ଜঘ࠸ɺԣ୩　༃ɺੁ　ষلɺ
ઋ৔३඙ɺੁ໺　๬ɺࢠٱتాٶ

ϝΧトϩχΫス工学特घ講義ᶗ 2 １ 前期
༶　݋໐ɺ大ݡݪ一ɺࢢ઒明඙ɺҪ上真੅ɺ
関ߒࢁհɺࠤഢ૖一ɺ目ࠇ३一ɺѶᖒྯ࢙ɺ
ാ　ྑ޾

ϝΧトϩχΫス工学特घ講義ᶘ 2 １ 後期
༶　݋໐ɺ大ݡݪ一ɺࢢ઒明඙ɺҪ上真੅ɺ
関ߒࢁհɺࠤഢ૖一ɺ目ࠇ३一ɺѶᖒྯ࢙ɺ
ാ　ྑ޾

研 究 イ ン タ ー ン γ ο ϓ 2 １ 後期ूத ໐݋　ɺ༶߂ɺླ໦ণو　อٱ
※ɿΦϜχόスࣜܗ
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺݪଇとして 3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ１6 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
2ɽઐ修分໺で։ઃされている研究指導科目のத͔ら１科目をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。このઐ修科目に対応する
科目（特घ研究ᶗ〜ᶜ）を修得しなけれ͹なりません。
3�ɽ修士（博士前期）課程特論΍他研究科講義科目（修士（博士前期）課程において୯位取得した科目とಉ一಺༰と൑அされる授
業科目はআく）ɺ関࿈科目のத͔ら 4 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
4ɽઐ修科目の研究指導を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠ
についてɺͦの指導をडけるものとします。
5ɽ博士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。
※特घ研究の各年࣍最低ཤ修ίϚ数は前期 １ίϚɺ後期 １ίϚとします。

授業科目概ཁ

特घ研究ᶗ〜ᶜ̡ 研究指導科目ʳ
ຊ科目においてはɺ୲当教員の指導の下にɺ学生各ࣗが各ઐ໳分໺について研究を行いɺ結果をઐ໳論文ࢽにެ表する。ຊ科
目のཤ修進度によりॱ࣍研究ྗをߴΊɺ最ऴ的には得られた成果のもとに博士論文を作成する。各ઐ໳分໺についてよりਂく理
解しɺͦの಺༰についてࣗらߏ࠶ஙできるようになりɺ৽たな஌ݟを加͑ɺ研究成果をڍげɺͦのઐ໳分໺のൃలにد༩する。
更にɺࠃ಺֎の学会等における論文ൃ表指導もडけɺϓレθンςーγϣンೳྗをߴΊる。ຊ科目を通してɺࣗ立した૑造的研究
活動を行うたΊにඞཁなߴ度のೳྗɺ課題ൃ۷ೳྗ及び໰題解ܾೳྗ等を਎につけるようにする。

特घ講義ᶗɺᶘ̡ 関࿈科目ʳ
ຊ科目においてはɺ各ઐ߈においてɺઐ任教員によるઐ໳講義ɺ他大学・研究機関の研究者΍ا業͔らの講ࢣによる講義等によりɺ
ઐ໳分໺における研究をਂく理解しɺ学生各ࣗの研究に関࿈付けるようにする。ຊ科目を通してɺ࣭のߴいٕज़ྗ・研究ྗとό
ランスの取れた総合的なࢹ໺を਎につけるようにする。

研究インターンγοϓ̡ 関࿈科目ʳ
ຊ科目においてはɺا業΍研究機関における研究員などࣗらのকདྷのΩϟϦア・ύスܗ成に資するたΊɺࠃ಺֎の研究機関・教
育機関΍ا業などでɺ学生各ࣗのઐ໳に関࿈した研究ɺ実験ɺ業຿等を行う。研究಺༰΍実施ܗ態について୲当教員の事前・事
後の指導ɺ認定をඞཁとする。期ؒは１0 日ؒ以上とする。ຊ科目を通してɺࠃ಺֎の社会における理工学ઐ໳分໺のڞಉ研究ྗɺ
研究指導ྗなどを਎につけるようにする。

ᶅ 学位त༩基準
（博士後期課程）
ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として １6 ୯位以上修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う博士論文の৹
ࠪ及び試験に合格した者に学位を授༩する。
学位論文ਃ੥にはɺ学位論文の಺༰に関࿈しɺ以下のਃ੥基準をඞཁとする。

課程博士 １ใϓラスЋ以上（ࠪಡ付）

論文博士 2 ใϓラスЋ以上（ࠪಡ付）
（ϓラスЋについてはɺ各ઐ߈で定Ίる基準およびࠪಡの൑அを֬認のこと。）　

ᶆ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。
ˎ৹ࠪ方法のৄࡉについてはɺ名城大学学位規程理工学研究科಺規（１36 ท）に定Ίる。

ᶇ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺΦϦΤンςーγϣン഑෍資料ɺNFJNP の掲載಺༰を参照してください。あるいはɺ１33 ทの研究指

導計画の項目を参照してください。
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ࣾձڥ؀σβΠϯ޻学ઐ߈

社会環境デザイン工学専攻博士課程ポリシー

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

理工学研究科社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈博士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとຊ研究科のਓࡐཆ成目的「෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕ

ज़を༗しɺ૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。」に基ͮきɺຊ課程においてɺݪଇとしてɺ3 年以上在学してɺ修

了にඞཁな １6 ୯位以上を修得しɺ社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈のઐ໳ྖҬにおいて࣍に示すような十分にߴ度なઐ໳஌ࣝと研究ೳྗを਎

につけた学生でɺॴ定の博士論文の৹ࠪに合格した者に対してɺ博士（工学）の学位を授༩します。

①ਂい教ཆྗとよりߴい語学ྗを਎につけɺ社会ڥ؀デβイン工学のߴ度なઐ໳的学ࣝとߴい倫理؍に基ͮき研究成果を的֬に表ݱ

しɺόランスの取れた総合的なࢹ໺でɺ෺事をެ正に൑அすることができる。

ᶄ社会ڥ؀デβイン工学のߴ度なઐ໳的学ࣝと૑造的研究ೳྗを࣋ͪɺࣗવ科学・社会科学のผを໰わずൣ޿な分໺におけるॾ໰題

に཰ઌして対ॲすることができるたΊのࠃ際的͔つීว的なࢹ点を࣋ͪɺ研究に対するا画及び推進ೳྗを十分にൃشしɺ社会に

。できるݙߩ

ᶅ科学における基ૅ学໰としての社会ڥ؀デβイン工学のॏཁੑと応用Մೳੑを認ࣝして研究者としてࣗ立しɺ生֔にわたりओମ的に

研究をܧଓするೳྗとڠಇするೳྗを࣋ͪɺこれをࠃ際社会にී及ɺ教授するೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

理工学研究科社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈博士課程はɺຊઐ߈の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示すೳྗを਎につけさせるたΊɺίー

スϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ社会ڥ؀デβイン工学のよりߴ度なઐ໳஌ࣝ・ٕज़及び෯޿い関࿈分໺の஌ࣝを修得させるたΊɺ関࿈科目とし

て特घ講義を഑置する。これらの授業を通じて਎につけたߴ度な஌ࣝおよびߴい倫理؍に基ͮきɺ෺事をਂくଊ͑ɺެ正に൑அで

きるようにする。

ᶄϦαーνϫーΫではɺ社会ڥ؀デβイン工学分໺においてࣗ立してਂく研究できるようにするたΊɺ各ઐ修分໺に研究指導科目とし

て特घ研究を഑置しɺ研究倫理教育も含Ίɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ博士論文作成等の指導を行う。この科目を通じɺさまざま

な対৅に対してɺࣗら課題をൃ۷し໰題を解ܾするとともにɺͦの成果を表ݱするೳྗをཆ成する。またɺকདྷ的に研究者・教育者

としてࣗ立しɺ૑造的研究教育活動ができるߴ度なೳྗ及びߴい倫理؍をᔻཆする。

ᶅίースϫーΫɺϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制によりɺ実शɺϓレθンςーγϣンɺ研究ൃ表ɺ学ज़論文作成等を

を的֬に೺Ѳしɺ論理的گ際社会においてঢ়ࠃ的に取り入れɺৗに৽しい成果を生み出すྗを਎につける。このମ制を通じɺۃੵ

に分析した上でॊೈに対応できるઐ໳研究指導ྗをᔻཆする。

ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法および評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ理工

学研究科博士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ学生の進࿏΍関৺等に基ͮきɺ指導教

員によりݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と進࿏・関৺に応じた学修をଅ進することができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

理工学研究科社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈博士課程はɺຊઐ߈の教育目標を理解しɺ学部または大学院（修士・博士前期課程）の教育課

程における学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗのあるਓをडけ入れます。

①博士課程において研究をܧଓできるɺ修士（博士前期）課程修了者とಉ等以上のɺ十分な基ૅ஌ࣝを༗する。

ᶄ社会ڥ؀デβイン工学分໺のൃలɺ։୓に関৺がありɺ୳究৺Ԣ੝で஍ಓな౒ྗを੯しまずɺ社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈での学修

成果を基൫にɺ研究者としての責任を࣋ͪɺ社会のൃలにݙߩする目的ҙࣝがある。

ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後も生֔にわたって社会ڥ؀デβイン工学のよりߴ度なઐ໳的஌ࣝを਎につけɺࣗ立して૑造的研

究を行うҙཉがある。
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ࣾձڥ؀σβΠϯ޻学ઐ߈

ᶃ 研究ࢦಋՊ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧 
ઐ修
分໺ 授　　業　　科　　目

୯ 位 数
学年 ։講期 ୲　　　当　　　教　　　員講義 ԋश

構
造
デ
ザ
イ
ン
工
学

ߏ 造 γス ςϜ 学 特 घ 研 究ᶗ 2 １ 前期

一ɺখԘ達໵޹ලɺ౉ล׽　׉

ߏ 造 γス ςϜ 学 特 घ 研 究ᶘ 2 １ 後期
ߏ 造 γス ςϜ 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
ߏ 造 γス ςϜ 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
ߏ 造 γス ςϜ 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
ߏ 造 γス ςϜ 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期
ߏ 造 ࡐ 料 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

ੴ઒༃ߊɺࣉ੢࢘ߒɺಓ正ହ߂ɺ੢ܡ　ࢁɺ
下݈ଠ࿠ؠ

ߏ 造 ࡐ 料 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
ߏ 造 ࡐ 料 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
ߏ 造 ࡐ 料 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
ߏ 造 ࡐ 料 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
ߏ 造 ࡐ 料 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期
造デβイン学特घ研究ᶗߏۭؒ 2 １ 前期

෢౻　ްɺদా࿨ߒ

造デβイン学特घ研究ᶘߏۭؒ 2 １ 後期
造デβイン学特घ研究ᶙߏۭؒ 2 2 前期
造デβイン学特घ研究ᶚߏۭؒ 2 2 後期
造デβイン学特घ研究ᶛߏۭؒ 2 3 前期
造デβイン学特घ研究ᶜߏۭؒ 2 3 後期

大
気
水
環
境

デ
ザ
イ
ン
学

水 Ҭ ؀ ڥ 工 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

ӳɺԬຊོ明ࠀ୐ࡾɺࢠರޱߔ守博ɺాݪ

水 Ҭ ؀ ڥ 工 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
水 Ҭ ؀ ڥ 工 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
水 Ҭ ؀ ڥ 工 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
水 Ҭ ؀ ڥ 工 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
水 Ҭ ؀ ڥ 工 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

地
盤
環
境

デ
ザ
イ
ン
学

஍ ൫ 工 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

খ∁໠࢘ɺ౻Ҫ޾ହɺ日ൺ義඙

஍ ൫ 工 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
஍ ൫ 工 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
஍ ൫ 工 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
஍ ൫ 工 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
஍ ൫ 工 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期

都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
学

஍ Ҭ 計 画 学 特 घ 研 究 ᶗ 2 １ 前期

দຊ޾正ɺླ໦　Թɺதଜ一थ

஍ Ҭ 計 画 学 特 घ 研 究 ᶘ 2 １ 後期
஍ Ҭ 計 画 学 特 घ 研 究 ᶙ 2 2 前期
஍ Ҭ 計 画 学 特 घ 研 究 ᶚ 2 2 後期
஍ Ҭ 計 画 学 特 घ 研 究 ᶛ 2 3 前期
஍ Ҭ 計 画 学 特 घ 研 究 ᶜ 2 3 後期
デβイン学特घ研究ᶗڥ؀ॅ 2 １ 前期

明ɺੴҪ　ਔɺ٢Ӭඒ߳ɺګ೭ɺԬా޺Ҫߴ
生ాࢠژ

デβイン学特घ研究ᶘڥ؀ॅ 2 １ 後期
デβイン学特घ研究ᶙڥ؀ॅ 2 2 前期
デβイン学特घ研究ᶚڥ؀ॅ 2 2 後期
デβイン学特घ研究ᶛڥ؀ॅ 2 3 前期
デβイン学特घ研究ᶜڥ؀ॅ 2 3 後期

関
連
科
目

社会基൫デβイン工学特घ講義ᶗ※ 2 １ 前期
ɺখ∁໠࢘ɺླ໦　Թɺߊලɺੴ઒༃׽　׉
下݈ଠ࿠ɺؠɺࢠರޱߔ正ɺ޾守博ɺদຊాݪ
தଜ一थɺ౻Ҫ޾ହɺ౉ล޹一ɺԬຊོ明

社会基൫デβイン工学特घ講義ᶘ※ 2 １ 後期
ɺখ∁໠࢘ɺླ໦　Թɺߊලɺੴ઒༃׽　׉
下݈ଠ࿠ɺؠɺࢠರޱߔ正ɺ޾守博ɺদຊాݪ
தଜ一थɺ౻Ҫ޾ହɺ౉ล޹一ɺԬຊོ明

؀ ڥ ૑ 造 学 特 घ 講 義 ᶗ※ 2 １ 前期 ಓ正ହ߂ɺ੢ܡ　ࢁɺ日ൺ義඙ɺࡾ୐ࠀӳɺ
খԘ達໵

؀ ڥ ૑ 造 学 特 घ 講 義 ᶘ ※ 2 １ 後期 ಓ正ହ߂ɺ੢ܡ　ࢁɺ日ൺ義඙ɺࡾ୐ࠀӳɺ
খԘ達໵

ݐ ங 学 特 घ 講 義 ᶗ ※ 2 １ 前期 ɺ࢘ߒ੢ࣉ明ɺੴҪ　ਔɺګ೭ɺԬా޺Ҫߴ
෢౻　ްɺ生ాࢠژɺ٢Ӭඒ߳ɺদా࿨ߒ

ݐ ங 学 特 घ 講 義 ᶘ ※ 2 １ 後期 ɺ࢘ߒ੢ࣉ明ɺੴҪ　ਔɺګ೭ɺԬా޺Ҫߴ
෢౻　ްɺ生ాࢠژɺ٢Ӭඒ߳ɺদా࿨ߒ

研 究 イ ン タ ー ン γ ο ϓ 2 １ 後期ूத 明ګɺԬా߂ලɺಓ正ହ׽　׉
※ɿΦϜχόスࣜܗ
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生はɺݪଇとして 3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ１6 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
2ɽઐ修分໺で։ઃされている研究指導科目のத͔ら１科目をબ定しɺこれを学生のઐ修科目とします。このઐ修科目に対応する
科目（特घ研究ᶗ〜ᶜ）を修得しなけれ͹なりません。
3�ɽ修士（博士前期）課程特論΍他研究科講義科目（修士（博士前期）課程において୯位取得した科目とಉ一಺༰と൑அされる授
業科目はআく）ɺ関࿈科目のத͔ら 4 ୯位を修得しなけれ͹なりません。
4ɽઐ修科目の研究指導を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠ
についてɺͦの指導をडけるものとします。
5ɽ博士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。
※特घ研究の各年࣍最低ཤ修ίϚ数は前期 １ίϚɺ後期 １ίϚとします。

授業科目概ཁ

特घ研究ᶗ〜ᶜ̡ 研究指導科目ʳ
ຊ科目においてはɺ୲当教員の指導の下にɺ学生各ࣗが各ઐ໳分໺について研究を行いɺ結果をઐ໳論文ࢽにެ表する。ຊ科
目のཤ修進度によりॱ࣍研究ྗをߴΊɺ最ऴ的には得られた成果のもとに博士論文を作成する。各ઐ໳分໺についてよりਂく理
解しɺͦの಺༰についてࣗらߏ࠶ஙできるようになりɺ৽たな஌ݟを加͑ɺ研究成果をڍげɺͦのઐ໳分໺のൃలにد༩する。
更にɺࠃ಺֎の学会等における論文ൃ表指導もडけɺϓレθンςーγϣンೳྗをߴΊる。ຊ科目を通してɺࣗ立した૑造的研究
活動を行うたΊにඞཁなߴ度のೳྗɺ課題ൃ۷ೳྗ及び໰題解ܾೳྗ等を਎につけるようにする。

特घ講義ᶗɺᶘ̡ 関࿈科目ʳ
ຊ科目においてはɺ各ઐ߈においてɺઐ任教員によるઐ໳講義ɺ他大学・研究機関の研究者΍ا業͔らの講ࢣによる講義等によりɺ
ઐ໳分໺における研究をਂく理解しɺ学生各ࣗの研究に関࿈付けるようにする。ຊ科目を通してɺ࣭のߴいٕज़ྗ・研究ྗとό
ランスの取れた総合的なࢹ໺を਎につけるようにする。

研究インターンγοϓ̡ 関࿈科目ʳ
ຊ科目においてはɺا業΍研究機関における研究員などࣗらのকདྷのΩϟϦア・ύスܗ成に資するたΊɺࠃ಺֎の研究機関・教
育機関΍ا業などでɺ学生各ࣗのઐ໳に関࿈した研究ɺ実験ɺ業຿等を行う。研究಺༰΍実施ܗ態について୲当教員の事前・事
後の指導ɺ認定をඞཁとする。期ؒは１0 日ؒ以上とする。ຊ科目を通してɺࠃ಺֎の社会における理工学ઐ໳分໺のڞಉ研究ྗɺ
研究指導ྗなどを਎につけるようにする。

ᶅ 学位त༩基準
（博士後期課程）
ຊ研究科の修了にඞཁな୯位として １6 ୯位以上修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う博士論文の৹
ࠪ及び試験に合格した者に学位を授༩する。
学位論文ਃ੥にはɺ学位論文の಺༰に関࿈しɺ以下のਃ੥基準をඞཁとする。

課程博士 １ใϓラスЋ以上（ࠪಡ付）

論文博士 2 ใϓラスЋ以上（ࠪಡ付）
（ϓラスЋについてはɺ各ઐ߈で定Ίる基準およびࠪಡの൑அを֬認のこと。）　

ᶆ 論文৹ࠪ基準
　ผ表（１32 ท）の基準に基ͮき論文৹ࠪを行う。
ˎ৹ࠪ方法のৄࡉについてはɺ名城大学学位規程理工学研究科಺規（１36 ท）に定Ίる。

ᶇ 研究ࢦಋܭը
　研究指導計画についてはɺ１33 ทの研究指導計画の項目を参照してください。
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ûɽ理޻学研究Պの学位論文৹ࠪ基準

修士（博士前期）課程 博士（博士後期）課程

理工学研究科学位授༩方਑
（ディϓϩϚポϦγー）
との適合ੑ

理工学研究科修士（博士前期）課程のॴଐઐ
における学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）߈
をຬたしていること。

理工学研究科博士（博士後期）課程のॴଐઐ
における学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）߈
をຬたしていること。

ओମੑ ओମ的に取り組んだ研究の成果であること。 ओମ的に取り組んだ研究の成果であること。

ઐ໳ੑ
当該分໺におけるઐ໳஌ࣝが用いられた಺༰
でありɺ学ज़的ҙ義が明֬であること。

当該分໺におけるߴ度なઐ໳஌ࣝが用いられ
た಺༰でありɺ学ज़的ҙ義を長くอつことので
きるものであること。

ઌ行研究ௐࠪ
文ݙ資料などによるઌ行研究のௐࠪが行われ
ておりɺ研究の位置ͮけが明示されていること。

文ݙ資料などによるઌ行研究のௐࠪが十分に
行われておりɺͦれを適切にҾ用してɺ研究の
位置ͮけが明示されていること。

৽規ੑまたはಠ૑ੑ
関࿈分໺における৽しい஌ݟをもたらす಺༰で
ある͔ɺまたはɺ当該分໺の研究にݙߩできる
ಠࣗの࡯ߟを含んだ಺༰であること。

関࿈分໺における৽しい஌ݟをもたらす಺༰で
ある͔ɺまたはɺ当該分໺の研究に大きくݙߩ
できるಠࣗの࡯ߟを含んだ಺༰であること。

明֬ੑと論理ੑ

論文題目が明֬で適切なものとなっておりɺ背
景ɺ目的も明֬に記ड़されていること。またɺ
数ࣜ΍ਤ表を適切に用いることによりɺ結果を
導く過程が明ྎになっておりɺٞ論のల։に論
理ੑがあること。

論文題目が明֬で適切なものとなっておりɺ背
景ɺ目的も۩ମ的に記ड़されていること。またɺ
数ࣜ΍ਤ表を適切に用いることによりɺ研究։
͔࢝らのखॱ΍結果を導く過程が明ྎになって
おりɺٞ論のల։に論理ੑがあること。

৴པੑと׬成度

十分なཪ付けの下に結論を導いてߴい৴པੑ
を࣋ͪɺ研究期ؒに૬応しい׬成度を࣋った༗
ҙ義な಺༰であること。またɺ各ઐ߈で定Ίる
学位授༩基準がある৔合はɺͦれをຬたしてい
ること。

十分なཪ付けの下に結論を導いてߴい৴པੑ
を࣋ͪɺ研究期ؒに૬応しい׬成度を࣋った༗
ҙ義な಺༰であること。またɺ関࿈学会への学
ज़論文掲載等によりɺ各ઐ߈で定Ίる学位授༩
基準をຬたすことによってɺ十分な֎部評価を
डけた಺༰となっていること。

࣭ٙに対する適切ੑ
論文৹ࠪެௌ会の৔での࣭ٙあるいはओ ・ࠪ
෭͔ࠪらの໰い合わせにɺ論理的͔つ明ྎにड
け౴͑がなされていること。

論文ࠪಡで生じたओࠪ・෭͔ࠪらのٙ໰点΍論
文৹ࠪެௌ会の৔での࣭ٙにɺ論理的͔つ明
ྎにडけ౴͑がなされていること。
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üɽ理޻学研究Պの研究ࢦಋܭը
ʻ修士（博士前期）課程（ú ݄修ྃ）ʼ

年
次 月 学　生

流
れ

指導教員 研究科ҕ員会

１
年
次

4 月

4 月

〜

9 月

〜

3 月

入学
指導教員֬認
学修・研究計画のࡦ定
研究活動։ （࢝講究ɺ特ผԋश・実験ɺ総
合ઃ計ԋश）� ஫ １
研究課題に関する஌ࣝ・ೳྗの修得
（基ૅ理論ɺԋश・実験ٕज़ɺ研究課題に関
する論文৘ใऩूٕज़の修得）

研究ࣨ・ઐ߈ผの成果ൃ表・౼論

ˠ
ˡ

ˡ

指導教員֬認
研究指導計画ɺཤ修科目のঝ認

஌ࣝ・ೳྗの教授
（基ૅ理論ɺԋश・実験ٕज़ɺ論文৘ใऩ
ूٕज़の教授）

研究ൃ表指導

指導教員ঝ認
ઐ修科目ঝ認

２
年
次

4 月

〜

１0 月

〜

１ 月

〜

学修・研究計画のࡦ定
研究活動ܧଓ（講究ɺ特ผԋश・実験ɺ総
合ઃ計ԋश）� ஫ 2
研究課題に関する஌ࣝ・ೳྗの修得
修士学位論文作成の۩ମԽ
修士論文題目ಧの提出

修士論文の提出
（ઐ߈ผ։࠵）ެௌ会におけるൃ表

ˡ

ˡ
ˡ
ˡ

研究計画ɺཤ修科目のঝ認
研究指導

஌ࣝのೳྗの教授
論文作成指導
論文題目ಧ及び৹ࠪҕ員の֬認・指導

修士論文৹ࠪใࠂ書作成

指導教員のঝ認

論文題目・৹ࠪҕ
員のঝ認
合൱・修了൑定

஫ １） 数学ઐ߈ɿ講究ᶗA・ᶗB
৘ใ工学ɺిࢠిؾ工学ɺࡐ料機ೳ工学ɺ応用Խ学ɺ機ց工学ɺަ通機ց工学ɺ
ϝΧトϩχΫス工学ɺ社会基൫デβイン工学ɺڥ؀૑造学ɺの各ઐ߈ɿ特ผԋश・実験ᶗA・ᶗB
ɿ総合ઃ計ԋशᶗA・ᶗBɺ特ผԋश・実験ᶗA・ᶗB߈ங学ઐݐ

஫ 2） 数学ઐ߈ɿ講究ᶘA・ᶘB
৘ใ工学ɺిࢠిؾ工学ɺࡐ料機ೳ工学ɺ応用Խ学ɺ機ց工学ɺަ通機ց工学ɺ
ϝΧトϩχΫス工学ɺ社会基൫デβイン工学ɺڥ؀૑造学ɺの各ઐ߈ɿ特ผԋश・実験ᶘA・ᶘB
ɿ総合ઃ計ԋशᶘA・ᶘBɺ特ผԋश・実験ᶘA・ᶘB߈ங学ઐݐ

ʻ博士（博士後期）課程（ú ݄修ྃ）ʼ

年
次 月 学　生 流

れ 指導教員 研究科ҕ員会

１
年
次

4 月

4 月

〜

3 月

入学

指導教員֬認

学修・研究計画のࡦ定

研究活動（特घ研究ᶗ・ᶘ）

ˠ

ˡ

ˡ

指導教員֬認

研究指導計画ɺཤ修科目のঝ認

研究指導

指導教員ঝ認

ઐ修科目ঝ認

２
年
次

4 月

〜

3 月

研究活動（特घ研究ᶙ・ᶚ） ˡ 研究指導

３
年
次

4 月

１１月

１月

〜

2 月

研究指導（特घ研究ᶛ・ᶜ）

博士学位論文作成の۩ମԽ

༧උ৹ࠪਃ੥

（৹ࠪҕ員会ผ）ެௌ会におけるൃ表・最ऴ

試験

ˡ 研究指導

༧උ৹ࠪҕ員会ઃ置

༧උ৹ࠪ結果ใࠂ・ຊ৹ࠪ։࢝

博士学位論文৹ࠪใࠂ書作成

論文৹ࠪঝ認

৹ࠪҕ員会ઃ置

修了൑定
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ýɽ理޻学研究Պؔن܎ఆ
	1
 ໊৓大学大学院理޻学研究Պཤ修ཁ߲
（修ྃཁ݅）

ୈ １৚　理工学研究科の修了ཁ݅は࣍のとおりとする。

一　修士課程または博士前期課程（以下「修士課程」という。）にあってはɺຊ大学院に 2 年以上在学しɺ名城大学大学院学ଇに定Ίる

ॴ定の 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑ɺ修士論文の৹ࠪ及び試験に合格することとする。

ೋ　前項においてɺ修士課程の目的に応じ適当と認Ίられるときはɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論文の৹

ࠪに͔͑ることができる。

博士課程または博士後期課程（以下「博士課程」という。）にあってはɺຊ大学院に　ࡾ 3 年以上在学しɺ名城大学大学院学ଇに定Ίる

ॴ定の１6 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑ɺ博士論文の৹ࠪ及び最ऴ試験に合格することとする。

　　ただしɺ在学期ؒに関してはɺ特に༏れた研究業績をあげた者についてはɺݪଇとして入学時（ただしɺ入学後にر๬する者は修了

༧定の１年前）にຊਓ͔らのਃ੥があった৔合ɺຊ研究科のঝ認をܦた上でɺ１年以上在学すれ͹足りるものとする。

（ઐ修Պ໨）

ୈ 2 ৚　学生はɺͦれͧれのઐ߈においてɺઐ修科目をબ定しཤ修しなけれ͹ならない。

一　修士課程にあってはɺ授業科目のத͔ら１部໳（各ઐ߈のཤ修方法を参照。）をબ定しɺこれをઐ修科目とする。

ೋ　博士課程にあってはɺ研究指導科目のத͔ら１科目をબ定しɺこれをઐ修科目とする。

　ただしɺ社会ਓ入学試験制度にてɺ入学した者のうͪ修士課程を修了していない者はɺ研究指導教員の指示によりɺ研究指導科目

の基ૅとなる修士課程の１部໳（数学ઐ߈にあってはɺ特論ᶗ及び特論ᶘ4 ୯位・講究ᶗA 及び講究ᶗB�8 ୯位の１2 ୯位以上ɺͦの

他のઐ߈にあってはɺ各ઐ߈のཤश方法を参照）の１2 ୯位以上をड講しなけれ͹ならない。

（ઐ修Պ໨Ҏ֎のत業Պ໨）

ୈ 3�৚　修士課程の学生はɺ「当該学生がબ定したઐ修科目以֎の特論（講義科目）」ɺ「関࿈科目」及び「他の授業科目」のத͔らɺ各ઐ

。が指定する୯位以上બ୒ཤ修しなけれ͹ならない߈

ᶄ　「関࿈科目」とはɺ名城大学大学院学ଇதɺ当該ઐ߈に関࿈科目として規定される科目をいう。

ᶅ　「他の授業科目」とはɺ࣍のとおりとする。

　一　名城大学理工学研究科（以下「ຊ研究科」という。）಺の他ઐ߈の授業科目

　ೋ　ຊ研究科ҕ員会が認Ίる他の研究科の授業科目

ᶆ　前項に定Ίる授業科目の୯位数はɺ8 ୯位以಺（機ց工学ઐ߈は 4 ୯位以಺）に限って認Ίる。

　ただしɺ「࢈学࿈ܞத֩ਓࡐϓϩジΣΫト」の対৅となる院生の他ઐ߈ཤ修についてはɺ１8 ୯位以಺に限って（修了୯位として）

認Ίる。

（һڭಋࢦ）

ୈ 4 ৚　ઐ修科目を୲当する合˓教員を該当学生の指導教員としɺ学生は授業科目又は研究指導科目のબ定ɺ学位論文の作成ɺͦの他研

究一ൠについてͦの指導をडけるものとする。

　ただしɺ指導教員がඞཁと認Ίた৔合にはɺ当該ઐ߈の教員又は他のઐ߈の教員を指導ิॿとして加͑ることができる。

（ཤ修ಧのఏग़）

ୈ 5 ৚　ཤ修ಧの提出にあたってはɺ指導教員の指導ɺঝ認を得たう͑ɺॴ定の期日までに提出しなけれ͹ならない。

（学෦त業Պ໨のडߨ）

ୈ 6 ৚　学生の研究上ɺ指導教員がඞཁと認Ίたときはɺ学部授業科目をड講することができる。

ᶄ　前項でड講した学部授業科目の୯位はɺ大学院の修了ཁ݅に含Ίない。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成ݩ年 4月 １日͔ら施行する。

ᶄ　「名城大学大学院工学研究科ઐ修科目の΄͔の授業科目ཤ修ཁ項」（ত࿨ 52 年 4 月 １日施行）はഇࢭする。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 2 年 4 月 １日より施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 4 年 4 月 １日より施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 5 年 4 月 １日より施行する。

ᶄ平成 4 年 3月 3１日に在学している者についてはɺ改正後のཁ項に͔͔わらずɺなおै前の例による。
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　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 １4 年 4 月 １日より施行する。

　　ただしɺୈ 2 ৚ୈ １項ୈ 2 ߸についてはɺ平成 １4 年 4 月に博士課程に入学した者より適用する。

ᶄ　平成 １4 年 3 月 3１日に在学している者についてはɺ改正後のཁ項に͔͔わらずɺなおै前の例による。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 １9 年 4 月 １日より施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 26 年 4 月 １日より施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 27 年 4 月 １日より施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 28 年 4 月 １日より施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺ平成 29 年 4 月 １日より施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　このཁ項はɺྩ࿨ 5 年 4 月 １日より施行する。
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	2
 ໊৓大学学位ن程理޻学研究Պ಺ن
（໨త）

ୈ １৚　名城大学学位規程理工学研究科಺規（以下「಺規」という。）はɺ学位規ଇɺ名城大学大学院学ଇ（以下「大学院学ଇ」という。）

及び名城大学学位規程（以下「学位規程」という。）に定Ίるものの΄͔ɺ理工学研究科（以下「ຊ研究科」という。）にඞཁな事項を

定Ίることを目的とする。

（学位）

ୈ 2 ৚　ຊ研究科において授༩する学位はɺ修士及び博士としɺ学位を授༩された者が学位の名শを用いるときはɺຊ大学名を࣍のよう

に付記するものとする。

一　修士の学位

　修士（理学）名城大学

　修士（工学）名城大学

ೋ　博士の学位

　博士（理学）名城大学

　博士（工学）名城大学

（学位त༩のཁ݅）

ୈ 3 ৚　修士の学位はɺຊ研究科の修士課程または博士前期課程（以下「修士課程」という。）を修了した者に授༩する。

ᶄ　博士の学位はɺຊ研究科の博士課程または博士後期課程（以下「博士課程」という。）を修了した者に授༩する。

ᶅ　前項に定Ίるものの΄͔ɺ博士の学位はɺこの಺規の定ΊるとこΖによりɺຊ研究科の行う博士論文の৹ࠪ及び試験に合格しɺ͔つɺ

ຊ研究科の博士課程を修了した者とಉ等以上の学ྗを༗することが֬認された者に授༩することができる。

（学位論文のఏग़֨ࢿ౳）

ୈ 4 ৚　ຊ研究科の修士課程に在学する者でɺ学位論文の৹ࠪをडけることができる者はɺຊ研究科に １年以上在学しɺઐ修科目ɺ関࿈

科目及びͦの他の授業科目の୯位数を合わせて １6 ୯位以上修得し研究指導をडけた者とする。

ᶄ　ຊ研究科の博士課程に在学する者でɺ学位論文の৹ࠪをडけることができる者はɺຊ研究科に 6ϱ月以上在学して研究指導をडけɺ

͔つɺ༧උ৹ࠪҕ員会による学位論文の༧උ৹ࠪをडけた者とする。ただしɺ修業年限についてはɺ大学院学ଇୈ 8 ষୈ 28 ৚にैう

ものとしɺ学位授༩基準についてɺผ表ୈ １に定Ίるものとする。

ᶅ　学位規程ୈ 4 ৚ୈ 2 項の規程によりɺ博士課程をܦない者でɺ論文を提出しɺຊ研究科に係る博士の学位をਃ੥することができる者はɺ

࣍の各߸の一に該当しɺຊ研究科ઐ߈ओ任会ٞによるਃ੥資格৹ࠪをܦて͔ら༧උ৹ࠪҕ員会による学位論文の༧උ৹ࠪをडけた者

とする。

一　大学院の博士課程にॴ定の修業年限以上在学しɺ研究指導をडけたのみでୀ学した者

ೋ　大学院の修士課程を修了した後ɺ4 年以上の研究ྺを༗する者

大学をଔ業した後ɺ7　ࡾ 年以上の研究ྺを༗する者

࢛　ͦの他理工学研究科ҕ員会（以下「ຊ研究科ҕ員会」という。）が認Ίた研究ྺを༗する者

ᶆ　前項ୈ 2 ߸及びୈ 3 ߸の研究ྺとは࣍の各߸に掲げるものをいう

一　大学又は大学院のઐ任৬員として研究にै事した期ؒ

ೋ　大学又は大学院の研究生として研究にै事した期ؒ

大学院の学生として在学した期ؒ　ࡾ

ிɺ会社等において研究にै事した期ؒެ׭　࢛

の他ຊ研究科ҕ員会が認Ίた研究期ؒͦ　ޒ

（༧උ৹ࠪҕһձ）

ୈ 5 ৚　༧උ৹ࠪҕ員会はɺ当該ઐ߈会ٞにおいてબ出されたओࠪ及び෭ࠪ 2 名以上で組৫する。

ᶄ　༧උ৹ࠪҕ員会はɺ学位論文の৹ࠪ対৅として;さわしい͔どう͔を൑定しɺͦの結果を༧උ৹ࠪใࠂ書として理工学研究科長（以

下「研究科長」という。）にใࠂする。

（学位論文）

ୈ 6 ৚　提出する学位論文はɺ１ฤとする。ただしɺ参ߟ論文をఴ付することができる。

ᶄ　ຊ研究科においてඞཁがあると認Ίるときはɺ学位論文の༁ຊɺ໛ܕ又は標ຊͦの他を提出させることができる。

（༧උ৹ࠪのਃ੥࣌期）

ୈ 7 ৚　学位の授༩をਃ੥する者はɺ学位論文の༧උ৹ࠪを指示した期日までにɺ研究科長にਃ੥するものとする。

ᶄ　ຊ研究科博士課程に在学する者にあってはɺݪଇとしてຖ年 4月下०にɺまたは１１月த०にɺ࣍に定Ίるඞཁ書ྨにより༧උ৹ࠪを

ਃ੥するものとする。
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一　学位論文༧උ৹ࠪئ １通（ߕ １）

ೋ　ཤྺ書 2 通（ߕ 2）

論文目࿥　ࡾ 2 部（ߕ 3）

࢛　学位論文 3 部（正ຊ １部・෭ຊ 2 部）

論文　　各ฤにつきߟ参　ޒ 3 部

࿡　学位論文಺༰ཁࢫ 2 部

ஶ者ঝ୚書　　各ਓにつきڞ　ࣣ １通（ߕ 4）

ᶅ　博士課程をܦない者又はຊ研究科博士課程にॴ定の期ؒ在学しɺ研究指導をडけたのみでୀ学した者にあってはɺ࣍に定Ίるඞཁ書

ྨにより༧උ৹ࠪをਃ੥するものとする。

一　学位論文༧උ৹ࠪئ １通（Ե １）

ೋ　ཤྺ書 2 通（Ե 2）

（証明書ࡁਓొ࿥ࠃ֎）੶ঞຊށ　ࡾ １通

࢛　研究ྺ証明書 各１通（Ե 3）

論文目࿥　ޒ 2 部（Ե 4）

࿡　学位論文 3 部（正ຊ １部・෭ຊ 2 部）

ࣣ　参ߟ論文　　各ฤにつき 3 部

ീ　学位論文಺༰ཁࢫ 2 部

ஶ者ঝ୚書　　各ਓにつきڞ　۝ １通（Ե 5）

（༧උ৹ࠪの৹ٞ）

ୈ 8 ৚　ຊ研究科ҕ員会はɺ༧උ৹ࠪҕ員会のใࠂに基ͮいて学位論文のड理について৹ܾٞ定する。

（༧උ৹ࠪのใࠂ）

ୈ 9 ৚　前৚により学位論文のड理をܾ定したときɺ研究科長はɺ༧උ৹ࠪใࠂ書にඞཁ書ྨをఴ͑てɺ学長にใࠂしなけれ͹ならない。

（学位त༩のਃ੥）

ୈ １0 ৚　修士課程にあってはɺຊ研究科が指定する期日までに論文の題目のಧけ出及び修士の学位論文を提出しなけれ͹ならない。ಧ

け出後に論文題目を変更する者はɺͦの変更理༝をซ記しɺ研究科長にಧけ出るものとする。

　ただしɺٳ学のたΊ論文の題目のಧけ出ができな͔った者はɺ෮学した後にɺͦの論文題目を研究科長に提出することができる。

ᶄ　博士の学位授༩のਃ੥をする者はɺ༧උ৹ࠪに合格した者とする。

　なおɺ博士課程に在学しɺ前期修了をر๬する者にあってはɺຊ研究科にݪଇとして 6月 １5 日（ただしɺ当日ٳ日となったときはͦ

の前日。）までにɺ後期修了をر๬する者にあってはݪଇとして １2 月 １5 日（ただしɺ当日ٳ日となったときはͦの前日。）までにਃ੥し

なけれ͹ならない。

ᶅ　ຊ研究科博士課程に在学する者はɺ࣍に定Ίるඞཁ書ྨを研究科長をܦてɺ学長に提出するものとする。

一　学位授༩ਃ੥書 １通（ߕ 5）

ೋ　ཤྺ書 2 通（ߕ 2）

論文目࿥　ࡾ 2 部（ߕ 3）

࢛　学位論文 3 部（正ຊ １部・෭ຊ 2 部）

論文　　各ฤにつきߟ参　ޒ 3 部

࿡　学位論文಺༰ཁࢫ 2 部

ஶ者ঝ୚書　　各ਓにつきڞ　ࣣ １通（ߕ 4）

ᶆ　博士課程をܦない者又はຊ研究科博士課程に 3 年以上在学しɺ研究指導をडけたのみでୀ学した者が博士の学位の授༩をਃ੥すると

きはɺ࣍に定Ίるඞཁ書ྨに学位৹ࠪ料をఴ͑てɺ研究科長をܦてɺ学長に提出するものとする。ただしɺୀ学後 3 年以಺に学位論文

を提出するときはɺ学位৹ࠪ料を໔আする。

一　学位授༩ਃ੥書 １通（Ե １）

ೋ　ཤྺ書 2 通（Ե 2）

（証明書ࡁਓొ࿥ࠃ֎）੶ঞຊށ　ࡾ １通

࢛　研究ྺ証明書 各１通（Ե 3）

論文目࿥　ޒ 2 部（Ե 4）

࿡　学位論文 3 部（正ຊ １部・෭ຊ 2 部）

ࣣ　参ߟ論文　　各ฤにつき 3 部

ീ　学位論文಺༰ཁࢫ 2 部
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ஶ者ঝ୚書　　各ਓにつきڞ　۝ １通（Ե 5）

十　学位৹ࠪ料ৼࠐみ証明書（ຊ研究科をୀ学後 3 年以಺の者をআく。）

ᶇ　提出した学位論文及びೲ入した学位৹ࠪ料はɺこれをฦؐしない。

（学位論文のड理）

ୈ １１৚　学位論文のड理はɺຊ研究科ҕ員会のٞをܦてɺ学長がܾ定しɺຊ研究科ҕ員会にͦの৹ࠪが付ୗされる。

（৹ࠪҕһձ）

ୈ １2 ৚　ຊ研究科における৹ࠪҕ員会はɺ論文಺༰に関࿈する教員のう͔ͪらɺ3 名以上の৹ࠪҕ員をબ出し組৫する。

ᶄ　修士課程にあってはɺओ （ࠪ. 合教員）１ 名及び෭ࠪ 2 名以上（ຊ研究科ॴଐの教員）をもって組৫する。ただしɺ৹ࠪҕ員会に

教授 １ 名を含むものとする。

ᶅ　博士課程にあってはɺ% 合教員のう͔ͪらɺ当該ઐ߈の推નに基ͮいてબ出された 3 名以上をもって組৫する。

ᶆ　ຊ研究科ҕ員会はɺ前 2 項の規定に͔͔わらずɺඞཁがあるときはɺ他の研究科の合教員を加͑ɺまたɺ他の大学院又は研究ॴの教

授एしくはこれに૬当するもののྗڠをٻΊることができる。

（学位論文のൃ表）

ୈ １3 ৚　論文をड理された後ɺͦの論文提出者はɺ৹ࠪҕ員会の指示にैってɺͦの研究಺༰をൃ表しなけれ͹ならない。

　なおɺຊ研究科ではͦのൃ表に関しɺൃ表者名ɺൃ表題目ɺൃ表日時ɺൃ表৔ॴについて事前にこれをެ表しなけれ͹ならない。

（学位論文の৹ࠪɺٴݧࢼͼࢼ໰）

ୈ １4 ৚　৹ࠪҕ員会において行う৹ࠪはɺ学位論文の৹ࠪ及び試験としɺୈ3৚ୈ3項の規定によりɺ博士の学位の授༩をਃ੥する者にはɺ

ซせて試໰を行うものとする。

ᶄ　試験はɺ学位論文をத৺としてɺこれに関࿈のある科目についてɺච記又はޱड़により行う。

ᶅ　試໰はɺຊ大学大学院博士課程を修了してɺ博士の学位を授༩される者とಉ等以上の学ྗを༗することを֬認するたΊにɺ学位論文

の಺༰に関係のਂい学ज़ྖҬのઐ໳科目及び学ज़ྖҬに関する֎ࠃ語についてɺޱ಄又はච౴により行う。֎ࠃ語についてはɺݪଇと

して 2ϱࠃ語の試໰を課する。

ᶆ　ୈ 7 ৚ୈ 3 項の規定によりɺ博士の学位の授༩をਃ੥する者にあってはɺୀ学後 3 年以಺に学位論文を提出したときはɺ試໰を໔

আする。

（৹ࠪ期ؒ）

ୈ １5 ৚　修士課程及び博士課程に在学する者の学位論文の৹ࠪ及び試験はɺ修了༧定年度の修了ࣜに学位授༩ができるようऴ了するも

のとする。

ᶄ　博士課程をܦない者の博士論文はɺຊ研究科においてɺ論文をड理した後１年以಺に৹ࠪ及び試験をऴ了するものとする。

（৹ࠪҕһձのใࠂ）

ୈ １6 ৚　৹ࠪҕ員会はɺ学位論文の৹ࠪ及び試験ฒびに試໰をऴ了したときはɺ଎΍͔にɺ名城大学学位認定ใࠂ書にඞཁ書ྨをఴ͑てɺ

研究科長にใࠂしなけれ͹ならない。

（研究Պҕһձの৹ٞ）

ୈ １7 ৚　ຊ研究科ҕ員会はɺ前৚のใࠂに基ͮいて৹ٞしɺͦの学位論文の合൱についてܾٞする。

ᶄ　前項のܾٞはɺຊ研究科ҕ員会のҕ員総数のࡾ分のೋ以上出席しɺ͔つɺ出席ҕ員のࡾ分のೋ以上のࢍ成をඞཁとする。ただしɺ

ެ຿による長期出ு又はٳ৬தのҕ員はɺҕ員の数にࢉ入しない。

（研究Պ௕のใࠂ）

ୈ １8�৚　ຊ研究科ҕ員会が前৚のܾٞをしたときはɺ研究科長はɺͦの結果を文書によりɺඞཁ書ྨとともに学長にใࠂしなけれ͹な

らない。

（学位のत༩）

ୈ １9 ৚　前৚のใࠂに基ͮきɺ学位を授༩す΂き者にはɺॴ定の学位記を授༩しɺ学位を授༩できない者にはɺͦ のࢫใࠂするものとする。

（学位論文ཁࢫ౳のެ表）

ୈ 20 ৚　ຊ研究科がɺ博士の学位を授༩したときはɺ学位を授༩した日͔ら 3ϱ月以಺にɺ博士の学位の授༩に係る論文の಺༰のཁࢫ及

び論文৹ࠪの結果のཁࢫをެ表する。

（学位論文のެ表）

ୈ 2１৚　学位論文のެ表はɺ学位規程の定ΊるとこΖとする。

（学位त༩の取ফ౳）

ୈ 22 ৚　ຊ研究科において学位を授༩された者がɺ不正な方法によりɺ学位をडけた事実が൑明したときはɺຊ研究科ҕ員会のٞをܦてɺ

学長に取ফのใࠂをすることとする。

ᶄ　ຊ研究科ҕ員会においてɺ前項のܾٞをするときはɺҕ員総数のࡾ分のೋ以上の出席をඞཁとしɺ出席ҕ員の࢛分のࡾ以上のࢍ成が

なけれ͹ならない。
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（学位त༩のใࠂ）

ୈ 23 ৚　ຊ研究科が博士の学位を授༩したときはɺ学位授༩ใࠂ書を作成しɺ定Ίられた期日までに学長にใࠂするものとする。

（ิଇ）

ୈ 24 ৚　この಺規で定Ίるものの΄͔ɺඞཁな事項はɺຊ研究科ҕ員会のٞをܦてɺ研究科長が定Ίる。

　　ෟ　　ଇ

①　この಺規はɺ平成 6 年 １0 月 20 日͔ら施行する。

ᶄ　「名城大学学位規程工学研究科಺規」（ত࿨ 52 年 4 月 １日施行）はഇࢭする。

ᶅ　ୈ 3 ৚ୈ 3 項の規定はɺ博士 	 工学 
 の授༩に関してɺͦれͧれのઐ߈の課程をܦた者に対する学位がɺ授༩された日のཌ日͔ら適

用する。

　　ෟ　　ଇ

①　この಺規はɺ平成 7 年 4 月 １日͔ら施行する。

ᶄ　ୈ 3 ৚ୈ 3 項の規定はɺ博士 	 理学 
 の授༩に関してɺ数学ઐ߈の課程をܦた者に対する学位がɺ授༩された日のཌ日͔ら適用する。

　　ෟ　　ଇ

①　この಺規はɺ平成 2１年 4 月 １日͔ら施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　この಺規はɺ平成 26 年 4 月 １日͔ら施行する。ただしɺ平成 25 年 3 月 3１日に在学している者についてはɺ改正後の規定に͔͔わらずɺ

なおै前の例による。

　　ෟ　　ଇ

①　この಺規はɺྩ࿨ 3 年 9 月 30 日͔ら施行する。
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	ú
 ໊৓大学大学院理޻学研究Պҕһձن程
（ઃஔ）

ୈ １৚　名城大学大学院学ଇの定Ίに基ͮきɺ名城大学大学院理工学研究科（以下「ຊ研究科」という。）のॏཁ事項を৹ٞするたΊɺ大

学院理工学研究科ҕ員会（以下「ຊҕ員会」という。）を置く。

ᶄ　ຊҕ員会はɺ博士課程部会および修士課程部会͔らなる。

（組৫）

ୈ 2 ৚　ຊҕ員会の博士課程部会はɺຊ研究科の研究指導科目を୲当するઐ任の教授を以って組৫しɺ修士課程部会はɺ授業科目を୲

当するઐ任の教授を以って組৫する。

ᶄ　ඞཁに応じɺຊ研究科の授業科目を୲当するॿ教授等ઐ任教員を参加させることができる。

（ҕһձのটूٴͼٞ௕）

ୈ 3 ৚　ຊҕ員会はɺ研究科長がটूしɺͦのٞ長となる。

　ただしɺ研究科長に事ނあるときはɺ理工学研究科ओ任教授がɺまたɺ研究科長及び理工学研究科ओ任教授ڞに事ނあるときはɺ

あら͔じΊ研究科長が指名した教授がͦの৬຿を୅行する。

（ҕһձの成ཱٴͼܾٞ）

ୈ 4 ৚　ຊҕ員会はɺҕ員総数のࡾ分のೋ以上の出席がなけれ͹ɺこれを։くことができない。

ᶄ　ܾٞの方法はɺ出席者の過൒数を以ってこれをܾしɺՄ൱ಉ数のときはٞ長のܾするとこΖによる。ただしɺ教員のબߟに関しては

名城大学大学院理工学研究科教員資格৹ࠪ಺規ɺまたɺ学位授༩のܾٞについてはɺ名城大学大学院学ଇ及び名城大学学位規程による。

（৹߲ٞࣄ）

ୈ 5 ৚　ຊҕ員会はɺ࣍の事項を৹ٞする。

一　研究及び教育に関する事項

ೋ　学生の入学ɺٳ学ɺୀ学及び৆േ等਎分に関する事項

授業科目等及びཤ修方法ฒびに試験に関する事項　ࡾ

࢛　学位に関する事項

教員組৫に関する事項　ޒ

࿡　学ଇの変更に関する事項

ࣣ　ͦの他研究科に関するॏཁ事項

（຿ॲ理ࣄ）

ୈ 6 ৚　ຊҕ員会はɺٞ事࿥を作成しɺอ存する。

（ͦのଞ）

ୈ 7 ৚　この規程の施行に関しඞཁな事項はɺຊҕ員会のٞをܦて研究科長が定Ίる。

（程վ正ن）

ୈ 8 ৚　この規程はɺຊҕ員会において出席者のࡾ分のೋ以上のಉҙがなけれ͹改正することができない。

　　ෟ　　ଇ

　この規程はɺত࿨ 54 年 5 月 3１日͔ら施行する。

　　ෟ　　ଇ

①　この規程はɺ平成 2 年 4 月 １日͔ら施行する。

ᶄ　「名城大学大学院工学研究科ҕ員会規程了解事項」（ত࿨ 54 年 5 月 3１日施行）はഇࢭする。

　　ෟ　　ଇ

この規程はɺ平成 5 年 4 月 １日͔ら施行する。
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農学研究科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

農学研究科は、生命科学、食料・健康科学、環境科学における高度な専門知識と洞察力を有し、専門
領域や関連学術領域における総合的な応用力、創造力および実践力を備えた専門技術者および研究者
の養成を目的とする。

修士課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

೶学研究科೶学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆおよび研究科のਓࡐཆ成目的に基ͮき以下の資࣭・ೳྗを਎に付けɺ修了にඞཁな
30 ୯位以上を修得しɺ修士論文の৹ࠪに合格した学生に対してɺ修士（೶学）の学位を授༩します。

①೶学に関わるߴ度なઐ໳஌ࣝと研究ख法を਎に付けるとともにɺߴい倫理؍および๛͔なਓؒੑを༗している。
ᶄ社会の࣋ଓ的ൃలにد༩できるॊೈなྗߟࢥと໰題解ܾೳྗを਎に付けている。
ᶅ研究成果をࠃ಺֎にൃ৴するೳྗを਎に付けている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

೶学研究科೶学ઐ߈修士課程はɺ研究科のਓࡐཆ成目的を達成しɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを਎に付けさせるたΊɺઐ修分໺͝
とにίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍の方਑に基ͮいて教育課程をฤ成しています。

①ίースϫーΫではɺઐ修分໺に関࿈する授業科目である「特論」等により最৽の科学に対応したઐ໳分໺及び関࿈分໺の஌ࣝ΍ٕ
ज़を学͹せる。またɺ「科学倫理」をඞ修科目として഑置しɺ研究活動にඞཁな倫理を学͹せる。
ᶄϦαーνϫーΫではɺݸผ的な研究指導を行う「特ผԋश」及び「特ผ実験」・「特ผ実श」の科目をઃ置しɺ指導教員が一؏的͔
つܧଓ的に研究ൃ表ɺ学ज़論文作成ɺ修士論文作成等の指導を行う。これらの科目のཤ修を通してɺઐ໳ٕज़者΍研究者としてඞ
ཁなઐ໳分໺における研究ೳྗと޿いࢹ໺で課題に対応するೳྗを਎に付けさせɺ໰題解ܾのたΊに活͔すことができるようにす
る。
ᶅίースϫーΫ・ϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制をߏஙしɺೳ動的に学修させることによりɺ未解明の໰題へのアϓϩー
ν法΍科学的解析法・論理的ߟࢥ法・論文作成法を学͹せる他ɺࠃ際的なϓレθンςーγϣンೳྗ΍ίϛュχケーγϣンೳྗを਎に
付けさせる。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文の৹ࠪについてはɺ
೶学研究科೶学ઐ߈の論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ指導教員がɺ学生の進࿏΍関৺に基ͮい
たݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と学生ࣗ਎のকདྷ計画に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

೶学研究科೶学ઐ߈修士課程はɺ研究科のਓࡐཆ成目的を理解しɺ大学などにおける学修を通してɺ࣍のೳྗ・態度を਎に付けている
ਓをडけ入れます。

①修士課程での学修の基൫となる生໋科学ɺ৯料・݈ 。科学ɺ科学ӳ語などに関するઐ໳஌ࣝと応用ྗを਎に付けているڥ科学ɺ؀߁
ᶄ生෺資ݯ・生෺生࢈ɺ生໋ݱ৅・৯඼機ೳɺあるいは生෺ڥ؀・ڥ؀อશなどを扱う総合科学である೶学を学Ϳことにڧい関৺΍
ҙཉを࣋っている。
ᶅ課題୳ٻ活動にੵۃ的に取り組みओମ的ɺܧଓ的ɺڠௐ的に学修するྗを਎に付けɺઐ໳ٕज़者΍研究者として社会にݙߩしଓけ
るҙཉを࣋っている。
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博士後期課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

೶学研究科೶学ઐ߈博士後期課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆおよび研究科のਓࡐཆ成目的に基ͮき以下の資࣭・ೳྗを਎に付けŊ 修了にඞ
ཁな １6 ୯位以上を修得しɺ博士論文の৹ࠪに合格した学生に対してɺ博士（೶学）の学位を授༩します。

。を਎に付けている؍い教ཆ・倫理ߴ度な学ࣝ・解析ೳྗに加͑ɺߴく೶学に関わる޿①
ᶄಠ૑的な課題をઃ定・解ܾしɺੈքのൟӫにݙߩする実ફྗを਎に付けている。
ᶅ研究成果をੈքにൃ৴できるೳྗを਎に付けている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

೶学研究科೶学ઐ߈博士後期課程はɺ研究科のਓࡐཆ成目的を達成しɺ学位授༩方਑に示す資 ・࣭ೳྗを਎に付けさせるたΊɺίースϫー
ΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍の方਑に基ͮいて教育課程をฤ成しています。

①ίースϫーΫではɺ講義科目として「特घ講義」及び「Ϧςラγー」を഑置しɺ最৽の科学に対応したઐ໳分໺及び関࿈分໺の஌ࣝ
΍ٕज़を学͹せる。またɺ研究者の素ཆとしてɺ「研究倫理」及び「஌的࢈ࡒϚωジϝント」の講義によりɺ倫理的あるいは࢈業社会
的஌ࣝを学͹せる。
ᶄϦαーνϫーΫではɺઐ修分໺͝とに研究指導科目として「特घ研究」を഑置しɺ研究ൃ表・学ज़論文作成・博士論文作成等の指導
を行う。この科目のཤ修を通してɺઐ໳ٕज़者΍研究者としてඞཁなઐ໳分໺における研究ೳྗと޿いࢹ໺で課題に対応するೳྗ
を਎に付けさせɺ໰題解ܾのたΊに活͔すことができるようにする。
ᶅίースϫーΫ・ϦαーνϫーΫともにগਓ数・૒方向の授業ମ制をߏஙしɺೳ動的に学修させることによりɺൃల的な研究課題に対
する୳ٻ・解ܾೳྗ及び論理的ྗߟࢥを਎に付けさせɺઐ໳ٕज़者΍研究者として他者との૬ޓ理解΍ҙ׵ަݟができるようにする。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文の৹ࠪについてはɺ
೶学研究科೶学ઐ߈の論文৹ࠪ基準に基ͮきɺੑ؍٬を୲อしɺݫ格に৹ࠪする。またɺ指導教員がɺ学生の進࿏΍関৺に基ͮい
たݸผ指導を行いɺݸʑの達成度と学生ࣗ਎のকདྷ計画に応じた学修を進Ίることができるようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

೶学研究科೶学ઐ߈博士後期課程はɺ研究科のਓࡐཆ成目的を理解しɺ大学院修士課程などにおける学修を通してɺ࣍のೳྗ・態度を਎
に付けているਓをडけ入れます。

①博士後期課程での学修の基൫となる生໋科学ɺ৯料 u 科学ɺ科学ӳ語などに関するਂいઐ໳஌ࣝと応用ྗを਎に付けڥ科学ɺ؀߁݈
ている。
ᶄ生෺資ݯ・生෺生࢈ɺ生໋ݱ৅・৯඼機ೳɺあるいは生෺ڥ؀・ڥ؀อશなどを扱う総合科学である೶学をਂく学Ϳことにڧい関৺
΍ҙཉを࣋っている。
ᶅ課題୳ٻ活動にੵۃ的に取り組みɺओମ的ɺܧଓ的ɺڠௐ的に学修するྗを਎に付けɺߴ度なઐ໳ٕज़者΍研究者として社会にݙߩ
しଓけるҙཉを࣋っている。
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1ɽ学೥ྐྵ
前 　 　 　 　 期 後 　 　 　 　 期

4 月

入学ࣜ 9月
後期授業։࢝
9月ଔ業 （ࣜ修了ࣜ）・学位記授༩ࣜ

ΦϦΤンςーγϣン・ガイμンス １１月 大学ࡇ

学生定期݈߁਍அ １2 月
年಺授業ऴ了
ౙٳق業期 （ؒ૭ޱด࠯）

ཤ修ొ࿥

１月

授業࠶։

他研究科ཤ修ਃ੥ 修士論文題目の提出క切
後期授業ऴ了

6月
科目等ཤ修生出ئ（後期分） 修士論文క切

研究生出ئ（後期分） 博士後期課程学಺推ન入試出ئ
博士後期課程学಺推ન入試

7月 前期授業ऴ了

2 月
修士論文ൃ表会

8月 一੪ٳ業期 （ؒ૭ޱด࠯） 研究生出ئ
科目等ཤ修生出ئ（通年・前期分）

9月 ௥加ཤ修ొ࿥ 3月 修了ࣜ・学位記授༩ࣜ

ʲ஫ʳ౎合により変更することがあります。変更がある৔合はɺ掲示にて࿈བྷします。
　　授業を行うॕ日・ৼସٳ日もあります。ৄࡉはΦϦΤンςーγϣン・ガイμンスで഑෍するΧレンμーを֬認してください。

2ɽ೶学研究Պに͍ͭて
　೶学研究科（೶学ઐ߈）はɺ学部でഓった一ൠ教ཆฒびにઐ໳஌ࣝのう͑にɺさらに෯޿いࢹ໺に立ってਫ਼ਂな学ࣝを਎に付けɺߴ度
な研究ೳྗ΍ٕज़ೳྗをཆいたい者のたΊにɺ修士課程と博士後期課程をઃ置しています。
　修士課程はɺ生໋科学ɺ৯料・݈߁科学ɺڥ؀科学におけるߴ度なઐ໳஌ࣝとಎྗ࡯を༗しɺઐ໳ྖҬ΍関࿈学ज़ྖҬにおける総合
的な応用ྗɺ૑造ྗ及び実ફྗをඋ͑たઐ໳ٕज़者及び研究者のཆ成を目的とします。۩ମ的にはɺ学生はɺઐ修分໺を１つબ定します。
ઐ修分໺としてはɺ࠿ഓ২෺生࢈学ɺҨ఻学ɺ生෺อޢ学ɺ生෺資ࡁܦݯ学ɺ生໋科学ɺ৯඼科学ɺ分ࢠԽ学ɺ生෺制ޚ科学ɺڥ؀生෺学ɺ
෺࣭動態学ɺڥ؀修෮・応౴学ɺランドスケーϓ・デβイン学ɺϑィールド生࢈科学があります。ͦしてɺ2 年 （ؒ標準修業年限）在学してɺ
度な研究あるいはٕज़に関する指導をडけɺ修了にඞཁな୯位を講義ɺ実験ɺ実शɺԋशで修得します。またɺઐ修分໺の࿮組みを௒ߴ
͑てڞ通にٻΊられる஌ࣝ΍ೳྗをཆうたΊにઃけられたɺ科学倫理ɺ学ज़ӳ語ᶗɺ学ज़ӳ語ᶘなどのڞ通科目の୯位も修得します。さらにɺ
学位（修士）論文を提出してɺͦの৹ࠪฒびに試験に合格した者にはɺ修士（೶学）の学位が授༩されます。
　博士後期課程はɺ修士課程等でഓったߴ度な研究ೳྗあるいはٕज़ྗを活͔しɺさらにࣗ立して研究をల։できるೳྗを༗する研究者
のཆ成を目的とします。۩ମ的にはɺ学生はɺ修士課程とಉ༷にઐ修分໺を １つબ定します。ͦして 3 年 （ؒ標準修業年限）在学してɺ指
導教員よりࣗ立して研究をൃలできる研究者としてඞཁな指導をडけɺ修了にඞཁなϦαーνϫーΫ科目（特घ研究）の୯位を修得します。
これに加͑てɺ研究者としての基ຊೳྗの向上をΊざしてઃ定したɺ生෺資ݯ学特घ講義ɺ応用生෺Խ学特घ講義ɺ生෺ڥ؀科学特घ講義ɺ
生෺資ݯ学Ϧςラγーɺ応用生෺Խ学Ϧςラγーɺ生෺ڥ؀科学Ϧςラγーɺઌ୺学ज़ӳ語ɺ特घϓレθンςーγϣンɺ研究倫理ɺ஌的
ϚωジϝントのίースϫーΫ科目͔ら修了にඞཁな୯位も修得します。さらにɺ学位（博士）論文を提出してɺͦの৹ࠪฒびに試験に࢈ࡒ
合格した者にはɺ博士（೶学）の学位が授༩されます。

úɽཤ修ཁ߲
	1
 修士課程

ᶃत業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧
専
修
分
野

授　業　科　目
୯　位　数

教 ৬ ୲　当　者
講　義 ԋशɺ実験

及び実श

栽
培
植
物
生
産
学

作 ෺ 生 ࢈ 学 特 論 2 ೶ 平໺達໵
作 ෺ 生 理 学 特 論 2 ೶ 平໺達໵
Ԃ ܳ 生 ࢈ 学 特 論 2 ೶ ௡࿊正ਓɺଠా֞ॣޗ
Ԃ ܳ 生 理 学 特 論 2 ೶ ླ໦߁生
࠿ ഓ ২ ෺ 生 ࢈ 学 特 ผ ԋ श 8 平໺達໵ɺ௡࿊正ਓɺླ໦߁生ɺଠా֞ॣޗ

࠿ ഓ ২ ෺ 生 ࢈ 学 特 ผ 実 験 4 平໺達໵ɺ௡࿊正ਓɺླ໦߁生ɺଠా֞ॣޗɺ
઒༟հࠇ

遺
伝
学

分 ࢠ 育 छ 学 特 論 2 理 ၲౡ޹明
২ ෺ 分 ࢠ Ҩ ఻ 学 特 論 2 理 ৿上　ರɺ௩ӽܒԝ
Ҩ ఻ 学 特 ผ ԋ श 8 ৿上　ರɺ௩ӽܒԝɺၲౡ޹明
Ҩ ఻ 学 特 ผ 実 験 4 ৿上　ರɺ௩ӽܒԝɺၲౡ޹明

生
物
保
護
学

ࠛ ஬ 学 特 論 2 理 上ધխ義
২ ෺ ප 理 学 特 論 2 理 ઒੐෉ߥ
生 ෺ อ ޢ 学 特 ผ ԋ श 8 ઒੐෉ɺ上ધխ義ߥ
生 ෺ อ ޢ 学 特 ผ 実 験 4 ࿨थɺ෢౻কಓݪ౻઒੐෉ɺ上ધխ義ɺߥ
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専
修
分
野

授　業　科　目
୯　位　数

教 ৬ ୲　当　者
講　義 ԋशɺ実験

及び実श

生
物
資
源

経
済
学

生 ෺ 生 ࢈ ܦ Ӧ 学 特 論 4 ೶ 平ࣇ৻ଠ࿠
生 ෺ 資 ݯ ܦ ࡁ 学 特 論 4 ೶ 平ࣇ৻ଠ࿠
生 ෺ 資 ݯ ܦ ࡁ 学 特 ผ ԋ श 8 平ࣇ৻ଠ࿠
生 ෺ 資 ݯ ܦ ࡁ 学 特 ผ 実 श 4 平ࣇ৻ଠ࿠

生
命
科
学

分 ࢠ ඍ 生 ෺ 学 特 論 2 理 加౻խ士ɺࢤ水ږݩ
生 Խ 学 特 論 2 理 ູ　ాࢯ
分 ࢠ ࡉ ๔ 生 ෺ 学 特 論 2 理 Ԟଜ༟ل
生 ໋ 科 学 特 ผ ԋ श 8 加౻խ士ɺాࢯ　ູɺԞଜ༟لɺࢤ水ږݩ
生 ໋ 科 学 特 ผ 実 験 4 加౻խ士ɺాࢯ　ູɺԞଜ༟لɺࢤ水ږݩ

食
品
科
学

৯ ඼ ӫ ཆ 科 学 特 論 ᶗ 2 ೶ ື݈一࿠
৯ ඼ ӫ ཆ 科 学 特 論 ᶘ 2 ೶ ື݈一࿠
৯ ඼ ੡ 造 科 学 特 論 2 ೶ ྛ　ར࠸
৯ ඼ 機 ೳ 学 特 論 2 ೶ ྛ　ར࠸
৯ ඼ 科 学 特 ผ ԋ श 8 ື݈一࿠ɺྛ　ར࠸
৯ ඼ 科 学 特 ผ 実 験 4 ື݈一࿠ɺྛ　ར࠸ɺۙᖒ未าɺ長ᖒຑԝ

分
子
化
学

෺ 理 Խ 学 特 論 2 理 前ྛ正߂ɺఱ໺݈一
༗ 機 Խ 学 特 論 2 理 দّ真ਓ
分 析 Խ 学 特 論 2 理 前ྛ正߂ɺ（ٱ٢ాඒ）
分 ࢠ Խ 学 特 ผ ԋ श 8 দّ真ਓɺ前ྛ正߂ɺఱ໺݈一
分 ࢠ Խ 学 特 ผ 実 験 4 দّ真ਓɺ前ྛ正߂ɺఱ໺݈一

生
物
制
御
科
学

生 ෺ 制 ޚ 科 学 特 論 ᶗ 2 ೶ ल明ޱࢁ
生 ෺ 制 ޚ 科 学 特 論 ᶘ 2 ೶ ᖛຊ博ࡾ
生 ෺ 制 ޚ 科 学 特 ผ ԋ श 8 ࡾल明ɺᖛຊ博ޱࢁ
生 ෺ 制 ޚ 科 学 特 ผ 実 験 4 ࡾल明ɺᖛຊ博ޱࢁ

環
境
生
物
学

২ ෺ อ શ 生 態 学 特 論 2 理 長ాయ೭
動 ෺ อ શ 生 態 学 特 論 2 理
؀ ڥ 生 理 学 特 論 2 理 ৽࠺༃ষ
؀ ڥ 生 ෺ 学 特 ผ ԋ श 8 長ాయ೭ɺ৽࠺༃ষ
؀ ڥ 生 ෺ 学 特 ผ 実 験 4 長ాయ೭ɺ৽࠺༃ষɺ⁋ຊᠳ平

物
質
動
態
学

ཆ 分 動 態 学 特 論 2 ೶ ᛹Ҫढ़行
౔ ৕ 学 特 論 2 ೶ ଜ໺޺達
؀ ڥ Ԛ છ 科 学 特 論 2 ೶ 大Ӝ　݈
෺ ࣭ 動 態 学 特 ผ ԋ श 8 ᛹Ҫढ़行ɺଜ໺޺達ɺ大Ӝ　݈
෺ ࣭ 動 態 学 特 ผ 実 験 4 ᛹Ҫढ़行ɺଜ໺޺達ɺ大Ӝ　݈

環
境
修
復

・
応
答
学

஍ ٿ ؀ ڥ 修 ෮ 学 特 論 2 理 ాଜኍਓɺߊాࡉ文
২ ෺ ؀ ڥ 応 ౴ 学 特 論 2 理 ۙ౻　าɺ౻　ໜ༤
؀ ڥ 修 ෮・応 ౴ 学 特 ผ ԋ श 8 ాଜኍਓɺۙ౻　าɺߊాࡉ文ɺ౻　ໜ༤
؀ ڥ 修 ෮・応 ౴ 学 特 ผ 実 験 4 ాଜኍਓɺۙ౻　าɺߊాࡉ文ɺ౻　ໜ༤

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

・
デ
ザ
イ
ン
学

ランドスケーϓ・デβイン学特論 2 ೶ ࢙ܒຊڮ
྘ ஍ 学 特 論 2 ೶ ࢙ܒຊڮ
ランドスケーϓ・デβイン学特ผԋश 8 ࢙ܒຊڮ
ランドスケーϓ・デβイン学特ผ実験 4 ࢠɺṘ㟒༑࢙ܒຊڮ

フ
ィ
ー
ル
ド

生
産
科
学

ϑ ィ ー ル ド 生 ࢈ 学 特 論 2 ೶ ৿ాོ࢙ɺதඌ義ଇɺྛ　義明ɺ৿ా༟ক
ϑィー ルド α イ Τ ン ス 特 論 2 ೶ ৿ాོ࢙ɺதඌ義ଇɺྛ　義明ɺ৿ా༟ক
ϑィールドαイΤンス特ผԋश 8 ৿ాོ࢙ɺதඌ義ଇɺྛ　義明ɺ৿ా༟ক
ϑィールドαイΤンス特ผ実験 4 ৿ాོ࢙ɺதඌ義ଇɺྛ　義明ɺ৿ా༟ক

共

通

科

目

೶ 学 特 ผ ԋ श ᶗ １ ओ任教授
೶ 学 特 ผ ԋ श ᶘ １ ओ任教授
科 学 倫 理 １ （຀　޾޹）
学 ज़ ӳ 語 ᶗ １ 3&B6C, .A3,
学 ज़ ӳ 語 ᶘ １ 3&B6C, .A3,
大 学 院 特 ผ 講 義 ᶗ １
大 学 院 特 ผ 講 義 ᶘ １
大 学 院 特 ผ 講 義 ᶙ １
大 学 院 特 ผ 講 義 ᶚ １
特 ผ ϓ レ θ ン ς ー γ ϣ ン １
特 ผ 研 修 ᶗ １
特 ผ 研 修 ᶘ 2
特 ผ 研 修 ᶙ 4
アドόンスト・インターンγοϓ １

※（　）は݉任
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹ならない。
2ɽબ定したઐ修分໺の授業科目͔ら特論4୯位ɺ特ผԋश8୯位ɺ特ผ実験または特ผ実श4୯位を修得しɺさらに科学倫理１୯位ɺ
೶学特ผԋशᶗ　１୯位ɺ೶学特ผԋशᶘ　１୯位を修得しなけれ͹ならない。

3ɽこれら以֎の授業科目のத͔ら１１୯位以上を修得しなけれ͹ならない。（他研究科の授業科目についてはɺ6 ୯位までを修了୯
位として認Ίる）

4ɽબ定したઐ修分໺を୲当する教員１名を当該学生のओ指導教員ɺͦの他 2 名以上を෭指導教員としɺ学生は授業科目のબ定ɺ
学位論文の作成ɺͦの他研究શൠについて指導をडけɺ修士の学位論文を提出するものとする。

ᶅ 修ྃཁ݅
　ຊ課程に 2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔つඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う
修士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹ならない。
　બ定したઐ修分໺の授業科目͔ら特論 4 ୯位ɺ特ผԋश 8 ୯位ɺ特ผ実験または特ผ実श 4 ୯位を修得しɺさらに科学倫理 １୯位ɺ
೶学特ผԋशᶗ　１୯位ɺ೶学特ผԋशᶘ　１୯位を修得しなけれ͹ならない。
　これら以֎の授業科目（他研究科の授業科目を含む。）のத͔ら１１୯位以上を修得しなけれ͹ならない。

ᶆ 学位त༩基準・論文৹ࠪํ๏おΑͼํݧࢼ๏・論文৹ࠪ基準
学位त༩基準
　ຊ課程に 2 年以上在学しɺ修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得しɺ͔つඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う修士論文
の৹ࠪおよび試験に合格した者に修士（೶学）の学位を授༩する。
論文৹ࠪํ๏おΑͼํݧࢼ๏
　学位論文の৹ࠪおよび試験はɺ学位論文のެ։ൃ表後ɺओࠪ １名と෭ࠪ 2 名以上でߏ成する৹ࠪҕ員会において論文৹ࠪ基準
に基ͮき学位論文としての಺༰の適切ੑの৹ࠪおよびޱ಄試໰によって行う。
論文৹ࠪ基準
１）学ज़的・社会的なݙߩ
学ज़的なಠ૑ੑ΍ॏཁੑがありɺ社会的ཁ੥にも応͑るՄೳੑをもつものであること

2）論文ςーϚの明֬ੑ
ςーϚのઃ定についてɺ研究の学໰的ҙ義及びඞཁੑが明֬にड़΂られていること

3）ઌ行研究との関࿈ੑ
ઌ行研究を理解した上でɺ当該分໺の研究動向のதに研究成果を位置ͮけていること
またɺ৽規の಺༰を含みɺ当該研究分໺においてҙ義のあること

4）研究方法のଥ当ੑ
研究課題ɺ研究対৅に;さわしい学ज़上の研究方法が用いられていること

5）論ࢫの一؏ੑ
研究目的ɺ方法ɺ結果ɺ࡯ߟɺ結論の過程においてɺ論ࢫが一؏していること

表記法の適切ੑ・ݱ成・表ߏ（6
学ज़論文としてମܥ的にߏ成されておりɺ適切な表ݱ・表記法によって記ड़されていること

7）研究者倫理の遵守
大学の定Ίる研究倫理および生໋倫理の規程（ਓを対৅とする研究に関する倫理指਑ɺ動෺実験取扱ཁ項ɺ組͑׵%NA 実験
規程）にԊっていること
データのねつ造΍改ざんɺ文書の盗用などが行われていないこと
Ҿ用・参ߟ文ݙが適切にҾ用されていること

ᶇ 研究ࢦಋܭը
年࣍ 月 学生 指導教員 研究科ҕ員会
１ 4 入学

指導教員ܾ定 ˠ 指導教員ܾ定
学修計画書作成 ⾩ 研究題目及びཤ修計画の֬認
研究課題に関する基ૅ理論のश得 ˡ 基ૅ理論の教授
研究課題に関する論文৘ใऩूٕज़のश得 ˡ 論文৘ใऩूٕज़の教授
研究課題に関する実験ख法のश得 ˡ 実験ख法の指導
研究活動（特ผ実験・実श） ˡ 研究指導
研究ࣨ୯位のԋशにおけるൃ表・౼論（特ผԋश）

9
研究科શମのԋशにおけるൃ表・౼論（೶学特ผԋशᶗ）

2 4
研究活動（特ผ実験・実श） ˡ 研究指導
研究ࣨ୯位のԋशにおけるൃ表・౼論（特ผԋश）

ˡ ポスターൃ表指導
7 研究科શମにおけるதؒൃ表 ˠ 研究進௙ঢ়گใࠂ書作成
１ 修士論文作成 ˡ 修士論文作成指導

ˡ ಄ൃ表指導ޱ
2 研究科શମにおける最ऴൃ表 ˠ 修士論文৹ࠪใࠂ書作成 ˠ 合൱൑定
3 修了ࣜ
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	2
 博士後期課程
ᶃ Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧

ઐ修分໺ 授 業 科 目 ୯位数 ୲当者

࠿ ഓ ২ ෺ 生 ࢈ 学 学特घ研究ᶗ〜ᶜ࢈ഓ২෺生࠿ 各 2 平໺達໵ɺ௡࿊正ਓɺླ໦߁生

Ҩ ఻ 学 Ҩ఻学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 ৿上　ರɺ௩ӽܒԝ

生 ෺ อ ޢ 学 生෺อޢ学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 上ધխ義

生 ෺ 資 ݯ ܦ ࡁ 学 生෺資ࡁܦݯ学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2

生 ໋ 科 学 生໋科学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 加౻խ士ɺాࢯ　ູɺԞଜ༟ل

৯ ඼ 科 学 ৯඼科学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 ྛ　ར࠸ɺື݈一࿠

分 ࢠ Խ 学 分ࢠԽ学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 দّ真ਓɺ前ྛ正߂

生 ෺ 制 ޚ 科 学 生෺制ޚ科学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 ल明ޱࢁ

؀ ڥ 生 ෺ 学 生෺学特घ研究ᶗ〜ᶜڥ؀ 各 2 長ాయ೭ɺ৽࠺༃ষ

෺ ࣭ 動 態 学 ෺࣭動態学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 ᛹Ҫढ़行ɺଜ໺޺達ɺ大Ӝ　݈

؀ ڥ 修 ෮・応 ౴ 学 修෮・応౴学特घ研究ᶗ〜ᶜڥ؀ 各 2 ాଜኍਓɺۙ౻　า

ランドスケーϓ・デβイン学 ランドスケーϓ・デβイン学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2

ڞ 通 科 目

生෺資ݯ学特घ講義 １ 上ધխ義ɺ平໺達໵ɺ௡࿊正ਓɺླ໦߁生ɺ
৿上　ರɺ௩ӽܒԝ

応用生෺Խ学特घ講義 １ ື݈一࿠ɺ加౻խ士ɺాࢯ　ູɺԞଜ༟لɺ
ྛ　ར࠸ɺ前ྛ正߂ɺদّ真ਓɺޱࢁल明

生෺ڥ؀科学特घ講義 １ ᛹Ҫढ़行ɺ長ాయ೭ɺ৽࠺༃ষɺଜ໺޺達ɺ
大Ӝ　݈ɺాଜኍਓɺۙ౻　า

生෺資ݯ学Ϧςラγー １ 上ધխ義ɺ平໺達໵ɺ௡࿊正ਓɺླ໦߁生ɺ
৿上　ರɺ௩ӽܒԝ

応用生෺Խ学Ϧςラγー １ ື݈一࿠ɺ加౻խ士ɺాࢯ　ູɺԞଜ༟لɺ
ྛ　ར࠸ɺ前ྛ正߂ɺদّ真ਓɺޱࢁल明

生෺ڥ؀科学Ϧςラγー １ ᛹Ҫढ़行ɺ長ాయ೭ɺ৽࠺༃ষɺଜ໺޺達ɺ
大Ӝ　݈ɺాଜኍਓɺۙ౻　า

ઌ୺学ज़ӳ語 １ 3&B6C, .A3,

特घϓレθンςーγϣン １

研究倫理 １ （ᜊ౻๕ࢠ）

஌的࢈ࡒϚωジϝント １ （தଜರࢠ）

※（　）は݉任

ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ１6 ୯位以上を修得しなけれ͹ならない。
2ɽબ定したઐ修分໺に対応する特घ研究ᶗ〜ᶜの計１2 ୯位を修得しなけれ͹ならない。
3ɽ生෺資ݯ学特घ講義 １୯位と生෺資ݯ学Ϧςラγー１୯位ɺ応用生෺Խ学特घ講義 １୯位と応用生෺Խ学Ϧςラγー１୯位ɺ
もしくはɺ生෺ڥ؀科学特घ講義 １୯位と生෺ڥ؀科学Ϧςラγー１୯位の 3 つの組み合わせのத͔ら１組ɺ2 ୯位以上を修得
しなけれ͹ならない。

4ɽઌ୺学ज़ӳ語 １୯位ɺ特घϓレθンςーγϣン １୯位のத͔ら１୯位以上を修得しなけれ͹ならない。
5ɽ研究倫理 １୯位ɺ஌的࢈ࡒϚωジϝント１୯位のத͔ら１୯位以上を修得しなけれ͹ならない。
6ɽબ定した特घ研究を୲当する教員１名を当該学生のओ指導教員ɺͦの他 2 名以上を෭指導教員としɺ学生は授業科目のબ定ɺ
学位論文の作成ɺͦの他研究શൠについて指導をडけɺ博士の学位論文を提出するものとする。

ᶅ 修ྃཁ݅
　ຊ課程に 3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ１6 ୯位以上を修得しɺ͔つඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う
博士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹ならない。
　બ定したઐ修分໺に対応する特घ研究ᶗ〜ᶜの計１2 ୯位を修得しなけれ͹ならない。
　生෺資ݯ学特घ講義 １୯位と生෺資ݯ学Ϧςラγー１୯位ɺ応用生෺Խ学特घ講義 １୯位と応用生෺Խ学Ϧςラγー１୯位ɺも
しくはɺ生෺ڥ؀科学特घ講義 １୯位と生෺ڥ؀科学Ϧςラγー１୯位の 3 つの組み合わせのத͔ら１組ɺ2 ୯位以上を修得しな
けれ͹ならない。
　ઌ୺学ज़ӳ語 １୯位ɺ特घϓレθンςーγϣン １୯位のத͔ら１୯位以上を修得しなけれ͹ならない。
　研究倫理 １୯位ɺ஌的࢈ࡒϚωジϝント１୯位のத͔ら１୯位以上を修得しなけれ͹ならない。
　博士の学位論文はɺબ定したઐ修分໺にԊった಺༰で作成しɺ提出するものとする。
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ᶆ 学位त༩基準・論文৹ࠪਃ੥ཁ݅・論文৹ࠪํ๏おΑͼํݧࢼ๏・論文৹ࠪ基準
学位त༩基準
< 課程博士 >
　ຊ課程に 3 年以上在学しɺ修了にඞཁな １6 ୯位以上を修得しɺ͔つඞཁな研究指導をडけたう͑でɺຊ研究科が行う博士論文
の৹ࠪおよび試験に合格した者に博士（೶学）の学位を授༩する。
< 論文博士 >
　論文の提出によってਃ੥した者についてはɺ課程博士とಉ༷の論文৹ࠪおよび試験に合格しɺさらにɺઐ߈分໺に関してߴ度な
研究ೳྗと๛͔な学ࣝを༗することが֬認できた৔合にɺ博士（೶学）の学位を授༩する。
論文৹ࠪਃ੥ཁ݅
< 課程博士 >
　学位論文をまとΊるたΊにはɺͦれに関࿈した಺༰のใ文を学会ࢽ等に 2 ฤ以上ൃ表していてɺͦのうͪ １ฤはࠪಡ付でච಄ஶ
者であることがඞཁである。
< 論文博士 >
　学位論文をまとΊるたΊにはɺͦれに関࿈した಺༰のใ文を 5 ฤ以上ൃ表していてɺͦのうͪ 3 ฤはࠪಡ付でච಄ஶ者であるこ
とがඞཁである。
論文৹ࠪํ๏おΑͼํݧࢼ๏
< 課程博士 >
　学位論文はɺओࠪ １名と෭ࠪ 2 名以上でߏ成する৹ࠪҕ員会で༧උ৹ࠪを行いɺຊ৹ࠪをडけるに஋する論文である͔の৹ࠪ
を行う。ຊ৹ࠪでは学位論文のެ։ൃ表後ɺ৹ࠪҕ員会で論文৹ࠪ基準に基ͮきͦの適切ੑの৹ࠪおよびޱ಄試໰を行う。
< 論文博士 >
　学位論文のड理はɺओࠪ １名と෭ࠪ 2 名以上でߏ成する৹ࠪҕ員会で༧උ৹ࠪを行いɺ研究科ҕ員会のٞをܦて学長がܾ定す
る。ຊ৹ࠪでは学位論文のެ։ൃ表後ɺ৹ࠪҕ員会で論文৹ࠪ基準に基ͮきͦの適切ੑの৹ࠪɺ試験（ޱ಄又はච౴）およびޱ
಄試໰を行う。試験および試໰はɺຊ課程を修了してɺ博士の学位を授༩される者とಉ等以上の学ྗを༗することを֬認するたΊにɺ
ઐ߈分໺および֎ࠃ語についてɺޱ಄又はච౴により行う。֎ࠃ語についてはɺݪଇとして 2 。語を課するࠃྗ
論文৹ࠪ基準
１）学ज़的・社会的なݙߩ
ಠ૑ੑ΍༗用ੑがありɺ社会的ཁ੥に応͑ɺ学ज़のൃలにݙߩするものであること

2）論文課題ઃ定の明֬ੑ
明֬な໰題ҙࣝに基ͮきɺ研究のҙ義及びඞཁੑが的֬にड़΂られていること

3）ઌ行研究との関࿈ੑ
ઌ行研究を理解した上でɺ当該分໺の研究動向のதに研究成果を位置ͮけていること
またɺ৽規の಺༰をଟく含みɺ当該研究分໺において大きなҙ義のあること

4）研究方法のଥ当ੑ
研究課題ɺ研究対৅に;さわしい適切な研究方法が用いられていること

5）論ࢫの一؏ੑ
研究目的ɺ方法ɺ結果ɺ࡯ߟの過程においてɺ論ࢫが一؏しておりɺ論理的に明֬な結論が導͔れていること

表記法の適切ੑ・ݱ成・表ߏ（6
学ज़論文としてମܥ的にߏ成されておりɺ適切な表ݱ・表記法によって記ड़されていること
ެ։する論文として;さわしいମࡋが੔っていること

7）研究者倫理の遵守
大学の定Ίる研究倫理および生໋倫理の規程（ਓを対৅とする研究に関する倫理指਑ɺ動෺実験取扱ཁ項ɺ組͑׵%NA 実験
規程）にԊっていること
データのねつ造΍改ざんɺ文書の盗用などが行われていないこと
Ҿ用・参ߟ文ݙが適切にҾ用されていること

ᶇ 研究ࢦಋܭը
年࣍ 月 学生 指導教員 研究科ҕ員会
１ 4 入学

指導教員ܾ定 ˠ 指導教員ܾ定
学修計画書作成 ⾩ 研究題目及びཤ修計画の֬認
研究活動（特घ研究） ˡ 研究指導

2 தؒใࠂ ˠ 研究進௙ঢ়گใࠂ書作成
2 4

研究活動（特घ研究） ˡ 研究指導
2 தؒใࠂ ˠ 研究進௙ঢ়گใࠂ書作成

3 4
研究活動（特घ研究） ˡ 研究指導

１2 博士論文作成 ˡ 博士論文作成指導
１ ެௌ会 ˡ ެௌ会ൃ表指導 ˠ 合൱൑定
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ༀ 学 研 究 Պ

目　　　　　࣍

ༀ学研究Պのਓࡐཆ成໨త　ͦのଞڭҭ研究上の໨త� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ １50

1ɽ学೥ྐྵ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１5１

2ɽༀ学研究Պに͍ͭて�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１5１

úɽཤ修ཁ߲� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１52

（１）授業科目および୲当教員一覧�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１52

（2）ཤ修方法�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１52

（3）修了ཁ݅�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１53

（4）学位授༩基準・論文৹ࠪ基準�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１53

（5）特घ研究の指導方法�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１53

（6）特घ研究指導スケジュール�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１55
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学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

ༀ学研究科ༀ学ઐ߈博士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとɺຊ研究科のਓࡐཆ成目的である「ༀ学ྖҬにおける学ज़ߴ度Խにݙߩできɺࠃ
ຽの݈߁ҡ࣋・૿進とҩྍのൃలをより一૚推進できるಠ૑的で૑造的なߴい研究ྗɺ৽しい৬ೳを։୓できるߴ度なઐ໳ੑとٕज़・
指導ྗを݉ねඋ͑たༀ学のスϖγϟϦストのཆ成」に基ͮきɺ࣍の資࣭・ೳྗを਎につけた学生に博士（ༀ学）の学位を授༩します。

①ༀ学ྖҬにおける学ज़のߴ度ԽにݙߩするたΊにɺߴ度なઐ໳的஌ࣝとٕज़をඋ͑ɺ科学的؍点に立って事৅のຊ࣭をಎ࡯しɺ໰
題をൃݟ・解ܾできる。さらにɺҩྍにܞわる研究者・ༀࢣࡎとしてɺڧい責任ײと֬ݻとした倫理؍ɺ൑அྗを਎につけている。
ᶄҩྍにܞわる研究者・ༀࢣࡎとしてɺࠃຽの݈߁ҡ ・࣋૿ 進にد༩しɺ৽しい৬ೳ։୓・ൃ లにݙߩするたΊにɺಠ૑的で૑造的なྟচ・
ༀ学研究を立案ɺ計画ɺ実ફしɺ৽たな価஋を૑造できる。
ᶅༀ学・ҩྍの進าに対応するたΊにɺ生֔にわたってओମ的ɺࣗ཯的に୳究しɺڠಇできるとڞにɺ࣍ੈ୅を୲うਓࡐの育成にݙߩ
する指導ྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

ༀ学研究科ༀ学ઐ߈博士課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資 ・࣭ೳྗを਎につけたਓࡐをཆ成するたΊɺίー
スϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺઌ୺的なઐ໳஌ࣝをඋ͑ɺ科学的؍点に立って事৅のຊ࣭をಎ࡯しɺ໰題をൃݟ・解ܾできるೳྗを਎につける
たΊɺઐ修分໺͝とに関࿈する特論科目を഑置する。授業科目のબ定にあたってはɺ学生がࣗらの研究計画に基ͮいて適切な科目
ཤ修を行うことができるようにɺ指導教員がઐ໳ੑ΍ॱ࣍ੑをྀߟしてཤ修指導を行う。
ᶄϦαーνϫーΫではɺओ指導教員と෭指導教員がྗڠしてܧଓ的ɺ͔つݸผ的な研究指導を行う「特घ研究科目」によりɺઌ୺的
なઐ໳஌ࣝとߴ度なٕೳをඋ͑ɺಠ૑的研究をا画・਱行できるೳྗをཆうとともにɺ研究成果を؍٬的に評価しɺ学ज़的な৘ใ
としてൃ৴できるೳྗを਎につける。
ᶅগਓ数制で૒方向ੑを୲อした授業ମ制の下でɺS(%（SNBMM (SPVQ %JTDVTTJPO）΍ 1B-（1SPCMFN BBTFE -FBSOJOH）をੵ
とした倫理ݻ΍֬ײい責任ڧ৔におけるྟচ研究の推進にඞཁなίϛュχケーγϣンೳྗをཆうとともにɺݱ的に取り入れɺҩྍۃ
。を਎につける؍
を通じてɺ進取のਫ਼ਆをもって৽しい研究分໺なら׵ަݟ಺֎の学ज़ू会への参加によりɺ研究者ίϛュχςィーでの学ज़的なҙࠃ
びにༀࢣࡎの৬ೳを։୓するೳྗをཆう。
ᶆ成績評価方法と評価基準をγラόスに明示しɺݫ格な評価および୯位認定を行う。
特घ研究についてはɺ各年࣍に研究成果ൃ表会を։࠵しɺઐ修分໺教員によるॿݴを౿ま͑てɺ࣍年度の研究課題をࡦ定する。
学位論文についてはɺༀ学研究科博士課程の学位論文৹ࠪ基準にଇってɺ؍٬的な৹ࠪを行う。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

ༀ学研究科ༀ学ઐ߈博士課程はɺຊ研究科の教育理೦・教育目標を理解しɺ6 年制ༀ学部の教育課程等における学修を通じてɺ࣍のよ
うな資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①ਓʑの݈߁ҡ࣋・૿進に関わるༀ学の基ૅ஌ࣝを਎につけている。
ᶄҩྍਓに૬応しい倫理؍ɺਓؒੑをඋ͑ɺઐ修分໺におけるઐ໳ੑをຏくとともにɺༀ学を޿いࢹ໺͔らߟ究するҙࢥがある。
ᶅ大学院修了後もɺༀ学に関する෯޿い஌ࣝとٕೳのᔻཆに౒Ίɺༀ෺ྍ法の։ൃならびにༀࢣࡎの৽たな৬ೳの։୓・ൃలにݙߩ
するҙཉがある。

01

02

03

薬学研究科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

薬学研究科は、薬学領域における学術高度化に貢献でき、国民の健康維持 ･ 増進と医療の発展をより
一層推進できる独創的で創造的な高い研究力、新しい職能を開拓できる高度な専門性と技術 ･ 指導力
を兼ね備えた薬学のスペシャリストの養成を目的とする。
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1ɽ学೥ྐྵ
前　　　　期 後　　　　期

4 月上०

7月下०

7月下०

〜

9 月 １3 日

入学ࣜ

৽入生ΦϦΤンςーγϣン

前期授業։࢝

前期授業ऴ了

ՆٳقՋ期ؒ

9月 １4 日

１0 月下०

〜

１１月上०

１2 月下०

１2 月下०

〜

１月上०

１月上०

１月下०

2 月上०

2 月下०

〜

3 月上०

3月下०

後期授業։࢝日

大学ࡇ期ؒ

年಺授業ऴ了

ౙٳقՋ期ؒ

後期授業࠶։

後期授業ऴ了

博士論文ൃ表会（修了年࣍生）

研究成果ൃ表会（１〜 3 年࣍生）

修了ࣜ

˞　学೥ྐྵのৄࡉ͸೥౓ຖにҟͳり·すɻࣔܝにΑり࿈བྷし·すのでɺ大学院のࣔܝ൘にे෼஫ҙして͍ͩ͘͞ɻ
　　·ͨɺ໊৓大学ΧϨϯμʔ΋ซͤて֬ೝするΑ͏にして͍ͩ͘͞ɻ

2ɽༀ学研究Պに͍ͭて
　ༀ学研究科ༀ学ઐ߈博士課程はɺༀ学ྖҬにおける学ज़ߴ度Խにݙߩできɺࠃຽの݈߁ҡ࣋・૿進とҩྍのൃలをより一૚推進でき

るಠ૑的で૑造的なߴい研究ྗɺ৽しい৬ೳを։୓できるߴ度なઐ໳ੑとٕज़・指導ྗを݉ねඋ͑たༀ学のスϖγϟϦストのཆ成を目的

としɺߴ度なઐ໳ੑ΍༏れた研究ೳྗを༗するༀࢣࡎ・研究者をཆ成するたΊにɺ日ʑ進าをଓけるҩྍ・生໋科学に関わる৘ใ解析ྗɺ

ॊೈなൃ૝と時୅のઌ୺を切り։く行動ྗをཆいɺҩༀ඼をはじΊ৯඼・Խ学෺࣭શൠの「適正࢖用」ɺさらにҩༀ඼の適応֦大を含Ίた

「育ༀ」について୳究・推進しɺྟচ的な課題にॏ点をおいて教育研究を推進します。

　4 年ؒの教育研究を通してɺ最৽のҩྍ・生໋科学に関わる৘ใを理解・修得できるೳྗɺༀࢣࡎの৬ೳのݱঢ়にとらわれずॊೈなൃ

૝と時୅のઌをݟ通すಎྗ࡯΍ɺࣗらが時୅を切り୓くことのできる行動ྗを਎につけたҩྍਓをཆ成します。
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úɽཤ修ཁ߲
（1）त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧
専
修
分
野

授　業　科　目
୯位数 配

当
年
次

開
講
期

୲　　当　　教　　員講
義
実験
実श

環
境
衛
生
科
学

Ӵ生科学特論ڥ؀ 4 １〜 4 前期 Ҫ౻ઍ༟ɺଧ໼ܙ一ɺখ৿༝ඒࢠɺਆ໺ಁਓɺ水໺　ॳɺ今੢　進ɺԬຊ༪士యɺ
∁୩๕明ɺྠౡৎ明

Ӵ生科学特घ研究ᶗڥ؀ 5 １ 通年

Ҫ౻ઍ༟ɺଧ໼ܙ一ɺখ৿༝ඒࢠɺਆ໺ಁਓɺ水໺　ॳɺ今੢　進ɺԬຊ༪士యɺ
∁୩๕明ɺྠౡৎ明

Ӵ生科学特घ研究ᶘڥ؀ 5 2 通年
Ӵ生科学特घ研究ᶙڥ؀ 5 3 通年
Ӵ生科学特घ研究ᶚڥ؀ 5 4 通年

医
療
情
報
科
学

ҩྍ৘ใ科学特論 4 １〜 4 前期 大௡࢙ࢠɺُҪߒ行ɺాลެ一ɺ൒୩ᚸࣣࢠ
ҩྍ৘ใ科学特घ研究ᶗ 5 １ 通年

大௡࢙ࢠɺُҪߒ行ɺ൒୩ᚸࣣࢠ
ҩྍ৘ใ科学特घ研究ᶘ 5 2 通年
ҩྍ৘ใ科学特घ研究ᶙ 5 3 通年
ҩྍ৘ใ科学特घ研究ᶚ 5 4 通年

病
態
解
析
科
学

ප態解析科学特論 4 １〜 4 前期 খాজ࢙ɺૣ઒৳थɺଜా෋อɺాࢁ修平ɺ܀ຊӳ࣏ɺོࠜ؛೭ɺ水ຊलೋ
ප態解析科学特घ研究ᶗ 5 １ 通年

খాজ࢙ɺૣ઒৳थɺଜా෋อɺాࢁ修平ɺ܀ຊӳ࣏ɺོࠜ؛೭ɺ水ຊलೋ
ප態解析科学特घ研究ᶘ 5 2 通年
ප態解析科学特घ研究ᶙ 5 3 通年
ප態解析科学特घ研究ᶚ 5 4 通年

薬
物
治
療
科
学

ༀ෺࣏ྍ科学特論 4 １〜 4 前期 ஙࢁҮਓɺೳ੎ॆ඙ɺ໺ా޾༟ɺ平দ正行ɺ༄ᖒ　੟ɺࢁຊӳಜɺҥ൹大༞ɺ
খౡྑೋɺؒ٢ོٶ

ༀ෺࣏ྍ科学特घ研究ᶗ 5 １ 通年

ஙࢁҮਓɺೳ੎ॆ඙ɺ໺ా޾༟ɺ平দ正行ɺ༄ᖒ　੟ɺࢁຊӳಜɺҥ൹大༞ɺ
খౡྑೋɺؒ٢ོٶ

ༀ෺࣏ྍ科学特घ研究ᶘ 5 2 通年
ༀ෺࣏ྍ科学特घ研究ᶙ 5 3 通年
ༀ෺࣏ྍ科学特घ研究ᶚ 5 4 通年

薬
物
動
態
科
学

ༀ෺動態科学特論 4 １〜 4 前期 Ԭຊߒ一ɺ๺֞৳࣏ɺಿҪխ行ɺ୮Ӌහ޾ɺݪ　　ᡨɺԞా஌কɺ加౻ඒلɺ
߂Ҫ݈உɺ੢઒ହࡔ

ༀ෺動態科学特घ研究ᶗ 5 １ 通年

Ԭຊߒ一ɺ๺֞৳࣏ɺಿҪխ行ɺ୮Ӌහ޾ɺݪ　　ᡨɺԞా஌কɺ加౻ඒلɺ
߂Ҫ݈உɺ੢઒ହࡔ

ༀ෺動態科学特घ研究ᶘ 5 2 通年
ༀ෺動態科学特घ研究ᶙ 5 3 通年
ༀ෺動態科学特घ研究ᶚ 5 4 通年

関

連

科

目

ҩྍӳ語特論 2 １23 ूத ϚーΫ・ϦόοΫ
ྟচༀ学研修 2 １23 ूத 長୩઒༸一
ւ֎ྟচ研修 2 １23 ूத ൧ాߞଠ࿠ɺࠇ໺ढ़հɺాޱ஧ॹɺҏ౦ѥل༤
ྟচजᙾ学特論 2 １23 後期 ஙࢁҮਓɺ༄ᖒ　੟
がんༀ෺ྍ法学特論 2 １23 後期 ஙࢁҮਓɺ༄ᖒ　੟

؇࿨ҩྍ学特論 2 １23 後期

˓基ૅༀ学特論 2 １ 前期
Ҫ౻ઍ༟ɺଧ໼ܙ一ɺ大௡࢙ࢠɺԬຊߒ一ɺখాজ࢙ɺُҪߒ行ɺ๺֞৳࣏ɺ
খ৿༝ඒࢠɺਆ໺ಁਓɺஙࢁҮਓɺಿ Ҫխ行ɺ୮Ӌහ޾ɺೳ੎ॆ඙ɺ໺ా޾༟ɺ
ૣ઒৳थɺݪ　　ᡨɺ平দ正行ɺ水໺　ॳɺଜా෋อɺ༄ᖒ　੟ɺాࢁ修平ɺ
ຊӳಜɺ౬઒࿨యࢁ

˓ɿඇༀ学ܥ学部・大学院出਎者のඞ修科目を表す。 ݉任（　）

（2）ཤ修ํ๏
１）　4 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法により授業科目をཤ修しɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。
　またɺඇༀ学ܥの学部・大学院出਎者（以下ɺඇༀ学ܥ出਎者という。）は基ૅༀ学特論を含Ί 32 ୯位以上を修得しなけれ͹な
りません。
2）　いずれ͔のઐ修分໺の特論 １科目をઐ修科目としɺඞずཤ修しなけれ͹なりません。
3�）　ઐ修科目の他にɺ特論（関࿈科目を含む）2 科目以上をબ୒ཤ修しɺઐ修科目と合わせて 3 科目ɺ１0 ୯位以上およびઐ修分໺
の特घ研究ᶗ〜ᶚをඞずཤ修しなけれ͹なりません。
　またɺඇༀ学ܥ出਎者はઐ修科目と合わせて特論 4 科目（基ૅༀ学特論を含む）１2 ୯位以上およびઐ修分໺の特घ研究ᶗ〜ᶚ
をඞずཤ修しなけれ͹なりません。
4）　ઐ修科目の特घ研究ᶗ〜ᶚの୲当者を指導教員としてɺ学生はɺ授業科目のબ定および博士の学位論文の作成ͦの他研究一ൠに
ついてɺ指導をडけるものとします。ୠしɺ指導をडける教員は研究科教授に限ります。
5）　博士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。



øüú

法
学
研
究
科

経
営
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

薬
学
研
究
科

都
市
情
報
学
研
究
科

人
間
学
研
究
科

総
合
学
術
研
究
科

（ú）修ྃཁ݅
①ༀ学ܥ学部・大学院出਎者の৔合
　ຊ研究科に 4 年以上在学しɺ30 ୯位以上（特論科目ɿ１0 ୯位以上ɺ特घ研究ᶗ〜ᶚɿ20 ୯位）を修得しɺຊ研究科が行う博士論
文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません（ༀ学ܥ学部・大学院出਎者についても基ૅༀ学特論のड講はՄೳですがɺͦの
৔合ɺ修了ཁ݅୯位数には含Ίません）。

ᶄඇༀ学ܥ学部・大学院出਎者の৔合
　ຊ研究科に 4 年以上在学しɺ基ૅༀ学特論を含む 32 ୯位以上（特論科目ɿ１2 ୯位以上ɺ特घ研究ᶗ〜ᶚɿ20 ୯位）を修得しɺ
ຊ研究科が行う博士論文の৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹なりません。

（û）学位त༩基準・論文৹ࠪ基準
学位授༩基準ɿ
　ຊ研究科に 4 年以上在学しɺ30 ୯位以上（ඇༀ学ܥ出਎者は 32 ୯位以上）を修得しɺ͔つඞཁな研究指導をडけたう͑ɺຊ研
究科が行う博士論文の৹ࠪおよび試験に合格した者に博士（ༀ学）の学位を授༩します。

論文৹ࠪ基準ɿ
　提出された博士論文はɺ৹ࠪҕ員会のある学ज़ࢽに掲載された͔ɺएしくは掲載をड理されたใ文 １ใ以上をもって作成された
ものとしɺͦの博士論文の৹ࠪはɺ以下の؍点（基準）に基ͮいて行います。
１ɽ研究ςーϚの適切ੑ
研究目的が明֬でɺ学ज़的および社会的なҙ義を༗していること。

2ɽઌ行研究との関࿈ੑ
ઌ行研究の動向をௐࠪしたう͑でɺ研究ςーϚの位置ͮけを明示していること。

3ɽ研究計画と研究方法のଥ当ੑ
研究ςーϚの適切ੑを十分に理解しɺ研究計画ならびに研究方法を立案していること。

4ɽ研究結果の論理的解ऍと論ࢫの一؏ੑ
一؏ੑのある合理的論ड़がల։されɺ研究ςーϚに対応した結論が提示されていること。

5ɽ学ज़的・社会的なݙߩ
当該研究ྖҬのൃలへのݙߩが期଴されること。

6ɽ倫理的഑ྀ
研究計画の立案および਱行ɺ研究成果のൃ表ならびにデータのอ؅に関してɺਓݖのอޢ及び法ྩ等の遵守への対応が適正に
なされていること。

7ɽ論文としての׬成度
論文શମが論理的で明解な文ষで記ड़されておりɺ表ࢴ・概ཁ・目 ・࣍ষ立て・ਤ表・Ҿ用・参ߟ文ݙ等ɺ論文としてのମࡋが੔っ
ていること。また参ߟ文ݙのҾ用が適切になされていること。

博士論文の৹ࠪ方法ɿ
　学位の授༩をਃ੥する者はɺॴ定の学位授༩ਃ੥書に博士論文およびͦの他ඞཁ書ྨをఴ͑てɺ研究科長をܦてɺ学長に提出し
ます。ༀ学研究科ҕ員会はɺ論文಺༰に関࿈する研究指導教員のう͔ͪらɺ3 名以上の৹ࠪҕ員（಺ １名はओࠪ）をબ出しɺ৹ࠪ
ҕ員会をઃけます。研究科ҕ員಺で博士論文をӾ覧しɺ上記の؍点より৹ࠪを行います。またɺެ։の博士論文ൃ表会においてɺ
博士論文の಺༰ɺϓレθンςーγϣンೳྗ等の৹ࠪを行うとともにɺ৹ࠪҕ員会においてɺ博士論文に関࿈する科目についてもޱ
಄またはච౴による試験・試໰を行います。ެ։の博士論文ൃ表会はޱ಄ൃ表を１時ؒとしɺͦ のうͪ໿ 30 分を研究಺༰のઆ明にɺ
໿ 30 分を࣭ٙ応౴にあてるものとします。

（ü）ಛघ研究のࢦಋํ๏
　特घ研究の指導は学生が 4 年ؒにわたりɺ特घ研究ᶗ（１年࣍）ɺᶘ（2 年࣍）ɺᶙ（3 年࣍）ɺᶚ（4 年࣍）のॱংで各 5 ୯位ɺ計 20
୯位を修得することになっています。指導は下記のようにஈ֊を௥って行いɺͦのܦ過をઅ目͝とにݕ証する機会としてɺ研究成果ൃ
表会を։࠵します。このൃ表会は研究科ҕ員会の下で行われɺ研究科શମによる研究指導ମ制を࠾用します。
１）指導教員のܾ定（１年࣍ 4月）
入学後ɺઐ修分໺と指導教員および෭指導教員をܾ定します。

2）研究計画書作成をத৺としたཤ修指導（１年࣍ 4 〜 5月）
学生は指導教員とଧͪ合わせて研究計画書を作成しɺ提出します。

3）研究課題のܾ定・実験指導の։ （࢝１年࣍ 5月）
学生は指導教員とଧͪ合わせて研究課題をܾ定します。指導教員および෭指導教員は博士論文׬成までの組৫的指導ମ制による
指導を։࢝します。

4）ηϛφーࣜܗのԋश・౼論（１年࣍ 5月〜適ٓ）
学生は研究の進௙ঢ়گを適ٓɺηϛφーでൃ表しɺ教員の指導΍学生ಉ士の౼論を通じて研究を進Ίます。
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5）研究成果ൃ表会（１年࣍ 2 月〜 3月）

ެ։ൃ表会のܗで学生に研究の進௙ঢ়گのதؒൃ表をٻΊます。指導教員および෭指導教員はここでのൃ表に向け学生を指導し
ます。ൃ表会にはઐ修分໺の教員と学生が参加（学生はެௌのみ）しɺさまざまな֯度͔ら౼論を行うことでɺ࣍年度の研究課題
。༩しますد定にࡦ

6）１年࣍の成果と൓省を౿ま͑た研究課題のࡦ定・2 年࣍の実験指導の։ （࢝2 年࣍ 4月〜）
研究成果ൃ表会における౼論の結果も౿ま͑て学生は指導教員とଧͪ合わせて 2 年࣍の研究課題をܾ定します。指導教員および
෭指導教員は組৫的指導ମ制による指導を։࢝します。

7）ηϛφーࣜܗのԋश・౼論（2 年࣍ 5月〜適ٓ）
学生は研究の進௙ঢ়گを適ٓɺηϛφーでൃ表しɺ教員の指導΍学生ಉ士の౼論を通じて研究を進Ίます。

8）研究成果ൃ表会（2 年࣍ 2 月〜 3月）
ެ։ൃ表会のܗで学生に研究の進௙ঢ়گのதؒൃ表をٻΊます。指導教員および෭指導教員はここでのൃ表に向け学生を指導し
ます。ൃ表会にはઐ修分໺の教員と学生が参加（学生はެௌのみ）しɺさまざまな֯度͔ら౼論を行うことでɺ࣍年度の研究課題
。༩しますد定にࡦ

9）2 年࣍の成果と൓省を౿ま͑た研究課題のࡦ定・3 年࣍の実験指導の։ （࢝3 年࣍ 4月〜）
研究成果ൃ表会における౼論の結果も౿ま͑て学生は指導教員とଧͪ合わせて 3 年࣍の研究課題をܾ定します。指導教員および
෭指導教員は組৫的指導ମ制による指導を։࢝します。

１0）ηϛφーࣜܗのԋश・౼論（3 年࣍ 5月〜適ٓ）
学生は研究の進௙ঢ়گを適ٓɺηϛφーでൃ表しɺ教員の指導΍学生ಉ士の౼論を通じて研究を進Ίます。

１１）研究成果ൃ表会（3 年࣍ 2 月〜 3月）
ެ։ൃ表会のܗで学生に研究の進௙ঢ়گのதؒൃ表をٻΊます。指導教員および෭指導教員はここでのൃ表に向け学生を指導し
ます。ൃ表会にはઐ修分໺の教員と学生が参加（学生はެௌのみ）しɺさまざまな֯度͔ら౼論を行うことでɺ࣍年度の研究課題
。༩しますد定にࡦ

１2）3 年࣍の成果と൓省を౿ま͑た最ऴ的な研究課題の֬認・最ऴஈ֊における実験指導の։ （࢝4 年࣍ 5月〜）
研究成果ൃ表会における౼論の結果も౿ま͑て学生は指導教員とଧͪ合わせて最ऴ的な研究課題をܾ定します。指導教員および
෭指導教員は博士論文作成に向け組৫的指導ମ制による指導を։࢝します。

１3）博士論文の作成指導（4 年࣍ 5月〜１2 月）
指導教員および෭指導教員は組৫的指導ମ制により博士論文のߏ成΍ମࡋについてきΊ͔ࡉく指導を行いɺ博士論文の׬成に導
きます。学生は׬成した博士論文をܾΊられた期日までに提出します。

１4）৹ࠪҕ員会のฤ成（4 年࣍ １2 月）
学生の博士論文׬成のݟ通しが立ったことを֬認してɺ研究科ҕ員会はɺओࠪ １名ɺ෭ࠪ 2 名以上͔らなる৹ࠪҕ員会をฤ成します。
ओࠪには指導教員が当たりɺ෭ࠪには৹ࠪに最も適した教員をબ任します。

１5）博士論文修正指導・博士論文ൃ表指導（4 年࣍ １2 月〜 2 月）
研究科ҕ員会の教員は提出された博士論文をࠪಡしɺ適ٓ修正等の指導を行います。学生は指ఠ事項に基ͮきɺ指導教員および
෭指導教員とଧͪ合わせて博士論文の修正を行います。指導教員および෭指導教員は博士論文ൃ表の಺༰について指導します。

１6）博士論文ൃ表会（4 年࣍ 2 月）
ެ։ൃ表会のܗで学生に博士論文研究の成果をൃ表するようٻΊます。指導教員はここでのൃ表に向け学生を指導します。ൃ表
会には研究科のす΂ての教員が出席しɺさまざまな֯度͔ら౼論を行いɺ研究科ҕ員会にて修了認定を؍٬的͔つݫ格に行うた
Ίの൑அࡐ料をऩूします。またɺ学生もશ員が参加しɺެௌすることで博士論文にٻΊられる水準についての理解をਂΊます。

１7）最ऴ試験（4 年࣍ 2 月）
৹ࠪҕ員会はɺ提出された博士論文を৹ࠪします。また最ऴ試験としてɺ博士論文の಺༰΍ઐ໳஌ࣝɺ研究ೳྗに関するޱ಄試
໰を行いɺൃ表会での࣭ٙ応౴の಺༰も参ߟにしてɺ博士論文৹ࠪใࠂ書をまとΊɺ研究科ҕ員会に提出します。

１8）合൱൑定（4 年࣍ 2 月）
研究科ҕ員会はɺ৹ࠪҕ員会͔ら提出された博士論文৹ࠪใࠂ書および୯位の取得ঢ়گをもとに博士課程修了の合൱を൑定しま
す。

１9）修了認定・学位授༩（4 年࣍ 3月）
研究科ҕ員会の合൱൑定がຊ学大学院に関する最ߴҙܾࢥ定機関である「大学ٞڠ会」にて৹ٞされɺ学生の修了が認定されるとɺ
学長は学生に博士の学位を授༩します。
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（ý）ಛघ研究ࢦಋεέδϡʔϧ

年次 月 学　　　生 指　導　教　員 研究科委員会

1

年

次

2

年

次

3

年

次

4

年

次

4

5

2

入学    指導教員決定
研究計画書作成
研究課題の決定
研究課題に関する基礎理論の習得、 研
究課題に関する論文情報収集技術の習
得

　セミナー形式の演習・討論

　研究課題に関する実験手法の習得

　研究成果発表会

研究計画書作成及び履修指導
研究指導の開始
基礎理論の教授、 論文情報収集技術
の教授

実験手法の指導

指導教員の決定

研究成果発表会開催
成績評価

4

2
3

研究実験・実習

セミナー形式の演習・討論

研究課題に関する論文情報の科学的か
つ論理的評価能力の習得

発表会準備
研究成果発表会

研究内容の指導

論文情報の科学的かつ論理的評価方
法の教授

発表指導
研究成果発表会開催
成績評価

4

2
3

研究実験・実習
セミナー形式の演習・討論
研究課題に関する論文情報を自らの研
究にフィードバックできる能力の習得

発表会準備
研究成果発表会

研究指導

研究テーマに関する論文情報の活用
方法の教授

発表指導
研究成果発表会開催
成績評価

4

5
9

12

2

3

研究実験・実習

セミナー形式の演習・討論

博士論文作成開始

博士論文提出

博士論文発表会準備
博士論文発表会

最終試験

博士論文最終提出

修了式（大学院修了：学位授与）

研究指導

博士論文作成指導

博士論文修正指導
発表指導

博士論文指導報告書作成

審査委員会の編成

主査・副査による博士論文審査

公開論文発表会開催

最終試験実施（口頭）

博士論文審査報告書

審査委員会
（合否判定）

修了認定（学位授与）
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౎ࢢ৘ใ学研究Պ
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都市情報学研究科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

都市情報学研究科は、サービスサイエンスの観点から、新しい時代の理想的な都市社会を創造する専
門職人材及びまちづくりをあらゆる面でリードする学問領域を修得した研究者の養成を目的とする。

修士課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

大学院౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとɺຊ研究科のਓࡐཆ成目的である「৽しい時୅の理૝的な౎
ཆ成」に基ͮきɺ࣍の資࣭・ೳࡐ及びまͪͮくりをあらΏる໘でϦードする学໰ྖҬを修得した研究者のਓࡐ社会を૑造するઐ໳৬ਓࢢ
ྗを਎につけた学生に修士（౎ࢢ৘ใ学）の学位を授༩します。

①৽しい時୅の౎ࢢ社会を૑造するߴ度ઐ໳৬ɺ研究者としてඞཁなɺߴ度なೳྗとઐ໳஌ࣝを修得しɺߴい倫理؍とެ正な൑அྗ
を਎につけɺ理૝的な౎ࢢ社会を૑造するたΊのアイデアを提案することができる。
ᶄまͪͮくり΍ا業ܦӦに関するιϑト施ࡦ（社会γスςϜɺ制度改ֵなど）とϋード施ࡦ（施ઃ੔උɺ഑置計画など）ɺͦ れͧれの分析・
評価と計画のあり方などを学びɺط存の方法では解ܾしない໰題を৽たなख法で解ܾするೳྗ΍ɺ異分໺で։ൃされた解ܾࡦを૑
造的にアレンジし適用するೳྗをഓうことができる。
ᶅ社会γスςϜ΍౎ࢢ基൫のߏ造を理解しɺ౎ࢢ社会の一員としてଟ༷な໾ׂを果たすことができるようにɺ਎につけた総合ೳ （ྗア
φライジンάɺϓランχンάɺϓレθンςーγϣン）をൃشすることによってɺ生֔に࿱ってओମ的に୳究しɺपりとڠಇすることが
できる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

大学院౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈修士課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけさせる
たΊɺίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ౎ࢢ社会の໰題解ܾೳྗにඞཁなߴ度ઐ໳஌ࣝの修得と໰題解ܾにඞཁなख法としての総合ೳྗが修得できる
ようにɺઐ修分໺に関࿈する「授業科目ʹ特論」を഑置する。ཤ修する講義科目のબ定にあたってはɺ指導教授は授業಺༰ɺ授業ܗ態ɺ
ཤ修のॱ࣍ੑをྀߟしてཤ修指導を行うことによってɺ学生がࣗ਎の研究計画に基ͮいて適切な授業科目をཤ修できるようにする。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教授が一؏͔つܧଓ的でݸผ的な研究指導を行う「研究指導科目ʹ特ผ研究」をɺ4 期に分ׂして研究
指導をडける。この研究指導ではɺࣗ਎の研究ςーϚにおける໰題ઃ定͔ら研究ௐࠪɺ分析ɺ࡯ߟなどについて一؏した研究಺༰ɺ
研究方法を਎につけさせɺઐ໳৬ਓࡐ΍研究者としてඞཁなೳྗが֬実にཆわれることができるようにする。
ᶅ総合ೳ （ྗアφライジンάɺϓランχンάɺϓレθンςーγϣン）を਎につけるたΊにগਓ数・૒方向をҙࣝした授業ମ制を֬อしɺ
さらにɺ指導教員による指導の下ɺೳ動的学修を実施することでɺ学会・γンポジ΢Ϝ・研究会などにおいて他の参加者と౼論΍ҙ
。ができるようなɺ学ज़的ަ流にඞཁなίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけられるようにする׵ަݟ
ᶆ「授業科目ʹ特論」及び「研究指導科目ʹ特ผ研究」についてはɺγラόスで明示している成績評価方法及び評価基準に基ͮきɺݫ
格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ౎ࢢ৘ใ学研究科修士課程の論文৹ࠪ基準に基ͮき৹ࠪする。
　またɺૣ期͔ら学生の進࿏΍関৺等を೺Ѳしݸผ指導に൓өすることによりɺ進࿏΍関৺をҙࣝした学修ɺ研究のଅ進につなげ
ることができる。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

大学院౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育理೦・教育目標を理解しɺ学部の教育課程等における学修を通じてɺ
࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①౎ࢢ৘ใ学及び関࿈分໺においてओମ的に研究課題をݟ出せるようなઐ໳஌ࣝを਎につけている。
ᶄ৽しい時୅の理૝的な౎ࢢ社会を૑造するまͪͮくりのΤΩスύートとしてɺ౎ࢢを計画する੓෎の行動「׭のαーϏス」ɺ౎ࢢを
業の行動「ຽのαーϏス」を科学的に分析・計画しɺ৽たなख法で解ܾするೳྗを਎につけɺ社会で活༂することا成するՈ計΍ܗ
ができる。
ᶅ変Խのஶしいݱ୅社会においてܧଓ的にઐ໳஌ࣝをٵऩしɺ理૝的な౎ࢢ社会を実ݱするたΊにݙߩするҙཉを༗している。
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博士後期課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

大学院౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈博士後期課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとɺຊ研究科のਓࡐཆ成目的である「৽しい時୅の理૝的
な౎ࢢ社会を૑造するઐ໳৬ਓࡐ及びまͪͮくりをあらΏる໘でϦードする学໰ྖҬを修得した研究者のਓࡐཆ成」に基ͮきɺ࣍ の資 ・࣭
ೳྗを਎につけた学生に博士（౎ࢢ৘ใ学）の学位を授༩します。

①৽しい時୅の౎ࢢ社会を૑造するߴ度ઐ໳৬ɺ研究者としてඞཁなɺߴ度なೳྗとઐ໳஌ࣝを修得しɺߴい倫理؍とެ正な൑அྗ
を਎につけɺ理૝的な౎ࢢ社会を૑造するたΊの学ज़的に༏れたアイデアを提案することができる。
ᶄ未དྷの౎ࢢ૑造に向けてɺط存の方法では解ܾしない໰題をઌۦ的・ಠ૑的な৽たなख法で解ܾするೳྗをഓいɺ౎ࢢ৘ใ学のϑ
ϩンςィアを։୓することができる。
ᶅ社会γスςϜ΍౎ࢢ基൫のߏ造を理解しɺ౎ࢢ社会の一員としてଟ༷な໾ׂを果たすことができるようにɺ਎につけたߴい総合ೳྗ
（アφライジンάɺϓランχンάɺϓレθンςーγϣン）をൃشすることによってɺ生֔に࿱ってओମ的に୳究しɺपりとڠಇするこ
とができる。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

大学院౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈博士後期課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを਎につけさ
せるたΊɺίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ౎ࢢ社会の໰題解ܾೳྗにඞཁなߴ度ઐ໳஌ࣝの修得と໰題解ܾにඞཁなख法としての総合ೳྗが修得できる
ようにɺઐ修分໺に関࿈する「授業科目ʹ特講」を഑置する。ཤ修する講義科目のબ定にあたってはɺ指導教授は授業಺༰ɺ授業ܗ態ɺ
ཤ修のॱ࣍ੑをྀߟしてཤ修指導を行うことによってɺ学生がࣗ਎の研究計画に基ͮいて適切な授業科目をཤ修できるようにする。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教授が一؏͔つܧଓ的でݸผ的な研究指導を行う「研究指導科目ʹ特घ研究」をɺ6 期に分ׂして研究
指導をडける。この研究指導ではɺࣗ਎の研究ςーϚにおける໰題ઃ定͔ら研究ௐࠪɺ分析ɺ࡯ߟなどについて一؏した研究಺༰ɺ
研究方法を਎につけさせɺઐ໳৬ਓࡐ΍研究者としてඞཁなߴいೳྗが֬実にཆわれることができるようにする。
ᶅߴい総合ೳ （ྗアφライジンάɺϓランχンάɺϓレθンςーγϣン）を਎につけるたΊにগਓ数・૒方向をҙࣝした授業ମ制を֬อしɺ
さらにɺ指導教員による指導の下ɺೳ動的学修を実施することでɺ学会・ࠃ際会ٞ・γンポジ΢Ϝ・研究会などにおいて他の参加者
と౼論΍ҙ׵ަݟができるようなɺ学ज़的ަ流にඞཁなίϛュχケーγϣンೳྗを਎につけられるようにする。
ᶆ「授業科目ʹ特講」及び「研究指導科目ʹ特घ研究」についてはɺγラόスで明示している成績評価方法及び評価基準に基ͮきɺݫ
格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ౎ࢢ৘ใ学研究科博士後期課程の論文৹ࠪ基準に基ͮき৹ࠪする。
　またɺૣ期͔ら学生の進࿏΍関৺等を೺Ѳしݸผ指導に൓өすることによりɺ進࿏΍関৺をҙࣝした学修ɺ研究のଅ進につなげ
ることができる。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

大学院౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈博士後期課程はɺຊઐ߈の教育理೦・教育目標を理解しɺ大学院修士課程の教育課程等にお
ける学修を通じてɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①౎ࢢ৘ใ学及び関࿈分໺においてಠ૑的な研究課題をݟ出せるようなߴ度なઐ໳஌ࣝを਎につけている。
ᶄ৽しい時୅の理૝的な౎ࢢ社会を૑造するまͪͮくりのΤΩスύートとしてɺ౎ࢢを計画する੓෎の行動「׭のαーϏス」ɺ౎ࢢを
的・ಠ૑的な৽たなख法で解ܾするೳྗを਎につけɺ社ۦ業の行動「ຽのαーϏス」を科学的に分析・計画しɺઌا成するՈ計΍ܗ
会で活༂することができる。
ᶅ変Խのஶしいݱ୅社会においてܧଓ的にઌ୺的なઐ໳஌ࣝをٵऩしɺ理૝的な౎ࢢ社会を実ݱするたΊにݙߩするҙཉを༗してい
る。
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1ɽओͳ೥ؒ行ࣄ
前　　期 後　　期

4 月 入学ࣜ
৽入生ΦϦΤンςーγϣン
前期授業։࢝
ཤ修ొ࿥
਍அ߁݈

9月 後期授業։࢝

１0 月 大学院ୈ一࣍入学試験̡ 修士課程・博士後期課程ʳ

１１月 修士論文題目ಧ提出̡ 修士課程 2 年࣍ʳ
学位論文৹ࠪਃ੥̡ 博士後期課程 3 年࣍ʳ

１2 月 年಺授業ऴ了
ౙٳق業期ؒ

6月 研究計画書提出 １月 授業࠶։
後期授業ऴ了
修士論文Ծ題目ಧ提出̡ 修士課程 １年࣍ʳ
学位論文Ծ題目ಧ提出̡ 博士後期課程 １年 ・࣍2 年࣍ʳ
修士論文提出̡ 修士課程 2 年࣍ʳ

7月 ิ講
前期授業ऴ了

2 月 成績ൃ表（後期։講授業科目）
修士論文ൃ表会̡ 修士課程 2 年࣍ʳ
学位論文ެௌ会̡ 博士後期課程 3 年࣍ʳ
修士論文・学位論文৹ࠪ会
修士論文・学位論文தؒൃ表会

8月 Նٳق業期ؒ

9月 成績ൃ表（前期։講授業科目）
௥加ཤ修ొ࿥（後期։講授業科目）
9月修了者修了ࣜ・学位記授༩ࣜ 3月 成績ൃ表（研究指導科目）

修了ࣜ・学位記授༩ࣜ
࣍年度在学生ガイμンス

で֬ೝして͍ͩ͘͞ɻࣔܝͼٴྉࢿ͸ɺ഑෇ࡉৄ˞

2ɽ大学院౎ࢢ৘ใ学研究Պに͍ͭて
の໿ޱ在ɺ日ຊのब࿑ਓݱ　 7 ׂがαーϏス業にै事しています。ଟくのαーϏスはܦӦ者のצ΍ܦ験にཔって提ڙされていますがɺαー

Ϗスは੓ࡦ΍঎඼等の付加価஋をߴΊるものとして欠͔すことができません。このαーϏスを༷ʑなࢹ点͔ら科学的に分析することでɺ

αーϏスの生ੑ࢈をߴΊɺ৽たな価஋を૑造する学໰ମܥが「αーϏスαイΤンス」です。

　これ͔らの日ຊ社会において理૝的な౎ࢢ社会を実ݱするたΊにはɺ౎ࢢを計画する੓෎の行動（׭のαーϏス）だけでなくɺ౎ࢢを

。業の行動（ຽのαーϏス）も科学する「αーϏスαイΤンス」がॏཁとなっていますا成するՈ計΍ߏ

　౎ࢢ৘ใ学研究科はɺ「社会γスςϜ学」・「౎ࢢ૑造学」の 2 つのઐ修分໺͔らߏ成されɺαーϏスαイΤンスの؍点を取り入れたɺ৽

しい時୅の理૝的な౎ࢢ社会を૑造するまͪͮくり΍ا業ܦӦのΤΩスύートのཆ成を目的としています。

　社会γスςϜ学ઐ修分໺ではɺ社会γスςϜとしての各छ੓ࡦ（総合஍Ҭ੓ࡦɺ౎ࢢ෱ࢱ੓ࡦなど）ɺ各छ৘ใ（ܦӦ৘ใɺҩྍ৘ใなど）ɺ

行੓・ࡒ੓のあり方ɺおよび੓ࡦ評価΍ҙܾࢥ定のたΊの数理計画などを学びɺ社会γスςϜɺ制度改ֵなどの分析・計画のあり方を教育・

研究します。

　౎ࢢ૑造学ઐ修分໺ではɺ౎ࢢ૑造としての社会基൫（౎ڞެࢢ施ઃɺߴ度৘ใ基൫など）ɺڥ؀૑造（֐ࡂ๷ࢭɺڥ؀อશなど）ɺ஍

Ҭ計画・ۭ 施ઃ੔උɺ）ࡦӦに関する施ܦ業ا૑造のあり方などを学びɺまͪͮくり΍ࢢൺֱによる౎ࢢ಺֎の౎ࠃ造のあり方ɺおよびߏؒ

഑置計画など）の分析・評価と計画のあり方を教育・研究します。

　౎ࢢ৘ใ学研究科での৽たな学びを通してɺط存の方法では解ܾしない໰題を৽たなख法で解ܾするೳྗ΍ɺ異分໺で։ൃされた解ܾ

。を૑造的にアレンジし適用するೳྗをഓいɺ大学院修了後の社会実ફྗをཆ成してまいりますࡦ
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úɽཤ修ཁ߲
	1
 修士課程

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧

ઐ修
分໺ 科目܈ 授　業　科　目

୯位数
୲　当　教　員

講義 特ผ
研究

社

会

シ

ス

テ

ム

学

総
合

政
策

総 合 ੓ ࡦ 特 論 ᶗ 2 Ҵ༿　ઍ੖・ঢ　　लथ・खౢ　正ষ・ٶຊ　༝ل

総 合 ੓ ࡦ 特 論 ᶘ 2 Ҵ༿　ઍ੖・ঢ　　लथ・खౢ　正ষ・ٶຊ　༝ل

都
市

政
策

౎ ࢢ ੓ ࡦ 特 論 ᶗ 2 ౡా　߁ਓ・੺໦　博文・ాח　ൟଇ

౎ ࢢ ੓ ࡦ 特 論 ᶘ 2 ౡా　߁ਓ・੺໦　博文・ాח　ൟଇ

情
報

数
理

৘ ใ 数 理 特 論 ᶗ 2 Ӊ໺　　ོ・水໺　ོ文・ླ໦　३生・ࢁ୩　　ࠀ

৘ ใ 数 理 特 論 ᶘ 2 Ӊ໺　　ོ・水໺　ོ文・ླ໦　३生・ࢁ୩　　ࠀ
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
エ
ン
ス

（
共
通
科
目
）

αーϏスαイΤンス特論ᶗ 2 大໺　ӫ࣏・大໺　ࠫ஌ࢠ・৿　ཾଠ

αーϏスαイΤンス特論ᶘ 2 大໺　ӫ࣏・（๺໺　達໵）・大໺　ࠫ஌ࢠ・৿　ཾଠ

社 会 γス ςϜ 学 特 ผ 研 究ᶗ 2
੺໦　博文・Ҵ༿　ઍ੖・Ӊ໺　　ོ・大໺　ӫ࣏・ాח　ൟଇ・
ౡా　߁ਓ・ླ໦　३生・खౢ　正ষ・ঢ　　लथ・ࢁ୩　　ࠀ・
水໺　ོ文・ٶຊ　༝ل・ʤ大໺　ࠫ஌ࢠʥ

社 会 γス ςϜ 学 特 ผ 研 究ᶘ 2

社 会 γス ςϜ 学 特 ผ 研 究 ᶙ 2

社 会 γス ςϜ 学 特 ผ 研 究 ᶚ 2

都

市

創

造

学

総
合

環
境

総 合 ؀ ڥ 特 論 ᶗ 2 ฑ୩　༑߳・৿ਿ　խ࢙・খ஑　　૱・ு　　ঢ平

総 合 ؀ ڥ 特 論 ᶘ 2 ฑ୩　༑߳・৿ਿ　խ࢙・খ஑　　૱・ு　　ঢ平

都
市

基
盤

౎ ࢢ 基 ൫ 特 論 ᶗ 2 ෱ౡ　　ໜ・ਿӜ真一࿠・एྛ　　୓・ాޱ　७ࢠ

౎ ࢢ 基 ൫ 特 論 ᶘ 2 ෱ౡ　　ໜ・ਿӜ真一࿠・एྛ　　୓・ాޱ　७ࢠ

情
報

基
盤

৘ ใ 基 ൫ 特 論 ᶗ 2 ੢໺　ོయ・ُҪ　ӫ࣏・ਿӜ　　৳

৘ ใ 基 ൫ 特 論 ᶘ 2 ੢໺　ོయ・ُҪ　ӫ࣏・ਿӜ　　৳

サ
ー
ビ
ス

サ
イ
エ
ン
ス

（
共
通
科
目
）

αーϏスαイΤンス特論ᶗ 2 大໺　ӫ࣏・大໺　ࠫ஌ࢠ・৿　ཾଠ

αーϏスαイΤンス特論ᶘ 2 大໺　ӫ࣏・（๺໺　達໵）・大໺　ࠫ஌ࢠ・৿　ཾଠ

౎ ࢢ ૑ 造 学 特 ผ 研 究 ᶗ 2
ُҪ　ӫ࣏・ฑ୩　༑߳・খ஑　　૱・ਿӜ真一࿠・ு　　ঢ平・
੢໺　ོయ・෱ౡ　　ໜ・৿ਿ　խ࢙・एྛ　　୓・ਿӜ　　৳・
ʤ৿　ཾଠʥ・ࢠ७　ޱా

౎ ࢢ ૑ 造 学 特 ผ 研 究 ᶘ 2

౎ ࢢ ૑ 造 学 特 ผ 研 究 ᶙ 2

౎ ࢢ ૑ 造 学 特 ผ 研 究 ᶚ 2

※（　）は݉任　　ʤ　ʥは෭指導教員

ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生は 2 年以上在学しɺ授業科目のத͔ら１部໳（指導教員の講義 １科目 2 ୯位ɺ特ผ研究ᶗ〜ᶚの合計 8 ୯位）をબ定しɺこ

れを学生のઐ修科目とする。またɺ後ड़ᶆの修了ཁ݅をຬたす計 30 ୯位以上の科目をཤ修しɺ修得しなけれ͹ならない。

2ɽઐ修科目の特ผ研究を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ɺͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとする。またɺ修士の学位論文はઐ修科目について提出するものとする。

ᶅ ଞ研究Պཤ修੍౓の取りѻ͍に͍ͭて
౎ࢢ৘ใ学研究科における他研究科等ཤ修の取り扱いはɺ࣍のとおりとする。

１ɽૹり出し（౎ࢢ৘ใ学研究科学生が他研究科講義科目をཤ修）ɿ

　౎ࢢ৘ใ学研究科の講義科目等にӨڹなくɺؒࣷߍҠ動がՄೳな学生に限りɺ3 科目 6 ୯位を上限として認Ίる。બ୒科目とし

て修了ཁ݅にࢉ入する。

　஫ɺ学部講義科目のཤ修についてはɺडけ入れ学部が認Ίれ͹ཤ修を認Ίるがɺ修了ཁ݅にはࢉ入しない。

2ɽडけ入れ（他研究科学生が౎ࢢ৘ใ学研究科講義科目をཤ修）ɿ

　１講義 １0 名以಺とする。

ᶆ 修ྃཁ݅

特 論 科 目 指導教員の授業科目（ઐ修科目）を含む １１科目 22 ୯位以上
ୠしɺॴଐઐ修分໺科目͔܈ら 6 科目 １2 ୯位以上

特 ผ 研 究 指導教員の授業科目（ઐ修科目）　4 科目 8 ୯位
ඞཁ୯位数の合計 30 ୯位以上
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ᶇ 学位त༩基準・論文৹ࠪ基準
学位त༩基準

　ຊ研究科修士課程にॴ定の期ؒ在学しɺ修了にඞཁな୯位（30 ୯位以上）の修得および特ผ研究科目のཤ修をܦてɺ学位規程

に基ͮく学位論文৹ࠪに合格した者に授༩する。

論文৹ࠪ基準

　年 １ճの修士学位論文தؒൃ表会又は修士論文ൃ表会でのൃ表を義຿付ける。

　৹ࠪにはɺ修士論文৹ࠪൃ表会時の࣭ٙ応౴ɺおよび৹ࠪ会における研究課題試験の実施を含む。

　学位（修士）論文の৹ࠪにあたってはɺ౎ࢢ৘ใ学研究科の学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）に基ͮきɺ以下の項目について

総合的に評価する。

１ɽ学位ਃ੥者がओମ的に取り組んだ研究成果であること

2ɽ論文（研究ςーϚ）の໰題ઃ定が明֬に示されɺ学ज़的あるいは社会的なҙ義を༗すること

3ɽ論文の৽規ੑ又はಠ૑ੑが含まれていること

4ɽઌ行研究ௐࠪ΍事実ௐࠪが適切でありɺ研究の位置ͮけを明示していること

5ɽ研究の方法が目的にԊったものでありɺ明͔֬つ۩ମ的に記ड़されていること

6ɽ研究目的ɺ分析ɺ結果ɺ࡯ߟの過程においてɺ論ࢫが一؏していること

7ɽ学ज़論文としてのମܥ的なߏ成ɺ語法ɺ文ষ表ݱɺ文ݙのҾ用等が適切になされていること

8ɽ論文಺༰のൃ表と࣭ٙに対する応౴がɺ論理的͔つ明解におこなわれたこと

9ɽ学ज़研究がैう΂き規ൣと研究倫理を守っていること

ᶈ 研究ࢦಋϓϩηε

೥࣍ ݄ ߲໨ ಺༰ ओͳ研究ࢦಋ

ೖ学前
（ೖ学ݧࢼग़ئ）

指導教員ड入֬認
研究計画書の提出

指導教員のঝ認を得て出ئ
入学試験のड験

1೥࣍

û ݄

入学時ΦϦΤンςーγϣン

授業科目のཤ修ొ࿥

前期։講授業科目のཤ修։࢝
研究計画書の作成
・研究ςーϚɺԾ題目ɺ研究方法等の૬ஊ

課程における学修と研究に関する基ຊ的
事項のઆ明
・研究科の 3 ポϦγーの֬認
・学事（学位論文ɺ学位ਃ੥ɺ学位৹ࠪ）
のઆ明
・研究倫理教育
ओ指導教員のݸผ指導によりཤ修科目を
ܾ定

ओ指導教員のݸผ指導により作成ɺ෭指
導教員のબ出

指導教員による研究指導
ʰ特ผ研究ᶗ （ɦ4 〜 8 月）
・研究倫理
・基ૅ理論
・研究方法
・ௐࠪख法
・研究関係৘ใऩू
・研究ަ流のҙ義

ý ݄ 研究計画書の提出

9 ݄ 後期։講授業科目のཤ修։࢝

指導教員による研究指導
ʰ特ผ研究ᶘ （ɦ9 〜 3 月）
・研究のల։
・研究のൃల
・ௐࠪɺऩू৘ใの分析
・研究ަ流
・学会等参加ɺൃ表推঑

11 ݄
修士論文のԾ題目作成
・研究ςーϚɺ研究進௙を౿ま͑て૬ஊ

ओ指導教員のݸผ指導に基ͮき作成
・研究ςーϚɺ研究進௙との੔合ੑ

1 ݄

修士論文Ծ題目ಧ提出
தؒൃ表の準උ։࢝

・ൃ表ཁࢫɺൃ表スライドの作成
・தؒൃ表の࿅श

தؒൃ表の಺༰とൃ表方法はओ指導教員
とଧ合せ
ൃ表ཁࢫɺൃ表スライドの作成指導と֬認
தؒൃ表のγϛュレーγϣン（ओ指導教員ɺ
෭指導教員）

2 ݄

学位論文ެௌ会及び修士論文ൃ表会
（ௌ講）

学位授༩ਃ੥者（博士後期課程及び修士
課程）のൃ表をௌ講
・ࣗ਎の研究ൃ表のイϝージͮくり
・他者の研究ൃ表による஌ࣝ΍ߟࢥのਂԽ
・研究成果としての論文のߏ造೺Ѳ

தؒൃ表会（ൃ表）
・ௌ講者による࣭ٙ実施
・ௌ講者による評価実施

学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）の達
成度ݱঢ়֬認



øýú

法
学
研
究
科

経
営
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

薬
学
研
究
科

都
市
情
報
学
研
究
科

人
間
学
研
究
科

総
合
学
術
研
究
科

೥࣍ ݄ ߲໨ ಺༰ ओͳ研究ࢦಋ

2೥࣍

û ݄
ʙ

8 ݄

在学生ガイμンス 課程における学修と研究に関する基ຊ的
事項の֬認
・学事（学位論文作成ɺ学位ਃ੥ɺ学位৹ࠪ）
・研究倫理

指導教員による研究指導
ʰ特ผ研究ᶙ （ɦ4 〜 8 月）
・研究成果の論文へのల։
・論文の組み立て
・研究ަ流
・学会等参加ɺൃ表推঑

前期։講授業科目のཤ修։࢝

学位授༩ਃ੥の準උ։࢝
・論文作成ཁྖɺ論文提出ཁྖの֬認

・論文৹ࠪ基準の֬認

論文作成についてओ指導教員によりݸผ
指導
ओ指導教員により論文৹ࠪ基準ॆ足を֬認

9 ݄ 後期։講授業科目のཤ修։࢝

指導教員による研究指導
ʰ特ผ研究ᶚ （ɦ9 〜 １月）
・修士論文׬成
・ൃ表指導
・研究ަ流
・学会等参加ɺൃ表推঑

11 ݄ 修士論文題目の֬定 ओ指導教員の指導に基ͮきܾ定

12 ݄

修士論文題目ಧの提出

修士論文ߘݪの׬成
修士論文ൃ表会の準උ

修士論文৹ࠪҕ員会のߏங
（ओ指導教員による৹ࠪҕ員のબ出）

研究科ҕ員会において৹ࠪҕ員会の৹ٞ
ओ指導教員による֬ߘݪ認
ओ指導教員によるൃ表のݸผ指導ɺதؒ
ൃ表͔らの改ળを֬認

1 ݄
学位授༩のਃ੥
・修士論文ɺඞཁ書ྨの提出

2 ݄

修士論文ൃ表会（ൃ表）
・ൃ表 20 分ɺ࣭ٙ応౴ １0 分
・ௌ講者による評価実施

学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）の達
成度֬認

৹ࠪ会（最ऴ試験及び論文৹ࠪ） ৹ࠪҕ員会による最ऴ試験ɺ論文৹ࠪ実施
৹ࠪҕ員会（ओࠪ）による৹ࠪ結果ใࠂ
研究科ҕ員会において学位授༩合൱൑定
大学ٞڠ会において学位授༩৹ࠪ結果の
৹ٞと修了認定

தؒൃ表会（ௌ講）

ú ݄ 修了˻学位授༩ɿ修士（౎ࢢ৘ใ学）˼

	2
 博士後期課程
ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧

ઐ修
分໺ 科目܈ 授　業　科　目

୯位数
୲　当　教　員

講義 特घ
研究

社

会

シ

ス

テ

ム

学

総
合

政
策 総 合 ੓ ࡦ 特 講 2 Ҵ༿　ઍ੖・大໺　ӫ࣏・ঢ　　लथ・ٶຊ　༝ل
都
市

政
策 ౎ ࢢ ੓ ࡦ 特 講 2 ੺໦　博文・ాח　ൟଇ・ౡా　߁ਓ
情
報

数
理 ৘ ใ 数 理 特 講 2 Ӊ໺　　ོ・ࢁ୩　　ࠀ・ླ໦　३生・水໺　ོ文

社会৘ใγスςϜ学特घ研究ᶗ 2

੺໦　博文・Ҵ༿　ઍ੖・大໺　ӫ࣏・ాח　ൟଇ・ঢ　　लथ・
ʤླ໦　३生ʥ・ʤٶຊ　༝لʥ

社会৘ใγスςϜ学特घ研究ᶘ 2

社会৘ใγスςϜ学特घ研究ᶙ 2

社会৘ใγスςϜ学特घ研究ᶚ 2

社会৘ใγスςϜ学特घ研究ᶛ 2

社会৘ใγスςϜ学特घ研究ᶜ 2

ਓؒ৘ใγスςϜ学特घ研究ᶗ 2

Ӊ໺　　ོ・ౡా　߁ਓ・ࢁ୩　　ࠀ・水໺　ོ文

ਓؒ৘ใγスςϜ学特घ研究ᶘ 2

ਓؒ৘ใγスςϜ学特घ研究ᶙ 2

ਓؒ৘ใγスςϜ学特घ研究ᶚ 2

ਓؒ৘ใγスςϜ学特घ研究ᶛ 2

ਓؒ৘ใγスςϜ学特घ研究ᶜ 2
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ઐ修
分໺ 科目܈ 授　業　科　目

୯位数
୲　当　教　員

講義 特घ
研究

都

市

創

造

学

総
合

環
境 総 合 ؀ ڥ 特 講 2 ฑ୩　༑߳・খ஑　　૱・ு　　ঢ平・৿ਿ　խ࢙
都
市

基
盤 ౎ ࢢ 基 ൫ 特 講 2 ਿӜ真一࿠・෱ౡ　　ໜ・एྛ　　୓
情
報

基
盤 ৘ ใ 基 ൫ 特 講 2 ُҪ　ӫ࣏・੢໺　ོయ・ਿӜ　　৳

社 会 基 ൫ ૑ 造 学 特 घ 研 究ᶗ 2

ฑ୩　༑߳・ਿӜ真一࿠・एྛ　　୓・੢໺　ོయ・ਿӜ　　৳

社 会 基 ൫ ૑ 造 学 特 घ 研 究ᶘ 2

社 会 基 ൫ ૑ 造 学 特 घ 研 究ᶙ 2

社 会 基 ൫ ૑ 造 学 特 घ 研 究 ᶚ 2

社 会 基 ൫ ૑ 造 学 特 घ 研 究ᶛ 2

社 会 基 ൫ ૑ 造 学 特 घ 研 究 ᶜ 2

౎ ࢢ ؀ ڥ ૑ 造 学 特 घ 研 究ᶗ 2

ُҪ　ӫ࣏・খ஑　　૱・ு　　ঢ平・෱ౡ　　ໜ・৿ਿ　խ࢙

౎ ࢢ ؀ ڥ ૑ 造 学 特 घ 研 究ᶘ 2

౎ ࢢ ؀ ڥ ૑ 造 学 特 घ 研 究ᶙ 2

౎ ࢢ ؀ ڥ ૑ 造 学 特 घ 研 究 ᶚ 2

౎ ࢢ ؀ ڥ ૑ 造 学 特 घ 研 究ᶛ 2

౎ ࢢ ؀ ڥ ૑ 造 学 特 घ 研 究 ᶜ 2

※ʤ　ʥは෭指導教員

ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生は 3 年以上在学しɺ授業科目のத͔ら１部໳（特講 2 ୯位ɺ特घ研究ᶗ〜ᶜの合計１2 ୯位）をબ定しɺこれを学生のઐ修
科目とする。またɺ後ड़ᶅの修了ཁ݅をຬたす計１6 ୯位以上の科目をཤ修しɺ修得しなけれ͹ならない。
2ɽઐ修科目の特घ研究を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠ
についてɺͦの指導をडけるものとする。
3ɽ博士の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとする。

ᶅ 修ྃཁ݅
特 講 科 目 指導教員の授業科目（ઐ修科目）を含む 2 科目 4 ୯位以上
特 घ 研 究 指導教員の授業科目（ઐ修科目）6 科目 １2 ୯位
ඞཁ୯位数の合計 １6 ୯位以上

ᶆ 学位त༩基準・論文৹ࠪ基準
学位त༩基準
　ຊ研究科博士後期課程にॴ定の期ؒ在学しɺ修了にඞཁな୯位（１6 ୯位以上）の修得および特घ研究科目のཤ修をܦてɺ学位
規程に基ͮく学位論文৹ࠪに合格した者に授༩する。

学位त༩ਃ੥基準
１）学位ਃ੥論文の಺༰に関࿈しɺ「ࠪಡ付き論文 2 ݅以上」をൃ表もしくはൃ表ܾ定であること。ただしɺൃ表ഔମは࣍のいず
れ͔でɺ2 ݅の಺ １݅は①であることとする。
①　学ज़的にવる΂き学会もしくはஂମ等によって৹ࠪのう͑ɺ掲載がڐՄされたもの
ᶄ　ͦの他大学院౎ࢢ৘ใ学研究科ҕ員会博士後期課程部会がࠪಡ付き論文૬当と認Ίるもの
・౎ࢢ৘ใ学部がൃ行する「౎ࢢ৘ใ学研究」
・大学等の研究機関がൃ行するلཁ等
・アϒストラΫト৹ࠪをܦたࠃ際的な学会・会ٞにおけるӳ文ঞ࿥

2）論文等はɺݪଇとして学位ਃ੥者がୈ一ஶ者であるものとする。

論文৹ࠪ基準
　৹ࠪにはɺ学位論文ެௌ会時の࣭ٙ応౴ɺおよび৹ࠪ会における研究課題試験の実施を含む。
　学位（博士）論文の৹ࠪにあたってはɺ౎ࢢ৘ใ学研究科の学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）に基ͮきɺ以下の項目について
総合的に評価する。
１ɽ学位ਃ੥者がओମ的に取り組んだ研究成果であること
2ɽ論文（研究ςーϚ）の໰題ઃ定が当該分໺の学໰的஝ੵを౿ま͑て明֬に示されɺ学ज़的あるいは社会的なҙ義を༗すること
3ɽ論文の৽規ੑ又はಠ૑ੑが明示されɺ当該分໺の学໰のൃలにݙߩできる಺༰を含むこと
4ɽઌ行研究ௐࠪ΍事実ௐࠪが適切でありɺ研究の学ज़的あるいは社会的位置ͮけを明示していること
5ɽ研究の方法が目的にԊったものでありɺ明͔֬つ۩ମ的に記ड़されていること
6ɽ研究目的ɺ分析ɺ結果ɺ࡯ߟの過程においてɺ論ࢫが一؏していること
7�ɽ学ज़論文としてのମܥ的なߏ成ɺ語法ɺ文ষ表ݱɺ文ݙのҾ用等が適切になされておりɺެ։する論文としてのମࡋが੔ってい
ること
8ɽ論文಺༰のൃ表と࣭ٙに対する応౴がɺ論理的͔つ明解におこなわれたこと
9ɽ学ज़研究がैう΂き規ൣと研究倫理を守っていること
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ᶇ 研究ࢦಋϓϩηε

೥࣍ ݄ ߲໨ ಺༰ ओͳ研究ࢦಋ

ೖ学前
（ೖ学ݧࢼग़ئ）

指導教員ड入֬認
研究計画書の提出

指導教員のঝ認を得て出ئ
入学試験のड験

1೥࣍

û ݄

入学
入学時ΦϦΤンςーγϣン

授業科目のཤ修ొ࿥

前期։講授業科目のཤ修։࢝
研究計画書の作成
・研究ςーϚɺԾ題目ɺ研究方法等の૬ஊ

課程における学修と研究に関する基ຊ的
事項のઆ明
・研究科の 3 ポϦγーの֬認
・学事（学位論文ɺ学位ਃ੥ɺ学位৹ࠪ）
のઆ明
・研究倫理教育
ओ指導教員のݸผ指導によりཤ修科目を
ܾ定

ओ指導教員のݸผ指導により作成ɺ෭指
導教員のબ出

指導教員による研究指導
ʰ特घ研究ᶗ （ɦ4 〜 8 月）
・研究倫理
・研究ɺௐࠪ方法とアϓ
ϩーν
・研究関係৘ใऩू
・研究のԾઃと実ੑݱ

ý ݄ 研究計画書の提出

9 ݄ 後期։講授業科目のཤ修։࢝

指導教員による研究指導
ʰ特घ研究ᶘ （ɦ9 〜 3 月）
・ઌ行研究のレϏュー
・研究アϓϩーν
・研究文ݙのࡧݕと活用
・研究へのల։
・研究のൃల
・ௐࠪɺऩू৘ใの分析
・研究ަ流
・学会等参加ɺൃ表推঑
・h ౎ࢢ৘ใ学研究ʱへの
౤ߘ推঑

11 ݄ 学位論文のԾ題目ݕ౼
・研究ςーϚɺ研究進௙を౿ま͑て૬ஊ

ओ指導教員のݸผ指導に基ͮき作成
・研究ςーϚɺ研究進௙との੔合ੑ

1 ݄

学位論文Ծ題目ಧ提出
தؒൃ表の準උ։࢝

・ൃ表ཁࢫɺൃ表スライドの作成
・தؒൃ表の࿅श

தؒൃ表の಺༰とൃ表方法はओ指導教員
とଧ合せ
ൃ表ཁࢫɺൃ表スライドの作成指導と֬認
தؒൃ表のγϛュレーγϣン（ओ指導教員ɺ
෭指導教員）

2 ݄

学位論文ެௌ会及び修士論文ൃ表会
（ௌ講）

学位授༩ਃ੥者（博士後期課程及び修士
課程）のൃ表をௌ講
・ࣗ਎の研究ൃ表のイϝージͮくり
・他者の研究ൃ表による஌ࣝ΍ߟࢥのਂԽ
・研究成果としての論文のߏ造೺Ѳ

தؒൃ表会（ൃ表）
・ௌ講者による࣭ٙ実施
・ௌ講者による評価実施

学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）の達
成度ݱঢ়֬認

2೥࣍

û ݄

ʙ

ü ݄

在学生ガイμンス

授業科目のཤ修ొ࿥
前期։講授業科目のཤ修։࢝
研究計画書の作成
・研究ςーϚɺԾ題目ɺ研究方法等の֬認

課程における学修と研究に関する基ຊ的
事項の֬認
・学事（学位論文作成ɺ学位ਃ੥ɺ学位৹ࠪ）
・研究倫理
ओ指導教員のݸผ指導によりܾ定

ओ指導教員のݸผ指導により作成ɺ෭指
導教員の֬認
論文৹ࠪ基準におけるཁ݅の֬認と指導

指導教員による研究指導
ʰ特घ研究ᶙ （ɦ4 〜 8 月）
・学会等でのൃ表準උ
・ઌ行研究の活用
・研究ަ流

ý ݄ 研究計画書の提出

9 ݄ 後期։講授業科目のཤ修։࢝

指導教員による研究指導
ʰ特घ研究ᶚ （ɦ9 〜 3 月）
・学会等でのൃ表
・ࠪಡ論文へのల։と౤
準උߘ
・学位論文のߏ造
・学位論文へのల։
・h ౎ࢢ৘ใ学研究ʱへの
౤ߘ推঑
・ࠪಡ論文の౤ߘ
・研究ަ流

11 ݄ 学位論文のԾ題目ݕ౼
・研究ςーϚɺ研究進௙を౿ま͑て૬ஊ

ओ指導教員のݸผ指導に基ͮき作成
・研究ςーϚɺ研究進௙との੔合ੑ

1 ݄

学位論文Ծ題目ಧ提出
தؒൃ表の準උ։࢝

・ൃ表ཁࢫɺൃ表スライドの作成
・தؒൃ表の࿅श

தؒൃ表の಺༰とൃ表方法はओ指導教員
とଧ合せ
ൃ表ཁࢫɺൃ表スライドの作成指導と֬認
தؒൃ表のγϛュレーγϣン（ओ指導教員ɺ
෭指導教員）

2 ݄

学位論文ެௌ会及び修士論文ൃ表会
（ௌ講）

学位授༩ਃ੥者（博士後期課程及び修士
課程）のൃ表をௌ講
・ࣗ਎の研究ൃ表のイϝージͮくり
・他者の研究ൃ表による஌ࣝ΍ߟࢥのਂԽ
・研究成果としての論文のߏ造೺Ѳ

தؒൃ表会（ൃ表）
・ௌ講者による࣭ٙ実施
・ௌ講者による評価実施

学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）の達
成度ݱঢ়֬認
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೥࣍ ݄ ߲໨ ಺༰ ओͳ研究ࢦಋ

ú೥࣍

û ݄
ʙ

8 ݄

在学生ガイμンス

学位授༩ਃ੥の準උ։࢝
・論文作成ཁྖɺ論文提出ཁྖの֬認
・論文৹ࠪ基準の֬認

課程における学修と研究に関する基ຊ的
事項の֬認

論文作成についてओ指導教員によりݸผ
指導
ओ指導教員により論文৹ࠪ基準ॆ足を֬認

指導教員による研究指導
ʰ特घ研究ᶛ （ɦ4 〜 8 月）
・ࠪಡ論文の学位論文へ
のల։

・研究成果のまとΊとల։
・研究ަ流

9 ݄

学位論文題目の֬定
学位論文ߘݪの׬成
学位論文ൃ表会の準උ

ओ指導教員の指導に基ͮきܾ定
ओ指導教員による֬ߘݪ認
ओ指導教員によるൃ表のݸผ指導ɺதؒ
ൃ表͔らの改ળを֬認 指導教員による研究指導

ʰ特घ研究ᶜ （ɦ9 〜 １月）
・学位論文の׬成
・ൃ表指導
・研究ަ流

11 ݄

学位授༩のਃ੥
・学位論文ɺඞཁ書ྨの提出
学位論文題目ಧの提出

学位論文৹ࠪҕ員会のߏங
（ओ指導教員による৹ࠪҕ員のબ出）

研究科ҕ員会において学位授༩及び৹ࠪ
ҕ員会の৹ٞ

1 ݄ 学位論文ެௌ会の準උ ओ指導教員によるൃ表のݸผ指導ɺதؒ
ൃ表͔らの改ળを֬認

2 ݄

学位論文ެௌ会（ൃ表）
・ൃ表 40 分ɺ࣭ٙ応౴ 20 分
・ௌ講者による評価実施

学位授༩方਑（ディϓϩϚポϦγー）の達
成度֬認

৹ࠪ会（最ऴ試験及び論文৹ࠪ） ৹ࠪҕ員会による最ऴ試験ɺ論文৹ࠪ実施
৹ࠪҕ員会（ओࠪ）による৹ࠪ結果ใࠂ
研究科ҕ員会において学位授༩合൱൑定
大学ٞڠ会において学位授༩৹ࠪ結果の
৹ٞと修了認定

தؒൃ表会（ௌ講）

ú ݄ 修了˻学位授༩ɿ博士（౎ࢢ৘ใ学）˼



øýþ

法
学
研
究
科

経
営
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

薬
学
研
究
科

都
市
情
報
学
研
究
科

人
間
学
研
究
科

総
合
学
術
研
究
科

ਓ ؒ 学 研 究 Պ
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人間学研究科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

人間学研究科は、人間に関するテーマを探求 ･ 展開できる研究能力とともに、総合的で柔軟な判断力、
多元的 ･ 複雑化した社会で求められるコミュニケーション能力、高い公共性と倫理性を備えた人材の
養成を目的とする。

修士課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

　ਓؒ学研究科 修士課程はɺຊ学の立学のਫ਼ਆとɺຊ研究科のਓࡐཆ成目的である「ਓؒに関するςーϚを୳ٻ・ల։できる研究ೳྗ
とともにɺ総合的でॊೈな൑அྗɺଟݩ的・ෳࡶԽした社会でٻΊられるίϛュχケーγϣンೳྗɺߴいެੑڞと倫理ੑをඋ͑たਓࡐの
ཆ成」にもとͮきɺ࣍の資࣭・ೳྗを਎につけた学生に修士（ਓؒ学）の学位を授༩します。

①ਓؒをΊ͙るॾ໰題についてɺͦのຊ࣭を分析し解ܾの方ࡦを૑出できるਂい஌ࣝɺެੑڞと倫理のあり方について͑ߟられるߴい
。できる࡯ߟを࣋ͪɺਓؒと社会のありようを学際的ɺ総合的͔つ論理的にਂくࣝݟ
ᶄ日ຊ文Խ΍ଟ༷な文Խへのਂい理解を背景にしてɺਓؒ΍社会をਂく理解しɺさまざまなਓとڠௐしてίϛュχケーγϣンをとりɺ
ࣗ分のओுを఻͑ɺਓとਓとのަ流をࢧԉできɺ社会のある΂き࢟について提ݴできる。
ᶅ社会΍組৫のߏ造を理解しɺߏ成員としてଟ༷な໾ׂを果たすことができるようにɺ生֔にわたってओମ的ɺࣗ立的に୳究するೳྗ
とڠಇするೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

　ਓؒ学研究科　ਓؒ学ઐ߈　修士課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資 ・࣭ೳྗを਎につけさせるたΊɺίー
スϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺઐ໳分໺である৺理ɺ社会・教育ɺࠃ際ίϛュχケーγϣンの 3 分໺のいずれ͔にॏきをおきつつɺྡ઀する他
分໺に関する஌ݟを修得することでɺਓؒに関するςーϚを୳ٻ・ల։できる研究ೳྗとともにɺ総合的でॊೈな൑அྗɺଟݩԽ・
ෳࡶԽした社会でٻΊられるίϛュχケーγϣンೳྗɺߴいެੑڞと倫理ੑをඋ͑ることができるようɺ講義・ԋश科目である「ઐ
໳科目」および「関࿈科目」を഑置する。またɺ3 分໺૬ޓの関࿈ੑの理解΍ڞ通する研究方法ɺίϛュχケーγϣンೳྗの修得を
目指す「ڞ通科目」を １年࣍に഑置する。授業科目のબ定にあたってはɺ学生がࣗらの研究計画に基ͮいて適切な科目ཤ修を行うこ
とができるようにɺ指導教員がॱ࣍ੑ΍授業ܗ態等をྀߟしたཤ修指導を行う。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教授がܧଓ的でɺݸผ的な一؏ੑのある研究指導を行う「ਓؒ学特ผ研究」によりɺ修士論文の作成過
程を通じɺٸ଎に進んだάϩーόルԽのதでݦ在Խしたॾ課題に対しɺ「ݱ実を౿ま͑೪りڧくަবするೳྗ」「ҙݟの対立をௐఀ
するೳྗ」「৽しくɺಠ૑ੑのあるൃ૝を൐った૝૾ྗ」により解ܾを導くことのできるਓࡐをཆ成する。
ᶅ 1B-学शɺ学生ಉ士の૬ޓ教授 	QFFS UVUPSJOH
ɺগਓ数ڠಉ学शといったগਓ数・૒方向ੑを֬อした授業ମ制の下ɺ学生ؒの
ີ઀なίϛュχケーγϣンをଅ進しɺ学生がࣗݾओ導ݾࣗ・ܕ評価ܕのখάルーϓ学शを通じて課題をൃݟできるೳ動的学修を਎に
つけることでɺকདྷの進࿏に向けたೳྗとҙཉのᔻཆをਤるとともにɺ他者΍他社会ɺ他文Խとの૬ޓ理解΍ίϛュχケーγϣンが
できるようにする。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準に基ͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺਓؒ学
研究科修士課程の学位論文৹ࠪ基準に基ͮき৹ࠪする。またɺ指導教員がɺ学生の進࿏΍関৺に基ͮいたݸผ指導を行うことによりɺ
。ʑの達成度とࣗ਎の進࿏΍関৺にԊったࣗओ的な学びをଅ進することができるようにするݸ

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

　ਓؒ学研究科ਓؒ学ઐ߈修士課程はɺຊઐ߈の教育理೦・教育目標を理解しɺ学部の教育課程等における学修を通じてɺ࣍ のような資 ・࣭
ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①ਓؒの৺ɺ教育΍社会ɺଟ༷な文Խ・価஋؍΍ࠃ಺֎の社会৘੎に関する基ૅ஌ࣝを਎につけている。
ᶄࣗ਎のઐ߈する分໺に対してڧい஌的ح޷৺をもっていることはもとよりɺ෯޿い学໰分໺に関৺をもͪつつɺ社会にݙߩするࢤを
もつ。
ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺ社会及び学໰のൃలにݙߩするたΊɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研究をଓけるҙཉがある。

01

02

03
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1ɽओͳ೥ؒ行ࣄ
前　期 後　期

４
月

入学ࣜ
在学生ガイμンス � ৽入生ΦϦΤンςーγϣン
前期授業։࢝・定期݈߁਍அ

９
月 後期授業։࢝

１0
月 修士学位論文提出ཁ項഑෍

１１
月 大学ࡇ

７
月 前期授業ऴ了

１2
月 年಺授業ऴ了・ౙٳقՋ期ؒ８

月 ՆٳقՋ期ؒ � ूத講義期ؒ

９
月 ʬ9月修了ʭ修了ࣜ

１
月

授業࠶։
後期授業ऴ了・修士学位論文提出

２
月

修士学位論文ൃ表会
修士学位論文ޱ಄試໰

３
月 修了ࣜ

˞ৄし͍೔程͸ɺ໊৓大学ΧϨϯμʔΛࢀরして͍ͩ͘͞ɻ

2ɽਓؒ学研究Պに͍ͭて
　ਓؒ学研究科の理೦はɺ「஌ࣝ基൫社会」においてɺ絶͑ず進లする஌ࣝ・ٕज़をɺ社会生活のதにެ正͔つ༗ޮに生͔しɺͦこに

ଟ༷なਓʑが参画できる৽しい活動を૑出していくことのできるਓؒɺͦのようなҙຯで৽たなΩϟϦアを։୓していく「࣍ߴな実ફ的

教ཆਓ」を育成することにあります。

　この理೦を実ݱするたΊにඞཁな目的としてɺ「ਓؒに関するςーϚを୳究・ల։できる研究ೳྗ」ɺ「総合的でॊೈな൑அྗ」ɺ「ଟݩ

Խ・ෳࡶԽした社会でٻΊられるίϛュχケーγϣンೳྗ」ɺ「ߴいެੑڞと倫理ੑ」を掲げɺこれの֫得を果たす΂く教育研究活動を実

ફしていきます。
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úɽཤ修ཁ߲
（1）त業Պ໨一覧

科
目
区
分

授 業 科 目 ഑ 当
年 ࣍

୯ 位 数

ཤ修ཁ݅必
　
　
修

選
択
必
修

選
　
　
択

共
通
科
目

ਓ ؒ 学 特 ผ ԋ श １ 2
4 ୯位

ί ϛ ュ χ ケ ー γ ϣ ン 特 ผ ԋ श １ 2

専

門

科

目

教 育 基 ൫ ։ ൃ 学 特 論 １ 2

１6 ୯位以上

ྟ চ 教 育 ৺ 理 学 特 論 １ŋ2 2

教 育 ਓ ؒ 行 動 学 特 論 １ŋ2 2

社 会 ৺ 理 学 特 論 １ŋ2 2

݈ ߁ ৺ 理 学 特 論 １ŋ2 2

ਓ ؒ ܗ 成 基 ࣠ 論 特 論 １ 2

学 ߍ 教 育 文 Խ 特 論 １ŋ2 2

Ո ଒ 関 係 社 会 学 特 論 １ŋ2 2

社 会 学 理 論 特 論 １ 2

社 会 ί ϛ ュ χ ケ ー γ ϣ ン 特 論 １ŋ2 2

ެ ڞ ੑ と ݱ ୅ 社 会 特 論 １ŋ2 2

౎ ࢢ 文 Խ ؀ ڥ 学 特 論 １ŋ2 2

ྺ ࢙ 社 会 論 特 論 １ŋ2 2

ݴ 語 ί ϛ ュ χ ケ ー γ ϣ ン 特 論 １ 2

ӳ ถ 文 学 特 論 １ŋ2 2

ӳ 語 学 特 論 １ 2

ݴ 語 学 特 論 １ŋ2 2

ଟ 文 Խ ڞ 生 特 論 １ŋ2 2

Ϥ ー ϩ ο ύ 文 Խ 特 論 １ŋ2 2

関
連
科
目

学 ֎ 語 学 研 修 １ŋ2 2

2 ୯位以上教 育 社 会 ௐ ࠪ １ŋ2 2

ൃ 達 ৺ 理 学 ԋ श １ŋ2 2

研
究
指
導
科
目

ਓ ؒ 学 特 ผ 研 究 １ŋ2 8 8 ୯位

合　計 １2 １8 ୯位以上 30 ୯位以上
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ҭ課程ڭ（2）
　大学院ਓؒ学研究科ではɺ学生が෯޿く学際的なཤ修をՄೳとするたΊɺ１学年を前期・後期に۠分するηϝスター制度を導入して

います（ਓؒ学特ผ研究をআく授業科目を൒期։講ʹ１科目 2 ୯位）。

（ú）ཤ修ํ๏
①学生はɺ2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹ならない。

ᶄ授業科目のத͔らɺඞ修科目 １2 ୯位ɺબ୒科目 １8 ୯位以上（関࿈科目を 2 ୯位以上含むこと）をཤ修しなけれ͹ならない。

　またɺຊ研究科の教育課程以֎にもɺ他研究科授業科目のཤ修を１0 ୯位まで認Ίる。

ᶅਓؒ学特ผ研究を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ɺͦの他研究一ൠについてɺ

ͦの指導をडけるものとする。

ᶆ修士学位論文はɺ研究指導科目について提出するものとする。

（û）修ྃཁ݅
　ຊ大学院にɺ2 年以上在学しɺ修了にඞཁな୯位としてɺ30 ୯位以上を修得しɺ׌つɺඞཁな研究指導をडけた上でɺຊ大学院が

行う修士学位論文৹ࠪ及び試験に合格すること。

（ü）学位त༩基準
①ຊ研究科に 2 年以上在学しɺඞ修科目 １2 ୯位ɺબ୒科目 １8 ୯位以上をཤ修しɺ計 30 ୯位以上を修得しなけれ͹ならない。

ᶄ研究指導を୲当する教員を指導教員としɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ɺͦの他研究一ൠについて指導をडけるものとする。

ᶅ修士学位論文を提出しɺͦの৹ࠪおよび試験に合格しなけれ͹ならない。

（ý）修士学位論文の৹ࠪํ๏
　ਓؒ学研究科の学位論文৹ࠪはɺ学位授༩方਑に基ͮきɺ࣍の（7）に示す学位論文৹ࠪ基準の 7 項目を৹ࠪ基準として行われる。

研究科のશ୲当教員が出席する修士論文ൃ表会ɺおよびओࠪ １名と෭ࠪ 2 名によるޱ಄試໰において論文৹ࠪを行う。学位৹ࠪの

最ऴ的な合൱൑定はɺओࠪと෭ࠪによって作成される৹ࠪใࠂ書に基ͮいて研究科ҕ員会においてܾ定される。

（7）修士学位論文৹ࠪ基準
①論文ςーϚの明֬ੑ

　ςーϚのઃ定についてɺ研究の背景ɺ࿮組みɺ学໰的ҙ義及びඞཁੑが明֬にड़΂られていること

ᶄ研究方法のଥ当ੑ

　ਓؒ学のਫ਼ਂな学ࣝを౿ま͑てɺ研究課題ɺ研究対৅に;さわしい学ज़上ɺ倫理上の研究方法及び؍٬的データ΍࢙資料を౿ま

͑た分析が用いられていること

ᶅઌ行研究との関࿈ੑ

　ઌ行研究を理解しɺ立論したう͑でɺ当該分໺の研究動向のதに研究成果が位置ͮけられていること

ᶆ論ࢫの一؏ੑ

　論文としてମܥ的にߏ成されておりɺ研究目的ɺ分析ɺ結果ɺ࡯ߟの過程において論拠が示されɺ論ࢫが明շで一؏していること

ᶇ学ज़的・社会的なݙߩ

　学ज़的なಠ૑ੑɺॏཁੑがありɺਓؒ学をల։する৽たなࢹ点ɺ論点ɺ஌ݟを提示しɺ社会的ཁ੥にも応͑るՄೳੑを࣋つもの

であること

ᶈ論文のମࡋ

が੔͑られていることࡋが一؏しɺମࣜܗなどのݙ文ߟなどのϛスがなくɺҾ用ɺ஫ɺ参ࣈɺ୤ࣈޡ　

ᶉ表ݱ・書記法の適切ੑ

　論文が文法的・語法的に正しくɺ適切な表ݱと書記法によって記ड़されていること
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ûɽ研究εέδϡʔϧ
会員委科究研員教導指生学月次年

4 入学　指導教員決定 指導教員の決定

導指修履び及成作書画計究研成作書画計究研

年間スケジュール作成

始開の導指究研定決の題課究研

研究内容について副指導教員に相談 副指導教員からの指導 副指導教員2名の決定

導指の容内究研成完の画計究研な細詳5

研究課題に関する基礎理論の修得、研究課題に関す
る論文情報収集技術の修得

基礎理論の教授、論文情報収集技術の教授

研究課題に関する論文情報の科学的かつ論理的評価
能力の修得

論文情報の科学的かつ論理的評価方法の教授

研究課題に関する論文情報を自らの研究にフィード
バックできる能力の修得

研究テーマに関する論文情報の活用方法の教授

導指表発備準会表発

7 「人間学特別演習」発表会 発表会開催

導指表発備準会表発

催開会表発会表発」習演別特ンョシーケニュミコ「1

成績評価

導指表発備（リハーサル含む）準会表発間中2～3

4 年間スケジュール修正

中間発表5～6 発表会開催

認確終最容内査等調の員教導指副・員教導指主行遂の等験実・査調・接面

導指成作文論位学士修始開成作文論位学士修9

11 修士学位論文調書提出

1 修士学位論文提出 審査委員会の編成

修士学位論文修正指導

導指表発備（リハーサル含む）準会表発

査審文論位学士修るよに査副・査主導指表発備準会表発文論位学士修2

修士学位論文発表会・口頭試問 公開論文発表会・口頭試問実施

修士学位論文指導報告書作成

修士学位論文審査報告書

修士学位論文最終提出

審査委員会（合否判定）

3 修了式（大学院修了：学位授与） 修了認定（学位授与）

1
年
次

2
年
次

9 主指導教員・副指導教員へ進捗報告 進捗報告を受けての指導

主指導教員・副指導教員へ進捗報告 進捗報告を受けての指導
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૯ ߹ 学 ज़ 研 究 Պ

目　　　࣍

૯߹学ज़研究Պのਓࡐཆ成໨త　ͦのଞڭҭ研究上の໨త� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１74

1ɽओͳ೥ؒ行ࣄ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１76

2ɽ૯߹学ज़研究Պに͍ͭて�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１76

úɽཤ修ཁ߲�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１77

	１
 博士前期課程�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１77

① 授業科目および୲当教員一覧�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１77

ᶄ ཤ修方法�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１78

ᶅ 修了ཁ݅�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１79

ᶆ 学位授༩基準�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１79

ᶇ 論文৹ࠪ基準�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ１79
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総合学術研究科の人材養成目的
その他教育研究上の目的

総合学術研究科は、自然と人間、環境問題と科学技術のあり方に関する学際的研究を通じて、高度専
門職業人と優れた研究者の養成を目的とする。

博士前期課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈博士前期課程においてɺݪଇとして 2年以上在学し修了にඞཁな 30 ୯位以上を修得した上でɺॴ定の修士論
文の৹ࠪに合格しɺຊ学の立学のਫ਼ਆ及び研究科の目的にもとͮきɺࣗવ・ڥ؀科学分໺ではɺԽ学・生෺・ڥ؀関࿈の研究を通してɺ
ਓؒ科学分໺ではɺ৺理学・生໋科学関࿈の研究を通してɺ࣍の資 ・࣭ೳྗを਎につけた学生に対してɺ修士 	学ज़）の学位を授༩します。

①ઐ໳分໺の஌ࣝ及び倫理؍を਎につけɺࣗવとਓؒのڞ生に関わるॾ໰題をਂく࡯ߟしɺެ正な൑அをすることができる。
ᶄઐ໳分໺の研究ೳྗを༗しɺ社会におけるॾ໰題の解ܾのたΊにೳྗを活用できる。
ᶅ生֔にわたってࣗらのٕೳをߴΊɺ社会のߏ成員としてڠಇするೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈博士前期課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを学生が਎につけるたΊにɺ
ίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺԽ学・生෺・ڥ؀・৺理・生໋分໺のઐ໳஌ࣝの修得を目指す「ઐ໳ίア科目܈」を഑置する。授業科目のબ定にあたっ
てはɺ学生がࣗらの研究計画にもとͮいて適切な科目ཤ修を行うことができるようにɺ指導教員がॱ࣍ੑ΍授業ܗ態等をྀߟしたཤ
修指導を行う。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教授が一؏͔つܧଓ的でɺݸผ的な研究指導を行う「特ผ研究」によりɺ特定ςーϚに関する研究活動をਂΊɺ
ઐ໳分໺の研究方法とࣗવとਓؒのڞ生の理೦にԊった倫理؍を਎につけたਓࡐをཆ成する。
ᶅগਓ数・૒方向ੑを֬อした授業ܗ態をとり文理༥合にॏ点をおいた「総合ίア科目܈」によりɺࣗવ科学・ਓؒ科学の྆໘͔ら総
合的に୳究するたΊの基ૅ஌ࣝɺ୳究する態度と方法ɺ౼論とϓレθンςーγϣンのٕೳを育成する。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準にもとͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ総合学
ज़研究科博士前期課程の学位論文৹ࠪ基準にもとͮき৹ࠪする。またɺ指導教員と෭指導教員͔らなる論文指導ҕ員会がɺ学生の進
࿏΍関৺にもとͮいたݸผ指導を行うことによりɺݸʑの達成度とࣗ਎の進࿏΍関৺にԊったࣗओ的な学びをଅ進することができる
ようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈博士前期課程はɺຊ研究科の理೦・目的を理解しɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①Խ学ܥɺ生෺ܥɺڥ؀科学ܥɺ৺理ܥɺ݈ 。するೳྗを਎につけているٻのいずれ͔の分໺の基ૅ஌ࣝをもとに୳ܥɺ生໋科学ܥ科学߁
ᶄैདྷの学໰分໺の࿮を௒͑たより෯の޿いࢹ໺͔らࣗવ΍ڥ؀໰題ɺਓؒの޾෱・生きがいを௥ٻしたいという目的ҙࣝとɺ
１. Խ学・生෺・ڥ؀分໺の研究に取り組みɺͦのઐ໳ੑを活͔して社会で活༂したいというҙཉ
2. ਓؒ・社会・৺の໰題の研究に取り組みɺͦのઐ໳ੑを活͔して社会でݙߩしたいというࢤ
を࣋っている。
ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺ社会及び学໰のൃలにݙߩするたΊɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研究をଓけるҙࢤがある。
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博士後期課程

学位त༩ํ਑
%JQMPNB 1PMJDZ

総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈博士後期課程においてɺݪଇとして 3年以上在学しɺઐ修科目について研究指導をडけɺ修了にඞཁな 20 ୯
位以上を修得した上でɺॴ定の博士論文の৹ࠪ及び最ऴ試験に合格しɺຊ学の立学のਫ਼ਆ及び研究科の目的にもとͮきɺࣗવ・ڥ؀科学
分໺ではɺ෺࣭・生෺・ྖڥ؀Ҭのߴ度なઐ໳的研究を通してɺਓؒ科学分໺ではɺ৺理・生໋科学ྖҬのߴ度なઐ໳的研究を通してɺ
࣍の資࣭・ೳྗを਎につけた学生に対してɺ博士 	学ज़）の学位を授༩します。

①ઐ໳分໺のߴ度な஌ࣝ及びߴい倫理؍を਎につけɺࣗવとਓؒのڞ生に関わるॾ໰題を学ज़的な؍点͔らਂく࡯ߟしɺެ正な൑அを
することができる。
ᶄઐ໳分໺のߴ度な研究ೳྗを༗しɺ社会におけるॾ課題をൃݟしてͦの解ܾに向けた૑造的な研究活動をࣗ立して਱行できるೳྗを
਎につけている。
ᶅ生֔にわたってࣗらのٕೳをߴΊɺ社会のߏ成員としてڠಇするೳྗを਎につけている。

ҭ課程ฤ成ํ਑ڭ
$VSSJDVMVN 1PMJDZ

総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈博士後期課程はɺຊ研究科の教育目標を達成しɺ学位授༩方਑に示す資࣭・ೳྗを学生が਎につけるたΊにɺ
ίースϫーΫとϦαーνϫーΫを適切に഑置しɺ࣍のような方਑で教育課程をฤ成しɺ実施します。

①ίースϫーΫではɺ෺࣭・生෺・ڥ؀・ਓؒ・生໋の各分໺におけるߴ度なઐ໳஌ࣝを਎につけるたΊの「ηϛφー」を഑置する。
学生がࣗらの研究計画にもとͮいて適切な科目ཤ修を行うことができるようにɺ指導教員がཤ修指導を行う。
ᶄϦαーνϫーΫではɺ指導教授が一؏͔つܧଓ的でɺݸผ的な研究指導を行う「特घ研究」によりɺ෺࣭・生෺・ڥ؀・ਓؒ・生໋
の各分໺におけるߴ度な学ज़研究を行いɺஈ֊を௥った博士論文の作成を指導する。これらを通してɺઐ໳分໺のߴ度な研究方法と
ࣗવとਓؒのڞ生の理೦にԊったߴい倫理؍を਎につけɺࣗવとਓؒのڞ生を۩ମԽできるઐ໳的৬業ਓ・研究者をཆ成する。
ᶅগਓ数・૒方向ੑを֬อしたܗ態で文理༥合にॏ点をおいたதؒൃ表会を行うことによりɺ౼論とϓレθンςーγϣンのٕೳを育成
するとともにɺࣗવ科学・ਓؒ科学྆໘にわたる学ज़的な؍点͔らެ正な൑அができるೳྗの向上をਤる。学会ɺγンポジ΢Ϝ等に
ಉで研究を行ڞ的に参加することを推঑することによりɺকདྷの進࿏に向けたೳྗとҙཉのᔻཆをਤるとともにɺ他の研究者とۃੵ
う等学ज़上のަ流を行うたΊにඞཁなίϛュχケーγϣンೳྗを਎につける。
ᶆγラόスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準にもとͮきɺݫ格な成績評価と୯位認定を行う。学位論文についてはɺ総合学
ज़研究科博士後期課程の学位論文৹ࠪ基準にもとͮき৹ࠪする。またɺ指導教員と෭指導教員͔らなる論文指導ҕ員会がɺ学生の進
࿏΍関৺にもとͮいたݸผ指導を行うことによりɺݸʑの達成度とࣗ਎の進࿏΍関৺にԊったࣗओ的な学びをଅ進することができる
ようにする。

ೖ学ऀडೖΕํ਑
"ENJTTJPO 1PMJDZ

総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈博士後期課程はɺຊ研究科の理೦・目的を理解しɺ࣍のような資࣭・ೳྗを਎につけているਓをड入れます。

①Խ学ܥɺ生෺ܥɺڥ؀科学ܥɺ৺理ܥɺ݈߁科学ܥɺ生໋科学ܥのいずれ͔の分໺のઐ໳的஌ࣝを༗していてɺߴ度な研究を行うೳ
ྗを਎につけている。
ᶄैདྷの学໰分໺の࿮を௒͑たより෯の޿いࢹ໺͔らࣗવ΍ڥ؀໰題ɺਓؒの޾෱・生きがいを௥ٻするڧい目的ҙࣝとɺ
１. Խ学・生෺・ڥ؀分໺でߴ度な学ज़研究を行いɺ科学・ٕज़のൃలにݙߩしたいというҙཉ
2. ਓؒ・社会໰題をਂく୳࡯ߟ・ٻする学ज़研究を行いɺ社会のൃలにد༩したいというࢤ
を࣋っている。
ᶅ大学院在学தだけでなくɺ修了後もɺ社会及び学໰のൃలにݙߩするたΊɺ生֔にわたってࣗओ的・ܧଓ的に研究をଓけるҙࢤがある。
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1ɽओͳ೥ؒ行ࣄ
前　　　　期 後　　　　期

4 月

7 月

8 月

9 月

य़ق入学ࣜ
य़ق入学生ΦϦΤンςーγϣン
前期授業։࢝
ཤ修ొ࿥
य़ق総合ίアϓϩάラϜ
　前期౔༵日։講科目 ୈ １ճ目の授業はɺ
य़ق総合ίアϓϩάラϜにৼସ

前期授業ऴ了
学生Նٳق業期ؒ

一੪ٳ業期 ʤؒ૭ޱด࠯ʥ

9月修了ࣜ

9月

１１月

１2 月

１月

3 月

後期授業։࢝
ळق総合ίアϓϩάラϜ
　後期౔༵日։講科目 ୈ １ճ目の授業はɺ
ळق総合ίアϓϩάラϜにৼସ

։学記೦日

大学ࡇ

年಺授業ऴ了
学生ౙٳق業期ؒ
一੪ٳ業期 ʤؒ૭ޱด࠯ʥ

授業࠶։
修士・博士学位論文提出క切
後期授業ऴ了
博士論文ެௌ会・৹ࠪҕ員会
修士論文ൃ表会・৹ࠪҕ員会

修了ࣜ
࣍年度在学生ガイμンス

˞౎߹にΑりมߋとͳる৔߹͕͋り·すɻมߋ಺༰に͍ͭて͸ࣔܝ౳で࿈བྷし·すɻे෼஫ҙして͍ͩ͘͞ɻ

2ɽ૯߹学ज़研究Պに͍ͭて
໰題の解ܾというॏཁな໾ׂが大学の学ज़研究に期଴されていڥஙするたΊにɺࣗવおよび社会の؀ߏにおいて๛͔な社会をل2１ੈ　
ます。࣋ଓ的なਓྨのൟӫと஍ڥ؀ٿのอ࣋がٻΊられている今日ɺこれらの໰題に対ॲするにはɺ社会不҆をもたらすཁҼをྫྷ੩にݕ
証しɺ科学ٕज़がもたらすෛのޮ果をࣗવ科学的およびਓؒ科学的に೺Ѳしɺͦれらの༧๷あるいは解ܾに向けた౷合的な学ज़研究に取
り組むඞཁがあります。ڥ؀ɺ生෺およびਓؒに関わるॾ໰題はଟ༷なཁҼがෳ合的に作用していること͔らɺैདྷのࡉ分Խɺઐ໳Խさ
れた特定の学໰分໺だけでは対応できない໘がଟくɺԽ学ɺ生෺学をはじΊとするࣗવ科学にとどまらずɺҩ学ɺ৺理学ɺਓ文・社会科学ɺ
೶学ɺ工学などとも࿈ܞしɺ総合的な研究がٻΊられています。
　ຊ研究科ではɺ総合大学としてのຊ学のੑݸを活͔し理ܥ・文ܥの࿮をもӽ͑てɺ「ڥ؀」をத৺࣠とする「ࣗવとਓؒのڞ生」という
ςーϚをߟ究しながらɺ教育・研究の「総合Խ」ɺ「ߴ度Խ」ɺ「ࠃ際Խ」を推し進Ίɺ「学際的」な学໰を਎に付けた研究者のཆ成ɺスϖγϟ
Ϧストのཆ成ɺฒびに社会ਓ΍৬業ਓのϦΧレント教育の実ફを推進します。۩ମ的にはɺຊ研究科のแׅ的な理೦「ࣗવとਓؒのڞ生」
をߟ究するたΊに「ࣗવʗڥ؀ʗਓؒʗ生໋」の 4 つのཁ素を不Մ欠な研究課題と͑ߟɺこれらのཁ素をମܥ的に学Ϳことができるよう「ࣗ
વ・ڥ؀科学」と「ਓؒ科学」の 2 つのઐ修分໺を基൫に置いています。
　博士後期課程ではɺ「ࣗવ・ڥ؀科学ઐ修分໺」においてɺࣗવとڥ؀との関わり方͔ら「෺ ɺ「ਓ「科学ڥ؀・生෺」科学」およびڥ؀࣭・
ؒ科学ઐ修分໺」においてはɺਓとڥ؀との関わり方͔ら「৺理学」および「生໋科学」の 4 つのઐ修ίースをઃ置しています。
　博士前期課程ではɺ博士後期課程の各ઐ修ίースに対応する 4 つのઐ修ίースを置きɺ博士後期課程との༗機的͔つີ઀な࿈ܞをਤり
ながらɺ「基װ授業科目」25 特論ɺฒびに「関࿈授業科目」2 特論および 4 つのઐ修ίースのͦれͧれの「特ผ研究」をઃ置しています。またɺ
最ઌ୺の৽しい஌ࣝをମܥ的に学びɺάϩーόルな学際ੑを਎に付けることができるよう学಺の他研究科も含Ίてɺ文理ԣஅ的な授業科
目をઃ置しています。
　このようにɺຊ研究科は「ࣗવとਓؒのڞ生　ʕࣗવ・ڥ؀・ਓ ・ؒ生໋ʕ　ʠ৽しい学໰のൃలは異分໺の͔ྗڠら࢝まるʡ」をϞοトー

に文・理༥合ܕの学際的総合学ज़の教育・研究の推進と֬立を目指しています。



øþþ

法
学
研
究
科

経
営
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

理
工
学
研
究
科

農
学
研
究
科

薬
学
研
究
科

都
市
情
報
学
研
究
科

人
間
学
研
究
科

総
合
学
術
研
究
科

úɽཤ修ཁ߲
	1
 博士前期課程

ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧
˙ 基װत業Պ໨

専
修
分
野

ίース 授　業　科　目
୯位数

։講期 ୲　当　教　員
講義 特ผ

研究
総
合
コ
ア

総 合 学 ज़ 特 論 ᶗ 2 ൒期 ʤҏ౻ ࢁʥ・景ࣇ߁ ഢय़・加౻ ໦ଜ・ٱ޾ ඒಸࢠ・ླ ໦ ໜኍ・
ాத 義ਓ・日ൺ໺ ོ・平দ 正行・࿨ా 実・ҥ൹ 大༞・
߳ଜ ଜࢤ・հܙ Ώず・ਆ౻ 定生・ຊଟ 真ݾ総 合 学 ज़ 特 論 ᶘ 2 ൒期

自
然
・
環
境
科
学

物
質
・
環
境
科
学

෺ ࣭ ৘ ใ 学 特 論 2 ൒期 ʬதా ࿠ʭࡾت

分 ࢠ ઃ 計 Խ 学 特 論 2 ൒期 ʤࡔҪ ݈உʥ

Խ学൓応論特論ܕௐ࿨ڥ؀ 2 ൒期 ʪ໺ґ ྑ࣏ʫ ຊ年度は։講せず

؀ ڥ γ ス ς Ϝ 論 特 論 2 ൒期 日ൺ໺ ོ

生 態 機 ೳ 科 学 特 論 2 ൒期 ਆ౻ 定生

෺ ࣭・؀ ڥ 科 学 特 ผ 研 究 １2 通年 日ൺ໺ ོɺਆ౻ 定生

生
物
・
環
境
科
学

ւ ༸ 資 ݯ ߏ 造 学 特 論 2 ൒期 ຊా 真ݾ

生 ෺ ৘ ใ 学 特 論 2 ൒期 景ࢁ ഢय़

資 ݯ 生 ෺ 機 ೳ 学 特 論 2 ൒期 ʤ∁୩ ๕明ʥ

生 ෺ ू ஂ γス ςϜ 論 特 論 2 ൒期 ʬླ໦ ً明ʭ

生 ෺・؀ ڥ 科 学 特 ผ 研 究 １2 通年 景ࢁ ഢय़ɺຊా 真ݾ

人
　
　
間
　
　
科
　
　
学

心
　
　
理
　
　
学

社 会 科 学 特 論 2 ൒期 ຊ年度は։講せず

ਓ ؒ 学 特 論 2 ൒期 ʤౢٶ लޫʥ

ਓ 格 ൃ 達 ৺ 理 学 特 論 2 ൒期 ໦ଜ ඒಸࢠ

݈ ߁ ৺ 理 学 特 論 2 ൒期 ʤാத ඒึʥ

ਓ ؒ 行 動 学 特 論 2 ൒期 ʤҏ౻ ʥࣇ߁

社 会 ৺ 理 学 特 論 2 ൒期 ࿨ా 実

࿝ 年 ৺ 理 学 特 論 2 ൒期 ଜࢤ Ώず

Χ ΢ ン η Ϧ ン ά 論 特 論 2 ൒期 ޾） ॱࢠ）

৺ 理 学 特 ผ 研 究 １2 通年 ໦ଜ ඒಸࢠɺ࿨ా 実ɺࢤଜ Ώず

生

命

科

学

ༀ ޮ 解 析 学 特 論 2 ൒期 ຊ年度は։講せず

݈ ߁ 行 動 学 特 論 2 ൒期 加౻ ٱ޾

਎ ମ ӡ 動 科 学 特 論 2 ൒期 ླ໦ ໜኍ・߳ଜ հܙ

生 ମ 機 ೳ 制 ޚ 学 特 論 2 ൒期 平দ 正行・ҥ൹ 大༞

Ҩ ఻ ࢠ ৘ ใ 解 析 学 特 論 2 ൒期 ాத 義ਓ

長 ण 科 学 特 論 2 ൒期 ʬԕ౻ ӳढ़ʭ

生 ໋ 科 学 特 ผ 研 究 １2 通年 加౻ ɺླ໦ٱ޾ ໜኍɺాத 義ਓɺ平দ 正行・ҥ൹ 大༞ɺ
߳ଜ հܙ

ʬ　ʭは特任教授ɺʪ　ʫは٬員教授ɺʤ　ʥは݉୲ɺ（　）は݉任

˙ ؔ࿈त業Պ໨

ઐ修
分໺ ίース 授　業　科　目

୯位数
։講期 ୲　当　教　員講義 特ผ

研究

２
専
修
分
野

４
専
修
コ
ー
ス

共
通

ଟ 文 Խ ڞ 生 論 特 論 2 ൒期 （下֞ 真ر）

文 Խ 社 会 学 特 論 2 ൒期 （ঃ य़ཅ）

ʬ　ʭは特任教授ɺʤ　ʥは݉୲ɺ（　）は݉任
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ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽ学生は 2 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法によりɺ30 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2�ɽ１ઐ修ίースの基װ授業科目のத͔らɺ「１特論 2 ୯位・１特ผ研究 １2 ୯位」をબ定（入学ࢤ๬書等により༧Ίಧ出）しɺこれを

ઐ修科目とします。

3ɽઐ修科目の研究指導を୲当する教員が当該学生の指導教員となりɺ学生はɺ授業科目のબ定ɺ学位論文の作成ͦの他研究一ൠ

についてɺͦの指導をडけるものとします。

4ɽ指導教員の指導に基ͮきɺ総合ίアίース科目͔ら「１特論 2 ୯位 合計 4 ୯位」をબ୒ཤ修しなけれ͹なりません。

5�ɽ指導教員の指導に基ͮきɺબ定したઐ修ίース以֎の他の 3 つのઐ修ίースの基װ授業科目のத͔らɺͦれͧれ「１特論 2 ୯位

合計 6 ୯位以上」をબ୒ཤ修しなけれ͹なりません。

6�ɽ指導教員の指導に基ͮきɺબ୒した科目以֎の基װ授業科目と関࿈授業科目のத͔ら「6 ୯位以上」をબ୒ཤ修しなけれ͹な

りません。なおɺॴ定のखଓをܦて修得した他研究科։講科目の୯位はɺ6 ୯位のうͪ 4 ୯位まで認Ίられます。

7ɽ修士（博士前期課程）の学位論文はɺઐ修科目について提出するものとします。

8ɽ年度のॳΊに指導教員の指導をडけɺͦの年度にཤ修する科目をొ࿥します。

9ɽ۩ମ的なཤ修はɺ以下により行なわれます。

　基װ授業科目の講義（特ผ研究科目以֎の授業科目）は̡ 総合ίア܈ʳ及び̡ ઐ໳ίア܈ʳに大ผしɺઐ໳ίア܈は特論でߏ成

され「ઐ໳基ૅ」と「ઐ໳各論」に۠分されます。

総　合　ί　ア　܈

ࣗ વ・؀ ڥ 科 学 ਓ ؒ 科 学

・総合 的ʗ学 際 的 な
方のトレーχンά͑ߟ

ߴ・ 度 教 ཆ 教 育 的 な ڞ 通 目 標

総合学ज़特論ᶗ
総合学ज़特論ᶘ

ᶗɽ૯߹ίΞ܈
①ຊ研究科のத৺である総合的・学際的なੑײ・理解ྗのཆ成を目的として特論授業に加͑てฤ成するものでありɺ学生の
すること࡯ߟ点͔ら総合的にࢹを༷ʑな「ਓؒ・生໋・ڥ؀・વࣗ」あるいは「生ڞવとਓؒのࣗ」ʑのઐ໳を௒͑てݸ
ができるߴ度教ཆ教育的な素ཆを਎に付けることをڞ通目標とします。

ᶄ総合ίア܈はɺݸʑの学生とݸʑのઐ任教員との৴པとίϛュχケーγϣンをਤることを目的としています。したがってɺ
この講義はɺ学生はඞਢ参加の上ɺݪଇ的にઐ任教員もશ員参加しɺ学際的ςーϚの下に౼論ࣜܗによるॊೈな授業ܗ
態で実施しɺ時にはɺ一ൠௌ講者の参加を得たγンポジ΢Ϝࣜܗɺあるいはެ։講義ࣜܗで実施します。

ᶘɽઐ໳ίΞ܈
博士前期課程の修了ཁ݅にඞཁな特論で 7 科目（１4 ୯位）以上をཤ修しなけれ͹なりません。
①「ઐ໳基ૅ」
ͦの特論のྖҬにԊったઐ໳基ૅ的な講義でありɺڧいܨがりを࣋つ他のྖҬのઐ任教員の࿈ྗڠܞを得てڞಉ։講と
するものです。
これはɺଟ༷的にෳ合Խしている໰題を解ܾするたΊにɺ他ྖҬ͔らのࢹ点を加͑てɺ౷合的に໰題を࡯ߟしようとする
ものです。

ᶄ「ઐ໳各論」
いわΏるɺͦの特論ྖҬのઐ໳各論的な講義です。他のྖҬの学生もཤ修すること͔らɺ総合的・学際的な講義಺༰で
進Ίられます。

ᶙɽಛผ研究
　修士論文作成のたΊの「特ผ研究」の研究指導は以下のように行ないます。学生はɺ4月末に「修士論文研究計画書」を提
出します。ͦの後෭指導教員をܾ定しɺ指導教員と෭指導教員͔ら成る文ܥ・理ܥ༥合ܕの「論文指導ҕ員会」を組৫します。
このҕ員会が修士論文研究の۩ମ的な指導を行います。
　「修士論文研究計画書」によりશ教員が学生の研究計画の概ཁを೺Ѳすることによりɺઐ修分໺に関わらず研究ςーϚと関
࿈する他のྖҬの教員がඞཁに応じて指導・ॿݴにあたります。
　修士論文研究の進௙ঢ়گはɺ2 年࣍ॳΊに։࠵する研究成果ใࠂ会΍「研究ܦ過ใࠂ書」の提出によってνΣοΫされɺ2

年࣍の修士論文作成に向けた指導をܦてɺ最ऴ的に提出された論文が৹ࠪされます。

ઐ　໳　ί　ア　܈（特論 2 ୯位）

ઐ　໳　基　ૅ ઐ　໳　各　論

・特論ྖҬの基ૅ的࿈ܞ講義

・૬関特論ྖҬとの࿈ܞ講義
・特論ྖҬのઐ໳的各論講義

標準ɿ１5 ίϚʗ 30 時ؒ

標準ɿ5ίϚʗ １0 時ؒ 標準ɿ１0 ίϚʗ 20 時ؒ

ઐ໳基ૅ及びઐ໳各論の഑分ൺॏは指導教員のྔࡋによる

�
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修士論文࡞成のϑϩʔ

۠　෼ 博　　士　　前　　期　　課　　程

１ 年࣍

2 年࣍

˙ 修士論文研究ܭըॻのఏग़
研究科ҕ員会にてओʗ෭指導教員をܾ定し「論文指導ҕ員会」を組৫

˙ 研究ܦաใࠂॻのఏग़
研究成果ใࠂ会等を։࠵し研究の成果等ܦ過をνΣοΫ

˙ 修士論文のఏग़
修士論文の৹ࠪ及び最ऴ試験の実施

ᶅ 修ྃཁ݅
　修了にඞཁな科目および୯位数

博　　士　　前　　期　　課　　程

1　　 ೥ 　　࣍ 2　　 ೥ 　　࣍

˙ ઐ修Պ໨̡ 1û ୯位ʳ
① બ定したઐ修ίースの授業科目͔ら１特論 2 ୯位をཤ修
ᶄ બ定した特ผ研究（実験・実शʗԋश）１2 ୯位をཤ修

˙ ૯߹ίΞίʔε・ଞઐ修ίʔεՊ໨̡ 1÷ ୯位ʳ
① 総合ίアίースの授業科目͔ら１特論 2 ୯位の 4 ୯位をཤ修
ᶄ 他の 3 ઐ修ίースの授業科目͔らͦれͧれ１特論 2 ୯位の 6 ୯位をཤ修
ᶅ 指導教員の指導に基ͮく基װ授業科目のཤ修

˙ બ୒Պ໨̡ ý ୯位ʳ
① 関࿈授業科目を含む他の授業科目 	 特論 
͔ら 3 特論 6 ୯位以上をબ୒ཤ修
ᶄ 指導教員の指導に基ͮく授業科目（他研究科։講科目を含む）のཤ修

˙ 上記̡ ú÷ ୯位ʳҎ上Λ修ಘ
˙ 修士論文の৹ࠪおΑͼݧࢼに߹֨

ᶆ 学位त༩基準
　ຊ大学院に 2 年以上在学しɺ30 ୯位以上を修得しɺ͔ つɺඞཁな研究指導をडけた上ɺ修士論文の৹ࠪおよび試験に合格した者に「修

士（学ज़）名城大学」の学位を授༩します。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　修士学位論文の৹ࠪにおいてはɺディϓϩϚポϦγーに基ͮきɺ以下のཁ݅について総合的に評価する。

１ɽ学位ਃ੥者がओମ的に取り組んだ研究成果であること。

2ɽ論文の಺༰がɺ৽規ੑまたはಠ૑ੑを༗していること。

3ɽ論文のߏ成・಺༰が以下の項目をຬたすこと。

（１）論文題目が研究಺༰を୺的に表すものであること。

（2）研究の背景が記ड़されɺ研究目的が明֬であること。

（3）研究方法が目的にԊったものであること。

。が結果に基ͮいて論理的に導き出されていること࡯ߟ（4）

（5）結論が研究目的に対応したものであること。

（6）文ݙが当該分໺のઌ行研究をҾ用・参照するものであること。

4ɽ論文ൃ表会でのൃ表と࣭ٙ応౴が論理的͔つ明֬なものでありɺ総合的な࡯ߟೳྗが示されること。
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	2
 博士後期課程
ᶃ त業Պ໨おΑͼ୲౰ڭһ一覧
ઐ修
分໺ ઐ修ίース 授業科目 ୯位数 ୲当教員

自
然
・
環
境
科
学

෺࣭・ڥ؀科学
෺࣭・ڥ؀科学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 日ൺ໺ ོ

෺࣭・ڥ؀科学ηϛφーᶗ〜ᶚ 各 2 日ൺ໺ ོɺਆ౻ 定生

生෺・ڥ؀科学
生෺・ڥ؀科学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 景ࢁ ഢय़

生෺・ڥ؀科学ηϛφーᶗ〜ᶚ 各 2 景ࢁ ഢय़

人
間
科
学

৺ 理 学
ਓؒ・社会科学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 ҏ౻ ɺ࿨ాࣇ߁ 実ɺࢤଜ Ώず

ਓؒ・社会科学ηϛφーᶗ〜ᶚ 各 2 ҏ౻ ɺ࿨ాࣇ߁ 実ɺࢤଜ Ώず

生 ໋ 科 学
生໋科学特घ研究ᶗ〜ᶜ 各 2 加౻ ɺླ໦ٱ޾ ໜኍɺాத 義ਓ

生໋科学ηϛφーᶗ〜ᶚ 各 2 加౻ ɺླ໦ٱ޾ ໜኍɺాத 義ਓɺ߳ଜ հܙ

ᶄ ཤ修ํ๏
１ɽຊ大学院に 3 年以上在学しɺ࣍に定Ίる方法により 20 ୯位以上を修得しなけれ͹なりません。

2�ɽઐ修ίースのத͔ら１つをબ定（入学ࢤ๬書等により༧Ίಧ出）しɺબ定したઐ修ίースの特घ研究ᶗ〜ᶜおよびηϛφーᶗ〜

ᶚを修得しなけれ͹なりません。

3ɽઐ修ίースの研究指導を୲当する教員を当該学生の指導教員としɺ学生は学位論文の作成ɺͦの他研究一ൠについてɺͦの

指導をडけるものとします。

4ɽ博士の学位論文はɺઐ修ίースについて提出するものとします。

5�ɽ修士課程を修了している者でɺ出਎研究科等での୯位修得ঢ়گをຊ研究科との関࿈ੑに基ͮいて಺༰൑定した結果がɺ修士

課程修了ཁ݅の୯位数（30 ୯位）にຬたない৔合はɺͦの不足୯位を指導教員の指導により修得しなけれ͹なりません。特に

指示のない৔合はこの限りではありません。

6�ɽ入学者のうͪ修士課程を修了していない者はɺ修士課程の修了ཁ݅をॆ足するたΊɺ研究指導教員の指導によりɺ4 特घ研

究のͦれͧれの基װ授業科目「4 特論 8 ୯位」及びͦの他の基װ授業科目と関࿈授業科目のத͔ら「4 特論 8 ୯位」の合計「8

特論 １6 ୯位以上」を修得しなけれ͹なりません。

7ɽ۩ମ的なཤ修はɺ以下により行われます。

　博士論文の作成がߴ度な学ज़的૑造作業であることを;ま͑ɺ標準的修業年限಺の׬成を目指すたΊ１年࣍ 4月末に「博士課

程研究計画書」を提出します。

　ついで 2 年࣍にはɺ「博士論文作成計画書」を提出しɺओおよび෭指導教員によって組৫される文理༥合ܕの論文指導ҕ員会がɺ

総合学術研究科 博士前期課程 研究指導体制（学位論文作成）フロー

秋季入学者 ≪学 生≫ ≪指導教員≫ 秋季入学者

1年次（入学時） 4月末 9月末 月4定決員教導指副・員教導指書画計究研文論士修 9月

論文指導委員会報告書 9月末 3月末

3月末 8月末 研究経過報告書

4月 9月 総合コアプログラム 論文指導委員会報告書 5月末 10月末

論文指導委員会報告書 9月末 3月末

12月 6月 月1定決査副・査主ᒆ┠㢟文論位学士修 7月

1月 8月 』会員委査審文論『文論位学士修 立ち上げ

2月 8月 論文Ⓨ⾲会 論文審査委員会で論文審査 2月 8月

2月 8月 月2告報果結査審文論終最 8月

2年次

1年次
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論文作成指導を行います。「博士論文作成計画書」の提出以降博士論文の׬成までのؒɺ学生は研究の進௙ঢ়گをɺ文ܥ・理ܥ

のશ教員出席のもとに։࠵される「研究成果ใࠂ会」において定期的にใࠂしɺઐ໳的立৔͔らの指導・ॿݴをडけることにな

ります。

博 士 論 文࡞成 のϑϩʔ

۠　෼ 博　　士　　後　　期　　課　　程

１ 年࣍

2 年࣍

3 年࣍

˙ 博士課程研究ܭըॻのఏग़
　　研究科ҕ員会にてओ指導教員をܾ定

˙ 博士論文࡞成ܭըॻのఏग़
　　研究科ҕ員会にて෭指導教員をܾ定し「論文指導ҕ員会」を組৫

˙ 研究ܦաใࠂॻのఏग़
　　研究成果ใࠂ会等を։࠵し研究の成果等ܦ過をνΣοΫ

˙ 博士論文のఏग़
　　博士論文の৹ࠪ及び最ऴ試験の実施

ᶅ 修ྃཁ݅
　ຊ大学院に 3 年以上在学しɺ͔ つɺඞཁな研究指導をडけた上ɺ特घ研究ᶗ〜 （c１2 ୯位）ɺηϛφーᶗ〜ᶚ（8 ୯位）を修得しɺ

博士論文の৹ࠪおよび最ऴ試験に合格した者に「博士（学ज़）名城大学」の学位を授༩します。

ᶆ 学位त༩基準
１ɽ学位授༩の方਑

　ຊ研究科のڞ通ςーϚであるh ʱをத৺࣠としたhڥ؀ ࣗવとਓؒのڞ生ʱを基にߟ究しɺ学際ྖҬの基ૅ研究とͦの応用・

։ൃにࢹ点を置きながらɺ基ૅ科学のԣஅ的஌ࣝ・理論をもって課題に対ॲしɺࠃ際的総合的に通用するߴ度な研究ೳྗを਎

につけていること。

2ɽ学位授༩ਃ੥の基準

　৹ࠪҕ員会のある学ज़ࢽに掲載された͔ɺまたは掲載をड理されたใ文が １ใ以上あること。

ᶇ 論文৹ࠪ基準
　博士学位論文の৹ࠪにおいてはɺディϓϩϚポϦγーに基ͮきɺ以下のཁ݅について総合的に評価する。

１ɽ学位ਃ੥者がओମ的に取り組んだ研究成果であること。

2ɽ৽規ੑ΍ಠ૑ੑがありɺ当該分໺の学໰のൃల΍社会的ཁ੥にݙߩするものであること。

3ɽઌ行研究のௐࠪ΍評価が適切でありɺ当該研究の位置ͮけが明֬であること。

4ɽ研究方法が適切でありɺ明͔֬つ۩ମ的に記ड़されていること。

5ɽ研究目的ɺ方法ɺ結果ɺ࡯ߟのల։が論理的でありɺ結論が明֬に示されていること。

6ɽҾ用等が適切になされɺެ։するൃ表論文としてのମࡋが੔っていること。

7ɽެௌ会でのൃ表と࣭ٙ応౴が論理的͔つ的֬に行われるとともにɺ当該分໺のઐ໳஌ࣝ及びྖҬԣஅ的な࡯ߟೳྗが示され

ること。
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総合学術研究科 博士後期課程 研究指導体制（学位論文作成）フロー

秋季入学者 ≪学 生≫ ≪指導教員≫ 秋季入学者

1年次（入学時） 4月末 9月末 月4定決員教導指主書画計究研程課士博 9月

5月 10月 月5定決員教導指副書画計成作文論士博 10月

人人間間･･社社会会科科学学専専修修学学生生のの事事前前判判定定 5月 10月

8月 3月 研究経過報告書

9月 4月 総合コアプログラム 論文指導委員会報告書 10月 5月

人人間間･･社社会会科科学学専専修修学学生生のの事事前前判判定定 12月 6月

3月 8月 研究経過報告書

4月 9月 総合コアプログラム 論文指導委員会報告書 5月末 10月末

主査・副査決定 12月 6月

12月 6月 学位授与申請書類・博士学位論文

『論文審査委員会』立ち上げ 1月 7月

2月 8月 論文公聴会 論文審査委員会で論文審査 2月 8月

2月 8月 月2告報果結査審文論終最 8月

2年次

3年次
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関する規則（抜粋）

１１．奨学生規程（抜粋）
１2．その他奨学生
１3．学生懲戒規程
１4．暴風警報、災害等に伴う授業及び試験の取扱
内規

１5．交通機関のストライキ等の場合の授業及び試
験の取扱内規

１6．大規模地震に関する注意情報の発表及び警戒
宣言が発令された場合の授業及び試験の取扱
内規

１7．災害に対する心得
１8．ハラスメントの防止等に関するガイドライン

3
学ଇおΑͼؔ࿈ن程౳

（2024 年 4 月 １ 日現在 ）



øÿû



øÿü

ୈ 1 ষ　૯　　ଇ

　（໨త）
ୈ 1 ৚　ຊ大学院はɺ教育基ຊ法及び学ߍ教育法の規定するとこ
Ζにैいɺ学ज़の理論及び応用を教授研究しɺͦ のਂԞを究Ίɺ
もって文Խの進లにد༩することを目的とする。

　（課程）
ୈ 2 ৚　ຊ大学院にɺ修士課程及び博士課程を置く。
ᶄ　修士課程はɺ޿いࢹ໺に立ってਫ਼ਂな学ࣝを授けɺઐ߈分໺
における研究ೳྗ又はߴ度のઐ໳ੑをཁする৬業等にඞཁなߴ
度のೳྗをཆうことを目的とする。

ᶅ　博士課程はɺઐ߈分໺について研究者としてࣗ立して研究活
動を行いɺまたɺͦの他のߴ度のઐ໳的な業຿にै事するにඞ
ཁなߴ度の研究ೳྗ及びͦの基ૅとなる๛͔な学ࣝをཆうこと
を目的とする。

（評価౳ݾࣗ）　
ୈ ú ৚　ຊ大学院はɺͦの教育研究水準の向上をਤりɺຊ大学院
の目的及び社会的໋࢖を達成するたΊɺ教育研究活動等のঢ়گ
についてࣗら点ݕ及び評価を行いɺͦの結果をެ表する。

ᶄ　前項の点ݕɺ評価等に関することはɺผに定Ίる。
ᶅ　ୈ １項の点ݕ及び評価の結果についてはɺຊ大学の৬員以֎
の者によるݕ証を行う。

　（৘ใのੵۃతͳఏڙ）
ୈ ú ৚の 2　ຊ大学院における教育研究活動等のঢ়گについてはɺ
。を行うڙ的な৘ใの提ۃ行෺への掲載等によってɺੵץ

ୈ 2 ষ　組　　৫

　（研究Պٴͼઐ߈）
ୈ û ৚　ຊ大学院にɺ࣍の研究科及びઐ߈を置く。
法 学 研 究 科　法཯学ઐ߈（博士課程）
（博士課程）߈Ӧ学ઐܦ　Ӧ学研究科ܦ
（博士課程）߈学ઐࡁܦ　学研究科ࡁܦ
理工学研究科　数学ઐ߈（博士課程）

৘ใ工学ઐ߈（修士課程）
（修士課程）߈工学ઐࢠిؾి
（修士課程）߈料機ೳ工学ઐࡐ
（博士課程）߈料ŋ෺࣭工学ઐࡐŋ৘ใŋؾి
応用Խ学ઐ߈（修士課程）
機ց工学ઐ߈（修士課程）
機ց工学ઐ߈（博士課程）
ަ通機ց工学ઐ߈（修士課程）
ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈（修士課程）
社会基൫デβイン工学ઐ߈（修士課程）
（修士課程）߈૑造学ઐڥ؀
（修士課程）߈ங学ઐݐ
社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈（博士課程）

೶ 学 研 究 科　೶学ઐ߈（博士課程）
ༀ 学 研 究 科　ༀ学ઐ߈（博士課程）
౎ࢢ৘ใ学研究科　౎ࢢ৘ใ学ઐ߈（博士課程）
ਓؒ学研究科　ਓؒ学ઐ߈（修士課程）
総合学ज़研究科　総合学ज़ઐ߈（博士課程）

ᶄ　各研究科及びઐ߈のऩ༰定員はɺผ表ୈ １のとおりとする。

　（研究Պのਓࡐのཆ成にؔする໨త）
ୈ û ৚の 2　前৚に定Ίる研究科のਓࡐのཆ成に関する目的ͦの
他教育研究上の目的に関してはɺ࣍のように定Ίる。

（ １）法学研究科はɺ変動するࠃ಺֎の法的・੓࣏的分໺及びͦ
のަࡨする分໺に関してɺ規ൣと実ફの྆໘͔ら研究または
実຿を行うਓࡐのཆ成を目的とする。

（ Ӧ学研究科はɺ2１ܦ（2 ・のάϩーόルԽ社会におけるӦརلੈ
ඇӦར組৫ମのӡӦに係る実ફ的理論を௥究しɺ໰題解ܾೳ
ྗを༗する研究৬・ઐ໳৬ਓࡐ及びߴ度ઐ໳৬ਓࡐのཆ成を
目的とする。

（ ɺྗ࡯活動のॾ分໺においてɺ理論とಎࡁܦ学研究科はɺࡁܦ（3
ઐ໳的ࣝݟと৘ใ分析ྗをもつɺ研究者・ઐ໳Ո及びߴ度な
ٕೳと実ફ的な஌ࣝを༗する৬業ਓのཆ成を目的とする。

（ 4）理工学研究科はɺ෯޿いࢹ໺とߴ度なઐ໳஌ ・ٕࣝ ज़を༗しɺ
૑造ੑ・ࠃ際ੑ๛͔なٕज़者・研究者のཆ成を目的とする。

（ 5）೶学研究科はɺ生໋科学ɺ৯料・݈߁科学ɺڥ؀科学にお
けるߴ度なઐ໳஌ࣝとಎྗ࡯を༗しɺઐ໳ྖҬ΍関࿈学ज़ྖ
Ҭにおける総合的な応用ྗɺ૑造ྗ及び実ફྗをඋ͑たઐ໳
ٕज़者及び研究者のཆ成を目的とする。

（ 6）ༀ学研究科はɺༀ学ྖҬにおける学ज़ߴ度Խにݙߩできɺ
ҡ࣋・૿進とҩྍのൃలをより一૚推進できるಠ߁ຽの݈ࠃ
૑的で૑造的なߴい研究ྗɺ৽しい৬ೳを։୓できるߴ度な
ઐ໳ੑとٕज़・指導ྗを݉ねඋ͑たༀ学のスϖγϟϦストの
ཆ成を目的とする。

（ 7）౎ࢢ৘ใ学研究科はɺαーϏスαイΤンスの؍点͔らɺ৽
しい時୅の理૝的な౎ࢢ社会を૑造するઐ໳৬ਓࡐ及びまͪ
ͮくりをあらΏる໘でϦードする学໰ྖҬを修得した研究者
のཆ成を目的とする。

（ 8）ਓؒ学研究科はɺਓؒに関するςーϚを୳ٻ・ల։できる
研究ೳྗとともにɺ総合的でॊೈな൑அྗɺଟݩ的・ෳࡶԽ
した社会でٻΊられるίϛュχケーγϣンೳྗɺߴいެੑڞ
と倫理ੑをඋ͑たਓࡐのཆ成を目的とする。

（ 9）総合学ज़研究科はɺࣗવとਓؒɺڥ؀໰題と科学ٕज़のあ
り方に関する学際的研究を通じてɺߴ度ઐ໳৬業ਓと༏れた
研究者のཆ成を目的とする。

（һ組৫ڭ）　
ୈ ü ৚　ຊ大学院における授業科目及び研究指導科目はɺຊ大学
院の教授ɺ।教授又はୈ��৚の �に定Ίるٞڠに基ͮき任
用される特任教授が୲当する。ただしɺ୲当す΂き教授又は।
教授を欠く৔合にはɺॿ教又は講ࢣをもってあてることができ
る。

ᶄ　大学院における授業科目及び研究指導科目を୲当する者の資
格はɺ研究科ҕ員会のٞをܦてɺ大学ٞڠ会のঝ認を得なけれ
͹ならない。

ୈ ú ষ　学೥・学期ٴͼٳ業೔

　（学೥・学期ٴͼٳ業೔）
ୈ 1÷ ৚　ຊ大学院の学年・学期及びٳ業日はɺຊ大学学ଇୈ１2৚ɺ
ୈ １3 ৚及びୈ １4 ৚の規定を準用する。

ୈ û ষ　修業೥ٴݶͼࡏ学೥ݶ

　（修業೥ݶ）
ୈ 11 ৚　修士課程の標準修業年限はɺ2年とする。
ᶄ　博士課程の標準修業年限はɺ5年とする。
ᶅ　前項の博士課程はɺ前期 2年及び後期 3年の課程に۠分しɺ
前期 2年の課程は修士課程ɺ後期 3年の課程は博士後期課程と
いう。

1ɽ໊৓大学大学院学ଇ（ൈਮ）
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ᶆ　ୈ 2項の規定に͔͔わらずɺ理工学研究科ిؾ・৘ใ・ࡐ料・
෺࣭工学ઐ߈ɺ機ց工学ઐ߈ɺ社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈はɺ
後期 3年とする。

ᶇ　ୈ 2項及びୈ 3項の規定に͔͔わらずɺༀ学研究科博士課程
の標準修業年限は 4年としɺ前期及び後期の課程に۠分しない。

（ݶ学೥ࡏ）　
ୈ 12 ৚　学生はɺ修士課程にあっては 4年ɺ博士後期課程にあっ
ては 6年を௒͑て在学することはできない。

ᶄ　ༀ学研究科博士課程にあってはɺ8年を௒͑て在学すること
はできない。

　（௕期にΘͨる課程のཤ修）
ୈ 12 ৚の 2　研究科はɺ学生が৬業を༗している等の事৘によりɺ
ୈ １１ ৚に規定する標準修業年限を௒͑てɺ在学年限಺で一定
の期ؒにわたり計画的に課程をཤ修しɺ修了することをر๬す
るࢫをਃし出たときはɺͦの計画的なཤ修を認Ίることができ
る。

ୈ ü ষ　ೖ　　学

　（ೖ学の࣌期）
ୈ 1ú ৚　ຊ大学院の入学の時期はɺ学期の࢝Ίとする。
　（ೖ学֨ࢿ）
ୈ 1û ৚　ຊ大学院修士課程に入学できる者はɺ࣍の各߸の １に
該当する者とする。

（ １）学ߍ教育法ୈ 83 ৚に定Ίる大学をଔ業した者
（ 2）学ߍ教育法ୈ １04 ৚ୈ 4項の規定により学士の学位を授༩

された者
（ 教育におけるߍにおいて学ࠃ֎（3 １6 年の課程を修了した者
（ におࠃが行う通৴教育における授業科目をզがߍの学ࠃ֎（4

いてཤ修することにより当該֎ࠃの学ߍ教育における １6 年
の課程を修了した者

（ 5）զがࠃにおいてɺ֎ࠃの大学の課程（ͦの修了者が当該֎
教育におけるߍの学ࠃ １6 年の課程を修了したとされるもの
に限る。）を༗するものとして当該֎ࠃの学ߍ教育制度にお
いて位置付けられた教育施ઃであってɺ文部科学大ਉがผに
指定するものの当該課程を修了した者

（ 6）ઐ修学ߍのઐ໳課程（修業年限が 4年以上であることͦの
他の文部科学大ਉが定Ίる基準をຬたすものに限る。）で文
部科学大ਉがผに指定するものを文部科学大ਉが定Ίる日以
後に修了した者

（ 7）文部科学大ਉの指定した者（ত࿨ 28 年文部省ࠂ示ୈ 5߸）
（ 8）大学に 3年以上在学しɺຊ大学院の当該研究科においてɺ

特に༏れた成績をもってॴ定の୯位を修得したものと認Ίた
者

（ 9）学ߍ教育法ୈ １02 ৚ୈ 2項の規定により大学院に入学した
者であってɺ当該者をͦの後に入学させるຊ大学院の当該研
究科においてɺ大学院における教育をडけるに;さわしい学
ྗがあると認Ίた者

（１0）22 ݸに達した者でɺຊ大学院の当該研究科においてɺࡀ
ผの入学資格৹ࠪによりɺ大学をଔ業した者とಉ等以上の学
ྗがあると認Ίた者

ᶄ　ຊ大学院博士後期課程に入学できる者はɺ࣍の各߸の １に該
当する者とする。

（ １）修士の学位又はઐ໳৬学位を༗する者
（ において修士の学位又はઐ໳৬学位に૬当する学位をࠃ֎（2

授༩された者
（ におࠃが行う通৴教育における授業科目をզがߍの学ࠃ֎（3

いてཤ修しɺ修士の学位又はઐ໳৬学位に૬当する学位を授
༩された者

（ 4）զがࠃにおいてɺ֎ࠃの大学院の課程を༗するものとして
当該֎ࠃの学ߍ教育制度において位置付けられた教育施ઃで
あってɺ文部科学大ਉがผに指定するものの当該課程を修了
しɺ修士の学位又はઐ໳৬学位に૬当する学位を授༩された
者

（ 5）文部科学大ਉの認Ίた者（平成ݩ年文部省ࠂ示ୈ １１8 ߸及
び平成 １3 年文部科学省ࠂ示ୈ 55 ߸）

（ 6）24 ݸに達した者でɺຊ大学院の当該研究科においてɺࡀ
ผの入学資格৹ࠪによりɺ修士の学位又はઐ໳৬学位を༗す
る者とಉ等以上の学ྗがあると認Ίた者

ᶅ　ຊ大学ༀ学研究科博士課程に入学できる者はɺ࣍の各߸の １
に該当する者とする。

（ １）大学の修業年限 6年のༀ学ɺҩ学ɺࣃ学又は修業年限 6年
の्ҩ学をཤ修する課程をଔ業した者

（ 教育におけるߍにおいて学ࠃ֎（2 １8 年の課程（最ऴの課程
はༀ学ɺҩ学ɺࣃ学又は्ҩ学）を修了した者

（ 3）修士課程を修了した者又は文部科学大ਉの指定した者
（ におࠃが行う通৴教育における授業科目をզがߍの学ࠃ֎（4

いてཤ修することによりɺ当該֎ࠃの学ߍ教育における １8
年の課程（最ऴの課程はༀ学ɺҩ学ɺࣃ学又は्ҩ学）を修
了した者

（ 5）զがࠃにおいてɺ֎ࠃの大学の課程（ͦの修了者が当該֎
教育におけるߍの学ࠃ １8 年の課程（最ऴの課程はༀ学ɺҩ学ɺ
学又は्ҩ学）を修了したとされるものに限る。）を༗すࣃ
るものとして当該֎ࠃの学ߍ教育制度において位置ͮけられ
た教育施ઃであってɺ文部科学大ਉがผに指定するものの当
該課程を修了した者

（ 6）大学（修業年限 6年のༀ学ɺҩ学ɺࣃ学又は修業年限 6年
の्ҩ学をཤ修する課程をআく）をଔ業しɺ又は֎ࠃにおい
て １6 年の課程を修了した後ɺ大学ɺ研究ॴ等において 2年
以上研究にै事した者でɺຊ研究科においてɺ当該研究の成
果等によりɺ大学の修業年限 6年のༀ学ɺҩ学ɺࣃ学又は修
業年限 6年の्ҩ学をཤ修する課程をଔ業した者とಉ等以上
の学ྗがあると認Ίた者

（ 7）大学（修業年限 6年のༀ学ɺҩ学ɺࣃ学又は修業年限 6年
の्ҩ学をཤ修する課程）に 4年以上在学しɺ又は֎ࠃにお
いて学ߍ教育における １6 年の課程（最ऴの課程はༀ学ɺҩ学ɺ
学又は्ҩ学）を修了しɺຊ研究科においてɺॴ定の୯位ࣃ
を༏れた成績をもって修得したと認Ίた者

（ 8）24 ݸに達した者でɺຊ大学院のༀ学研究科においてɺࡀ
ผの入学資格৹ࠪによりɺ大学（修業年限 6年のༀ学ɺҩ学ɺ
学又は修業年限ࣃ 6年の्ҩ学）をଔ業した者とಉ等以上の
学ྗがあると認Ίた者

　（ೖ学のग़ئ）
ୈ 1ü ৚　ຊ大学院に入学をئࢤする者はɺॴ定の書ྨをఴ͑て
。い出なけれ͹ならないئ

　（ೖ学ऀのબߟ）
ୈ1ý৚　前৚の入学ئࢤ者についてはɺผに定ΊるとこΖによりɺ
બߟを行う。

　（ೖ学खଓٴͼೖ学ڐՄ）
ୈ 17 ৚　前৚のબߟ結果に基ͮきɺ合格通஌をडけた者はɺ指
定する期日までにɺॴ定の入学खଓきをしなけれ͹ならない。

ᶄ　学長はɺ前項の入学खଓきを׬了した者に入学をڐՄする。
（ೖ学࠶）　
ୈ 18 ৚　正当な理༝でୀ学しɺ࠶入学をئࢤする者についてはɺ
研究科ҕ員会のٞをܦてɺ学長がڐՄすることがある。
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ୈ ý ষ　ڭҭ課程・ཤ修ํ๏౳

　（त業Պ໨・ཤ修ํ๏౳）
ୈ 19 ৚　各研究科における各ઐ߈の授業科目及び୯位数ɺ研究
指導科目ฒびにཤ修方法はɺผ表ୈ 2及び各研究科ཤ修ཁ項の
とおりとする。

（ҭ಺༰౳のվળڭ）　
ୈ 19 ৚の 2　ຊ大学院はɺ授業ฒびに研究指導の಺༰及び方法の
改ળをਤるたΊの組৫的な研修及び研究を行う。

ᶄ　前項の研修及び研究に関することはผに定Ίる。
　（୯位）
ୈ 2÷ ৚　授業科目の୯位の基準はɺຊ大学学ଇୈ 25 ৚の規定を
準用する。

　（୯位のत༩）
ୈ 21 ৚　授業科目をཤ修しɺ試験に合格した者又は研究ใࠂに
より学修を評価した者にはɺॴ定の୯位を༩͑る。

（ݧࢼ）　
ୈ 22 ৚　試験に関することはɺຊ大学教຿規程ୈ 4ষの規定を
準用する。この৔合においてɺ「学部」とあるのは「研究科」とɺ
「学部長」とあるのは「研究科長」とಡみସ͑る。

　（ೖ学前のط修ಘ୯位౳のೝఆ）
ୈ 2ú ৚　教育上༗ӹと認Ίるときはɺຊ大学院のୈ １年࣍に入
学した者がɺ入学前に大学院において学修及び修得した୯位はɺ
１5 ୯位を௒͑ないൣғでɺຊ大学院で修得した୯位として認
定することができる。

　（ຊ大学院Ҏ֎における修ಘ୯位のೝఆ）
ୈ 2û ৚　教育上༗ӹと認Ίるときはɺ学生がɺຊ大学院以֎の
教育施ઃ等及び研究ॴ等で行った学修及び修得した୯位はɺ１5
୯位を௒͑ないൣғでɺຊ大学院で修得した୯位として認定す
ることができる。

ᶄ　前項により認定できる୯位数はɺୈ 23 ৚により修得したと
認定する୯位数と合わせて 20 ୯位を௒͑ないൣғで認定する
ことができる。

　（ଞ大学院における研究ࢦಋ）
ୈ 2û ৚の 2　研究科において教育上༗ӹと認Ίるときはɺ他の大
学院又は研究ॴ等（以下「他大学院等」という。）とのٞڠに
基ͮきɺ学生が他大学院等においてඞཁな研究指導をडけるこ
とを認Ίることができる。この৔合においてはɺ大学ٞڠ会の
ٞをܦるものとする。

ᶄ　前項の規定によりɺ学生がडけた研究指導はɺ課程修了のཁ
݅となるඞཁな研究指導とみなすことができる。

ᶅ　ୈ̍項の規定により他大学院等においてඞཁな研究指導をड
けた期ؒはɺຊ大学院の在学期ؒにࢉ入する。

ᶆ　他大学院等における研究指導に関しඞཁな事項はɺ各研究科
において定Ίる。

　（ଞ研究Պٴͼ学෦のत業Պ໨のཤ修）
ୈ 2ü ৚　指導教員が教育上༗ӹと認Ίるときはɺ研究科長のڐ
Մを得てɺ他の研究科及び学部の授業科目を指定してཤ修させ
ることができる。

　（成績の評価）
ୈ 2ý ৚　ཤ修科目の成績の評価はɺຊ大学学ଇୈ 30 ৚の規定を
準用しɺ学位論文の評価は合格ɺ不合格で表わすものとする。

ୈ 7 ষ　ٳ学・෮学・ཹ学・ୀ学౳

（学・෮学・ཹ学・ୀ学౳ٳ）　
ୈ 27 ৚　ٳ学ɺ෮学ɺླཱྀ 学ɺୀ学ɺআ੶及び෮੶に関することはɺ
ຊ大学学ଇୈ 3１ ৚ɺୈ 32 ৚ɺୈ 34 ৚ɺୈ 35 ৚ɺୈ 36 ৚及
びୈ 37 ৚の規定を準用する。ただしɺୈ 3１ ৚ୈ 3 項はআく。
この৔合においてɺ「学部長」とあるのは「研究科長」とɺ「学
部教授会」とあるのは「研究科ҕ員会」とಡみସ͑る。

ᶄ　ٳ学期ؒはɺ修士課程においては通ࢉして 2年ɺ博士後期課
程においては 3年ɺༀ学研究科博士課程においては 4年を௒͑
ることができない。

ୈ 8 ষ　修ྃٴͼ学位のत༩

　（修ྃのཁ݅）
ୈ 28 ৚　修士課程修了のཁ݅はɺຊ大学院に 2 年以上在学しɺ
ୈ １9 ৚に定Ίるॴ定の 30 ୯位以上を修得しɺ͔つɺඞཁな研
究指導をडけたう͑ɺ修士論文の৹ࠪ及び試験に合格すること
とする。ただしɺ在学期ؒに関してはɺ特に༏れた研究業績を
あげた者についてはɺ１年以上在学すれ͹足りるものとする。

ᶄ　前項においてɺ修士課程の目的に応じ適当と認Ίられるとき
はɺ特定の課題についての研究の成果の৹ࠪをもってɺ修士論
文の৹ࠪに͔͑ることができる。

ᶅ　博士課程修了のཁ݅はɺຊ大学院に 5年（修士課程に 2年以
上在学しɺ修士課程を修了した者にあってはɺ当該課程におけ
る 2年の在学期ؒを含む。）以上在学しɺॴ定の 30 ୯位以上を
修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導をडけたう͑ɺ博士論文の৹ࠪ
及び試験に合格することとする。ただしɺ在学期ؒに関してはɺ
特に༏れた研究業績をあげた者についてはɺ3年（修士課程に
2年以上在学しɺ修士課程を修了した者にあっては当該課程に
おける 2年の在学期ؒを含む。）以上在学すれ͹足りるものと
する。

ᶆ　ୈ １項ただし書の規定による在学期ؒをもって修士課程を修
了した者の博士課程の修了のཁ݅についてはɺ前項த「5年（修
士課程に 2年以上在学しɺ修士課程を修了した者にあってはɺ
当該課程における 2年の在学期ؒを含む。）」とあるのはɺ「修
士課程における在学期ؒに 3年を加͑た期ؒ」とɺ「3年（修
士課程に 2年以上在学しɺ修士課程を修了した者にあってはɺ
当該課程における2年の在学期ؒを含む。）」とあるのは「3年（修
士課程における在学期ؒを含む。）」とಡみସ͑てɺಉ項の規定
を適用する。

ᶇ　ୈ １4 ৚ୈ 2 項ୈ 3 ߸によりɺ博士後期課程に入学した者の
修了のཁ݅はɺ前項の規定に͔͔わらずɺຊ大学院に 3年以上
在学しɺ研究科が定Ίるॴ定の୯位を修得しɺ͔つɺඞཁな研
究指導をडけたう͑ɺ博士論文の৹ࠪ及び試験に合格すること
とする。ただしɺ在学期ؒに関してはɺ特に༏れた研究業績を
あげた者についてはɺ１年以上在学すれ͹足りるものとする。

ᶈ　ୈ 3項の規定に͔͔わらずɺༀ学研究科博士課程にあってはɺ
4年以上在学しɺॴ定の୯位を修得しɺ͔つɺඞཁな研究指導
をडけたう͑ɺ博士論文の৹ࠪ及び試験に合格することとする。
ただしɺ在学期ؒに関してはɺ特に༏れた研究業績をあげた者
についてはɺ3年以上在学すれ͹足りるものとする。

　（大学院におけるࡏ学期ؒの୹ॖ）
ୈ 28 ৚の 2 ຊ大学院はɺୈ 23 ৚の規定によりຊ大学院に入学
する前に大学院において修得した୯位（学ߍ教育法ୈ １02 ৚ୈ
１ 項に定Ίる入学資格を༗した後ɺ修得したものに限る。）を
ຊ大学院において修得したものとみなす৔合であってɺ当該୯
位の修得によりຊ大学院の修士課程又は博士課程（前期及び後
期の課程に۠分する博士課程における後期の課程をআく。）の
教育課程の一部をཤ修したと認Ίるときはɺ当該୯位数ɺͦの
修得にཁした期ؒͦの他をצ案して １年を௒͑ないൣғでຊ大
学院が定Ίる期ؒ在学したものとみなすことができる。ただしɺ
この৔合においてもɺ修士課程についてはɺ当該課程にগなく
とも １年以上在学するものとする。

ᶄ前項の規定はɺ修士課程を修了した者の前৚ୈ 3項に規定する
博士課程における在学期ؒ（ಉ৚ୈ 3項の規定により博士課程
における在学期ؒに含む修士課程における在学期ؒをআく。）
についてはɺ適用しない。
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　（学位論文の৹ࠪ）
ୈ 29 ৚　学位論文の৹ࠪはɺ研究科৹ࠪҕ員会が行う。
ᶄ　研究科৹ࠪҕ員会はɺ指導教員及び関࿈する科目の୲当教員
2名以上をもって組৫する。ただしɺඞཁがあるときはɺ他の
研究科の大学院୲当資格を༗する教員を加͑ɺまたɺ他の大学
院又は研究ॴの大学院୲当資格を༗する教員एしくはこれに૬
当する者のྗڠをٻΊることができる。

　（学位のत༩）
ୈ ú÷ ৚　ຊ大学院の課程を修了した者にはɺ研究科ҕ員会のٞ
をܦたう͑ɺ大学ٞڠ会のঝ認を得てɺ学長は修士又は博士の
学位を授༩する。

ᶄ　ຊ大学院の博士課程をܦないでɺ論文の提出によりɺ博士の
学位をਃ੥した者についてはɺ論文の৹ࠪ及び試験に合格しɺ
͔つɺઐ߈学ज़に関しɺຊ大学院の博士課程をܦた者とಉ༷に
度な研究ೳྗと๛͔な学ࣝを༗することが֬認された৔合にߴ
はɺ博士の学位を授༩することができる。

ᶅ　前 2項に定Ίるものの΄͔ɺ学位授༩のཁ݅ͦの他学位に関
しඞཁな事項はɺ名城大学学位規程の定ΊるとこΖによる。

ୈ 9 ষ　ڭ৬課程

　（໔ڐঢ়の取ಘ）
ୈ ú1 ৚　教育৬員໔ڐঢ়を取得しようとする者はɺ教育৬員໔
。法及びಉ施行規ଇに定Ίる୯位を修得しなけれ͹ならないڐ

　（໔ڐঢ়のछྨ）
ୈ ú2 ৚　前৚のॴ定の୯位を修得した者はɺผ表ୈ 3の教育৬
員໔ڐঢ়を取得することができる。

ୈ 1÷ ষ　Պ໨౳ཤ修生・ಛผௌߨ生・研究生・ಛผ研究生・
研修生ٴͼ֎ࠃਓཹ学生

　（Պ໨౳ཤ修生）
ୈ úú ৚　ຊ大学院においてɺ授業科目のཤ修をئࢤする者につ
いてはɺ教育研究にࢧোのない৔合に限りɺબߟのう͑ɺ科目
等ཤ修生として入学をڐՄする。

　（ಛผௌߨ生）
ୈ úû ৚　ຊ大学院がڠ定する大学院の学生でɺຊ大学院の授業
科目のཤ修をئࢤする者についてはɺ教育研究にࢧোのない৔
合に限りɺ特ผௌ講生として入学をڐՄする。

　（研究生）
ୈ úü ৚　ຊ大学院においてɺઐ໳事項の研究をئࢤする者につ
いてはɺ教育研究にࢧোのない৔合に限りɺબߟのう͑ɺ研究
生として入学をڐՄする。

　（ಛผ研究生）
ୈ úü ৚の 2　ຊ大学院がڠ定する大学院の学生でɺຊ大学院の研
究指導をडけることをئࢤする者についてはɺ教育研究にࢧো
のない৔合に限りɺ特ผ研究生として入学をڐՄする。

　（研修生）
ୈ úü ৚の ú　ຊ大学院においてɺຊ法຿研究科の課程を修了した
者でɺҾきଓき教育指導をडけることをئࢤする者についてはɺ
教育研究にࢧোのない৔合に限りɺ研修生として入学をڐՄす
る。

（ਓཹ学生ࠃ֎）　
ୈ úý ৚　֎ࠃਓでɺ大学において教育をडける目的をもって入
のう͑ɺߟする者があるときはɺબئࢤしɺຊ大学院に入学をࠃ
。Մすることがあるڐਓཹ学生として入学をࠃ֎

ୈ 11 ষ　৆　　േ

　（表জٴͼ௄ռ）
ୈ ú7 ৚　表জ及び௄ռに関することはɺຊ大学学ଇୈ 45 ৚及び
ୈ 46 ৚の規定を準用する。この৔合においてɺ「学部教授会」
とあるのは「研究科ҕ員会」とɺಡみସ͑る。

ୈ 12 ষ　ް生ࢪઃ౳

　（ް生ࢪઃ౳）
ୈ ú8 ৚　ຊ大学院の学生はɺຊ大学のް生施ઃ等をར用するこ
とができる。

ୈ 1ú ষ　学　අ　౳

　（学අ౳）
ୈ ú9 ৚　学අ等のछྨ及びͦのֹはɺ学ߍ法ਓ名城大学のઃ置
する学ߍの学අ等に関する規ଇの定ΊるとこΖによる。

ୈ 1 ষ　૯　　ଇ

　（໨త）
ୈ 1 ৚　ຊ大学はɺ教育基ຊ法及び学ߍ教育法の規定するとこΖ
にैいɺ学ज़のத৺としてɺਂくઐ໳の教育研究を行いɺ合わ
せて޿൚な教ཆをഓいɺ૑造的な஌ੑと๛͔なਓؒੑをඋ͑た
༗ೳなਓࡐをཆ成するとともに学ज़・文Խの進లにد༩するこ
とを目的とする。

（評価౳ݾࣗ）　
ୈ 2 ৚　ຊ大学はɺͦの教育研究水準の向上をਤりɺຊ大学の目
的及び社会的໋࢖を達成するたΊɺ教育研究活動等のঢ়گにつ
いてࣗら点ݕ及び評価を行いɺͦの結果をެ表する。

ᶄ　前項の点ݕɺ評価等に関することはɺผに定Ίる。
ᶅ　ୈ １項の点ݕ及び評価の結果についてはɺຊ大学の৬員以֎
の者によるݕ証を行う。

　（৘ใのੵۃతͳఏڙ）
ୈ 2 ৚の 2　ຊ大学における教育研究活動等のঢ়گについてはɺ
。を行うڙ的に৘ใの提ۃ行෺への掲載等によってɺੵץ

ୈ 2 ষ　組　　৫

　（学෦）
ୈ ú ৚　ຊ大学にɺ࣍の学部及び学科を置く。
法 　 学 　 部　法学科
ܦ Ӧ 学 部　ܦӦ学科ɺࠃ際ܦӦ学科
ܦ ࡁ 学 部　ࡁܦ学科ɺ࢈業社会学科
理 工 学 部　数学科ɺిࢠిؾ工学科ɺࡐ料機ೳ工学科ɺ応

用Խ学科ɺ機ց工学科ɺަ通機ց工学科ɺϝΧ
トϩχΫス工学科ɺ社会基൫デβイン工学科ɺ
ங学科ݐ૑造工学科ɺڥ؀

೶ 　 学 　 部　生෺資ݯ学科ɺ応用生෺Խ学科ɺ生෺ڥ؀科
学科

ༀ 　 学 　 部　ༀ学科
౎ࢢ৘ใ学部　౎ࢢ৘ใ学科
ਓ ؒ 学 部　ਓؒ学科
֎ ࠃ 語 学 部　ࠃ際ӳ語学科
৘ ใ 工 学 部　৘ใ工学科

ᶄ　前項の各学部及び学科のऩ༰定員はɺผ表ୈ １のとおりとす
る。

2ɽ໊৓大学学ଇ ï ൈਮ ð
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　（学෦のਓࡐのཆ成にؔする໨త）
ୈ ú ৚の 2　前৚に定Ίる学部͝とのਓࡐのཆ成に関する目的ͦ
の他の教育研究上の目的に関してはɺ以下のように定Ίる。

（ １）法学部はɺ法的ߟࢥ及び法的素ཆを修得させることによりɺ
社会のみならずࣗݾに対する؍٬的なࢹ点を࣋ͪɺ正義ײと
倫理؍を݉ねඋ͑てɺࣗ分で͑ߟ൑அすることのできるਓࡐ
のཆ成を目的とする。

（ ܦられた͑ࢧい教ཆに޿に෋みɺ෯֮ײ際ࠃӦ学部はɺܦ（2
Ӧॾ科学の理論的・実ફ的ೳྗを社会のଟ༷なྖҬでൃشす
るਓࡐのཆ成を目的とする。

（ つΊɺݟという一つの૭を通じて社会をࡁܦ学部はɺࡁܦ（3
ଟ༷Խ・ෳࡶԽする社会にॊೈに対応できるࣗ立的ਓؒのཆ
成を目的とする。

（ 4）理工学部はɺ෯޿い素ཆをඋ͑ɺ社会に通用するઐ໳஌ࣝ
とͦの応用ྗを࣋ͪɺ科学ٕज़者としてࣗらのखで৽しい分
໺を૑造的に切り୓いてΏくਓࡐのཆ成を目的とする。

（ 5）೶学部は生໋科学ɺ৯料・݈߁科学ɺڥ؀科学を基൫とし
た෯޿いઐ໳的学ࣝを༗しɺಎྗ࡯ɺ૑造ྗおよび実ફྗを
උ͑ɺ社会にݙߩできるਓࡐのཆ成を目的とする。

（ 6）ༀ学部はɺༀ学の͔֬な஌ࣝɺٕೳとともにɺ生໋のଚさ
を஌りɺ๛͔なਓؒੑと倫理؍をもͪɺਓʑの݈߁と෱ࢱの
向上にݙߩできるਓࡐのཆ成を目的とする。

（ 7）౎ࢢ৘ใ学部はɺαーϏスαイΤンスの؍点͔らɺ౎ࢢに
関する総合的஌ࣝとόランス֮ײをซせ࣋ͪɺまͪͮくり΍
組৫ܦӦに関する༷ʑな課題を分析しɺ解ܾするਓࡐのཆ成
を目的とする。

（ 8）ਓؒ学部はɺਓؒੑへのಎ࡯をத֩にす͑た޿いࢹ໺とਂ
い教ཆを࣋ͪɺ๛͔なਓؒੑにཪଧͪされɺࠃ際的な෣୆で
も活༂できるίϛュχケーγϣンೳྗと行動ྗをඋ͑たਓࡐ
のཆ成を目的とする。

（ 際Խの推進を理೦としɺάϩーόϦθーࠃ語学部はɺࠃ֎（9
γϣンがਂԽするੈքにおいてٻΊられる実ફ的なίϛュχ
ケーγϣンྗを༗しɺڥࠃをӽ͑て活༂できるɺ以下に掲げ
るೳྗをඋ͑たਓࡐのཆ成を目的とする。
①άϩーόルԽ社会の最前ઢで活༂できるӳ語のӡ用ೳྗを
༗したਓࡐ
ᶄアジアをはじΊとするւ֎の事৘に通じɺ異文Խ΍ࠃ際社
会に対してਂい理解ྗを࣋ったਓࡐ
ᶅ日ຊのྺ࢙ɺ文Խɺ社会をਂく理解しɺ日ຊの立৔΍事৘
をੈքにൃ৴するೳྗをඋ͑ɺάϩーόルԽ社会を切り։
いて行くことができるਓࡐ

（１0）৘ใ工学部はɺ෯޿い素ཆをඋ͑ɺ社会に通用する৘ใ工
学のઐ໳஌ࣝとͦの応用ྗを࣋ͪɺ৘ใٕज़者としてࣗらの
खで৽しい分໺を૑造的に切り୓いてΏくਓࡐのཆ成を目的
とする。

　（大学院）
ୈ û ৚　ຊ大学にɺ大学院を置く。
ᶄ　大学院に関することはɺผに定Ίる。
　（ઐ߈Պ）
ୈ ü ৚　ຊ大学にɺઐ߈科を置く。
ᶄ　ઐ߈科に関することはɺผに定Ίる。
　（ෟଐࢪઃ౳）
ୈ ý ৚　ຊ大学にɺ࣍の教育研究の施ઃ等を置く。
（ １）研究ॴ
（ 2）೶学部ෟଐ೶৔
（ 3）ͦの他ෟଐ施ઃ等
ᶄ　教育研究の施ઃ等に関することはɺผに定Ίる。

　（ෟଐਤॻؗ）
ୈ 7 ৚　ຊ大学にɺෟଐਤ書ؗを置く。
ᶄ　ෟଐਤ書ؗに関することはɺผに定Ίる。

ୈ ú ষ　学೥・学期ٴͼٳ業೔

　（学೥）
ୈ 12 ৚　学年はɺ4月 １日に࢝まりɺཌ年 3月 3１ 日にऴわる。
　（学期）
ୈ 1ú ৚　学年を࣍の 2学期に分ける。
　前期　4月 １日͔ら 9月 １3 日まで
　後期　9月 １4 日͔らཌ年 3月 3１ 日まで
（業೔ٳ）　
ୈ 1û ৚　ٳ業日はɺ࣍のとおりとする。
（ １）日༵日
（ ຽのॕ日に関する法཯（ত࿨ࠃ（2 23 年法཯ୈ １78 ߸）に定

Ίるٳ日
（ 3）Նٳق業日　8月上०͔ら 9月 １3 日まで
（ 4）ౙٳق業日　１2 月下०͔らཌ年 １月上०まで
（ 5）य़ٳق業日　2月上०͔ら 3月 3１ 日まで
ᶄ　ඞཁがある৔合ɺ前項に定Ίるものの΄͔ɺٳ業日を定Ίɺ
又は変更することができる。

ୈ ý ষ　ڭҭ課程・ཤ修ํ๏౳

　（୯位）
ୈ 2ü ৚　授業科目の୯位はɺ࣍の各߸の基準によるものとする。
（ １）講義及びԋशについてはɺ１5 時͔ؒら 30 時ؒまでの授業

時ؒをもって １୯位とする。
（ 2）実験ɺ実श及び実ٕについてはɺ30 時͔ؒら 45 時ؒまで

の授業時ؒをもって １୯位とする。
ᶄ　前項の規定に͔͔わらずɺଔ業論文ɺଔ業研究ɺଔ業制作等
の授業科目についてはɺこれらの学修の成果を評価して୯位を
༩͑ることができる。

　（成績）
ୈ ú÷ ৚　ཤ修科目の成績はɺल（̨）ɺ༏（̖）ɺྑ （̗）ɺՄ（Ｃ）
及び不Մ（̛）の 5छの評語をもって表わしɺल（̨）ɺ༏（̖）ɺ
ྑ（̗）及びՄ（Ｃ）を合格とする。

ୈ 7 ষ　ٳ学・స学・ཹ学・ୀ学౳

（学ٳ）　
ୈ ú1 ৚　࣬පͦの他΍むを得ない理༝によりɺ3月以上修学する
ことができない者はɺ学部教授会のٞをܦてɺ学部長のڐՄを
得てٳ学することができる。

ᶄ　ٳ学期ؒはɺ１年以಺とする。ただしɺ特ผの理༝がある৔
合はɺ１年を限度としてɺٳ学期ؒのԆ長を認Ίることができる。

ᶅ　ٳ学期ؒはɺ通ࢉして 4年を௒͑ることができない。
ᶆ　ٳ学期ؒはɺ在学年限にࢉ入しない。
　（෮学）
ୈ ú2 ৚　ٳ学期ؒதにͦの理༝がফ໓したときはɺ学部教授会
のٞをܦてɺ学部長のڐՄを得て෮学することができる。

　（స学）
ୈ úú ৚　他の大学に入学又はస入学をئࢤする者はɺ学部長に
。Մを得なけれ͹ならないڐい出てɺあら͔じΊͦのئ

　（ཹ学）
ୈ úû ৚　֎ࠃの大学又は୹期大学で学修することをئࢤする者
はɺ学部長のڐՄを得てཹ学することができる。

ᶄ　ཹ学期ؒはɺୈ38৚に定Ίる在学期ؒに含Ίることができる。
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　（ୀ学）
ୈ úü ৚　࣬පͦの他΍むを得ない理༝によりɺୀ学しようとす
る者はɺ学部教授会のٞをܦてɺ学長のڐՄを得てୀ学するこ
とができる。

　（আ੶）
ୈ úý ৚　࣍の各߸の １に該当する者はɺ学部教授会のٞをܦてɺ
学長がআ੶する。

（ １）ୈ １6 ৚に定Ίる在学年限を௒͑た者
（ 2）ୈ 3１ ৚に定Ίるٳ学期ؒを௒͑てなお修学できない者
（ 3）学අをೲ入しない者
（ 4）ͦの他成業のࠐݟみがないと認Ίられる者
　（෮੶）
ୈ ú7 ৚　前৚によりআ੶された者で෮੶しようとするものはɺ
学部教授会のٞをܦてɺ学長のڐՄを得て෮੶することができ
る。ただしɺ前৚ୈ １߸によりআ੶された者はআく。

ୈ 12 ষ　৆　　േ

　（表জ）
ୈ ûü ৚　学生として表জに価する行為があった者はɺ学部教授
会及びٞڠ会のٞをܦてɺ学長が表জする。

　（௄ռ）
ୈ ûý ৚　ຊ大学の規ଇにҧ൓又は学生としてのຊ分に൓する行
為をした者はɺ学部教授会及び大学ٞڠ会のٞをܦてɺ学長が
௄ռする。௄ռのखଓき等についてはɺผに定Ίる。

ᶄ　前項の௄ռのछྨはɺୀ学ɺఀ学及びࠂ܇とする。
ᶅ　前項のୀ学はɺ࣍の各߸の １に該当する৔合に行う。
（ １）ੑ行不ྑで改ળのࠐݟみがないと認Ίられる者
（ 2）ຊ大学のடংをཚしɺͦの他学生としてのຊ分にஶしく൓

した者

ୈ 1 ষ　૯　　ଇ

　（໨త）
ୈ 1 ৚　この規程はɺ名城大学学ଇ（以下「学ଇ」という。）に
定Ίるものの΄͔ɺ教຿に関するඞཁな事項を定Ίることを目
的とする。

ୈ 2 ষ　学੶฽ٴͼ学生ূ

　（学੶฽）
ୈ 2 ৚　名城大学（以下「ຊ学」という。）にॴ定の学੶฽をඋ͑ɺ
ͦのอ؅は学຿ηンターで行う。

ᶄ　学੶฽の記載事項に変更が生じたときはɺ௚ͪにɺॴ定の用
。にͦの理༝を記入のう͑ɺ学部長にಧけ出なけれ͹ならないࢴ

　（学生ূのަ෇౳）
ୈ ú ৚　ຊ学に入学した者にはɺ学生証をަ付する。
ᶄ　学生証の༗ޮ期ؒはɺ１年とする。
ᶅ　学生はɺ学生証に記載された஫ҙ事項を遵守しなけれ͹なら
ない。

ᶆ　学生証のަ付の時期ɺ方法等は各学部で定Ίる。

ୈ ú ষ　त業ٴͼཤ修Պ໨のొ࿥

　（त業）
ୈû৚　ຊ学における授業はɺ年度のॳΊにɺ授業科目ɺ༵ 日ɺ時限ɺ
授業科目を୲当する教育৬員等をɺ各学部でঝ認したものを学

຿ηンターにおいてɺ授業時ׂؒ表によりެ表し実施する。た
だしɺूத講義等についてはɺผにこれをެ表し実施すること
がある。

ᶄ　ަ通機関のストライΩの実施ɺ๫෩ܯใのൃྩɺ֐ࡂ等のൃ
生及び大規໛஍਒に関する൑定会টू時の授業の取扱いに関す
ることはɺผに定Ίる。

　（ཤ修Պ໨のొ࿥）
ୈ ü ৚　学生はɺཤ修科目としてొ࿥することができる୯位数に
基ͮきɺͦの年度又はͦの学期にཤ修しようとする授業科目を
બ୒しɺ指定された期ؒ಺にɺཤ修科目のొ࿥をしなけれ͹な
らない。

ᶄ　前項の定ΊるとこΖによりɺॴ定の୯位を༏れた成績をもっ
て修得した学生についてはɺ࣍年度又は࣍学期にɺ前項に定Ί
る上限を௒͑てཤ修科目のొ࿥を認Ίることができる。

ᶅ　࣍の各߸のいずれ͔に該当した授業科目のཤ修はແޮとす
る。

（ １）未ొ࿥の授業科目のཤ修
（ 2）ಉ一時ؒଳにෳ数の授業科目のཤ修
（ に୯位を修得した授業科目のཤ修ط（3
ᶆ　提出されたཤ修ಧの変更はɺ学部等で特に認Ίた৔合の΄͔
は行うことができない。

ᶇ　ͦの他ཤ修に関するඞཁなことはɺ学部等で定Ίる。
　（ଞ学෦のत業Պ໨のཤ修）
ୈ ý ৚　学生はɺॴଐ学部の授業科目の΄͔に他の学部の授業科
目をཤ修することができる。

ᶄ　他の学部の授業科目のཤ修をر๬する者はɺॴଐ学部長をܦ
てɺཤ修をر๬する学部の学部長のڐՄを得なけれ͹ならない。

ᶅ　ཤ修をڐՄする授業科目ɺ୯位の認定及びͦの他ඞཁなこと
はɺ当該྆学部で定Ίる。

　（෭ઐ߈）
ୈ ý ৚の 2　学生はɺ他の学部・学科の授業科目のத͔ら指定さ
れた特定分໺の授業科目を෭ઐ߈科目としてཤ修することがで
きる。

ᶄ　෭ઐ߈に関するͦの他ඞཁなことはɺผに定Ίる。
　（ଞ大学のत業Պ໨のཤ修）
ୈ 7 ৚　学生はɺຊ学の授業科目の΄͔に「୯位׵ޓに関するแ
。定」に加ໍする大学の授業科目をཤ修することができるڠׅ

ᶄ　他大学の授業科目のཤ修をر๬する者はɺॴ定のखଓをܦてɺ
科目։ઃ大学のڐՄを得なけれ͹ならない。

ᶅ　他大学でొ࿥ཤ修できる୯位及びͦの他ඞཁなことはɺผに
定Ίる。

ୈ û ষ　ݧࢼ・成績・୯位ೝఆ౳

（ݧࢼ）　
ୈ 8 ৚　試験はɺ定期試験ɺ௥試験及び࠶試験とする。ただしɺ
ඞཁがあるときはɺ適ٓɺ試験を実施することができる。

ᶄ　௥試験はɺ࣬පͦの他΍むを得ない理༝によりɺ定期試験を
ड験できな͔った者についてɺ１ճに限り行う。

ᶅ　࠶試験はɺ定期試験の結果ɺ不合格になった者についてɺ１
ճに限り行うことができる。

ᶆ　試験の方法はɺච記又はޱड़によるものとする。ただしɺ論
文ͦの他の方法によりɺこれに୅͑ることができる。

（ࢪの࣮ݧࢼ）　
ୈ 9 ৚　試験の実施に関することはɺ学部等で定Ίる。
ᶄ　ަ通機関のストライΩの実施ɺ๫෩ܯใのൃྩɺ֐ࡂ等のൃ
生及び大規໛஍਒に関する൑定会টू時の試験の取扱いに関す
ることはɺผに定Ίる。

úɽڭ ຿ ن 程
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　（डݧの֨ࢿ）
ୈ 1÷ ৚　ड験にඞཁなखଓをしな͔った者又は学අをೲ入しな
͔った者はɺड験できない。

ᶄ　࣍の各߸のいずれ͔に該当するときはɺड験できないことが
ある。

（ １）授業科目の出席日数が 3分の 2にຬたないとき
（ 2）学生証（ॴ定のड験ථを含む。）を提示できないとき
（ 3）試験։࢝後ɺॴ定の時ؒ以上஗れたとき
（ 4）試験؂ಜ者の指示にैわないとき
（ 5）試験において不正行為をしたとき
（ 6）ͦの他学部等で定Ίる事項にҧ൓したとき
　（成績の評価）
ୈ 11 ৚　成績はɺ１00 点をຬ点としɺ評価はɺ90 点以上を Sɺ
80 点以上 90 点未ຬを̖ɺ70 点以上 80 点未ຬを̗ɺ60 点以上
70 点未ຬをＣɺ60 点未ຬを̛とする。

ᶄ　成績評価基準についてはɺ࣍のとおりとする。

評価 基準 点数

S 授業目標の水準を十分に達成できɺ際立っている。１00 〜 90

A 授業目標の水準を十分に達成できている。 89 〜 80

B 授業目標の水準を概ね達成できている。 79 〜 70

C 授業目標の最低限の水準を達成できている。 69 〜 60

F 授業目標の最低限の水準を達成できていない。 59 〜 0

　（(1"）
ୈ 11 ৚の 2　ཤ修指導等においてɺ(1A（άレード・ポイント・
アϕレージ）による成績評価を用いることができる。

ᶄ　(1Aのࢉ出方法についてはɺผに定Ίる。
　（成績の௨஌）
ୈ 12 ৚　成績はɺड験者に通஌する。
ᶄ　通஌の時期ɺ方法等に関することはɺ学部等で定Ίる。
　（不正行為のې止）
ୈ 1ú ৚　試験においてɺ不正行為を行ってはならない。
ᶄ　不正行為の取扱いについてはɺ಺規をもって定Ίる。
　（୯位のೝఆٴͼ表記）
ୈ 1û ৚　学ଇୈ 27 ৚及びୈ 28 ৚に定Ίる୯位の認定はɺ学部
長が行う。

ᶄ　࠶入学ɺస学部等の学生の入学及びస入前に修得した授業科
目の୯位ɺ成績ฒびに評価の表記はɺ各学部において認定した
୯位数ɺ成績及びୈ １１ ৚に定Ίる評価又はNの表示をもって
行う。

ᶅ　ຊ学以֎の教育施ઃ等において行った学修及び修得した୯位
のうͪɺ認定した୯位及び成績の表記はɺ୯位数の記載とୈ
１１ ৚に定Ίる評価又はNの表示をもって行う。

　（ਐڃ）
ୈ 1ü ৚　学生がɺ上ڃ年࣍に進ڃするたΊにඞཁな୯位修得基
準はɺ学部で定Ίる。

　（ૣ期ଔ業のཁ݅）
ୈ 1ý ৚　学ଇୈ 38 ৚ୈ 2߸に定Ίる者はɺ࣍のཁ݅をす΂てຬ
たした者でなけれ͹ならない。

（ １）3 年以上の在学でɺຊ学の定Ίるଔ業ཁ݅としての୯位を
༏लな成績で修了した者

（ 2）学ଇୈ 38 ৚ୈ 2߸に規定するଔ業をر๬している者

ୈ ü ষ　学੶ҟ動のखଓ౳

（学のखଓٳ）　
ୈ 17 ৚　ٳ学しようとする者はɺͦの理༝が生じたとき͔ら １
月以಺にɺॴ定の用ࢴにͦの理༝を記入しɺอ証ਓ࿈ॺのう͑ɺ
学部長にئい出るものとする。

ᶄ　ٳ学期ؒをԆ長しようとする者はɺ前項に定Ίるखଓをܦな
けれ͹ならない。

ᶅ　ٳ学をڐՄされた者はɺผに定Ίる在੶料をຊ学の指定する
期ؒ಺にೲ入しなけれ͹ならない。

　（෮学のखଓ）
ୈ18৚　෮学しようとする者はɺॴ定の用ࢴにͦの理༝を記入しɺ
อ証ਓ࿈ॺのう͑ɺ学部長にئい出るものとする。

ᶄ　෮学の時期はɺ各学期のॳΊとする。ただしɺ特ผの事৘が
あるときはɺこの限りでない。

　（ୀ学のखଓ）
ୈ19৚　ୀ学しようとする者はɺॴ定の用ࢴにͦの理༝を記入しɺ
อ証ਓ࿈ॺのう͑ɺ学部長をܦてɺ学長にئい出るものとする。

ᶄ　ୀ学の日付はɺطೲの授業料等の༗ޮ期ؒ಺でɺ教授会の指
定する日とする。

（ೖ学のखଓ࠶）　
ୈ 2÷ ৚　࠶入学しようとする者はɺॴ定の用ࢴにͦの理༝を記
入しɺอ証ਓ࿈ॺのう͑ɺ学部長をܦてɺ学長にئい出るもの
とする。

ᶄ　࠶入学の出ئ期ؒはɺୀ学したཌ日͔らୀ学した日の 5年後
の日のଐする年度の末日までとする。

ᶅ　࠶入学がڐՄされた者はɺผに定Ίる入学ۚ及び授業料等を
ຊ学の指定する期ؒ಺にೲ入しなけれ͹ならない。

ᶆ　࠶入学の時期はɺ年度のॳΊとする。
　（আ੶の೔෇）
ୈ 21 ৚　আ੶の日付はɺطೲの授業料等の༗ޮ期ؒ಺でɺ教授
会の指定する日とする。ただしɺ学ଇୈ 36 ৚ୈ 4 ߸によりআ
੶された入学खଓ׬了者でɺ年度ॳΊに学生証をडྖしない者
の日付は 4月 30 日とする。

　（෮੶のखଓ）
ୈ22৚　෮੶しようとする者はɺॴ定の用ࢴにͦの理༝を記入しɺ
อ証ਓ࿈ॺのう͑ɺ学部長をܦてɺ学長にئい出るものとする。

ᶄ　෮੶の出ئ期ؒはɺআ੶された日のཌ日͔らআ੶された日の
5年後の日のଐする年度の末日までとする。

ᶅ　෮੶がڐՄされた者はɺผに定Ίる෮੶料及び授業料等をຊ
学の指定する期ؒ಺にೲ入しなけれ͹ならない。

ᶆ　෮੶の時期はɺ年度のॳΊとする。
　（స学෦౳のखଓ）
ୈ 2ú ৚　స学部等のئࢤ者はɺॴ定の用ࢴにͦの理༝を記入しɺ
ॴଐ学部長にئい出るものとする。

ᶄ　స学部等がڐՄされた者はɺผに定Ίるస学部料等及び授業
料等をຊ学の指定する期ؒ಺にೲ入しなけれ͹ならない。

ᶅ　స学部等の時期はɺ年度のॳΊとする。
ᶆ　స学部等のબߟ方法等に関することはɺ学部で定Ίる。

ୈ ý ষ　学　位　記

　（学位記）
ୈ 2û ৚　学位記の日付はɺଔ業ࣜの日とする。ただしɺༀ学部
においてはɺଔ業ࣜの日以前の日付とすることができる。

ᶄ　年度のத్においてɺଔ業と認定されたときの学位記の日付
はɺ࣍の各߸のとおりとする。
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（ １）࣍の年度の 4 月 30 日までにɺଔ業と認定されたときはɺ
前年度のଔ業ࣜの日付とする。

（ 2）࣍の年度の １0 月 3１ 日までにɺଔ業と認定されたときはɺ
ͦの年度の 9月 １3 日の日付とする。

ᶅ　学位記はɺަ࠶付しない。

ୈ 7 ষ　ࡶ　　ଇ

　（ॾূ໌ॻのൃ行）
ୈ 2ü ৚　ຊ学に在੶する者又は在੶した者͔らٻΊがあるとき
はɺॾ証明書をൃ行することができる。

ᶄ　証明書のൃ行の時期ɺ方法等に関することはɺ学部等で定Ί
る。

　（༷ࣜ౳）
ୈ 2ý ৚　この規程の施行にඞཁな༷ࣜ及び事項はɺผに定Ίる。

　（໨త）
ୈ 1 ৚　この規程はɺ学位規ଇ（ত࿨28年文部省ྩୈ9߸。以下「省
ྩ」という。）に基ͮきɺ名城大学（以下「ຊ大学」という。）
が授༩する学位についてɺ名城大学学ଇ及び名城大学大学院学
ଇに定Ίるものの΄͔ɺඞཁな事項を定Ίることを目的とする。

　（学位）
ୈ 2 ৚　ຊ大学において授༩する学位はɺ学士ɺ修士及び博士と
する。

（ １）学士の学位を授༩するに当たってはɺ࣍の۠分にैいɺઐ
。分໺の名শを付記する߈
法学部法学科（法学）
（Ӧ学ܦ）Ӧ学科ܦӦ学部ܦ
（Ӧ学ܦ）Ӧ学科ܦ際ࠃӦ学部ܦ
（学ࡁܦ）学科ࡁܦ学部ࡁܦ
（学ࡁܦ）業社会学科࢈学部ࡁܦ
理工学部数学科（理学）
理工学部ిࢠిؾ工学科（工学）
理工学部ࡐ料機ೳ工学科（工学）
理工学部応用Խ学科（工学）
理工学部機ց工学科（工学）
理工学部ަ通機ց工学科（工学）
理工学部ϝΧトϩχΫス工学科（工学）
理工学部社会基൫デβイン工学科（工学）
理工学部ڥ؀૑造工学科（工学）
理工学部ݐங学科（工学）
೶学部生෺資ݯ学科（೶学）
೶学部応用生෺Խ学科（೶学）
೶学部生෺ڥ؀科学科（೶学）
ༀ学部ༀ学科（ༀ学）
౎ࢢ৘ใ学部౎ࢢ৘ใ学科（౎ࢢ৘ใ学）
ਓؒ学部ਓؒ学科（ਓؒ学）
（語学ࠃ֎）際ӳ語学科ࠃ語学部ࠃ֎
৘ใ工学部৘ใ工学科（工学）

（ 2）修士の学位を授༩するに当たってはɺ࣍の۠分にैいɺઐ
。分໺の名শを付記する߈
法学研究科法཯学ઐ߈（法学）
（Ӧ学ܦ）߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ

（学ࡁܦ）߈学ઐࡁܦ学研究科ࡁܦ
理工学研究科数学ઐ߈（理学）
理工学研究科৘ใ工学ઐ߈（工学）
理工学研究科ిࢠిؾ工学ઐ߈（工学）
理工学研究科ࡐ料機ೳ工学ઐ߈（工学）
理工学研究科応用Խ学ઐ߈（工学）
理工学研究科機ց工学ઐ߈（工学）
理工学研究科ަ通機ց工学ઐ߈（工学）
理工学研究科ϝΧトϩχΫス工学ઐ߈（工学）
理工学研究科社会基൫デβイン工学ઐ߈（工学）
理工学研究科ڥ؀૑造学ઐ߈（工学）
理工学研究科ݐங学ઐ߈（工学）
೶学研究科೶学ઐ߈（೶学）
౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈（౎ࢢ৘ใ学）
ਓؒ学研究科ਓؒ学ઐ߈（ਓؒ学）
総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈（学ज़）

（ 3）博士の学位を授༩するに当たってはɺ࣍の۠分にैいɺઐ
。分໺の名শを付記する߈
法学研究科法཯学ઐ߈（法学）
（Ӧ学ܦ）߈Ӧ学ઐܦӦ学研究科ܦ
（学ࡁܦ）߈学ઐࡁܦ学研究科ࡁܦ
理工学研究科数学ઐ߈（理学）
理工学研究科ిؾ・৘ใ・ࡐ料・෺࣭工学ઐ߈（工学）
理工学研究科機ց工学ઐ߈（工学）
理工学研究科社会ڥ؀デβイン工学ઐ߈（工学）
೶学研究科೶学ઐ߈（೶学）
ༀ学研究科ༀ学ઐ߈（ༀ学）
౎ࢢ৘ใ学研究科౎ࢢ৘ใ学ઐ߈（౎ࢢ৘ใ学）
総合学ज़研究科総合学ज़ઐ߈（学ज़）

　（学位त༩のཁ݅）
ୈ ú ৚　学士の学位はɺຊ大学をଔ業した者に授༩する。
ᶄ　修士の学位はɺຊ大学大学院の修士課程を修了した者に授༩
する。

ᶅ　博士の学位はɺຊ大学大学院の博士後期課程又は博士課程を
修了した者に授༩する。

ᶆ　ୈ 3項に定Ίるものの΄͔ɺ博士の学位はɺ名城大学大学院
学ଇの定ΊるとこΖによりɺຊ大学大学院の行う博士論文の৹
ࠪ及び試験に合格しɺ͔つɺຊ大学大学院の博士後期課程又は
博士課程を修了した者とಉ等以上の学ྗを༗することを֬認さ
れた者に授༩することができる。

　（学位त༩のਃ੥）
ୈ û ৚　ຊ大学大学院研究科の課程をܦてɺ修士又は博士の学位
の授༩をਃ੥する者はɺॴ定の学位授༩ਃ੥書（༷ࣜୈ 5及び
༷ࣜୈ 6）に学位論文及びͦの他ඞཁ書ྨをఴ͑てɺ研究科長
をܦてɺ学長に提出するものとする。

ᶄ　ຊ大学大学院博士後期課程又は博士課程をܦないでɺ博士の
学位の授༩をਃ੥する者はɺॴ定の学位授༩ਃ੥書（༷ࣜୈ 7）
に学位論文及びͦの他ඞཁ書ྨฒびにผに定Ίる学位৹ࠪ料を
ఴ͑てɺ当該研究科長をܦてɺ学長に提出するものとする。

ᶅ　ຊ大学大学院博士後期課程又は博士課程にॴ定の期ؒ在学
しɺ研究指導をडけたのみでୀ学した者がɺ博士の学位をਃ੥
する৔合もɺ前項の規定によるものとする。ただしɺୀ学後 3
年以಺に学位論文を提出する৔合はɺ学位৹ࠪ料を໔আする。

ᶆ　提出した学位論文及びೲ入した学位৹ࠪ料はɺこれをฦؐし
ない。

ûɽ໊৓大学学位ن程
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　（学位論文）
ୈ ü ৚　提出する学位論文はɺ１ฤとする。ただしɺ参ߟ論文を
ఴ付することができる。

ᶄ　研究科においてඞཁがあると認Ίるときはɺ学位論文の༁ຊɺ
໛ܕ又は標ຊͦの他を提出させることができる。

　（学位論文のड理）
ୈ ý ৚　ୈ 4৚ୈ １項による学位論文はɺઐ߈分໺のଐする研究
科ҕ員会にてड理する。

ᶄ　ୈ 4৚ୈ 2項による博士論文のड理はɺઐ߈分໺のଐする研
究科ҕ員会のٞをܦてɺ学長がܾ定しɺ研究科ҕ員会にͦの৹
ࠪを付ୗする。

　（৹ࠪҕһձ）
ୈ 7 ৚　前৚により学位論文をड理ɺएしくは৹ࠪを付ୗされた
研究科ҕ員会はɺ論文಺༰に関࿈する研究指導教員のう͔ͪらɺ
3名以上の৹ࠪҕ員（಺ １名はओࠪ）をબ出しɺ৹ࠪҕ員会を
ઃける。

ᶄ　研究科ҕ員会はɺ前項の規定に͔͔わらずɺඞཁがあるとき
はɺ前項に規定する教員に୅͑て論文಺༰に関࿈する大学院୲
当資格を༗する教員を৹ࠪҕ員とすることができる。

ᶅ　研究科ҕ員会はɺୈ １項の規定に͔͔わらずɺඞཁがあると
きはɺ他の研究科の大学院୲当資格を༗する教員を加͑ɺまたɺ
他の大学院又は研究ॴの大学院୲当資格を༗する教員एしくは
これに૬当するもののྗڠをٻΊることができる。

　（学位論文の৹ࠪɺٴݧࢼͼࢼ໰）
ୈ 8 ৚　৹ࠪҕ員会において行う৹ࠪはɺ学位論文の৹ࠪ及び試
験としɺୈ 3৚ୈ 4項の規定によりɺ博士の学位の授༩をਃ੥
する者にはɺซせて試໰を行うものとする。

ᶄ　試験はɺ学位論文をத৺としてɺこれに関࿈のある科目につ
いてɺޱ಄又はච౴により行う。

ᶅ　試໰はɺຊ大学大学院博士後期課程又は博士課程を修了してɺ
博士の学位を授༩される者とಉ等以上の学ྗを༗することを֬
認するたΊにɺઐ߈学ज़及び֎ࠃ語についてɺޱ಄又はච౴に
より行う。֎ࠃ語についてはɺݪଇとして 2Χࠃ語を課する。

ᶆ　ୈ 4৚ୈ 3項の規定によりɺ博士の学位の授༩をਃ੥する者
にあってはɺୀ学後 3年以಺に学位論文を提出したときはɺ試
໰を໔আする。

　（৹ࠪ期ؒ）
ୈ 9 ৚　ୈ 3৚ୈ 2項及びୈ 3項に定Ίる者の学位論文の৹ࠪ及
び試験はɺ修了༧定年度のଔ業ࣜに学位授༩ができるようऴ了
するものとする。

ᶄ　ୈ 4৚ୈ 2項による博士論文はɺຊ大学大学院においてɺ論
文をड理した後 １年以಺に৹ࠪ及び試験をऴ了するものとす
る。

　（৹ࠪҕһձのใࠂ）
ୈ 1÷ ৚　৹ࠪҕ員会はɺ学位論文の৹ࠪ及び試験ฒびに試໰を
ऴ了したときはɺ଎΍͔にɺ学位論文の಺༰のཁࢫɺ論文৹ࠪ
のཁࢫ及び試験の成績ฒびに試໰の結果にɺ学位の授༩につい
てのҙݟをఴ͑ɺ研究科ҕ員会に文書によりใࠂしなけれ͹な
らない。

　（研究Պҕһձの৹ٞ）
ୈ 11 ৚　研究科ҕ員会はɺ前৚のใࠂに基ͮいて৹ٞしɺୈ 3
৚ୈ 2項及びୈ 3項によるものについてはɺ名城大学大学院学
ଇの定ΊるとこΖによりɺ研究科の課程修了のՄ൱ɺಉ৚ୈ 4
項の規定によるものについてはɺͦの学位論文の合൱について
ܾٞする。

ᶄ　前項のܾٞはɺ研究科ҕ員会のҕ員総数の 3分の 2以上出席
しɺ͔つɺ出席ҕ員の 3分の 2以上のࢍ成をඞཁとする。ただ

しɺެ຿による長期出ு又はٳ৬தのҕ員はɺҕ員の数にࢉ入
しない。

　（研究Պ௕のใࠂ）
ୈ 12 ৚　研究科ҕ員会が前৚のܾٞをしたときはɺ研究科長はɺ
ͦの結果を文書によりɺ学長にใࠂしなけれ͹ならない。

　（学位のत༩）
ୈ 1ú ৚　学長はɺୈ 3৚ୈ １項の規定に定Ίるものについてはɺ
ୈ 2৚ୈ １߸に定Ίる学位を授༩する。

ᶄ　学長はɺ前৚のใࠂに基ͮいてɺୈ 3৚ୈ 2項及びୈ 3項の
規定に定Ίるものについてはɺຊ大学大学院研究科の課程修了
のՄ൱ɺಉ৚ୈ 4項の規定に定Ίるものについてはɺͦの学位
論文の合൱についてɺ大学ٞڠ会のঝ認を得てɺୈ 2৚ୈ 2߸
及びୈ 3߸に定Ίる学位を授༩する。

ᶅ　学位記の༷ࣜはɺ学士にあっては༷ࣜୈ １ɺ修士にあっては
༷ࣜୈ 2ɺ課程博士にあっては༷ࣜୈ 3ɺ論文博士にあっては
༷ࣜୈ 4のとおりとする。

　（学位論文ཁࢫ౳のެ表）
ୈ 1û ৚　ຊ大学がɺ博士の学位を授༩したときはɺ学位を授༩
した日͔ら 3月以಺にɺ博士の学位の授༩に係る論文の಺༰の
ཁࢫ及び論文৹ࠪの結果のཁࢫをインターωοトのར用により
ެ表する。

　（学位論文のެ表）
ୈ 1ü ৚　博士の学位を授༩された者はɺ学位を授༩された日͔
ら １年以಺にɺͦの学位論文をެ表するものとする。ただしɺ
学位を授༩される前にطにެ表した৔合はɺこの限りでない。

ᶄ　前項ຊ文の規定に͔͔わらずɺ博士の学位を授༩された者に
΍むを得ない理༝がある৔合はɺຊ大学のঝ認をडけてɺ学位
論文のશ文に୅͑ɺͦの಺༰をཁ໿したものをެ表することが
できる。この৔合ɺຊ大学はɺͦの論文のશ文をٻΊに応じて
Ӿ覧にڙするものとする。

ᶅ　前 2項の規定によりɺ学位論文をެ表するときはɺ名城大学
৹ࠪ学位論文であるࢫを明記しなけれ͹ならない。

ᶆ　博士の学位を授༩された者が行う前3項の規定によるެ表はɺ
インターωοトのར用により行うものとする。

　（学位त༩の取ফ౳）
ୈ 1ý ৚　学長はɺຊ大学において学位を授༩された者がɺ不正
な方法によりɺ学位をडけた事実が൑明したときはɺ学部教授
会又は研究科ҕ員会及び大学ٞڠ会のٞをܦてɺͦの授༩した
学位を取りফしたう͑ɺ学位記をฦؐさせɺ͔つɺͦのࢫをެ
表する。

ᶄ　各学部又は研究科においてɺ前項のܾٞをするときはɺୈ １１
৚ୈ 3項の規定を準用する。

　（学位त༩のใࠂ）
ୈ 17 ৚　ຊ大学が博士の学位を授༩したときはɺ学位を授༩し
た日͔ら 3月以಺にॴ定の学位授༩ใࠂ書によりɺ文部科学大
ਉにใࠂするものとする。

　（ิଇ）
ୈ 18 ৚　この規程で定Ίるものの΄͔ɺඞཁな事項はɺ学部教
授会又は研究科ҕ員会及び大学ٞڠ会のٞをܦてɺ学長が定Ί
る。
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　（໨త）
ୈ 1 ৚　このཁ項はɺ名城大学大学院学ଇ（以下「学ଇ」という。）
ୈ 33 ৚に定Ίる科目等ཤ修生の取扱いに係るඞཁな事項を定
Ίることを目的とする。

（֨ࢿ）　
ୈ 2 ৚　名城大学大学院（以下「ຊ大学院」という。）の科目等
ཤ修生としてئࢤできる者の資格はɺ࣍ の各߸のとおりとする。

（ １）修業年限 4年以上の大学をଔ業した者
（ 2）ຊ大学院において前߸とಉ等以上の学ྗがあると認Ίられ

た者
　（ड෇の࣌期౳）
ୈ ú ৚　科目等ཤ修生として入学をئࢤする者のड付の時期はɺ
学期の࢝Ίとする。

　（खଓ）
ୈ û ৚　科目等ཤ修生として入学をئࢤする者はɺຊ大学院の指
定する期ؒ಺にɺ࣍の各߸に定Ίる書ྨの΄͔ɺผに定Ίる入
学ݕ定料ৼࠐ証明書をఴ͑てɺ学຿ηンターɺༀ学部事຿ࣨ及
びφΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨにئい出るものとする。

（ １）科目等ཤ修生入学ئࢤ書（ئࢤ書ड付前 3月以಺にࡱӨし
たࣸ真をష付のこと）

（ 2）ଔ業証明書及び成績証明書
（ 3）ͦの他ຊ大学院がඞཁとするもの
　（ೖ学のڐՄ）
ୈ ü ৚　科目等ཤ修生の入学はɺ授業科目を։講する研究科ҕ員
会のٞをܦてɺ学長がڐՄする。

　（Պ໨౳ཤ修ྉ౳）
ୈ ý ৚　科目等ཤ修生として入学をڐՄされた者はɺผに定Ίる
科目等ཤ修料及び実験実शඅをຊ大学院の指定する期ؒ಺にೲ
入しなけれ͹ならない。

ᶄ　前項のखଓをऴ͑た者にはɺڐՄ通஌書をަ付する。
　（Պ໨౳ཤ修生ূ）
ୈ 7 ৚　科目等ཤ修生にはɺ科目等ཤ修生証をަ付する。
　（ཤ修期ؒ）
ୈ 8 ৚　科目等ཤ修生のཤ修期ؒはɺ入学をڐՄされた日͔らͦ
の年度の末日までとする。ただしɺཤ修科目が 2年度にわたり
։講される৔合はɺこの限りでない。

　（त業Պ໨ٴͼ୯位数）
ୈ 9 ৚　ཤ修をڐՄする授業科目はɺ当該研究科ҕ員会のٞをܦ
てɺ研究科長がܾ定する。

ᶄ　ཤ修をڐՄする୯位数はɺ１年度につきɺ１2 ୯位以಺（ूத
講義によるものも含む。）とする。

　（ཤ修Պ໨の୯位のत༩౳）
ୈ 1÷ ৚　科目等ཤ修生としてཤ修した科目についてはɺॴ定の
୯位を授༩する。

ᶄ　୯位授༩のたΊの試験のछྨ及び方法等についてはɺ学ଇୈ
22 ৚及びୈ 26 ৚の規定を準用する。

　（ূ໌ॻのൃ行）
ୈ 11 ৚　科目等ཤ修生にはɺຊਓのٻΊによりɺ୯位修得証明
書等をൃ行することができる。

（の取ফ֨ࢿ）　
ୈ 12 ৚　ཤ修期ؒதにおいてຊ大学院の規ଇ等にҧ൓しɺ科目
等ཤ修生としてのຊ分に൓する行為をした者はɺ科目ཤ修生の
資格を取りফすことがある。

　（༷ࣜ）
ୈ 1ú ৚　ୈ 4৚に定Ίる科目等ཤ修生ئࢤ書の༷ࣜはɺผに定
Ίる。

　（ิଇ）
ୈ 1û ৚　このཁ項の施行に関しඞཁなことはɺ学຿ηンター長
が定Ίる。

　（準༻）
ୈ 1ü ৚　科目等ཤ修生に関しɺ学ଇ及びこのཁ項に定Ίのない
ことはɺ正規の学生に関する規定を準用する。

（ڌࠜ）　
ୈ 1 ৚　名城大学大学院学ଇ（以下「学ଇ」という。）ୈ 34 ৚に
定Ίる特ผௌ講生（以下「特ผௌ講生」という。）の取扱いはɺ
このཁ項の定ΊるとこΖによる。

（ఆの大学院ڠ）　
ୈ 2 ৚　名城大学大学院（以下「ຊ大学院」という。）がڠ定す
る大学院はɺผ表のとおりとする。

（֨ࢿ）　
ୈ ú ৚　特ผௌ講生としてئࢤできる者の資格はɺ࣍の各߸のと
おりとする。

（ 。に在学していることݱ定する大学院のいずれ͔にڠ　（１
（ 2）　ॴଐする大学院͔ら推せんがडけられること。
　（ग़ئ）
ୈ û ৚　特ผௌ講生としてئࢤする者はɺ当該研究科の定Ίる期
日までにئい出るものとする。

ᶄ　前項の出ئड付の৔ॴ及び期日はɺผにこれを定Ίる。
　（खଓ）
ୈ ü ৚　特ผௌ講生としてئࢤする者はɺ࣍の各߸のॴ定の書ྨ
等を提出するものとする。

（ １）特ผௌ講生ئࢤ書
（ 2）ॴଐする大学院研究科長の推せん書
（ Ө後ࡱ（3 3月以಺のࣸ真 １ຕ
（ 4）ͦの他ඞཁとするもの
（Մの୚൱౳ڐ）　
ୈ ý ৚　特ผௌ講生のडけ入れの୚൱はɺ当該研究科ҕ員会のٞ
をܦてɺ学長がこれを行うものとする。

ᶄ　前項の୚൱の結果はɺ特ผௌ講生としてئࢤする者のॴଐす
る大学院にɺ文書をもって通஌するものとする。

　（ಛผௌߨ生ূのަ෇）
ୈ 7 ৚　特ผௌ講生にはɺ特ผௌ講生証をަ付する。
　（ௌߨ期ؒ）
ୈ 8 ৚　特ผௌ講生のௌ講期ؒはɺௌ講がڐՄされた日͔ら当該
年度の末日までとする。

　（取ಘ୯位の੍ݶ）
ୈ 9 ৚　特ผௌ講生がཤ修ొ࿥しɺ取得できる୯位数はɺ１0 ୯位
までとする。

（ͼཤ修Պ໨の評価౳ٴݧࢼ）　
ୈ 1÷ ৚　特ผௌ講生がௌ講した授業科目のड験科目ฒびに試験
及びͦの評価等についてはɺ学ଇୈ 2１ ৚ɺୈ 22 ৚及びୈ 26
৚の規定を準用する。

ᶄ　試験の結果及び成績評価等はɺ特ผௌ講生がॴଐする大学院
にɺ文書をもって通஌するものとする。

üɽ大学院Պ໨౳ཤ修生ཁ߲

ýɽ大学院ಛผௌߨ生ཁ߲
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（の取ফ֨ࢿ）　
ୈ 11 ৚　特ผௌ講生が࣍の各߸のいずれ͔に該当したときはɺ
特ผௌ講生の資格を取ফすことができる。

（ １）ຊ大学院の規定にҧ൓した者
（ 2）指定された期日までにɺ特ผௌ講料をೲ入しな͔った者
　（学ଇ౳の準༻）
ୈ 12 ৚　特ผௌ講生に関しɺ学ଇ及びこのཁ項に定Ίのない事
項についてはɺ正規の学生に関する規定を準用する。

　（ิଇ）
ୈ1ú৚　このཁ項の施行に際しඞཁな事項はɺผにこれを定Ίる。

ผ表（ୈ 2৚関係）

研究Պ໊܎ؔ ఆする大学院ڠ

法 学 研 究 科

Ѫ ஌ 学 院 大 学 大 学 院 法 学 研 究 科
த ژ 大 学 大 学 院 法 学 研 究 科
名 ݹ ԰ ܦ ࡁ 大 学 大 学 院 法 学 研 究 科
ೆ ࢁ 大 学 大 学 院 法 学 研 究 科

Ӧ学研究科ܦ

Ѫ ஌ 大 学 大 学 院 ܦ Ӧ 学 研 究 科
Ѫ ஌ 学 院 大 学 大 学 院 ঎ 学 研 究 科
Ѫ ஌ 学 院 大 学 大 学 院 ܦ Ӧ 学 研 究 科
த ژ 大 学 大 学 院 ঎ 学 研 究 科
த ژ 大 学 大 学 院 ܦ Ӧ 学 研 究 科
ೆࢁ大学大学院社会科学研究科（ܦӦ学ઐ߈）
ೆࢁ大学大学院Ϗジωス研究科（ܦӦ学ઐ߈）
名 ݹ ԰ 大 学 大 学 院 ܦ ࡁ 学 研 究 科
名ݹ԰ࢢ立 大 学 大 学 院 ܦ ࡁ 学 研究 科

ༀ 学 研 究 科 名 ݹ ԰ 大 学 大 学 院 ҩ 学 ܥ 研 究 科

උߟ　「名ݹ԰大学大学院ҩ学ܥ研究科と名城大学大学院ༀ学研
究科とのؒにおける学生のަ流に関する֮書」のうͪɺ「大
学院特ผௌ講学生」は「大学院特ผௌ講生」とಡみସ͑る。

　（໨త）
ୈ 1 ৚　このཁ項はɺ名城大学大学院学ଇ（以下「学ଇ」という。）
ୈ 35 ৚に定Ίる研究生（以下「大学院研究生」という。）の取
扱いに係るඞཁな事項を定Ίることを目的とする。

（֨ࢿ）　
ୈ 2 ৚　大学院研究生としてئࢤできる者の資格はɺ࣍の各߸の
いずれ͔に該当する者とする。

（ １）大学院修士課程を修了した者
（ 2）ຊ大学院においてɺ前߸とಉ等の学ྗがあると認Ίられた

者
　（खଓ）
ୈ ú ৚　大学院研究生として入学をئࢤする者はɺຊ大学院の指
定する期ؒ಺にɺ࣍の各߸に定Ίる書ྨの΄͔ɺผに定Ίる入
学ݕ定料ৼࠐ証明書をఴ͑てɺ学຿ηンターɺༀ学部事຿ࣨ及
びφΰϠドーϜ前Ωϟンύス事຿ࣨ（以下「学຿ηンター等」
という。）にئい出るものとする。

（ １）大学院研究生ئࢤ書（ئࢤ書ड付日前 3月以಺にࡱӨした
ࣸ真をష付のこと）

（ 2）修了証明書及び成績証明書
（ 3）研究を指導する教育৬員のঝ୚書
ᶄ　ئࢤ者がɺ֎ࠃਓཹ学生（֎ࠃਓཹ学生としてئࢤする者を
含む。）の৔合はɺ前項の書ྨの΄͔ɺ࣍の各߸に定Ίる書ྨ
をఴ͑なけれ͹ならない。

（ １）在ཹΧード（ࣸ）ɺएしくはॅຽථ
（ 2）学අෛ୲者等及び࿈བྷઌを明示した書ྨ

　（ೖ学のڐՄ）
ୈ û ৚　大学院研究生の入学はɺ当該研究科ҕ員会のٞをܦてɺ
学長がこれをڐՄする。

　（研究ྉ౳）
ୈ ü ৚　大学院研究生として入学をڐՄされた者はɺผに定Ίる
研究料及び実験実शඅをຊ大学院の指定する期ؒ಺にɺೲ入し
なけれ͹ならない。

ᶄ　前項のखଓきをऴ͑た者にはɺ入学ڐՄ書をަ付する。
　（大学院研究生ূ）
ୈ ý ৚　大学院研究生にはɺ大学院研究生証をަ付する。
　（研究期ؒ）
ୈ 7 ৚　大学院研究生の研究期ؒはɺݪଇとして １年とする。た
だしɺ後期入学者についてはɺ大学院学ଇୈ １0 ৚に定Ίる後
期の期ؒのみもՄೳとする。なおɺ研究のඞཁがある৔合は １
年以಺のԆ長をすることができる。

ᶄ　研究期ؒをԆ長した後ɺ特ผの事৘により更に研究期ؒがඞ
ཁな৔合はɺ改Ίてئい出るものとする。

　（Ԇ௕खଓ）
ୈ 8 ৚　研究期ؒのԆ長をر๬する者はɺ研究期ؒԆ長ئ書を学
຿ηンター等に提出するものとする。

ᶄ　Ԇ長をر๬する者がɺ֎ࠃਓཹ学生の৔合はɺ前項の書ྨの
΄͔ɺୈ 3৚ୈ 2項に定Ίる書ྨをఴ͑なけれ͹ならない。

　（Ԇ௕ڐՄ）
ୈ 9 ৚　研究期ؒのԆ長はɺ当該研究科ҕ員会のٞをܦてɺ学長
がこれをڐՄする。

　（ઐ໳߲ࣄ౳）
ୈ 1÷ ৚　研究科長はɺ大学院研究生のઐ໳事項を指定しɺ研究
を指導する教育৬員を指名するものとする。

　（研究ใࠂॻのఏग़）
ୈ 11 ৚　大学院研究生はɺͦの研究期ؒのऴ了に際しɺ研究ใ
。書を研究科長に提出しなけれ͹ならないࠂ

　（研究౳のূ໌）
ୈ 12 ৚　大学院研究生はɺ研究期ؒ及び研究事項に係る証明を
。Ίることができるٻ

（の取ফ֨ࢿ）　
ୈ 1ú ৚　研究期ؒதにおいて大学院研究生として不適当と認Ί
たときはɺ資格を取ফすことがある。

　（༷ࣜ）
ୈ 1û ৚　ୈ 3৚ୈ １ 項ୈ １ ߸及びୈ 8৚ୈ １ 項に定Ίるئ書の
༷ࣜはɺผに定Ίる。

　（準༻）
ୈ 1ü ৚　大学院研究生に関しɺ学ଇ及びこのཁ項に定Ίのない
ことについてはɺ正規の学生に関する規定を準用する。

（໨త）
ୈ 1 ৚　このཁ項はɺ名城大学大学院学ଇ（以下「学ଇ」という。）
ୈ 35 ৚の 2に定Ίる特ผ研究生（以下「特ผ研究生」という。）
の取扱いに係るඞཁな事項を定Ίることを目的とする。

（ఆの大学院ڠ）　
ୈ 2 ৚　名城大学大学院（以下「ຊ大学院」という。）がڠ定す
る大学院はɺผ表のとおりとする。

（֨ࢿ）　
ୈ ú ৚　特ผ研究生としてئࢤできる者の資格はɺ࣍の各߸のと
おりとする。

7ɽ大学院研究生ཁ߲
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（ 。に在学していることݱ定する大学院のいずれ͔にڠ（１
（ 2）ॴଐする大学院͔ら推નがडけられること。
　（ग़ئ）
ୈ û ৚　特ผ研究生としてئࢤする者はɺ当該研究科の定Ίる期
日までにئい出るものとする。

ᶄ　前項の出ئड付の৔ॴ及び期日はɺผにこれを定Ίる。
　（खଓ）
ୈ ü ৚　特ผ研究生としてئࢤする者はɺ࣍の各߸のॴ定の書ྨ
等を提出するものとする。

（ １）特ผ研究生ئࢤ書
（ 2）ॴଐする大学院研究科長の推ન書
（ Ө後ࡱ（3 3月以಺のࣸ真 １ຕ
（ 4）ͦの他ඞཁとするもの
（Մの୚൱౳ڐ）　
ୈ ý ৚　特ผ研究生のडけ入れの୚൱はɺ当該研究科ҕ員会のٞ
をܦてɺ学長がこれを行うものとする。

ᶄ　前項の୚൱の結果はɺ特ผ研究生としてئࢤする者のॴଐす
る大学院にɺ文書をもって通஌するものとする。

　（研究ྉ౳）
ୈ 7 ৚　特ผ研究生としての研究料はɺ大学院ؒのڠ定書等に基
ͮくものとする。

　（ಛผ研究生ূのަ෇）
ୈ 8 ৚　特ผ研究生にはɺ特ผ研究生証をަ付する。
　（研究期ؒ）
ୈ9৚　特ผ研究生の研究期ؒはɺݪଇとして１年とする。ただしɺ
研究のඞཁがある৔合は １年以಺のԆ長をすることができる。

　（Ԇ௕ڐՄ）
ୈ 1÷ ৚　研究期ؒのԆ長はɺ当該研究科ҕ員会のٞをܦてɺ学
長がこれをڐՄする。

　（ઐ໳߲ࣄ౳）
ୈ 11 ৚　研究科長はɺ特ผ研究生のઐ໳事項を指定しɺ研究を
指導する教育৬員を指名するものとする。

（の取ফ֨ࢿ）　
ୈ 12 ৚　特ผ研究生が࣍の各߸のいずれ͔に該当したときはɺ
特ผ研究生の資格を取ফすことができる。

（ １）ຊ大学院の規定にҧ൓した者
（ 2）指定された期日までにɺ研究料をೲ入しな͔った者
　（学ଇ౳の準༻）
ୈ 1ú ৚　特ผ研究生に関しɺ学ଇ及びこのཁ項に定Ίのない事
項についてはɺ正規の学生に関する規定を準用する。

　（ิଇ）
ୈ1û৚　このཁ項の施行に関しඞཁな事項はɺผにこれを定Ίる。

ผ表（ୈ 2৚関係）

研究Պ໊܎ؔ ఆする大学院ڠ
ༀ 学 研 究 科 名 ݹ ԰ 大 学 大 学 院 ҩ 学 ܥ 研 究 科

උߟ　「名ݹ԰大学大学院ҩ学ܥ研究科と名城大学大学院ༀ学研
究科とのؒにおける学生のަ流に関する֮書」のうͪɺ「大
学院特ผ研究学生」は「大学院特ผ研究生」とಡみସ͑る。

（໨త）
ୈ 1 ৚　このཁ項はɺ名城大学大学院学ଇ（以下「学ଇ」という。）
ୈ 35 ৚の 3 に定Ίる研修生（以下「大学院研修生」という。）
の取扱いに係るඞཁな事項を定Ίることを目的とする。

　（खଓ）
ୈ 2 ৚　大学院研修生として入学をئࢤする者はɺ学຿ηンター
にئい出るものとする。

　（ೖ学のڐՄ）
ୈ ú ৚　大学院研修生の入学はɺ当該研究科ҕ員会のٞをܦてɺ
学長がこれをڐՄする。

　（研修ྉ౳）
ୈ û ৚　大学院研修生として入学をڐՄされた者はɺผに定Ίる
研修料をຊ大学院の指定する期ؒ಺にɺೲ入しなけれ͹ならな
い。

ᶄ　前項のखଓきをऴ͑た者にはɺ入学ڐՄ書をަ付する。
　（大学院研修生ূ）
ୈ ü ৚　大学院研修生にはɺ大学院研修生証をަ付する。
　（研修期ؒ）
ୈ ý ৚　大学院研修生の研修期ؒはɺݪଇとして １年とする。た
だしɺຊਓのਃし出がある৔合はɺ通ࢉしてɺ৽࢘法試験のड
験資格があるؒɺԆ長をすることができるものとする。

　（Ԇ௕खଓ）
ୈ 7 ৚　研修期ؒのԆ長をر๬する者はɺ研修期ؒԆ長ئ書を学
຿ηンターに提出するものとする。

　（Ԇ௕ڐՄ）
ୈ 8 ৚　研修期ؒのԆ長はɺ当該研究科ҕ員会のٞをܦてɺ学長
がこれをڐՄする。

（の取ফ֨ࢿ）　
ୈ 9 ৚　研修期ؒதにおいて大学院研修生として不適当と認Ίた
ときはɺ資格を取りফすことがある。

　（準༻）
ୈ 1÷ ৚　大学院研修生に関しɺ学ଇ及びこのཁ項に定Ίのない
ことについてはɺ正規の学生に関する規定を準用する。

ୈ 1 ষ　૯　　ଇ

　（໨త）
ୈ 1 ৚　この規ଇはɺ他に定Ίるものの΄͔ɺ学ߍ法ਓ名城大学
のઃ置する学ߍの学අ及びख数料（以下「学අ等」という。）
に関して定Ίることを目的とする。

　（ద༻ൣғ）
ୈ 2 ৚　この規ଇはɺ名城大学大学院ɺ名城大学（以下「大学」
という。）ฒびに名城大学ෟଐߴ等学ߍ（以下「ߍߴ」という。）
に適用する。

　（学අ౳のछྨ）
ୈ ú ৚　学අのछྨはɺ入学ۚɺ授業料ɺ実験実शඅɺߍඅɺ施
ઃඅ又は施ઃҡ࣋අ及び教৬ཤ修අɺ学ܳ員ཤ修අɺ科目等ཤ
修料ɺ研究料ɺ特ผௌ講料ฒびに在੶料をいう。

ᶄ　ख数料のछྨはɺ入学ݕ定料ɺస学部・స学科・ίース変更（以
下「స学部等」という。）試験料ɺ௥࠶試験料及び学位৹ࠪ料ɺ
෮੶料ɺస学部等料ฒびに各छ証明ख数料をいう。

ୈ 2 ষ　大学の学අ౳

　（学අ౳のֹ）
ୈ ú ৚の 2　学අ等のֹについてはɺผ表ୈ １ʦશ研究科ڞ通事
項参照ʧのとおりとする。

9ɽ大学院研修生ཁ߲
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　（৽ೖ学生Ҏ֎の学අのద༻）
ୈ ú ৚の ú　৽入学生以֎の者の学අの適用についてはɺ࣍のと
おりとする。

（ １）ཹ年者の授業料等
　　ཹ年者の授業料ɺ実験実शඅɺߍඅ及び施ઃඅ（以下「授業
料等」という。）はɺͦの者の入学年度のものを適用する。

（ 2）෮学者の授業料等
　　෮学者の授業料等はɺͦの者の入学年度のものを適用する。
（ 3）෮੶者の授業料等
　　෮੶者の授業料等はɺͦの者を෮੶させる対৅学年࣍のもの
を適用する。

（ 4）స学部等をした者の授業料等
　　స学部等をした者の授業料等はɺ当該対৅の学部・ίース・
学科の学年࣍のものを適用する。

（ 5）ฤ入学者及び࠶入学者の学අ
　　ฤ入学者及び࠶入学者の入学ۚはɺ入学年度のものを適用しɺ
授業料等はฤ入学又は࠶入学をڐՄした対৅の学部・ίース・
学科の学年࣍のものを適用する。

（ 学者の在੶料ٳ（6
学期ؒதɺ在੶料をೲ入するものとする。ただٳ学者はɺٳ　　
しɺ前・後期分いずれ͔の授業料等がೲ入されている者につい
てはɺͦの期の在੶料はɺ௃ऩしないものとする。

（ 7）在੶料のֹݮ
　　前߸の在੶料はɺ特に理༝がある৔合に限りֹݮすることが
できる。

ᶄ　学年の్தで学੶がফ໓した者もɺ学੶がফ໓した前日のଐ
する期の授業料等はɺこれをೲ入するものとする。ただしɺ大
学院博士課程においてɺ特に大学の事৘により学位論文の৹ࠪ
が年度をӽす৔合の当該ӽした年度の授業料等はɺこれを௃ऩ
しないものとする。

　（௕期ཤ修学生੍౓に܎る学අ౳のಛྫ）
ୈ ú ৚の û　大学院修士課程及び博士前期課程ฒびに博士後期課
程及び博士課程のうͪɺ長期ཤ修をر๬した社会ਓ学生がɺ期
ؒを୹ॖした৔合はɺ୹ॖした年数の学අ総ֹとのֹࠩを௃ऩ
するものとする。

　（学අ౳のೲೖ期ݶ）
ୈ û ৚　大学の学අ等のೲ入期限はɺ࣍のとおりとする。
（ １）入学ݕ定料
　　入学ݕ定料はɺ大学の指定する入学ئࢤखଓ期ؒ಺にɺこれ
をೲ入しなけれ͹ならない。

（ 2）入学ۚ
　　入学ۚはɺ大学の指定する入学खଓ期ؒ಺にɺこれをೲ入し
なけれ͹ならない。

（ 3）授業料等
　ア　৽入学生
　৽入学生の授業料等のうͪɺ前期分はɺ大学の指定する入
学खଓ期ؒ಺にɺこれをೲ入しɺ後期分のೲ入期限はɺ１0
月 １0 日とする。

　イ　在学生
　在学生の授業料等のೲ入期限はɺこれを 2期に分けɺຖ年
5月 １0 日及び １0 月 １0 日とする。

　（त業ྉ౳のೲ期のԆ期）
ୈ ü ৚　授業料等はɺ࣍の৔合ɺͦのೲ期のԆ期を認Ίることが
ある。

（ １）不ྀの事ނ又は֐ࡂ等ɺ真に΍むを得ない理༝がある৔合

（ 2）入学खଓで分ׂखଓが認Ίられている৔合
ᶄ　授業料等のೲ期のԆ期をئい出る者でɺ前項ୈ １߸に該当す
るものはཏࡂ証明書等ೲ期のԆ期をئい出るに足る文書ྨをఴ
付しɺ前項ୈ 2߸に該当するものはॴ定のԆ期ئによりɺೲ入
期限前にɺ当該学部長にئい出るものとする。

ᶅ　ೲ期Ԇ期ئはɺ学部長及び学長のঝ認をܦてɺܦ理責任者の
。を得なけれ͹ならないࡋܾ

ᶆ　前項によりೲ期のԆ期を認Ίられた者のೲ入期限はɺԆ期を
認Ίられた日までとする。

　（学අ౳の不ฦؐ）
ୈ ý ৚　طにೲ入された学අ等はɺ࣍の৔合をআきɺ事৘のい͔
んに͔͔わらずɺこれをฦؐしない。

（ １）明ら͔にॏෳ又は௒過ೲ入になった分のある৔合
（ 2）学੶がফ໓したときɺ当該ফ໓の日のଐする期の࣍の期の

学අでɺ前ೲされていた分のある৔合。ただしɺ৽入学生で
入学खଓ時ೲ入ۚとしてೲ入された学අはɺこの取扱いをし
ない。

（ 3）ୈ 8৚の規定によりɺิॿ໔আとなった分のある৔合
（ 4）特に理事長がɺͦのඞཁを認Ίた分のある৔合
　（ೖ学౳の不ڐՄ）
ୈ 1÷ ৚　入学ۚ及び授業料等のॴ定のֹを入学खଓ期ؒ಺にೲ
入しな͔った者はɺ入学をڐՄしない。

ᶄ　科目等ཤ修生ɺ研究生ɺ大学院法຿研究科の研修生ɺ࠶入学者ɺ
స学部等をした者でɺॴ定の学අ等をɺ指定する期ؒ಺にೲ入
しな͔った者はɺͦれͧれのڐՄを取りফす。

　（আ੶खଓ）
ୈ 11 ৚　授業料等のೲ入の義຿をଵった者はɺ学ଇの規定によ
りআ੶のखଓに付す。

ᶄ　前項によりআ੶のखଓに付すときはɺͦれ以前にࡉଇで定Ί
るಜଅ等ඞཁなखଓをܦるものとする。

ᶅ　ٳ学をڐՄされた者でɺॴ定の在੶料をೲ入しな͔った者に
ついてはɺୈ １項த「授業料等」とあるのを「在੶料」とಡみ
ସ͑るものとする。

　（ະೲにΑるݧࢼແޮのखଓ）
ୈ 12 ৚　ೲ入期限までに授業料等のೲ入をଵった者はɺ当該未
ೲ期に͔͔わる試験ແޮखଓに付す。

ᶄ　前項に͔͔わる試験と授業料等のೲ入期限の取扱いはɺ࣍の
とおりとする。

（ １）前期試験についてはɺ前期分とɺͦの最ऴのೲ入期限
（ 2）後期試験についてはɺ後期分とɺͦの最ऴのೲ入期限
（ 3）通年の学年度末試験についてはɺ前期分及び後期分とɺͦ

れͧれの最ऴのೲ入期限
ᶅ　ୈ １項により試験ແޮのखଓに付すときはɺࡉଇで定Ίるख
ଓをܦるものとする。

　（໨త）
ୈ1৚　この規程はɺ名城大学（大学院を含む。以下「ຊ学」という。）
の学生に対しɺ঑学制度をઃけɺͦの教育の向上に資すること
を目的とする。

　（ఆٛٴͼछྨ）
ୈ 2 ৚　前৚の঑学制度における঑学生はɺ࣍の各߸で掲げるも
のとする。

11ɽ঑学生ن程 ï ൈਮ ð
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（ １）学業༏ल঑学生

　　学業（入学試験成績を含む。）ɺਓ෺ともに特に༏लな学生を

学業༏ल঑学生としɺผ表ୈ １のとおり঑学ۚ又は記೦඼をڅ

付することによりɺ修学ҙཉのߴ༲をਤる。

（ 2）修学ԉॿ঑学生

　　学業成績が༏लで修学ҙཉがあるにも͔͔わらずɺࡁܦ的理

༝によりɺ学業のܧଓがࠔ೉と認Ίられる学生を修学ԉॿ঑学

生としɺผ表ୈ 2のとおりԉॿする。

（ 3）特ผ঑学生

　　社会ਓ学生及びަཹ׵学生等のࢧԉɺࢲඅ֎ࠃਓཹ学生で向

学のҙࢤを༗しɺ͔つɺ学資のܰݮをཁすると認Ίられる者に

対するԉॿɺฒびに学生の教育研究の推進を目的としɺ特ผ঑

学生としてผ表ୈ 3のとおりԉॿする。

（ ԽΫラϒ等঑学生ڧ（4

　　特に༏लな成績をおさΊた学生又は特ஈにߴいスポーπೳྗ

を࣋つ学生に対しɺྗٕڝの向上をଅしɺຊ学のスポーπ活動

のߴ度Խɺ活ੑԽをਤることを目的としてɺผ表ୈ 4のとおり

ԉॿする。

ᶄ　前項ୈ １߸に掲げる学業༏ल঑学生のछྨはɺ࣍のとおりと

する。

（ １）大学院学業༏ल঑学生

（ 2）学業༏ल঑ྭ制度

（ 3）学業༏ल঑学生

（ 4）入試成績༏ल঑学生

（ 5）੺㟒༐৆

ᶅ　ୈ １項ୈ 2߸に掲げる修学ԉॿ঑学生のछྨはɺ࣍のとおり

とする。

（ １）修学ԉॿ̗঑学生

（ 2）རڅิࢠ঑学生

ᶆ　ୈ １項ୈ 3߸に掲げる特ผ঑学生のछྨはɺ࣍のとおりとす

る。

（ １）社会ਓ学生঑学生

（ ਓཹ学生̖঑学生ࠃ֎අࢲ（2

（ 3）೿ཹ׵ަݣ学঑学生

（ 4）ड入れަཹ׵学঑学生

（ 5）ւ֎研修঑学生

（ 6）ւ֎ӳ語研修೿ࢧݣԉ̖঑学生

（ 7）ւ֎ӳ語研修೿ࢧݣԉ̗঑学生

（ 8）大学院঑学生

（ 9）ຊ学ଔ業等ิॿ঑学生

༑会঑学生ߍ（１0）

（１１）大学推નによるࠃඅ֎ࠃਓཹ学生঑学生

（１2）ւ֎大学教員学位取得ࢧԉ঑学生

（１3）日ຊ学ज़ৼڵ会特ผ研究員঑学生

　（঑学生の֨ࢿ౳）

ୈ ú ৚　঑学生の資格ɺืू期ؒɺڅ付期ؒɺਓ数及びڅ付ֹはɺ

ผ表ୈ １͔らผ表ୈ 4までで定Ίる基準によってɺこれを行う。

ᶄ　各छ঑学制度はɺ授業料ɺ実験実शඅ及び施ઃඅの年ֹを௒

͑ないൣғでॏෳՄೳとする。ただしɺ大学等における修学の

年法཯ୈݩԉに関する法཯（ྩ࿨ࢧ 8߸。以下「法཯ୈ 8߸」

という。）に基ͮく授業料等ݮ໔認定者においてɺ各छ঑学制

度はɺ授業料ɺ実験実शඅ及び施ઃඅの年ֹ͔ら法཯ୈ 8߸に

よるݮ໔ֹをࠩしҾいたֹۚを௒͑ないൣғでॏෳՄೳとす

る。

ᶅ　ୈ 2৚ୈ 4項ୈ 3߸ɺୈ 5߸ɺୈ 6߸ɺୈ 7߸ɺୈ 9߸及び

ୈ １0 ߸に該当する特ผ঑学生はɺ前項の規定に͔͔わらずɺ

঑学ۚのશֹをडڅすることができるものとする。

ᶆ　঑学生はɺ在学期ؒ分に限り঑学ۚをडڅする資格を༗する。

ただしɺຊ学ଔ業等ิॿ঑学生はこの限りでない。

（の૕ࣦ֨ࢿ）　

ୈ ü ৚　঑学生が࣍の各߸のいずれ͔に該当する৔合はɺͦの資

格をࣦう。

（ １）ୀ学又はআ੶となったとき

（ 2）ఀ学ɺͦࠂ܇の他のॲ分をडけたとき

（ 3）提出書ྨにِڏの記載があったとき

　（঑学ۚのఀ止）

ୈ ý ৚　ୈ 2৚ୈ 4 項ୈ １ ߸ɺୈ 2 ߸及びୈ １2 ߸に該当する঑

学生がٳ学又はཹ年したときはɺ঑学ۚのڅ付をఀࢭする。た

だしɺಉ項ୈ 2߸及びୈ １2 ߸に該当する঑学生がɺපͦؾの

他΍むを得ない理༝によりཹ年したときはɺこの限りではない。

ᶄ　ୈ 2৚ୈ 4 項ୈ １１ ߸に該当する特ผ঑学生がٳ学又はཹ年

したときはɺ文部科学省の基準に準じて取扱うものとする。

　（ฦؐ）

ୈ 7 ৚　ୈ 5৚の規定により資格の૕ࣦがܾ定したときはɺ当該

年度にަ付された঑学ۚのશ部又は一部のฦؐを໋ずることが

できる。

　（ॴঠ業຿）

ୈ 8 ৚　この規程に関する業຿はɺ学຿ηンター又はࠃ際Խ推進

ηンターにおいて分ঠする。

　（ิଇ）

ୈ 9 ৚　この規程の施行に関しɺඞཁな事項はผに定Ίる。

学 業 ༏ ल ঑ 学 生
छྨ 大学院学業༏ल঑学生

資 格 大学院生でɺ学業成績及びਓ෺༏ल者

期 ؒ 当該年度

ਓ 数 90 名

څ 付 ֹ 年ֹ一཯ 30 ສԁ

ผ表ୈ 1（ୈ 2 ৚，ୈ ú ৚ؔ܎）
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修 学 ԉ ॿ ঑ 学 生
छ ྨ 修学ԉॿ̗঑学生 རڅิࢠ঑学生

資 格 学部生ɺ大学院生でओたるՈ計࣋ࢧ者（学資ෛ୲者）のࢮ๢ɺ
࣬ප等ɺ又はɺՐࡂɺ෩水֐等のඃ֐によりՈ計がٸ変しɺ修
学のҙࢥがあるにも͔͔わらずɺࡁܦ的にஶしくࠔ೉となった
者。Ո計基準及び成績基準はผに定Ίる。

+ඛ6Fࡾ）するۜ行ܞ的な理༝によりຊ学と提ࡁܦ ۜ行）の教
育ϩーンをར用した者

ื ू 6月ɺ9月ɺ１2 月ɺ2 月 2 月

期 ؒ 当該年度 当該年度

ਓ 数 該当する者શ員 該当する者શ員

付څ ֹ 年ֹ一཯ 30 ສԁ 当該年度までの学අを限度とするआ入ֹのࢧ෷རࢠにɺ教育ϩー
ンར用者の年ऩに応じたڅ付཰（50ˋ又は１00ˋ）を৐じたֹ

ผ表ୈ �（ୈ � ৚，ୈ � ৚ؔ܎）

ಛ ผ ঑ 学 生
種
　
　
類

ਓࠃ֎අࢲ
ཹ 学 生
̖ ঑ 学 生

೿ཹ׵ަݣ
学 ঑ 学 生

ड 入 れ
ަ ׵ ཹ 学
঑ 学 生

ւ ֎ 研 修
঑ 学 生

ւ ֎ ӳ 語
研 修 ೿
ݣ ࢧ ԉ
̖ ঑ 学 生

ւ ֎ ӳ 語
研 修 ೿
ݣ ࢧ ԉ
̗ ঑ 学 生

大 学 院
঑ 学 生

ຊ学ଔ業等
ิॿ঑学生

ߍ ༑ 会
঑ 学 生

大学推નに
よるࠃඅ֎
ਓཹ学生ࠃ
঑ 学 生

ւ ֎ 大 学
教 員 学 位
取 得 ࢧ ԉ
঑ 学 生

日ຊ学ज़ৼ
会特ผ研ڵ
究員঑学生

資
　
　
　
　
　
　
格

在ཹ資格が
「ཹ学」のࢲ
අ֎ࠃਓཹ学
生でɺࡁܦ的
にब学ࠔ೉で
あると認Ίら
れる者

学制度ཹ׵ަ
に基ͮきւ֎
の大学へཹ学
を認Ίられた
者でɺਓ෺・
学業成績༏ल
者ɺ又は各該
当ݴ語の語学
ೳྗݕ定試験
得点取得者ߴ

学制度ཹ׵ަ
に基ͮきຊ学
にཹ学を認Ί
られた者。た
だしɺ୹期ϓ
ϩάラϜにつ
いてはɺ今後
定をక結すڠ
るՄೳੑのあ
る大学の学生
を含む。

ຊ学の大学ؒ
学ज़ަ流ڠ
定（৚݅をຬ
たす学部又は
研究科ؒを含
む。）に基ͮく
ւ֎研修者
でɺ研修期ؒ
が 7日以上の
者。ただしɺਓ
ؒ学部のւ֎
研修ᶗはআ
く。

際Խ推進ηࠃ
ンターがืू
するւ֎ӳ語
研修ϓϩάラ
Ϝ又は学部等
とࠃ際Խ推進
ηンターによ
る࿈ܞւ֎ӳ
語研修ϓϩά
ラϜに参加す
る者でɺ学部
等のࠃ際ҕ員
会が実施する
બߟにより࠾
用された者

際Խ推進ηࠃ
ンターがืू
するւ֎ӳ語
研修ϓϩάラ
Ϝ又は学部等
とࠃ際Խ推進
ηンターによ
る࿈ܞւ֎ӳ
語研修ϓϩά
ラϜに参加す
る者

各研究科の基
準による

①ຊ学ଔで他
の学部ɺ研
究科へ入学
する者
ᶄຊ学に੶を
置いた者で
ୀ 学 の の
ͪɺ࠶度入
学する者

ਓ෺༏ल者で
学業成績又は
ମ育ٕೳ༏ल
者

文部科学省の
定Ίにैって
大学͔ら推ન
されɺࠃඅ֎
ਓཹ学生঑ࠃ
学生に࠾用さ
れた者

ւ֎の大学教
員又は大学と
໿を結ܖ用ޏ
Ϳ研究ॿख
（3A）で博士
の学位取得後
に大学教員と
なるࠐݟみの
い者。ただߴ
しɺ入学時に
修士の学位を
༗しておりɺ
ຊ大学の博士
後期課程への
入学が認Ίら
れているこ
と。

日ຊ学ज़ৼ
会特ผ研ڵ
究員（%C�ɺ
%C�）に࠾用
された者

募
集
4 〜 5 月ɺ
9〜 １0 月

ਵ時 ਵ時 ਵ時 学部等のࠃ際ҕ
員会が定Ίる

学部等のࠃ際ҕ
員会が定Ίる

7月 入学時 4月 入学खଓ時 2月

期
　
　
間

在学த（ຖ年
度更৽खଓが
ඞཁ）

೿ݣ期ؒ ड入れ期ؒ 当該年度 当該年度 当該年度 ਓཹࠃ֎අࠃ
学生঑学生と
して࠾用され
ている期ؒ

在学த %C� につい
ては �年ؒɺ
%C� につい
て は � 年 ؒ
を上限としɺ
日ຊ学ज़ৼڵ
会特ผ研究員
用期ؒに限࠾
る。

人
　
　
数

該当する者
શ員

年ؒ��名以಺。
※൒年ؒのަ
学の৔合ཹ׵
はɺ�.� ਓ 分
として取り扱
う。

①ηϝスター
ϓϩάラϜ
該当者
ᶄ୹期ϓϩά
ラϜ
年ؒ��名以಺

該当する者
શ員

ຖ年 １80 名以
಺。

該当する者
શ員

各研究科の基
準による

該当する者
શ員

༑会が指定ߍ
する

在੶者શମで
5名以಺

ຖ 年 2 名 以
಺ɺ在੶者શ
員で 6名以಺

該当する者
શ員

給
　
　
付
　
　
額

授業料年ֹの
3�１0

①アジアへの
学ཹ׵ަ
月ֹ 4ສԁ
ᶄアジア以֎
へのަཹ׵学
月ֹ 6ສԁ

①ηϝスター
ϓϩάラϜ
月ֹ 6ສԁ以಺
ᶄ୹期ϓϩά
ラϜ
5ສԁ

5ສԁ 20 ສԁ又は
研修අ用総ֹ
の １�2 のいず
れ͔গないֹ

5ສԁ 各研究科の基
準による

入学ۚのֹ ༑会がܾ定ߍ
する

入学ݕ定料及
び学අ（文部
科学省の定Ί
る基準に準じ
る。）

入学ۚɺ授業
料ɺ実験実श
අ及び施ઃඅ
のֹ

授業料ɺ実験
実शඅ及び施
ઃඅのֹ

ผ表ୈ �（ୈ � ৚，ୈ � ৚ؔ܎）
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1ɽ大ن໛ࣗવࢧࡁܦ֐ࡂԉ঑学生ཁ߲
　（໨త）
ୈ 1 ৚　このཁ項はɺ஍਒ɺ෩水֐ɺՐࢁの෾Ր等の大規໛ࣗવ
変しɺ修学がٸによりՈ計が（。という「等֐ࡂ」以下）֐ࡂ
付してɺڅ೉になったຊ大学の学生等を対৅に特ผ঑学ۚをࠔ
。ԉすることを目的とするࢧࡁܦ

　（ର৅とͳる֐ࡂ）
ୈ 2 ৚　対৅となる֐ࡂ等はɺٹ֐ࡂॿ法が適用された֐ࡂとす
る。

ᶄ　ࠃ֎の֐ࡂ等の৔合はɺ֎຿省によるࠃ際ٸۓԉॿが行われ
た֐ࡂとする。

　（ର৅ऀ）
ୈ ú ৚　対৅者はɺ学資ෛ୲者がٹ֐ࡂॿ法適用஍Ҭ又は֎຿省
によるࠃ際ٸۓԉॿが行われた஍Ҭにॅډしておりɺ࣍の各߸
のいずれ͔に該当する入学試験の出ئ者（以下「出ئ者」とい
う。）又は在学生とする。

（ １）学資ෛ୲者がࢮ๢（ൃ֐ࡂ生͔ら 6ϲ月以಺）した者
（ 2）学資ෛ୲者のॅډが൒յম以上のඃ֐をडけた者
（ 3）学資ෛ୲者がոզ・࣬පにより 6ϲ月以上の入院加ྍがඞ

ཁと਍அされた者
（ 4）学資ෛ୲者がࣦ業又は生活අを得るたΊの生࢈खஈ（ ・ాാ・

ళฮ等）にਙ大なඃ֐があった者
ᶄ　特ผな事৘によりɺ学生ຊਓが学資ෛ୲者となっているとき
はɺ前項ୈ 2߸͔らୈ 4߸までのいずれ͔に該当する৔合も適
用対৅としɺこの৔合にはɺ前項各߸の「学資ෛ୲者」を「ओ
たるՈ計࣋ࢧ者である෕฼」又は「ओたる仕ૹりਓである෕฼」
とಡみସ͑ることもできるものとする。

　（ਃ੥खଓ౳）
ୈ û ৚　ਃ੥者はɺ঑学ۚをر๬する出ئ者及び在学生とする。
ᶄ　出ئ者は入学ηンターへ入学ئ書の出ئ時にɺ在学生は学຿
ηンターへൃ֐ࡂ生後 １年以಺に࣍に掲げる書ྨを提出しɺ学
長へئい出るものとする。ただしɺこれによりがたい特ผの事
৘があると学長が認Ίた৔合はɺこの限りでない。

（ １）大規໛ࣗવࢧࡁܦ֐ࡂԉ঑学ۚڅ付ਃ੥書
（ 2）ॅຽථ
（ 3）成績証明書
（ 4）ඃࡂঢ়گによって࣍に該当する書ྨ
　ア　学資ෛ୲者がࢮ๢による৔合　ࢮ๢਍அ書
　イ　ॅډへのඃ֐による৔合　ެ的機関がൃ行するጶࡂ証明
書

　΢　学資ෛ୲者がոզ・࣬පによる৔合　ҩࢣ又はҩྍ機関
がൃ行する਍அ書

　Τ　学資ෛ୲者がࣦ業による৔合　事業ओがൃ行する཭৬証
明書（ࣸ）等

　Φ　学資ෛ୲者が生活අを得るたΊの生࢈खஈ（ా・ാ・ళ
ฮ等）にඃ֐をडけた৔合　ެ的機関がൃ行するඃࡂ証明書
等

（ 5）ͦの他ຊ大学がඞཁとする書ྨ
ᶅ　ਃ੥ができるのはɺ出ئ者については入学の前年度に֐ࡂ等
がൃ生した৔合ɺ在学生については在学தにൃ生した৔合に限
るものとする。

（ͼ௨஌ٴ෇のܾఆڅ）　
ୈ ü ৚　学長はɺୈ 3৚の規定に該当する者͔らɺ前৚に基ͮく
ਃ੥があったときはɺඃࡂの಺༰を学຿ηンターҕ員会で৹ٞ
しɺ঑学ۚڅ付ֹをܾ定のう͑ɺͦ の結果をਃ੥者へ通஌する。

　（঑学ۚڅ෇ֹ）
ୈ ý ৚　঑学ۚڅ付ֹはɺ࣍の各߸のいずれ͔に該当する者に対
してɺͦれͧれのֹۚを上限としてڅ付することができる。

（ １）ୈ 3৚ୈ １項ୈ １߸又はୈ 2߸に該当する者　学අ（授業
料・実験実शඅ・施ઃඅ）の年ֹ

（ 2）ୈ 3৚ୈ １項ୈ 3߸又はୈ 4߸に該当する者　学අ（授業
料・実験実शඅ・施ઃඅ）の年ֹの １�2 のֹ

ᶄ　ඃࡂঢ়گがୈ 3৚各߸のいずれ͔に該当する出ئ者について
はɺ入学ݕ定料ɺ入学ۚのશֹを上限としてڅ付することがで
きる。

　（期ؒ）
ୈ 7 ৚　঑学生の期ؒはɺ出ئ者についてはൃ֐ࡂ生のཌ年度͔
ら １年ؒɺ在学生についてはൃ֐ࡂ生のཌ期͔ら １年ؒ（最ऴ
学年の在学生の৔合はɺ前期に֐ࡂがൃ生した৔合は൒年ؒと
しɺ後期にൃ生した৔合はڅ付しない。）とする。ただしɺ学
長が認Ίた৔合はɺ特ผに期ؒを定Ίることができる。

ᶄ　前項に͔͔わらずɺൃ֐ࡂ生のཌ年以降もҾきଓきඃࡂঢ়گ
に改ળがみられない৔合はɺ学຿ηンターҕ員会及び大学ٞڠ
会で৹ٞの上ɺ１年ຖに制度のԆ長をすることができる。

（෇ํ๏څ）　
ୈ 8 ৚　঑学ۚのڅ付はɺ入学ݕ定料ɺ入学ۚɺ学අ͔ら঑学ۚ
ֹをֹݮすることで行う。ただしɺਃ੥者がֹݮ対৅となる学
අ等をೲ付後はɺこの限りではない。

　（ଞの঑学੍ۚ౓とのॏෳ）
ୈ 9 ৚　他の঑学ۚとのॏෳडڅはɺ学අ（授業料・実験実शඅ・
施ઃඅ）の年ֹのൣғでՄೳとする。

ᶄ　前項の規定に͔͔わらずɺ঑学生規程ୈ 2৚ୈ 3項ୈ １߸͔
らୈ 3߸までɺಉ৚ୈ 4項ୈ 2߸及びୈ 9߸に該当する঑学生
についてはɺॏෳडڅできない。

ᶅ　঑学生規程ୈ 2৚ୈ 4 項ୈ １0 ߸に該当する঑学生又は੺㟒
༐৆঑ྭۚ取扱಺規における঑学生についてはɺ授業料等の年
ֹのൣғを௒͑てॏෳडڅをՄೳとする。

ᶆ　学生のݟ෣に関するཁ項ୈ 4৚に該当するݟ෣ۚはɺडڅՄ
ೳとする。

（෇取ফڅ）　
ୈ 1÷ ৚　ਃ੥者がɺ࣍の各߸のいずれ͔に該当する৔合はɺڅ
付のܾ定を取ফしɺڅ付した特ผ঑学ۚの一部又はશ部をฦؐ
させることができるものとする。

（ １）ୀ学したとき。
（ 2）ఀ学ͦの他のॲ分をडけたとき。
（ 3）提出書ྨにِڏの記載があったとき。
　（ฦؐの໔আ）
ୈ 11 ৚　څ付をडけた者がɺඃࡂによるඃ֐のӨڹにより学業
のܧଓがࠔ೉となりୀ学することになる৔合はɺ前৚ୈ １߸の
規定に͔͔わらずฦؐを໔আすることがある。

　（ඇৗࣄଶにおけるରԠ）
ୈ 12 ৚　֐ࡂ等によりຊ学ॴ在஍Ҭにਙ大なඃ֐が生じた৔合
にはɺঢ়گに応じて対応するものとする。

12ɽͦのଞ঑学生
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2ɽ੺⃻༐৆঑ྭۚ取ѻ಺ن
　（໨త）
ୈ 1 ৚　੺⃻༐৆঑ྭۚ（以下「঑ྭۚ」という。）はɺނ੺⃻
༐ऴ਎教授・特ผӫ༪教授の͝਌଒のҙ向によりɺ教育研究活
動を঑ྭすることを目的とする。

（ࢿݪ）　
ୈ 2 ৚　঑ྭۚはɺނ੺⃻༐ऴ਎教授・特ผӫ༪教授の͝਌଒͔
らのΤϦβϕスঁԦ工学৆の৆ۚの一部を含むدෟۚ １ó000 ສ
ԁをݪ資としてڅ付する。

ᶄ　ݪ資のدෟֹۚ࢒がなくなった時点で঑ྭۚをऴ了する。
（෇ର৅څ）　
ୈ ú ৚　঑ྭۚはɺݪଇとして名城大学大学院博士後期課程又は
博士課程在学生のうͪɺ教育研究活動等に関する業績及びઐ߈
分໺に関࿈した学֎における教育研究活動等に関する業績が特
に༏れている者にڅ付する。

（෇ํ๏څ）　
ୈ û ৚　঑ྭۚはຖ年 5名以಺に各 20 ສԁを୯年度څ付するこ
ととしɺ5名にຬたな͔った৔合のֹ࢒はɺ࣍年度に܁りӽす。

ᶄ　前項の 5名についてはɺ理工学研究科͔ら 4名ɺ理工学研究
科を含むશ研究科͔ら １名としɺ理工学研究科͔らのީิ者が
4名にຬたな͔った৔合はɺ不足分を他研究科͔らબߟできる
ものとする。

（෇期ؒڅ）　
ୈ ü ৚　঑ྭۚのڅ付期ؒはɺ当該年度಺とする。
　（બٴߟͼܾఆ）
ୈ ý ৚　各研究科͔ら推નのあったީิ者を学຿ηンターҕ員会
においてબߟしɺ学長がܾ定する。

（の૕ࣦ֨ࢿ）　
ୈ 7 ৚　ड৆者が࣍の各߸のいずれ͔に該当する৔合はɺͦの資
格をࣦう。

（ １）ୀ学したとき
（ 2）ఀ学ͦの他のॲ分をडけたとき
（ 3）提出書ྨにِڏの記載があったとき
　（ฦؐ）
ୈ 8 ৚　前৚の規定により資格の૕ࣦがܾ定したときはɺ当該年
度にަ付された঑ྭۚのશ部又は一部のฦؐを໋ずることがで
きる。

（຿ࣄ）　
ୈ 9 ৚　この಺規に関する事຿はɺ学຿ηンターが分ঠする。
　（ٙٛのࡋఆ）
ୈ 1÷ ৚　この಺規の施行等に関しɺٙ義が生じた৔合にはɺ学
຿ηンター長のܾするとこΖによる。

　（໨త）
ୈ 1 ৚　この規程はɺ名城大学学ଇୈ 46 ৚及び名城大学大学院
学ଇୈ 37 ৚に規定する௄ռに関しɺඞཁな事項を定Ίるもの
とする。

　（௄ռのର৅とͳり͏る行為）
ୈ 2 ৚　௄ռの対৅となりうる行為はɺ࣍の各߸に掲げるものと
する。

（ １）൜ࡑ行為等の社会的ॾடংを৵൜する行為

（ 2）ॏ大なަ通法規ҧ൓
（ 3）৘ใ倫理に൓する行為
（ 4）学໰的倫理に൓する行為
（ 5）大学の学शɺ研究活動等の正当な活動を๦֐する行為
（ 6）ϋラスϝント行為
（ 7）ͦの他学生のຊ分に൓する行為
　（௄ռのର৅とする期ؒ）
ୈ ú ৚　௄ռの対৅とする期ؒはɺ入学後ɺຊ大学の学੶を༗す
る期ؒとする。

　（௄ռの൑அ基準）
ୈ û ৚　௄ռ等のܾ定にあたってはɺ࣍の各߸に掲げる事項を教
育的഑ྀに基ͮき総合的にྀߟするものとする。

（ １）当該学生のඇҧ行為の動機ɺ態༷及び結果
（ 2）当該学生のނҙ又は過ࣦの程度
（ 3）当該学生のਫ਼ਆ࣬ױ等の程度
（ 4）当該学生の過ڈのඇҧ行為の༗ແ
（ 5）ඃ֐をडけた者のਫ਼ਆ的ۤ௧を含Ίたඃ֐の程度
（ 6）他の学生及び社会に༩͑るӨڹ
（ 7）過ڈの事例
ᶄ　「学生の௄ռガイドライン」についてはɺผに定Ίる。
　（௄ռܾఆ·でのखଓき）
ୈ ü ৚　学部長又は研究科長（以下「学部長等」という。）はɺ
௄ռの対৅となりうる行為がॴଐ学生によって行われたことを
஌り得たときはɺ当該学生に事実֬認のௐࠪを行うࢫをࠂ஌しɺ
಄又は文書によるห明の機会を༩͑なけれ͹ならない。学部ޱ
長等は஗଺なく事実֬認及び当該学生に対する事৘ௌ取を行
いɺ௄ռが૬当と൑அした৔合は௄ռखଓきを։࢝する。ただ
しɺ当該学生に対する事実֬認及び事৘ௌ取についてɺ౒ྗを
ਚくしてもなおͦれを行うことができない等ɺ特ஈの事৘があ
る৔合はɺこの限りではない。

ᶄ　௄ռ಺༰はɺ֬認した事実及び当該学生に対する事৘ௌ取に
基ͮきɺ学部教授会又は研究科ҕ員会（以下「学部教授会等」
という。）及び大学ٞڠ会において৹ٞしɺ学長がܾ定する。

　（௄ռの಺༰）
ୈ ý ৚　௄ռの಺༰は࣍の各߸のとおりとする。
（ １）ୀ学はɺ学生としての਎分をണୣしɺ࠶入学を認Ίない。
（ 2）ఀ学はɺແ期又は一定期ؒɺ学生の教育課程のཤ修及び課

֎活動をఀࢭする。
（ はɺ学生に行ったඇҧ行為を֬認しɺ書໘をもってռࠂ܇（3

Ίる。
　（ࣗ୐଴ػ）
ୈ 7 ৚　学部長等は当該学生の行為をୀ学又はఀ学に該当するこ
とが明നであると認Ίたときはɺ௄ռॲ分がܾ定するまでのؒɺ
ࣗ୐଴機を໋ずることができる。

ᶄ　前項によりࣗ୐଴機を໋じた৔合はɺొߍ及びຊ大学生とし
ての活動を制限する。このؒɺ学部教授会等は教育的指導を行
うことができる。なおɺࣗ୐଴機の期ؒはఀ学期ؒにࢉ入でき
るものとする。

　（学生΁の௨ٴࠂͼอূਓ΁の௨஌）
ୈ 8 ৚　学長はɺ学生に対し௄ռの಺༰を文書により通ࠂする。
ᶄ　学長はɺ学生のอ証ਓに対し௄ռの಺༰を文書により通஌す
る。

ᶅ　डけ取りڋ൱等により௚઀通ࠂできない৔合はɺ಺༰証明༣
ศ等によりૹ付しɺ഑達された時点で通ࠂしたものとみなす。

1úɽ学生௄ռن程
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　（ແ期ఀ学のղআ）

ୈ 9 ৚　ແ期ఀ学の解আはɺ学部教授会等及び大学ٞڠ会におい

て৹ٞしɺ学長がܾ定する。

ᶄ　ແ期ఀ学の解আについての学生への通ࠂ及びอ証ਓへの通஌

はɺ前৚の規定を準用する。

　（௄ռにؔする記࿥）

ୈ 1÷ ৚　学部長等はɺ௄ռの಺༰を学੶฽に記࿥する。

　（不෰ਃཱて）

ୈ 11 ৚　௄ռを課せられた学生はɺ不෰ਃ立てをすることがで

きる。

ᶄ　不෰ਃ立てをしようとする学生はɺ不෰ਃ立書を学長に提出

しなけれ͹ならない。

ᶅ　不෰ਃ立てはɺ௄ռの通ࠂをडけた日͔ら 30 日以಺に行う

ことができる。ただしɺຊ項に定Ίる期ؒ಺に不෰ਃ立てをす

ることができない正当な理༝が認Ίられる৔合はɺͦの理༝が

ফ໓した日͔ら 30 日以಺に不෰ਃ立てを行うことができる。

　（不෰ਃཱ৹ࠪҕһձ）

ୈ 12 ৚　学長はɺ前৚の不෰ਃ立てに基ͮき不෰ਃ立৹ࠪҕ員

会（以下「ҕ員会」という。）をઃ置する。

ᶄ　ҕ員会はɺ෭学長のうͪ １名及び不෰ਃ立てを行った学生が

ॴଐする学部又は研究科以֎の学部長等 3名でߏ成する。

ᶅ　ҕ員会はඞཁと認Ίる৔合ɺหޢ士等ઐ໳Ոに出席をٻΊる

ことができる。

　（ҕһձखଓき）

ୈ 1ú ৚　ҕ員会はɺ学生͔ら提出された不෰ਃ立書に基ͮき৹

ࠪを行う。

ᶄ　不෰ਃ立てをした学生はɺ書໘でҙݟをड़΂ɺ資料を提出す

ることができる。

ᶅ　ҕ員会はɺ௄ռの಺༰が૬当であると൑அした৔合はɺ不෰

ਃ立ての٫غをٻΊるࢫのࠂקを学長に行う。

ᶆ　ҕ員会はɺ௄ռの಺༰が૬当でないと൑அした৔合はɺ௄ռ

の取ফし又は変更をٻΊるࢫのࠂקを学長に行う。

ᶇ　学長はɺ前 2項のࠂקをडけて࠶৹ٞのඞཁの༗ແをܾ定しɺ

ͦの結果をɺ不෰ਃ立てをした学生に文書により通ࠂする。

ᶈ　डけ取りڋ൱等により௚઀通ࠂできない৔合はɺ಺༰証明༣

ศ等により通ࠂしɺ഑達された時点で通ࠂしたものとみなす。

（৹ٞ࠶）　

ୈ 1û ৚　学長はɺ前৚ୈ 5項においてɺ࠶৹ٞがඞཁとܾ定し

た৔合にはɺ当該学部長等に࠶৹ٞをٻΊるものとする。

ᶄ　前項の৔合ɺ学部長等はɺ事実֬認及び当該学生に対する事

৘ௌ取を࠶度行う。

ᶅ　௄ռの取ফし又は変更のՄ൱はɺ学部教授会等及び大学ٞڠ

会において࠶৹ٞを行いɺ学長がܾ定する。

ᶆ　࠶৹ٞのܾ定಺༰についての学生への通ࠂ及びอ証ਓへの通

஌はɺୈ 8৚の規定を準用する。

　（௄ռର৅ऀの学੶ҟ動）

ୈ 1ü ৚　学部長等はɺ当該学生͔ら௄ռのܾ定前にୀ学ɺٳ学

等のئいが出た৔合はɺ௄ռのܾ定までอཹ扱いとする。

ᶄ　ఀ学期ؒதの学生についてはɺୀ学をئい出た৔合はこれを

認Ίるものとしɺٳ学をئい出た৔合はこれを認Ίないものと

する。

ᶅ　ఀ学期ؒதにୀ学した学生の࠶入学は認Ίないものとする。

　（ఀ学期ؒதのࢦಋ）

ୈ 1ý ৚　当該学生のఀ学期ؒதɺ学部教授会等はɺ教育的指導

を行う。

１　授業の৔合　

（ 前ޕ（１ 7時ݱ在において๫෩ܯใがൃྩதの৔合はɺ１時限

目͔ら 5時限目までの授業を行わない。ただしɺޕ前 １0 時

までに๫෩ܯใが解আされた৔合はɺޕ後の授業を行う。

（ 後ޕ（2 3 時ݱ在において๫෩ܯใがൃྩதの৔合はɺ6・7

時限目の授業を行わない。

（ 前ޕ（3 7時以後ɺ๫෩ܯใがൃྩされた৔合はɺୈ １߸を適

用しɺޕ後 3時以後ɺ๫෩ܯใがൃྩされた৔合はɺ前߸を

適用する。

2　試験の৔合　

（ 前ޕ（１ 7時ݱ在において๫෩ܯใがൃྩதの৔合はɺޕ後 6

時以前実施の試験をԆ期する。

（ 後ޕ（2 3時ݱ在において๫෩ܯใがൃྩதの৔合はɺޕ後 6

時以後実施の試験をԆ期する。

（ 前ޕ（3 7時以後（ޕ後 6時以後実施の試験はޕ後 3時以後）

๫෩ܯใがൃྩされた৔合はɺ௚ͪに試験をதࢭしɺ࢒りの

試験をԆ期する。

3　前 2 項の΄͔ɺ֐ࡂ等のٸۓ事態が生じɺ授業及び試験にࢧ

োがあると൑அされた৔合のા置についてはɺͦの౎度学຿η

ンター長がܾ定しɺ学長及び学部長にใࠂするものとする。

　　なおɺ֐ࡂ等とはɺ஍਒ɺ෩水֐ɺઇ֐ɺ޿Ҭఀిɺམཕ等

をいう。

１　授業の৔合

（ 前ޕ（１ 7時ݱ在̧̟౦ւ（౦ւಓઢɺதԝઢ又は関੢ઢ）ɺۙ మɺ

名మ及び名ݹ԰ࢢのަ通機関（ࢢόス又は஍下మ）のうͪɺ

いずれ͔のަ通機関がストライΩを実施している৔合はɺ授

業を行わない。ただしɺޕ前 １0 時までにストライΩが解আ

されたときはɺޕ後の授業を行う。

（ 後ޕ（2 2時以後ɺ前߸のストライΩを実施している৔合はɺ6・

7時限目の授業を行わない。

2　試験の৔合　

（ 前ޕ（１ 6時͔らޕ前 9時までのؒにɺ̧̟౦ւ（౦ւಓઢɺ

தԝઢ又は関੢ઢ）ɺۙ మɺ名మ及び名ݹ԰ࢢのަ通機関（ࢢ

όス又は஍下మ）のうͪɺいずれ͔のަ通機関がストライΩ

を実施している৔合はɺ試験をԆ期する。

（ 後ޕ（2 2時以後ɺ前߸のストライΩを実施している৔合はɺ

後ޕ 6時以後実施の試験をԆ期する。

3　ަ通機関のストライΩとはɺ通学ݍ಺のަ通機関がશ໘ӡٳ

又はɺこれにۙいঢ়態をいう。

1ûɽ๫෩ܯใɺ֐ࡂ౳に൐͏त業ٴͼ
نの取ѻ಺ݧࢼ

1üɽަ௨ؔػのετϥΠΩ౳の৔߹の
त業ٴͼݧࢼの取ѻ಺ن
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4　特ผの授業科目についてはɺ学部により適用が異なる৔合が

あるのでɺ学຿ηンターの指示にैうものとする。

5　前各項の΄͔ɺަ通機関のӡ行がࠞཚしɺ授業及び試験にࢧ

োがあると൑அされた৔合のા置についてはɺͦの౎度学຿η

ンター長がܾ定しɺ学長及び学部長にใࠂするものとする。

１　授業の৔合

　ア　Ѫ஌ݝɺذෞݝɺࡾॏݝɺ੩Ԭݝを対৅とする஍਒でɺ

大規໛஍਒に関する஫ҙ৘ใがൃ表された৔合はɺ授業をٳ

講としɺ学生に対しɺ࣍のとおり取扱うものとする。

	１
　在୐த及び通学్தの৔合はɺొߍをதࢭするよう指

示する。

	2
　ຊ学施ઃ಺にいる৔合はɺ大学͔ら࿈བྷ及び指示する。

　イ　஫ҙ৘ใにҾきଓきɺ大規໛஍਒に対するܯռએݴがൃ

ྩされた৔合はɺアとಉ༷に取扱うものとする。

　΢　大規໛஍਒に対する஫ҙ৘ใのൃ表後ɺܯռએݴがൃྩ

されな͔った৔合及びܯռ解আએݴがൃ表された৔合の授業

の࠶։についてはɺผ్指示する。

2　試験の৔合

　ア　Ѫ஌ݝɺذෞݝɺࡾॏݝɺ੩Ԭݝを対৅とする஍਒でɺ

大規໛஍਒に関する஫ҙ৘ใがൃ表された৔合はɺ試験をத

。しɺ学生に対しɺ࣍のとおり取扱うものとするࢭ

	１
　在୐த及び通学్தの৔合はɺొߍをதࢭするよう指

示する。

	2
　ຊ学施ઃ಺にいる৔合はɺ大学͔ら࿈བྷ及び指示する。

　イ　஫ҙ৘ใにҾきଓきɺ大規໛஍਒に対するܯռએݴがൃ

ྩされた৔合はɺアとಉ༷に取扱うものとする。

　΢　大規໛஍਒に対する஫ҙ৘ใのൃ表後ɺܯռએݴがൃྩ

されな͔った৔合及びܯռ解আએݴがൃ表された৔合の試験

の実施についてはɺผ్指示する。

　大学಺においてɺສ一の֐ࡂがൃ生したときɺ皆さんはɺ適切

なආ೉行動をとることがඞཁです。֐ࡂのܗ態΍ൃ生৔ॴによっ

てはɺආ೉ルート΍ආ೉方法もྀߟしなけれ͹なりませんがɺ基

ຊ的なཁྖを示しますのでɺීஈ͔ら各ࣗ৺得ておきましΐう。

生時における対応ཁྖはɺશ学生に഑෍ൃ（஍਒・ࡂՐ）֐ࡂ　

している「大஍਒対応Ϛχュアル」を参照ئいます。

　なおɺ各Ωϟンύスにおけるආ೉৔ॴはӈ記のとおりです。

1ýɽ大ن໛஍਒にؔする஫ҙ৘ใのൃ表ٴͼܯռએݴ
͕ൃྩ͞Εͨ৔߹のत業ٴͼݧࢼの取ѻ಺ن

17ɽ֐ࡂにରする৺ಘ

新2号館

新3号館避難
場所

避難
場所

北館北館

東館東館

キャンパス広場キャンパス広場

西館西館

正門正門

環
状
線

至
今
池

環
状
線

南館南館

避難
場所

避難
場所

至

共
通
講
義
棟
東

（
E
）

校
友
会
館

研究実験棟Ⅲ（R3）

研究実験
棟Ⅳ

（R4）

（R2）

（N）

（T）

（
S
）

（R1）

避難
場所

避難
場所

避難
場所

避難
場所

避難
場所

天白キャンパス

八事キャンパス

ナゴヤドーム前キャンパス

（令和6年4月1日現在）
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͸͡Ίに
　大学におけるਓؒ関係はɺࣗ༝で平等な関係がอ証されɺޓい
に૬खをଚॏしあうことが基൫となっています。ϋラスϝント（η
Ϋγュアル・ϋラスϝント及びͦの他のϋラスϝント）はɺݸਓ
のਓݖを৵֐するものでありɺい͔なる৔合にもڐされるもので
はありません。
　名城大学（以下 ňຊ学ŉ という。）はɺ学生・教৬員一ਓͻと
りがݸਓとしてଚॏされɺϋラスϝントのないշ適なڥ؀で҆৺
してษ学にɺ課֎活動にɺ研究にɺ又はࣥ຿にઐ೦できɺॆ実し
たΩϟンύスライϑをૹることのできる大学を目指してɺ以下の
ガイドラインを定Ίます。
1ɽΨΠυϥΠϯのର৅ٴͼద༻ൣғ
（ １）このガイドラインはɺຊ学のશてのߏ成員を対৅とします。

なおɺߏ成員とはɺ学生（研究生ɺ科目等ཤ修生を含む。）
ฒびに教育৬員等（ඇৗۈを含む。）ɺ研究者ɺ事຿৬員及び
ٕज़৬員等（ܖ໿৬員ɺ೿ݣ৬員等を含む。）を指します。

（ 2）このガイドラインはɺϋラスϝントがຊ学のߏ成員૬ؒޓ
においてൃ生又は໰題となった৔合にɺͦれがىった৔ॴ・
時ؒを໰わずɺ適用されます。

（ 3）このガイドラインはɺϋラスϝントがຊ学のߏ成員と関係
者（関係業者等ɺब学上・ब࿑上の関係等を༗する者）との
ؒにおいてൃ生又は໰題となった৔合にもɺ適用又は準用し
ます。

2ɽϋϥεϝϯτと͸
　ϋラスϝントとはɺ૬खのҙに൓する不適切なݴ動（不作為を
含む）により૬खを不շにさせたりɺ不རӹ΍ଛ֐を༩͑ること
によってɺຊ学で学びɺ研究しɺಇくڥ؀をѱԽさせることをい
います。以下に 4छྨのϋラスϝントについてઆ明しますがɺこ
れらがॏなる৔合もありますしɺこれら以֎のϋラスϝントもあ
ります。
（ １）ηΫγュアル・ϋラスϝント
　ब学上・ब࿑上の༏位な஍位΍上下関係等をར用してなされ
るஉঁؒ又はಉੑؒにおける ňੑ的ݏがらせɺੑ 的な͔ら͔いɺ
ੑ的ないじΊɺੑ 的๫ྗŉのことでɺଟくは࣍の行為をいいます。
①ੑ的ཁٻへの෰ै又はڋ൱を理༝にɺब学上・ब࿑上のར
ӹ又は不རӹにӨڹを༩͑ること

ᶄ૬ख方が๬まないにも͔͔わらずɺੑ的༠い͔けを行った
りɺ޷ҙ的な態度をཁٻすること

ᶅब学上・ब࿑上のརӹ・不རӹを৚݅としてɺੑ的༠い͔
けを行ったりɺ޷ҙ的な態度をཁٻすること

ᶆੑ的ݴ動ɺਤ画・文書の掲示等により不շの೦を๊͔せる
ようなڥ؀をৢ成すること又はਓ格΍ݸਓとしてのଚݫを
ইつけること

（ 2）アΧデϛοΫ・ϋラスϝント
　研究・教育の৔におけるɺྗݖをར用したݏがらせ΍ࠩผの
ことです。
　ੑผを໰わずɺ研究活動ɺ教育指導ɺ๫ྗ的ൃݴ΍行為など
で૬खに਎ମ的ɺਫ਼ਆ的ۤ௧΍ෛ୲ɺもしくはۃ度の不շײを
ෛわせることをいいます。
（ 3）ύϫー・ϋラスϝント
　ब学上ɺब࿑上の立৔をར用してɺͦのӨྗڹをཞ用するݴ
動のことです。指導のൣᙝを௒͑てܧଓ的に学ྺ・ମܕ・Ո଒・
ϓライόγーに関することなどを࿩題にしɺਓ格とଚݫを৵֐
し不҆を༩͑ること΍ɺ૬खのҙに൓してͦの࿑ྗを࢖用した
り߆ଋしたりしてɺ不շײをײじさせることをいいます。

（ 4）ジΣンμー・ϋラスϝント
　ジΣンμー（社会的・文Խ的ੑผ）規ൣをԡしつけたりɺͦ
れを๬むݴ動によりɺ૬खを不շにさせることです。ੑผによ
りࠩผしようとするҙࣝも含まれます。

úɽϋϥεϝϯτのͳ͍ΩϟϯύεΛ࣮ݱするͨΊに
（ １）ϋラスϝントのඃ֐にあったときには
①ͻとりで೰まないで
　ϋラスϝントをडけたとײじたらɺͻとりで೰まずにɺ
อ݈ηンター（ి࿩ɿ052�838�203１ɺϝールɿIPLFO!
DDNM.NFJKP�V.BD.KQ）に࿈བྷしてください。૬ஊにདྷるこ
とがたΊらわれる৔合はɺまず਎ۙで৴པできるਓに૬ஊ
をしてください。૬ஊにはՈ଒΍৴པできる༑ਓɺ教৬員
と一ॹにདྷることもできます。
ᶄ記࿥を࢒してください
　あなたがडけたݴ動についてɺ「いつɺどこでɺ୭͔らɺ
どのようなこと͔がわ͔る記࿥（ࣗචのϝϞ・ϝール・࿥
Ի等）」を࢒しておくとɺ૬ஊ΍ਃ立ての際に໾立ͪます。
ᶅٸۓの৔合は࡯ܯに࿈བྷを
　૬ख͔らの๫ྗ行為などでɺ৺਎にݥةをײじたりɺۓ
に࡯ܯΊɺٻをཁする৔合はɺ໎わずपғのਓにॿけをٸ
࿈བྷをしてください。

（ 2）ϋラスϝントを͔ݟけたら
をؾ過͝さない༐ݟ①
　ूஂ಺でϋラスϝントの存在が໧認されてしまうとɺͦ
れが׳शԽしঃʑにڥ؀がѱԽしていきます。पғのਓた
ͪもͦの関係にרきࠐまれてしまうたΊɺ特に教育ɺ指導ɺ
؅理؂ಜする立৔にあるਓの果たす໾ׂはॏཁです。ϋラ
スϝントをݟ過͝さない༐ؾを࣋ͪましΐう。
ᶄ૬ஊをקΊる
　ϋラスϝントについての૬ஊをडけた৔合はɺඞཁに応
じて૬ஊ員（Χ΢ンηラー）によるϋラスϝント૬ஊをק
Ίてください。ͦの際ɺ૬ஊされたਓがಉ行することもՄ
ೳです。
ᶅ஌り得た৘ใの扱いは৻ॏに
　૬ஊ಺༰等の஌り得た৘ใについてはɺϓライόγーに
十分に഑ྀしຊਓのҙ向をଚॏし৻ॏに扱いましΐう。

（ 3）加֐者にならないたΊに
。いのਓ格を対等にଚॏする࢟੎を࣋ͪましΐうޓ①
ᶄ社会的にܗ成されたੑผҙࣝɺたと͑͹「உੑ΍ঁੑはこ
うある΂き」だというݻ定的なੑ໾ׂ؍などのภったݟ方・
。方をԡしつけることはආけましΐう͑ߟ

ᶅ૬खがࣗ分のݴ動をϋラスϝントとडけࢭΊているとわ
͔ったらす͙にࢭΊてɺ真᎜なͪ࣋ؾと態度でँࡑしま
しΐう。あなたのՈ଒΍਎ۙなਓがडけたとしたら不շだ
とࢥう行為は৻むという৺͑ߏが大切です。

ᶆ൓対ҙݟ΍「ϊー」というҙࢥ表示がない͔らとݴってɺ
ͦれが合ҙ・ಉҙとは限りません。立৔΍஍位が上のਓ（指
導者΍ઌഐ）は十分഑ྀしてください。学֎でのݴ動であっ
てもɺ૬खが教育・研究ɺब学ɺब࿑上の関係のあるຊ学
。成員であれ͹ϋラスϝントにあたるՄೳੑがありますߏ

以下ɺ大学̝̥ɺIUUQT���XXX.NFJKP�V.BD.KQ�DBNQVT�MJGF�
IBSBTTNFOU.IUNM　を参照してください。

18ɽϋϥεϝϯτの防止౳にؔする
ΨΠυϥΠϯ
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Ȅ ̌̑
ԋश室

EVϗーϧ

ϗーϧ

倉庫１

倉庫2
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